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ゲー ム を や 
いか っ て 、 そ 
然 





っ て いて 何 が 面白 よう 、 ナ イ た り ロ ン の 場合 は コン ヒュ ー タ が 一 時 介 能 を 働 せ ます 
ゃ あや っ ぱり 偶 か ら ミ ス も 少な い 」 と 解説 。 そ し て 、 君 塚 君 フリ 込ん だ り ア ガ っ た り 
然 性 で し ょ う L、 オ イチ ョ で ゲー ム 終 了 の 20 分 後に は マイ ナス | 万 3000 点 
カプ 、 は た また 馬券 買い 。 な か いや 」。 ゲ ー ム 途中 で エス ケー プ キ ー を 押し た 後に 
で も 麻雀 の 楽し さ は や っ た 者 て と オー プン モー ド の 切換 え が で き 
な いと 分 ら な い 面 白 さ な ん だ な ます の て 麻雀 の 勉強 に は 最高 で す 

麻雀 の 面白 さがそ っ くり パソ が 麻雀 は 相手 の 顔つき 、 手 つき な 
コン ゲー ム に な っ た の か 今回 発 
ジャ ン 狂 の 作者 売 の 「 ジ ャ ン 狂 」 で す 。 フ ル グ 

飛田 雅宏 

















ラフ ィ ッ ク で オー ル マ シ ン 語 
し か も 、 相 手 と な る コン ピュ ー 
タ が な か な か の 強敵 。 だ か ら 、 挑 戦 者 は 熱く な っ て し まう 








を こ て で て 某 月 某 日 、 た また ま ハ ド ソ ン に 遊び に きた 和 雀 歴 2 年 の 泰 

彦 君 ( 高 3 ) に チャ レン ジ し て も らい まし た 。 そ ば で ニヤ ニヤ 見 学 し て 

いる の は 「 ジ ャ ン 狂 」 制 作者 の 飛田 雅宏 氏 ( バ ド ソ ン ・ 開 発 担当 ) どの 様子 を みる の も 勝負 の うち で す 
ルー ル は 2 万 7000 点 持ち の 3 万 点 返し と いう 一 般 的 ルー ル 。 最 初 に 。 が 、 コ ンピュータ は まっ た く の ボ ポー 


食 タン 有り か オー ブン モー ド か の 選択 が あり ます の て 好み の 方 を セレ カー フェ イス , 2、4、6、8 と ス 電 
クト し て 下さ い 。 オ ー プ ブン モ ー ド と いう の は 相手 の 手 を オー プン 状 区 ベー スキ ー だ け の 簡単 操作 で す 。 あ 

に し て お く こ と で 、 麻 雀 研究 な た の 和 雀 カ は どれ くら いか な 、 チ ャ 

に 役立ち ます 。 セ レク ト し た レン ジ し て 下さ い お も し ろ 体 験 者 の 
の 56 区 多 ー ト 。 と 君塚 泰宏 君 (高三 ) 
ころ が この 段階 で 君塚 君 、 最 
初 の 悲鳴 /「 ワ ッ 、 速 いな ー」 
マシ ン 語 ソフ ト の 強 味 で 、 ツ 



























モ ま で の 時 間 が いか に も スピ ニ 
ー デ ィ ー。 火 々 に 進行 し ます 。 PC-9801 8FD Y7.800 PC-6001 _ T Y4.000 

MA 8 PC-9801 5FD Y6.800 PC-6001mkll T  Y4.000 
制作 者 の 飛田 氏 『 こ の くら い 5c-9goiF 5FD Y6.800 FM-7 _ Tr y4.000 
の スピ ー ド だ か ら 面 白い の で PC-8801/mkiI( 共 用 )5FD Y6.800 FM-7 5FD Y6.800 
す 。 で も 、 チ ョ ン ボ が 出 な い PC-8801/mki( 共 用 ) T  Y4.000 Xi-p 3FD Y6.800 





PC-8001mkil T ( 予 ) \4.000 Xi-C T  Y4.000 









君 は シン ブル や バー ディ ー を 
目指 し て ティ ー シ ョ ッ ト / 





た の か 、 ゴ ルフ な ん て 初め て だ 
か ら な あ 。」 
さて 、 小 久保 君 、 ウ ッ ド で や 
り 直 し て 、 途 中 ラフ に 入れ な が 
ら も 、 何 と か 池 越 え に 成功 
ここ で も う 一 度 あ た り の 状況 
を 見 る と ワン タッ チ て 画面 
リ は 広角 に 。 広 い 視野 を カバ ー で 
この 本 モノ そっ くり の ゴル フ ゲ ー ム に チャ レン ジ す る は 、 パ ソコ ン きる ん だ 。 ア / 右 横 に バン カー 
に 関し て は ちと うる さい 小久保 秀次 朗 書 高 一 か が ある ぞ 。 そ こ で 、 左 に 寄せ て 
小久保 君 「 画 面 の 中 、 む こう に ホー ル の ピン が 見 える 。 ハ イ 、 ゴ ル と 、 ア レー / 左 に も バン カ 
ファ ー の ステ ッ プ 位置 は これ で よし 。 こ ー。 ハ ア / バ ンカ ー は サン ド エ ッ ジ で 強く 出す ん だ っ て ? や っ と グ 
強 さ は と ……。 ゴルファー が | 回 だ け 素 リー ン に ノ っ た けど 、 ビ ピン まで 遠い な あ 。 い つ に な っ た ら こ の ホー ル 
イン どき に デイ イグ バック ー 結局 、 パ ー 4 の と ころ 、 倍 の 8 打 た た いち ゃ っ た 。 で も 確か に 
ホン ト に ゴル フ を や っ て る よう な 感じ も 。 こ りゃ 慣れ て きた ら バ パー デ 
ィ ー も ホー ルイ ン ワ ン も 夢 じ ゃ な い ぞ 。」( 私 は 全 ホ ー ル 回 っ て 7 アン 
ゝ ダー で し た 。 作者 ) 
「 こ の や り 方 な ら 、 マ イコ ン ボ ー リ ング 、 マ イコ ン テ ニ ス 、 マ 
ン ……… 何だ っ て 楽し く な る と 思う な あ /」 


の 始ま り 始 まり 
ゴル ファ ー の 選手 。 な あん て 、 
実際 に 画面 上 で ゴル フ ブ レ ー が 展 











ゴル フ 狂 の 作者 田中 裕 ニ 
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回 ビデ イン ジグ の 


私 は 今日 まで , コン ピュ ー タ に 関す る 資料 や 文 
献 を を れこ を 数 限り な い 程 開い て きま し た が , 大 
部 分 の 文献 に は 勉強 る きせ られ る 事 が 多く 大 変 た め 
に な り ま す 。 

し か し , 最近 は と も か く と し て , 私 が コン ピュ ー 
タ を 学ば うと 志 し た ころ の 状況 を 思い 出す と , ど 
の よう な 婦 献 と を みて も な か な か 取っ 付き に 〈〈, 
思考 錯誤 の 連続 で あっ た こと を 記憶 し て いま す 。 

一 般 に , 専門 分 野 に お ける 入門 書 が 入門 者 に よ 
っ て 執筆 され る 事 は 皆無 びと 思い ます 。 ほ と ん ど 
の 入門 書 は 各 専 門 分 野 の 第 一 戦 で 長い 間 活 躍 し て 
きた 人 達 や , 研究 ・ 教 育 に た ずる さわ っ て きた 人 達 
に よっ て つく られ て いる の が 現状 で す 。 

よく , 他人 を 教育 する に は 初心 者 の 立場 に 立っ 
て 教え る 事 が 必要 だ と 言わ れ ま す が , 私 が 入門 書 
を 執筆 する 事 に な っ た か ら と いっ て , 今さら 初心 
者 に も と どる 事 は 不可 能 で し ょ う 。 

確か に . お も し ろ お か し い 文 章 表現 を 用 いて 読 
者 の 気 を 引く こと も , 一 つの 手段 で ある と 思い ま 
す 。 し か し 本 書 で は で き 得 る 限り きめ の 細か い 解 
説 を 行う 事 に よっ て 文章 の つた な る を カバー し て 
行き だ た いと 考え て いま す 。 


/ 画面 設定 


当分 の 間 , 画面 操作 に 関す る 説明 は , 全て 白黒 
モー ド , 8 0 字 (8 0 桁 ) X 2 5 行 モ ー ド を 想定 


し て 行い ます 。 


つま り ,。 PC の スイ ッ チ を 入れ だ あし と, 
CONSOLE 0, 25, 0。 Os 
WIDTH 80, 25Csm 

を 行え ば OK で す 。 

cms は,RETURN キ ー で す 。 

前 置き が 長く な り ま し た が 、 

の まし まう 


そろ そろ 本 題 に 入 






PC 一 8 0 0 1 の テレ ビ 画 面 


第 1 図 を 見 て て だ さい 。 こ れ は PC 一 8001 の テ 
レ ピ 画 面 、 左 上 の 隅 LOCATE 0, 0 の 位 
置 に キャ ラク タ ・ グ ラフ ィ ッ ク の “ 念 "” を 表示 す 
る た め の ブ ログ ラム を , POKE 文 を 用 い , BA 
S I C で 組ん だ も の で す 。 

P C に は , 増設 分 も 含め て , 8 000H 番 地 か 
ら , FFFFH 番 地 ま で の 3 2K バ イト 分 、D 一 
RAM( ダ イナ ミッ ク ・ ラ ム ) が 実装 で きま す が , 
その 内 の F 3 0 0 H 番 地 か ら ,、 FEB7H 番 地 ま 
で の 3 K バ イト は , VーRAM (ビデ オォ ・ ラ ム ) 


《 第 1 図 ) BASIC 





10 LET A=&HEC 
20 POKE &HE300,. A 
30 END 





で 





本 ジン ンマ 


ーーーーーーーー デ ※ーーー テ Zc〔(q プ ーー 


に な っ て いま す 。 

第 2 図 に . VーRAM と テレ 画面 の 対応 を 示 
本 和 。 

この 表 で も わか る よう に , VーRAM の 1 バイ 
ト が , テレ 画面 の 1 廊 字 に 対応 し て いま す が , 
PC の 画面 が , 80 文 字 行 な の に 対し て , VーR 
AM の 方 は 1 行 が 120 バ イト に な っ て いま す 。 


これ は , PC が アト リ ビ ュ ー ト 方 式 を 採用 し て 
いる た めで , 120 バ イト の 内 。 前 80 バ イト を 除い た 
残り の 40 バ イト は アト リ ビ ュ ー ト ・ エ リア と 呼ば 
れ 。 キャ ラク タ 。 グラ フィ ッ ク ,。 カラ ー, アン ダ 
オォ オー バー ライ ン , 反転 。 点滅 …… etc, 
な どの コン トロ ー ル に 使用 され , PC の 特色 ある 
オペ レー ショ ン を 可能 に し て いま す 。 


テグ イシ 。 


〈 第 2 図 ) PC の V-RAM と テレ 画面 の 対応 
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gm 








FEB7 


FE8F | FE90 











る さて, アプ アトリビュート ・ エ リア を 除い た 80 バ イ 
ト ※25 行 の 2 K バ イト で す が , この 部 分 が 純 枠 な 
V 一 RAM に と 言え ます 。 

ここ で , VーRAM と テン レ い 画面 の 関係 を テス 


《 第 3 図 ) PC 一 8001 の キャ ラク タ ・ コ ー ド 
上 位 4 ビ ピッ トー 












ド し で み ま し ませ う 。 

まず “MONC』” で マシ ン 語 の モニ タ に 制御 移 
し て くだ さい 。 

次 に “SF300Cm" を 行っ た あと , 適当 な キ 
ャ ラク タ ・ コ ー ド を , 16 進 数 2 桁 
で 入力 し て いっ て 《 だ さい 。 キャ 
ラク タ ・ コ ー ド と, 表示 る れる キ 
ャ ラク タ の 対応 は , 第 3 図 を 見 て 
て くれれ ば わか る と 思い ます 。 





















































































































色 Ds @|P eml 交 寺 例え ば *@/ の キャ ラク タ ・ コ 
4 le 1 人 Aa 。 | ア チ | ょ ー ド は , 16 進 で EC いい K′ の キャ 
W spzl2 BIR | 「| イ ツ | メ ラク タ ・ コ ユ コード な ら 4 B で す 。 
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Ni| 久 |5|Elule 中 ま は は の 
Jsslwl6lEIVIf テラ | ヵ | こ | ョ ママ が その 画面 上 
ー イ 三 に 表示 され る の で す 。 
EslWI7|GIWlg アァ | キ | ヌ | ラ _ e 
ョ 1 +ー トー VーRAM 上 に コー ド を 書き 込 
sICxl(|8IHIXIh ィ | ク | ネ | リ | 倒 te 
El )19|IIYIi | ケ | ノ | ル | 珍 ①, モニ タ の , S (モッ ト ) ュ 
FISm| 素 | | 1Z| | エ | コ | ハ | レ | 多 ネジ ンド を 合う 
串 Eel 士 |) |KI[LIk ゴ ォ * 隊 Mk 』| ②, BASIC の POKE 廊 を 使う 
lo SM に ③. マ シン 語 を 使う 
| 一 |=|IM|] ml ) ュ | ス | へ ( う な ど 、 幾つ か の 方 法 が あり ます が , 
1 |. 」 デ 1NIAl AI デ lc ① は , 先 の テス ト の 時 使い 。② は 
| グ | 7 10」 一 | 1 マ 第 1 図 で 使っ て いま す 。 





























本意 ユー ディ ング の 実際 琶 乏 生 ーー 


本 章 で は , ③ の 方 法 を 説明 し た いと 思い ます 。 
送 に , VーR AM の 内 容 を 調べ れ ば , 現在 、 テ 
レビ 画面 に ぼん な キャ ラク タ が 表示 る れ て いる か 
が わか る わけ で , V 一 R AM の 内 容 を 読み 出す に 
人 。 

①, モニ タ の D (ダン グ プ ) 又は , S (モッ ト ) 

コマ ンド を 使う 

②, BASIC の PEEK 文 を 使う 

⑬, マシ ン 語 を 使う 
な どの 方 法 が あり ます 。 


第 1 図 の 説明 


第 1 図 に つい て 説明 し ます 。 

10 行 で は , LET 文 を 使っ て 変数 A に 16 進 数 の 
EC を 代入 し て いま す 。 EC は“ 氏 ” の キャ ラク 
タ ・ コ ー ド で す 。 ま た だ た LET は 省略 する こと 
が 多い の で す が , ここ で は 第 4 還 と 比較 し 易い よ 
うな 形 に し て あり ます 。 

20 行 は , 先程 の ② の 方 法 を 使っ て , 変数 A の 内 
容 (ECH) を , F300H 番 地 に 代入 し て いま 
の 

F 3 0 0H 番 地 は , VーR AM の 先頭 番地 で あ 
り ,。 テレ ピ 画 面 上 で は , 左上 隅 , LOCATE 
0, 0 の 位置 で す 。 

30 行 の “END” も 省略 で きま す 。 

この プロ グラ ム を RUN さ せる と , 画面 の 左上 
すみ に “ 久 ” が 表示 され る は ず で す が , PRINT 
文 と 違っ て 。 ア トリビュー ト ・ エ リア まで 書き 換 
を る の で は な い の で , その 位置 の カラ ー 指 定 が , 
シー クレ ッ ト や 黒 に な っ て いる 時 に は , 当然 表示 
され な い の で 注意 が 必要 で す 。 


第 4 図 の 説明 


ここ か ら が 本 当 の , マシ ン 語 講座 の 内 容 で す 。 
第 1 図 と 第 4 図 を 比べ て 見 て くだ さい 。 

前 者 と 同じ 内 容 の プロ グラ ム を ニー モニ ッ ク 
(アモ ンプ ブリ 言語 ) で 組ん だ も の だ が , 後者 の プロ 
グラ で 清 。 
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「 マ シン 語 で プロ グラ ム を つく る 」 と は いっ て も 。 
直接 16 進 数 の ら 6 列 を 書い た り 理 解 し た りす る の は 
た い へ ん で すか ら , 直接 マシ ン 語 で 組ん で いく 必 


要 は あり ませ ん 。 
まず 一 度 、 ニ ー モ ニッ ク を 使っ て ,、 ブログ ラム 
を 組ん で いき 、 ニ ー モ ニッ クーー マ シン 語 の 対応 


表 を 引い て いく な り , アモ ンプ ブラ を 使用 する な り 
し て , マシ ン 語 に 直す の が 普通 で す 。 

ここ で ,、 ニー モニ ッ ク か ら マ シン 語 に 直す の を 
アセ モン ブル と いい , 完成 し た マシ ン 語 や オブ ジェ 
クト と いい ます 。 

逆 に マシ ン 語 か が ら ニ ー モ ニッ ク を 作り 出す の を 
逆 ア セン ブル (ディ イス ・ ア セン ブル) と いい , そ 
れ を プロ グラ ム で 行っ て し まお うと いう の を 逆 ア 
ギ シ ヴ ブラ. (ディ ス ・ ア セン ジジ グラ ) と いい ます 。 

第 1 図 と 第 4 図 を 比較 し て いく と , 両者 の 形成 
が それ 程 か け 離 れ て いな い , どちら か と いう と 同 
じ よ うな 形 を し て いる こと に 気 が つ 〈 と 思い ます 。 

読者 の 皆さん の 中 に は , マシ ン 語 は 難し いと 思 
い 込 み 、 マ シン 語 コ ンプ レッ クス に 落ち 込み か け 
て いる 方 も いじ る か も し れ ま せん が この 程度 の プ 
ログ ラム な ら , BASIC で 組ん で も マシ ン 語 で 組ん 
で も , 大 き な 差 は み ら れ ませ ん 。 

マシ ン 語 は , 難し いと いう より も 。 少し 手間 が 
か か る だ け な の で す 。 

で は , 第 4 図 を 行 を 追っ て 説明 し て いき ます 。 

- 番 最初 に ある “LD A, ECH” の LD ヒ と 
いう の は , ロー ド と 読み BASIC の LET 文 と 同 
じ く 代入 文 で す 。 こ の 例 で は , “A” に 16 進 数 の 
EC を 代入 し て いま す 。 

この “A” は BASIC の 変数 と 似 て いま す が , 
マシ ン 語 で は レジ スタ (R e g) の 一 つ で , A レ 
ジス タ と か ,。 アキ ュー ムレ ー タ (Ac c) と か 呼 
ば れ て いる も の で , 8 ビット (16 進 2 桁 ) で す 。 


《 第 4 図 ※) ニー モニ ッ ク 





LD AECH 
LD (F300H).A 
HALT 





PC 一 80 0 1 が 使用 し て いる ZZ80CPU は , 
合計 22 個 の レジ スタ 群 を 持っ て いま す が , 次 章 以 








降 で 少し ずつ 説明 し て いく 了 予定 で す 。 

ECH の 最後 の H は, EC が 16 進 数 で ある と い 
うこ と で , BASIC で 16 進 数 の 頭 に 付け る ^&H7 
と 同じ 意味 で す 。 全く の 余談 で す が , 6 800C 
PU な ど は 頭 に “$” を 付け て 16 進 数 や 表わし ま 
す 。 

第 4 図 の 2 行 目 の ^LD (F300H), A? 
も や は り LD 命 令 が 使わ れ て いま す が , F3 0 
0H に (カッ コ ) が 付い て いま す 。Z80 の ニー モ 
ニッ ク 中 で , 16 進 4 桁 の 数 値 に (カッ ユ コ ) が 付い 
て いる 場合 に は , その 数 値 が .、 メ モリ 上 の アド レン 
ス を 指し て いる と 考え れ ば よい の で す 。 

で すか ら こ の 命令 は ,BASIC の POKE 文 と 同じ 
ょ うに , F300H 番 地 に A レ ジス タ の 内 容 を 入 
れる と いう 働き を し ます 。 

最後 に "HALT” と いう 命令 が 置い て あり ます 





170 LET A=&HEC 
20 POkE & HF300,A 
30 END 








BASIC 


OM 


石 
ビ 】 


マシ ン 語 の 基礎 知識 em き 
が これ は , ZZ80CPU を 停止 する 命令 で す 。 で す 
か ら プ ログ ラム の 最後 に この 命令 を いれ て お け ば , 
Z80 は , そこ まで で プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ま 
1 

停止 を 解除 で きる の は , リモ ッ ト ス イッ チ の み 
窓 あ 8 


> 


第 1 章 は , ここ まで で す が ,。 この ニー モニ ッ ク 
を 直接 PC 一 8 0 0 1 に 入力 し て 走ら せる こと は 
で きま せん 。 

先程 の アモン ブル ” と いう 作業 が 残っ て いま 
す が , 長く て な る の で これ に つい て は 第 2 章 で 説明 
し だ た いと 思い ます 。 


LDP AiECH 
LD CEsooH),A 


HALT 











ゲー ツー アァ 

し LLC 

一 ーーーー デ ーー ーーー 

た の コー か っ 
ーーーーーーー 
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第 1 章 , いか が だ っ た で し ょ うか ? 
前 章 で は , 

*LD ムン 
と いう 命令 は , へ の 内 容 を 口 に 代入 する と いう こ 
と を 説明 し まし た 。 ま た この 時 4 桁 の 16 進 数 に () 
が 付い て いれ ば , それ は アド レス を 指し て いて , 
*A” と 書け ば , それ は A レ ジス タ (アキ ュー ム 
レー タ ) の こと で し た ね 。 






























PC 一 8 0 0 1 の メモ リ ・ マ ッ プ 


アセ ンプ ブル を 行う 時 に は , まず 完成 し た マシ ン 
語 を ,. メモ リ 上 の どの 番地 に 置く か を 決め な けれ 
ば な り ま せん 。 

第 5 図 に PC 一 8001 の メモ リ ・ マ ッ プ を 示し ま 
す 。 左 が 16K バ イト RAM の シス テム , 右 が RA 
M を 32K バ イト に 増設 し た シス テム で す が 。 今回 
は 16K バ イト の シス テム を 例 に と っ て 説明 し ます 。 

0000H-ー7FFFH は , PC 一 8001 の 場合 
は ROM の た め の 領 域 で 、 この 内 

0000H-5FFFH の 24K バ イト は , BA 
SIC の イン タプ リタ が 入っ て お り 残 り の 8K バ 
イト は , 増設 用 の 空き ソケット に な っ て いま す 。 

以上 R OM 領 域 に は , 簡単 に ゲロ グラ ム を 書き 
込む こと は で きず , ROM ラ イタ ー を 使う か ハー 
ドウ エア を いじ ら な けれ ば な り ま せん 。 

8000H-FFFFH は , RAM 領 域 に な っ 
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ii 


て いま す が , 16K シ ステ ム の 場合 は CO000H 
ーFFFFH の 16K バ イト の み R AM が 実装 され 
て いて 8000H-BFFFH は 空い て いま す 。 

R AM 領域 の 内 F300H-FEB7H の 3 
K バ イト は , 前 章 で も 説明 し た V 一 R AM 領域 で 
当然 、 プ ログ ラム ・ エ リア と し て は 使え ませ ん 。 

オォ オール ・ マ シン 語 の み の プ ログ ラム を 作り , B 
ASIC に も も どら ず BASIC イ ンタ ブリ タ 内 の サ 
プ ブルー チ ン 類 な ども 絶対 使わ な い 自 信 が ある な ら , 
VーR AM だ け を 避け れ ば よい の で す が , ほとん 
どの 場合 そう で は な い の で , EA00H-FFF 
FH の N 一 BASIC の ワー ク ・ エ リア (VーRAM 
も 合 む ) と , RAM の 頭 か ら 数 10 バ イト は , 使わ 
な い 方 が 無難 で す 。 

使 お な うと 思え を ば 空い て いる と ころ も ある の で す 
が , 下手 に 使う と 禁 走 させ る こと に も な りか ね ま 
せん 。 

以上 長 々 と 説明 し て 来 ま し た が , 結局 、 16K バ 
イト シス テム の 場合 は C020H-ーE9FFH, 
32K シ ステ ム で は , 8020H-E9FFH の 範 
囲 で 使 を ば よい で し ょ う 。 デ ィ ス ク を 使っ て いる 
場合 は , 更に 使用 範囲 が 限ら れ て し まい ます 。 

使用 可能 領域 を 第 5 図 中 に アミ 部 分 で 示し ます 
の で 参考 に し て くだ さい 。 








N 一 BASIC の 
CLEAR コマ ンド 

マシ ン 語 の プログ ラッ 領域 を 確保 する コマ ンド 
と し て , N 一 BASIC の CLEAR コマ ンド が あり ま 
す 。 こ の CLEAR コマ ンド で , マシ ン 語 の た め に 
使う 領域 を 確保 し て 置け ば 安全 で す が , それ で も 
フリ ー・ エ リア 以外 を 使う こと は で きま せん 。 

例え ば , ダイ レク ト ・ モ ー ド で 


マシ ン 語 の 基礎 知識 me 
CLEAR 300, &HDFFFCs 

を 実行 し て 置け ば , E 0 0 0 H 番 地 か ら , E9F 

F H 番 地 ま で を マシ ン 語 の た め に 確保 し た こと に 

な り , N 一 BASIC で は RAM の 先頭 か ら , DFF 

F H 番 地 ま で と , EAO OH 番地 か ら FFFFH 

番地 の み を 使用 し ます 。 


(第 5 図 ) PC8001 メ モリ ・ マ ッ プ 


I6K バ イト RAM シ ステ ム 


ROM 
32K バ イト 


拡張 用 エリ ア 


拡張 用 エリ ア 


RAM 
32K バ イト 





32K バ イト RAM シ ステ ム 


Ri 0000H 


N 一 BASIC 
つづ 
モニ タ 


5FFFH 
6000H 


拡張 用 エリ ア 


7FFFH 
la 8000H 
+ 


8020H 
802IH 


E9FFH 
EA00H 


F2PFH 
F300H 


1 
FEB7H 
FEB8H 





ーーーーーーーーーー 一 FFEFn 
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mm 第 2 章 アモ ン ブ ル の 実際 


アセ ンプ ブル 


それ で は , 第 6 図 を E 0 0 0 H 番 地 か ら の マシ 
の 褒 に アセ ジングル し で み ま し ょ よう 。 ミ この ピロ グラ 
ム は , 第 1 章 の 第 4 図 と 全く 同じ も の で , テレ ビ 
画面 、 左 上 の 隅 に “ 倫 ” を 表示 する プ ブログ ラム で 
9 

アモ ンプ ブラ を 持っ て いる 場合 に は 、 それ を 使え 
ば 簡単 に アモ ンプ ブル で きま す が 。 そう で な い 場 合 
に は , ニー モニ ッ ク ー ユ マシ ン 語 の 対応 表 を 引き 
な が ら , 自分 で アデ モン ブル し な けれ ば な り ま せん 。 





《 第 6 図 〉 
LED AA, ECH 
LD (F300H),A 


HALT 








この 対応 表 は , 本 書 も 含む 廊 献 の 付 鍼 な ど と い 
う 形 で も よく 見 か け ま す が , この よう な も の と は 
別に 表 だ け の も の を 持っ て いる と 大 へ ん 引き 易く 、 


安い も の で すか ら 一 司 買っ た 方 が よい と 思い ます 。 


ちな み に 私 は 、 NEC で 出 て いる “COM 一 82 
イン スト ラク ショ ン 活 用 表 ” と いう の を 使っ て い 
る の で , 勝手 で す が こ の 対応 表 に 合わ せ て , 説明 
を 行い ます 。 COM 一 82 と いう の は , Z80 の こ 
で です ぁ 


《 第 8 図 〉 第 6 図 を アセ ンプ ブル し た も の 


| 3Egc Lp |A.EcH 





02| 3200F3 LD | (F300H).A 


山代 えす 0 細 





吊 76 HALT 実行 を 停止 する 








1 行 目 の "LD A, ECH" を 調べ る に は , 


"BCH" を nm" に 変え て 。 ロー ド 命 
令 の 項 を 見 ます (第 7 図 。 

対応 表 な ど で は , 1 バイト (16 進数 で 2 桁 ) 定 
数 は 。 全て nm” な どの よう に 置き 変え て 載っ て い 
る は ず で す 。 2 バイ ト (16 進 数 で 4 桁 ) の 場合 は , 
nn” な ど に な り ま す 。 

で ですから."LD AECH′ は ご LD 4, 
n” と いう 形 に 直し て 調べ 後 で `n” の 部 分 に 
"EC” を ,。 入れ て や れ ば よい の で す 。 

その 結果 “3E n” の よう に 出 て いる は ず で す 。 
この "n” の 部 分 を "EC に 直し て 8BEB 選 @/ 
と な り ま す 。 で すか ら “LD A, ECH” の マ 
シン 語 は “3 到 EC" の 2 バイ ト で ,。 これ を を 
れ ぞ れ , E000H 番 地 と E001HH 番 地 に 割り 
当て ます 。 

次 の ^LD (F300H)、A” も 同じ く 。“L 
D (Q n)。 A” と 直し て , 対応 表 の 8 ビッ ト ・ ロ 
ー ド 命令 の 項 で 見 ます 。 

結果 は 32 nn” で す が こ こ で 
82 BS 007 た し て は 。 や ゆま 普 あ 〆 

Z 80 や 8080 な どの CPU で は , F3 と EQ0O を 
LC 32 の 0 天 "の まう た し な は 納 
ば いけ な い の で 注意 が 必要 で す 。 特 に は じ め の うぅ 
ち は , 間違え 易い の で 気 を 付け て くだ きい 。 

この 3 バイ ト を , E002H-E004H 番 地 
に 割当 で まま 。 

最後 の "HALT” は , マシ ン 語 で は ,“76” で 
すか ら 5E005H 番 地 は 、 76 に な り ま す 。 


に つま 2 
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た : いよ ょ 実行 / ノノ 


以上 の ニー モニ ッ ク と マシ ン 語 を きち ん と 表 に 
し た の が , 第 8 図 で す が , この 表 に つい て 説明 す 
る 前 に プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う 。 

BASIC か ら “MONCR” で , マシ ン 語 モニ タ に 
移し て くだ さい SE000Cs” を 行っ た 後 。`3 
EEC3200F376′ と , 6 バイ ト の プログ 


ラム を 入力 し ます 。 も し 間違っ て 入力 し た 時 に は , 





[DELI キー を 押す こと に よっ て 1 バイ ト も ど 
っ て 入力 し 直す こと が で きま す 。 

いよ いよ ょ 実行 で す ヾ GE000Cm で E000 
H 番 地 か ら 実 行き せ て み ま す 。 画 面 左上 に ~ 久 
が 表示 る れれ ば OK, そう で な い 方 は , 入力 ミス 
だ と 思い ます の で ,. リモ ッ ト ・ ス イッ チ を 押し て 
始め か ら 入 力 し 直し て くだ さい 。 
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マシ ン 語 を コー ディ ング する 時 に は , 第 8 図 の 
よう な 書き 方 を する の が 普通 で す 。 マ イコ ン 誌 上 
で も よく この よう な 形 の リス ト が 掲載 され て いる 
の で ご 存 知 の 方 も 多い と 思い ます が 一 応 説 明 し ま 
す 。 

まず 一 番 左 に アド レス を 書き ます 。 こ れ は , そ 
の 名 の と お り メ モリ 上 の 番地 で , マシ ン 語 を コー 
ディ ング する 時 は 普通 1 行 に 一 つの 命令 を 書き ま 
すか ら , その 命令 の 始ま る 番地 を 16 進 数 で 書き ま 
す 。 

次 に 普通 は , マシ ン 語 を 書き ます が 。 ハ ンド ・ 
アセ ャ ン ブ ル な ど を する 場合 で , 縦 に 時 を 引い て い 
な い ノ ー ト な ど に コー ディ ング する 場合 に は , マ 
シン 語 を 1 番 右 に 書く こと も あり ます 。 

いずれ に し て も , 第 8 図 の よう な 書き 方 の み に 
決め られ て いる わけ で は な く , 要 は , 必要 な 事項 
が わか り 易 く 書 か れ て いれ ば よい の で す 。 第 10 図 
に 市 販 さ きれ て いる コー ディ ング 用 紙 の 中 で 一 般 的 
な も の を あげ て お きま す 。 

マシ ン 語 の 項 は , 今回 の プロ グラ ム で は , 3 バ 
イト 分 で よい の で す が 。 Z80 に は , 1 一 4 バイ ト 
の 命令 が ある の で , 最大 4 バイ ト 分 の 場所 を 取っ 














ー デ ィング 書式 


シン 語 の 基礎 知 載 em き 


《 第 9 図 ) 第 6 図 を サブ ルー チン の 形 に し て 
アセ ン ブ ル し た も の 













LD 4A。 EC 





32 00 F3|LD (F300H). A 





RET メイ ン ル ー チ ン へ も どる 








《 第 10 図 〉 一 般 的 な コー ディ ング の 例 
① 市 販 品 の ュ ユー ディ ング 用 紙 


| LABEL |OP| OPERAND | COMMENT 





D | AEcH ジス タ に ECH を 











A レ 
入れ る 





(ノー ト な ど を 使う と き 1 








⑧ ノ ー ト な ど を 使う と き 2 





で 笠 天天 失 で す 。 

次 に ラベ ル と 書い た 欄 が あり ます が , これ は , 
ジャ ンプ 命令 の 飛び 先 な ど に わか り 易 い 名 前 を 付 
け て お くも の で す 。 こ の ラベ ル に つい て は ,。 後 で 
また 出 て きま すか ら , 今 は 。 それ ほど 気 に し な い 
で 結構 で す 。 

次 の ニー モニ ッ ク と 書い た 欄 に は , 先程 の 第 6 
図 が その まま の 形 で 入っ て いま す 。 

ニー モニ ッ ク の 先頭 の 命令 Mesh 
を ュ コード, 以後 の その 命令 が , どこ に 影響 する か 
表わす 部 分 を オペ ラン ド と 言い 。 ~, ” の 前 を 第 
1 オペランド, ~, ” の 後 を 第 2 オペ ラン ド し と 言 
いま す 。 

Z80 に は , オペ ラン ド が 0 一 2 個 の 命令 が あり 
ます 。 

その 他 , コー ド の 部 分 を ニー モニ ッ ク と 言っ て 
いる 場合 も あり ます 。 

最後 の コメ ント は , その 名 の と お り コ メン ト を 
書く 所 で , プロ グラ ム が わか り 易 いよ うに 好き な 
こと を 書け ば よい し , 省略 し て も よい の で す 。 
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=m 王 第 2 章 アモ ン ブ ル の 実際 






コー ディ ング 上 の 注意 


マシ ン 語 を コー ディ ング する 上 で 注意 し な けれ 
ば な ら な いこ と も いく つか あり ます 。 

まず , 字体 で す が , 例え ば , Z と 2, 0E0 ヒ と 
D な ど を 区 別して 書く こと が 重要 で す 。 マ シン 語 
に 限ら ず 他 の 言語 び で コー ディ ング する 時 で も で き 
る だ け 第 11 図 の よう に 書く くせ を つけ て お むく と 便 
利 で す 。 た だ し , 学校 の テス ト な ど を この 字体 で 
コー ディ ング ? し て し まっ た 時 の 責任 を 負い か ね 
ます (前 例 も あり ます )。 


《 第 11 図 ) コー ディ ング 用 の 字体 





C (シー) カギ を 付け る 
お (ディ ー) タス キ を か ける 
iorI (アイ ) 小 放 字 を 使う か 上 に 線 を 引く 
J (ジェ ー) 横線 を 引く 
6 (オー) 上 に 線 を 引く 
u (ユー) 小娘 字 を 使う 
〆 (ゼット ) タス キ を か ける 
び (ゼロ ) 斜線 を 入れ る (当然 /) 











コ 
ジン ep 二 セロ ー 


ク 
\N 。 加 W 陣 - ニン 2 
人 






No.1 3Y 
0qd つ と O( で ら ) 
な ム ん て です の 
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また だ 16 進 数 を 書く と き , その バイ ト 数 を 意識 し 
て 1 バイ ト か 2 バイ ト か わか る よう に 2 桁 ス は 4 
桁 で 書く こと を 勧め ます 。 

*2H” と いう 1 桁 の 数 値 で も “LD A, 0 
のみ" と か YELD (000 六 昌和 A と か いう ま 
う に , 前 に 余分 な 0 を 付け て お てく と, ハン ドア セ 
ン ブ ル の 時 の ミス 防止 に 役立ち ます 。 

私 も 前 に び LD HL, 2” を 間違え て “2 1 
0 2” の 2 バイ ト に アモ セン ブル し て し まっ た だ こと 
が あり ます 。 正しく は "21 02 00*" の 3 
バイ ト 命 令 で す 。 こ の ミス も ^LD HL. 00 
0 2H” と 書い て お け ば 未然 に 防げ た は ず で す 。 

アセ ンプ ブラ を 使え ば この よう な ミス も ぅ 起 ら な い 
の で す が ,。 せっ か く ハ ンド ・ ア セン ブル し た 長い 
プロ グラ ム の 真中 な ど で こ の ミス を や る と , 後 で 
1 バイ ト ず つ ず らし て いか な けれ ば な ら な い の で 
大 へ ん な 手間 に な り ま す 。 


Q&A コ ー ナ ー 


この コー ナー で は 。, 初心 者 が マシ ン 語 を 勉強 し 
て いく 〈《 う え で わかり に くい 点 を 。 1 一 2 項目 ずつ 
選ん で 説明 し て いき ます 。 私 が マシ ン 語 を 始め た 
頃 の 経験 も 生か し て いき た いと 思い ます 。 


⑨BASIC 中 か ら の マシ ン 語 の 呼び 方 


マシ ン 語 の プロ グラ ム を BASIC の ブログ ラム 
中 か ら 呼 び 出 す 方 法 を 説明 し ます が , さっ き マ シ 
ン 語 に 直し た ば か り の 第 6 図 を 例 に と 0 り ます 。 

第 6 図 を サブ ルーチン の 形 に し て アモ ンプ ブル し 
た も の が 第 9 図 で す 。 先程 の プロ グラ ム と の 相違 
点 は 最後 の H ALT 命令 が RE 命令 に か わっ て 
いる だ け で す 。 

HALT は , Z80 CPU を 停止 る させ る 命令 で 
す が , RET は , RETURN の 略 で ,、 サブ ルー 
チン か ら メ イン ルー チン へ も どる 命令 で す 。 

この 場合 は 、 マシ ン 語 の プロ グラ ム 全 体 を 一 つ 
の サブ ルー チン と 考え ぇ , BASIC の メイ ン ル ー チ ン 
か ら 呼 び 出す の で す 。 


ーー ニー デー ーー ニュ ーー ーーーーー ニ ニュ ーー ニー ニーーー ニ ーーーーー ニ ーー ニーーーーーー ネ ー キ テー テニ ョ ーー デュー ニテ ーーーーーー ニ ーーーー ニ ュー テーー ーーー ーー に レー 語 の 基礎 知識 me 


《 第 12 図 ) マシ ン 語 実行 用 の BASIC ル ー チ ン 


《 第 13 図 ) BASIC か ら マ シン 語 を 呼び 出す 





10 CLEAR 300。&HDFFF 
20 DEF USR=&HE000、. 
3.0 I=USR (0) 

4 0 END 








この プロ グラ ム を 呼び 出す た め の BASIC の メ 
イン ルー チン が 第 12 図 で す 。 

まず 10 行 の CLEAR コマ ンド で マシ ン 語 の た め 
の 領域 を 確保 し ます 。 

次 に DEF USR コ マン ド で マシ ン 語 ブロ グ 
ラム の スタ ー ト ・ ア ドレ ス を 定義 し , 30 行 で マシ 
ン 語 プロ グラ ム を 実行 し ます 。 

30 行 中 の 変数 1 と (カッ コ ) の 中 の 0 は BAS 
IC と マシ ン 語 と の 引数 で す が , 今回 の よう に 引 
数 が 必要 な い 場 合 に も , 一 応 何 か を 与え を な いと エ 
ラー に な り ま す 。 引数 の 受け 渡し は , 浮動 小数 点 
アキ ュー ムレ ー タ (F0A4H-FOABH) を 
介し て 行わ れ ま す が , 詳し い 事 は ,“N 一 BASIC 
リフ ァ レ ンス ・ マ ニュ アル ” を 見 て くだ きい 。 

また だ,N 一 BASIC で は ,USR0 一 USR9 の 計 
10 個 の マシ ン 語 サ プルー チン を 使う こと が で きま 
す が 。 今回 の よう に 番号 を 省略 し た 場合 は US 
R 0 と 解釈 され ます 。 

第 9 図 の オブ ジェ クト を E000H-E005 
H 番 地 に モット し , BASIC に も ど し て か ら 第 12 図 
を 入力 し て くだ さい 。 

YRUNCs” て 画面 左上 に 人” を 表示 し た 後 
BASIC の コマ ンド 待ち に な り ま す 。 

つい で に , 第 13 図 を あげ て お きま す 。 こ れ は マ 
シン 語 を メモ リ 上 に 書き 込む 段階 も BASIC で 行 
っ て し まお うと いう も の で す 。 

この ブロ グラ ム な ら , BASIC の CSAVE, CL 
OAD コマ ンド 1 回 の み で ロー ド , モー ブ が で き 
ます し , マシ ン 語 モニ タ に 移し て プロ グラ ム を 入 
力 す る 必要 が あり ませ ん 。 


ーー ニーーーーーーーー ニ ーー 一 -ー 


10 
2 0 
3 0 





CLEAR 300 &HDFFF 
DEF USR=&HE000 
FOR J=&HE000 TO ぐ HE005 
READ K$ 
POKE J, VAL (で &H"+K$) 
NEXT J 
DATA 3。 で 。 32。 00。 F3。 G9 
I=USR (0) 
END 



































BASIC 4 すさ の 1 も 来 


17 





前 章 ま で の プロ グラ ム 例 で は A レ ジス タ の み を 
使用 する よう に し て 来 ま し た が 本 章 か ら は いよ い 
よ Z80 の レジ スタ 群 が 登場 し ます 。 

本 章 は この 22 個 の レジ スタ 達 の 自己 紹介 と いう 
こと で 一 度 に 全て の レジ スタ が 登場 し ます が 惑わ 
る れ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 

あく まで も 重要 な の は 「 レ ジス タ の まとめ 」 の 
項 に 書い て ある こと で すか ら , 他 の レジ スタ の 説 
明 は 読み 飛ば し て も ,「 ま と め 」 に 書い て ある 事 だ 
け は 覚え を て お いて くだ きい 。 





Z80 の 汎用 レジ スタ 


皆さん も 前 章 ま で に 数 多く 登場 し た A レ ジス タ 
に つい て は 多少 理解 し て いた だ けた と 思い ます 。 
A レ ジス タ は アキ ュー ムレ ー タ と も 呼ば れる 1 
バイ ト の レジ スタ で , 1 バイ ト の 数 値 を BASIC 
の 変数 の よう に 記憶 きせ て お く こ と が で きま す 。 
この よう に レジ スタ と いう の は , いずれ も 数 値 
を 記憶 る きせ て お 〈《 (し て お 〈《) た め に ある の で す 
が , 22 個 の レジ スタ 和 群 全て が , A レ ジス タ の よう 
に , 自由 に 使え を る わけ で は あり ませ ん 。 

第 14 一 A 図 に Z80 の 全て の レジ スタ を 示し ます 。 
この 内 , A レ ジス タ を 合 め た , A, F, B, C, 
D, E, H, 上 の 8 個 の レジ スタ を 表 レ ジス タ 群 
(メイ ン ・ レ ジス タ ・ セ モット) と 呼ん で いま す 。 
この A レ ジス タ を 始め と する 8 個 の 8 ビッ ト (1 
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バイ ト ) の レジ スタ が 。 マ シン 語 で プロ グラ ム を 
組ん で 行く 上 で の 中 心 と な る も の で す 。 

まず フラ グ ・ レ ジス タ (F) で す が , この レジ 
スタ は , A レ ジス タ な どの よう に 自由 に 数 値 を 出 
し 入れ する こと は で きま せん 。 CPU が 特定 の 演 
算 な どの 命令 を 行う と その 結果 に 従っ て 勝手 に フ 
ラグ ・ レ ジス タ の 内 容 が 変更 きれ て し まい , その 
あと の 条件 ジャ ンプ や 条件 コー ル な どの 条件 判断 
を 行う 時 に この フラ グ ・ レ ジス タ の 内 容 が 参照 き 
れる の で す 。 

フラ グ ・ レ ジス タ を 除い た 7 個 の 汎用 レジ スタ 
の 機能 は 、 ほとん ど 同 じ で す が , それ ぞ れ に 得意 
な 分 野 、 不 得意 な 分 野 が あり , 機能 の 点 で は アキ 
ュー ムレ ー タ に 勝る レジ スタ は あり ませ ん 。 

例え ば 8 ビッ ト の 算術 ・ 論 理 演算 の ほとん ど は , 
アキ ュー ムレ ー タ と 他 の レジ スタ の 間 で 行わ れ , 
その 演算 結果 も アキ ュー ムレ ー タ に 収納 され る よ 
うに な っ て いる も の が ほとん ど で す 。 

残り の B, C, D, FE, H, し の 6 個 の レジ ス 
タ で す が ,。 B と CD と EE, HH と 革 の 2 個 ず つ を 
対 に し て 2 バイト (16 ビ ッ ト ) の , 汎用 レジ スタ 
と し て 使う 命令 も 多く 用 意 さ きれ て いま す 。 

実際 の プロ グラ ム を 考え て みる と , 255(1 バイ 
ト ) 以下 の 数 値 だ び け で 間に合う よう な プロ グラ ム 
は まず あり ませ ん の で 2 バイ ト の レジ スタ を 使っ 
て 2 バイ ト の 演算 が 出来 る こと は たいへん 助かり 
ます 。 

だ いい ち , 全て の アド レス を 表わす に は , どう 





シン 語 の 基礎 知識 em 
《 第 14 一 A 図 ) Z80 の 使用 可能 レジ スタ 





し て も 2 バイ ト 必 要 で すか ら 。 1 バイ ト の 
レジ スタ の み で は アド レス を 指す こと も で 





きま 税 ん 。 

特に H レ ジス タ と し レジ スタ を 対 に し た 
HL レジ スタ 対 は , アド レス 修飾 の た め の 
命令 を 多く 持っ て いる た め ア ドン レス 修飾 の 
時 は HL レジ スタ 対 が 最 も よく 使用 きれ ま 
す 。 又 、 HL レジ スタ 対 は 16 ビ ッ ト の 演算 
の 時 も 中心 し な り ま す 。 8 ビッ ト の 場合 ア 
キュ ー ム レー タ が そう で ある よう に , 16 ビ 


ェ ーーー テ S 和 き ・ 全 で 状 一 一 








ーーー テ < き ・ さ AN で 練 一 





ッ ト の 演算 命令 は HL し レジ スタ 対 と 他 の レ 
ジス タ 対 の 間 で 行わ れる 事 が 多い で すし , そ 
の 場合 は 結果 が HL レジ スタ 対 に 入り ます 。 

レジ スタ 対 は 二 つ の レジ スタ を 対 に し て 
使う の で すか ら , 例え ば HL レジ スタ 対 と 
H レ ジス タ , し レジ スタ を 同時 に 別 の 用 途 
に 使用 する こと は で きず , 一 方 の 値 が 変化 
すれ ば 必然 的 に 他方 の 値 も 変化 し て し まい 











まず 5 

また だ 。 錠 80 は 。 A。TF, B, @。D, 遇 。H。 
L の 8 個 の 表 レ ジス タ の 裏 レ ジス タ と し て , A, 
F, B, C, D,: E, H, 工 : の 各 レ ジス タ が 用 意 
きれ て いま す が , 表 レ ジス タ と 裏 レ ジス タ を 同時 
に 使用 する こと は で きま せん 。 同時 に 使用 で き な 
いも の が な ぜ わ ざわ ぎ ざ 用 意 し て ある の か 疑問 に 思 
うか も し れ ま せん が それ な り の 利用 方 法 が ある 
の で す 。 

例え ば 全て の レジ スタ を 使用 し て いる メイ ン ・ 
ルー チン 中 か ら サ ブル ー チ ン を 呼び 出す よう な 場 
合 に は , サブ ルー チン の 始め で 全て の レジ スタ の 
内 容 を メモ リ 上 に 退避 し て お いて , サブ ルー チン 
か ら 抜 け 出 る 前 に 今度 は メモ リ 上 に 退避 し て お い 
た 内 容 を レジ スタ に も ど し て お く 《 く 。 な ど と いう 手 
法 が よく 行わ れ ま す が , この 時 レジ スタ の 内 容 を 
いち いち 退避 し て お く か わり に 表 レ ジス タ と 裏 レ 
ジス タ を 交換 し て お き , メイ ン ・ ル ー チ ン に も ど 
る 前 に も う 一 度 交 換 し て お け ば よい の で す 。 つ ま 
り サ ブル ー チ ン 中 で は , 裏 レ ジス タ だ け を 使用 し 
た こと に な り , この 手法 は 特に 割り 込み 処理 ルー 
チン 内 で 有効 で す 。 

裏 レ ジス タ も 便利 な の で す が , 残念 な が ら 裏 レ 


ジス タ を 十分 に 活用 し た プロ グラ ム は あま り 多 く 
あり ませ ん 。8080CPU の 頃 に は 無かっ た レジ ス 
タ で すし , 裏 レ ジス タ を 多用 し た プロ グラ ム が 大 
へ ん 読み に くく な る こと も 事実 で す の で 始め の う 
ち は 8 個 の 表 レ ジス タ の み を 有効 に 活用 する 方 法 
を よく 学習 し , 慣れ た と ころ で , サブ ルー チン 中 
で 使い 切る よう な 使い 方 の み に 使 用 する こと を 勧 
め ま す 。 

実際 6800 や 6502 な どの CPU に 比較 すれ ば 8 
個 の レジ スタ の み で も 十分 な は ず で すし , それ で 
も 足り な けれ ば , 実際 の プロ グラ ム で は 足り な い 
場合 だ が ほとん ど で す が ,。 メモ リ 上 に 入れ て お いて 
必要 な 時 に だ け レ ジス タ に 持っ て 来 て 参照 し ま 
た メモ リ 上 に 記憶 きせ て お く と いう 方 法 を 使え ば 
よい の で す 。 


oz グラ ム ・ 
カウ ンタ (PC) 


プロ グラ ム ・ カ ウン タ (PC) は , 16 ビ ッ ト の 
レジ スタ で , 常に 現在 実行 し て いる アド レス の 次 
の アド レス が 入っ て いま す 。 
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m 二 第 3 章 2Z80 の レジ スタ ・ セ モット 





《 第 14 一 図 ) Z80 の 使用 可能 レジ スタ 


O 


現在 実行 中 の 次 の アド レス を 常に 指す 








〇 | 4 半 ッ R ア と を 





X 





X 


還 | 8080 の 時 不可 能 だ っ た 相対 アド レス 指定 に 使用 





|.3 モー ド 2 の 割り 込み 時 に 使用 

















2※ ダイ ナミ ッ ク ・ ラ ム の リフ レッ シュ に 使用 











名 。 称 | ン 
・ - バイ ト 
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両機 
は は 16 
同 BC' BC' レ ジス タ 対 3 
計 と 2 
11 ロ 革 じ : 
18 
B 上 上 ーー 周 は 
DE' | DE レジ スタ 対 に xX | じ 豆 
8 ※ 7 だ ジ 
1 | ス 
タダ 
了 16 
HL' | HL レジ スタ 対 ※ 





























ーー ピー 
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注 ) 太線 内 が 特に 重要 











例え ば 、 現在 EE 0 0 0 H 番 地 の 命令 を 実行 し て 
いる 時 点 で は プロ グラ ム ・ カ ウン タ に は , E00 
1 が 入っ て いま すし E0 0 1 日 番地 を 実行 し て い 
る 時 点 で は E 0 0 2 が 入っ て いる , と いう よう に 
命令 を 実行 し て 行く ご と に 一 つ ず っ 増加 し て いき 
ます 。 

も し, 途中 に ジャ ンプ 命令 な ど が あれ ば ブログ 
ラム ・ カ ウン タ に は , 飛び 先 の アド レス が 入り ま 
すし 、 リセ モット ・ ス イッ チ が 押 き れれ ば プロ グラ 
ム ・ カ ウン タ に 0000 が 入り Z80 は 0000H 
番地 か ら 実 行 を 始め ます 。 
現在 の 所 , マイ コン 誌上 な ど で “PC/ と 目 に 
すれ ば PC 一 8001 の こと を 思い うか で る 方 が 多い 
と 思い ます が 、 プ ログ ラム ・ カ ウン タ の こと も 6 も \P 
C” と 書き ます か ら 、 今後 も 本 文中 で PC? と 
書い て あっ た ら 6PC 一 8001 の こと で は な く ブ ログ 
ラム ・ カ ウン タ の こと だ と 思っ て くだ さい 。 





の スタ ンク ォ イン タ Gp 


スタ ッ ク ボ イン タ も 16 ビ ッ ト の レジ スタ で す 。 
スタ ッ ク ボ イン タ の 役割 り を 理解 する た め に は ま 
ず 。 ス タッ ク に つい て 知ら な けれ ば な り ま せん が 
詳し く は 、 レ ジス タ 退 避 命 令 (PUSH, POP 
命令 ) や サブルーチン ュ コール (CAL 葉 命令 ) の 
時 に 登場 し ます の で ここ で は サブ ルー チン ・ ュ ユー 
ル を 例 に と っ て ご く 簡 単に 説明 し ます 。 

サブ プルー チン を 呼び 出す 時 に は 当然 メイ ン ・ ル 
ー チ ン に 戻る 時 の こと を 考え て 戻り 先 の アド レス 
を 覚え て お か な けれ ば な り ま せん が , これ は メモ 
リ 上 に スタ ッ ク と 呼ば れる エリ ア を と っ て メモ リ 
の 上 位 か ら 6 下位 へ と 順 々 に 蓄え られ て いき ます 。 
そし て メイ ン ・ ル ー チ ン に 戻る 必要 の 出 て きた 時 
に 全 度 は 逆 に スタ ッ ク の 内 容 を 下位 か ら 上 位 へ と 
参照 し て 戻り 番地 も と 0 り 出す の で す が , スタ ッ ク 
・ ボ ポイ ンタ は ,、 この スタ ッ ク の 最 下 位 バ イト を 常 
に 指し て いる レジ スタ な の で す 。 

これ だ け の 説明 で では. お そら く は っ きり し な い 
方 が 多い と 思い ます が ,。 レジ スタ 退避 の 命令 を 使 
う よ う に な れ ば わか っ て くる は ず で す 。 


マシ ン 語 の 基礎 知識 


イン デック ス ・ レ ジス タ 
(1X・1IY) 


Z80 に な っ て 8080 の 頃 無かっ た 2 本 の イン デ ッ 
クス ・ レ ジス タ が 使え る 4 よう に な り ま し た 。 
8080 の 頃 は , 多く の デー タ を メモ リ 上 に 置い て 
扱う よう な 場合 に は , HL レジ スタ 対 に アド レス 
を 入れ て お いて アド レシ レス 修飾 を 行っ て いた わけ で 
す が , イン デック ス ・ レ ジス タ が 加わ っ て より 5 楽 
な つっ だ と 言え まし ょ う 。 だ だ し この レジ ス も 
あれ ば 大 へ ん 便利 な レジ スタ で す が , も し 無かっ 
た と し て も プロ グラ ム が 組め な いと いう よう な 事 
は あり ませ ん 。 









その 他 の レジ スタ 


Z80 は 他 に も イン タラ ブ ト ・ ベ クタ レジ スタ (1 ) 
と , メモ リリ フレ ッシュ レジ スタ (R) が あり ま 
す が 前 者 は 割り 込み 機能 の 拡張 に と も な っ て , 後 
者 は ダイ ナミ ッ ク ・ ラ ム を 直接 つなげ る た め に 加 
えら れ た レジ スタ で す の で この 2 本 の レジ スタ を 
使う た ゆめ に は , ハー ド を 熟知 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 こ こ で は 説明 を は ぶ か せ て いた だ きま す が 興 
味 が お あり の 方 は 参考 文献 等 を き が し て みて 〈 だ 
さい 。 い ずれ に し ろ 初 心 者 が 下手 に 使用 で き な い 
レジ スタ で す 。 


レジ スタ の まとめ 


Z80 が 持つ レジ スタ 和 群 の 数 々 に つい て 長 々 と 説 
明 し まし た が 全て を 一 度 に 理解 する 必要 は あり ま 
せん 。 

まず 始め に 覚え て むい て 欲し い の は , A, B, 
C, D, E。 H, し の 7 個 の 汎用 レジ スタ に 各々 
8 ビッ ト の 情報 (数 値 ) を 記憶 きせ て , BASIC 
の いわ ゆめ ゆる 変数 の よう な 使い 方 が びき る と いう こ 
と , B と C, D と EE, H と L を それ ぞ れ 対 に し て 
3 組 の 16 ビ ッ ト 汎 用 レジ スタ と し て 扱う こと も で 
きる と いや ミ と ぐら いむ で す 。 
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一 弟 3 章 Z80 の レジ スタ - モ ント ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニーー 






マイ コン の た め の 数 に つい て の 
豆 知識 

マイ クロ ・ コ ンピュータ を 勉強 し て 行く と , よ 
く バ イト と か ビッ ト と か いう 言葉 が 目 に つき ます 。 
特に マシ ン 語 を 理解 すみ る ため に は , この 意味 を よ 
く 知 っ て お く 必 要 が あり ます し , この 本 文中 で も 
か な り 多 く , 登場 きせ て し まい まし た の て 簡単 に 
説明 し だ いと 思い ます 。 

まず 最少 の 単位 が ビッ ト で , 2 進数 に 直し た 時 
の 桁 数 に 当たり ます 。 コ ンピュータ で は , 最終 的 
に は 1 か 0 か し か 無い 2 進数 を 扱う の で す が 人 間 
が 読む 場合 は 0 と 1 の ら 列 だ け で は , わか り に く 
いで すか ら , 2 進数 を 4 桁 ご と に 分 ける と それ ぞ 
れ が 0 一 15 ま で の 数 に な り ま す 。 そ の 0 一 15 ま で 
の 数 に 0 一下 まで を 割り あて て 1 桁 と し , 人 間 に 
も 見 易く し た も の が 現在 マシ ン 語 な ど を 扱う 場合 
の 中 心 に な っ て いる 16 進 数 で す 。 

で すか ら 2 進数 を 16 進 数 に 変換 する に は , まず 
下位 か ら 4 桁 ご と に 分 け て し まい , それ ぞ れ 4 桁 
ずつ の 東 に 0 一 F ま で を 割り あて て それ を 16 進 数 
の 1 桁 に すれ ば よい の で す 。 ま た 10 進 数 と 16 進 数 
を 直接 変換 する 事 は 大 へ ん で すか ら 1 度 2 進数 を 
介し て 変換 する よう に すれ ば よい で し ょ う 。 

また , 8 ビッ ト テ 1 バイ ト と な り , 最 近 の CPU 
は , Z80 も 含め て 普通 は 8 ビッ ト 並 列 処理 と な っ 
て いる た だ ため , 1 バイト ご と に , 0 0 0 0H 番 地 か 
ら FFFFH 番 地 ま で の アド レス が 割り 当て られ 
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〈 第 15 図 ) BEEP, BEEP 1 , BEEP 0 の 実際 の プロ グラ ム 


て いる の は 皆さん も 御存知 の と た なり で す 。 8 ビッ 
ト 並列 処理 と 言 を ば , 8 ビッ ト の 数 が 同時 に 扱え 
る と いう こと で すか ら 2 進数 で は 8 桁 、 16 進 数 で 
は 2 桁 、 10 進 数 に 直せ ば 0 一 255 まで の 数 値 が 一 
つの アド レス に 割り 当て られ る と いう こと で す 。 

また , Z80 に は , 2 バイ ト の 数 値 を 取り 扱う た 
め の 命令 も 数 多く 用 意 き れ て いま す が , 2 バイト 
(16 ビ ッ ト ) の こと を 1 ワー ド と 言う こと も あり 
ます 。 

マシ ン 語 プロ グラ ム や メモ リ の 量 な ど を 表わす 
と き な ど に は , 約 1024 バ イト を 一 つ に まとめ て 1 
K バ イト な ど と 言い ます か ら , 例え ば 4.5K バイ 
ト と 言え ば 約 4608 バ イト の 事 ほ と な り ま す 。 

4608 バ イト と いわ れ て も どの くら い の 量 か わか 
り に くい と 思い ます が 「 ダ ンプ ・ リ スト で ぎっ し 
り 2 ペー ジ 程 度 」 と 言え を ば 見 当 が つく で し ょ う 。 


BASIC に よる 
10 進 っ 16 進 変換 


BASIC の ダイ レク ト ・ モ ー ド で 10 進 ご 16 進 の 変 
換 を する こと が で きま す 。 
例え ば 10 進 数 の 100 を 16 進 数 に 変換 す る た め に 
は , 

? HEX$ (100) CR 
で , 16 進 数 の A 0 を 10 進 数 に 直す に は , 

? &HAO CR 
を 行う だ け で よい の で す 。 




















10 BEEP1 10 A=&H20 E000 3E 20 LD A, 20H 
20 END 20 OUT&H40,. A E002 D3 40 OUT (40H)、A 
30 END E004 7 6 HALT 
1 
10 BEEP0O 10 A=0O E000 3E 00 LD A, 00H 
20 END 20 OUT&H40, A E002 D3 40 OUT (40H), A 
30 END E004 7 6 HALT 
10 BEEP 10 DEFUSR=&&HD43 
20 END 20 1!=USR(O) E000 CD 43 0D CALL 0D43H 
| 30 END E003 7 6 HALT 
ー』 
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《 第 16 図 ) 音 出し の プロ グラ ム 例 





マシ ン 語 の 基礎 知識 me き 





100 "ネネ ネネ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 六 玉 玉 玉 玉 玉 

110  '* ネ ネネ アメ パト サイ レン ※*※※ 玉 

120 "年 本 

130 CLEAR 300, &HE8FF 

140 DEFUSR=&HE900 

150 FOR A=&HE900 TO &HE922 

160 READ Bs 

170 POKE A, VAL("&H" 士 B$) 

180 NEXT A 

190 C= テ USR(0) 

200 WIDTH, 

210 END 

220 ? 来 来 マシ ン ゴ デー タ 玉 素 来 

230 DATA 3 所 。 00。、 DS。、 5 も 1。 1 は 1 選 。01。 ひ 0E、 02 
240 DATA 43。 3 巨 、。20。、D3。 40。 10.。 FE,。 43 
る る 人 ひ DATYA き 。 00。 D3。 4.0。 10。 PE。 0D,。 2 
260 DATA EF, 1C, 20, EA, DB, 0 9, FE, BF 
妥 が 0 選 作 軍 洛 妥 0。 晴 2 の 。@9 








な ュー テー 


PC 一 8001 は , ハー ド , ソフ ト 共 に す で ぐれ た 機 
能 を 持っ て いま す が 他 の 同系 機種 に 比較 し て 決定 
的 に も の 足り な い 点 は , N 一 BASIC で の 音 出し 
機能 の 不足 で し ょ う 。 

他 の 機種 を 持っ て いる 友人 達 と 各 機 種 滞 の 比較 
論争 な ど を 行う と , まっ 先 に や り 玉 に 上 げ ら れる 
の が , N 一 BASIC に 音楽 演奏 の た め の 命令 が 無 
OS は が か いで し あう: が? 

も ちろ ん ハー ド を 加え を えれ ば この よう な 問題 は 無 
《 く な る の で す が , ソフ トウ エア だ け で も この 欠点 
を 十分 に 補う こと が で きる の で す 。 

マシ ン 語 に よる 電子 オル ガン は TK 一 80 な ど ワ 
ン ボ ー ド ・ マ イコ ン の ころ か ら よ く 〈 行 われ て 来 ま 
し た の で ここ で は , マシ ン 語 で の 内 蔵 ス ピー カ か 
ら の 音 出 し (BEEP1) 音 消し (BEEP0) 
と 一 定時 間 の 音 出し (BEEP) の み を 紹介 し ま 
す 。 レジ スタ の 説明 か ら は 少し は ずれ る か も し れ ま 
せん が , いろ いろ な 応用 が 可能 だ と 思い ます の で , 
学習 が 終わ っ た 時 点 で , も う 一 度 見 直し て 欲し い 
た 思い ます 。 


PC の 内 蔵 ス ピー カ は , 出力 ポー ト 40H の 第 5 
ビッ ト に よっ て コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 
つま り ポ ー ト 40H に 20H を 出力 する こと に よっ 
て BEEP1 の , 0 0H を 出力 する こと に よっ て 
BEEP0 の それ ぞ れ 代用 が で きる の で す 。 
出力 ポー ト 40H に は , 第 5 ビッ ト の スピ ー カ の 
他 に も 幾 つか の 周辺 機器 の コン トロ ー ル に 使用 き 
れ て いる た め , 上 の 方 法 で 勝手 に 他 の ビッ ト を 変 
えて し まえ ば 他 の 動作 に 支障 が 起こ る は ず な の で 
す が , ゲー ム 等 の 場合 に は ほとん ど 問 題 あり ませ 
ん 。 ち な み に Nー BASIC イン タプ リタ で は , 他 
の ビッ ト を 変え な いよ うに 計算 し て いま す 。 

また , 一 定時 間 音 を も 出す BEEP の マシ ン 語 は 
N 一 BASIC 内 に サブルーチン が 用 意 き れ て いま 
す の で , それ を 利用 する の が 一 番 簡単 で し ょ う 。 

BEEP, BEEP1, BEEP0 共 に 実際 の 
プロ グラ ム を 第 15 図 に 示し ます 。 それぞれ が BA 
S IC の 最も 標準 的 な 方 法 。 マ シン 語 と 同じ 方 法 , 
マシ ン 語 に よる 方 法 に 分 け て あり ます の で 試し て 
みて くだ さい 。 


= 二 第 3 将 280 の レジ スタ ・ モ キット ピピ 


サイ レン 


「 ソ フト の み で 他 機 種 の 音楽 演奏 機能 以上 の こと 
が で きる 」 と 言わ れ て も 「 ほ ん と うか な ?」 と 疑 
いた く な る の が 人 間 の 心理 ど と 思い ます の で 第 16 
図 に 音 出 し の プロ グラ ム 例 と し て “PC 一 8001 の 
内 蔵 ス ピー カー に よる アメ パト ・ サ イレ ン ” を 紹 
信 し ます 。 

な お , この プロ グラ ム は 一 応 BASIC の デー タ 
に な っ て いて , BASIC か ら 入 力 .RUN” を 行 
いま す が メ モリ 上 に "POKE/” され た 後 は 立派 
な マシ ン 語 で すか ら 芋 走る させ る と 取り 返し の つか 
な いこ と に な り ま す 。 短い プロ グラ ム で すか ら 入 
力 し 直し て も 大 し だ た こと は な いと 思い ます が , 走 
ら せ る 前 に 一 度 テ ー プ に モー ブ し て お いた 方 が よ 
いぬ で し ょ よう 。 

アメ パト ・ サ イレ ン は “SPACE” バー を 押 


す と 鳴り 止み ます 。 

また この ブログ ラム で は , 少し で も 音 を よく す 
る た め に と 思い 画面 を 消し て いま す が ,230 行 の マ 
シン 語 ゲ ー タ の 始め か ら 4 個 を 0 0 に 変更 すれ ば 
画面 は 消 を ん な く な り ま す が , 音 は 雑 に な り ま す 。 
マシ ン 語 の 0 0 は ニー モニ ッ ク で は “NOP" 
と 書き NO _ OPERATION の 略 で , 何 
も し な いと いう 事 で す 。 

230 行 最後 の 02 を いろ いろ な 値 に 変え て みる と 
全体 の 速度 が 変化 し ます の で , いろ いろ な 音 に 変 
わり ます か ら ぜ ひ 試 し て くだ さい 。 


まとめ 


本 章 で は レジ スタ 群 の 簡単 な 紹介 を 行い まし た 。 
次 章 で は 第 1 プロ ッ ク の 総 ま と ゆめ と し て , マシ ン 
語学 習 用 の ツー ル を 紹介 し まし ょ う 。 
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前 章 ま で の 内 容 で ,. マシ ン 語 と は どん な も の か 
大 方 の 見 当 は 付け て いた だ けた も の と 思い ます 。 
ここ で , 本 章 も 含め た 第 1 ブロック すべ て , す 
な わ ち 第 1 章 か ら 第 4 章 ま で の 簡単 な 内 容 を 示し 
て 宙 き ま も ょ よう 。 





第 1 章 コー ディ ング の 実際 
PC 一 8001 の VーRAM 
ニー モニ ッ ク (アモ セン プリ 言語 ) 
第 2 章 アセ ンプ ブル の 実際 
PC 一 8001 の メモ リ ・ マ ッ フ 
N 一 BASIC の CLEAR コマ ンド 
アセ モン ブル の 実際 
マシ ン 語 の ユー ディ ング 書式 
BASIC と マシ ン 語 の 組合 せ 
第 3 章 Z80 の レジ スタ ・ セ ッ ト 
Z80 の 全 レ ジス タ ・ セ モッ ト 
マシ ン 語 に よる 内 蔵 ス ピー カ の 制御 
アメ リカ ン ・ パ トロ ー ル ・ サ イレ ン 
第 4 童 ミニ ・ プ レー ク ・ ポ イン タ 
ニ ・ プ レー ク ・ ポ イン タ 
マシ ン 語 に よる WIDTH の 設定 
マシ ン 語 に よる CONSOLE の 設定 


ミ 











き て , 第 2 プロ ッ ク か ら は いよ いよ ZZ80 に 用 意 き 
れ た 命令 の 数 々 を 順 を 追っ て 解説 し て いく こと に 
な る わけ で す が 一 つ 困 っ た 事 が あり ます 。 

PC 一 8001 の マシ ン 語 モニ タ が 。 1 K バ イト に 


も 満た な い 超 簡易 型 モ ー タ で 必要 最少 限 の 機能 し 
か 持っ て いな い だ ため, どう し て も マシ ン 語 を 使っ 
て 行く 上 で は 不便 な の で す 。 

個々 の 命令 を PC 一 8001 に 入力 し て その 結果 を 
調べ て みる た め に は , 最少 限 レ ジス タ の 値 ぐ らい 
は 確認 で き な く て は な り ま せん 。 

そこ で 第 1 ブロ ッ ク の 最終 前 で は , 初心 者 で も 
簡単 に 使用 で きる レジ スタ 表示 プロ グラ ム \*MINI 
BREAK POINTER′” を も ソース ・ リ スト 付き で 紹 
介し , その 使い 方 を 説明 し ます 。 


入力 方 法 


PC 一 8001 の 電源 を 入れ た 後 ^MONCR′ で で て 
シン 語 モ ニタ に 移し , “S” コマ ンド を 使っ て 第 17 
図 の ダン プ ・ リ スト を 全て 入力 し て くだ さい 。 

チェ ッ ク ・ サ ム な ど は 用 意 し て あり ませ ん が ,。 
短い プロ グラ ム で すか ら も う 一 度 見 直し , 完全 に 
間違い が 無く な っ た 時 点 で . カモ セッ ト ・ テ ー プ "に 
セー ブ し て お いて 《 だ さい 。 1 個所 の 入力 ミス で 
も 茜 走 する 可能 性 が あり ます か ら よ くく 注意 し て 
だ きい 。 


25 


ーー 二 第 4 章 ミニ ・ プ レー ク ・ ポ イン ター テ ピ ぴ ツ ピー 


の 時 に 入力 し た アドレス) か ら 実 行 を 始め 。 
《 第 17 図 ) MINI BREAK POINTER ダン プリ スト ブレー ク ・ ポ イン ト の 前 で 実行 を 停止 し て マ 


ED00 3A E3 F1 FE C3 CC 6C ED シン 店 モ ニタ の コマ シド 待ち *" 溢 示 ) に 
ED08 3E 4A CD 79 ED E5 CD CA な り ま す が , その 際 に 4 桁 の 16 進 数 8 個 を ス 
ED10 5F 3E 50 CD 79ED 22 94 ペー ス (空白 ) を は きん で プリ ント し ます 。 
ED16 ED 7E 32 23 ED 36FF 3E | の 。 伯 je が 妥 な わり で 。 これ が 
ED28 E4 F1 21 22 11 ES F1 01 プレ ー ク ・ ポ イン ト の 手前 の 時 点 で の 各 レ ジ 
ED30 44 33 11 66 55 21 88 77 スタ の 値 な の で す 。 

ED38 DD 21 AA 99 FD 21 CC BB 夫 か が ち 。 AE BC。 DEB。 HL。T 式 。 
ED40 62 Fo ES BB EE3 53CS | iY、rcusrow レ szomgs 
ED50 CO 5E CD D4 5F 10 F7 E1 れ て いる は ず で す の で ,。 これ に よっ て 各 と レジ 
ED58 2B CD CO SE CD D4 5F 21 スタ に 。 どん な 値 が 入っ て いる の か が わか る 
9082 生 欠 寺 品 分 1 

EDYO 24 ED 77 3E Ce 32.E3 PL 0 
7W G2 BB PT 2 2 0 0 0 
ED80 B9 5F FE 0OD C8 CD 39 5E の 値 を 見 た い 事 は あま り 多 く あ り ま せん し , 
ED88 38 F5 CD 57 02 CD 4B 5E 1 R の 両 レジ スタ も 必要 あり ませ ん 。 何 よ 


ED20 18 ED り 6。 横 40 字 モー ド の 時 の 画面 で 1 行 に 収め 
た か っ た た め に 省略 させ て いた だ きま し た の 


で 御 了 承 く だ きい 。 表 示す る よう に 改良 する 事 は 
使用 方 法 簡単 に で きま す 。 
本 章 の 様 な ゲロ グラ ム は , 普通 の ゲー ム ・ プ ブロ 
グラ ム な ど と 違っ て 使い 方 を 熟知 し な けれ ば 意味 / TEST PROGRAM 
が あり ませ ん か ら よ く 〈 憶 えて くだ きい 。 




















まず GED00Cs′ を 行い ゲロ グラ ム を 走ら せる それ で は , 第 18 図 の ゲロ グラ ム を 例 に し て 実際 
と びす J? と いう ブロ ング ト が 出 て 入力 待ち に な り に プレ ー ク ・ ポ イン ト を 設定 し て み ま し ょ う 。 
ます 。 こ こ で 対象 と し な る プロ グラ ム の スタ ー ト ・ ア この プロ グラ ム は , ブレ ー ク ・ ポ イン タ の た だ め 
ドレ ス を 16 進 数 で 入力 し て や り ま す 。16 進 数 関係 の テス トブ プロ グラ ム で , この プロ グラ ム を 実行 す 
の キー 以外 は 無視 され ます が , | STOP | キー で は る と 各 レ ジス タ は 次 の よう な 値 に な り ま す 。 
マシ ン 語 モニ タ に も どり [| RETURN | キー を 押す 放 字 生生 2.2 村 
と , 入力 が 終了 と な り ま す 。 BD=3344HH 

も し 間違っ た アド レス を 入力 し た 場合 は その DE=5566H 
後に 続け て 新しく 入力 すれ ば 常に 最後 か ら の 4 桁 頂 L 二 補 8.8 四 
が 有効 に な り ま す 。 IX=99AAH 

スタ ー ト ・ ア ドレ ス の 入力 が 終了 する と 次 に ^P" IY= テ BBCCH 
の プロ ンプ ト が 出 て 再度 入力 待ち に な り ま すか ら 。 SP=FFFFH 
ここ で は 対象 し な る プロ グラ ム の どの アド レス に し か し , PC 一 8001 の モニ タ か ら は , この よう 
プレ ー ク ・ ポ ボイン ト を 設定 する か を , や は り 16 進 に レジ スタ の 値 が 変化 し た こと を 確認 する こと が 
数 で 大 罰 し ます 。 で きま せん の で , ブレ ー ク ポイ ント を 設定 し て 各 

プレ ー ク ・ ポ イン ト を 入力 する と , 自動 的 に 対 レジ スタ の 値 が 本 当 に 上 記 の よう に な っ て いる の 
象 と し な る プロ グラ ム の スタ ー ト ・ ア ドレ ス で J/ か を 調べ て み ま し ょ う 。 
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マシ ン 語 の 基礎 知識 eme き 


第 18 図 ) テス ト プ ロ グラ ム 





C030 
C033 
C034 
C035 
C038 
C0S3B 
C03E 
C042 
C046 
C049 


C04C 





3 天天 天天 基 天天 区 天天 区 区 天天 天天 


) TEST PROGRAN 
) ※※※※※※※※※※※※※※※※ 
タ 
ORG 0C030H 
21221 1 LD HL , 1122H 
ES PUSH HL 
F1 POP AF 
014433 LD BC,3344H 
116655 LD DE , 5566H 
21887Z LD HL , 7788H 
DD21AA929 LD IX,99AAH 
FD21CCBB LD IY,0BBCCH 
31FFFF LD SP , 0FFFFH 
C366S5C JP SC66H 
す 
END 








まず 第 18 図 の テス ト プ ロ グラ ム の オプ ジェ クト 
(マシ ン 語 ) の 部 分 も , C030H-C04BH ま で に 全 
過 江 る 泥 SW。 

当然 先程 入力 し た な プ ブレーク ・ ポ イン タ は 入っ て 
いる も の と し ます 。 

次 に “GED00cR" に よっ て プレ ー ク ・ ボ イン タ 
を 走ら せま す 。 

J の 表示 に は , テス ト ・ プ ログ ラム の 先頭 アド 
レス で ある “CO030CR” を , P に は ,“C049CR” を 
それ ぞ れ 入力 する と , 画面 に 各 レ ジス タ の 値 を 表 
示し て マシ ン 語 モニ タ に も どり ます 。 

これ に よっ て , テス ト ・ ブ ログ ラム が 正常 に 動 
作 し て いる の か を 確認 する こと が で きる の で す 。 

この 時 。 PC (プロ グラ ム ・ カ ウン タ ) の 値 が 
C049 と 表示 きれ ます が これ に よっ て , 前 章 で 説明 
し た , プロ グラ ム ・ カ ウン タ は 常に 現在 実行 し て 
いる 次 の アド レス を 指し て いる と いう こと を , 実 
際 に 理解 し て いた だ けた だ の で は な いか と 思い ます 。 
C049H 番 地 に プレ ー ク ・ ポ イン ト を 設定 し た と い 
うぅ 事 は , C048H 番 地 ま で を 実行 する こと で すか ら 
その 時 点 で プロ グラ ム ・ カ ウン タ は , C049H 番 地 
を 指し て いる わけ な の で す 。 






BREAK POINTER の 
注意 


ブレ ー ク ・ ボ イン タ は ,ED00H 番 地 か ら の 約 150 
バイ ト に 位置 し て いま す 。 皆さん も お 気付 きだ と 
思い ます が 。 ここ は 第 2 章 で 説明 し た フリ ー・ エ 
リア で は な いび の で す 。 そこ で 利点 と 欠点 が 生ま れ 
る わけ で す が , まず 利点 と し て は , フリ ー・ エ リ 
ア の と どの 部 分 に 位置 し て いる マシ ン 語 の プロ グラ 
ム に 対し て も プレ ー ク ・ ボ イン ト を 設定 する こと 
が で きる 点 で す 。 

欠点 と し て 注意 し て 欲し い の は , EC96H-ED 
95H 番 地 は N 一 BASIC の 入力 バッ ファ な の で 約 100 
娘 字 以上 か ら な る 行 を BASIC か ら 入 力 , 修正 する 
と , ブレ ー ク ・ ポ イン タ が 壊さ きれ て し まう 点 で , 
その よう な 時 は 再度 ロー ド し な けれ ば な り ま せん 。 
も ちろ ん マシ ン 語 の み の プ ログ ラム を 使っ て いれ 
ば 問題 あり ませ ん 。 

また この プログ ラム で は , ROM 上 の プロ グラ 
ム に ブレ ー ク ・ ポ イン ト を 設定 する こと は で きま 
せん が ,。 これ は , ブレ ー ク ・ ポ イン ト の アド レス 
に , FFH を 書き 込む こと に よっ て , レジ スタ の 
表示 シー チン へ ジャ ンプ きせ て いる か ら で す 。 
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各自 に よる 変更 方 法 


この プログ ラム で は , 入力 時 の プロ ンプ ト と し 
て Jump の `J/ と break Point の “P” を 使用 し まし 
し た が , それ ぞ れ の キャ ラク タコ ー ド が ED09H 
番地 と ED12H 番 地 に 入っ て いま す の で , ここ に 
別 の キャ ラク タコ ー ド を 入れ る こと に よっ て 簡単 
に 変更 する こと が で きま す 。 

この 他 に も いろ いろ な 改良 点 , 改造 点 が ある と 
思い ます の で , だ た めし て みて くだ さい 。 


この コー ナー で は , マシ ン 語 に よる 画面 の 初期 
設定 の 方 法 。 つ まり WIDTH や CONSOLE を 切り 
換え る 方 法 を 説明 し ます 。 

何 か む ず か し そう に 思 を る か も し れ ま せん が N 
ーBASIC ROM 内 の サブ ルー チン を 多用 し て で 
きる 限り 簡単 に まとめ まし た の で ぜひ 試し て くだ 
きい 。 


〇 WIDTH の 切り 換え 方 


まず , WIDTH の ⑦, ⑦ に 切り 換え る 場合 を 例 に 
取っ て 以下 に 手順 を 示し ます 。 

①, B レ ジス タ に ⑦ を 入れ る 。 

⑨②, C レ ジス タ に ⑦ を 入れ る 。 

③, 093AH か ら の サブ ルー チン を 呼ぶ 。 

これ だ け で よい の で す 。①, ② で は LD 命 令 を 
使っ て 代入 すれ ば ょ く , ③ で は , CAL 工 命令 に 
よっ て サブ ルー チン を 呼べ ば よい の で す 。 
具体 的 な ゲロ グラ ム 例 と し て , WIDTH 40, 25 
に 切り 換え る プロ グラ ム を 第 19 図 に 上 げ て お きま 
ず 。 


〇 CONSOLE の 切り 換え 方 


CONSOLE の ⑦, ④, ②, を 切り 換え る 場合 
の 手順 は , 

①, EA 5 EH 番 地 に ,、⑦ 十 1 を 入れ る 

②, EA 5 DH に , ⑦- 1 を 入れ る 

③, B レ ジス タ に , ② を 入れ る (0 又は FFH) 
。 ④, C レ ジス タ に ,⑤ を 入れ る (0 又は FFH) 

⑤, 08F7 H か の ら の サブ ルー チン を 呼ぶ 
と な り ま す 。 こ の 場合 ③, ④ で 言う ②, ⑤ は BA 
S I C の 時 の 0 , 1 と は 違っ て いま す の で 注意 が 
必要 で す 。BASIC で 0 の 時 は , 0 で よい の で す が 








〈 第 19 図 >) WIDTH40, 25 を 切り 換え る 一 例 









































C100 06 28 LD B, 28H B レ ジス タ に 4 0 を 入れ る 
C102 0E 19 LD C,、19H C レ ジス タ に 2 5 を 入れ る 
C104 0 き 峰 09 CALL 093AH 0 9 3 AH か ら の サブ ルー チン を 呼ぶ 
(@ 提 昌和 4 C3 66 5C 上 選 5C66H マシ ン 語 モニ タ に ジャ ンプ する 
《 第 20 図 ) CONSOLE 0, 25, 0, 1 を 切り 換え る 一 例 

C100 3E 01 LD A, 01H 

A5EH 入 
C102 32 5E 双 A LD (EA5EH), A 記 9 EE 
C105 3E 18 了 D 人 A。 1 8 日 

A5D に 
6C107 32 5D 巨人 A LD (EA5DH), A j 2 
C10A 06 00 LD B, 00H B レ ジス タ に 0 0 量 を 入れ る 
C10C 0E FEF LD C。 FT C レ ジス タ に FEFH を 入れ る 
C10E CD BB7 @B CALL 08FZ 0 8F7H か ら の サブ ルー チン を 呼ぶ 

| _C111 C3 66 5C JP 5C66H マシ ン 語 モニ タ に ジャ ンプ する 
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ーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーー ニ ーーー== ュ = ニー ニー ニュ ーー ニー 


BASIC で 1 の 時 は FFH と な り ま す 。 


第 0 図 に CONMOLE 0. 放 0. 1 
換え る 場合 の アロ グラ ム を あげ て お きま す 。 

以上 , N 一 BASIC ROM 内 の サブルーチン を 
使え ば 比較 的 簡単 に 画面 設定 が で きる の で す が , 
幾つ か 注意 し な けれ ば な ら な い 点 が あり ます 。 

間違っ た パラ メー タ を 渡し た 場合 , 例 えば, W 
IDTH 90, 130 や CONSOLE 90, 30, 5, 7 等 を 
実行 し て し まっ た 時 に どう な る か は 保障 きれ ませ 
ん 。 禁 走 の 危険 すら あり ます か ら , この よう な こ 
と が 無い よう に 十分 な が な チェック を 行っ て くだ さい 。 
パラ メー タ を 省略 し た 時 な ども よく 上 記 の よう な 
状態 に な る こと が あり ます の で 省略 する こと も で 
寺 も 。 


〇 マシ ン 語 モニ タ へ の ジャ ンプ 方 式 


第 18 図 , 第 19 図 , 第 20 図 の プロ グラ ム の 最後 に 
*JP 5C66H′ で 5C66H 番 地 に ジャ ンプ "し て い 
ます が , 5 C66H 番 地 は マシ ン 語 モニ タ の スタ ー 
ト ・ ア ドレ ス で す の で , プロ グラ ム の 最後 に この 















3344 iis5661i77881 9AA IIBBCCIIFFFF : 


命令 を 書い て お け ば マシ ン 語 モニ タ の コマ ンド 待 


1 に #5 側 弄 [ け 。 

前 章 ま で は HALT? 命令 を 使っ て いま し た 
が , リモ セット ・ ス イッ チ を 押す の は 精神 衛生 上 も 
よく な い の で 今後 , プロ グラ ム の 最後 は 、 モニ タ 
信 到 すま うだ ル ま 性 湊 。 

ちな み に N 一 BASIC か ら USR 関 数 に よっ て 呼 
び 出 すす 場合 は 前 章 の 様 に RET 命 令 (C9) を 使 
っ で て 《 だ きむ い 。 


マシ ン 語 に 限ら ず プ ログ ラム を 作れ る よう に な 
る た め に は 自分 で 個々 の 命令 を 試し て みる こと だ 
と 思い ます 。 ど ん な プロ グラ ム で も 結構 で すか ら 
ぜひ 自分 の PC 一 8001 に 入力 し て 走ら せ , ブレ ー 
ク ・ ポ イン ト を 設定 し て みて くだ さい 。 絶対 マシ 
ン 語 に 対す る 興味 が 倍増 する こと を 確信 し て いま 
す 。 


レジ スタ o 表 示 に は 
MINI 


BREAK POINTER 
が 便利 で す 
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ーー 第 4 章 ミニ ・ ブ レー タク タ ポイ ンタ 生生 


《 第 21 図 ) MINI BREAK POINTER ソー スリ スト 








革 ※※ 革 潤 区区 ※※※ 革 区 区 区 区 区 
j MINI BREAK POINTER Ver 7.0 


すす 革 ※ 革 区 区 ※※ 革 区 区 区 区 区 区区 贅 区 区区 区 区 区 


DRG 0OEDOOH 

H 
0257 DSPCHR :EQU 0257H j display a character 
5FB9 INCHR: EQU 5FB2H ) ぃ ai 七 and inpu a character 
5C66 MONJMP:EQU 5C66H : entry address o 千 moni モ or 
5E39 HEXCHK :EQU SE392H j check hexa・code or no 
SE4B BINCV4:EQU SE4BH j conver セ and shi 千 上 binary code 
5EC0 HEXOUT:EQU SECOH : display address 
5FCA CRLF:i EQU SFCAH j display cr code and 1 code 
5FD4 SPCOUT:EQU SFD4H j: display a Pac@e 
ED93 BKuAIT:EQU 0ED93H j content of break point 
ED94 BPMAIT:iEQU  OED94H j address of break poin セ 
F1E3 RSTART :EQU 0F 1E3H j fook addresS じ eS モ ar セ 


ED00 3AE3F 1 LD A,(RSTART ) 

ED03 FEC3 CP 0C3H 

ED05 CC6CED CALL Z,RESET 

ED08 3E4A LD AA" 

ED0A CD792ED CALL HEX4IN 

EDOD ES5 PUSH HL 

EDOE CDCASF CALL CRLF 

ED11 3E50 LD AP 

ED13 CD79ED CALL HEX4IN 

ED16 2294ED LD (BPUAIT),HL 

ED19 7E LD A,(HL ) 

ED1A 3293ED LD (BKMAIT),A 

ED1D 36FF LD (HL ) ,0FFH 
す 

ED1F 3EC3 LD A, 0C3H 

ED21 32E3F1 LD (RSTART) ,A 

ED24 2141ED LD HL ,MAIN 

ED27 22E4F1 LD (RSTART+1.),HL 
す 

ED2A 212211 LD HL , 1122H 

ED2D E5 PUSH HL 

ED2E F1 POP AF 

ED2F 014433 LD BC , 3344H 

ED32 116655 LD DE , 5566H 

ED35 21887? LD HL , 7788H 

ED38 DD21AA99 LD IX , 29AAH 

ED3C FD21CCBB LD IY,0BBCCH 
す 

ED40 C2 RET 


ED41 FDE5 MAIN: PUSH IY 
ED43 DDES PUSH IX 
ED45 E5 PUSH HL 
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テテ ヘ <N ズ N ま へ ヘ っ っ - く kkvK† ゆ ド 。 へ ノン > ひつ ゆ "|]、。、。、 RIGNSRIRIL 


ED46 
ED47 
ED48 


ED49 
ED4C 
ED4E 
ED4F 
ED52 
ED55 
EDS5 ァ 7 
EDS58 
ED59 
EDS5C 
EDSF 
ED62 
ED63 


ED66 
ED69 


ED6C 
ED6F 
ED72 
ED73 
ED75 
ED78 


ED79 
ED7C 
ED7F 
ED82 
ED84 
ED85 
ED88 
ED8A 
ED8D 
ED20 


ED92 





DS 
5 品 
F5 


CDCASF 
0606 
E1 
CDC0SE 
CDD45SF 
10F ァ Z 
Et 

2B 
CDC0SE 
CDD45F 
210000 
39 
CDC0SE 


CD6CED 
C366S5C 


3A93ED 
2A94ED 
77 
3EC9 
32E3F 1 
C9 ヶ 


CD5702 
210000 
CDB95F 
FEOD 
C8 
CD395E 
38F5 
CD5702 
CD4BSE 
18ED 


上 


PUSH DE 
PUSH BC 
PUSH AF 


CALL CRLF 
LD B,6 
POP HL 
CALL HEXOUT 
CALL SPCOUT 
DJNZ LOOP 
POP HL 

DEC HL 
CALL HEXOUT 
CALL SPCOUT 
LD HL,0 
ADD HL,SP 
CALL HEXOUT 


OO0P: 


CALL RESET 
dP MONJMP 


イー ーー ーー・ 


ESET* LB 
LD 
LD 
LD 
LD 
RET 


) 1nPu 革 addresS SDCou 寺 ine 


HEX4IN:CALL 
LD 


NEXTIN:CALL 
CP 
RET 
CALL 
JR 
CALL 
CALL 
JR 


END 


clear the break Point =ubroutine 


A,(BKMAIT) 
HL ,(BPMAIT ) 
(HL ) ,A 
A,0C9H 
(RSTART ) ,A 


DSPCHR 
HL,0 
INCHR 
0DH 

Z 

HEXCHK 
C,NEXTIN 
DSPCHR 
BINCV4 
NEXTIN 








江 っ 2 フロッグ ク から は 
林 へ と お き 各 し する た め の 


有力 を た 


夏 えて 下さ い 〆/ 
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マイ クロ プロ セッ サ の 流れ 


AA 


マイ クロ プロ セッ サ の 誕生 ニーーーーーーー 


最も 古い マイ クロ プロ セッ サ (CPU) は , 4 ビッ ト の 
4004 (1 4004) だ と いわ れ て いま す 。4004 は , イン テル 社 
が 電卓 用 に 設計 し て , 1971 年 12 月 に 発表 され まし た が , こ 
の C PU が 我国 の 中 小 企業 で あっ た ビジ コン 社 に よっ て 発 
案 さ れ た 事実 も 有名 で す 。 

し か し , この 4004 も 突如 と し て 世に で た わけ で は あり ま 


か ら 見 た アー キテ クチ ャ も 欠点 だ らち ら け で , P PS 一 25 と 比 
べた ら , まる て 玩具 の よう な 代物 と いっ て も よい で し ょ う 。 

し た が っ て , 4004 で は 4 ビッ ト を 越え る 演算 処理 に 関し 
て は , すべ て ソフ トウ エア に よっ て 面倒 を 見 な けれ ば な り 
ませ ん で し た 。 こ れ は , Z80 で 1I6 ビ ピット を 越え る 加算 を 行 
う 場合 に ., キャ リー・ フ ラグ の 内 容 に 注意 し な が ら 少 し ず 
つ 加 算 を 行っ て いく よう な も の で す 。 

し か し , この こと が , か えっ て 4004 に 融通 性 を 持た せま 


せん 。 ア メリ カ の 半導体 メー あっ = 容 何 早く か ら 論 理 回 路 寺村 幸 し 
MA 1 


中 に ブロ グラ ム を 置い ゝ お ゆる ヨコ ンピュータ の よ 
使い 方 を し よう と ずる 動き が 進行 ん. 
この よう な 動き か ら 経 宴 メ ェ アテ 
と いう 電車 向け の wa が k 
この PP S 一 25 は 2 の uk 欠 と ツ ス クキ 
理 す る こと が で きだ 店 紀 * 
発 シ ステ ム も 十分 に 完備 し て 
ュー タ の は し り と も いえ る 人 性格 炊 
も か か わら ず 途 中 で その 褒 交 革 逐 
て し まっ た の は , 各 レ ジス 欧 
いる な どの 理由 に よっ て 電卓 用 設 外 の 1 
な か っ た こと が 原因 な の で し ょ う 。^ 簡 単に いえ は 
が な か っ た と いう こと で す 。 
事実 PP S 一 25 は , 我国 を 中 心 と し て 数 社 の 
られ た 後 」 間 も 無 く 市 場 か ら 次 を 消し まし た 。 じ 


P S 一 25 の アー キテ クチ ャ は , その 後 し ば らく の 間 は ビュ こき 


ー レ ッ ト パ ッ カ ー ド 社 の 関数 電卓 用 L S | セッ ト に 受け 継 
が れ て いま し た 。 

これ に 対し て , 先 の 4004 は , BCD コ ー ド の | 桁 を 処理 
する の が 精 一 杯 の 4 ビッ ト 並 列 処理 で す 。 ハ ー ド ウエ ア 面 


"当初 イッ テル 社 は 、 ビジ コン 社 と の 契約 が あっ た た め 。 

4008 を 含む し S.| セット (MCS 一 4 ) を 電 章 以外 の 用 途 
使用 する と い 条 件 で 市 販 し まし た 

玉 み き S | で あえ られ な か っ た 融通 性 を 認め 

ウエ ア 次 第 で は 何で も で きる と いう すばらし 


末 用 と し て 8 ピッ 


コン ピュ ー タ の 半 末 
ル 社 が 開発 を 進め て 
し て いた 実行 速度 


本 2 社 は 採用 を あき ら め 
所 の が 自社 で 製造 し て いる パ 


TS に 
に 。 8008 を 採用 し た の で す 。 


こう し て , 8008 は 最初 の 8 ビ ピット 'CPU と し て 世に 出さ 
れ た の で す が , 主 に 実行 速度 と 汎用 性 の 問題 か ら 十 分 な 満 
足 が 得 られ る まで に は いた り ま せん で し た 。 
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第 2 ブロック か ら は Z80 に 用 意 さ きれ た すべ て の 
命令 を 解説 し ます が , 本 章 で は BASIC の LET 命 
令 に 当たる ロー ド 命 令 、 その 中 で も 8 ビッ ト (1 
バイ ト ) の 数 値 の み を 扱う た め の 8 ビ ッ ト ・ ロ ー 
ド 命 令 を 紹介 し ます 。 

ロー ド 命 令 は 基本 と な る 命令 で す の で 簡単 な 命 
令 で す が , よく 覚え て お いて 欲し いと 思い ます 。 
又 、 ロ ー ド 命令 さえ わか れ ば , あと の 命令 は その 
バリ エー ショ ン で ある と 言っ て も 過言 で は な いと 
思い ます 。 





8 ビッ トロ ー ト ド 命 


⑥1 バ イト の レジ スタ 間 で 
8 ビッ ト の 情報 を 送る 命令 


BAS 1IC で は , 

LET C=D (LET は 普通 省略 ) 
が , この 命令 に 当たり , 単に レジ スタ 間 で 数 値 を 
送る どけ の ロー ド 命 令 で , この 種 の 命令 の 内 で も 
最も 単純 な 部 類 に 入る 命令 です 。 ニ ー モ ニッ ク は , 

LD 第 1 オペラ ンド , 第 2 オペ ラン ド 
の 書式 で 書き , 第 2 オペ ラン ド の 内 容 が その まま 
第 1 オペ ラン ド に 代入 され , 各 オ ペラ ンド に は , 
A,. BB。C。D。 BE。 HH。 上 の 各 シ ジス タダ を 入れ 
る 事 が で きま す 。 例え ば, 

旋 DR。 人 @ 


と すれ ば C レ ジス タ に 入っ て いた 数 値 が B レ ジス 
タ に 入り ます 。 も ちろ ん C レ ジス タ の 内 容 は 変化 
し ませ ん し , 他 の レジ スタ に も 全く 影響 を 与え ま 
せん 。 

LD A, A や LD C, C 
の よう な 意味 の な い 命 令 も 実行 で きま す が こ れ は , 
CPU を 作る 過程 で 発生 し て し まっ た も の で 時 半 
か せ ぎ の 時 ぐら い に し か 使用 きれ ませ ん 。 


レジ スタ に 8 ビッ ト の 数 値 を 直接 代入 する 命令 


この 命令 も 前 の 命令 と 同じ 様 に , 
LD 第 1 オペ ラン ド , 第 2 オペ ラン ド 
と いう 書式 で 書き ます 。 も と も と ロー ド 命 令 に は , 
情報 を 送る 側 と 受け 取る 側が 必要 で すか ら 、 どの 
ロー ド 命 令 に も オペ ラン ド は , 二 つ 存 在 し ます 。 
この 命令 の 場合 の 第 1 オペ ラン ド に は , A, B, 
C, D, E, H, し の どれ か の レジ スタ が 入り 
第 2 オペラ ンド に は , 第 1 オペランド に 書い た レ 
ジス タ に 代入 し だ たい 8 ビッ ト の 数 値 を 直接 書き ま 
す 。 例 を ば A レジ スタ に 16 進 数 の 55H を 代入 し た 
けれ ば , 
LD A, 55H 
と な り ま す 。 ア セン ブル する と き に は , 必ず 2 バ 
イト の 命令 に な り , 2 バイト 目 に は , 第 2 オペ ラ 
ンド を その まま 割り 当て ます 。 上 の 命令 を E000H 
番地 か ら に アセ ン ブ ル す る と , 
E000 3 員 、85 LD A,。 55H 
(アド レス オプ ジェ クト ニー モニ ッ ク ) 





なり ま すず 。 
⑨⑥HL レ ジス タ 対 に よる アド レス 修飾 


N 一 BASIC な ど を 使っ て ブログ ラム を 作っ 
て いる 場合 に は , まず 変数 が 足り な く な る こと は 
有り ませ ん 。 しかし, TINY BASIC が 登場 し 
た 時 に は , A 一 有 Z ま で の 26 個 し か 変数 が 使え ず 配 
列 が 取れ な いも の も あり , 簡単 な ゲロ グラ ム な ど 
を 組む 時 に も 変数 が 足り な く な ら な いよ うに 気 を 
使わ な けれ ば な ら ず , 変数 表 な ど を 作っ て か ら プ 
ログ ラム を 組み 始め た も の で す 。 

まし て , マシ ン 語 の レジ スタ を 変数 の 変わ り に 
使 な うと 思え を ば, 表 レ ジス タ を 考え る と , A,。 B, 
C, D, E, H, 上 の 7 個 , 2 バイ ト の レジ スタ 
対し と し て 考え れ ば , BC, DE, HL の 3 組 し か 
使用 で き な い こと に な り ま す 。 

この よう に 考え る と , 変数 ニレ ジス タ ( 対 ) と 考え て 
て 来 た の は 間違い で あっ た 事 に 気付 く は ず で す 。 
確か に , レジ スタ は , 変数 と 同じ 働き を し ます が , 
数 が 全然 足り な い の で す 。 

短い テス ト ・ プ ログ ラム な ど を 組む 時 に は , レ 
ジス タ の みて で 足り る 事 $ も あり ます が , 通常 の プロ 
グラ ム の 場合 は , 変数 (単純 変数 ・ 配 列 変数 ) は , 
全て メモ リ 上 に 置い て お く の で す 。 も し , その 数 値 
が 必要 に な っ た 場合 に は , メモ リ 上 か ら レ ジス タ 
へ 持っ て 来 て , 参照 する な 0 計 算 を 行う な り し た 
後 、 まだ メモリ 上 へ も ど し て お きま す 。 こ の よう 
に 変数 を 置い て ある 領域 を 通常 ワー ク ・ エ リア な 
ど と 言っ て 、 プ ログ ラム ・ エ リア と 区 別 し ま す 。 

話 は 変わ り ま す が , マシ ン 語 を 使っ て テレ ビ 画 
面 上 に キャ ラク タ を 表示 し た り , グラ フィ ッ ク で 
何 か の パタ ー ン な ど を 描く 場合 に は , ビデ オ ・ ラ 
ム 上 に それ な り の キャ ラク タ ・ コ ー ド な り , グラ 
フィ ッ ク ・ パ ター ン な り を 転送 し な けれ ば な り ま 
せん 。 

以上 の 点 の み を 考え て も , レジ スタ 間 で 数 値 を 
扱う だ け で は 問題 が あお あり. どう し て も メモ リヒ と レシ 
ジス タ の 間 で 数 値 の 転送 を 行う 命令 が 不可 欠 な 事 
が わか っ て いた だ ける と 思い ます 。 し か も その 転 
送 は か な り 能 率 的 に 行え を な けれ ば な り ま せん の で 
前 回 まで の よう に , 

LD (F300H), A 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト 1eme 
と いう 命令 で は , その た び ご と に アド レス を 指定 
し な けれ ば な り ま せん か ら 不 便 で す 。 
そこ で 考え られ る の が 。 2 バイ ト の レジ スタ 対 
を 使っ て メモ リ を 指定 する 方 法 で す 。 ど の レジ ス 
タ 対 を アデ ドレ ス 指 定 専用 に 使う か で す が , 最も 2 
バイ ト の 数 値 に 関し て は 機能 の 豊富 な HL レジ ス 
タ 対 が , 8080CPU の 頃 か ら よ く 使 われ ます 。 
上 記 の F300H 番 地 に A レジ スタ の 内 容 を 送る た 
め の 命 令 を , HL レジ スタ 対 を アド レス 指定 に 使 
っ て プロ グラ ム に する と , 
LD HL, F300H 
LD (HL), A 
の , 2 ステ ッ プ の 命令 に な り ま す 。 先程 の 1 ステ 
ッ プ の 命令 に 対し て わざ わざ 2 ステ ッ プ に し て 複 
雑 に し た よう に 思え る か も し れ ま せん が , 後 者 の 方 
が 全然 応用 範囲 が 広がっ た 事 に 注目 し て くだ きい 。 
例え ば , F300H 番 地 か ら の 10 バ イト に A レ ジス 
タ の 内 容 を 送り た い 時 な ど は , 前 の 方 法 だ と 同じ 
よう な 命令 を 10 個 続け て 使わ な けれ ば な り ま せん 
が , 後者 の 方 法 な ら BAS IC の FOR 一 NEXT 
ルー プ の よう な も の を 作っ て , HL レジ スタ 対 の 
値 を ーー つ ずつ 増加 る せな が ら 次 々 に 代入 し て 行く 
事 も 可能 で す 。 
以上 の 様 に HL レジ スタ 対 を 使っ て アド レス を 
指定 し , その メモ リ と 各 レ ジス タ の 間 で 1 バイ ト 
の 数 値 を 転送 する 事 が で きる の で す が , 以下 の 書 
式 で ニー モニ ッ ク を 書き ます 。 
LD 第 1 オペランド, (HL) 
LD (HL), 第 2 オペ ラン ド 
上 の 場合 は HL レジ スタ 対 で 指定 する メモ リ 
か ら 第 1 オペ ラン ド に 書い た レジ スタ へ の 転送 , 
下 の 場合 は その 逆 で 第 2 オペ ラン ド に 書い た レジ 
スタ か ら メ モリ へ の 転送 で す 。 (HL ) 以外 の オォ 
ペラ ンド に は 。 A。B。C。 DB。 氏 。 世 の 各 
レジ スタ が 使え ます が , 他 に 16 進 の 数 値 を 直接 メ 
モリ 上 に 送る 事 が で きま す 。 
ニー 三 例 を 上 げ ま す と , 
6 】 1 人 (HL) PPPCCPPLLLLPLLLLYTLLET 
|6) ( 尋 E)。 EE 由 け すい いす ト ドリ 
LD (HL), 55H 
な ど が あり ます 。 
⑦ の 場合 に は , HL レジ スタ 対 が 指 す メ モリ の 
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呈 第 5 章 8 ビッ ト ・ ロ ー ド 命令 
内 容 が C レ ジス タ に 送ら れ ま す が , は , その 逆 
に EE レジ スタ の 値 が HL レジ スタ 対 が 指し て いる 
メモ リ に 送ら れ ま す 。 の 〇 ⑦ 〇 が , メモ リ 上 に 直接 数 値 
を 送る 例 で , この 場合 は 16 進 数 の 55H が 送ら れ , 
この 場合 だ け は アセン ブル する 際 に 2 バイ ト の 命 
令 と し , 2 バイ ト 目 に 第 2 オペ ラン ド の 数 値 ( こ 
の 例 で は 55H) を 割り 当て ます 。 

HL レジ スタ 対 を アド レス 指定 に 使う 時 注意 す 
る 事 は , HL レジ スタ 対 に は 事前 に アデ ドレ ス を 入 
れ て お か な けれ ば な ら な い 点 で す 。 

| 問 ゅ ) IL。 アド レズ 
を 使 を ば よい の で す が , これ を 忘れ る と 関係 な い 
アド レス と の 間 で 数 値 を 転送 し て し まう 事 に な り 
ます 。 


⑥HL レ ジス タ 対 以外 に よる アド レス 修飾 


Z 80 で は , HL 以外 の レジ スタ 対 。 例 えば BC 
レジ スタ 対 や DE レジ スタ 対 を 使っ て アド レス を 
指定 する こと が で きま す が , その 場合 は A レ ジス 
タ と の 間 で し か ロー ド 命 令 が 実行 で きま せん 。 

LD (DE), A 
LD A, (BC) 
な ど だ けが 使用 で きま す 。 


又 ,8080 時 代 に は 無かっ た ITX, IY の イン デ 


ックス レジ スタ を HL レジ スタ 対 の よう に 使っ て , 


より 便利 に メモ リ 上 の 数 値 群 を 扱う こと も で きま 
す が , アセ モン ブル を する 時 点 で 多少 テク ニッ ク が 
必要 な た め , 本 章 で は 省略 さて て いた だ きま す 。 
興味 の ある 方 や アデ モン ブラ を 使用 し て いる 方 は 一 
度 調 べ て みる と よい で し ょ う 。 


⑨ 他 の ロー トド 命令 


他 に も A レ ジス タ と 1, R の 各 レ ジス タ の 間 の 
ロー ド 命 令 $ ぉ ね あ り ま す が , この 命令 を 使う こと は 
ほとん ど 無 いと 思い ます の で , この 命令 の 存在 ぐ で 
らい を 知っ つて お け ば よい と 思い ます 。 


使っ た プロ グラ ム 例 


それ で は 今 説明 し た 8 ビッ ト の ロー ド 命 令 を 使 
っ て 幾つ か の プロ グラ ム を 組ん で みる こと に し ま 


/ 8 ビッ ト の ロー ド 命 令 の み を 
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じ よ う 。s 

ロー ド 命 令 の み で は ルー プ 処 理 が で きま せん の 
で , 大 し た 事 は で きま せん が 二 つ 程 例 を あげ て お 
きま す 。 

前 章 で 紹介 し た `MINI BREAK POINTER* な 
と を 使え を ば, 各 レ ジス タ 内 の 値 を 直接 調べ る こと 

が 可能 な の で す が 。 まだ 入力 し て いな い 方 も いる 
か も し れ ま せん の で , 結果 は 出来 る 限り メモ リ 上 
か 画面 上 (これ も V 一 R AM 上 で す が ) に 出し て 
確認 で きる よう に し まし た 。 





「 マ イコ ン シ 」 表 示 プ ログ ラム 


この プロ グラ ム は , 画面 左上 か ら ,“" マ イコ ン シ ”" 
と 表示 する た め の プ ログ ラム で す 。 た だ ただ し 80 字 メ 
25 行 モー ド に し て いな い 場 合 は , 一 文字 お き に , 
* マ コシ ” と 表示 きれ イ ′ と バン” が 表示 きれ 
ませ ん の で 80 字 モー ド と し , COLOR も 確認 で 
きる 値 に 設定 し て 画面 を クリ ア し て お いて か ら 実 
徒 し で くだ さい ぶ 。 

この プログ ラム 全体 で は , F300H 一 F304H 番 
地 の 5 バ イト に , マー シ の キャ ラク タ ・ コ ー ド を 
ロー ド す る こと に よっ て , 表示 を 実現 し て いま す 。 
何 度 も くり 返し 説明 し まし た が PC 一 8001 の F300 
H 番 地 は V 一 R AM の 開始 アド レス に な っ て いて , 
そこ か ら 書 き 込 まれ だ キャラ クタ ・ コ ー ド に 対応 
し た キャ ラク タ が テン レビ 画面 上 に 表示 され ます 。 

それ で は , 第 22 図 を 行 を 追っ て みて 行き まし ょ 
うま 。 

LD A。 CFH 
に よっ て A レ ジス タ に 16 進 数 の CFH を 代入 し て 
いま す が ,。 この CFH は “ マ ” の キャ ラク タ ・ コ 
ー ド で す 。 キ ャ ラク タ ・ コ ユー ド を 調べ る に は , N 
ーBASIC リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル や 第 8 図 
を 参照 し て くだ さい 。 ア セン ブラ な ど を 使っ て ア 
セン ブル する 場合 に は ,. わざ わざ キャ ラク タ ・ コ 
ー ド を 調べ な く て も , 
ED 導 。 ST7 
LD 作 ぁ 。 7 マウ 

な ど と 入力 すれ ば 自動 的 に 16 進 数 の キャ ラク タ ・ 
ュー ド に 変換 きれ る も の も あり ます 。 





Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト 1mm 



































《 第 22 図 〉「 マ イコ ン シ 」 表 示 で マシン 語 モ ニタ の コマ ンド 待ち に も 
DD = どっ て いま す 。 
3 還 全 引 か な り 長 々 と 説明 し まし た が , 実際 は 
3E CF LD A, CFH A< で " マ " ほん の 一 瞬 の 間 で す 。 も っ と も BASIC 
06 B2 LD B, B2H B< イ " ゲ 内 
の LD C,BA 昌 OS で マイ コン シ " と プリ ント る せ て も 「 あ 
16 DD LD D, DDH D< ぴ ン / っ !」 と いう 間 に プ リン ト し ます か ら マ 
HB ED Ss BR 2 シン 語 で 表示 きせ れ ば 少な く と も BASIC 
32 00 F3| LD (F300H),A マ より は 速い は ず で すね 。 
2T 01 PS LD HL. FE301H ィ 
7 0 LD (HL),B 
| 21 02 F3| LD HL.Fs02H 「 デ ン パ シン ブン シャ 」 
有 当 と D 0 性)。O = ニー ae 
表示 プロ グラ ム 
|21 03 F3| LD HL.F303H 2 
| 72 LD (HL), D 第 22 図 で は , HL レジ スタ 対 に よる ア 
| 21 04 F3| LD HL.F304H の ドレ ス 指 定 や 他 の レジ スタ の 機能 を 確認 
73 LD (HL)、E 。 
する た め に , Z80 の 全 表 レジ スタ ・ セ ッ 
モニ タ へ 
|C3 66 5C| JP 5C66H ジャ ンプ /| ト を フル に 使用 し まし た が , 今度 は 同じ 
キャ ラク ター キャ ラク タ ・ コ ー ド 対応 表 この 人 22 移 人 必 守 半 記 
マー っ CFH イーB 2H ュー っ BAH ン --D D HH け を 使っ て 組ん で み ま を も 。 
シーBCH テーC3H v っ DEH ハーCAH 第 23 図 を 実行 きせ る と テレ 画面 上 に 、 
s っ DFH フーCCH ャ ーACH テ 2Y シン ラマ シシ ジ ツ ヤキ 
と 表示 し ます が , これ も VーRAM 上 に 











話 が 少し を れ ま し た が 。 今 A4 レ ジス タ に “マッ 
の キャ ラク タ ・ コ ユー ド で ある CFH を 入れ だ よう 
に , B, C, D, 双 の 各 レ ジス タ に それ ぞ れ パイ?/。 
"コア パン? バシ? の キャ ラク タ ・ コ ー ド で ある , 
B2H, BAH, DDH, BCH を 代入 し ます 。 

LD (F300H)、A 

に よっ て ,F300H 番 地 に A レ ジス タ の 内 容 を 移し 
て いま す が , これ で V 一 R AM の 先頭 番地 に CF 
H が 入り , テレ F 面 画 の 左上 に バ マ ” と いう キャ 
ラク タ (文字 ) が 表示 る きれ た こと に な り ま す 。 

その 後 か ら は , HL し レジ スタ 対 を アド レス 指定 
に 使用 し て いま す 。 HL レジ スタ 対 に F300H を 入 
れ た 後 。 今度 は HL レジ スタ 対 が 指 す ア ドレ ス ( テ 
F301H 番地 ) に B レ ジス タ の 内 容 を 移し て いま す 
が ,。 これ で F301H 番 地 に “ イ ” の キャ ラク タ ・ ユ 
ー ド で ある B 2H が 入り テレ 画面 に は , パ マ "に 
続い て パイ” の 文字 が 表示 され た 事 に な り ま す 。 

あと は ゞ イ ” を 表示 し た の と 全く 同じ 方 法 で 次 々 
に 残り の “コン シ ” を VーRAM 上 に 送り 込ん で 
定め ゆま 。 


JP 5C66H 


キャ ラク タ ・ コ ー ド を 送っ て いる だ け で す 。 

この プロ グラ ム で は , A レ ジス タ の み し か 使い 
ませ ん の で , キャ ラク タ ・ コ ー ド を A レ ジス タ に 
入れ て は V 一 R AM 上 の 適当 な 位置 に 転送 する と 
いう 事 を 文字 数 回 くり 返し て いま す 。 お そら 第 
22 図 より わか り 易 い プ ログ ラム に な っ て いる の で 
は な いで し ょ うか ? 

一 応 参考 の た め に 同じ プロ グラ ム を 40 字 モー ド 
用 に 変更 し た も の を 第 24 図 と し て あげ て お きま す 。 
F300HーF302H つ F304HE と VRAM を 2 番地 
お き に 使っ て いる の が よく わか る と 思い ます 。 


まとめ 


以上 8 ビット の ロー ド を 紹介 し まし た が いか が 
7 ぎら だ でも 止 うか 。 

まだ 。 で 紹介 し た プロ グラ ム 例 で す が , 
の 他 に も いろ いろ な 応用 が 可能 だ と 思い ます 。 ロ 
ー ド 命令 の 復習 も 兼ね て 自分 の 名 前 や 住所 , 好き 
な 絵 な ど を 画面 に 表示 きせ て は いか が で し ょ うか 


ーー で 
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本 ビッ トー 


《 第 24 図 ) 40 文 字 モ ー ド 用 


[ーー 


デン パシ ンプ ブン 


ン シ ャ 」 表 示 





【 ズ へ 】 
回 


LD 
LD 


A, C3H 
(F300H).A 


RT 





F31LD 


A, C3H 
(F300H),A 


RT 








CC 
に 拓 ら | 


LD 
LD 


A、 DEH 
(F301H).A 





の で 
1 に 月 | 


F3 


LD 
LD 


A,、 DDH 
(F302H),A 


F3 1LD 


A、 DEH 
(F302H)、A 





6 
to 中 


F31LD 


A、DDH 
(F304H),A 








の の 
bo 四 


F 3 


LD 
LD 


A, CAH 
(F303H).A 


ハ 





の の 
to 皿 


F 3 


LD 
LD 


A、 DFH 
(F304H),A 


の で 
に っ | 


F31LD 


A,、 CAH 
(F306H).A 


ハ 








トバ 
中 


F 3 


LD 
LD 


ABCH 
(F305H),A 


CO CO 
to 円 


F31LD 


A DFH 
(F308H),A 








に 当ら | 


F 3S 


A,、 DDH 
(F306H),A 


の の 
に | 


F31LD 


A, BCH 
(F30AH),A 
0 





の の 
No 中 


0CF31LD 


A、 DDH 
(F30CH),A 


の の っ 





@Q LD A.CCH 
07 F3ILD (F307H).A 

昌 
LD A、DEH s 
08 F3ILD (Fs08H).A 


の の 
中 





の の 
貼 
ロ 
lo 
ピ 
トー 


上 





LD A、DDH 
09F3ILD (F309H),A 


6 っ で 
円 
トー 
トー』 





LD A, BCH 
0AF3|LD (F30AH).A 


Co の 
円 
トッ 
の 





LD AACH 
0BF3|LD (F30BH).A 


の の 
to 円 
ト 
の 





モニ ー タ へ 
ジャ ンプ ソノ 


の 
の 
の 
の 


5CILD 5C66H 




















その 時 の 参考 に と 思い ニー モニ ッ ク ーー マ シン 
語 の 対応 表 よ り 8 ビット ・ ロ ー ド 命令 の 項 (第 25 
図 ) を あげ て お きま す の で , 自分 で ロー ド 命 令 を 
使っ て みて 〈 だ さい 。 


いじ め ら て いた / パ パソコン を 
助け て 
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A,、 CCH 
(F30EH),A 


の の 
に 当ら | 
の 
の 
* 
トー」 


0EF31LD 





A. DEH > 
(F310H),A 


CC 
to 円 
に 
四 
思 
ロ 


10 F31LD 





ADDH 
(F312H),A 


て 5 で っ 
No 円 
ワ 
こ / 
9 
/ 


12F31LD 





LD A, BCH 
14 F3|LD (F314H).A 


oi 


シ 


の の 
に 妥 | 
トッ 
〇 





LD AACH 
16 F3|LD (F316H),A 


to 中 
ャ コ 
〇 の 


E 


の の 





モニ タ へ 


5Ce6H のみ 














次 章 で は , 16 ビ ッ ト の 数 値 を 一 度 に 転送 する た 
め の 16 ビ ッ ト ・ ロ ー ド 命令 を 紹介 し ます 。 そろ を 
る 皆さん も マシ ン 語 が どん な も の か が 分 か がり かけ 
て 来 た の で は な いか と 思い ます 。 


し sg cs soco Fs ノ 
3E DE 32oI F3 
し 3E DD 3292 / ぅ 
3E CA 32o3 ビラ ぅ 


き 所 DF 3 ぅ 20o 々 4 ロ ノ 

















Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モット 1m 
《 第 25 図 ) COM 一 82 ニ ー モ ニッ クー 機械 話 対照 表 ( 8 ビッ ト ・ ロ ー ド 命令 ) 

















































































































DD |FD|3A 
FPDIEPD]7El7s|79|17Al7Bl7cl7p|7EloAliAl7Egl7Egl。 1F 
57 | 5F n 
d d. n 
DD|FD 
47|40|141|42|143|144|45|46 46| 46 
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は じ め に 


8 ビッ ト ・ ロ ー ド 命令 は いか が だ っ ただ でしょ うか ? 

そろ そろ , マシ ン 語 の 単調 さき に あき が 来 て や め 
た く な っ た 皆さん も いら っ し ゃ る か も し れ ま せん 
が , も う 少 し 待っ て くだ きい 。 確か に マシ ン 語 の 
命令 一 つ 一 つ を 取っ て BAS TIC の も の と 比べ れ 
ば , は る か に 単純 で お も し ろ 味 の 無い ちの か も し 
れ ま せん が , その 単純 な 命令 を 組み 合わ せ て いか 
に 複雑 な 働き を る せる か が マシ ン 語 の 醍醐 味 で も 
ある の で す 。PASCAL も FORTRAN も COBOL も 
全て マシ ン 語 で 動い て いる の で す / 


ん TYPE 


本 章 で は 16 ビ ッ ト ・ ロ ー ド 命令 を 説明 し ます 。 
王 な 働き は 8 ビッ ト ・ ロ ー ド 命令 と 同じ で すか ら 
それ ほど 考え な く て も 理解 で きる と 思い ます 。 

後半 で は , スタ ッ ク を 使っ た レジ スタ 退避 命令 
を 説明 し ます が これ も スタ ッ ク と レジ スタ ( 対 ) 
と の 間 の ロー ド 命 令 と 考え る 事 が で きま す の で 本 
章 の 内 容 の 中 に 加え る せ て いた だ きま し た 。 
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〇 16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) に 
直接 数 値 を 代入 する 命令 


この 命令 は , 16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) に 16 ビ 
ッ ト の 数 値 を 代入 する だ け の 働き を する も の で す 
が , マシ ン 語 を 使っ て プロ グラ ム を 組ん で 行 《 上 
で は , 最も 多く 使用 する 命令 の 一 つ だ と 思い ま 
す 。 

本 書 の 冒頭 で も 登場 し た 

1 間 9」 HL F300H 
も 同じ 種類 の 命令 で 、 HL レジ スタ 対 に 16 進 数 の 
F300H を 代入 し て いま す 。 こ の 時 当然 の 事 で す が 
H レ ジス タ に は F 3H が 。 し レジ スタ に は 0 0H 
が それ ぞ れ 代入 る れ ま す 。 

剛 到 まう 所 しそ て 。、C、 呈 色 、 必 し 。 8 旧 。 3 
XX I Y, の 各 レ ジス タ ( 対 ) に 直接 数 値 を 代入 
する こと が で きま すず 。 

また , この 命令 々 アセ モン ブル する と 3 一 4 バイ ト 
の オブジェ クト ・ コ ー ド と な り そ の 中 の 後 2 バ イト 
に は 直接 代入 し た い 16 ビ ッ ト の 数 値 の 上 位 8 ビ ッ 
ト と 下位 8 ビッ ト を 逆転 し た も の を 割り 当て ます 。 

説明 どけ で は 解り に くい と 思い ます が 実際 に い 
くつ か の 命令 を アモ ンプ ブル し て みれ ば すぐ で わか る 
礼 選 ま > 

まず 先程 の 命令 を E000H か ら の マシ ン 語 に アセ 





ン ブ ル す る と, 
アド レス オォ オブ ジェ クト (16 進 ) 
E000 21 00 F3 
と な り ま す 。 この 場合 始め の “21′ は , HL レジ 
スタ 対 に 16 ビ ッ ト の 数 値 を 代入 する と いう 命令 の 
部 分 で 次 か ずら の “00 F3” で , 代入 する 16 進 
数 を 与え を て いま す 。 
例え ば , I メ レジ スタ に 16 進 数 の 5678H を 代入 
し た けれ ば 
LD IX, 5678H 
と いう 命令 を 使い ます が , この 命令 を アモン ブル 
する と , “DD 21 78 56' の 4 バイ ト 命 令 に な 
りや は り , うし ろ 2 バ イト が 代入 し た い 数 値 を 与 
え で いま す 。 
8 ビッ ト ・ ロ ー ド 命令 時 に 説明 し た , 
LD A, ECH 
な ど を 16 ビ ッ ト の 命令 に 直し た も の と 考え れ ば 良 
YO も まあ 


〇 16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) と 特定 の 
2 バイ ト に 渡る メモ リ 間 の ロー ド 命 令 


この 命令 が ロー ド 命 令 の 中 で も 比較 的 わか り に 
くい 命令 だ と 思い ます 。 何 度 も くり 返し て 説明 し 
て 来 た よ うに , Z80 を 含め た 80 系 の CPU は , 2 
バイ ト に 渡る 数 値 を メモ リ 上 に 置く 場合 は 必ず 上 
位 , 下位 を 逆 に し て 下位 バイ ト の 方 を メモ リ の 若 
い 方 に 入れ ます 。 

この 方 式 に 慣れ て し まえ ば 何と いう こと は な い 
の で す が , それ で も 2 バイ ト の 数 を 扱う 場合 に 少 
し 考え 込ん で し まう こと も あり ます 。 


〈 第 2 6 図 ) 1 6 ビッ ト ・ ロ ー ド 命令 1 
LD HL, (E000H) 
































Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ キット 1 乾 

それ で は 実際 の 使用 例 を 考え て み ま し ょ う 。 例 
ぇ ば 現在 何ら か の ゲー ム ・ プ ログ ラム を 組ん で い 
て , E000H-E001H 番 地 の 2 バイ ト に 渡っ て スコ 
ア が 入っ て いる も の と し ます 。 ゲ ー ム が 1 回 終了 
し た 時 点 で ハイ ・ ス コア を 得 た 場合 に は 今度 は こ 
の スコ ア を ハイ ・ ス コア と し て 登録 し な けれ ば な 
り ま せん が , ハイ ・ ス コア は E002HE003H 番 地 
に 入れ る も の と し ます 。 

こん な 場合 は ロー ド 命 令 を 使っ て E000HE001 
H 番 地 の 内 容 を E002H 一 E003H 番 地 に 移さ なけ れ 
ば な り ま せん が , まず この 問題 を 前 章 で 説明 し た 
8 ビッ ト ・ ロ ー ド 命令 の み を 使っ て プロ グラ ム を 
組む と 次 の よう に な り ま す 。 

1 才 L, (E000H) 
馬 投 H, (E001H) 

証 重 (E002H)、L HL レジ スタ 対 の 
L 拓 。 (5008M0。 1 生計 の 

この ょ うに し て , 上 位 8 ビ ッ ト と 下位 8 ビッ ト 
と を 一 度 に 転送 で きず 二 度 に 分 け な け れ ば な ら な 
い の は 何かと 不便 で す の で 16 ビ ッ ト の ロー ド 命 令 
が 必要 に な る の で す 。 上記 の と 同じ プロ グラ ム を 
16 ビ ッ ト ・ ロ ー ド 命令 を 使っ て 組む と 

刀 HL, (E000H) 
LD (E002H), HL 
と な り ま す (第 26 図 参照)。 

前 の プロ グラ ム と 比較 する と 使用 する メモ リ が 
半分 に な り ま すし , まだ た 4 ステッ プ の 命令 し 2 ス 
テッ プ に まとまっ か 命令 で は 後 で 見 た 時 の 見 易 き 
が 全然 ちがう の で は な いで し ょ うか 。 

この よう に 16 ビ ッ ト ・ ロ ー ド 命令 は ゲ プログラム 


| スコ ュ ア を HL レジ 
| スタ 対 に 入れ る 
| 


《 第 2 7 図 ) 16 ビ ピッ ト ・ ロ ー ド 命令 II 
LD HL, ECEDH 
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叶 第 6 章 16 ビ ッ ト ・ ロ ー ド 命令 1 
を 見 易く , 組み 易く する た め に は 不可 欠 な も の な 


の で す 。 
ここ で も うぅ 一 度 こ の 命令 に つい て 例 を あげ て 説 
明 し ます 。 


例 を ば, 80 字 モ ー ド の 時 に 
上 D 則 。 到 人 も 呈 り 
LD (F300H), HL 
を 実行 する と どう な る で し ょ うか (第 27 図 参照 ) ? 
まず 始め の 命令 に よっ て , HL レジ スタ 対 に 16 
進数 の ECEDH が 入り ます が , この 時 H レ ジス 
タ に は ECH が 。 し レジ スタ に は EDH が 入り ます 。 
次 の 命令 で , F300H 一 F301H 番 地 に HL レジ ス 
タ 対 の 内 容 で ある , ECEDH が 転送 る きれ る の で す 
が , 下位 バイ ト が アド レス の 若い 方 に ロー ド さ れ 
ます の で , F300H 番 地 に は EDH が , F301H 番 地 に 
は ECH が , それ ぞ れ 送ら れ ま す 。 その 結果 テレ 
ビ 画 面 の ^LOCATE0, 0” の 位置 に は “ 〇 の” の 
キャ ラク タ が “LOCATE1, 0 "の 位置 に は ^ 倫 " 
の キャ ラク タ が 表示 る れ ま す 。 
も ちろ ん 実際 に PC 一 8001 で 実行 し て みる 場合 
に は , 最後 に 
HALT 
命令 を 入れ て 実行 を 止め る か 
JE 5 C66H 
に よっ て モニ タ に ジャ ング きせ る か し な けれ ば な 
り ま せん 。 
また , 逆 に 
計り) HL, (F300H) 
を 行う 事 に よっ て , F300H-F301H 番 地 に どん な 
キャ ラク タ ・ コ ユー ド が 入っ て いる の か を HL レジ 
スタ 対 に も っ て 来る こと が で きま す 。 
以上 で この 命令 の 使用 方 法 が 大 体 わ か っ て いた 
だ けた と 思い ます が , この 命令 も 3 一 4 バイ ト の 
オプ ジェ クト に アセ ンプ ブル きれ , うし ろ 2 バ イト 
が アド レス を 指定 し ます 。 また, 本章 の プロ グラ 
ム 例 で は 16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) と し て 是 し レ 
ジス タ 対 を 使用 し まし た が , 実際 は , BC, DE, 
HL, SP, IX, IY の 各 レ ジス タ ( 対 ) を 使 
う 事 が で きま す 。 
以上 で ニー モニ ッ ク に YLD” が 付く 命令 は 全て 
説明 し た 事 に な り ま す 。8080CPU の 頃 は , 同じ ロー 
ド 命令 で も “MOV, MVI, LXI′ な どの ニ 
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ー モ ニッ ク に 分 か が れ て いて 覚え にくかっ た も の で 
10 た お 


/ レジ スタ の 退避 


さき て, Z80 に は いく つか の 汎用 レジ スタ が 用 意 
され て いま す が , 通常 の プロ グラ ム で は , ほとん 
どの 汎用 レジ スタ を フル に 使用 し ます 。 全 て の レン レ 
ジス タ を 使っ て いる 時 , も し 少し の 間 ど うし て も 
レジ スタ を 使用 し た く な っ た ら ど うす れ ば よい で 
し ょ うか ? 当然 、 汎 用 レジ スタ の 内 容 は 全て も 
と 通り に も ど し て お か な けれ ば な り ま せん 。 

例え ば HL レジ スタ 対 を 一 時 的 に あけ る 場合 に 
ロー ド 命 令 を 使っ て , 

LD (E000H)、 HL 
の よう に HL レジ スタ 対 の 内 容 を , E000H 一 E001 
H 番 地 に 退避 し て お いて か ら , 何ら か の 作業 に よ 
っ て HL レジ スタ 対 を 使用 し 再度 ロー ド 命 令 に よ 
に 





LD HL, (E000H) 

の よう に HL し レジ スタ 対 の 内 容 も も と に も ど し て 
お け ば よい の で す 。 

し か し この 方 法 で レジ スタ ( 対 ) の 内 容 を 退避 
し て お く の に は , いく つか の 間 題 点 が あり ます 。 

まず 上 記 の 方 法 で す と レジ スタ の 退避 移 アド レ 
ス を いち いち 指定 し な く て は いけ ませ ん か ら レ ジ 
スタ ( 対 ) の 退避 先 ア ドレ ス を 全て 記憶 し て お か 
な けれ ば , 後 で 正しい レジ スタ ( 対 ) に 値 を も ど 
すこ と が で きま せん 。 下手 を する と 同じ アド レス 
に 2 度 退 避 し て お いて 気付 か ず , 後 で デバ ッ グ の 
時 に 大 へ ん な 苦労 を する こと も 有り 得 ま す 。 

又 、 こ の ロー ド 命 令 で は 必ず 3 一 4 バイ ト ず つっ 
使い ます か ら メ モリ の 無駄 使い に も な り ま す 。 

そこ で メモ リ へ の レジ スタ 退避 を より 効率 よく 
行う た め に スタ ッ ク の 考え ぇ 方 が 必要 に な る の で す 。 






スタ ッ ク と は …… 


それ で は , スタ ッ ク と は いっ た い 何 な の で し ょ 
うか ? 





Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト Im 


《 第 2 8 図 ) レジ スタ 退避 命令 (PUSH 命 令 





LD SP, E002H 





DFFFH 





E002H 


E000H 





E001H 














SP( ス タッ ク ・ ポ イン タ ) 


E002H 





E003H 




















に 














SP( ス タッ ク ・ ポ イン タ ) ] 




















SP( ス タッ ク ・ ボ インタ) 
3③ 














マシ ン 語 や アセ ンプ ブリ 言語 な ど で 言 う ス タッ ク 
と は 単に メモ リ の 使い 方 な の で す 。 先程 の 例 で も 
わか る 様 に 普通 の ロー ド 命 令 で て. レジ スタ ( 対 )ー メ 
モリ 間 の 転送 を 考え れ ば , その た び 事 に メモ リ の 
アド レス を 指定 し て や ら な けれ ば な り ま せん 。 

そこ で メモ リ の アド レス を 指定 する た め の レ ジ 
スタ を , 専用 に 使い それ を 自動 的 に 増減 し て や れ 
ば レジ スタ ( 対 )ー メ モリ 間 の 転送 の た びに アド レ 
ス を 指定 し て や る 必要 が 無く な る わけ で す 。 
皆さん も , も うお 気付 き の 事 と 思い ます が , こ 
の アド レス 指定 専用 の レジ スタ が 。 SP (スタ ッ 
ク ・ ポ ボ ポイ ンタ) な の で す 。 そし て メモ リ 内 の , S 
P (スタ ッ ク ・ ポ イン タ ) に よっ て 指定 され る エ 
リア を スタ ッ ク と 呼び レジ スタ ( 対 ) 一 メモ リ 
へ の 転送 を レジ スタ 退避 逆 に メモ リー レジ スタ 
( 対 ) の 転送 レジ スタ 退避 解除 と 言い ます 。 





レジ スタ 退避 (解除 ) 命 令 


⑨⑥ レ ジス タ 退 避 命 令 (PUSH 命 令 ) 


実際 に レジ スタ 退避 命令 を 使っ て HH レジ スタ 











対 の 内 容 を メモ リ 上 の スタ ッ ク ・ エ リア に 退避 す 
る 場合 も 考え て み ま し ょ う (第 28 図 参照)。 

誌 SP, E002H 

PUSH HL 

まず , ロー ド 命 令 で S P( ス タッ ク ・ ポ イン タ ) 

に E002H を 代入 し て いま す 。 次 に PUSH 命 令 に よっ 
て HL レジ スタ 対 の 内 容 を も ス タック に PUSH ( 押 
し 込み ) し て いる の で す が , PUSH 命 令 の 動作 を 
分 解す る と 以下 の よう に な り ま す 。 

①, SP 一 1 番地 に HH レジ スタ の 内 容 


を ロー ド 
②, SP 一 2 番地 に し レジ スタ の 内 容 
を ロー ド 


③, SP の 内 容 か ら 2 を 減じ て な く 

で は , この 動作 を 追っ て み ま し ょ う 。 

① に よっ て , E002H 一 1 番地 つま り E001H 番 地 
に H レ ジス タ の 内 容 が ロー ド (退避 ) され ます 。 

② で , E002H 一 2 番地 つま り E000H 番 地 に し レ 
ジス タ の 内 容 が ロー ド (退避 ) され ます 。 

③ で , 今 ま で E002H だ っ た SP が E000H に な り 
まる 

結果 と し て , E000HE001H 番 地 に HL レジ ス 
タ 対 の 内 容 が 退避 ふれ だ 事 に な り , 先程 の 





呈 第 6 章 16 ビ ッ ト ・ ロ ー ド 命令 1 


第 2 9 図 ) レジ スタ 退避 解除 命令 (POP 命 令 ) 
POP HL 











《 第 3 0 図 ) 16 ビ ッ ト ・ ロ ー ド 命令 (ニー モッ ク 機 械 語 ) 対 応 表 
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LD (E000H), HL 

を 行っ た の と 同じ 事 に な り ま す 。 し か も ,SP ( ス 
タッ ク ・ ボ インタ) の 内 容 は PUSH 命 令 の た びに 
2 ずっ 引か れ て 行き ます か ら , PUSH 命 令 を 連続 
し て 使う 事 に より メモ リ の 若い 方 へ 若い 方 へ と 次 
々 に レジ スタ ( 対 ) の 内 容 を 退避 し て 行く 事 が 可 
能 と な り , それ が SP (スタ ッ ク ・ ポ イン タ ) の 
役割 で も ちあ る の で す 。 


⑥ レ ジス タ 退 避 解 除 命令 (POP 命 令 ) 


今度 は スタ ッ ク 上 C に 退避 し た デー タ を レジ スタ 
( 対 ) に も どす 場合 も 考え て み ま す (第 29 図 参照 )。 
台 償 下 5 貞 
この PO 命令 に よっ て スタ ッ ク 上 の デー タ が 
POP (引き 出し ) され る の で す が , PO 命令 
の 動作 を 分 解す る と 以下 の よう に な り ま す 。 
①. し レジ スタ に SP 番 地 の 内 容 を ロ 


ー ド 
②. H レ ジス タ に SP 二 1 番地 の 内 容 
を ロー ド 


③. S P の 内 容 に 2 を 加え る 

先程 PU SH し た 内 容 を HL し レジ スタ 対 に PO 
P で も どす 場合 は ぼう な る で し ょ うか ? 

① に よっ て , S P (スタ ッ ク ・ ポ ボ ポイ ンタ) の 指 
す ア ドレ ス の 内 容 が し レジ スタ に ロー ド さ る され ます 
が , この 場合 、SP (スタ ッ ク ・ ポ イン タ ) の 内 
容 は E000H に な っ て いま すか ら , E000H 番 地 の 内 
容 が し レジ スタ に 入り ます 。 

⑧② で , E000H+ 1 番地 つま り E001H 番 地 の 内 容 
が HH レジスタ に 入り ます 。 

③ で , 今 ま で E000H だ っ た だ た SP が E002H に な り 
の 

結果 と し て , E000H-E001H 番 地 の 内 容 が H 工 
レジ スタ 対 に も どる され た 事 に な り 

も D H 工 , (E000H) 

を 行っ た の と , 同じ 事 に な り ま す 。 し か も ,SP( ス 
タッ ク ・ ポ イン タ ) は PO 命令 の た びに 2 ずつ 加算 
きる れ て いき ます か ら , PO 命令 を 連続 し て 使う 
事 に より , メモ リ の 若い 方 か ら 次 々 に レジ スタ ( 対 ) 
に 値 を もち ど し て 行く 事 が 可能 た なり ま す 。 結局 P 
0P 命 令 は , PUSH 命 令 の 全く 送 の 命令 な の で す 。 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ モ セット 1 叶 





/ レジ スタ 退避 (解除 ) 命 令 の まとめ 


以上 , PUSH 命 令 , POP 命令 共に HL レジ 
スタ 対 を 例 に と っ て 説明 し まし た が , 十分 に 御 理 
解い た だ けた で し ょ うか ? な お この 命令 は , A 
F, BC, DE, H 工 , IX, I Y の 各 レ ジス タ 
( 対 ) に 対し て 有効 で すか ら 各 レジ スタ ( 対 ) の 内 容 
を スタ ッ ク に PUSH。POP す る こと が で きま す 。 
また , 1 一 2 バイ ト の オブ ジェ クト と な り ま す の で 
者 メモ リ の た め に も 非常 に 重要 な 命令 た いえ まし 
ょ う 。 な お , こ の 命令 を 使っ て レジ スタ ( 対 ) の 内 容 
を 一 時 退避 する 場合 に は , SP (スタ ッ ク ・ ポ イ 
ンタ ) に 入っ て いる 値 を 常に 注意 し て いる 必要 が 
あり ます 。 

ちな み に , N 一 BA S IC か ら マ シン 語 の サブ 
ルー チン を コー ル す る 場合 に は 14 バ イト (7 レベ 
ル ) の スタ ッ ク が 確保 され て いま す 。 





BASIC マ ガ ジ ン 









前 章 で は , Z80 に お ける スタ ッ ク の 働き を 説明 
し まし た が どん な 感想 を 持た れ た だ た でしょ うか ? 

本 章 で は , この スタ ッ ク へ の レジ スタ 退避 を 使 
っ た 応用 例 と 実際 に この 命令 を 使う 現場 で の 使用 
方 法 を 示し て , スタ ッ ク へ の レジ スタ 退避 (解除 ) 
の 項 を し めく くり , 今度 は レジ スタ ( 対 ) の 内 容 
を 他 の レジ スタ ( 対 ) や スタ ッ ク と 変換 する エク 
スチ ェ ン ジ 命 令 を 紹介 し ます 。 

今 まで 登場 し た 命令 全て を 使っ た プロ グラ ム 例 
も 紹介 し ます の で お ぉ 楽し み に / 





レジ スタ 退避 (解除 ) 命 令 応用 例 


レジ スタ 退避 (解除 ) 命令 に つい て の 応用 方 法 
を 少し 才 えん で みまい も ょ う 。 
まず , 16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) 間 で ロー ド 命 
令 を 実行 する 場合 , 例え ば BC レジ スタ 対 の 内 容 
を DE レジ スタ 対 に 移す 場合 、 8 ビッ ト の ロー ド 
命令 を 使っ て , 
LD D, B 
LTD, 互 。G 
の 様 に 行う 場合 も あり ます し , 一 度 メ モリ 上 を 介 
し て 16 ビ ッ ト の ロー ド 命 令 を 使う 方 法 も あり ます 
が , 少し な も し ろ い 方 法 と し て , 
PUSH BC 
POP DE 
を 行う 場合 も 考え られ ます 。 ま ず BC レ ジス タ 対 
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の 内 容 を スタ ッ ク へ 退避 し て お いて , 今度 は スタ 
ッ ク の 内 容 を DE レジ スタ 対 に 引き 出せ ば 結果 と 
し て BC レジ スタ 対 の 内 容 を DE レジ スタ 対 に 送 
っ た の と 同じ 事 に な る の で す 。 

特に , IX や IY な どの イン デック ス ・ レ ジス 
タ で は , 8 ビッ ト の ロー ド 命 令 を 使う 事 も で きま 
せん か ら ど うし て も メモ リ 上 を 介する 事 に な り ま 
す 。 IX レジ スタ か ら H 上 レジ スタ 対 に 内 容 を 転 
送 す る 場合 も 考 えて 例 を あげ て み ま し ょ う 。 まず 
16 ビ ッ ト の ロー ド 命 令 を 使っ て , E100H 一 E101H 
番地 を 介する 場合 は , 

LD (E100H), IX 
LD H 工 , (E100H) 

と な り ま す 。 こ れ を スタ ッ ク を 介する よう に が かえ 

る と 

PUSH IX 

POP HL 
に な り ま す 。 ア セン ブル する と 前 者 が 7 バイト か 
か る と ころ , 後者 は 3 バイ ト で すみ ます か ら , 後 
者 の 省 メ モリ 性 が わか る と 思い ます 。 

次 に , この 命令 を 使っ て こつ の レジ スタ ( 対 ) 
の 内 容 を 交換 し て み ま し ょ う 。 例え ば, IX レジ 
スタ と TIY レ ジス タ の 内 容 を 交換 する 場合 は , 

PUSH IX 
PUSH IY 
PEOP IX 
POP 1 貞 4 
と な り ま す 。 PUSH 命 令 で は 最後 に PUSH し 


ぺぺ 9 モモ 70 の イン スト ラク ショ ンー セット Temm 


た 内 容 か らし か POP す る こと が で きま せん か ら 
最初 の 

選 ⑩ 蝶 区 波 
で , すぐ 前 に PUSH し だ た TIY レ ジス タ の 内 容 を 
IX メレ ジス タ に 移し , 次 の 

人 め 怠 | 本 
で , 一 番 初 め に PUSH し た IX レジ スタ の 内 容 
を 1IY レ ジス タ に 移し て いま す 。 
始め の うち は わか り づ らい と 思い ます が , 秘伝 








を 教え まし ょ う 。 
PUSH IT メーーー 
PUSH ポー イド 人 IX か ら IY へ 
] 
506 朋 5 ペー" ドー“ IY か ら ITX へ 
50 月 半生 王 デ デ 





この よう に , PUSH 命 令 ほ POP 命令 の 間 で 
区 切り その 区 切り を 境 に 対称 に 考え れ ば すぐ に ど 
の レジ スタ ( 対 ) か ら ど の レジ スタ ( 対 ) に 値 を 
転送 し て いる か が わか る の で す 。 こ れ は , レジ ス 
タ ( 対 ) が 3 組 以上 に な っ た 場合 で も , また , 同 
じ レ ジス タ 対 に 値 を も どす 場合 で も 同様 で す 。 

今度 は 3 組 の レジ スタ ( 対 ) で 考え て み ま し ょ 
う 。 第 31 図 の よう に , BC, DE, HL の 各 レ ジ 
スタ 対 の 内 容 を 一 つ ず つっ ずら し て 行方 法 を 考え 
て みて くだ さい 。 

普通 に 考え る 場合 は 慣れ な いと た い へ ん で す が , 
先程 の 秘伝 を 使っ て 図 を 書け ば すでに わか り ま す 
ね 。 解 答 は , 


《 第 31 図 ) 3 組 の レジ スタ ( 対 ) の 交換 





(プロ グラ ム 例 ) 





PUSH BC 

PUSH DE 

DE レジ スタ 対 PUSH HL 
POP BC 

- POP HL 
POP DE 





























PUSH 9 ニー で で BC か ら 65DE へ 
PUSH 0 DE か ら 6H 工 へ 
PUSH 遇 下 生 で HL か ら 5BC へ 
52(0 朋 B Cー 

ICU0 有 ロ HH テー 

EL0 有 5 58 デーーー 

と な り ま す 。 同じ 事 を 行う の に , 

HAI 650 ーー エー*eert DE か ら H 工 へ 
PUSH 5 eg BC か ら DE へ 
PUSH 千 TTP" HL か ら BC へ 
0 半 

P'⑩ DE セー 

EE ーー 


な どい くつ か の 方 法 が あり ます が どの 方 法 を 行っ 
て も 結果 は 同じ で す 。 

次 に レジ スタ ( 対 ) が 5 組 の 場合 の 例 を 第 32 図 に 
あげ て お きま す 。 興味 の ある 方 は 御 自 分 で 命令 を 
追っ て みて くだ さい 。 

スタ ッ ク を 使っ た 応用 例 は 他 に も いく つか あり 
ます 。 知 っ て いれ ば すぐ 役立つ と いう も の で も あ 
り ま せん が 一 般 の プロ グラ ム な ど に も 確実 に 使わ 
れ て いる 使用 法 な の で 覚え て むい て くだ さい 。 


第 32 図 〉 5 組 の レジ スタ ( 対 ) の 場合 








(プロ グラ ム 例 ) 


PUSH IX 
PUSH 層 
PUSH BC 


PUSH DE 
PUSH HL 


POP IX 
砂 民 HL 
EE DE 
POIP BC 
PO 
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守 第 7 章 16 ビ ッ ト ・ ロ ー ド 命令 II 


/ レジ スタ 退避 (解除 ) 命 令 使用 例 


読者 の 皆さん も スタ ッ ク の 考え 方 に か な 05 親 し 
み を 持っ て きだ と 思い ます が , ここ で も う 3 一度 こ 
の 命令 の 使い 方 に つい て , 実際 の 使用 例 を 中 心 に 
才 え て み ま し ょ よう 。 

前 に も 少し 説明 し た よう に , この 命令 は , レジ 
スタ ( 対 ) の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 する た め PU 
SH 命令 た, スタ ッ ク の 内 容 を レジ スタ ( 対 ) に 
も どす PO 命令 に 分 ける こと が で きま す 。 

PUSH 命 令 ほ POP 命令 が 連続 し て 使わ れる 
事 は ほとん ど な く , ま た, 応用 例 の 所 で 述べ た 様 な 
使い 方 より も , も と も と 内 容 の 入っ て いた レジ ス 
タ ( 対 ) に 値 を も どす 様 な 使い 方 が 一 般 的 で す 
(第 33 図 )。 

で すか ら , DE, HL の 各 レ ジス タ 対 を 何 か の 
作業 の た め に 退避 し な けれ ば な ら な い 場 合 に は , 
普通 以下 の 様 な 使い 方 を し ます 。 

















PUSH DE セー 一 イー……DE か ら DE へ 
表 因 湯 中 四 ー ィ イー "RLL がち 町 世 
作 業 

ICAL0 朋 ピ HL 

BEO 時 9 ニーーーー ジ 





当然 , 退避 する レジ スタ ( 対 ) が 1 組 の 場合 で 


も 3 組 以上 の 場合 で も 同様 な 使い 方 を し ます 。 
一 見 あま り 使 用 する こと の な い 命 令 の よう に 見 

える か も し れ ま せん が , レジ スタ ( 対 ) の 内 容 を 

退避 し て お きた い 事 は か な り 多 く あ り ま す の で , 


《 第 33 図 ) PUSH 命 令 ・POP 命 令 の 一 般 的 な 使わ れ 方 





1 PUSH 命 令 ( 群 )  : 
| 作業 の た め の 命令 ( 群 ) | 
| POP 命 令 ( 群 ) 
ニー に EXX 





実際 の プロ グラ ム , た と えば N 一 BASIC の R 
0M な ど を 逆 ア モン ブル すれ ば , この 命令 が 多く 
使わ れ て いる の に お どろ 〈《 ほ ど で す 。 


プク テン タ ゃ 


16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) 
の 内 容 を 交換 する 命令 


例え ば, DE レジ スタ 対 と HL レジ スタ 対 の 内 
容 を 交換 し た い 時 は どう すれ ば よい で し ょ うか ? 

まず 第 1 の 方 法 と し て 先程 の レジ スタ 退避 を 使 
っ て 


PUSH DE 
PUSH HL 
刀 ⑩ DE 
取 ⑨ 選 HL 


の 4 ステップ を 実行 すれ ば 両 レ ジス タ 対 の 内 容 は 
見 事 に 変換 きれ ます 。 
第 2 に , A レ ジス タ で も 余っ て いれ ば , 


LD 0 
LD E、L [EE つ エレ ジス タ を 交換 
1 量り Al 
LD | 
ED D, Hi D つ HH レジ スタ を 交換 
LD H, A 
を 実行 すれ ば , ロー ド 命 令 だ どけ で 交換 す る 事 が で 
きま す 。 


他 に も 一 度 メ モリ 上 を 介する 方 法 な どい くつ か 


《 第 34 図 ) エク スチ ェ ン ジグ ジ 命 令 


EX AF、 AF 





EX DE, HL 





EX (SP), HL 





EX (SP), IX 





EX (SP),IY 














の 方 法 が 考え を られ ます が , いずれ も 数 ステ ッ プ 数 
バイ ト の 命令 に な っ て し まい ます 。 

を そこ で エク スチ ェ ン ジグ 命令 を 使う わけ で す 。 エ 
クス チェ ンジ 命令 は その 名 の と お り 内 容 を 交換 す 
る 命令 で す 。 上記 の DE レジ スタ 対 と HL レジ ス 
タ 対 の 内 容 を 交換 する 場合 は エク スチ ェ ン ジグ ジ 命 令 
を 使っ て , 

EX D 志 。 還 
の 一 つの 命令 で 行う 事 が で きま す 。 し か し この 命 
"Ak ( 対 ) 全て に 対し て 有 
効 な わけ で は な く , 今 の 


EE 区 DE, HL 
の 他 に は , 表 レ ジス タ の AF と 理 レ ジス タ の AF' 
を 交換 する 

EX AF,。 AE 


と , 表 レ ジス タ の BC, DE, HL と 裏 レ ジス タ 
の BC′, DE′, HL の 3 組 の レジ スタ 対 の 
内 容 を 同時 に 交換 する 

EXX 
の 合計 3 個 の エク スチ ェ ン ジ 命 令 が 使 を る の み で す 。 


⑥ 1 6 ビッ ト の レジ スタ ( 対 ) と 
スタ ッ ク の 間 で 内 容 を 交換 する 命 


この 命令 は 1 6 ビッ ト の レジ スタ ( 対 ) と 2 バイ 

ト 潜 メモ リ の 間 で 値 を 交換 する 命令 で す が 。 
レジ スタ 退避 の た め の PUSH 命 令 、 POP 命 令 
な ど と 同じ 様 に メモ リ 上 の アド レス を 指定 する の 
に , SP (スタ ッ ク ・ ポ イン タ ) を 使用 し ます 。 

具体 的 に は , POP 命 令 を 行っ た 場合 に レジ ス 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト 1me 
タ ( 対 ) に 入る で き 値 が レジ スタ ( 対 ) に 代入 き 
れる と 同時 に , 現在 まで その 値 が 入っ て いた アド 
レス に レジ スタ ( 対 ) の 内 容 が PU SH る れ た の 
と 同じ 事 に な り ま す 。 
説明 で は ,。 わかり に くい 
例 も あげ て み ま し ょ う 。 
実際 に は この 命令 は , 
EX (CS PE)。 IL 芽 
の よう な ニー モニ ッ ク で 表わし ます が , この 命令 を 
以前 説明 を 終え た , 他 の 命令 に 置き 換 を て みる と 


も 軸 e ま す の で 。 一 ラ 


POP DE 
EX DE, HL 
PUSH DE 


の 3 ステ ッ プ に な っ て し まい ます 。 し か も 。 HL 
レジ スタ 対 の 内 容 と , スタ ッ ク の 内 容 を 交換 する 
た め に 全然 関係 な トレ ジス タ 対 。 この 場合 は DE 
レジ スタ 対 を どう し て も 仲介 の た め だ け に 使用 し 
な けれ ば な り ま せん 。 

この よう に 一 見 し て ,。 あま り 目 立た だ ない エ クス 
チェ ンジ 命令 で も , 無けれ ば 大 へ ん むだ な 事 を し 
な けれ ば な ら な い 事 が わか る と 思い ます 。 - 
まだ た, HL レジ スタ 対 を 例 に と っ て 説明 し まし 
た が , 実際 は IX, IY の 各 レ ジス タ と スタ ッ ク 
(メモ リ ) の 間 で 内 容 を 交換 する 事 も で きま す 。 


プロ グラ ム 例 の 説明 


それ で は , 今 ま で に 説明 し た , ロー ド 命 令 , レ 


《 第 35 図 ) プロ グラ ム 例 


PUSH HL 





LD(E100HH), 
JP 5C66H 


LD SP, F310HISPC に F310H を 代入 
LD BC, E9E8H| BC レジ スタ 対 に E9E8H を 代入 
PUSH BC 


BC レジ スタ 対 の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 


LD HL,  EBEAH | HL レジ スタ 対 に EBEAH を 代入 
E 双 (SP), HL 


スタ ッ ク の 内 容 と HL レジ スタ 対 の 内 容 を 交換 
HL レジ スタ 対 の 内 容 と スタ ッ ク に 重ね て 退避 


SPIE100H-E101H 番 地 に SP の 内 容 を 移す 





マシ ン 語 モニ タ の コマ ンド 待ち ヘ へ ジャ ンプ 





49 


呈 第 7 章 16 ビ ッ ト ・ ロ ー ド 命令 II 
ジス タ 退 避 命 令 エクスチェンジ 命令 を 使っ た プ 
ログ ラム 例 を 考え て み ま し ょ う 。 

第 35 図 の プロ グラ ム を 見 て くだ さい 。 こ の プロ 
グラ ム を 見 て 何 を もやっ て いる プロ グラ ム だ か わか 
り ま すか ? わか ら な いか ら と いっ て が っ か り し 
な いで くだ きい 。 一 見 し て 単純 を うに 見 える この 
プロ グラ ム で も 実は , 今 ま で 説明 し た 命令 を 全て 
熟知 し て いな けれ ば わか ら な い 様 に な つっ て いる の 
で すか ら 。 

で は この プロ グラ ム を 順に 説明 し て 行き ます 。 
まず 

取 SJP。 下流 呈 0 加 
に よっ て , SP (スタ ッ ク ・ ポ イン タ ) に , F 3 

1 0H を 代入 し て いま す 。 こ れ で F 3 0FH 番 地 
か ら ア ドレ ス の 若い 方 へ 向かっ て スタ ッ ク 領 域 が 
と られ だ た こと に な り , レジ スタ 退避 命令 を 行っ た 
時 に 各 レ ジス タ ( 対 ) の 内 容 が F 3 0FH 番 地 以 
前 に 退避 され て いく 〈 事 に な り ま す 。 次 に 

1 間 1 BC, E9E8H 
に よっ て BC レジ スタ 対 に E9E8H を 代入 し た 
後 

PUSH BC 
で BC レジ スタ 対 の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 し て い 

ます 。 こ の 時 , 始め に B レ ジス タ の 内 容 で ある E 
9H が F30FH 番 地 に 入り , 次 に C じ レジ スタ の 
内 容 で ある E8H が F30EH 番 地 に 入り , 最後 
に 今 ま で F 3 1 0H が 入っ て いた SP (スタ ッ ク 
・ ポ イン タ ) の 内 容 が 自動 的 に - 2 され て , F 3 
0EH に 変わ り ま す 。 次 の 

羽 HL, EBEAH 
で HL レジ スタ 対 に EBEAH を 代入 し た 後 , エ 
クス チェ ンジ 命令 

EX (③P)。 是 上 
を 使っ て , SP (スタ ッ ク ・ ポ イン タ ) で 指定 す 

る アド レス か ら 2 バイ ト の 内 容 と , HL レジ スタ 
対 の 内 容 と を 同時 に 交換 し て いま す 。 こ の 時 SP 
(スタ ッ ク ・ ポ イン タ ) は , F 3 0EH 番 地 を 指 
定 し て ます か ら 5F30EH-F30FH 番 地 と HH 
L レ ジス タ 対 の 間 で 内 容 を 交換 する こと に な り , 
結果 と し て F30EH 番 地 に し レジ スタ の 内 容 で 
あっ た EAH が , F30FH 番 地 に は HH レジ スタ 
の 内 容 で びあ っ た EBH が , そし て HL レジ スタ 対 
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に は , 先程 PUSH し だ た 。E 9E8H が 入り ます 。 
その 後 す ぐ 

PUSH 5 條 開 
で , HL し レジ スタ 対 の 内 容 び で ある, E9E8H を 
スタ ッ ク に 退避 し て いま す 。 こ の 時 SP (スタ ッ 
ク ・ ポ イン タ ) に は , F3 0EH が 入っ て いま す 
か ら , F30DH 番 地 に E9H が , F30CH 番 
地 に E8H が 入り SP (スタ ッ ク ・ ポ イン タ ) の 
内 容 が 一 2 され て , F 3 0 CH に 変化 し ます 。 を 
し て , その SP (スタ ッ ク ・ ポ ボ ポイ ンタ) の 変化 が 
事実 が どう か を 確認 する た め に 

1 送 8 (E100H), SP 
を 実行 し て , EK100H-E101H 番 地 に SP 
(スタ ッ ク ・ ポ ボ ポインタ) の 内 容 を 入れ て いま す の 
で この プロ グラ ム を 実行 し 終っ た 後 選 100H 一 
E101H 番 地 の 内 容 を モニ タ の D (ダン プ ) コ 
マン ド で 調べ て みれ ば , S P (スタ ッ ク ・ ポ イン 
タ ) の 内 容 で びあ る は ず の F 3 0CH が 上 位 8 ビ ッ 
ト と 下位 8 ビッ ト が 逆転 され て , E 1 0 0 H 番 地 
に は 0CH が , E101H 番 地 に は F3H が それ 
ぞ れ 入っ て いる の が 確認 び で きる は ず で す 。 そし て 
最後 の 

二 計 5C66H 
に よっ て ,。 PC 一 8 0 0 1 の マシ ン 語 モニ タ の ス 
ター ト ・ ア ドレ ス で ある 5C66H 番 地 に ジャ ン 
グ し ます 。 
以上 , 順 を 追っ て 説明 し まし た が , この 結果 重 
要 な の は , F30CH 番 地 に は E8H が , F30 
DH 番 地 に は E9H が , F30EH 番 地 に は EA 
H が , F30FH 番 地 に は EBH が それ ぞ れ 収納 
きれ る こと で す 。 も ちろ ん それ ぞ れ の アド レス は 
VーR AM 上 で すか ら , PC 一 8 0 0 1 の 画面 上 , 
最上 段 に は , キャ ラク タ ・ コ ユ コード の E 8H-EB 
H に 対応 する キャ ラク タ , つま り “人 移 靖 人 る 束 " が 
1 列 に 表示 る きれ る こと に な り ま す 。 た だ ただし, 4 0 
字 モ ー ド の 場合 は 一 つ な むき に 二 つ の キャ ラク タ が 
表示 され る こと に な り ま す 。 
以上 , か な り 特 殊 な ゲロ グラ ム で すか ら 解 読 す 
る の に も 大 へ ん な 手間 だ と 思い ます が ぜひ も うぅ 一 
度 読 みな な し て くだ さい 。 そし て , この プロ グラ 
ム 例 が 完全 に 理解 で き な か っ た 場合 に は , 自分 の 
わか ら な い 命令 を 調べ 直し て 欲し いと 思い ます 。 





この 部 分 が 完全 に 理解 で き な か っ た か ら と いっ て 
も 別に 何 も 起 こり ませ ん が 後に マシ ン 語 を 勉強 し 


て 行く 過程 で 必ず 知り た く な る 時 が 来る は ず で す 。 


PC 一 8 0 0 1 を 使っ て いる 皆さん の ほとん ど は , 
高級 言語 (NBAS ITIC) つ マ シン 語 
の 経路 で , パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の 学習 を 進 
め て 来 ら れ た 事 と 思い ます 。 
BASIC の よう に 簡単 に 使え る 言語 が 標準 
備 さ れ て いる 事 は ビジ ネス 面 へ の 応用 を 考え る 
大 へ ん すばらし い 事 な の で す が , BAS1IC の 命 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト 1em 
令 を 知っ て いる 事 が マシ ン 語 へ の 理解 や も か えっ て 
お くれ る せ て いる 面 も ある か も し れ ま せん 。 

N 一 BAS ICO の 命令 と 対比 する こと の で きる 
マシ ン 語 の 命令 も 多い の で す が こ の スタ ッ ク の 考 
え ぇ 方 な ど は , BAS IC に は 全く 有り ませ ん か ら , 
N 一 BAS 1IC に 慣れ て し まっ た 頭 を 完全 に 切り 
換え る 必要 が 生じ て きま す 。 

必要 は 発明 の 母 』 な ど と 言い ま は す が , 手軽 に 使 
える 高級 言語 や コン パイ ル 言 語 . そし て 各種 雑誌 
や メー カー な どか ら 提 供 き れる 数 々 の プロ グラ ム 
な ど を 見 て いる と マシ ン 語 な ど 勉 強 す る の が いや 
に な っ て 来 ま す 。 ワ ン ボ ー ド ・ マ イコ ユン の 頃 は マ 
シン 語 が 勉強 し 易かっ た も の で す / 
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本 章 か らい よい よ 演 算命 令 を 説明 し て いき ます 。 
その 中 で も 本章 で 紹介 する の は , 8 ビッ ト 数 値 の 
間 で 加減 算 を 行う た め の 8 ビ ッ ト 算 術 演算 命令 で 


フラ グ に つい て の 基礎 知識 


す 。 8 ビット の 数 値 で 加減 算 を 行う 命令 と は 言っ Z80 が , 算術 ・ 論 理 演算 を 行っ た 場合 に は , そ 
て も 結局 , 乗除 算命 令 の 無い Z80 に お いて は その の 演算 結果 に よっ て , フラ グ ・ レ ジス タ (F) が 変 
代用 も 行う 命令 で すか ら か な り 広 範囲 な 応用 が 考 化し ます 。 こ こ で は , 演算 の た め の 基 礎 知 識 と し 
えら れ ま す 。 て , フラ グ の 働き に つい て 少し 説明 し た いと 思い 
また 本 章 で 説明 し て 行く 命令 か ら は , 全て フラ ます が , これ は , 後に 条件 判断 を 利用 し た 条件 ジ 
グ を 変化 きせ て し まい ます か ら , 常に フラ グ ・ レ ャ ンプ な ど を 行う 場合 に も 不可 欠 な も の で すか ら 。 
ジス タ の 値 に 注意 し て 行か な けれ ば な り ま せん 。 特に 注意 し て 読ん で 欲し いと 思い ます 。 
まず , フラ グ と は どう いう も の な の か を 考え て み フラ グ ・ レ ジス タ (F) は 実際 は 8 ビット の レジ 
まし よう 。 スタ で す が , 他 の レジ スタ の よう に 8 ビッ ト 全 て 


が , まとまっ た 働き を する の で は な 〈, 1 ビッ ト 
ご と に 独立 し て 変化 し ます 。 で すか ら 8 ビッ ト の 


《 第 36 図 〉 フラ グレ ジス タ (F ) 
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レジ スタ と 考え る より も ,1 ビ ッ ト の レジ スタ が い 
くつ か ある と 考え た 方 が 考え 易い か も し れ ま せん 
(第 36 図 )。 

フラ グ ・ レ ジス タ の 8 ビッ ト の 内 , 第 5 ビッ ト 
と 第 3 ビッ ト は 未定 義 で 使用 きれ ませ ん か ら 実 際 
に 使用 し て いる の は 6 ビッ ト で す 。 ま た , 第 4 ビ 
ッ ト の ハー フ ・ キ ャ リー・ フ ラグ (H) と 第 1 ビッ 
ト の 加算 減算 フラ グ (N) は, ZZ80 が 勝手 に 使用 
する も の で , この 値 を 調べ る 事 は で きま せん か ら 
今 の と ころ 知ら な く て も か まわ な いで し ょ う 。 

そう な る と 残る の は , 第 7 ビッ ト の サイ ン ・ フ 
ラグ (S), 第 6 ビッ ト の ゼロ ・ フ ラグ (Z), 第 2 
ビッ ト の パリ ティ オー バー・ フ ラグ (PV), 
第 0 ビッ ト の キャ リー・ フ ラグ (C ま た は CY) 
の 4 ビッ ト の み と な り ま す 。 キ ャ リー・ フ ラグ は 
C と 書く と C レ ジス タ と 間違う お それ が あり ます 
の で 普通 は CY と 書き ます 。 

この 中 で も 特筆 に 値する の は , ぜ ゼロ ・ フ ラグ (Z) 
と , キャ リー・ フ ラグ (CY) の 二 つ で , この 二 っ つっ 
の フラ グ さ きえ ぇ 理解 し て いれ ば ほとん どの プロ グラ 
ム を 組め て し まい ます 。 少な く と も 一 般 の ゲー ム 
・ プ ログ ラム な ど を 組む 場合 に は 、 この 二 つ の フ 
ラグ だ け を 知っ て ち おけ ば 十分 で し ょ う 。 

で すか ら , この すぐ 後に 太 つ の フラ グ が どの よ 
うな 場合 に 変化 する の か を 大 ま か に 説明 し ます が , 
特に ゼロ ・ フ ラグ (Z) と キャ リー・ フ ラグ (CY) 
の 部 分 は 完全 に 覚え て むい て くだ きい 。 演算 命令 
や 条件 ジャ ンプ な ど を 勉強 し て 行く 上 で 必ず 助け 
に な る こと と 思い ます 。 


セラ 6) 


ゼロ ・ フ ラグ (Z) は , ある レジ スタ に 対し て 何 
ら か の 演算 を 行っ た 場合 に その 結果 が 0 に な っ た 
時 1 に モッ ト さ れ ま す 。 例え ば, 

45 一 45= 0 
の よう な 演算 を 行っ た 場合 や 

45H 八 00H=00H 

(AND) 
の よう な 論理 演算 に よっ て 結果 が 0 に な っ た 時 に 
ゼロ ・ フ ラグ は 1 に モッ ト さ れ ま す 。 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト 1mm 


ブー ラッ cy) 


キャ リー・ フ ラグ (CY) の 主 な 働き は , 演算 命 
令 な ど を 行っ た 場合 の 桁 上 り , 桁 下 り を 記録 し て 
お くだ た め の も の で す 。 

Z80 で は ,、 1 バイ ト の 加算 ・ 減 算 を 行う 事 が で 
きま す が 。 例え ば 減算 で 

30 一 50 テ ニー20 
を 実行 し て 桁 下 り が 生じ た 場合 や , 加算 を 行っ た 
結果 が 1 バイ ト で は 足り な い ほ ど 大 き な 数 に な っ 
て し まっ た 時 な ど に キャ リー・ フ ラグ が 1 に モッ 
ト さ れ ま す 。 


/ サイ ン ・ フ ラグ ( S ) 


サイ ン ・ フ ラグ (S) は , 符号 付き の 数 値 を 扱っ 
た 演算 の 結果 が 負 (マイ ナス ) に な っ た 場合 に 1 
に セッ ト さ る れ ま す 。 

1 バイ ト で は 普通 0 一 255 の 数 値 を 扱う 事 が で き 
ます が , 第 37 図 の よう に 第 7 ビット を 正負 の 符号 
専用 に 使っ て , その ビッ ト が 1 の と き ー128 一 一 1 
の 数 値 。, を その ビッ ト が 0 の 時 に は , 0 一 127 の 数 
値 を 表し 結局 一 128 一 十 127 の 数 値 を 扱う こと も で 
きま す 。 こ の 最上 位 ビ ッ ト と 同じ も の が サイ ン ・ 
フラ グ (8) に 入り ます 。 


ノ パ リティ / オ ー バ ー フ ロー・ 
フラ グ (P/V) 


この フラ グ は 1 ビッ ト で 2 通り の 働き を し ます 。 
まず 第 1 に 論理 演算 を 行っ た 場合 の A レ ジス タ の 
パリ ティ を 示し ます 。Zー80 の 論理 演算 の 結果 は 
全て A レ ジス タ に 納め ゅ られ ます が , その 結果 8 ビ 
ッ ト の 中 に 1 で ある ビッ ト が 偶数 の 時 に この フラ 
グ が 1 と な り , 1 で ある ビッ ト が 奇数 の 時 に は , 
0 に な り ま す 。 

第 2 に オー バー フロ ー・ フ ラグ と し て の 役割 
で す が , 符号 付き の 算術 演算 の 結果 が , オー バー 
フロ ー を 起こ し た 場合 に 1 に モッ ト る され ます 。 

例え ば 1 バイ ト の 符号 付き 算術 演算 で は , 一 128 
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ー127 の 間 の 数 値 し か 正しく 扱う こと が で きま せん 
の で , 
100 士 100 デ 200 

と いう 加算 を 行っ た 場合 に は , 結果 が 一 128 一 127 
の 範囲 か ら あ ふれ て し まい ます か ら , この フラ グ 
が 1 に セッ ト さ る れる の で す 。 

普通 の プロ グラ ム で は , あま り 使 われ る こと の 
が フラ グ で し ょ う 。 





ハー フキ ャ リー・ フ ラグ ( 唱 ) 


演算 命令 を 実行 し た 場合 に 下位 4 ビッ ト か ら の 
桁 上 りや 桁 下 りな ど が 生じ た 場合 に 1 に モッ ト き 
れ , Z80 で 10 進 補正 の た ゆめ の D AA 命令 を 行う 時 
に この フラ グ が 利用 され ま す 。 





減算 フラ グ (N) 


最後 に 実行 され た 命令 が 減算 な ら 1 に モッ ト さ ふる 
れ 加 算 の 場合 に は 0 に リモ ッ ト る され ます 。 こ の フ 
ラグ も DAA 命 令 に よる 10 進 補正 が 上 正しく 行わ れ 
る よう に 用 意 さ きれ て いま す の で 詳し く は 後述 し ま 
す 。 





8 ビッ ト 算 術 演算 命令 


を それ で は 8 ビッ ト の 算術 演算 命令 を 紹介 し ます 。 
便 義 上 , 12 種 に 分 類 き せ て いた だ きま し た が 実際 


① 令 (加算 命令 ) 
② ADC 命 令 (キャ リー を 含む 加算 命令 ) 
③ 令 (減算 命令 ) 

④ SBC 命 令 (キャ リー を 合 む 減算 命令 ) 
の 4 種 の ニー モッ ク で 表わし ます 。 そし て を その 4 
種 を それ ぞ れ を , 

i ) レジ スタ を 対象 と する も の 

ii) 直接 の 定数 を 対象 と する も の 

ii) メモ リ 上 の 数 値 を 対象 と する も の 
の 3 種 に 分 け て 説明 し ます 。 
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本 章 で 説明 し た 命令 に つい て の ニー モニ ッ ク と 
マシ ン 語 の 対応 表 は , 第 10 章 で 8 ビッ ト 算 術 論 
演算 命令 た し し て まとめ て 掲載 し ます 。 


⑨A レ ジス タ と レジ スタ の 間 で 
加算 を 行う 命 
Z80 で は , A レ ジス タ と 他 の 8 ビッ ト の レジ ス 
タ の 内 容 を 加え る こと が で きま す 。 加 算 の 結果 ( 答 
ぇ え ) は A レ ジス タ に 入り ます か ら 。, 命 令 を 実行 し た 

後 A 人 レジ スタ の 内 容 は 変化 し て し まい ます 。 
A レ ジス タ と B レ ジス タ の 内 容 の 和 を A レ ジス 
タ に 入れ だ けれ ば ニー モニ ッ ク を 
ADD AB 
と 書き ます が , “ADD” と 言う の は 英語 で “加え 
る ” と いう 意味 で す 。 
N 一 BASIC の 
A=A+B 
と いう 感覚 の 命令 で すか ら ,、 すぐ わか る で し ょ う 。 
この 命令 で では, A レ ジス タ に , A, B,。 C, D, 
E, H, し の 各 レ ジス タ の 内 容 を 加え る 事 が で き 
全て 1 バイ ト の マシ ン 語 に アセ モン ブル し ます 。 
ADD A, A 
は 無 意 味 な 様 で す が 大 へ ん 重要 な 命令 で これ を 行 
う 事 に よっ て A レ ジス タ の 内 容 を 2 倍 , 4 倍 , 8 
倍 に する 事 が で きま す 。 


⑨A レ ジス タ に 直接 数 値 を 加え る 命令 


BACIC で は , 
A= ニ A+&H30 
の よう に , A レ ジス タビ に 数値 を 加え る 命令 で ニー 
モニ ッ ク で は , 
ADD A, 30H 
の よう に な り ま す 。 こ の 場合 は 、 A レ ジス タ の 値 
に 30H が 加え られ ます 。 
マシ ン 語 で は , 2 バイ ト の 命令 に な り 1 バ イト 
目 は *C 6/, 2 バイト 目 に は 加え た い 16 進 数 を そ 
の まま 割り 当て ます 。 
上 記 の , 
ADD A, 30H 
の 場合 に は , マシ ン 語 に する と, 
C6・30 
の よう に , アセ ンプ ブル さ る され ま す 。 





実際 に マシ ン 語 で ゲロ グラ ム を 組ん で 行く と 定 
数 を 直接 A レ ジス タ に 加え た り , 比較 し た りす る 
事 は か な り 多 く 〈 行 いま すか ら 直 接 数 値 も 与え る 事 
が で きる の は 大 へ ん 便利 で す 。 


⑥A レ ジス タ に 指定 し た 
メモ リ の 内 容 を 加え る 命令 


この 命令 を 使 を ば A レ ジス タ に メモ リ の 内 容 
を 加え る 事 が で きま す が , その 場合 の メモ リ の ア 
ドレ ス を 指定 する た め に は , HL レジ スタ 対 , 1 
メレ ジス タ , IY レ ジス タ の いずれ か を 用 いま す 。 
ここ で は , 8080CPU に も 使わ れ て , も っ と も 簡 
単 な H し レジ スタ 対 を 使っ た アド レス 指定 を 考え 
で み ま し ょ よう 。 

ニー モニ ッ ク で 

ADD A、 (HL) 
を すれ ば , A レ ジス タ の 内 容 に HL レジ スタ 対 が 
指す アド レス の 内 容 が 加え られ ます 。 マ シン 語 で 
は “86" の 1 バイ ト で す 。 
ここ で 一 つの 例 を あげ て み ま し ょ う 。 


LD HL E000H 
LD A, 03H 
LD (HL), A 


ADD A, (HL) 
ずい ぶん むだ の 多い プログ ラム で す が ,。 これ を 
実行 する 事 に よっ て A レ ジス タ に , 0 6 H が 代入 
きれ る こと が お わか り い た だ ける で し ょ うか ? 


⑨A レ ジス タ に レジ スタ と 
キャ リー・ フ ラグ を 加え る 命令 


この 命令 は ,、 A レ ジス タ に 他 の 8 ビッ ト の レジ 
スタ の 内 容 を 加え さら に キャ リー・ フ ラグ を 加え 
る た め の も の で す 。 こ の 命令 は 特に 2 バイ ト 以 上 
に 渡る 数 値 を 加算 する 場合 に 有効 と な り ま す 。 
例え ば , DE レジ スタ 対 と BC レジ スタ 対 の 和 
を DE レジ スタ 対 に 入れ る 様 な 場合 に は , まず 下 
位 の セレ ジス タ と C レ ジス タ の 和 を EE レジ スタ に 
入れ て か ら , 上 位 の D レ ジス タ と B レ ジス タ を 加 
えて , D リ レジ スタ に 入れ れ ば よい の で す が , 下位 
の 加算 で 桁 上 り が 生じ た 場合 に は , その 分 も 上 位 
に 加え て や ら な けれ ば な り ま せん 。 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト 1mm 
下位 の 加算 は . も ちろ ん ADD 命 令 を 使う の で 
す が , そこ で 桁 上 り が 生じ た 場合 に は , キャ リー 
・ フ ラグ が 1 に モッ ト き され ます か ら , 上 位 の 加算 
の 時 に キャ リー・ フ ラグ も 加え る こと に よっ て 杵 
上 り の 処理 が で きま す 。 

それ で は 今 の 。 DE レジ スタ 対 と BC レジ スタ 
対 の 加算 も プロ グラ ム に し て み ま し ょ う 。 


ED A, E 

ADD A,。 C 下位 バイ ト を 加算 
LD E,。 ん A 

LD A, D | 上 位 バ イト を 加算 し , 
ADC A, B 下位 か ら の 桁 上 り も 加 
LED D, AJ え る 


この ADC 命 令 が キャ リー・ フ ラグ を 合 め た 加 
算命 令 で す 。 ADC は , “ADd with Carry" (キャ リ 
ー と 共に 加え る ) の 略 で す 。 


⑨⑥A レ ジス タ に 直接 数 値 を 加え 
キャ リー・ フ ラグ も 加え る 命令 


この 命令 も 2 バイト 以上 の 加算 を 行う た め に 有 
効 な 命令 で す 。 

プロ グラ ム の 例 と し て , DE レジ スタ 対 の 内 容 
に , 16 進 数 値 の 5678H を 加え る 場合 や 考え て み ま 


じ ま 光 。 
LD A。 EE E レ ジス タ に 78H を 
ADD A, 78H 加え て 下位 バイ ト の 
LD E, A 加算 を 実行 
LD A, D D レ ジス タ に 56H を 
ADC A, 56H : 加 え , キャ リー・ フ 
LD D。 A ラグ も 加え る 

この よう に キャ リー・ フ ラグ は 加算 命令 を 実行 


する 場合 に は , 桁 上 り を 表し ます 。 つ まり , 1 バ 
イト の 数 値 同士 も 加え を た 和 が 1 バイ ト に 入り きれ " 
な く な っ か た 場合 . FEFH を こえ ぇ た 場合 に 1 に セッ 
ト さ れ , それ 以外 は 0 に な り ま す 。 こ れ を 利用 す 
る 事 に よっ て , 多 バ イト に 渡る 数 値 の 加算 を 行う 
事 が 可能 と な り ま す 。 


@⑥A レ ジス タ に 指定 し た メモ リ の 内 容 を 加え 
キャ リー・ フ ラグ も 加え る 命令 


この 命令 は 、 A レ ジス タ に メモ リ に 入っ て いる 
内 容 を 加え を, その 上 に キャ リー・ フ ラグ を 加え る 
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叶 第 8 章 8 ビッ ト 算 術 演算 命令 
も の で す が , メモ リ の アド レス を 指定 する た め に 
は , HL レジスタ 対 , IT メ レジスタ , また は 1IY 
レジ スタ を 使用 し ます 。 

連続 し た メモ リ に 入っ て いる 2 バイ ト 以 上 に 渡 
る 数 値 を 扱う 場合 に は , 特に 有効 な 命令 し な り ま す 。 


⑨A レ ジス タ か ら レ ジス タ の 内 容 を 引く 命令 


この 命令 は A レ ジス タ か ら 8 ビッ ト の レジ スタ 
の 内 容 を 引く 〈 だ ため の 命 令 で 当然 の 事 で す が 8 ビッ 
ト の 減算 を 行う た め に 使用 し ます 。 
例え ば , A レ ジス タ の 内 容 か ら E レ ジス タ の 内 
容 を 引い た 差 を A レ ジス タ に 入れ る た め に 
SUB E 
と 書き ます 。 一 見 し て , A レ ジス タ を 第 1 オペ ラ 
ンド に 入れ て , 
SUB A, E 
と 書く の が 正しい よう に 思え ます が , SUB 命 令 
の 対象 は 必ず A レ ジス タ に な り ま す の で 省略 する 
の が 正しい ニー モニ ッ ク で す 。 
SUB と は , 英語 の "SUBtract” の 略 で 意味 は , 
引く と か 減じ る と か いう 事 で す 。 
この 命令 を 使 を ば , A レ ジス タ か ら A, B, C, 
D, E, H, 工 の 各 レ ジス タ の 内 容 を 引く 事 が で 
9 生生 ト の マシ ン 語 に アセ モン ブル する 事 
きま す 。 
SUB A 
は A レ ジス タ を 0 に する た め な ど に 使い ます 。 


⑨⑥A レ ジス タ か ら 直 接 数 値 を 引く 命令 


A レ ジス タ か ら 直 接 数 値 を 引 〈 場合, 例え ば A 
レジ スタ か ら 12H を 引く 時 に は , 
SUB 12H 
を 行い ます 。 A レ ジス タ か ら 12H を 引い た 差 は A 
レジ スタ に 納め られ ます 。 
マシ ン 語 に アセ ンジ ル し だ た 2 パイ ト 目 は 引き だ 
い 数 値 を 割 り 当 て, 上 の ニー モニ ッ ク を マシ ン 語 
に 直す と 
D6・12 
に な り ま す 。 





⑨⑥A レ ジス タ か ら 指 定 し た 
メモ リ の 内 容 を 引く 命令 


この 命令 の 場合 も メモ リ の 指定 に , HL レジ ス 
タ 対 。 IX レジ スタ 又は IY レ ジス タ を 用 いま す 。 
A レ ジス タ か ら , E000H 番 地 の 内 容 を 引い た 差 
を A レ ジス タ に 納め る プロ グラ ム を 以下 に 示し ま 
す の で 考え て みて くだ きい 。 
ll 間 ) HL, E000H 
SUB (HL) 
この 例 で は HL レジ スタ 対 を アド レス を 指定 す 
る だ た め に 用 いて いま す 。 


⑨A レ ジス タ か ら レ ジス タ の 内 容 と 
キャ リー・ フ ラグ を 引く 命令 


2 バイ ト 以 上 に 渡る 数 値 の 減算 を 行う 場合 に 有効 
な 命令 で 、A レ ジス タ の 内 容 か ら C レ ジス タ の 内 容 
を 引い た 上 に キャ リー・ フ ラグ を 引く だ た め に は , 

S BC 4A,. C 
を 行い ます 。 こ れ は , “SUBtract with Carry" の 
略 で キャ リー と 共に 引く と いう こと で す 。 双 。 S 
B C 命 令 は 16 ビ ッ ト の 演算 命令 に も 有り ます の で 
第 1 オペ ラン ド の “A" は 必ず 付け な けれ ば な り ま 
せん 。 

命令 の 対象 し な る レジ スタ は , A, B, C, D, 
E, H, 工 の 各 レ ジス タ で す 。 以下 に BC レジ ス 
タ 対 か ら DE レ ジス タ 対 を 引く 〈 プ ログ ラム を 示し 
ます 。 


LD A。 C 
SUB E ト 位 バイ ト を 減算 
LD C, A 
LD A、B 
SBC A、。 Di 上 位 バ イト を 減算 
LD B、A 


⑥A レ ジス タ か ら 直 接 数 値引き 
キャ リー・ フ ラグ を 引く 命令 


この 命令 は 2 バイ ト 以 上 に 渡る 減算 に 使い ま 
す が あ ら か じ め 引 く 〈 数 値 が わか っ て いる 場合 に 使 
いま す 。 

例え ば BC レジ スタ 対 の 内 容 か ら , 1234H を 引 
《 場合 に は 次 の よう な プロ グラ ム と な り ま す 。 





LD A, C 。 ] C レ ジス タ か ら 34H 
SUB 34H を 減じ て 下位 バイ ト 
LD C, A の 減算 を 実行 
Lp A, B | mw みか oi2R 
SBC 4A, 12H! を 減じ て , キ ャ リー・ 
LD B, A | タク WuWE 8 


命令 は 全て 2 バイト に アセ ンプ ブル し 2 バイト 目 
は 引き た い 16 進 数 を 直接 割り当て ます 。 上記 の 
SBC A, 12H 
は マシ ン 語 で は , 
DB ・12 
と な り ま す 。 


⑥A レ ジス タ か ら 指 定 し た メモ リ の 内 容 を 引き 
キャ リー・ フ ラグ を 引く 命令 


アド レス の 指定 に は , お な じみ の HL レジ スタ 
対 。 IX レジ スタ ,。 1IY レ ジス タ を 使い ます 。 

この 命令 は , 2 バイ ト 以 上 に 渡る 数 値 の 減算 で 
特に メモ リ 上 の 数 値 を 扱う 際 に 使用 し ます 。 

ここ まで 読ん で 来 ら れ た 皆さん な ら , そろ そろ 
御 自 分 で ゲロ グラ ム 例 を 組 ゆ る の で は な いで し ょ 
ウ ゆ 5 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ キット 1m 


1 BYTE 


と ころ で 皆さん は , 1 バイ ト の 数 値 で どれ だ け 
の 表現 方 法 が ある と 思い ます か ? 
Z 80 の マシ ン 語 を 扱っ て 行く 場合 に は 少な く と 
も , 
① 16 進 数 
⑧ 2 進数 
③ 10 進 数 i) 符号 無し 
ii) 符号 付き 
の 4 種 は 知っ て いな けれ ば な り ま せん 。 
そこ で , これ ら 4 種 の 表現 方 法 を すでに 比較 で 
きる よう に 表 に し た も の が 第 37 図 で す 。 こ の 図 で 
は , 00HーFFH ま で の 16 進 数 を , 2 進数 , 符号 
無し 10 進 数 , 符号 付き 10 進 数 に 変換 し て 比較 で き 
る 様 に な っ て いま す 。 
また , この 図 を PC 一 8822、PC-8023C 等 に 
打ち 出す た め の プ ログ ラム を 参考 に 掲載 し ます 。 
皆さん も , この 表 を な が め る こと に よっ て , コン 
ピュ ー タ 内 部 の 表現 形式 に 親しん で 欲し いと 思い 
"ます 。 


《 第 87-A 図 ) 16 進 数 ・ 2 進数 ・10 進 数 (符号 あり , な し ) 変換 表 


出 カ リス ト 





100 DEFINT A-Z 


120 FOR K=O TO 63 
130 FOR 1T=K TO 255 STEP 64 





110 LPRINT CHR ま (&H1B) ij "QiCHR ま (&H1B) 57 105CHR も (12) 1 


140 LPRINT_ RIGHT も ("0"+HEX ま (1) 2)5 7 

150 FOR J=7 TO 0 STEP -1 

160 IF 0O<(I_ AND (2^J) ) THEN LPRINT "1 ELSE LPRINT "0 

170 NEXT J 

180 LPRINT "jiLPRINT USING "拍手 "3TiiLPRINT の の 

190 IF 127<1 THEN LPRINT USING "性 欄 拓 " ぁ エ ー256』 ELSE LPRINT USING "性 拉 料 り 315 
200 LPRINT " | 

210 NEXT 1I 

220 LPRINT 

230 NEXT K 
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00000000 
00000001 
00000010 
00000011 
00000100 
00000101 
00000110 
00000111 
00001000 
00001001 
00001010 
00001011 
00001100 
00001101 
00001110 
00001111 
00010000 
00010001 
00010010 
00010011 
00010100 
00010101 
00010110 
00010111 
00011000 
00011001 
00011010 
00011011 
00011100 
00011101 
00011110 
00011111 
00100000 
00100001 
00100010 
00100011 
00100100 
00100101 
00100110 
00100111 
00101000 
00101001 
00101010 
00101011 
00101100 
00101101 
00101110 
00101111 
00110000 
00110001 
00110010 
00110011 
00110100 
00110101 
00110110 
00110111 
00111000 
00111001 
00111010 
00111011 
00111100 
00111101 
00111110 
00111111 


《 第 37-B 図 ) 16 進 数 ・ 2 進数 ・10 進 数 (符号 あり , 


01000000 
01000001 
01000010 
01000011 
01000100 
01000101 
01000110 
01000111 
01001000 
01001001 
01001010 
01001011 
01001100 
01001101 
01001110 
01001111 
01010000 
01010001 
01010010 
01010011 
01010100 
01010101 
01010110 
01010111 
01011000 
01011001 
01011010 
01011011 
01011100 
01011101 
01011110 
01011111 
01100000 
01100001 
01100010 
01100011 
01100100 
01100101 
01100110 
01100111 
01101000 
01101001 
01101010 
01101011 
01101100 
01101101 
01101110 
01101111 
01110000 
01110001 
01110010 
01110011 
01110100 
01110101 
01110110 
01110111 
01111000 
01111001 
01111010 
01111011 
01111100 
01111101 
01111110 
01111111 


10000000 
10000001 
10000010 
10000011 
10000100 
10000101 
10000110 
10000111 
10001000 
10001001 
10001010 
10001011 
10001100 
10001101 
10001110 
10001111 
10010000 
10010001 
10010010 
10010011 
10010100 
10010101 
10010110 
10010111 
10011000 
10011001 
10011010 
10011011 
10011100 
10011101 
10011110 
10011111 
10100000 
10100001 
10100010 
10100011 
10100100 
10100101 
10100110 
10100111 
10101000 
10101001 
10101010 
10101011 
10101100 
10101101 
10101110 
10101111 
10110000 
10110001 
10110010 
10110011 
10110100 
10110101 
10110110 
10110111 
10111000 
10111001 
10111010 
10111011 
10111100 
10111101 
10111110 
10111111 


128 
129 
130 
141 
132 
133 
134 
135 
136 
137 
138 
139 
140 
141 
142 
143 
144 
145 
146 
147 
148 
149 
150 
151 
152 
153 
154 
155 
156 
157 
158 
159 
160 
161 
162 
163 
164 
165 
166 
167 
168 
169 
170 
171 
172 
173 
174 
175 
176 
177 
178 
179 
180 
181 
182 
183 
184 
185 
186 
187 
188 
189 
190 
191 


な し ) 変 換 表 
-128 (0 
-127 (1 
-126 (2 
-125 3 
-124 (4 
-123 ⑮ 
っ 寺 (⑯ 
-121 7 
-120 (8 
-119 9⑲ 
-118 ( 
-117 (8 
-116 CO 
1 (0 
-114 CE 
-113 (f 
-112 00 
-111 0 
-110 02 
-109 03 
-108 04 
-107 05 
-106 06 
-105 07 
-104 08 
-103 09 
-102 0A 
-101 0B 
-100 DC 
-99 00 
-98 3 
らら DF 
-96 EO 
-95 E1 
-94 E2 
-93 B 
-92 E4 
-91 55 
-90 E6 
-89 7 
-88 E8 
-87 E9 
-86 EA 
-85 EB 
-84 EK 
-83 ED 
-82 EE 
-81 EF 
-80 F0 
-79 F1 
-78 F2 
-77 FJ 
-76 F4 
-75 F5 
-74 F6 
= F7 
-72 F8 
-71 F9 
-70 FA 
-09 FB 
68 FC 
67 FD 
-66 FE 
-65 4 


11000000 
11000001 
11000010 
11000011 
11000100 
11000101 
11000110 
11000111 
11001000 
11001001 
11001010 
11001011 
11001100 
11001101 
11001110 
11001111 
11010000 
11010001 
11010010 
11010011 
11010100 
11010101 
11010110 
11010111 
11011000 
11011001 
11011010 
11011011 
11011100 
11011101 
11011110 
11011111 
11100000 
11100001 
11100010 
11100011 
11100100 
11100101 
11100110 
11100111 
11101000 
11101001 
11101010 
11101011 
11101100 
11101101 
11101110 
11101111 
11110000 
11110001 
11110010 
11110011 
11110100 
11110101 
11110110 
11110111 
11111000 
11111001 
11111010 
11111011 
11111100 
11111101 
11111110 
11111111 


192 
193 
194 
195 
196 
197 
198 
199 
200 
201 
202 
20 
204 
205 
206 
207 
208 
209 
210 
211 
212 
213 
214 
215 
216 
217 
218 
219 
220 
221 
222 
223 
224 
225 
226 
227 
228 
229 
230 
231 
232 
233 
234 
235 
236 
237 
238 
29 
240 
241 
242 
243 
244 
245 
246 
247 
248 
249 
250 
251 
252 
253 
254 
255 





-64 
- 
-62 
-1 
-60 
-59 
-58 
-57 
-56 
-55 
-54 
-5 
-52 
-51 
-50 
-49 
-48 
-47 
-46 
-6 
-44 
-43 
-42 
-4 
-40 
-39 
-38 
-37 
-36 
-35 
-34 
-33 
-32 
-31 
-30 
-29 
-28 
-27 
-26 
-25 
-24 
-23 
-22 
-2 
-20 
-19 
-18 
-7 
-16 
-15 
-14 
-13 
-12 
-1 
-10 

-9 

-3 

- 

-6 

-5 

- 

-3 

-2 

- 
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8 ビッ ト 論 理 演算 命令 


第 8 章 で は , 8 ビッ ト の 数 値 問 で 加算 ・ 減 算 を 
行う た め の 8 ビッ ト 算 術 演算 命令 を 紹介 し まし た 
が 。 本 章 で は , 同じ く 8 ビッ ト の 数 値 問 で 論理 演 
算 を 行う た ゆめ の 8 ビッ ト 論 理 演算 命令 を 説明 し ます 。 

Z8 0 で は , 論理 和 (OR), 論理 積 (AND), 及 
び , 排他 的 論理 和 (XOR) を , 1 ステップ の 命 
令 に よっ て 求め る 事 が で きま す 。 

N 一 BASIC な ど を 使っ て いる 場合 に は , 論 
理 演算 な ど 不 要 の ご と く 思 える 場合 も ある か も し 
れ ま せん が , 数 少な い 命令 し か 用 意 さ きれ て いな い 
マシ ン 語 で 採用 きれ て いる 事 で も わか る よう に 心 
要 不 可 欠 な 命令 で す の で , ぜひ と も 使い 方 を 覚え 
て 欲し いと 思い ます 。 

最後 に は , 論理 命令 の 使用 例 じ し し て , あの 有名 
が ボド ポジ クジ ツ アン Peero を , 一 匹 だ け 画面 上 に , 
表示 ・ 消 去 する た め の 例題 を 紹介 し ます の で , ぜ 
ひ 何 か に 応用 し て みて くだ さい 。 ま だ , こ の ブログ 


ラム で は , 初め て イン デック ス ・ レ ジス タ を 用 い 


だ た イン デック ス ・ ア ドレ ス 指 定 を 行い まし た の で "。 
も 


同時 に そちら の 方 も マス ター し て くだ きい 。 


ぐ ⑥ A レ ジス タ と レジ スタ の 間 で 
論理 積 AND を 求め る 命令 
A レ ジス タ の 内 容 8 ビッ ト と 8 ビッ ト の レジ ス 
タ の 間 で 1 ビッ ト ご と に , AND を 求め る た め の 


命令 で す 。 

例え ば, A レ ジス タ に 5 5H が 入っ て ぢ ぉ おり, B 

レジ スタ に 0FH が 入っ て いる 場合 に AND 命 令 
を 実行 する 場合 に は , 
AND B 

を 行い ます 。 結果 は 必ず A レ ジス タ に 入り ます の 

で A は 省略 し な けれ ば な り ま せん 。 

ト 上 の 論 理 演算 を 実行 する と , 
(! 朋 上 (( 義貴 較 ( 破 降り)| 
AND) 0000 1111 





0 人 W 邊 馬主 呈 も eee 05H 

と な り ,A レ ジス タ に は , 結果 の 0 5H が 入り ます 。 

この 様 に . AND と は , 両者 が 1 の ビッ ト の み 

1 と な り , 他 の ビッ ト は 全て 0 に な る 演算 の 事 な 
の で す 。 

ト 記 の よう に 0FHEAND を と 

4 ビッ ト を 無 条 件 に 0 に マス ク し て 
か す 。 


る 事 は , 上 位 
し まう 事 に な 


⑥ A レ ジス タ と 指定 する メモ リ の 内 容 と の 間 で 
論理 積 AND を 求め る 命令 

メモ リ の 指定 に は , よく 登場 する HL レジ スタ 
対 。IY レ ジス タ ,。 IX メレ ジス タ の いずれ か を 使 
用 する 事 が で びき ます が , ここ で は 最も ポピュラー 
な HL レジ スタ 対 の 場合 も を 例 に と っ て み ま し ょ う 。 
例え ば A レ ジス タ と E 0 0 0 H 番 地 の 内 容 と の 
間 で 求め た 論理 積 を . A レジ スタ に 入れ る の に は , 
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LD HL,、E000H 
AND (HL) 

を 実行 し ます 。 

同じ 命令 を な. IX レジスタ を 用 いて 考え る と , 

LD IX,、E000H 
AND (IX+00H) 

と な り ま す 。 2 ステ ッ プ 目 の 
IX+00H 

は , 指定 する アド レス が , IX レジ スタ の 内 容 に 

_0 0H を 加え た アド レス と いう 事 で , も し , 
AND (IX 二 05H) 

の 場合 に は , E 0 0 5 日 番地 を 指定 し た 事 に な り ま す 。 


⑥ A レ ジス タ と 直接 に 与え る 数 値 の 間 で 
論理 積 AND を 求め る 命令 


A レ ジス タ ヒ と 直接 に 指定 する 8 ビッ ト の 数 値 の 
間 で , 1 ビッ ト ご と に AND を 求め る た め の 命 令 
で ず 。 

例え を ば, A レ ジス タ の 第 2 ビッ ト か ら 第 5 ビッ 
ト ま で の 真中 4 ビッ ト を 0 に マス ク す る た め に は , 

AND 8 革 
を 実行 し ます 。 
1 6 進数 の C 3H は 2 進数 で は , 
1100 0011 
で すか ら , どん な か 数値 が A レジ スタ に 入っ て いて 
も , 真中 の 4 ビッ ト は 必ず 0 に な り ま す 。 
A レ ジス タ が FF 昌 の 場合 も 考え て み ま し ょ う 。 





1111 1111……… FFH 
AND) t100 0011…… C 3H 
1100 0011……… C 3H 


この 場合 に は , 両者 共に 1 の ビッ ト は, 両端 の 
2 ビット ずつ し か あり ませ ん か ら , 結局 真中 の 4 
ビッ ト は 0 に マス ク さ きれ て し まい ます 。 

この 命令 を 。 マシ ン 語 に アモ ンプ ブル し た 場合 は 
2 バイト に な り , 1 バイ ト 目 は E6H と な り , 2 
バイ ト 目 に は AND を 求め る た め に 直接 与え る 数 
値 を 直接 割 り 当て ます 。 

上 記 の 

AND C3H 
を アセ ャ セン ブル する 場合 に は , 
EE6・C3 





の 2 バイ ト に だ な り ま す 。 


⑥ A レ ジス タ と レジ スタ の 間 で 
論理 和 OR を 求め る 命令 


AA レジ スタ の 内 容 8 ビッ ト と , 8 ビット の レジ 
スタ の 間 で , 1 ビッ ト ご と に OR を と る た だ ため の 命 
人 窟 等 

例え ば , B レ ジス タ に 55H が 入っ て お り , C レ 
ジス タ に 0FH が 入っ て いる 場合 に , B, C 両 レ 
ジス タ の 論理 和 わ を A レ ジス タ に 求め ゆる た め に は , 
以 ド の まう に し ます 。 

LD 内 時 
OR 旨 

論理 和 は 必ず A レ ジス タ を 介し て 求め な けれ ば 
な り ま せん か ら , し LD 命 令 で B レ ジス タ の 内 容 を 
A レ ジス タ に 持っ て 来 た 後 , A レ ジス タ と C レ ジ 
スタ の OR を と り ま す 。 

また , この OR 命令 も A を 省略 し な けれ ば な り 





ませ ん 。 
ちな み に 上 記 の 命令 を 実行 する と, 
0101 0O01 0 1…… の ir… 5: 5 殺 
0R) 0000 113HH1moemzes 0FH 
0101 1111 5FH 


と な り , A レ ジス タ に は 5FH が 入り ます 。 
この 様 に OR と いう の は , どちら か - つが 1 の 
場合 に は , 答え も 1 と な る も の で すか ら , AND 
命令 し は 逆 に 8 ビット の 中 の 幾つ か の ビッ ト を 和 無 
条件 に 1 に し た い 時 な ど に 用 いる た め の 命令 な の 
で す 。 
⑨⑥ A レ ジス タ と 指定 す る メモ リ の 内 容 と の 間 で 
論理 和 OR を 求め る 命令 


A レ ジス タ と メモ リ の 間 で 求め た 論理 和 を A レ 
ジス タ に 入れ る 命令 で す が , メモ リ の アド レス 指 
定 に は , HH 上 レジ スタ 対 , IX レジ スタ , IY レ 
ジス タ の 中 の いずれ か を 用 いま す 。 

例え ば ITY レ ジス タ を 用 いて , E0 0 0H 番 地 
と E 0 0 1 H 番 地 の 内 容 の 論理 和 を 求め て , さら 
に その 結果 と E 0 0 2 H 番 地 の 内 容 の 論理 和 を A 
レジ スタ に 収納 する プロ グラ ム 例 を 組む と 次 の よ 
ラ うに な り ま す 。 





ED 『Y。 世 000 軸 
1 開け A, (IY 二 00H) 
OR (IY 二 01H) 
OR (TIY 寺 02 四 ) 

IX, IY の イン デック スレ ジス タ を 用 いる と 
Ni 上記 の 4 ステ 
ッ プ の プロ グラ ム を マシ ン 語 ! の を アデ ッッ な あ 。 

FD・21・00・E0・FD・7E・00 
FD・B6・01・FD・B6・02 
の 1 3 バイ ト に な り ま す 。 


⑥ A レ ジス タ と レジ スタ の 間 で 
論理 和 OR を 求め る 命令 


A レ ジス タ と , 直接 に 指定 する 8 ビッ ト の 数 値 
の 間 で , 1 ビッ ト ご と に OR を 求め る た め の 命 令 
で す 。 

例え ば ,、 A レ ジス タ の 第 6 ビッ ト の み を 1 に セ 
ッ ト し た けれ ば , 

OR 4 0H 
を 行い ます 。 こ れ に よっ て , A レ ジス タ に どん な 
値 が 入っ て いて も , 他 の ビッ ト に 変化 を 与え る 事 
無く , 第 6 ビッ ト の み を 1 セッ ト す る 事 が で きま 
す 。 

A レ ジス タ に , AAH が 入っ て いる 場合 を 考え 
る ら 。 





1010 1010…oormt AAH 
OR) 0100 0000……… 40H 
1I1110 1010………… EAH 





と な り , 第 6 ビッ ト が 1 に セット され た 事 が よく 
わか る と 思い ます 。 

この 命令 は ,。 マシ ン 語 に アモ ンプ ブル す る 段階 で 
2 バイト に な り , 1 バイ ト 目 は F 6H で す が , 2 
バイ ト 目 に は , OR を と る た め に 与え る 数 値 を 直 
接 割 り 当 て ます 。 


⑨⑥ A レ ジス タ と レジ スタ の 間 で 
排他 的 論理 和 XOR を 求め る 命令 


PC 一 8 0 0 1 を 使っ て , グラ フィ ッ ク 画 面 を 
扱う 場合 な ぼ に は , よく この XOR が 使わ れ ま す 。 
N 一 BASIC の PUT@ 命 令 な どの 命令 を 使 
っ て 宇宙 船 の 絵 星 の 上 に 重ね 描き し た り , 元 の 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ キッ ト 1 
星 を 消 き ない 様 に 宇宙 船 の み を 消し た い 場 合 に は , 
芝 デ ジョ ジ と し て 。 ES 明正 や ERESET や で 経 
な く 〈《, XOR を 利用 し ます 。 

この XOR と は , 一 方 が 1 で も うぅ 一 方 が 0 の 場 
合 に の み 1 と な っ て , 両者 が 1 又は 両者 が 0 の 場 
合 。 つ まり 両方 が 同じ 場合 に は 0 に な り ま す 。 
例 し し て , A レ ジス タ に 入っ て いる C3HH と , 
B レ ジス タ の 5 5H で XOR を し と る 場合 を 考え て 








みる と 命令 は 
xOR B 
と な り , 実際 に は , 
も 本 棋 四 本 人 0epw C3H 
XOR) 0101 0101……… 5 sH 
1001 0110……… 9 6 H 
の 演算 が 行わ れ て , 結果 の 9 6H が A レ ジス タ に 
収納 され ます 。 
この 9 6 H に 再度 
XOR  B 
を 行っ て , 5 5H と の XOR を と っ て みる と 
1001 0110……… 9 6H 
XOR) 0101 0101……… 5 5H 
1100 0011……… 8 届 


の よう に 始め の C3H に も どり ます 。 こ の 原理 を 

利用 し て いる た だめ, 先程 の 宇宙 船 と 星 の 例 で も , 

星 の 上 を 重なっ て 字 宙 船 が 通過 し て も , 前 の 星 が 

消 を ず に 残っ て いる の で す 。 

まだ ,。 マシ ン 語 プロ グラ ム 中 で は , よく , 

XOR A 

と いう 命令 が 使わ れ ま す が , これ は A レジ スタ の 内 

容 を 0 0H に クリ ア す る 場合 に よく 用 いら れ ま す 。 
LD A, 00H 

と し て も 同じ 事 な の で す が , 前 者 の 方 が 1 バイ ト 

で 済み ます の で , 覚え て むく 《 と , な に か と 便利 で 

は な いで し ょ う が か? 


⑥ A レ ジス タ と 直接 に 与え る 数 値 の 間 で 
排他 的 論理 和 XOR を 求め る 命令 


A レ ジス タ の 内 容 と , 直接 に 与え を る 8 ビッ ト の 
数 値 の 間 で 1 ビッ ト ご と に XOR を と る た め の 命 
令 で す 。 
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実際 に この 命令 を 使用 し て いる 例 と し て , ギャ 
ラク シア ン を テレ 画面 中 央 付近 に 表示 する プロ 
グラ ム を 紹介 し まし ょ う 
プロ グラ ム 例 に つい て は 後 し ます が , 本 章 で 
は IX レジ スタ を アド レス 指定 に 用 いる イン デ ッ 
クス ・ ア ドレ ス 指 定 を 行っ て いま す 。 


⑥ A レ ジス タ と 直接 に 与え る 数 値 の 間 で 
排他 的 論理 和 XOR を 求め る 命令 


AA レジ スタ の 内 容 と , 直接 に 与え る 8 ビッ ト の 数 
値 の 間 で 1 ビッ ト ご と に XOR を と る た め の 命令 で す 。 
例え を ば, A レ ジス タ と 5 5H で XOR を とる た 
め に は , 

XOR 5. 司 
を 行い 。 マシ ン 語 で は , EE・5 5 と な り ま す 。 
最後 に な り ま し た が , XO R と は , eXclusive- 
OR の 略 と な っ て いま す 。 

















ギャ ラク シア ン の 点 減 プ ログ ラム 





論理 演算 命令 の 使用 例 と し て , PC 一 8001 
の ドッ ト ・ グ ラフ ィ ッ ク を 用 いた 「 ギ ャ ラク シア 
ン 表 示 グ ログ ラム 」 を 紹介 し ます 。 


(で う namCO 
PO 〇 いき fm 


きり | 
に だ 」 





ADEMPA マ イコ ン ソ フト ( 〇 namco) 
PC 一 8001mkII 版 ・*・ ギ ャ ラク シア ン 


62 





この プロ グラ ム は , テレ 画面 中 央 に , ギャ ラ 
クシ アン が 1 匹 (? ) 出現 し て 点 減 す る プロ グラ 
ム で ,。 メイ ン ・ ル ー チ ン は , N 一 BAS1IC で 組 
ん で あり ます が , ギャ ラク シア ン の 表示 と 消去 の 
た め に E 0 0 0 H 番 地 以 降 に マシ ン 語 の サブ ルー 
チン を 用 意 し て , XOR を 用 いて 表示 し て いま す 。 

この プロ グラ ム で は , 1 本 の マシ ン 語 サブ ルー 


チン の み で , 表示 ・ 消 去 の 両方 も 行っ て いま す が , 
これ も XOR を 利用 し て いる の で 可能 な の で す 。 
1 回 目 の ル ー プ で , ギャ ラク シア ン を 表示 し , 
同じ 場所 に ギャ ラク 
で)e ま 事 。 
思い ます の で 


2 回 目 に は 。 XOR を 用 いて 

シア ン を 表示 する 事 に よっ て 消 う 
説明 どけ で は , わか り に くい 

実例 も あげ て み ま し ょ う 






いて 





マシ ン 語 サブルーチン に つ 





何 も 表 示さ る され て いな い 場 合 , グラフィック ・ モ 
ー ド の ビデ オ ・ ラ ム に は , 0 0H が 入っ て いま す 。 

この 上 に , ギャ ラク シア ン の 左肩 で ある “ 語 " 
の パタ ー ン を XOR を 用 いて 表示 する と, 





0000 000 0 で oo の 00H 
XOR) 1000 1100……… 8 CH 
目 0 ひ 門下 人 0 ORrsNan 8 CH 





と な り , 8 CH の パタ ー ン で ある “ 軸 " が 画面 上 
に 出現 する の で す 。 

逆 に 消去 する 場合 に は ,、 すでに 8 CH の パタ ー 
ン が 出現 し て いる 部 分 に , 同じ 8CH を XOR す 
れ ば 





1000 1100……… 8CH 
XOR) 1000 110.0……… 8CH 
0000 0000……… 0 0H 


RM 
し た の と 同じ 事 に な り ま す 。 

この 様 に E 0 0 0H 番 地 か ら の マシ ン 語 サブ ル 
ー チ ン で は , 横 1 0 ドッ ト x 縦 8 ドッ ト の 10 キ 
2 た 08544 
AO の 人 素 を ビデ オ ・ 
上 の 同じ 位置 に 送り 込む 役割 り を 果たし て い 6 電 


と な っ て , 消去 


ぺぺ sss) インス トラクション ・ モ セット [me 


また , IT メレ ジス タ や [マレ ジス タ な どの イン デ 
ックス レジ スタ を 用 いて アド レス を 指定 する 場合 
に は , 前 章 で 掲載 し た よう な , 符号 付き の 8 ビッ 
ト と し て アモ セン ブル し ます 。 

2 2 0 行か ら マ シン 語 の デー タ が 組み 込ん で あ 
り ま す が 。 マ シン 語 デ ー タ の 右 に REM 文 と し て , 
全て ニー モニ ッ ク を 入れ て お きま し た の で , ぜひ 
解析 し て 応用 し て みて く 《 だ さい 。 
デー タ は 3 行 ご と に 区 切っ て あり ます が , 初め 
の 3 行 と ほとん ど 同 じ に 動作 を くり 返し て いる だ け 


で すか ら あ と は す で 解 析 で きる と 思い ます 。 
この プロ グラ ム は , 打ち 込ん で 実行 し て も 余り 
楽し いも の で は 無く 。 マシ ン 語 入門 の テキ スト 用 
に 組ん だ も の で すか ら , 今 ま で に 登場 され た 命令 
し か 使っ て お り ま せん 。 で すか ら 非 常に むだ が 多 
くま た , ギャ ラク シア ン の デザ イン な ども か な り 
いい 加減 な ちの で す が , 反面 わか り 易 く REM 文 
な ども 多用 し て いま す 。 

実行 きせ る だ け の 場合 は , 2 0 0 行 以外 の RE 
M 文 は 全て は ず し て も か まい ませ ん 。 


< 第 3 8 図 ) ギャ ラク シア ン 表 示 デ ー タ 























レジ スタ 





75H 
(117) 





















1 進数 デー タ に 























F8C5H| F8C6H | F8C7H 
番地 | 番地 | 番地 





F93DH | F93EH | F93FH 
番地 | 番地 | 番地 
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軒 素 9 音 8 ビッ ト 論 理 演 息 和合 ーーー 一 


《 第 3 9 図 )〉) ギャ ラク シア ン 表 示 プ ログ ラム 





100 AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ま 4 まま まえ えた 
110 XX%# XOR GALAXIANS FOR MACHINE CODE 9 %%% 
120 "XX%#% BY KIYOSHI KAWAMURA IN FORESIGHT %%% 
IE 証する る する る すす る すす る する る すす る する る する も すす る る すす る すす る すす る すす 、 | 
140 

150 CLEAR 300 ,&HDFFF:DEFINT A-Z:GOSUB200:DEFUSR = ニ &HE000 | 
160 WIDTH 80, 25:CONSOLE 0, 25, 0, 0:COLOR 0,. 0, 1:PRINT CHRS (12): 
0 

180 1=USR (0) : FOR W=1 TO 500:NEXT:GOTO 180 MAIN LOOP 
190 …『 

200 '#%% READ DATA & POKE MACHINE CODE SUB XX%* 
210 

220 FOR A=&HE000 TO &HE054:READ M$:POKE A,VAL ("&H"+M$) : NEXT:RETURN 
230 『 

240 マシ ン ゴ デー タ は ニー モニ ッ ク 

250 DATA DD.21.,C8,F8 :E000 LD IX ,F8C8H 
260 9 

270 DATA 3E,8C :E004 LD A,8CH 

280 DATA DD ,AE ,FC :"E006 XOR (IX-4) 

290 DATA DD ,77 ,FC EE009 LD (IXー4), A 
300 

310 DATA 3E,58 :E00C LD A,58H 

320 DATA DD ,AE ,FD : E0OE XOR (IX-3) 

330 DATE DD,77,FD :E0O11 LD (IX-3),A 
340 も 

350 DATA 3E,EE :E014 LD A ,EEH 

360 DATA DD,AE ,FE :E016 XOR (TX-2) 

370 DATA DD,77,FE :E019 LD (IX-2), A 
380 

390 DATA 3E,85 ・"E01C LD A,85H 

400 DATA DD,AE ,FF ・"E01E XOR (IX-1) 

410 DATA DD,77,FF :E021 LD (IX-1)。A 
420 

430 DATA 3E,C8 ・E024 LD A,C8H 

440 DATA DD,AE,00 : E026 XOR (IX+0) 

450 DATA DD,77.00 ・E029 LD (IX+0),A 
460 1 

470 DATA 3E,6C ・E02C LD A,6CH 

480 DATA DD,AE,74 ・"E02E XOR (IX+116) 
490 DATA DD,77,74 ・E031 LD (IX+116).A 
500 人 

510 DATA 3E,32 :E034 LD A,32H 

520 DATA DD,AE,75 ・"E036 XOR (IX+117) 
530 DATA DD,77,75 :E039 LD (IX+117), A 
540 

550 DATA 3E,77 :"E03C LD A,77H 

560 DATA DD,AE,76 :"E03E XOR (IX+118) 
570 DATA DD,77.,76 ・E041 LD (IX+118), A 
580 に 細 

590 DATA 3E 23 :E044 LD A,23H 

600 DATA DD,AE,77 :"E046 XOR (IX+119) 
610 DATA DD,77,77 ・E049 LD (IX+119), A 
620 ・「 

630 DATA 3E,C6 ・E04C LD A,C6H 

640 DATA DD,AE,78 ・"E04E XOR (IX+120) 
650 DATA DD,77,78 :"E051 LD (IX+120), A 
660 1 

670 DATA C9 :・ E054 RET 











イン クリ メン ト 命 令 
/ デ ィ グ リ 


本 章 で は , 8 ビッ ト 算 術 演 算命 令 の 中 で 残っ て 
いる , イン クリ メン ト 命 令 ほ し ディ クリ メン ト 命 令 
を 紹介 し た いと 思い ます 。 両者 共に 数 多く 使用 き 
れる 命令 で す が , 非常 に 簡単 な 命令 で す 。 

また , 本 章 で 8 ビッ ト の 演算 命令 は 全て 説明 を 
終了 し ます の で , 短い プロ グラ ム 例 で . ちょ っ と 
し た 計算 を 行っ て みた だ いと 思い ます 。 

単純 な 計算 で , コン ピュ ー タ の 醍醐 味 か ら は 程 
遠い で す が , ぜひ 実際 に 走ら せ て マシ ン 語 の 楽し 
き を 味わっ て みて くだ さい 。 





イン クリ メン ト 命 令 
/ デ ィ ク リ メ ン ト 命 令 


イン クリ メン ト 命 令 は , 各 レ ジス タ ( 対 ) や メ 
モリ 上 の 数 値 に 1 を 加え る だ た め の 命 令 で , 主 と し 
て くり 返し 作業 (ルー プ ) 中 で 用 いら れ ま す 。 

逆 に , ディ クリ メン ト 命 令 は , 各 レ ジス タ ( 対 ) 
や メモ リ 上 の 数 値 か ら 1 を 減じ る た め の 命 令 で 
主 に くり 返し 作業 (ループ ) で , 何 回 作業 を 行っ 
た か を 調べ る カウ ンタ な ど と し て 用 いる 事 が 多い 
よみ て です > 

ルー の つく り 方 に つい て は , 条件 ジャ ンプ の 
時 に 説明 し ます が , フロ ー チ ャ ー ト だ け を 第 40 図 
に 示し て お きま す 。 こ の フロ ー チ ャ ー ト の よう に , 
ルー プ 回 数 を カウ ント する ルー プ ・ カ ウン タ 用 の 
ンジ スタ を 制御 する の が , ディ クリ メン ト 命 令 の 
最も 一 般 的 な 使用 方 法 で し ょ う 。 














ント 令 





また , イン クリ メン トト 命令 ・ デ ィ ク リ メ ン ト 命 
令 共 算術 演算 命令 で ご す から, フラ グ に 影響 を 与え , 
変化 し た フラ グ の 判断 は , 後に 登場 する 条件 ジャ 
ンプ に よっ て 行い ます 。 

な お イン クリ メン ト 命 令 ,、 ディク リ メ ン ト 命 令 
の ニー モニ ッ ク は ,。 INC, DEC で す が 。 これ 
は INCrement, DECrement の 略 で す 。 


⑨ レ ジス タ の 内 容 に 1 を 加え る 
イン クリ メン ト 命 令 
レジ スタ の 内 容 を 1 だ け 増 加 す る 簡単 な 命令 で 
す が , この 命令 は か な り 頻 繁 に 使用 され , 無い と 
大 変 不便 で す 。 

- 見 し て , 加算 命令 で 1 を 加え て も 同じ 様 に 思 
える か も 知れ ませ ん が , A レ ジス タ の 内 容 に 1 を 
加え る だ け な ら ば , 直接 数 値 加 える 事 が で きま 
すか ら , 

ADD A, 01H 
で も 良い の で す が , 他 の レジ スタ た と えば B レ ジ 
スタ に 1 を 加え た けれ ば , 


LD A, B 
ADD A, O1H 
LD B, A 


の 様 に 一 度 他 の レジ スタ を 使わ な けれ ば な ら ず , 
非常 に 見 づら い , プ ログ ラム に な っ て し まい ます 。 

レジ スタ の 値 に 1 を 加え る た め の イ ンク リ メ ン 
ト 命令 は , 1 バイト の マシ ン 語 と な り , A, B, 
C, D, E, H, し の 5 個 の レジ スタ に 対し て 有 
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第 10 曹 イン クリ メン ト 命 令 プ ディ クリ メン ト 命 令 
《 第 4 0 図 ) ルー プ の フロ ー チ ャ ー ト 





ディ クリ メン ト 


世 


p 












の No(O 以 外 ) 


Yes(0) 





効 で す 。 
例 を も あげ ます と , A レ ジス タ の 内 容 を 1 増す た 
め に は 。 
INC  A 
を 行い , HH レジ スタ の 内 容 に 3 を 加え る に は , 
INC H 
INC H 
INC H 


と インクリメント 命令 を 続け て 三 回 行 な を ば 良 
い の で す 。 イ ンク リ メ ン ト 命 令 の 必要 性 は N 一 
BASIC の プロ グラ ム 中 な ど に , 

A デ A 十 1 
な ど が 多く (使わ れ て いる 事 で も わか る と 思い ます 。 


⑨ 指 定 メ モリ の 内 容 に 1 を 加え る 
イン クリ メン ト 命 令 

メモ リ を 指定 し て , その メモ リ の 内 容 に 1 を 加 
える た め の 命 令 で , メモ リ の 指定 は ,、 HL レジ ス 
タ 対 。 I ヌ レジスタ,。 IY レ ジス タ の いずれ か を 
用 いま す 。 

アド レス 指定 に HL レジ スタ 対 を 用 いた 場合 に 
は 1 バイ ト の マシ ン 語 に アモ ン ブ ル し ます が , 1I 
又は TIY の イン デック ス ・ レ ジス タ で アド レン レス 指 
定 を 行う 場合 に は , 3 バイ ト の マシ ン 語 命令 に な 
り ま す 。 
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例 と し て , E 0 0 0H 番 地 か ら 5E 0 0 4 H 番 地 
まで の 内 容 を 全て , 1 ずつ 増加 する た め の プ ログ 
ラム を 次 に 示し ます が , アド レス 指定 に は TX レ 
ジス タ を 用 いま し た 。 

LD IX,E000H 
INC (IX+00H) 
INC (IX+01H) 
INC (IX+0 2H) 
TNI (IX+03H) 
INC (IX+04H) 
この プログ ラム 例 は イン デ ク ス ・ 
いる と 簡単 で す が , 
に な り ま す 。 


レジ スタ を 用 
HL レジ スタ 対 で は 多少 面倒 


⑨⑥ レ ジス タ の 内 容 か ら 1 を 減じ る 
ディ クリ メン ト 命 令 


各 レ ジス タ の 内 容 を も ー 1 する た め の 命 令 で , Z 
80 に よっ て , くり 返し (ルー プ ) 処理 を 行う 場合 
に は 、 必ず と 言っ て 良い ほど 用 いら れる 命令 で す 
の で , 通常 の アロ グラ ム 中 に は , か な り 此 筆 に 登 
場 す る 重要 な 命令 で す 。 

例え ば , 

DEC B 
を 行う 事 に よっ て , B レ ジス タ の 内 容 か ら 1 を 減 
じ る 事 が で き , 同じ 様 に し て , A, B, C, D, 
E, H, し の 各 レ ジス タ の 内 容 か ら 1 を 減じ る 事 
が て "きま す 。 

又 、 こ の ディ クリ メン ト 命 令 は , 全て 
の マシ ン 語 に アセン プル し ます 。 

ディ クリ メン ト 命 令 の 重要 性 は ,N 一 BASIC 
等 の 、FOR-ーNEXT ル ー プ を 使う 頻度 が 高い 
事 で も わか る と 思い ます が , も ちろ ん 減算 命令 を 
用 いて 1 を 減じ て も 同じ 事 で す 。 こ の よう に 同じ 
事 を 行う た め の 命令 が 用 意 し て あっ て も , 燃 繁 に 使 
われ る 命令 で は , 少し で も 省 メ モリ で 又 , 見 易い プ 
ログ ラム を 組む た め の 配 慮 が され て いる の で す 。 
⑨ 指 定 メ モリ の 内 容 か ら 1 を 減じ る 

ディ クリ メン ト 命 令 

HL レジ スタ 対 。 1 メレ ジス タ 。 ITY レ ジス タ 

Lt 
の 命令 で , アド レス 指定 に HL レジ スタ 対 を 使 


て 1 バイ ト 





用 し た 場合 は 1 バイ ト に , イ ン デ ックス ・ レ ジス タ 
を 使用 し た 場合 に は 3 バイ ト に な り ま す 。 
例え ば , E 0 0 0 H 番 地 の 内 容 か ら 1 を 減じ る 


場合 に は , 


LD HL, E000H 
DEC (HL ) 

ズ は 。 
上 D IX.E000H 


DEC (IX 十 00H) 
の よう に 行い ます 。 






プロ グラ ム 例 





以上 で , 8 ビッ ト の 算術 ・ 論 理 演算 命令 を 全て 
説明 し まし た の で , それ ら の 命令 を 使っ た 応用 フ 
ログ ラム を 紹介 し た いと 思い ます 。 

駐 , 第 4 4 図 に , 8 ビッ ト 演 算命 令 の ニー モニ ッ ク 
ーー マシ ン 語 の 対応 表 を 掲載 し て お きま す の で , 御 自 
分 の プロ グラ ム を 組む 時 の 参考 に し て くだ さい 。 

mA 
A レ ジス タ の 内 容 に 1 を 加え て 5 倍 し た 後 3 を 減じ た 
WAN RF 

A< (A 二 1) x5 一 3 

まず , A レ ジス タ の 内 容 に 1 を 加え る ため に 。 

今月 説明 し た イン クリ メン ト 命 令 を 用 いて , 
INC A 
を 行い ます 。 

次 に , A レ ジス タ の 内 容 を 5 倍 す る の で す が , 
を そのため に , わざ わざ 乗算 の た め の サ ブ プルー チン 
を 用 いる の も だ たい へ ん で すか ら , 

AX5=AX (4 十 1) =AX4 十 A 
の よう に 変形 し て , A レジ スタ の 内 容 を 4 倍 し た 
も の に , さら に , 4 倍 す る 前 の A レ ジス タ の 内 容 


《 第 4 1 図 ) プロ グラ ム 1 (実行 不可 能 ) 





INC A 
LD B, A 
ADD A,。 A 
ADD A,。 A 
ADD A、B 
SUB 3 








Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モ セット 1 
を 加え る 事 に よっ て 。 5 倍 し で m ま す 。 

A レ ジス タ の 内 容 を 4 倍 す る た め に は , 加算 命 
令 を 用 いて , A レ ジス タ の 内 容 を 2 倍 し , その 結 
果 を きら に 2 倍 し て いま す 。 

最後 に , 

SUB 3 
で , A レ ジス タ の 内 容 か ら 直 接 3 を 減じ まし た 。 

これ で , A レ ジス タ の 内 容 に , 1 を 加え た 後 5 
倍 し きら に 3 を 減じ だ た わけ で す が , 計算 途中 に B 
レジ スタ も 用 いま し た 。 

た だ し 。 こ の プログラム で 計算 を 行う 場合 , 計 
算 過程 の どこ か で , 数 値 が 1 バイ ト を 超え て 桁 あ 
ふれ を 起こ し た 時 に は , 下位 1 バイト の み が 有 効 
と な り , 桁 あ ふれ は その 場 で 即 切 り 捨 て られ て し 
まい ます 。 初 め の 数 値 を A レ ジス タ に 旨 え る 時 に 
注意 し て くだ さる 





プロ グラ ム 例 の 実行 方 法 





本 書 を お 読み の みな さん で マシ ン 語 を 勉強 中 の 
方 は 本 書 以 外 に も 多く の 専門 書 や 関係 雑誌 な ど を 
読ん で お られ る 事 と 思い ます 。 

この 本 だ け で も 5 毎 章 4 一 5 本 程度 の プロ グラ ム 
例 を 掲載 し て いま すか ら , それ ら 全 て の 文献 の プ 
ログ ラム 例 を 合わ せる と , か な り の 数 に な る 事 で 
し まう 。 

マイ クロ コン ピュ ー タ を , 理解 する た め に は , 
この 様 な 短い プロ グラ ム を , 数 多く 実際 に 実行 き 
せ て みる 事 が 重要 だ と 思う の で す が , 残念 な が ら 


《 第 4 2 図 ) プロ グラ ム 2 (実行 可能 ) 
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叶 第 10 章 イン クリ メン ト 命 令 プ ディク リ メ ン ト 命 令 
全て の プロ グラ ム 例 が 即 実行 どき る か と 申し ます 
と , そう で は な い の で す 。 

な ぜ な ら ば , まず 第 一 に 各 機 種 問 の 互換 性 の 問 
題 が あり ます 。 Z80 と, 6800 の 様 に 使用 きれ て い 
る CPU が 異な る 場合 に は も ちろ ん の 事 で す が 
例え を ば, TRS 一 80 と MZ 一 80 の 様 に お な じ Z 80 
を 使用 し て いて も , ROM や BASIC シ ステ ム 
内 の サブ ルー チン を 使用 し て いた り , VーRAM 
の アド レス が 各 機 種 間 で 異な っ た りす る た だ た め に , 
同じ マシ ン 語 の プロ グラ ム 例 が 全て の 機種 で 同じ 
様 に 実行 び でき る わけ で は 無い の で す 。 

この よう な 理由 か ら , マシ ン 語 を 勉強 する た め 
の 文献 , 資料 な ど を 選択 する 場合 に は , 御 自分 で 
お 持ち の 機種 用 し し て 発表 きれ て いる も の か , で 
きる だ け 機 種 へ の 依存 性 が 少な いも の を 選ぶ べき 
記 走 う ッ 

第 二 に こう し た プ ブログ ラム 例 全て が 実行 する 事 
を 目的 と し て いる わけ で は あり ませ ん 。 こ の 点 で 
は , 私 自身 も 責任 を 感じ て いる の で す が , 誌面 の 
都合 や 説明 の し 易 さ か ら , 全て の プロ グラ ム 例 を , 
アモ ンプ ブル リス ト や ダン プリ スト を 付け た 上 で 掲 
載 す る わけ に は いか な い の で す 。 ニ ー モ ニッ ク の 
み の プ ログ ラム 例 の 場合 に は , 読者 の 皆さん に 御 
自分 で アモ ンプ ブル し て いた だ だ か な けれ ば な り ま せ 
ん 。 その 場合 に は アセ モン ブラ 等 を 用 いれ ば 簡単 に 
ア ャ ンプ ブル を 行う 事 が で きま す が , で きれ ば , ニ 
ー モ ニッ クーー マ シン 語 の 対応 表 を ひき な が ら の 
ハン ド ・ ア セン ブル を 行う 事 に よっ て , より マシ 
ン 語 を 覚え る 事 が で "きる と 思い ます 。 

また , プロ グラ ム 例 の 中 に は 実行 結果 を 確認 で 





き な い も の も 多 ( あ り ま す 。 なぜなら , マシ ン 語 
で 扱う レジ スタ の 内 容 を 確認 し た り , レジ スタ に 
値 を 代入 し た りす る 事 が . で き な い 事 が 多い の で 
す 。 マジ 光 語 を 申 選 と し で 考え で いた 。 及 シ ボー 

ド ・ マ イ ュ コン の 頃 は , モー ニタ に この よう な 機能 が 
付属 し て いた も の で す が 、 最 近 の パー ソナ ル ・ コ 
ンピュータ は , BA SIC 中 心 で あり , PC 一 80 
01 等 も 例外 で は あり ませ ん 。 

この 様 な 場合 に は , 実行 結果 を レジ スタ で は な 
く , ダ ンプ し て 確認 で きる メモ リ 上 や , VーRA 
M 上 に 移し て , 調べ る の が 良い で し ょ う 。 

本 書 の 第 4 章 で 紹介 し た , レジ スタ 表示 プ ブログ 
ラム , “MINI BREAK POINTER" な どの ユー テ 
ィ イリ ティ ・ プ ログ ラム を 利用 する も の も 一 つの 方 
法 だ と 思い ます 。 

説明 だ け で は 無責任 びと 思い ます の で , 先程 説 
明 し た 第 4 1 図 の プロ グラ ム 例 を . PC 一 8001 で 
実行 し , 実行 結果 を 確認 で きる 様 に し て み ま し ょ 
た 

幸い な 事 に ? この プロ グラ ム は , その まま P 
C 一 8001 で 実行 し , 結果 を 調べ て みる 事 が で きま 
せん 。 

まず , 実行 直後 に A レジ スタ に 代入 する た め の 
数 値 も を 。 どこ か の アド レス に 入れ て お いて ,。 ロー 
ド 命 令 に よっ て , A レ ジス タ に 代入 し ます 。 を そし 
て , 全て の 演算 が 終了 し た 時 点 で . A レジ スタ に 
入っ て いる 結果 も, ロー ド 命 令 で , 今度 は A レ ジ 
スタ か ら 先 程 の アド レス に 移し ます 。 最 後 は , ジ ど 
ャ ンプ 命令 で 


JP 5C66H 


第 4 3 図 ) プロ グラ ム 2 の アセ ンプ ルリ スト 





(E000H) 


(E000H) . A 
5C66H 





A レ ジス タ に 引数 を 代入 する 。 
A レ ジス タ の 内 容 に 1 を 加え る 。 


| 


| A レ ジス タ の 内 容 を 5 倍 する 。 


A レ ジス タ の 内 容 か ら 3 を 減じ る 。 
E 0 0 0H 番 地 に 結果 を 入れ る 。 
マシ シ 語 モニ タ に ジャ ンプ する 。 








の 様 に , マシ ン 語 モニ タ に ジャ ンプ し ます 。 

A レ ジス タ へ の 引数 を 与え , 結果 を 収納 する の 
に は , E 0 0 0 H 番 地 を 用 い , 結果 は , マシ ン 語 
モニ タ の D コ マン ド に よっ て , 

DE000,.E000Cs 
の よう に し て , 調べ る 事 が で きま す 。 

以上 の 変更 を 行っ た プロ グラ ム が , 第 4 2 図 の 
プロ グラ ム で , さら に アモン ブル し た も の が 第 4 
3 図 に な が り ま す 。 プ ログ ラム は , D 0 0 0 H 番 地 
に 置き まし た が , どの アド レス に 置い て も モニ タ 
の G コ マン ド て 実行 で きま す 。 

な お , 当然 の 事 で す が , E 0 0 0 HH 番地 に は , 


《 第 4 4 図 ) 8 ビ 





ッ ト 算 術 論理 演算 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト Im 
16 進 数 で 引数 を 与え , 結果 も 16 進 数 で 入り ます 。 
例え ば , 0 2H を E0 0 0H 番 地 に 入れ て ブログ 
ラム を 実行 きせ る と , 0 CH が 結果 と し て 得 ら れ 
る は ず で す 。 


/ まとめ 


本 章 で は , 8 ビッ ト の イン クリ メン ト 命 令 ほ デ 
ィ ク リ メ ン ト 命 令 を 紹介 し まし た 。 次 章 で は , い 
よい よ 16 ビ ッ ト の 演算 命令 を 行い ます 。 後 は 条件 
ジャ ンプ さえ ぇ 理解 すれ ば , か な り 楽 し い 事 が で きる 
は ず で すか ら , も う 少 し の 間 ガ ン バ ッ テ く だ きい 。 



















































































16 ビ ッ ト 算 術 演算 命令 


本 章 で 紹介 する の は 16 ビ ッ ト の レジ スタ 間 で 算 
術 演算 を 行う た め の 16 ビ ッ ト 算 術 演算 命令 で す 

命令 自体 は 全て 8 ビッ ト 算 術 演算 命令 で 説明 
し た も の ば か り で , それ ら の 16 ビ ッ ト 版 と いっ た 
と ころ で すか ら , それ ほど わか り づ らい 事 も な い 
で し まう 。 

た だ し 命令 自体 は 同じ で も フラ グ の 変化 が 8 ビ 
ッ ト 版 の 算術 演算 命令 し は 異な り ま す の で 注意 し 
な けれ ば な り ま せん 。 

8 ビッ ト の 算術 演算 命令 で は ほとん どの フラ グ 
に 影響 を 与 を て いま し た が , 人 回 の 16 ビ ッ ト 算 術 
演算 命令 で は 比較 的 卓 
の で す 。 特 に 16 ビ ッ ト の イン クリ メン ト 命 令 , デ 
ィ ク リ メ ン ト 命 令 な ど は 全く フラ グ を 変化 させ ま 
に 7 

これ は , 8 ビッ ト の 方 が 演算 後 の 条 件 判断 を よ 
り 意 識 し て いる の に 対し て , 16 ビ ッ ト の 方 は メモ 
リ 上 の デー タ 扱 う 場 合 の ポイ ンタ な ど と し て 用 い 
いる 事 を 第 一 に 考 を て いる だ めで し ょ う 。 

今 の と ころ は , 条件 判断 の 命令 を 説明 し て いま 
せん か ら 問 題 は な いと 思い ます が , 条件 ジャ ン フ 
命令 な ど を 頻繁 に 用 いる 様 に な る と 重要 な 問題 に 
導 あ で し まう 。 

私 も 前 に , 月 刊 マ イコ ン 誌上 の 「 オ セロ 大 会 」 
に 参加 すべ く オ モロ ・ ゲ ー ム の 探索 シー チン を 制 
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作 中 に , 16 ビ ッ ト の ディ クリ メン ト 命 令 後に ぜ ロ 
・ フ ラグ (Z) が 変化 する と 信じ 込ん だ 条件 ジャ 
ンプ 命令 を 行っ た な バグ が 、 ど うし て も わか ら ず に 
制作 を 中 断 し , 気が付い た 時 に は , 制作 意欲 が 無 
く な っ て いた 経験 が あり ます 。 その 頃 は .、 アセン 
ド ・ ア ャ セン ブル で し 
ラミ ング 上 か な り 重 要 
な 位置 占め 、 その プロ グラ ム は 未完 成 に 終り ま 
し た が , 読者 の 皆 きん も この よう な 事 の な いよ う 
に , フラ グ の 変化 に は 気 を 付け て くだ きい 。 
使い 易い (アモン ブラ や デバ ッ キ ング ・ ツ ー ル な 








と ど が 出回り 0、 マ シン 語 の プロ グラ ム も 組み 易く は 
な っ て きま し た が それ で も 根本 的 な アル ゴリ ズ 
ム の 間違い どけ は 人 間 の 注意 に よっ て 防 が な けれ 
ば な り ま せん 。 結局 アセ モン ブラ が 面倒 を 見 て くれ 
る の は 。, 

Syntax error( 記 述 ミ ス ) 
だ け な の で す 。 


⑥HL レジ スタ 対 の 内 容 に 16 ビ ッ ト の 
レジ スタ ( 対 ) の 内 容 を 加え る 命令 


8 ビッ ト の 加算 命令 で ご は .、 A レ ジス タ と レジ ス 
タ の 内 容 を 加え て , 結果 は 必ず A レ ジス タ に 収納 
きれ まし た が 16 ビット の 加算 命令 で は A レ ジス 
タ の か わり に ,。 HL レジ スタ 対 。 IX メレ ジス タ , 
IY レ ジス タ を 用 いる 事 が で きま す 。 

HL レジ スタ 対 を 用 いる 場合 に は , HH し レ ジス 
タ 対 と 。 BC レジ スタ 対 」 DE レジ スタ 対 , HL 


eeZ80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト エ 守 


レジ スタ 対 、 スタ ッ ク ・ ポ イン タ (SP) の 各 レ 
ジス タ の 間 で 和 を 求め る 事 が で きま す 。 
スタ ッ ク ・ ポ イン タ (SP) と の 間 で , 加算 を 
行う 事 が で きる の も 16 ビット の 演算 命令 が アド 
レス 制御 を 意識 し て いる た めで し ょ う 。 この 命令 
は シス テッ ゥ 関係 の プロ グラ ム , 特に デバ ッ カ な ど 
スタ ッ ク ・ ポ イン タ の 値 を 調べ る 必要 が ある 場合 
に は 大 へ ん 便利 で , 
ED HL, 0000H 
ADD HL, SP 
を 行う 事 で .、 スタ ッ ク ・ ポ インタ (SP) の 内 容 
が HL レジ スタ 対 に 移さ きれ ます 。 
また だ ,HL レ ジス タ 対 の 内 容 を 2 倍 す る 場合 な ど に 
ADD HL,. HL 
を 用 いる 事 も で き 
いずれ に し て も HL レジ スタ 対 は 、 ア ドレ ス 指 
定 の 中 心 と な る も の で すか ら , この レジ スタ 対 を 
中 心 と し て 16 ビ ッ ト の 演算 が 行え る 事 に よっ て , 
80 系 CPU の 有明 点 で ある アド レッ シン グ ・ モ ー ド 
の 貧弱 き を 十分 に カバ ー し て いる と 思い ます 。 
HL レジ スタ 対 を 対象 と し た 16 ビ ッ ト の 加算 命 
令 は 1 バイ ト 命 令 で すか ら 省 メモ リ の 点 か らち も 安 
心して 使え る 命令 言え を る で し ょ う 。 


@⑥IX レジ スタ の 内 容 に 16 ビ ッ ト の 
レジ スタ ( 対 ) の 内 容 を 加え る 命令 


前 述 し た 命令 の 対象 が HL レジ スタ 対 か ら IX 
レジ スタ に 移っ た も の と 考え れ ば 良い で し ょ う 。 
た だ し , マシ ン 語 に アセ ンプ ブル す る と HL レジ 
スタ 対 を 対象 と する 場合 より 、 1 バイ ト 日 に DD 
H が 付い て ,。 メ モリ を 1 バイト 多く 必要 と し ます 。 


⑥IY レジ スタ の 内 容 に 16 ビ ッ ト の 
レジ スタ ( 対 ) の 内 容 を 加え る 命令 
命令 の 対象 が 1IY レ ジス タ に 移っ た も の で す 
⑨ ぐ HL レジ スタ 対 か ら 16 ビ ッ ト の 
レジ スタ ( 対 ) の 内 容 を 減じ る 命令 
HL レジ スタ 対 か ら 他 の レジ スタ ( 対 ) の 内 容 
を 減じ た 差 を HL し レジ スタ 対 に 求め る た め の 命 令 
で す が 。 同時 に キャ リー・ フ ラグ (CY) も 減じ 
て し まい ます か ら , 例え ば HL し レジ ヌ タ 対 か ら D 


E レ ジス タ 対 の 内 容 を 減じ る 場合 に は , 
SB 司馬 。D 語 
で は 無く 
る 紅 公 料 馬 。 か 到 
と な り ま す 。 
キャ リー・ フ ラグ (CY) を 含め な い 普 通 の 減 
算命 令 が 用 意 き れ て いな い の は 、, 多少 不便 な 点 も 
あり ます が 。 キャ リー・ フ ラグ (CY) を 0 に り リ 
セ モット し て お いて か ら , この 命令 を 実行 すれ ば 同 
じ 事 で す 。 キ ャ リー・ フ ラグ (CY) を 0 に リセ 
ッ ト す る た め に は いく つか の 方 法 が あり ます が , 
本 書 の 第 9 章 で も 紹介 し た 8 ビッ ト 論 理 演算 命令 
を 実行 すれ ば 良い の で , 他 に 影響 も 与え を な い 
AND A 
な ど を 行い 、 キ ャ リー・ フ ラグ を 0 に リセット し 
て か ら 、 S BC 命令 ゎ 実行 すれ ば 良い で し ょ う 。 
HL レジ スタ 対 か ら 、 単に BC レジ スタ 対 の 内 
容 を 減じ る た め に は 


AND A 
SB 不 也 。 取 ⑥ 
と な り ま す 。 


以上 の 例 で も わか る 様 に 、16 ビ ッ ト の 減算 命令 
と いう の は , 単に 16 ビ ッ ト の 減算 を 行う た めで は 
な く 。 も う 少 し 多 ビ ッ ト に 渡る 減算 を 行う た め に 
用 意 き れ て いる の で す 。 

また だ た, この 命令 で は , HL レジ スタ 対 か ら BC 
レジ スタ 対 。 DE レジ スタ 対 , HL レジ スタ 対 。 
スタ ッ ク ・ ボ イン タ (SP) の 内 容 を 減じ る 事 が 
で き , 全て 2 バイ ト 命 令 た な り ま す 。 


⑨16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) に 1 を 加え る 命令 


16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) 用 の イン クリ メン ト 
命令 で 、 指 定 し た レジ スタ ( 対 ) の 値 に 1 を 加え 
る 事 が で きま す 。 

実際 に 使用 する 場合 に は , ルー プ (〈 り 返 し) 
処理 中 な ど で , アド レス 指定 用 の レジ スタ 対 を イ 
ンク リ メ ン ト し て 行き , メモ リ 中 の デー タ を 扱う 
事 が 多く 、 ループ 処理 中 で こそ る, この 命令 の 本 領 
が 発揮 で きる の で は な いで し ょ うか ? 

この 命令 に よっ て イン クリ メン ト で きる 16 ビ ッ 
ト の レジ スタ ( 対 ) は BC レジ スタ 対 。 DE レジ 
スタ 対 ,。 HL レジ スタ 対 、 スタ ッ ク ・ ポ イン タ (S 
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P)、IX レ ジス タ , 1IY レ ジス タ の 6 組 で , 例え 
ば HL レジ スタ 対 に 1 を 加え た い 場 合 
INC HL 
スタ ッ ク ・ ポ イン タ (SP) に 1 を 加え る に は , 
INC SP 
と な り ま す 。 
も $ も っ と も 、 ス タック ・ ポ イン タ (SP) を イン 
クリ メン ト す る 事 は あま りな いで し ょ う 。 


⑥16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) か ら 1 を 減じ る 命令 


16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) 用 の ディ クリ メン ト 
命令 で , 指定 し た レジ スタ ( 対 ) の 内 容 か ら 1 を 
減じ る 事 が で きま す 。 

対象 し な る レジ スタ な ど は 全て , イン クリ メン 
ト 命 令 と 同じ で , ニー モニ ッ ク は 8 ビッ ト の ディ 
クリ メン ト 命 令 と 同じ 様 に , 例え ば HL レジ スタ 
対 か ら 1 を 減じ る 場合 に は , 

DBAG 旦 も 
と 記述 し ます 。 


本 章 で 説明 し た 16 ビ ッ ト 算 術 演算 命令 の 使用 例 と 
し て 、32 ビ ッ ト に 渡る 数 値 の 間 で 、 加算 と 減算 を 行 


うた め の ブ ログ ラム を 紹介 し ます 。 

現在 の パーソ ナル ・ コ ンピュータ は , PC 一 8001 
5 含め て 、。 ほ と ん ど が 8 ビッ ト 普 列 処理 の CPU 
を 用 いて いま す 。 それ に 対し て , 一 般 的 な 汎用 コ 
ンピュータ で は 32 ビ ッ ト の 数 値 を 並列 に 処理 で き 
る よう に な っ て お り , PC 一 8001 の マシ ン 語 で も 
32 ビ ッ ト の 演算 に 挑戦 し て みょう と 思い 、 この 例 
題 を 考え まし た 。 

32 ビ ッ ト と は 言っ て も 世 れ る 事 は 無く Z80 の 
16 ビ ッ ト 算 術 演算 命令 を 用 いれ ば 一 度 で 計算 で き 
ます 。 8 ビット の 算術 演算 命令 で 16 ビ ッ ト の 演算 
を 行う の と , 理論 的 に は 同じ 事 で すね 。 

実際 に は , E000H-E003H 番 地 と , E 
004H-E007H 番 地 に , それ ぞ れ 32 ビ ッ ト 
に 渡る 数 値 を 入れ て プロ グラ ム を 実行 きせ る と , 
両者 の 和 が E008H-E00BH 番 地 に , 差 が 
E00CH-E00FH 番 地 に 収納 され る よう に 
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16 ビ ッ ト 算 術 演算 命令 の プロ グラ ム 例 


し しま も だ 。 
また , それ ぞ れ の 数 値 は 80 系 CPU に よる 演算 
の 行い 易 さ を 考え て メモ リ の 上 位 (数 の 多い 方 ) ヵ 
ら 下 位 に 向かっ て 入れ て 行き ます 。 
例 を あげ ます と , 
87654321H 十 12345678H =99999999H 
87654321H 一 12345678H=7530ECA9H 

を 求め ゆる た め に は , メモ リ 上 に は 。, 
E000:21 43 65 87 
到 004:78 6 34 132 

の よう に セッ ト し て , プロ グラ ム を 実行 する と , 
E008:99 99 99 99 
BOOCGA9 選 で で 30 75 

の よう に , 演算 結果 を 得る 事 が で きま す 。 

人 間 か ら 見 る と か な り わ か り に くい 順番 な の で 
す が CPU に し て みれ ば , この な ら で 方 が 一 番 処 
理 し 易い の で す 。 も ちろ ん プログラム 中 で な ら 6 で 
か える 事 も で きま す が ,。 プロ グラ ム が 長く てく なら な 
よう 皿 。 こ で は が まん し まし ょ う 。 も ちら と る も 。 
良く 考え て みる と , メモ リ の 上 位 に, 数 値 の 上 位 
バイ ト を 対応 きせ る , 80 系 CPU の 方 が 本 当 は 正 
し い の か も し れ ま せん ね ? 


I6c ト 邊 宇 演 近 金 金 
よく 所 里 両 科 で キ を ない 廊 は 


多き 章 へ あと そ と " り 
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Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト 1 叶 


プロ グラ ム 例 の 説明 


プロ グラ ム の アド レス は , D000H-D0O3 
2 H 番 地 で す 。 実 行 する 場合 に は , プロ グラ ム ・ 
リス ト の オブジェ クト 部 分 を 打ち 込ん で くだ され 
ば 。 マシ シン 語 モ ニー タ の (ジャ ング) コマ シド で 
走ら せる 事 が で きま す 。 当然 で す が 演 算 は 一 瞬 で 
終わ り ,、 モニ タ に も どり ます か ら , D (ダン グ プ ) 
コマ ンド な ど を 用 いて , E008H 番 地 以 降 の 演 
算 結 果 を 知る こと に な り ま す 。 

プロ グラ ム は , まず 大 きく 〈, 加算 を 行っ て 和 を 
求め る 部 分 と , 減算 に よっ て 差 を 求め る 部 分 に 分 
ける 事 が で き , さら に それ ぞ れ を , 16 ビ ッ ト ず つ 
に 分 け て 計算 し て いま す 。 

加算 , 減算 共に , まず 下位 16 ビ ッ ト を 普通 に 計 
算 し , 次 に 上 位 16 ビ ッ ト を キャ リー・ フ ラグ (C 













| HL、 (E000H) 
ED 5B 04 EO| LD DE. (E004H) 
位 ビ ピッ ト 16 
1 9 ADD HL、DE 『 全 誠 
22 08 EO LD E H) HL 
0 (E008H) ii 
っ て 求め る 

2A 02 E0 LD HL. (E002H) 千本 
ED 5B 06e E0O| LD DE. (E00 6H) 上 位 16 ビ ッ ト を 加算 
ED 5A ADC HL、DE 

(E00AH) 、HL 


















HL。 








(E000H) 















04 E0O| LD DE, (E004H) 

AND A 下位 16 ビ ッ ト を 減算 

SBC HL, DE 
E0 LD (E00CH) 、HL 

32 ビ ッ ト の 

Eo LD HL.、 (E002H) 2 
06E0O| LD DE. (E006H) 

S BC HL, DE 上 位 16 ビ ッ ト を 減算 
EO0 LD (E00EH) , HL 

| 

5 C JP 5C66H 





マシ ン 語 モニ タ に ジャ ンプ する 
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ビット 信条 町 全 人 T 


Y) を 含め た 演算 命令 で 計算 し て お り , 常に HL 
レジ スタ 対 と DE レジ スタ 対 に 数 値 を 持っ て き て 
は , 両者 の 間 で 演算 命令 を 行い , 結果 を メモ リ 上 
に 収納 し て いま す 。 た だ, 先程 述べ た 様 に キャ リ 
ー・ フ ラグ (CY) を 含め な い 普 通 の 16 ビ ッ ト 減 算 
命令 は あり ませ ん の で , 関係 の な い 論 理 演算 命令 
AND A 
を 行っ て 。 キャ リー・ フ ラグ (CY) を 0 に リセ 
ッ ト し で あい て か ら 。 キ ャ リー ジラ タグ (で CY) 
を 含む 
る.B や も 四 世 。 DE 
を 用 いて , か わり に し まし た 。 
演算 が 終了 する と , 
科 5C66H 
で ,。 マシ ン 語 モニ タ に ジャ ンプ し ます 。 
以上 の よう に, 非常 に 単純 な プロ グラ ム 例 で す 


か ら 理 解 し ずら い 部 分 ちな いで し ょ う 。 双 , この 
プロ グラ ム 例 で は , イン クリ メイ ト 命 令 や ディ ク 
リ メ ン ト 命 令 を 使い ませ ん で し た が ,。 それ ら の 命 
令 は 今後 続々 と 使用 し ます の で 楽し み に し て いて 
くだ さい 。 


16 ビ ッ ト 算 術 演 算命 令 は 重要 な 命令 の 割 に 説 
明 す る 事項 が 少な か っ た の で , 多少 も の 足り な る 
を 感じ た 皆さん も いら っ し ゃ る 事 で し ょ う 。 

次 の 章 で は ,、 いよ いよ 条件 ジャ ンプ 命令 の 登場 
で す 。 こ れ で 少し は , 複雑 な プロ グラ ム 例 が 出せ 
る の で は な いか と , 私 自身 も 期待 し て いま す 。 


16 ピ ゥ F ロー 人 金 全 算入 T 演算 令 全 c 
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滞 \ 塞 す る レジ スタ 筆 和 








8 ビッ ト 算 術 ・ 論 理 演算 命令 補足 


第 8 章 か ら 第 10 曹 にわたり 8 ビッ ト の 算術 ・ 論 
理 演算 命令 を 紹介 し まし た が 一 つ 重 要 な 命令 を 忘 
KG まき 

条件 ジャ ンプ を 行う 前 に ザ ぜひ, 知っ て お いて 欲 


し い 命 令 で すか ら , ここ で 説明 し て お きま し ょ う 。 


@⑨⑥A レ ジス タ と レジ スタ の 
内 容 を 比較 する 命令 


ころ で , マシ ン 語 で , 数 値 を 比較 する に は 
どう すれ ば 良い の で し ょ うか ? 普通 に 考え た 場 
合 に は , 減算 命令 を 行っ た 直後 に . フラ グ の 変化 
を 調べ され ば 良い の で す 。 例 えば A レ ジス タ と B レ 


ジス タ の 内 容 を 比較 する た め に は , 
SUB B 
を 行う 事 に な り ま す が , Ns 
が 入っ て し まい , 困る 場合 が 生じ ます 。 で , 他 
の レジ スタ を , A レ ジス タ の . 志 人 用 な 合っ て 。 
l C, A 
SUB B 


LD 作 。 で 

の 様 に . A レ ジス タ の 内 容 も も と に も ど し て お か 
な けれ ば な り ま せん 。 を そこで, 差 を 求め な い 減算 
命令 が 必要 に な っ て くる の で す が , それ が 比較 命 
令 で ず 。 

上 記 の 様 に A レ ジス タ と B レ ジス タ の 内 容 を 比 


較 し た い の で あれ ば , 
【 放 B 

と な り ま す 。CP は , ComPar e の 略 で 。 こ 
の 命令 実行 後に は ,. どの レジ スタ も 変化 し な い の 
で す が , 例外 的 に フラ グ の み が , 減算 命令 を 行 
っ た の と 同じ 様 に 変化 する の で す 。 つ まり , A レ 
ジス タ と B レ ジス タ の 内 容 が 等 し けれ ば 、 ゼロ ・ 
フラ グ (Z) が 1 に モッ ト さ れ , B レ ジス タ の 内 
容 の 方 が 大 きけ れ ば , キャ リー・ フ ラグ (CY) 
が 1 に セッ ト さ れる 事 に な り ま す 。 


⑨A レジ スタ と 直接 与え る 数 値 を 比較 する 命令 


A レ ジス タ と 数 値 を 比較 する 命令 で 比較 命令 
は , この 形 で 使わ れる 事 が 多い よう で す 。 
例え ば ., A レジ スタ の 内 容 が ,“ 倫 "の キャ ラク タ 
・ コ ー ド か どう か を 調べ る た め に は , 
【 ゆ ECH 
を 行い 。 ぜ ゼロ ・ フ ラグ が 1 に セッ ト さ れれ ば “ 傘 " 
で ある 事 が わか り ま す 。 
アセ ン ブ ル す る 場合 に は , 2 バイ ト 目 に 比較 す 
る 数 値 を 直接 割り 当て ます 。 


⑨A レジ スタ と 指定 メモ リ の 内 容 を 比較 する 命令 


A レ ジス タ と , メモ リ 上 の 数 値 を 順序 よく 比較 
し て 行く 場合 な ど に 用 いる 命令 で , メモ リ の アド 
レス 指定 に は お な じみ の , HL レジ スタ 対 。 IX 
レジ スタ , IY レ ジス タ を 使う 事 が で きま す 。 

簡単 な 命令 で す が , 使用 例 と し て , A レ ジス タ 
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し DD 旨 症 ER 


と E 0 0 0 H 番 地 の 内 容 を 比較 する 方 法 を あげ て 


お きま す 。 
LD HL, E000H 
CP (HL) 


比較 結果 は 当然 フラ グ の 変化 た し な っ て 表 わ れ ます 。 






ジャ ンプ 命令 


これ か ら 紹 介する , ZZ80 の 命令 は ,、 ジャ ンプ 命 
令 で す 。 
無 条 件 ジャ ンプ 命令 は , N 一 BA S I C で は , 


GOTO < 行 番号 > 
に あたり ます が , 条件 ジャ ンプ 命令 は , 
IF < 条件 式 >。 THEN < 行 番号 > 
(GOTO) 


に あたり , 両者 共に 大 変 重要 な 命令 で す 。 
また だ た, ジャ ンプ 命令 に は , ジャ ンプ 先 の アド レン 
ス を , 絶対 的 む な ア ドレ ス で 指定 する 絶対 ジャ ンプ 
命令 と , 相対 的 に 指定 する 相対 ジャ ンプ 命令 が 有 
り ま す が , 本 章 で は , 絶対 ジャ ンプ 命令 を 中 心 に 
説明 を 行い , 相対 ジャ ンプ 命令 を アセ モン ブル す る 
場合 の アド レス 計算 に つい て は , 次 の 章 に 説明 を 
延ばし だ いと 思い ます 。 
絶対 ジャ ンプ 命令 の ニー モニ ッ ク は , 
JP (JumP) 
の 後に . オペ ラン ド を 置き ます が , 相対 ジャ ンプ 
命令 で は , 
JR (Jump Relative) 
と な り ま す の で , 覚え て お いて くだ さい 。 


@⑥ 無 条件 に ジャ ンプ を 行う 無 条 件 ジャ ンプ 命令 


無 条件 ジャ ンプ 命令 と は , 普通 の ジャ ンプ 命令 
の こと で ,、 今 まで に も ブログ ラッ ム 例 の 最後 で , 
す P 5C66H 
と し て 使っ て きま し た 。 
この 例 で は , 5C6 6H 番 地 , つま り 0PC 一 8 
00 1 の ROM 内 に 有る , マシ ン 語 モニ タ の 開始 
アド レス に ジャ ンプ きせ て いま す が , 
す 也 0081H 
を 行え ば , N 一 BAS IC に も どす 事 が で きま す 。 
と ころ で , 皆さん は ジャ ンプ 命令 を 実行 する 場 
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合 に CPU が どの 様 な 動作 を 行う か 想像 が つき ま 
すか ? 何 か 複 雑 な 作業 を 行っ て いる か の 様 に 思 
ぇ ます が 実に 簡単 , プロ グラ ム ・ カ ウン タ (PC) 
に , ジャ ンプ グ 先 の アド レス を 代入 し て いる だ け な 
の で す 。 

で すか ら , マシ ン 語 の ジャ ンプ 命令 は BAS 
IC な どの GOTO 文 と 異な り , いく ら 多 用 し て 
も 実行 速度 に は ほとん ど 影 響 を 与え を ませ ん 。 プロ 
グラ ム が 見 づら く な る 事 き ぇ 気 に し な けれ ば , 安 
心して ジャ ンプ 命令 を 使用 する 事 が で きま す 。 

マシ ン 語 に アセ ンプ ブル する 場合 に は , 3 バイ ト 
命令 た な り 。 1 バイト 目 は C 3 で , 2 バイ ト 目 , 
3 バイ ト 目 に は , ジャ ング 先 の アド レス を 上 位 , 
下位 8 ビッ ト ご と に 分 け て 割り あて ます 。 先程 の , 

5C66H 
で あれ ば 
C3・66・5C 

と 。 ゲ モジ グル し で 《 だ き ゆ 。 

また , 無 条 件 ジャ ンプ 命令 は , 相対 ジャ ンプ 命 
令 を 用 いる 事 も で きま す 。 


⑥ ゼ ロ ・ フ ラグ ( Z) が 0 の 時 に ジャ ンプ する 命令 


ジャ ンプ 命令 の 中 で は , 最も 多く 用 いら れる 命 
令 で し ょ う 。 一 定 回 数 の くり 返し (ルー プ ) 処理 
を 行う 場合 に は ほとん どの 場合 に . この ジャ ンプ 
命令 を 用 いる 事 に な り ま す 。 

と ころ で 読者 の 皆さん は , ルー プ 処 理 に つい て 
御存知 で し ょ うか ? マイ コン 用 語 を 見 な れ て い 
る 方 や 、BASIC な どの 言語 に よる プロ グラ ミ 
ング の 経験 が ある 方 は 別 と し て 一 般 に は あま り 使 
われ な い 言 葉 で は な いで し ょ うか ? 

第 5 章 で は , ロー ド 命 令 ど け を 使っ て , 直接 ビ 
デオ ・ ラ ム に キャ ラク タ ・ コ ー ド を 送り 込み , 短 
い メ ッ セ ー ジ を , CR 画面 上 に 表示 る させ て み ま 
し た が , も し ゲー ム の 説明 な ど で , 1000 一 2 
0 0 0 文字 程度 の メッ セー ジ を 何 種 類 も 表示 し な 
けれ ば な ら な い 場 合 に は , どう すれ ば 良い で し ょ 
う が か? 

第 5 章 と 同じ 様 な 方 式 で , 全て の 文字 を アド レ 
ス を 指定 し な が ら 6, V 一 RAM に 送っ て いた の で 
は , 長大 な メッ セー ジ を 表示 する プロ グラ ム を 組 
むために , 3 2K バ イト の RAM 空 間 も , ブロ グ 


ーー デー280 の イン スト ラク ショ ン ・ モ キット 1 中 


ラマ の 気力 も 尽き て し まう 事 は 確実 で す 。 

そこ で , 同じ ょ うな 単純 作業 を , 数 回 くり 返 す 
た だ ため に , ブロ グラ ム の 流れ を 輪 の 様 に する 事 が 必 
要 と な り ま す が , こ れ を ルー プ 処 理 と 言い ます (第 
47 図 )。 

し か ち も 。, 永 久 的 に 同じ 作業 を くり 返す こと は , ま 
ず あ り ま せん か ら , 一 定 回 数 だ け く り 返 し た 後 は , 
輪 の 中 か ら ぬ け 出 す 必 要 が あり ます (第 48 図 )。 

この , 一 定 回 数 行う くり 返し 処理 を , 条件 ジャ 
ンプ 命令 を 用 いて 表わし て み ま し ょ う 。 合 わせ て , 
N 一 BA S IC の プロ グラ ム も 掲載 し て お きま す 
の で , 両者 を 比較 し て みて くだ さる い ( 第 49 図 )。 

この 例 で は , くり 返し (ルー プ ') 回 数 を 5 回 に 
し て あり , 又 、 回 数 を 数 える た め の カ ウン タ と し 
て , A レ ジス タ を 用 いて いま す 。 

A レ ジス タ の 初期 値 は ほ 5 で す が , 

DEC A 
を 行う た びに 1 ずつ 減少 し て 行き 、 5 回 め に は , 
0 に な る た め に , ゼロ ・ フ ラグ (Z) が 1 に セッ 
ト き れ て , LO0P の 部 分 に , ジャ ンプ し な く な 
り ま す 。 

ここ で 使わ れ て いる 。, 

す N 女 。 00E 
と いう 命令 が 。 ゼロ ・ フ ラグ (Z) が 0 の 時 に ジ 
ャ ンプ を 行う 条件 ジャ ンプ 命令 で NZ は , No 


(第 47 図 〉 無 条件 ジャ ンプ に よる ルー プ 処 理 





t Zero の 略 で す 。 

LOOP と 言う の は , 第 1 章 で 述べ た , ラベ ル 
(LABEL) と 呼ば れ て いる も の で , 実際 に プ 
ログ ラム を 実行 きせ る 場合 に は , アド レス が 入る 
の で す が ,。 コー ディ ング する (ブロ グラ ム を 書く ) 
段階 で ご は, 分かり 易い よう に , 英文 字 と 数 字 な ど 
の 組み 合わ せ を 書い て むく も の で す 。 

また , この 命令 $JP を JR に か えて 相対 ジャ 
ンプ 命令 を 使用 す る 事 が で きま す 。 


⑥ ゼ ロ ・ フ ラグ (Z) が 1 の 時 に ジャ ンプ する 命令 


ゼロ ・ フ ラグ (Z) の 内 容 が 1 に セッ ト る れ て 
いる 場合 に 。 ジャ ンプ を 行う 命令 で す 。 ニ ー モ ニ 
ッ ク で は 。 

JP Z, ADR 
の 様 に な り , ADR の 部 分 は , 実際 に は ジャ ンプ 
先 の アド レス を 入れ ます 。 

先程 行っ た , 第 49 図 の 5 回 の くり 返し (ルー プ ) 
作業 を 今度 は , 今 説明 し て いる 命令 を 用 いて 表 わ 
し て み ま す の で , 両者 を 比較 し て くだ さい (第 50 
図 )。 

また , この 命令 は , 相 対 ジ ャ ンプ 命令 を 使用 する 
事 が で きま す 。 


(第 48 図 条件 ジャ ンプ に よる 
一 定 回 数 の ルー プ 処 理 
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呈 第 12 童 ジャ ンプ 命令 








《 第 49 図 ) 5 回 の くり 返し 作業 (NZ を 使用 ) 

















LD A, 05H 上 入 | 叩 大 准 詞 爺 
2 0 
隊 忠 旭 40 AA 一 1:1|1F A= テ 0O THEN Z=1 ELSE Z=0 
JP NZ, LOOP 50 IF Z=0 THEN 20 
JP 5C56H 60 END 
の 0 っ ュー 2 一 3 ーー 4 一 5 
ee と , 増加 し て 行き 、 5 に な っ た 時 点 の 
了 CP 0O5sH 


キャ リー・ ラ ラグ (CGCY) が 0 に リ 
て いる 場合 に ジャ ンプ を 行う 命令 で 
JP NC, ADR 


と 書き ます 。NC は , Not Car 


ADR は , 何 度 も 述べ た 様 に 、 ラ ベル で す 。 
5 回 の くり 返し (ルー プ )) 作 


この 命令 に よる , 


で キャ リー・ フ ラグ (CY) が 0 に リモ ッ ト き さき 
れ て ルー プ か ら ぬ け 出 す 点 に 着目 し て くだ きい 。 
キャ リー・ フ ラグ (CY) は この よう に 。 桁 下 } 
が 生じ て いる 場合 に は , 1 に モッ ト る され て いま す 
が ,。 そう で な い 場 合 に は , 0 に リセ モット され ます 。 

また , この 命令 は , 相対 ジャ ンプ 命令 を 使用 す 


セッ ト さ きれ 


r y の 略 で . 





業 を 示し ます (第 51 図 。 る 事 が で きま す 。 
て イー フ す の 凍 の キャ リー・ フ ラグ (CY) が 1 の 時 に 


断 を 行っ て いた 場合 に は , A レ ジス タ の 内 容 が , 
5 4 き 2 1 0 
と 変化 し て いた の に 対し て , キャ リー フラ グ (C 
Y) を 用 いた 場合 に は , 


ジャ ンプ する 命令 


キャ リー・ フ ラグ (CY) が 1 に モッ ト さ れ て 
- い る 場合 に ジャ ンプ する 命令 で , 


ー ャ ー* ー* ー* ーー 


《 第 50 図 ) 5 回 の くり 返し 作業 (Z を 使用 ) 

















四 LD  A,05H 10 LET A=5 
2 0 
LOOP: 
3 0 
DEC A 40 A= ニ A 一 1:|F A= ニ 0O THEN Z=1 ELSE Z=0 
JP  Z,. 5C66H 50 IF Z=1 THEN END 
JP LOOP 60 GOTO 20 
《 第 51 図 ) 5 回 の くり 返し 作業 (NC を 使用 ) 
LD  A.00H 1 0gtMEsT。 A= ニ 0 
20+ 
LOOP: 
3 0 
INC A 40 A=A+1 
CP 05H 50 IF A-5 く 0 THEN CY=1 ELSE CY=0 
JP  NC. 5C66H 60 IF CY=0O THEN END 
JP LOOP Z0 GOTO 20 
呆 二 











Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モット 1 em 


《 第 52 図 〉 5 回 の くり 返し 作業 (C を 使用 ) 





10 LET A=O 


LOOP : 司 





INC A 40 A=A 十 1 


JP 6.。 0 の OP 6 | 下 次 \ ぼ 1 
JP 5C66H 70 END 








CP 05H 50 」F A 二 5 く 0 THEN CY=1 ELSE CY=0 
THEN 20 








JP C, ADR 
な ど と 書き ます 。 
同様 に , 5 回 の くり 返し (ルー プ ) 作業 を 行う 
た め の プ ログラム を あげ て お きま すか ら , 他 の も 
WM くだ きい (第 52 図 )。 

の 命令 まで は 全て 相対 ジャ ンプ を 使用 で き 


⑥ サ イン ・ フ ラグ (S) が 0 の 時 に 
ジャ ンプ する 命令 


サイ ン ・ フ ラグ (S) の 内 容 が 0 の 時 , つま り 
直前 に 行っ た 演算 (フラ グ を 変化 させ る ) 命令 の 
実行 結果 が 正 (プラ ス ) に な っ た 場合 に ジャ ンプ 
する 命令 だ と 思っ て 良い で し ょ う 。 

ニー モニ ッ ク は , Plus の P を 取っ て , 

JP P, ADR 

と 。 な の ます 。 

この 命令 は , キャ リー・ フ ラグ (CY) に よる 
条件 ジャ ンプ 命令 で 代用 で きる 事 が 比較 的 多い の 
で , 相対 ジャ ンプ 命令 は 用 意 き れ て いま せん 。 


⑥ サ イン ・ フ ラグ (S) が 1 の 時 に 
ジャ ンプ する 命令 


サイ ン ・ フ ラグ (S) の 内 容 が 1 の 時 , つ まり 
直前 に 行っ た 演算 (フラ グ を 変化 させ る ) 命令 の 
実行 結果 が 負 (マイ ナス ) に な っ た 場合 に ジャ ン 
プ す る 命令 だ と 思っ て 良い で し ょ う 。 
ニー モニ ッ ク は , Minus の M を 取っ て , 
JP M, ADR 
も 。 まめ まま 。 


パリ ティ / オ ー バ ー フ ロー・ フ ラグ 
(P/V) が 0 の 時 に ジャ ンプ する 命令 


2 パリ ティ オー バー フロ ー・ フ ラグ (PV) が 


0 の 時 に ジャ ンプ する 命令 で 、 それ が パリ ティ 奇 
数 か が 。 オー バー フロ ー に よる も の な の か は , 直前 
に 行っ た 演算 命令 の 種類 に よっ て 決定 され ます 。 
ニー モニ ッ ク は , Parity Odd( パ リティ 奇数 ) の 
略 で 
JP PO, ADR 
と , な り ま す が , ほ と ん ど 使 われ な い 命令 で し ょ う 。 


⑥ パ リティ / オ ー バ ー フ ロー・ フ ラグ 
(P/V ) が 1 の 時 に ジャ ンプ する 命令 


パリ ティ オー バー フロ ー・ フ ラグ (PV) 
が 1 の 時 に ジャ ンプ する 命令 で . それ が , パリ テ 
ィ 偶数 か 。 オー バー フ ロー し な い 事 に よる も の な 
の か は , 直前 に 行っ た 演算 命令 の 種類 に よっ て 決 
定 さ れ ま す 。 

ニー モニ ッ ク は , Parity Even( パ リティ 偶数 ) 
の 略 で 

JP PE, ADR 
と , な り ま す が , ほ と ん ど 使 われ な い 命 令 で し ょ う 。 
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令 の 


利用 価値 


Z 一 80CPU に は , 8080CPU の ころ か 
ら 用 いら れ て きた 絶対 ジャ ンプ 命令 が 数 多く 用 意 
され て いま す 。 それ ら の 命令 は , マシ ン 語 命令 の 
3 バイ ト て 成り 立ち 。 2 バイ ト 目 と 3 バイ ト 目 で 
ジャ ンプ 先 ア ドレ ス を 指定 する の で すか ら , 使い 
方 も 大 へ ん 簡単 で 解り 易い 命令 た 言え を ましょ う 。 

と ころ が , 使い 易 さ の 反面 。 絶対 ジャ ンプ 命令 
な ら で は の 欠点 も 存在 する の で す 。 

信 ,。 あ る 番地 か ら に 割り 当て られ て いる , マシ 
ン 語 の プロ グラ ム が 用 意 き る きれ て いる と し ます 。 こ 
の プロ グラ ム を 別 の アド レス 用 に 変換 する 事 を 、 
「 リ ロケ ー ト 」 と 言い ます が , こ の, リロ ケー ト を 
行わ な が けれ ば な ら な い 機 会 は 比較 的 多い の で す 。 

例え を ば, Di sk 一 BAS 1IC を 用 いて いる た 
め に メモ リ の 上 方 が 使 を な い 場 合 , 同時 に 使い た 
い プ ログ ラム と アド レス が 重なっ て いる 場合 や 他 
機種 用 の プロ グラ ム を 別 の 機種 に 移植 する 場合 な 
ど , リロ ケー ト す る 機会 を 上 げ れ ば , きり が 無い 
(2 

簡単 な ゲロ グラ ム で あれ ば , リロ ケー ト を 行う 
た め の プ ログ ラム 。 リロ ケー タ を 用 いる 事 に よっ 
て 比較 的 楽に リロ ケー ト を 行う 事 が で きま す が , 
これ を 手 作 業 で 行う の は 大 へ ん で す 。 

そこで, どこ の アド レス に 置い て も 実行 する 事 
の で きる , リロ ケー タブ ル な プロ グラ ム を 組め れ 


ロ D 
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ば 良い の で す が , その 時 の 障害 に な っ て いる の が , 
絶対 ジャ ンプ 命令 な の で す 。 

御存知 の 様 に 絶対 ジャ ンプ 命令 は , 

「x xx 番地 に ジャ ンプ する 」 
と いう 様 に .。 ジャ ング 先 の アド レス を 絶対 的 に 指 
定 し な けれ ば な り ま せん か ら , リロ ケー タプ ブル な 
プロ グラ ム を 組む に は , 絶対 ジャ ンプ 命令 を 用 い 
る 事 は で きま せん 。 

と ころ が 。 よ ほど 短い テス ト ・ プ ブロ グラ ム な ど 
を 除い て , ジャ ンプ 命令 を 使わ な い 事 は , 有り 得 
ませ ん か ら , 

「x x 番 地 前 に ジャ ンプ する 」 

「x x 番 地 後に ジャ ング する 」 
の 様 に 、 ジャ ンプ 先 の アド レス を 相対 的 に 指定 す 
る 必要 が あり , 相対 ジャ ンプ 命令 を 使用 する 価値 
が 有る の で す 。 

また , 相対 ジャ ンプ 命令 は 全て 2 バイト の 命令 

EN 

1 バイ ト 目 が 命令 コー ド 

2 バイ ト 目 が ジャ ンプ 先 ア ドレ ス の 指定 用 
と な っ て いま す の で , 常に 3 バイ ト を 使用 する 絶 
計 ジ ャ ンプ 命令 に 比較 し て 者 メモ リ 性 に すぐ で れ て 
いま す 。 

以上 の 様 に , 使い 勝手 で は , 絶対 ジャ ンプ 命令 
の 方 が 良い の で す が ,。 リロ ケー タブ ル な プロ グラ 
ム を 組め る 事 と , 省 メ モリ の だ た め に , 相対 ジャ ン 
プ 命 令 が 使用 きれ る の で す 。 








相対 ジャ ンプ 命令 の 
アド レス 指定 


前 述 し た 様 に 相対 ジャ ンプ 命令 で は , 1 バイ ト 
で ジャ ンプ 先 の アド レス を 指定 し ます 。 

絶対 ジャ ンプ 命令 で は , 2 一 3 バイ ト 目 の 内 容 
が ジャ ンプ 先 の アド レス と し て 直接 , プ ログラム 
・ カ ウン タ (PC) に 入れ られ だ た だめ, ジャ ンプ 
を 行い まし た が , 相対 ジャ ンプ 命令 で は , 2 バイ 
ト 目 の 内 容 が , 符号 付き の 数 値 と し て 、 プロ グラ 
ム ・ カ ウン タ (PC) に 加え られ る 事 に よっ て , 
ジャ ンプ が 実行 きれ る の で す 。 

本 書 の 第 8 章 に も 表 を 掲載 し た よう に , 1 バイ 
ト で は , 一 1 2 8 一 十 1 2 7 まで の 数 値 し か 表 わ 
す 事 が で きま せん か ら , 当然 ジャ ンプ 先 に は 制限 
が あり ます 。 こ の 範囲 を 越え を て ジャ ンプ を 行い た 
い 時 に は , 絶対 ジャ ンプ 命令 を 使用 する か , 途中 
に 中 継 点 を つく っ た プロ グラ ム を 構成 する 事 が 必 
要 で す 。 

さて , 相対 ジャ ンプ を 使う 上 で 一 番 問題 に な る 
の が 2 バイ ト 晶 で 指定 する た め の ジ ャ ンプ 先 ア 
ドレ ス を 計算 する 方 法 で し ょ う 。 

ほとん どの 解説 書 で は , 計算 に よっ て , 求め る 
事 を 勧め ゆ て いる 様 で す が , 私 が 勧め る の は , 1 バ 
イト ずつ 数 えて 行く と いう , 非常 に 原始 的 な 方 法 
索 *9s 


J 較 EoooH 絶 迷 r> ア 
J 還 E oooH 相 近 ジ w> フ * 













JP と JR の 
紅い 

さく 5 時 
(まう 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト 1 琴 
ハン ド ・ ア モン ブル する の は , ほとん ど が 相対 
ジャ ンプ 命令 を , 余り 多く は 使っ て いな い 短 い プ 
ログ ラム で すか ら , 1 バイ ト ギ ずつ 数 えて いっ て も , 
た か が 知れ て いま す 。 最高 で も , 1 2 8 バイ ト 数 
ぇ える だ け で すか ら 。 計算 し て いる 間 に 数 えた 方 が 
早い と 思い ます 。 

その 際 に 注意 し な けれ ば な ら な い の は , 全く 〈《 ジ 
ャ ンプ を 行わ な い 時 に 、 0 0H を 与え る 事 で , 自 
分 自身 の アド レス に ジャ ンプ する に は , FEH と 
な り ま す 。 


相対 ジャ ンプ の 使え る 
ジャ ンプ 命令 


前 章 で 紹介 し た 絶対 ジャ ンプ 命令 の ほとん ど に , 
同じ 用 途 に 用 いる た め の 相 対 ジ ャ ンプ 命令 が 用 意 
され て お り , それ ぞ れ の ニー モニ ッ ク の , 

JP 





を 
JR 
に 変え る 事 で , 相対 ジャ ンプ 命令 で ある 事 を 表 わ 
す 事 が で きま す 。 
例え ば , 絶対 ジャ ンプ 命令 の 


す JP ADDRESS 
は , 

JR ADDRESS 
と な り ま す 。 こ の 

JR 
は , 


Jump Relative 
の 遇 で , 文字 どおり 
相対 ジャ ンプ 
の 事 で す 。 
それ で は ここ で , 相対 ジャ ンプ 命令 を 全て 紹介 
し まし ょ う 。 た だ し 。 ジャ シグ 寺 は 


ADDRESS 
と し , 特殊 な 命令 は 後 で 説明 する た め に 省 い て お 
きま す 。 

JR ADDRESS 

JR Z, ADDRESS 

JR NZ, ADDRESS 

JR C, ADDRESS 
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加 第 13 章 相対 ジャ ング 命令 
JR NC, ADDRESS 
避 世 で す 。 





念 まで 説明 し た ジャ ンプ 命令 と は 少し 変わ っ た 


ジャ ンプ 命令 を , 2 種類 ほど 紹介 し まし ょ う 。 
両者 共 , 特殊 な 命令 で 別 の 命令 を 使っ て ぅ 代 
用 する 事 が で きる の で す が , 知っ て いる と 非常 に 
役立つ 命令 で すか ら ,。 それ ぞ れ に ブロ グラ ム 例 を 
あげ て お きま し た 。 
BAS TIC に は 無い . マシ ン 語 独特 の 感覚 を 持 


っ た 命令 で す 。 


〇 ジャ ンプ 先 の アド レス を 
16 ビ ッ ト の レジ スタ ( 対 ) で 指定 する 命令 


通常 の ジャ ンプ 命令 で は , 命令 の 2 一 3 バイト 
目 で ジャ ンプ グ 先 の アド レス を 指定 する の で す が , 
この 命令 で は レジ スタ ( 対 ) の 値 が ジャ ンプ 先 の 
アド レス を 示し ます 。 
ほとん どの ジャ ンプ 命令 は ,、 ジャ ンプ 先 が 常 に 
- 定 で す が 、 例 えば , BASIC の 
ON-GOT0 一 
の よう に , 演算 結果 や キー 入力 な ど に よっ て ジャ 
ング 先 を 変え て 行く 場合 に は , レジ スタ ( 対 ) の 
値 で アド レス 指定 を 行う 事 が 必要 に な り ま す 。 
アド レス 指定 に は , 
HL レジ スタ 対 
IX レジ スタ 





1 マレ ジス 
を 用 いる 事 が で き , それ ぞ れ の ニー モニ ッ ク は , 
JP (HL) 
旨 肝 (1 XX) 
B 記 (IY) 
EL 書き ます 。 


それ で は , 演算 命令 の 復 召 も か ね て , HL レジ 
スタ 対 の 値 に よる 条件 分 岐 を 行っ て み ま し ょ う 。 
プロ グラ ム 例 で は , HL レジ スタ 対 の 値 に よる 計 
算 型 ジャ ンプ を 行っ て み ま し た 。 

第 53 図 に 、 HL レジ スタ 対 の 値 と ジャ ンプ 先 ア 
ドレ ス の 対応 と , 実際 の プロ グラ ム 例 を 示し ます 。 
HL レジ スタ 対 の 内 容 を 16 倍 (1 0H 倍 ) し 

て E0 0 0H を 加え ぇ た 後に , 
jl 下 (ED 
を 行っ て いる だ け で す が , この 命令 の 最も 基本 的 
な 使い 方 だ け は , わか っ て いた だ ける と 思い ます 。 
この 命令 を 使わ な い 場 合 は 、 同じ 事 を 行う の に , 
プロ グラ ム 自 身 を 書き 変え たり,、 スタ ッ ク を 巧み 
に 利用 し な けれ ば な ら ず 。 大 へ ん 見 づら い プ ログ 
ラム に な る の で す が 。 この 命令 を 使用 する こと に 
よっ て , か な り プ ログ ラミ ング が 楽に な っ て いま 
す 。 
参考 の た め に , スタ ッ ク を 利用 し た 同じ プログ 
ラム を あげ で お きま す 。 ま だ 
RET (サブルーチン ・ リ ター ン ) 
を 説明 し て いな い の で す が 興 味 の あ る 方 は , 
め て みて くだ さい 。 


な が 


〈 第 53 図 ) 計算 型 ジ ャ ンプ 














HL レジ スタ の 内 容 ジャ ンプ 先 プ ドレス 実際 の プロ グラ ム 例 RE 命令 を 使用 し た プロ グラ ム 例 
0000H E000H ADD HL, HL ADD HL。 HL 
0001H E010H ADD HL. HL ADD HL、 HL 
0002H E020H ADD.。 HL, HL ADD 軸 向 。 闘 到 
0003H E030H ADD HL,. HL ADD HL, HL 
0004H E040H LD DE, E000H LD DE, E000H 
0005H E050H ADD HL, DE ADD HL, DE 

) ! JP (HL) PUSH HL 
RET 














82 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト 1m 


〈 第 54 図 ) 5 回 の ルー プ 処 理 (DJNZ 命 令 に つい て ) 








「 
5 回 の シー プ 処 理 (DJNZ 命 令 使用 ) | 5 回 の ルー プ 処 理 (DJNZ 命 信 不 使用 


| 
LD B, 05H | LD B. 05H 


LOOP: | OOP ミ 
処 理 | | 処 理 
| B 
| 














DJNZ LOOP DEC 
JR NZ, LOOP 
〇 B レ ジス タ か ら 1 を 減じ ゼロ ・ フ ラグ (Z) が 
0 の 時 に 相対 ジャ ンプ を 行う 命令 BAS1IC ケン ぁゃ ん ム 
ルー プ 処 理 を 効率 良く 行う た め に . 
が 世 C B 
と , 
JR NZ, ADDRESS 


を 組み 合わ せ た , 非常 に ゅ ずら し い 命 令 で , この 
タイ プ の 命令 が 用 意 き れ て いる の は , 8 ビッ ト で 
は Z 8 0 で らい で し ょ う 。 

ニー モニ ッ ク は 。, 

DJNZ ADDRESS 
と た となり,。 これ は 。 

Decrement and Jump on Not Zero 
の 遇 で し ょ う 。 

な お , この 命令 の ディ クリ メン ト の 対象 と な る 
の は B レ ジス タ の み で , 又 , ジャ ンプ グ 先 の アド レン 
ス は 通常 の 相対 ジャ ンプ 命令 と 同じ 様 に 。 2 バイ 
ト 目 で 指定 を 行い ます 。1 バ イト 目 は , 1 0H で す 。 

参考 の た め , 第 54 図 に 5 回 の ルー プ 処 理 を 行 
う 例 も あげ て お きま す 。 


まとめ 


本 章 で は , 相対 ジャ ンプ 命令 を 中 心 に 説明 し ま 
し た が 実際 に 初心 者 の 方 が ジャ ンプ 命令 を 使用 
する 場合 に は , 前 章 に て 紹介 し た 普通 の 絶対 ジャ 
ンプ 命令 で 十分 びと 思い ます 。 か な り 簡 潔 に 説明 
し た だめ , 多少 わか り に く 《 く か っ た か も 知れ ませ ん 
が , 本 書 を 読み 終え た 時 点 で も う 一 度 読 み 直 し て 
くだ され ば 良い と 思い ます 。 








前 章 ま で に ジャ ンプ 命令 を 説明 し 終え て 一 応 の 

区 切り が つい た 所 で , 本 章 で は , 
プロ グラ ム 例 特集 

と いう 事 で , 第 2 ブロッ ク の まとめ を 行い , 各 命 
令 紹 介 の つづ き は 第 3 プロ ッ ク で 行い ます 。 
プロ グラ ム 例 は , 

EXAMPLE 0-ーEXAMPLE 5 
の 6 本 を 紹介 し ます が , EXAMPLE 0 か ら 
少し ずつ 発展 る きせ て , 最も 複 術 な ちの が , EXA 
MPLE 5 と な っ て いま す 。 最 も 複雑 含ま で 説 
明 し 終え だ 数 少な い 命令 の み で 組ん で あり ます か 


ら , 容易 に 理解 で きる プロ グラ ム ば か り で し ょ う 。 


また だ た, 各 プ ログラム に は 簡単 に で す が 説 明 を 加 
えて お きま し だ た ので, プロ グラ ム ・ リ スト と 共に 
御 一 読 く だ きい 。 き っ と アセ ンプ ブラ ・ プ ログ ラミ 
ング の 容易 さ に 気付 き , 御 自分 の プロ グラ ム を 組 
ん で みた てく な る 事 で し ょ う 。 

命令 各々 の 意味 が わか っ て も ,。 アル ゴリ ズム が 
組み 立て られ な く て は 意味 が 有り ませ ん 。 

早速 」。6 本 の プロ グラ ム を 順に 見 て 行き まし ょ う 。 


EXAMPLE 0 


簡単 な も の で , 今 ま で に も 何 度 か 登場 し て 来 ま 


し た し , 非常 に 短い プログ ラム で す が 。 ここ で は 。 


アモ セン ブラ で 打ち 出し た アモ ンプ ブル ・ リ スト の 見 
方 を 練習 する 意味 で もう 一 度 説明 し て お きま し 
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リス ト 中 で , モミ コロ ン 「: 」 が 付い て いる 後 
は , 全て , コメ ント で , 実際 の プロ グラ ム と は 
切 関係 か り ま せん 。BASIC の REM 文 か 「'」 
だ と 思え を ば 良い わけ で す 。 中 に は リス ト を 見 易く 
する だ ため に , セミ コロ ン 「: 」 だ け の 行 も あり ま 
す 。 

また だ た, 各々 の プロ グラ ム の 最初 に 必ず 置い て あ 
る 「ORG」 に よっ て , プロ グラ ム を , どの アド レン 
ス か ら に アセ モン ブル する か を 決定 し ます 。 

例え ば , 

ORG 0A000H 
と 書い て 有 れ ば , オブ ジェ クト ・ ブ ログ ラム は , 
A0 0 0H 番 地 か ら , 生成 され る わけ で す 。 
アセ ンプ ブラ で は , ジャ ンプ グ 先 の アド レス に ラベ 
ル を 付け られ る か わり に , 16 進 数 の 頭 が 英文 字 で 
始ま る 場合 に は , 全て ,「0」 を 付け て , ラベ ル で 
な い 事 を 宣言 し な けれ ば な り ま せん 。 だ か ら 先 の 

「A000H」 も 「0A000H」 と , 余分 な 「0」 
を 付け て ある の で す 。 

まだ た だ, アポストロフィー「' 」 で , キャ ラク タ を 
囲 え ば, アモ ン ブ ル す る 際 に , 自動 的 に を その キャ 
ラク タ の キャ ラク タ ・ コ ー ド に 変換 きれ ます 。 例 
えば , 

LD A, 傘 


LD A, 0ECH 
と は 、 同じ 事 で , 両者 と も ,、 A レ ジス タ に , EC 


oo 80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ キッ ト 1 em 


《EXAMPLE 0〉 


























: 床 末 訂 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 玉 来 
: ※ ま ネネ EXAMPLE 0 *※ ネ ネネ 
: ポポ ネネ 玉 氷 玉 六 玉 玉 来 玉 玉 素 来 
ORG 0A000H 
A000 3EEC LD A、 人 の : 100 A=ASC(' 念 ”) 
A002 2100F3 LD HL. OF300H : 110 HL=&HF300 
A005 77 LD (HL) .A : 120 POKE HL,A 
A006 C3665C JP 5C66H : 130 END 
《EXAMPLE 1)〉 
: 素 玉 米 米 米 玉 玉 玉 米 米 米 玉 米 洲 米 六 米 
: ※※ 床 EXAMPLE 1]1 * ネ ※ ネ キネ 
) 素 素 素 素 素 玉 球 玉 玉 素 玉 素 玉 玉 素 玉 来 
ORG 0A000H 
A000 3EEC LD AA, : 100 A=ASC (人 ) 
A002 2100F3 LD HL、0F300H : 110 HL=&SHF300 
A005 0650 LD B,80 : 120 B=80 
A007 77 り 遇 LD (HL) 、A : 130 POKE HL.A 
A008 23 INC HL : 140 HL=HL 十 1 
A009 05 DEC B : 150 B=B1 :Z ニ = (B=0) 
A00A C207A0 Pl コ NZ,.L1 : 160 IF NOT Z THEN 130 
A00D C3665C JP SC66H j: 170 END 
H を 入れ る 事 を 意味 し ます 。 ア セン プラ に よっ て 以上 . アモ ンプ ブル ・ リ スト に つい て 簡単 に 説明 
は , アポ スト ロフ ィ ー「' 」 の か わり に 。 ダ ブル し まし た が , とにかく 良い じい アモン ブラ を 使っ て み 
・ ク ォ ー テ ーション ・ マ ー ク 「”」 を 用 いて 。 る 事 で す 。 も っ と も マシ ン 語 より 使い 方 の 解り 


1 開 り A, 


"人 @" 


と , 表現 する も の も あり ます 。 


他 に , 
も の と し て は , 
は 使用 を きけ まし た 。 

きら に, 


アセ ンプ ブラ 特有 の 表現 で 利用 頻度 の 高い 
「EQU」 が 有り ます が , ここ で 


プロ グラ ム 全 て に コメ シト と し て , 同 


じ 事 を N 一 BASIC で 行う 際 の プロ グラ ム ・ リ 
スト を 入れ て お きま し た 。 最 近 こ の 方 法 が 流行 し 
て いる よう で す が , マシ ン 語 の レジ スタ と BAS 
I C の 変数 の 違い を し っ か り 理 解 し た 上 で 比較 す 
る の で あれ ば , た い へ ん 解り 易い 方 法 と 言え まし 
ょ う 。 実際 に コメ ント 中 の プロ グラ ム ・ リ スト を 。 
N 一 BASIC か ら 打 ち 込 め ば , 全て 、 マ シン 語 
と 同じ 動作 を 行い ます 。 も ちろ ん 実行 速度 は , マ 
シン 語 と は 問題 に 無 ら な いで らい 違い ます か ら 
BASIC の プロ グラ ム で ゆっ くり 0 実行 きせ 。 マ 
シン 語 の 方 が 正常 に 動い て いる か を 確認 する 事 も 
で 光 ま す 。 


に くい アモ ンプ ブラ も 多い で すか ら ,。 アセ ンプ ブラ 購 
入 時 の 選択 に は 十分 に 気 を つけ て くだ きい 。 
さて,、 EXAMPLE 0 で す が 、 別に 説明 する 
程 の プロ グラ ム で は 無い で し ょ う 。 結果 と し て は 
F 3 0 0H 番 地 に ECH を 入れ る た め , CRT 画 
面 の 左上 端 に 「 倫 」 が 表示 され る は ず で す 。 


EXAMPLE 1 


画面 の 最上 段 1 列 に , 80 個 の 「 倫 」 を 表示 する 
プロ グラ ム で , ルー プ 処 理 の 最も 簡単 な 例 で は な 
も よう が 7 この デ ロ グ ラム で も 。 ゼ デオ * 

ラム (VーRAM) に 直接 , キャ ラク タ ・ コ ー ド 
を 入れ て いま すか ら , 40 字 モー ド の 時 に は , 1 個 
お き に 40 個 の 「 氏 」 が 表示 され る こと に な り ま す 。 
アド レス 指定 に は HL レジ スタ 対 を , ルー プ 回 
数 の カウ ンタ に は B レ ジス タ を 使っ て いる た め 。 
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叶 第 14 章 5 本 の プロ グラ ムッ 例 
《 第 55 図 )〉 EXAMPLE 0 フロ ー チ ャ ー ト 








H レ ジス タ 対 の 値 は , イン クリ メン ト 命 令 に よっ て , 
F300H つ FE301H つ …F34FH 
と 増加 し , 逆 に B レ ジス タ の 値 は ディ クリ メン ト 
命令 で 
な 0 りー 7 か 7 あー っ 1 っ 0 
と , 減少 し て 行き ,、 B レ ジス タ の 値 が 0 に な っ た 
時 点 で ルー プ 中 か ら ぬ け 出 て , PC 一 8001 の マ 
シン 語 モ ニタ へ ジャ ンプ する よう に な っ て いま す 。 
この , B レ ジス タ の ディ クリ メン ト と ジャ ンプ 
命令 を 合わ せ て 「DJNZ」1 命 令 で 代用 する 事 
も 出来 ます が , ここ で は 解り 易い よう に 全て 絶対 
ジャ ンプ 命令 を 使い まし た 。 





EXAMPLE 2 


この プ ブログ ラム も 5 も, EXAMPLE 1 と 同じ 
様 に ルー プ 処 理 の 使用 例 で す が , 横 で は な く , 画 
面 の 最 左 列 に 縦 に 25 個 の 「 倫 」 を 表示 する た め の 
も の で す 。 

プロ グラ ム の 構成 自体 は , 前 の も の と ほとん ど 
変わ っ て いな い の で す が , ルー プ 回 数 の カウ ント 
に は C レ ジス タ を 用 いま し た 。 

また , 横 に 並べ る 場合 に は メモ リ 指 定 に 使っ て 
いる HL レジ スタ 対 の 値 も 。 イン クリ メン ト 命 令 
に よっ て 1 ずつ 増し て 行け ば 良かっ だ た の で す が , 
縦 の 場合 に は 画面 80 文 字 分 に アデ アトリビュート ・ エ 
リア 40 バ イト 分 を 加え た 120 バイ ト 分 HL レジ ス 
タ に 加え て 行か が な けれ ば な り ま せん 。 

を そこで, DE レジ スタ 対 に あら か じ め 120 を 入 
れ て お いて , 1 ルー プ ご と に , 16 ビ ッ ト 加 算命 令 
を 用 いて , HL レジ スタ 対 に DE レジ スタ 対 の 値 
を 加え て いる の が , 

ADD HL, DE 
で す 。 ル ー プ 処理 か ら は , C レ ジス タ が 0 に な っ 
た だ 25 回目 に ね け 出 て いま す 。 


《EXAMPLE 2)〉 





1 北 玉 素 玉 玉 玉 米 洲 米 玉 玉 水玉 玉 玉 玉 玉 

) ま 玉 ま 床 EXAMPLE 2 *※*※ ネ 

米 玉 米 玉 玉 米 米 米 玉 素 米 来 玉 米 米 素 玉 

ORG 0A000H 

A000 3EEC LD A、 名 : 100 A=ASC ( 借 ) 
A002 2100F3 LD HL・-0F300H : 110 HL=&HF300 
A005 117800 LD DE・120 j 120 DE=120 
A008 0OE19 LD Ci25 j: 130 C=25 
A00A 77 2 に 2 LD (HL) 、A j: 140 POKE HL・A 
A00B 19 ADD HL・:DE : 150 HL=HLT+DE 
A00C 0D DE で : 160 C=Cー1 :Zー (C=0) 
A00D C20AA0 JP NZ・L2 : 170 IF NOT Z THEN 140 
A010 C3665C り 5C6 6H : 180 END 
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ーー 280 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト 1 鞭 


〈 第 56 図 ) EXAMPLE 1 フロ ー チ ャ ー ト 〈 第 57 図 ) EXAMPLE 2 フロ ー チ ャ ー ト 


EXAMPLE 1 EXAMPLE 2 


Areg. 
















HLpair 


HLpair-F300H 


DEpair 一 120 


1 
J 


Creg. 


6 1 
g 

| 
5 


(HLpair) 一 Areg. 
HLpair< 一 HLpair 十 1 
Breg. 一 Breg. 一 1 


(HLpair) 一 Areg. 


HLpair 一 HLpair 十 DEpair 


Creg. 一 Creg. 一 1 














Creg.:0 7 還 
《EXAMPLE 3)》 
米 米 玉 涼 玉 玉 玉 玉 素 玉 玉 玉 米 涼 涼 玉 素 
:) ※※ 玉 EXAMPLE 3 ネ *※ ネ 
: 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 末 玉 玉 米 米 米 玉 玉 
ORG 0A000H 
A000 3EEC ED A・ 人 の : 100 A=ASC ( 供 ) 
A002 2100F3 LD HL・0F300H : 110 HL=&HF300 
A005 112800 ED DE・40 : 120 DE=40 
A008 0OE19 LD Cx 2 5 ji 130 C=25 
A00A 0650 L3: LD B・80 : 140 B=80 
A00C 77 4 : LD (HL) ・A : 150 POKE HL・A 
A00D 23 INC HL : 160 HL=HL+1 
A00E 05 DEC B : 170 BーBー1:Zー (B=0) 
A00F C20CA0 JP NZ:L4 : 180 IF NOT Z THEN 150 
A012 19 ADD HL・DE : 190 HL=HL+DE 
A013 0D DEC C : 200 C=Cー1 :Zー (C=0) 
A014 C20AA0 如 昌 NZ・L3 j 210 IF NOT Z THEN 140 
A017 C3665C JP 5C66H j: 220 END 
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吐 第 14 章 5 本 の プロ グラ ッ 例 
第 58 図 >) EXAMPLE 3 フロ ー チ ャ ー ト 





Areg. 一 若 


ーF300H 


( DEpair ご 40 


Oreg. 


/ Breg. 


(HLpair) ーAreg. 


HLpair HLpair 十 1 


1 


HHMMI 
財 」 赤 「 園 「 人 


eg. 一 1 








Breg:0? 
HLpair ご HLpar +DEpar 
Creg. て Creg. 一 1 
A Creg:07 5 
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EXAMPLE 3 


EXAMPLE 1 と 2 で は どちら も 1 回 ずつ 
の ルー プ 処 理 を 行っ て いま し た が , 両者 を 組み 合 
わせ た も の が ,EXAMPLE 3 と な っ て いま す 。 

フロ ー チ ャ ー ト を 見 て いた だ いて も わか る よう 
に ルー プ ' が 2 重 に な っ て いま す が 。 これ を ルー 
プ の ネス ティ ング と 言い , 場合 に よっ て は 3 重 4 
重 以上 の ネス ティ ング を 行う 事 も あり ます 。 

プロ グラ ム を 実行 する と, 一瞬 で CRT 画 面 中 
が , 「 鍛 」 で 埋まり ます が , 実際 に は , 最上 披 の 
左端 か ら 右端 へ 80 個 の 「 鍛 」 を 入れ て 行き ,、 それ 
を 最 下段 まで の 25 行 分 くり 返 す 事 に よっ て 画面 中 
を 埋 ゆ て いま す 。 コメ ント と し て 入っ て いる 。 N 
ーBASIC の プロ グラ ム を 実行 すれ ば , 画面 が 
埋め ゆら れ て 行く 状態 が の っ くり と シミ ュ レ ー ト き 
れ て 良く わか る と 思い ます 。 

1 行 分 80 個 の 表示 を 終え た 時 点 で 、 メモ リ 指 定 
用 の HL レジ スタ 対 に 40 を 加え て いま す が 。 これ 
は , 各行 40 バ イト の アト リ ビ ュ ー ト ・ エ リア を ス 
キッ プ す る た めで , PC 一 8 0 0 1 独特 の 手法 で 
す 。 ア トリ ビュ ー ト 方 式 は この 様 な 場合 に は 手間 
が か か り ま すね 。 


EXAMPLE 4 


「 信 」 ば か り を 表示 させ て いて も 面妖 無い の 
で , 今度 は 表示 する キャ ラク タ を 変化 きせ て み ま 
し た 。EXAMPLE 3 まで の プロ グラ ム で も 
全て , A レ ジス タ に 「 倫 」 の キャ ラク タ ・ コ ー ド 
で ある ECH を 入れ て お き , HL レジ スタ 対 の 指 
す ア ドレ ス に A レ ジス タ の 値 を 移す と いう , 2 段 
が まえ で , ビデ オ ・ ラ ム (VーRAM) に キャ ラ 
クタ ・ コ ユー ド を 送り 込ん で いま すか ら , A レ ジス 
タ の 値 を 変化 きせ る 事 に よっ て , 簡単 に , 表示 す 
る キャ ラク タ を 変え る 事 が で きる の で す 。 

A レ ジス タ の 値 は 最小 の ルー プ ご と に , イン ク グ 
リ メ ン ト 命 令 で 1 ずつ 増し て 行き ます 。 こ こ で 注 
意 し な けれ ば な ら な い の が , レジ スタ と 変数 の 違 
いで , レジ スタ の 場合 に は FFH (255) を 越 


(CO) イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト mm 
《EXAMPLE 4〉 


キキ キキ キキ キキ キテ キキ キキ キキ: 
: ※※※ EXAMPLE 4 *※ ま ネネ 
ーi 失 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 米 玉 玉 玉 玉 玉 





ORG 0A000H 


A000 3E00 LD A・0 ij 100 A=0O 











A002 2100F3 LD HL・0F300H : 110 HL=&HF300 
A005 112800 LD DE・40 : 120 DE=40 
A008 0O0E19 LD O 省 銀 5 j 130 C=25 
A00A 0650 同人 計 開い り B・80 : 140 B=80 
AOOIG が 7 5 お 避 LD (HL) ・A j: 150 POKE HL・A 
A00D 3G INC A j: 160 A= ニ (A+1) AND &HFF 
A00E 23 INC HL : 200 HL=HL 十 1 
A00F 05 DEC B : 210 B=B 一 1 :Zー (B=0) 
A010 C20CAO 選 NZ・L6 : 220 IF NOT Z THEN 150 
A013 19 ADD HL・DE j 230 HL=HL+DE 
A014 0D DEC @ j: 240 C=Cー1 :Z= (C=0) 
A015 C20AA0 JP NZ・L5 j 250 IF NOT ZZ THEN 140 
A018 C3665C す P 5C66H j 260 END 

える と 0 に クリ ア さ れ て し まい ます 。 と ころ が , し た だ け で す が , 全く 異な っ た 実行 結果 し な っ て 


BASIC で は 2 5 6 以上 の 数 値 を 扱え を ます か ら , いま すず す 。 
255 を 越え た 時 の なめ に , 常に FFH と 論理 積 スタ ッ ク へ の レジ スタ 退避 な ども 行っ て いま す 
AND を 取っ て , 下位 1 バイ ト 以 外 は 無効 に し な が , フロ ー チ ャ ー ト を 見 な が ら プ ログ ラム ・ リ ス 


けれ ば な り ま せん 。 さ も な いと , 変数 A の 値 が 2 
5 5 を 越え た 直後 の , 

POKE HL, A 
の 部 分 で 

Illegal function call 
の エラ ー が 発生 し て し まい ます 。 こ れ は , メモ リ 
に は 1 バイ ト を 越え る 数 値 を 入れ る 事 が 出来 な い 
か ら で す 。 
以上 の 様 に 。 バイ ト ・ デ ー タ を 扱っ て いる 場合 
に は BAS TIC よ ょ より マシ ン 語 の 方 が 簡単 な 事 も 有 
り 得 る の で す 。 


EXAMPLE 5 


この プロ グラ ム は , 実際 に 実行 きせ た 後 , ぜひ 
御 自 分 で 解析 し て みて くだ さい 。 

た っ た 30 バ イト 程度 の ゲロ グラ ム で , これ だ け 
すばらし い 動 き を 持っ た デモ ンス トレ ーション が 
出来 る の で すか ら , や は り マ シン 語 は 信 大 で す 。 

実際 に は , EXAMPLE 4 を わずか に 改良 


ト を 追っ て 行け ば 理解 で きる と 思い ます 。 

な お , プログ ラム は 無限 ルー プ に 入っ て し まい 
ます の で 止め た い 場 合 に は 、 リ モッ ト を か け て く 
だ きい 。 





フロ ー チ ャ ー ト に つい て 


フロ ー チ ャ ー ト は , 各 プ ログ ラム 相互 の 関係 と 
流れ が わか り 易 い 事 に 重点 も お な いて あり ます 。 
フロ ー チ ャ ー ト 中 で , 矢印 「 一 」 は 代入 する 事 
を 表わし ,「r eg. 」 は 1 バイ ト の レジ スタ に , 
「p air」 は レジ スタ 対 に 付け まし た 。 

また , レジ スタ 対 を カッ コ で は さん だ も の は ニ 
ー モ ニッ ク と 同じ く , その レジ スタ 対 が 指 す メ モ 
リ の アド レス を 表わし ます 。 

少し ずつ 複雑 に な っ て 行く 様子 を 楽し ん で くだ 


きい 


o 
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吉池 14 童 5 本 の ブロ グラ スム 人 生 生 ーー 


〈EXAMPLE 5〉 





| 米 米 玉 玉 玉 米 玉 涼 米 米 米 玉 洲 玉 玉 涼 玉 
: ※※※ EXAMPLE 5 *※* ネ ネ 
: ポポ 涼 涼 涼 ポポ 水玉 玉 玉 玉 玉 

ORG 0A000H 


A000 3E00 LD Ar0 : 100 A=0O 











A002 F5 7 ミ PUSH AF : 110 STACK=A 
A003 2100F3 LD HL・0F300H : 120 HL=&HF300 
A006 112800 LD DE・40 j 130 DE=40 
A009 0OE19 LD C:25 ij 140 C=25 
A00B 0650 L8・: LD B・80 : 150 B=80 
A00D 77 L9: LD (HL) ・A : 155 POKE HLiA 
A00E 3C INC A : 160 A ニ (A+1) AND &HFF 
A00F 23 INC HL : 170 HL=HL 十 1 
A010 05 DEC B : 180 B ニ ニーBー1 :Zー (B=0) 
A011 C20DA0 5 NZ2:L9 j 190 IF NOT Z THEN 155 
A014 19 ADD HL・DE : 195 HL=HL+DE 
A015 0D DEC C j 200 C=Cー1 : Z= (C=0) 
A016 C20BAO JP NZ・L8 ji 210 IF NOT Z THEN 150 
A019 F1 POP AF : 220 A= ニ STACK 
A01A 3C INC A : 230 A= ニ (A+1) AND &HFF 
AO1B C302A0 JP L7 ij 240 GOTO 110 

まとめ 


第 14 章 で は , 6 本 の プロ グラ ム 例 を 紹介 し まし 
だ が 。 いら か が だ っ た で し ょ うか ? 

自分 で ゲロ グラ ム を 組ん で みる 事 が , マイ クロ 
・ コ ンピュータ を 理解 する た め に 一 番 重 要 な の は 
言う まで も あり ませ ん が , その た め に も 他人 の つ 
くっ た プロ グラ ム を 解析 し て , プロ グラ ミン グ の 
定石 を 学び と る 事 が 必要 か と 思い ます 。 

プロ グラ ム 例 に は , それ ほど 詳し い 説 明 も 付け 
ず , 皆さん の 解析 へ の ヒン ト だ け を 簡単 に 加え て 
お いた つも り で すか ら , マシ ン 語 で の プロ グラ ミ 
ング の 定石 を つか ん で , 御 自分 の プロ グラ ミン グ 
に 役立て て くだ さい 。 

次 の 第 15 章 か ら は , 人 まで どおり に, 各 命 令 の 
紹介 に も どり , サブ ルー チン ・ コ ユー ル 命 令 か ら 続 
け て 行き ます 。 





ーー デー280 の イン スト ラク ショ ン ・ モ キット 1 下 
第 59 図 ) EXAMPLE 4 フロ ー チ ャ ー ト 《 第 60 図 ) EXAMPLE 5 フロ ー チ ャ ー ト 


EXAMPLE 4 EXAMPLE 5 


Are, 
Areg. き 





1 
8 3 








Areg. を 退避 
HLpair <-F300H 
DEpair 一 440 
] DEpair 40 
Creg.-25 
Creg. 一 25 
Breg. 一 80 
Breg. 一 80 


| 


HLpair) 一 Areg. 
Ng は (HLpair)<ーAreg. 


Areg.*-Areg. 十 1 Areg.* 一 Areg. 十 1 


由 


HLpair 王 HLpair 填 1 
HLpair HLpair 十 1 








Breg. 一 Breg. 一 1 


Breg. 一 Breg. 一 1 








ら 
9 


Breg.: 


HLpair<-HLpair 十 DEpair 


Creg. 一 Creg. 一 1 


HLpair*-HLpair 土 DEpair 





Oreg. 一 Creg. 一 1 
= に Creg.:0? 





Creg.:0 7 g Areg. を 退避 解除 
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8080 と 6800 


コン ピュ ー タ の 端末 用 に 開発 され た 8008 の 発表 後 , 潜在 
需要 の 大 き さ を 感じ は じ め た 各 半 導体 の メー カー は , より 
汎用 化し 能力 を 強化 し た C P U の 開発 に 着手 し , 1974 年 に 


は イン テル 社 が 8080 (1 8080) を , モト ロー ラ 社 が 6800( M. 


6800) を , フェ ア チ ァ イル ド 社 が F 一 8 を 発表 し た こと に 
より , マイ クロ プロ セッ サ と いう も の が 業界 で 注目 を 受け 
は じ め ま し た 。 yetce 

イン ん の Mi ので カッ た に も 


OR 


ら ず , で れ まで の 再 計 失 か ら 


者 MP 


モト ロー ラ の 6800 は “ハー ド 
クシ ョ ン ・ セ ッ ト が 非常 き 基 締 明 ) 
認め る と ころ で し た が , 8080 用 紛 : 
ム と し て デジ タル リサ ー チ 社 よ 
する に つれ て , 8 ビ ピット ・ マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 
お ける 6800 の 大 敗 は 確実 な も の と な っ で 』ag ま W ま し た 。 


zsocsos5 一 一 一 一 ま 沈 ! 


と ころ で , 8080 は 日 本 人 で ある 鳴 正利 氏 に よっ て 設計 さ . 


れ た も の で す が , 同氏 が ザイ ログ 社 に 移っ て 設計 し , 大 手 
石油 会 社 で 我国 で は E S S 0 の 商標 で 有名 な エク ソン 社 の 
資金 力 に も の を いわ せ て 開発 され た も の が Z80 で す 。 2Z80 
は 8080 と 完全 な コン パチ ビリ ティ (上 位 互換 性 ) を 持っ て 
いた た めも あっ て 圧倒 的 な シェ ア を 獲得 し , 日 本 で も 主要 
な パー ソナ ルコ ンピュータ の ほとん ど が Z80 を 搭載 し て い 

る こと は 皆さん も 良く 御存じ だ と 思い ます 
イン テル 社 で も , 5 ボル ト 単 一 電源 で し か も 8080 の た め 
同人 が: し 2808 弧 し 





5 ノロ ジー 社 が 6800 の 流れ を 継い 
まし た が , この C P U は , コモ ドー ル 社 の 
36 BM シ リー ズ , アッ プル 社 の APPL 


パーソ ナル ・ コ ンピュータ に 採用 さ 
いかす 


で 8 人 和 raae8N 
6609" こそ 及び ませ ん で 
ンー 
) ・ マ イク ロ プ ロ 
3609 の 示 で は os 

疾 ィ ング ・ シス テム を 


ご て の ーStee 





の 























この ーーSS こ て の ーー 





5) 之 (> 且 2: 








ブリ ルー デン コン ル 


ノリ ター ン 命 徹 






本 章 で は , マシ ン 語 で サブ ルー チン を つく る 方 
法 を 説明 し ます 。 説 明 の 内 容 も 第 2 ブロ ッ ク ま で 
の 命令 中 心から , 実例 中 心 へ と 少し ずつ 変え て 行 
くつ も 0 で すか ら マ シン ・ 
グ の 定石 を 盗み 取る つも り で , 
だ さい 。 


ラー ド ・ デ プロ プラ ミン 
し っ か り 読 ん で 〈 


サブ ルー チン の 使用 例 


本 章 で 説明 す る. サブ ルー チン ・ 
リタ ー ン 命令 は , 共に サブ ルー チン を 使用 する 時 
に 用 いる 命令 で す 。 

サブルーチン に つい て は , BAS1IC 等 を 通じ 
て 御存知 の 方 も 多い と 思い ます が , 簡単 な 例 を あ 
げ て お きま し ょ う 。 

た と え ぇ ば, 2 バイ ト の 16 進 数 を 1000 倍 する プロ 
グラ ム を 考え て み ま し ょ う 。 い くつ か の 方 法 が 考 
えら れ ま す が , 私 が 考え ん た の は , 10 倍 する 事 を 3 
回 くり 返す 事 に よっ て , 1000 倍 を 実現 する 方 法 で 

1000=103 
で ある 事 を 利用 し た 方 法 で す 。 

1000 倍 する だ ため の 被 乗 数 を 与え る 事 が 必要 で 
す が , これ は E000H-E00O1H 番 地 に 渡っ 
て 入れ て お ぉ く 〈 事 に し , 積 は E002-E003H 
番地 に 収納 し ます か ら , 演算 結果 を 調べ る に は マ 
シン 語 モ ニタ の D コ マン ド な ど を 使用 し ます 。 


ュー 命令 と 
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SS 


H 






D 


また , 演算 し た 結果 が 16 ビ ッ ト を 超え た 場合 に 
無視 する 様 に し まし ょ う 。 つ まり , あま り 大 き な 
数 を 1 0 0 0 倍 す る こと は で きま せん 。 


以上 の 仕様 に よっ て , ブログ ラミ ング を 行う の 


で す が , さしあたっ て 問題 に な る の が , 2 バイ ト 
の 整数 を 10 倍 する 方 法 で し ょ うぅ 。 実 際 に 乗算 を 行 


う の は 乗算 命令 の 用 意 き れ て いな い CPU に は 人 負 
担 で すか ら 加 算命 令 ど け で 間に合う よう に 考え て 
みみ ま し ょ う 。 
HL レジ スタ 対 の 値 を 10 倍 する 
HL 一 HL*10 
を , 次 の よう に 変形 し て み ま し た 。 
HL 一 ((HL*2) *2 二 HL) *2 
これ な ら , 加算 命令 の み で 何と か 問 に 合い を う で 


す 。 早速 10 倍 する ルー チン を 組ん で み ま し ょ う 。 
LD D, H 
LD EL 
ADD HL, HL 
ADD HHL, HL 
ADD HL, DE 
ADD 本 上 上 本 


HL レジ スタ 対 の 値 を 保存 し て お む おく だめ に , D 
E レ ジス タ 対 を 使っ て し まい ます が , 問題 は 無い 
で 選 表 う 。 

上 記 の 10 倍 ルー チン を 3 回 連続 し て 使い , 所 
000H-E001H 番 地 に 渡る 16 進 数 デー タ を 
1000 倍 する プロ グラ ム を 組ん だ も の が , EXAM 
PLE 一 0 で す 。 モ ニタ の G コ マン ド で 実行 すれ 








ば , 演算 結果 が E 0 0 2H-E0 0 3 番地 に 収納 
る れ ま す の で 試し て みて くだ さい 。 
この の EXAMPLE 一 0 を 良く 見 る と , 全く 〈 同 
じ 部 分 が 3 個所 有り ます 。 当然 の 事 な が ら 10 倍 ん 
ー チ ン が その まま 3 回 使わ れ て いま すね 。 こ の , 
10 倍 ルー チン を 1 個所 分 どけ 用 意 し て お いて 3 個 
所 か ら 呼 び 出 し て 使う と 考え て 組み 直し た プロ 
グラ ム が EXAMPLE 一 1 で す 。EXAMP 
LE 一 0 より , だ いぶ すっ きり し て いる と 思い ま 
せん か ? 
EXAMPLE 一 1 の 中 で 使用 され て いる 
CALL ADDRESS 
が , サブ ルー チン ・ コ ユー ル 命 令 で , 
RET 
は , リタ ー ン 命令 で す 。N 一 BA S 1 C で は , 
GOSUB 行 番号 
RETURN 
に 相当 する で し ょ うか 。 
そし て , 10 倍 ルー チン を , サブ ルー チン (Su- 
broutine) と 呼び マシ ン 語 の プロ グラ ム で は 非 


《EXAMPLEー 0 〉 





人 
: Program : EXAWPLE-O 
) ニニ ニニ ニニ ュ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ = ニニ ニ 
: FUNCTION := X1000 
: INPUTS 。:= (EOOOH-EO01H) 
: OUTPUTS := (EO02H-EO03H) 
H 
ORG opoooH 
H 
pooo 260oEO LD HL,<OEOooH)〉 
H 
poos 54 LO ouH 
Doo4 5 LD ErL 
Do05 29 ADD HLHL 
Dooe 29 ADD HLiHL 
0007 19 ADD HL,DE 
Doo8 29 ADD HLiHL 
H 
poog 54 LO Du,H 
pooa 50 LO ErL 
DooB 29 ADD HL,HL 
DOOC 29 ADD HLiHL 
poo0 19 ADD HL,DE 
DoOE 292 ADD HLHL 
日 
pooF 54 LO pH 
po10 50 LD EiL 
po11 29 ADO HLHL 
012 29 ADD HLzHL 
D013 19 ADD HL7DE 
Do14 2? AD0 HLHL 
1 
po15 2202EoO LD  (oEoo2H),HL 
Do18 CSee5C JP 5CeeH 
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常に 多く の サブ ルー チン を 使う の が 普通 で す 。 

EXAMPLE 一 0 と EXAMPLE 一 1 の 関 
係 を 簡単 な 図 (第 61 図 一 第 62 図 ) に 直し て 挙げ て お 
きま す の で , 両者 を 比較 し て サブルーチン の 基本 
的 な 使い 方 を よく 理解 し て お いて くだ きい 。 な お 
EXAMPLE 一 2 は , さら に ルー プ 処 理 を 行っ 
た も の で す 。 普 通 は EXAMPLE 一 1 の 段階 で 
二分 な の で す が , 参考 に あげ て お きま す 。 





コー ル 命 令 く < 及び > 
リタ ー ン 命令 
サブ ルー チン ・ コ ユール 命令 。 リ ター ン 命 令 に は , 
無 条 件 ユー ル 命 令 , 無 条 件 リタ ー ン 命令 と 条件 コ 
ー ル 命令 , 条件 リタ ー ン 命令 の 2 種類 が 有り ます 。 
前 者 は , サブ ルー チン の 使用 例 で も 使用 し た 様 


《EXAMPLE 一 1 〉 












) ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
H Program : EXAMPLE-1 
H 
) ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
: FUNCTION := X1000 
# INPUTS = (EOOOH-E001H) 
』 OUTPUTS  != (EO002H-E00 さ SH) 
5 
H 
ORG  ODOOOH 
ま 
H 
D000 200EO LD HL,(OE000H)〉 
H 
DOO3 CD12DO CaLL SUB1 
D00e CD12DO CALL SUB1 
000? CD12D0O CaLL SUB1 
H 
DoOC 2202EO LD  (OEO002H) ,HL 
H 
DOOF CS6e5C JP 5CeeH 
H 
ま 
# 
』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
H 
H SUBROUTINE-1 
# 
』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
# 
#』 FUNCTION = X10 
) INPUTS 。 = HL 
』 OUTPUTS = HL 
H 
0012 54 SUB1』 LD DiH 
Do1 ゞ 50 LD EL 
DO14 2? DD HLiHL 
DO15 29 a00 HL。HL 
DO16 19 a00 HL.DE 
DO17 29 ADD HHL 
け 
DO18 C9 RET 
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に , 無 条 件 に サブ ルー チン を 呼び 、 ま た サブ ルー 
チン か ら も どっ て 来る 命令 で , 後者 は , フラ グ ・ 
レジ スタ (F) の 各 フ ラグ の 状態 に よっ て , サブ 
ルー チン の コー ル や サブ ルー チン か ら の リタ ー ン 
を 行う た め の 命 令 で す 。 

ジャ ンプ 命令 を 紹介 し た 時 に は , フラ グ に よる 
条件 判断 に 不慣れ な 皆さん も 多い 事 と 思い , 一 つ 
ー つ の 命令 を 取り あげ て 説明 し て 行き まし た 。 し 
か し , 第 14 章 の 「 プ ログ ラム 例 特集 」 な ども 通し . 
て フラ グ の 変化 に も だ いぶ 慣れ て 来 た 事 と 思い ま 
す の で , 本 章 の コー ル 命 令 ほ リターン 命令 は 簡単 


《 第 61 図 〉 EXAMPLE 一 0 








な 説明 と 表 だ け を 挙げ て お きた いと 思い ます 。 あ 
と は , より 応用 的 な 話 を 述べ た いと 思い ます 。 


《EXAMPLE 一 2 )〉 











7 ニニ ニニ = ニニ ニニ = ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
H 

日 program ! EXAMPLE-2 

H 


H 

』 FUNCTION := X1000 

}』 INPUTS  i= (EI に E001H) 
}』 OUTPUTS := (EO02H- モ 003H) 
H 
H 


D000 2800EO LD HL。(OEO00H〉 
# 

D003 060S LD  B,3 

DO05 CD1000 LOOP: CALL SUB2 

DO08 10FB DJNZ LOOP 
H 

D0006 2202EO LD  (OEO02H),HLR 
H 

D000 C3665C JP 5CeeH 
日 
H 
H 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
日 
ji SUBROUTINE-2 


日 
: INPUTS = HL 
j OUTPUTS = HL 
日 
H 


DO10 54 SUB2: LD DL,H 
Do11 5D LD EL 
DO12 29 ADD HL,HL 
0013 29 ADD HL,HL 
DO14 19 ADD HL,DE 
DO015 29 ADD HL,HL 
H 
DO16 C? RET 








《 第 62 図 ) EXAMPLEー 1 








な お 。 リタ ー ン 命令 は 全て 1 バイ ト 命 令 , ユー 
ル 命 令 は 全て 3 バイ ト 命 令 で , 2 一 3 バイ ト 目 で 
ジャ ンプ 命令 な ど と 同じ 様 に 。 コー ル す る サブ ル 
ー チ ン の アド レス を 指定 し ます 。 

以前 説明 し た ジャ ンプ 命令 に , ここ で 登場 し た 
サブ ルー チン ・ リタ ー ン 命令 な ど を 
加 を えた, ニー モニ ッ ク マ シン 語 の 対応 表 (第 63 
図 ) を あげ て お きま す の で , どん な 命令 が ある の 
か を 見 て お いひ て くだ きい 。 もっとも, 条件 コール 
リタ ー ン 命令 を 使う 機会 は それ ほど 多く な 
く , ほとん ど は 無 条 件 ユー ル 命 令 、 リタ ー ン 命令 
の み で も 十分 に よう が 足り る 事 で し ょ う 。 


プ 、 
コー ル 命 令 。 


と 
町 令 





CPU 側 か ら 見 た 


/ サブ ルー チン ・ コ ー ル 


コー ル 命 令 に よっ て サブ ルー チン を 呼び 、 リ タ 
ー ン 命令 で も どっ て 来る 事 は , 容易 に 理解 し て も 
ら え た と 思い ます 。 と ころ で , この サブ ルー チン 
・ コ ユー ル に お いて ,Z8 0 は 実際 に は どの 様 な 働き 
を 行っ て いる の で し ょ うか 2? 無 条 件 コー ル 命 令 , 
リタ ー ン 命令 を 例 に 取っ て 考え て み ま し ょ う 。 

まず , サブ ルー チン ・ コ ユー ル 時 に CPU が 行う 
事 は , サブ ルー チン か ら 帰 る 時 の た め に , 現在 の 
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プロ グラ ム ・ カ ウン タ (PC) の 値 を 退避 する 事 
で す が , 退避 場所 に は , レジ スタ 退避 の 時 に 使わ 
れ た の と 同じ スタ ッ ク が 用 いら れ ま す 。 プ ログ ラ 
ム ・ カ ウン タ (PC) の 値 を スタ ッ ク に 退避 し た 
後 は 当然 スタ ッ ク ・ ポ イン タ (SP) か ら も 2 を 
減じ て お きま す 。 次 に ジャ ンプ 命令 同じ 様 に , 
ュー ル 先 の サブ ルー チン の アド レス が プログ ラム 
・ カ ウン タ (PC) に 送り 込ま れ て サブ ルー チン 
に ジャ ング し ます 。 

リタ ー ン 命令 で ご は これ と 全く 逆 の 動作 を 行い , 
スタ ッ ク に 退避 し て あっ た , も どり 先 の アド レス 
を スタ ッ ク か ら 取 り 出 し て , プロ グラ ム ・ カ ウン 
タ (PC) (送り 込む 事 に よっ て サブ ルー チン か 
ら も と どる 事 が で きま す 。 

以上 の 事 か ら , サブ ルー チン ・ コ ー ル 命令 , リ 
ター ン 命 令 共 に , ジャ ンプ 命令 の 特殊 な も の と 考 
える 事 が で きま す 。 

また , サブ ルー チン 内 で は スタ ッ ク の 使い 方 に 
注意 し な けれ ば な ら な い 事 も わか り ま す 。 ス タッ 
ク の 内 容 を 壊し た 上 で リタ ー ン 命令 を 実行 し て し 
まう と , プ ブログ ラム ・ カ ウン タ (PC) に 子 想 外 
の 値 が 送り 込ま れ て し まい , 俗 に 言う 「 竣 走 」 が 
起こ っ て し まい ます 。 


《 第 63 図 ) ニー モニ ッ ク ー マ シン 語 対応 表 
















































































リス ター ト 
RST 00H @G の 7 
ジャ ンプ , コー ル , リタ ー ン 
) 0 0 3 RST 08H CF 

RST 10H D7 
RST 18H DF 
RST 20H E 7 
RST 28H EF 

E RST 30H F7 
RST 38H FF 

DD 

E9 

FD 

E9 

CD Di | めで | D4 ECIE41FCIF4 
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割り 込み 処理 ルー チン 

か ら の リタ ー ン 命令 
この 命令 と 次 の リス ター ト 命 令 は 一 般 の ユー ザ 
ー に は あま り 関 係 の 無い 命令 で し ょ う 。 初 心 者 の 
方 や 興味 の 無い 方 は , 読み 飛ば し て くだ さい 。 
一 般 の サブ ルー チン へ は ユー ル 命 令 に よっ て ジ 
ャ ング し ます が , ハー ドウ エア か ら の 割り 込み 要 
求 に 対し て は , 割り 込み 処理 ルー チン へ の ジャ ン 
プ が 行わ れ ま す 。 当 然 , 割り込み 処理 ルー チン か 
ら も どる だ め の リ ター ノン 命令 が 必要 で す が , 通常 
の 割り 込み 処理 か ら も どる た め の 命 令 た マスク る 
れ な い 割 り 込 み に 対す る 割り 込み 処理 ルー チン か 
ら も どる リタ ー ン 命令 が 用 意 き れ て お り , 前 者 の 
ニー モッ ク は , 

RETI 
後者 は , 
RETN 

と な っ て いま す 。 

この 命令 実行 後 は 。 イン タラ プ ト ・ イ ネー ブル 
・ フ リッ プ ・ フ ロッ プ (IFF) が , 次 の 割り 込 
み 要 求 に 備 を て モッ ト さ きれ, 割り 込み 要求 が 来 て 
いれ ば , その 受け 入れ を 許可 し ます 。 


/ リス ター ト 命 令 


リス ター ト 命 令 は , 少し か わっ た サブ ルー チン 
・ ユ ー ル 命令 で , コー ル 先 の アド レス 8 種 が 最初 
か ら 決 め ら れ て し まっ て いま す 。 
コー ル 先 の アド レス を 自由 に 指定 で き な い コー 
ル 命 令 な ん て 使い 道 が ある の か な ? な ど と 思わ 
れる か も 知れ ませ ん が , 1 バイ ト で サブ ルー チン 
・ コ ユー ル が 行え る の で すか ら , 省 メ モリ の た め に 
は 非常 に 役に立つ 命令 で す 。 
ニー モニ ッ ク は , 
民 謗 写 0 0H 
RST 0 8H 
RST 1 0H 
R ST 1 8H 
RST 2 0H 
RST 28H 
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職人 S 宇 3 0 H 

及 全 TFT 3 8 H 
の よう に , コー ル 先 の アド レス に 合わ せ て 8 種類 
が , 用 意 さ きれ て いま す 。 

リス ター ト 命 令 本 来 の 目的 は , 頻繁 に 利用 する 

サブルーチン を , リス ター ト 命 令 で 呼び 出せ る よ 
うな プロ グラ ム 構 成 に し て お 〈 事 に よっ て 達成 き 
れ ま す が 。N 一 BA SIC で は , 

RST 0 0H 
か ら 

RST 1 8H 
まで を , イン タプ リタ 自身 が 使用 し , 

RST 20H 
か ら 

民 人 SS 生 38H 
まで は ユー ザー の た め に , R AM 上 の ジャ ンプ ・ 
テー ブル に ジャ ンプ する 様 に 構成 きれ て いま す 。 
この ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル に は , N 一 BAS IC が 
スタ ー ト し た 時 点 で , リタ ー ン 命令 が 書き 込ま れ 
ます が , ユー ザー が 自分 の 利用 し た い サ ブル ー チ 
ン へ の ジャ ンプ 命令 を 書き 込む 事 に よっ て , 好き 
な サブ ルー チン の コー ル 用 に リス ター ト 命 令 を 使 
う 事 が で きま す 。 

第 64 図 に N 一 BAS IC が 使う リス ター ト 命 令 

の コー ル 先 アド レス と , ユー ザー の た め の ジ ャ ン 


《 第 64 図 ) リス ター ト 命 令 の ジャ ンプ 先 
RST 00H 一 RST 18H 


集 用 目的 
RST 00H|0000H|N 一 BAS IC の コー ル 
ド ・ ス ター ト 
006AHIN 一 BASIC の ホッ ト 
・ ス ター ト 

4259H|N 一 BASIC の テキ ス 
ト 解 釈 サ プル ー チ ン 
40A6H| 各 周辺 機器 へ の 1 バイ ト 
出力 サブ ルー チン 








RST 08H 






RST 10H 


RST 18H 












RST 20H 一 RST 38H 
ジャ ンプ 先 . っ 3 
RST 20H|F1DAH 
RST 28HIF1DDH 
RST 30H|F1EOH 
RST 38HIF1E3H 
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プ ・ テ ー ブ ル の アド レス を 示し ます 。 ます 。 こ こ で は 説明 を 省略 させ て いた だ きま す が , 
また , この 命令 を 利用 する 事 に よっ て , リ ロケ ー 典 味 の ある 方 は 考え て みて くだ きい 。 


タプ ブル な プロ グラ ム を 組む 事 が 比較 的 容易 に な り 





0000H 番 地 006AH 才 :g 


っ ジャ ッ プ " へ シャ ツン フ * 


N- BASIC 





素行 褒 の マシ ン 言 と BASIC と と 幼 事 






を 押 (た 状態 を 衝 ( た 状態 
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第 16 章 か ら 第 18 章 に 渡っ て , ロー テー ト ・ シ フ 
ト 命 令 の 説明 を 行い ます 。 こ れ ら の 命令 は , BA 
S IC な どの 高級 言語 に は ほとん ど 表 われ な い , 
マシ ン 語 独特 の も の で , いろ いろ な 応用 を 行っ て 
行く 上 で , 必ず 必要 と な っ て 来る 命令 で し ょ う ょ 

2 進数 の 概念 さえ 理解 し て いれ ば , 命令 自体 は 
単純 な も の な の で す が , マシ ン 語 で 乗除 算 や グラ 
フィ ッ ク 用 の ビッ ト ・ デ ー タ を 扱う 場合 な どの 中 
心 と な る たいへん 底 の 深い 命令 で す 。 

マシ ン 語 の 楽し き を 十分 に 味わっ て くだ きい 。 





ロー テー ト ・ シ フト と は 何 か 


この 章 で 説明 す る, ロー テー ト ・ シ フト 命令 と 
は 何 を 行う た め の 命令 な の で し ょ うか ? 
皆さん も 良く 御存知 の と お り , マイ クロ コン ピ 
ュー タ の メモ リ に は , 2 進数 の デー タ が 記憶 され 
て いま す 。 こ の 2 進数 の デー タ 8 ビッ ト が 集まっ 
て , 1 バイト を 構成 し て いる の で す が , 人 間 の 側 
か ら 見 る と , コン ピュ ー タ の メモ リ 上 に も , 
ECH 
と の 3 
3 5H 
の 様 な 16 進 数 で 記憶 きれ て いる か の よう に 思え る 
事 さ を え あり ます 。 も っ と と も, BASIC の よう な 
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高級 言語 を 使っ て いる 場合 な ぼ は , コン ピュ ー タ 
の 中 に も 10 進 数 や 文字 な ど が 直接 記憶 きれ た と 思 
っ て も 不思議 で は あり ませ ん 。 ま る で , 写真 の フ 
ィ ル ム が 入っ て いて , CRT 画 面 に 投影 され て い 
る 様 な 感じ きえ 受け て し まい ます 。 
少し 話 が それ まし た が ,。 1 バイ ト の 16 進 数 も 実 
際 は 8 ビッ ト の 2 進数 で ある 事 を 強調 し た か っ た だ 
の で す 。 
例 を あげ れ ば , 
ECH 
も , 実際 に は , 
1110 
で あり , 
3 5H 


1100 


は , 
0011 0101 
で ある の で す 。 
この 様 な 2 進数 の 列 を 左右 に ずら す (シフ ト す 
る ) た め の 命 令 が シフ ト 命 令 で す 。 た と えば , 


1010 1010 
を 1 ビット, 右 に シフ ト す る 事 に よっ て , 
=*1010 1010ー 
く < 右 に シフ ト > 
X メ 101 0101 
と 変化 する 事 が で きま す 。 
1111 0000 
を 左 に シフ ト す れ ば , 
1110 000XX 





と な り ま す 。 XX の 部 分 に 何 を 入れ る の か は , 各種 
の 命令 が 用 意 さ れ て いて 異な り ま す 。 


ロー テー ト の 場合 に は , 2 進数 の 列 の 両端 を つ 
な いで 輪 の よう に し だ た も の を 回 転 (ロー テー ト ) 
する 事 が 目的 で す 。 


例え ば , 8 ビッ ト の レジ スタ の 値 を 右 に 1 ビッ 
ト だ け 回 転 (ロー テー ト ) し た 場合 に は , 
0010 0010 
マ < 右 に ロー テー ト > 


0010 一 








つっ 0010 
マ 
0001 0001 


の よう に な り ま す 。 


/ 基本 的 な ロー テー ト 
・ シ フト 命令 


Z 8 0 に は , 合計 76 個 ちの ロー テー ト ・ シ フト 
命令 が 用 意 さ きれ て いま す が , その 中 の 2 個 は 8080 
当時 に 存在 し な か っ た 命令 で す 。 言 いか えれ ば , 
8080 の 場合 は 、 わ ず か 4 個 の ロー テー ト ・ シ フト 
命令 に よっ て 全て を 代用 し て いた 事 に な り ま す 。 

この 最も 基本 的 な ロー テー ト ・ 
全て ん レジ スタ ( プ キ ュー ムレ ー タ ) に 働 て ロー 
ニー モニ ッ ク は 。, 


シフ ト 命 令 は 


テー ト 命 令 で 
RLCA 
RRCA 
RLA 
RRA 

の 4 種類 で . オペ ラン ド は あり ませ ん 。 

これ ら の 基本 命令 の 使い 方 を 理解 すれ ば , 残り 

の ほとん どの 命令 は ,。 バリ エー ショ ン に すぎ ませ 

ん か ら , 基本 命令 を し っ か り と 理解 する 事 が 重要 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ エッ ト II em 
で す 。 

な お , これ ら の 命令 は , サイ ン ・ フ ラグ (S) 
及び ぜ ロ ・ フ ラグ (Z) 等 に は 影響 も 与 を ませ ん 
が ,。 キャ リー・ フ ラグ (CY) は 重要 な 働き を し 
9 


/ RLCA 命 令 


RLCA は , 
Rotate 
Left 
Cireulam 
Accumulator 

の 頭 文字 や 取っ だ も の で , A レ ジス タ (アキ ュー 
ムレ ー タ ) の 8 個 の ビッ ト を 輪 の よう に 考え て , 
左 へ 1 ビッ ト 分 だ け 回 転 (ロー テー ト ) する 命令 
で す 。 実行 後 キ ャ リー・ フ ラグ (CY) に は , A 
レジ スタ の 第 7 ビッ ト の デー タ で あっ た も の が 送 


り 込 まれ ます 。 
例え を ば, A レジ スタ に , 
1100 1100 
が 入っ て いる 時 に , この 命令 を 実行 する と , A レ 
ジス タ の 値 は , 
1001 1001 


に 変化 し , キャ リー・ フ ラグ (CY) は 1 に セッ 
ト さ れ ま す 。 

8 0 8 0 当時 か ら 用 意 き れ て いる ロー テー ト ・ 
シフ ト 命 令 は 全て 1 バイ ト 命 令 で 。 この 命令 の マ 
シン 語 は , 0 7 H で す 。 


《 第 65 図 ) PLCA 命 令 














還 - 較 農園 - 圏 - 較 較 





A レジ スタ (アキ ュー ムレ ー タ ) 
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第 16 章 ロー テー ト ・ シ フト 命令 I 


RRCA 命 令 


RRCA は , 
Rotate 
Right 
Circular 
Accumulator 
の 頭 文字 を 取っ た も の で , A レ ジス タ (アキ ュー 
ムレ ー タ ) の 8 個 の ビッ ト を 輪 の よう に 考え て , 
民生 民 入 
と は 逆 に , 右 へ 1 ビッ ト 分 回 転 する 命令 で す 。 実 
行 後 キ ャ リー・ フ ラグ (CY) に は , A レ ジス タ 
の 第 0 ビッ ト の デー タ で あっ た も の が 送り 込ま れ 
ます 
例え ば, A レジ スタ に 。, 
0001 0001 
が 入っ て いる 時 に , この 命令 を 実行 する と , A レ 
ジス タ の 値 は , 
1000 1000 
に 変化 し ,。 キャ リー フラ グ (CY) は 1 に セッ ト 
きれ ます 。 
また , この 命令 の マシ ン ・ コ ー ド は 0FH と な り ) 
まず 。 


《 第 66 図 ) RRCA 命 令 





/ RLA 命 令 


RLA は , 
Rotate 
Left with carry 
Accumulator 
の 頭 文 字 を 取っ だ も の で す 。 
左 に , 回 転 (ロー テー ト ) する 点 で は , 
RLCA 
と 同じ な の で す が , 回 転 す る 輪 が 、A レ ジス タ に 
キャ リー・ フ ラグ (CY) を 加え だ た 9 ビッ ト に な 
っ て いる 点 が 特色 で す 。 
例え を ば, キャ リー・ フ ラグ (CY) と A レ ジス 
タ の 内 容 が , 





1 1110 1011 

で ある 時 に , この 命令 を 実行 する と , 
1 1101 0111 

に 変化 し ます 。 


また , こ の 命令 の マシ ン ・ コ ユー ド は , 17H と な り 
ます 。 














A レ ジス タ ( ア キュ ー ム レー タ ) 


《 第 67 図 〉 R LA 命令 














A レ ジス タ ( ア キュ ー ム レー タ ) 
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/ RRA 命 令 


RRA は , 
Rotate 
Right 
Accumulator 
の 頭 文字 を と っ た も の で , A レ ジス タ (アキ ュー 
ムレ ー タ ) に キャ リー・ フ ラグ (CY) を 加え た 
9 ビッ ト の デー タ を 輪 の よう に し て , 
RLA 
と は 逆 に , 右 に 1 ビット 分 回 転 する 命令 で す 。 
例え ば , キャ リー・ フ ラグ (CY) と A レ ジス 
タ の 内 容 が , 
0 1010 0101 
で ある 時 に , この 命令 を 実行 する と 
1 0101 0010 
に 変化 し ます 。 
又 こ の 命令 の マシ ン ・ コ ユー ド は , 1FH と な り 
ます 。 


/ Q and A コー ナー 


ここ で , 私 か ら 読 者 の 皆さん へ 質問 を 出し て み 
し まう 。 

この 問題 は . FORE SIGHT の 会 報 に 掲載 
し て 多く の 応募 ちい た だ き , 

「 ぜ ひ , 初心 者 向け の 解説 を し て 欲し い 」 

と の 希望 が 多かっ た も の で す 。 

な お , 解説 と 解答 は 第 19 章 で 紹介 し ます の で 
すこ し むず か し い 問 題 で すす が , 考え て お いて いた 
だ きだ た いと 思い ます 。 


with carry 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ モ ッ ト TII " 呈 


ーEXAMINATION 

PC-8001 の ROM 領 域 で ある , 00 
00H-5FFFH 番 地 の 中 か ら , N-BA 
SIC の プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ 「Ok」 が 
キャ ラク タ ・ コ ユー ド て 収納 され て いる アド レ 
ス を 見 つけ だ し て 「0」 の 収納 され て いる ア 
ドレ ス を , 4 桁 の 16 進 数 で CRT 画 面 に 表示 
し て くだ さる い 。 

な お , 5EC0H 番 地 か ら の ROM 内 サブ 
ルー チン を ユー ル す る 事 に よっ て , HL レジ 
スタ 対 の 16 進 数 を 4 桁 で C RT 画面 に 表示 す 
る 事 が で きま す 。 


本 章 で は , ロー テー ト ・ シ フト 命令 の 中 で も 最 
も 基本 と な る 4 個 の 命令 に つい て 説明 を 行い まし 
た 。 実際 に は , この 4 個 の 命令 だけ で も 十分 に 間 
に 合う の で す が , より 少な い ス テッ プ 数 で ブログ 
ラム を 作る た め に , Z 8 0 で は 大 幅 に 命令 が 拡張 
され た わけ で す 。 

さて , 次 章 で は プロ グラ ム 例 で も 出し な が ら , 
ロー テー ト ・ シ フト 命令 が , 実際 に は どの よう な 
現場 で 使用 きれ る の か を 調べ て 行き た いと 思い ま 
す 。 














《 第 68 図 ) RRA 命 令 

















A レ ジス タ ( ア キュ ー ム レー タ ) 
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第 16 章 で は , 基本 的 な 4 個 の ロー テー ト 命 令 を 
紹介 し まし た が , 本 章 で は , それ ら の 命令 の 応用 
例 と し て , 8 ビッ ト の 乗算 プロ グラ ム を 考え て み 
まし ょ う 。 一 見 し て 一 瞬 で 答 を 算出 し て いる 様 に 
思 を る コン ピュ ー タ で も , 実際 に は , 人 間 が 筆算 
を 行う 時 の よう に 1 桁 ずつ , 計算 し て 行く ,Z80 
の 人 間 ら し い 一 面 を 知る 事 が で きる と 思い ます 。 

な お , ここ で は 8 ビッ ト の 乗算 を 行い ます が , 
16 ビ ッ ト の 乗算 や 除算 な ども 考え ぇ 方 は 同じ で す 。 
皆さん も チャ レン ジ し て みて くだ さい 。 






ロー テー ト ・ シ フト の 目的 





レジ スタ 内 の 2 進数 を , 左右 に シフ ト し た 場合 
の 意義 を 考え て み ま し ょ う 。 

まず , だ れ で も 考え つく 事 は , レジ スタ 内 の 各 
ビッ ト が 0 で ある か 1 で ある か を , 調べ る 事 が で 
きる 点 で し ょ う 。 ロ ー テ ー ト まだ は シフ ト 命 令 の 
直後 に キャ リー・ フ ラグ (C Y) の 値 を 調べ れ ば , レ 
ジス タ の 最上 ( 下 ) 位 ビッ ト を 調べ る 事 が で きま す 。 
し か し , ロー テー ト ・ シ フト 命令 の 応用 範囲 は , 
単に これ どけ に は と ど ま ら な い の で す 。 

皆さん が , 10 進 数 で 表現 きれ て いる 数 値 を 

10 倍 , 100 倍 , 1000 倍 一 

する 場合 は 。 どの よう に し ます か ? 

まる か , 123 を 100 倍 する た め に , 
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と , 筆算 で 求め る 人 は いな いで し ょ う 。 普通 は , 
0 を 2 個 付け 加え て , 

12300 
と , すぐ に 求め られ ます , 逆 に 。 

10 分 の 1 , 100 分 の 1, 1000 分 の 1, 一 
する 場合 に も , 小数 点 の 位置 を 左 に 移動 する だ け 
で 良い わけ で す 。 
以上 は , 10 進 数 の 場合 で す が , 実際 に コン ピュ 
ー タ で 扱う 2 進数 の 場合 に は .、 どう な る の か を 考 
を Ge まし よう 。 
2 進数 の 1 を 基準 に し て , 最 下位 に 0 を 付け 加 
え , 最上 位 の ビッ ト を 削っ て 行っ て み ま し ょ う 。 
つま り 左 に シフ ト し て いる の と 同じ 事 に な り ま す 。 


0000 0001 …oiio 1 
0000 0010 ……ilililii 2 
0000 0100 lo 4 
0000 1000 …0…it…litlt 8 
0001 0000 …… の iti 16 
0010 0000 ……ilioiti 2 


) 
右側 の 10 進 数 を 見 れ ば わか る よう に , 最初 の 数 
値 に 比較 し て , 








2 倍 , 4 倍 , 8 倍 , 16 倍 , 32 倍 一 
と な っ て いま す 。 
逆 に , 右 に シフ ト す る 事 で 
2 分 の 1, 4 分 の 1, 8 分 の 1 一 
が 求め られ る 事 も , 容易 に 想像 が つく と 思い ます 。 
この 様 に , 2 進数 の 数 値 デ ゲー タ を nm ビッ ト だ け 
シフ ト す る 事 は , 
2" を 乗じ る 事 
で ある と 同時 に , 
小数 点 の 位置 を n 個 分 移動 する 事 
で も ある の で す 。 
この 性 質 を 巧み に 利用 する こと に よっ て ,Z80 
に 命令 と し て 用 意 き れ て いな い , 乗算 や 除算 , そ 
し て 他 の 多く の 関数 な ど を 実現 する こと が で きる 
の で す 。 
それ で は 早速 . この ロー テー ト ・ シ フト 命令 を 
利用 し た , 8 ビッ ト 乗 算 プ ログ ラム を 考え て み ま 
し ょ う 。 な お , 説明 は 前 章 で 紹介 し た 4 種 の 基本 
命令 どけ に 限定 し て 行い ます 。 


8 ビッ ト 乗 算 
アル ゴリ ズム 解説 


ここ で 紹介 する プロ グラ ム は , 8 ビッ ト の 乗算 
を 行う た め の プ ログ ラム で , 基本 的 な 4 個 の ロー 
テー ト ・ シ フト 命令 の 中 で , 
RRCA 
RLA 
の , 2 個 を 利用 し て いま す 。 こ れ ら の 命令 の 働き 


《 第 69 図 ) 基本 的 な か ローテート ・ シ フト 命令 


















































Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト I em 
を 簡単 な 図 に し て お きま す の で , 前 章 で の 説明 を 
思い 出し て くだ さい 。( 第 69 図 )。 

一 般 に マシ ン 語 で 乗算 を 行う 必要 が 生じ た 場合 
は , どん な 方 法 で 乗算 や 行う の で し ょ うか ? 

私 の 場合 に は , マシ ン 語 の 高速 性 に 頼っ て し ま 
い ,。 ルー を つく っ て , 加算 を 行う 事 が ほとん ど 
窓 六 j 

例え を ば, B レ ジス タ の 値 と じ と レジ スタ の 値 を 掛 
け 合 わせ る た だ ため に , 

XOR A 

ADD 人 ⑥⑯ 
DJNZ LOOP 

を 行え ば , 一 応 A レジ スタ に 積 を 求め る 事 が で き 
ます 。 た だ し , B レ ジス タ に 0 を 与え る と , 誤 動 
作 し ます の で , 事前 に チェ ッ ク し な けれ ば な り ま 
せん 。 

以上 の 方 法 で 乗算 を 行う の も , プロ グラ ム 自 体 
が 簡単 に な っ て 良い の で す が , 合理 的 な 方 法 で な 
い の は た し か で す 。 

そこ で , ロー テー ト ・ シ フト 命令 を 十分 に 活用 
し , プロ グラ ム で 筆算 を シミ ュ レ ー ト し て み ま し 
よう 。 

だ めし に , 

人 - 折 陸 
を , 筆算 で 行っ た も の を , 10 進 数 と 2 進数 の 場合 
に 分 け て 示し ます (第 70 図 )。 

両者 を 比較 し て いた だ け ば お わか り の よう に , 

1 0 進数 の 乗算 を 筆算 で 行う た め に は , 最低 
多 桁 *1 桁 
の 乗算 を 行う 事 が 不可 欠 で あり , 

どの よう に 考え て も , 乗算 か ら 
の が れる 事 は で きま せん 。 私 達 
が 小学 校 の ころ に , 九 九 算 を 記 
境 し な けれ ば な ら な か っ た の も , 
この 様 な 理由 に よる も の な の で 
し よう 。 

と ころ が , 2 進数 で 筆算 を 行 
う 上 で は 乗算 は 全く 必要 あり ま 
せん 。 なぜなら ば , 2 進数 で は , 

0 を 掛け る 


LOOP: 





1 を 掛け る 
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ーー 第 17 章 8 ビッ ト 乗 算 プ ログ ラム 


(第 70 図 〉 13* 12 の 計算 (10 進 数 と 2 進数 ) 








か , だ け な の で , 結果 を , 
0 13 00001101 [ーー 本 乗 数 ] 
*) 12 *) 00001100 *) 本 訓 
39 9ooooooo ー 
いっ kt4 さ で トト 避 人 Re ? テ as 
ツー 還 L PT [義生 数 | 
の どちら か に 限定 する 事 が で き oooo1101 g 攻 「 ) 
人 1oo11100 eSSsE Sss 較 
Ce Y し を ーー ゅ y 
0 下位 8 ビッ ト 有 効 
筆算 アル ゴリ ズム を も を フロー チャ 

















ー ト に し た も の が , 第 71 図 で す 。 
よう する に , 乗数 を 下位 ビッ 
ト か ら 順 に 調べ て 行く と 同時 に , 被 乗数 を 左 に シ 
フト (2 倍 ) し て 行き , 乗数 の ビッ ト が 1 で あっ 
た 場合 の み , シフ ト し て 来 た 被 乗数 を 積 に 加え て 
行け ば 良い の で す 。 
文章 や フロ ー チ ャ ー ト で は , 少し わか り に くい 
か も 知れ ませ ん の で , アル ゴリ ズム を 箇条 書き に 
し て み ま す 。 
1. 積 を 0 に クリ ア し ます 。 
2. 乗数 を 右 に ロー テー ト (回 転 ) し て 最 下位 
ビッ ト (LSB) を 調べ ます 。 
3. 上 で 調べ た ビッ ト が 1 で あれ ば 積 に 被 乗数 
を 加え ます 。 
4 , 被 乗 数 を 左 に 1 ビッ トシ フト し ます 。 
5. 2 か ら 4 ま で を 8 回 くり 返し ます 。 
以上 の アル ゴリ ズム に よっ て , プログ ラミ ング 
を 行い ます が , 例 に よっ て , 被 乗数 , 乗数 および 
積 を 収納 する た め の メ モリ を 決め ゆな けれ ば な り ま 
せん が , 私 は 次 の よう に 決定 し まし た 。 
E 0 0 0 H 番 地 < 一 被 乗数 
E 0 0 1H 番 地 一 一 乗数 
E 0 0 2H 番 地 一 積 
つま り , 掛け 合わ せ た だ た い 2 個 の 数 値 を 。 E00 
0 H 番 地 と E 0 01H 番 地 に 収納 し て プロ グラ ム 
を 実行 する と E 0 0 2 H 番 地 に 結果 が 得 ら れる 様 
に し ます 。 結 果 は : モニ タ の D コ マン ド 等 に よっ 
て 確認 し て くだ さい 。 
まだ た, プロ グラ ム は D0 0 0 H 番 地 か ら の マシ 
ン 語 と し て アモ ン ブ ル し まし た が , 完全 リロ ケー 
タプ ブル な の で , 好き な アド レス に 置い て 実行 する 
事 が で きま す 。 
デー タ ・ エ リア も 簡単 に 変更 びき ます の で , た 
めし て みて くだ さい 。 
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《 第 71 図 ) 8 ビット 2 進数 乗算 の フロ ー チ ャ ー ト 














/ 8 ピッ ト 乗 算 プ ログ ラム 解説 


私 の 考え た 8 ビッ ト 乗 算 プ ログ ラム の 一 例 (第 
72 図 ) を 示し ます 。 
これ まで 何 度 も くり 返し て 来 た よ うに , コン ピ 
ュー タ の プロ グラ ミン グ で 最も 重要 な の は , 
「 い か に コー ディ ング を 行う か 」 
で は 無く て , 
「 ぃ いか に アル ゴリ ズム を 組立 て る か 」 
で あり , 
「 い か に 多く の コマ ンド を 憶え る か 」 
で は 絶対 に あり ませ ん 。 あ の 石井 晴 正 先生 も , 
「 ど ん な プロ グラ ム 言 語 を 用 いた ら 良 いか ?」 
の 質問 に 対し せ , 次 の よう に 答え て お られ ます 。 


《 第 72 図 ) 8 ビッ ト 乗 算 プ ログ ラム 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト TII 呈 











「 ア ル ゴ リ ズム る を ぇ 正しけれ ば , どの 様 な 言語 

を 用 いて も 正しい 結果 が 得 ら れる 。 た が だ 言語 に よ 
っ て 異な る の は 実行 速度 の み で ある 」 
と 。 全 〈 先 生 の 話さ きれ た と お り だ と 思い ます 。 も 
っ と も , 私 の 様 な 凡人 に と っ て は , プロ ミグ ラン 
グ に 要する 手間 や 時 間 も 重 要 な 要素 と な っ て 来 ま 
す が , 私 の まわ り に は BAS IC ょ より マシ ン 語 の 
方 が 手間 が か か ら な いと 言っ て いる 友人 も 多く , 
舟 い て し まい ます 。 

プロ グラ ム の コー ディ ング に あたっ て は , 普段 
あま り 使 用 きれ る 機会 の 無い イン デック ス ・ レ ジ 
スタ (IX) を 多用 し て み ま し た 。 その た め , 実 
行 速度 や メモ リ り 容 量 の 点 で は 多少 不利 に な っ て い 
ます が , ZZ 8 0 らし い 見 易い (プロ グラ ム に な っ て 
いる と 思い ます 。 

8 回 の ルー プ ' を 行う た め の ル ー プ '・ カ ウン タ と 
し て は , 一 般 的 な B レ ジス タ を 利用 し て いま す 。 

アセ ンプ ル ・ リ スト に は , コメ ント と し て ,。 ア 
ル ゴ リ ズム を 入れ て お きま し だ た ので, フロー チャ 
ー ト と 共に , ニー モニ ッ ク を 追っ て みて くだ さい 。 
少し 複雑 な プロ グラ ム な の で 多少 解析 し ずら いか 





か も 知れ ませ ん 。 
※※ 米 玉 米 ※※※※※※※※※※※※※ 玉 な お この プロ グラ ム で は A レ 
8 BIT MULTIPLICATION ジス タ の デー タ を 左 に 1 ビッ ト だ け 
米 米 米 米 玉 米 米 ※※ 米 米 米 数 米 ※ 米 数 ※※※ 
シフ ト す る た だ た め に , 
: INPUTS  :(E000H) CMULTIPLICAND AND A 
5 : (EO01H) <-MULTIPLIER 
: OUTPUTS : (E002H) <-PRODUCT RLA 
を 行っ て いま す 。 こ れ は , 論 
0 660 行っ MA す 。 こ れ は , 論理 演算 
: 命令 を 実行 し て キャ リー・ フ ラグ (C 
DO00 DD2100EO LD IX,.OE000H :DATA START ADDRESS Y) を 0 に リセ モット し た 後 , ロ ー テ ー 
D004 AF XOR A :CLEAR に > 宝 
DO05 DD7702 LD  (QX+2).A : PRODUCT ト す る 事 に よっ て , シフ ト を 実現 し 
D008 0608 LD  B.s : SET LOOP COUNTER て いる も の で す 。( 第 73 図 
DO0A DD7E01 MULTI: LD 4A.(X+1) : この 時 に , 
DOOD OF RRCA iCHECK AND 
DO0E DD7701 IT (Mt.4 MULTIPLIER LSB A 
11 3009 6 5 > 上 
H 5 PS を 行わ な いと, ロー テー ト し た 時 点 
D013 DD7E02 、(IX+2) 、 2 8 
D0:6 DDe600 ADD 9 、:ADDITION で , A レ ジス タ の 最 下 位 ビ ッ ト (L 
D7702 Ai 5 
: SB) に 1 が 入っ て し まい ます 。 
DOIF 47 9 AND い 9 1 SHTFT LEFT 実際 に , A レジ スタ の デー タ を 左 
ほ に レジ デー 
DO020 17 RLA MULTIPLICAND RM 
D021 DD7700 LD  (X).A に シフ ト す る だ け で あれ ば , 
D024 10E4 - DJNZ MULT1 :LOOP 8 TIMES ADD A, A 
Do26 C366sC JP 5C66H  :JUMP TO MONITOR を 行っ て , A レジ スタ を 2 倍 す れ ば 
良い の で す が , 


こ で は , ロー テー ト 命 令 を 使い た か っ た の で , 
この 方 法 を と り ま し た 。 


《 第 73 図 >A レジ スタ の デー タ を 左 に 1 ビッ トシ フト 
0 


co 。 回 還 計 Egg 


まとめ 








第 16 章 か ら 第 17 章 に 渡っ て 基本 的 な 4 個 の ロー 
テー ト ・ シ フト 命令 を 説明 し まし た が , いか が だ 
っ た で し ょ うか 7? 私 は これ ら 6 の 命令 が 最も マシ 
ン 語 的 な 感覚 の 命令 で は な いか と 思っ て いま す 。 

る て , 次 の 章 で は , ZZ 8 0 に な っ て 拡張 され た だ 
多く の ロー テー ト ・ シ フト 命令 を 簡単 に 紹介 し た 
いと 思い ます 。 
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本 章 で は 8080 か ら 6Z8 0 へ 拡張 る きれ た だ 時点 
で 追加 きれ た ロー テー ト ・ シ フト 命令 を , ざっ と 
で す が 説 明 し た いと 思い ます 。 

何 度 も くり 返し て 述べ て 来 た 様 に . これ ら の 追 
加 る れ た 命令 は , あく まで 

「 あ れ ば 便利 な 命令 
に 過ぎ ず , 

「 必 要 不 可 欠 な 命令 」 
で は あり ませ ん 。Z8 0 を 使い こ な そ うし と 思え ば 
重要 な 命令 か も し れ ま せん が , まず , 基本 的 な 4 
種 の 命令 

RLCA 

RRCA 

RLA 

RRA 
だ け で も 十分 に 熱 知 し て お いて 欲し いも の で す 。 

で すか ら , 本 章 の 説明 も 上 記 の 4 種 の 命令 を 補 
足す る 様 な 気軽 な つも り で 読ん で いた だ きた いと 
思い ます 。 数 多く の ニー モニ ッ ク が 用 意 さ れ て い 
ます か ら , その 中 の 一 つや 二 つ 忘 れ た り 区 別 が つ 
けら れ な く て も ブログ ラミ ング の 大 勢 に は , ほ と 
ん と 影響 あり ませ ん 。 
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R LO 命令 
基本 命令 の 
又 馬 公 A 


が ,。 A レジ スタ の み に 有 効 で あっ た も の を , 他 の 
レジ スタ や メモ リ 上 の 値 に 対し て も 有効 に し た も 
の で , 

殿 取 公 季 

RLC (HL) 

RLC (IX 十 12H) 
な どの 様 に し て 使い ます 。 

ちな み に , 

RLC A 
は , 基本 命令 の 

RLCA 
と 同じ 働き を 行い ます が , フラ グ へ の 影響 が 異な 
り , た と えば 基本 命令 び は サイ ン ・ フ ラグ (S) 
や ゼロ ・ フ ラグ (Z) に 対し て 全く 影響 を 及ぼ き 
な か っ た の に 対し て Z8 0 で 拡張 る され た ロー テー 
ト ・ シ フト 命令 で は , ほとん どの フラ グ に 対し て 
影響 を 与え る 様 に な っ て いま す 。 ま た , アセ ンプ 
ル し た 場合 に も 2 バイ ト 命 令 に な り ま す 。 





/ R し 命令 


基本 命令 の 

RLA 
を , A レ ジス タ 以 外 の レジ スタ や メモ リ 上 の 値 に 
対し て 直接 働く 様 に し た も の で , 


RL B 
RL (I Y) 
RL (IY 二 127) 
な どの 様 に し て 使い ます 。 
RL A 
は , 基本 命令 の 
RLA 
と 同じ 働き を 行い ます が , や は り フ ラグ へ の 影響 
は 異な り ま す 。 
/ RR で 命令 
基本 命令 の 
RRCA 


を , A レ ジス タ 以 外 の レジ スタ や メモ リ 上 の 値 に 
対し て 直接 働く 様 に し た も る の で 


RRC E 
RRC (HL ) 
RRC ( 活 ) 
な どの 様 に し て 使い ます 。 
肛 取 6 A 
は 基本 命令 の 
RRCA 
と 同じ 働き を 行い ます が , や は り フ ラグ へ の 影響 
は 異な り ま す 。 
/ RR 命 令 
本 命令 の 
RRA 


を , A レ ジス タ 以 外 の レジ スタ や メモ リ 上 の 値 に 
対し て 直接 働く 様 に し た も の で , 
RR C 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ モ セット TI. 暫 


RR (HL ) 
RR (IXー1 2H) 
の よう に し て 使い ます 。 
RR A 
は , 基本 命令 の 
RRA 
と 同じ 働き を 行い ます が , や は り フ ラグ へ の 影響 
は 異な り ま す 。 
/ S LA 命令 
SLA は , 
Shift 
Left 
Arithmetic 


の 頭 文字 を と っ た も の で 

「 数 学 的 な 左 シ フト 」 
の 意味 で す 。 
具体 的 に は , も と の 8 ビッ ト の 情報 を 左 に 1 ビ 
ッ ト 分 シフ ト し, 最上 位 ビ ッ ト か ら の 情報 を キャ 
リー・ フ ラグ (CY) に モッ ト し , 最 下 位 ビ ピッ ト 
を 無 条 件 に 0 に し て し まい ます 。 A レジ スタ に 対 
する 


SLA A 

を , 今 ま で に 説明 し た 他 の 命令 に 置き 換え れ ば , 
AND A 
RL A 


の 2 ステ ッ プ で 代用 する 事 が で きま す が , 1 ステ 
ッ プ グ 目 は , キャ リー・ フ ラグ (CY) を 0 に リセ 
ッ ト す る た め に 実行 する 命令 で す 。 


/ S RA 命令 


S RA は, 
Shift 
Righf 
Arithmetic 
の 頭 文 字 を と っ た も の で , 
「 数 学 的 な 右 シ フト 」 
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第 18 章 ロー テー ト ・ シ フト 命令 IL 


の 意味 で す 。 
具体 的 に は , も と の 8 ビッ ト の 情報 を 右 に 1 ビ 
ッ ト 分 シフ ト し , 最 下 位 ビ ッ ト か ら の 情報 を キャ 
リー・ フ ラグ (CY) に モッ ト し ます が , 最上 位 
ビッ ト (第 7 ビット) は 全く 変化 し ませ ん 。 
この 命令 に よっ て , 正負 を 考慮 し た 1 バイ ト の 
数 値 (-1 2 8 一 127) を 1 ステ ッ プ で 2 分 の 
1 に する 事 が で きま す 。 
実際 に は , 
SRA  C 
SRA (HL ) 
SRA (IY+00H) 
の 様 に 使用 し ます 。 


SRL 命 令 


S RL は , 

Shift 

Right 

Logical 

の 頭 文 字 を と っ た も の で , 

「 論 理 的 な 右 シ フト 」 
の 意味 で す 。 
具体 的 に は , も と の 8 ビッ ト の 情報 を 右 に 1 ビ 
ッ ト 分 シフ ト し, 最 下 位 ビ ッ ト か ら の 情報 を キャ 
リー・ フ ラグ (CY) に セッ ト し , 最上 位 ビ ピット 
を 無 条 件 に 0 に し て し まい ます 。A レ ジス タ に 対 
する 


SRL A 

を , 今 ま で に 説明 し た 他 の 命令 に 置き 換え れ ば , 
AND A 
RR A 


の 2 ステ ッ プ で 代用 する 事 が で きま す 。 
先程 紹介 し まし た , 
SLA 
と 逆 の 命令 と 考え る 事 が で きま す 。 
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〈 第 74 図 〉Z80 て 拡張 され た ロー テー ト ・ シ フト 命令 群 

















110P01 
110P01 
還 加 一 屋 証 還 時 | | iopol 
r, (HL), (IX+d, (ITYd) 
110P01 
110P01 
「 玉 一 本 = | 」 ro 
110P01 
r, (HL), (IX 二 d), (IY 十 d) 
110P0O1 
110P0O1 
110P01 
国語 還 軒 本 王 | |!1ioPoi 
r, (HL), (IX 二 d)、(IY+d) 
3 10POt 
110P0O1 
110P01 
屋 計 還 叶 本 還 | | iopor 
r, (HL), (IX+ す の , (ITY+d 1 
110P01 
110P01 
110P01 
屋 避 守屋 言語 周一 110P01 
r,(HL), (IX+d), (ITYd) 
110P01 
ます 0PO\ 
110P0O1 
[店 還 半 一 還 遇 110P01 
r, (HL), (IX 二 d), (IY 二 d) 
110P01 
110P01 
110P01 
0 一 還 配 還 机 一概 呈 | | 1!1oOPo1 
r, (HL), (IY 二 d), (IY 十 d) 
- 110P01 
A 医 呈 還 陣 細 (dr) | 11oPo・ 
当 











/ RLD 命 令 


RLD は , 
Rotate 
Left 
Digit 
の 頭 文 字 を と っ た も の で オペ ラン ド は あり ませ ん 。 
今 まで に 説明 し て 来 た ロ ー テ ー ト ・ シ フト 命令 
は 全て , 1 ビッ ト 上 単位 で 動作 を 行い まし た が , こ 
の 命令 で は , 4 ビッ ト 単 位 で の ロー テー ト を 行う 
事 が で きま す 。 ローテート の 対象 と な る の は , H 
L レジ スタ 対 で 指定 する メモ リ 上 の デー タ で , A 
レジ スタ も 重要 な 役目 を 持っ て いま す 。 
具体 的 に は 説明 する より も 第 74 図 の オペ レー シ 
ョ ン の 項 を 見 て いた だ いた 方 が 早い で し ょ う 。 
実際 に は , メモ リ 上 に BCD コ ー ド て 収納 され 
て いる 1 0 進数 を 桁 単 位 ど で シフト する 場合 に 便利 
な よう で す が , 私 自身 が 一 度 も 利用 し た 事 の 無い 
事 を 考え る と あま り 一 般 的 な 命令 で は 無い の か も 
知れ ませ ん 。 





《 第 75 図 ) ロー テー ト ・ シ フト 命令 (ニー モニ ッ ク ー マ シン 語 対応 表 ) 


Z8 0 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト II mm 


RRD は , 
Rotate 
Right 
Digit 
の 頭 文字 を と っ だ た も の で , や は り オ ペラ ンド は あ 
ひま 0 ぁ 
RLD 
の ロー テー ト 方 向 を 逆 に し た も の と 考 れ えば 良い 
と 思い ます 。 


BCD コ ー ド に つい て 


命令 の 説明 文中 に BCD コ ー ド と いう 少し 聞き 

慣れ な い 単 語 が 登場 し て 来 ま し た 。 こ の BCD ュ 
ー ド を 説明 する 前 に , いく つか 「 コ ー ド 」 と 付く 
単語 も 並べ て み ま し ょ う 。 

バイ ナリ ・ コ ユー ド (BINARY CODE) 

1 6 進 コ ー ド (HEXA CODE) 

アス キー・ コ ー ド (ASCII CODE) 

キャ ラク タ ・ コ ー ド 

(CHARACTER CODE) 





























seog | Seog | seog | ーーog | ーーog | Seoog | eog 
四 ロワ | 円 ロワ | の ロワ ロロ |o pl pgOlo oO 
の 上 の | se の mg | se つつ と の ロ | っ と の コ | ーー の mg | omO ロ 
中 ロワ | 円 ウ | の の ロワ |I 四 plo ロワ pglo co 
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m 和 18 斉 ロー テー ト ・ シ フト 命令 TI 生 へ へ // ぺ . ヘ > ヘ ヘ ぺぺ SS 


BAS 1IC 等 の 中 間 コ ー ド 
Se。 As 

これ ら を ながめ て いる うち に , 「 コ ー ド 」 と 付 
けら れ て いる 単語 の 共通 点 に 気が付い た 方 も むら 
れる と 思い ます 。 その 共通 点 と は , 

「 コ ンピュータ の メモ リ へ の 収納 方 法 」 
を 表わし て いる 事 で す 。 

例え ば , 中 間 コ ー ド は , BAS IC 等 の 命令 の 
メモ リ へ の 収納 方 法 の 一 つ で あり , アス キー・ コ 
ー ド や キャ ラク タ ・ コ ユ コード は コ ユ コンピュー タイ 文 字 
を 扱う 場合 に 使用 きれ ます 。 

きる て , 間 題 の BCD コ ー ド で す が , これ は 数 値 
を 扱う 場合 に 利用 され る も の で , 人 間 が 通常 扱っ 
て いる 1 0 進数 を 簡単 に メモ リ 上 で 扱う た め に 考 
ぇ られ か た 方 法 で す 。 

具体 的 に は , 第 76 図 を 見 て いた だ けれ ば わか る 
様 に 1 バイ ト を 4 ビッ ト ず つ に 分 け て , 2 桁 の 10 
進数 を 表わす も の で す 。 

た と え ぇ ば, 10 進 数 の 12 は , 16 進 数 で は 0 CH と 
表現 し ます が , BCD コ ー ド で は 1 2H し と なり ま 
あお 。 

この 様 に 、 BCD コ ユー ド で 表現 きれ た デー タ を 
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《 第 76 図 > BCD コ ー ド の 表現 








10 進 数 表現 16 進 数 表現 BCD コ ー ド 表現 
0 0 0 00 
1 0 1 0 1 
2 0 2 0 2 
3 0 3 0 3 
4 0 4 0 4 
5 05 05 
6 0 6 0 6 
7 07 0 7 
8 08 08 
9 0 9 0 9 
10 0A 1 0 
ま 0B 出 妥 
2 0C 1 2 
1 3 0D 1 3 
1 4 0E 1 4 
1 5 0F 1 5 
16 10 1 6 
0 74 1 1 1 7 
18 員 少 18 
) ) ) 

















16 進 で ダン プ す る 事 に よっ て , 人 間 の 方 は 簡単 に 
10 進 数 の イメ ー ジ と し て 受け 取る 事 が で きま す 。 

1 バイ ト で 2 桁 の 10 進 数 し か 表現 で きま せん の 
で , 省 メ モリ を 必要 と する 場合 な ど に は 不向き で 
す が , 人 間 の 方 か ら 考 えれ ば , 最も 自然 に 感じ る 
事 の で きる 無理 の な い 表 現 方 法 ほ 言え を まし ょ う 。 





|6 間 o 問 題 考え く 
く ま し た か 2 > 者 で 


解 久 が て て くる さ 







EXAMINAL 


王 XXA へ IMIIINATIOIN 一 一 

PC 一 8001 の ROM 領 域 で ある , 0 0 
00H 一 5FFFH 番 地 の 中 か ら , N 一 BA 
S1C の プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ 「O k」 が キ 
ャ ラク タ ・ コ ー ド て 収納 され て いる アド レス 
を 見 つけ だ し て 「O」 の 収納 され て いる アド 
レス を , 4 桁 の 16 進 数 で CRT 画 面 に 表示 し 
て 下さ い 。 

な お , 5EC0H 番 地 か ら の ROM 内 サ プ 
ルー チン を コー ル す る 事 に よっ て , H ロ ヒレ ジ 
スタ 対 の 16 進 数 を 4 桁 で C RT 画面 に 表示 す 
る 事 が で きま す 。 











上 記 の 問題 は 、 第 16 章 の 最後 で 私 か ら 読者 の 皆 
さん に 出題 し た も の で す 。 

考え られ た 方 は , 以外 に 面倒 な プロ グラ ム な の 
で 向 か れ だ た の で は な いで し ょ うか 。 それ と も , あ 
まり の 安易 さ に , 考え る 気力 さえ 起き な か っ た の 
か も 知れ ませ ん 。 

いずれ に し て も , この 辺 で 少し の 間 命 令 の 紹介 
を 休ま せ て いた だ き , 私 な り の 解答 を 示し て お き 
だ いと 思い ます 。 皆さん も お 付き 合い くだ きい 。 
た だ し , ここ で 示す いく つか の プロ グラ ム は あ 
くま で も 参考 例 と し て 考え て くだ さい 。 皆さん が 
御 自分 で つく っ た プロ グラ ム が , 模範 解答 で ある 
事 を 期待 し て いま す 





私 の 解答 例 


まず 最初 に , 私 が 出題 し た 時 点 で 考え て お いた 
解答 例 を 第 77 図 に 示し ます 。 

この プロ グラ ム は , 「Ok」 の 文字 列 を る が し 
出す 事 の み を 目的 と し て , で きる 限り 少な い ス テ 
ッ プ に し ょ うと 思い 組ん だ も の で す 。 当然 の 事 で 
す が , 今 ま で に 説明 し た 命令 の み で 成り 立っ た プ 
ログ ラム で す 。 

プロ グラ ム 自 体 は 非常 に 簡単 な も の で す が , 一 
応 順 を 追っ て 説明 し て 行き ます 。 

メモ リ を 指定 する た め の ポ イン タ と し て は , H 
L レ ジス タ 対 を 使い 。 5FFFH 番 地 か ら 000 
0 H 番 地 に 向かっ て 調べ て 行き ます 。 メ モリ 上 を , 
わざ わき さ 逆 に 調べ て 行く の は , プロ ンプ ト を きる が 
し 出し た 時 点 で 「k」 で は な く 「0」 の 収納 され 
て いる アド レス を 表示 し な けれ ば な ら な い の で , 
その 時 点 で ポイ ンタ を も どす の が 無駄 ど と 思っ た 
か ら で す 。 

また , 注意 し な けれ ば な ら な い の は , 1 6 ビッ 
ト の ディ クリ メン ト 命 令 で は フラ グ に 影響 を 及ぼ 
る な い 点 で す 。 つ まり , 第 77 図 で 最初 の 


J R NZ, LOOP 
は , 直前 の 
DEC HL 


に 対す る 条件 ジャ ンプ で は 無く ,。 も う 1 ス テッ プ " 
前 の 
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玩 第 19 章 EXAMINATION 
CP も 《 第 78 図 ) 解答 例 1 の フロ ー チ ャ ー ト 


に 対す る 条件 判断 な の で す 。 中途 半端 な 場所 に 
DE で 5 邊 也 

が 入っ て いる だ た め 。 わ かり に くい プロ グラ ム に な 

っ て いま す が , ステ ッ プ 数 の 軽減 に は 役立っ て い 

ます 。 

な お 。 第 78 図 の ゲロ グラ ム で は , ブロ ンプ ト を 
見 つけ た 段階 で アド レス を 16 進 4 桁 で 表示 し た 
後 モ ニー タ に ジャ ング し て し まい ます 。 

本 当 な 6, 2 4 K バ イト の ROOM 領域 天 に 「O 
k」 の キャ ラク タ ・ コ ー ド が 並ん で いる 場所 が 1 
個所 の み と は 限ら ず , 後 で 登場 する 第 81 図 の よぅ 
な プロ グラ ム を 組む 事 が 望ま ほしい の で す が , 本 書 
が 入門 書 で ある 事 も 考 護 し , 偶然 ROM 領 域 夫 に 
1 組 の 「Ok」 し か 存在 し な い 事 が 確認 済み で あ 
っ た ため, この よう な プ ブログ ラム に し まし た 。 も 
ちろ ん , 余力 の ある 方 は 別 の 方 法 を 考え て みて 


























だ さい 。 
《 第 77 図 ) 解答 例 1 《 第 79 図 〉 解答 例 2 
けし KK 米 米 米 米 米 ※※ 米 米 米 米 
3 カ k" H 
0 SEARCH 'Ok' 
1 ※ ※ ※ ※ ※ 米 ※ ※ ※ 米 米 ※※ H 
) 米 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 
ORG 0E0ooH 9 ea 
E FF5F LD : HL,5FFFH ! 

000 RS 4 E000 210000 LD HL0OOOH 
98 天 bMDBc BDD E003 Oi00 LD BC.6000H 
EO04 FE6B cp 
SN 90 PT EO06 7E LoOoP: LD  A.(HD) 
E007 20FA JR NZ.LOOP EO07 FE4F CcP 0 
688 5 吉 条 E009 2011 JR NZ.NEXT 
8。 SE4R OB EOOB 23 INC HL 
EOOC 20F5 JR NZ,.LOOP FOOC 7E LD 4A(HD) 
EOOE CDCO5E CALL 5ECOH S00D′ 2 DE 過 反 
EO11  C3665C JP sceeH EOOE FE6B CP 

EO10 200A JR NZ.NEXT 
EO12  E5 PUSH HL 

EO13  C5 PUSH BC 

E014 CDCO5E CALL 5ECOH 
EO17 CDCA5F CALL 5FCAH 
EO1A Cl POP BC 

EOIB E1 POP HL 

EO1C 23 NEXT: INC HL 

EO1D 0B DEC BC 

EOIE 7B LD AB 

EO1F B1 OR Cc 

EO20 20E4 JR NZ.LOOP 
E022  C3665C JP 5C66H 
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《 第 80 図 ) 解答 例 2 の フロ ー チ ャ ー ト 


Z8 0 の イン スト ラク ショ ン ・ モ キッ ト TII mm 
《 第 81 図 ) 解答 例 3 





E000 


E003 
E006 
E009 


E00C 
E00D 


E010 
E011 
E012 
E014 
E015 
E017 
E018 
E019 


E01B 
E01C 
EO1D 
E01F 
E020 
E021 
E024 
E027 
E028 





E02A 
E02E 








: 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 
SEARCH  'O 


) 丘 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 


ORG 0EO000H 
210000 - LD HL, 0000H 
110060 IFEND: LD DE, 6000H 
CDD35E CALL 5ED3H 
D2665C JP NC, 5C66H 
E5 PUSH HL 
012 AEO _ LD BC,TABLE 
0A LOOP: LD A, (BC) 
A7 AND 4A 
2B07 JR ZNEXT 
BE CP (HL) 
2004 JR NZ, NEXT 
03 INC BC 
23 INC HL 
1BF5 _ JR LOOP 
D1 NEXT: POP DE 
23 INC HL 
20E4 JR NZ, IFEND 
E5 PUSH HL 
EB EX DE,HL 
CDC05E CALL 5ECOH 
CDCA5F CALL 5FCAH 
E1 POP HL 
1BD9 S JR IFEND 


4F6BFCOD TABLE: DB "Ok',0FCH,0DH,0AH,0 
0A00 





/ も う 一 つの 解答 例 


東大 阪 市 の 野本 正司 さん か ら (月 刊 マ イコ ン 連 
載 中 に ), た い へ ん すばらし い 解 答 例 と 解説 ちい た 
7 だま ル だ 。 まさ に 。 

「 我 が 意 を 得 た り 」 
と いう よう な 内 容 で し た の で , ここ に 発表 きせ て 
ぃ い だ だ きま す 。 

な お ぉ , 誌面 の 都合 な どか ら , 廊 章 の 一 部 を 変更 
し , フロ ー チ ャ ー ト 等 勝手 に 付け る きせ て いた だ き 
まし た 。 あ ら か じ め 御 了承 くだ きい 。 





野本 さん か ら の 手紙 


最初 に で きだ の が 第 79 図 で す 。「 O」 と 「k」 
の キャ ヤラ クタ ・ コ ー ド 4FH, 6BH を さ が 
す 簡 単 な お も の で す が , ハン ド ・ ア セン ブル し 
だ 後 重大 な 問題 に 気 び つき まし だ 。 すなわち 
第 79 図 で は , N 一 BAS 1C の ブロ ンプ ブ ト 以 
外 に も 反応 する の で す 。 だ と えば , デー タ や 
マシ ン 語 な ど が 偶 人 然 . 4FH, 6BH と 並ん 
で いる 場合 に も 反 席 し て し まう の で す 。 

そこ ご で 考え だ の が 第 81 図 で す 。 

プロ ンプ ト は 52EDH 番 地 み ら の 文字 列 
表示 サブ ルー チン に よ つ て 表示 され る は ず で 
す ガ が ら , エン ド ・ マ ー ク OOH が あり の , 更に 
改行 を 行う を め に , ODH, OAH が 含ま れ 
て いる は ざ ず で す 。 
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mm 第 19 章 EXAMINATION 

















普通 な ら , こ ご こ まで で 終わ り で す が , HA 
し 研究 所 の PCG 一 8 1 OO を 使用 中 , プロ 
ンプ ト 「O k 」 の 直後 に 1 キヤ ラフ の 不 特 
定 パ バタ ー ン が , 表示 され る 事 に 気 び つき まし 
だ 。 調べ だ た 結果, キヤ ラフ クタ ・ コ ー ド が FC 
H の キヤ ラク で ある 事 が 判明 し だ の で す 。 
以上 の 考察 けら N 一 BA S | C の ブロ ン ブ 
ト は , 4FH, 6BH, FCH, ODH, O 
AH, OOH ガ ら 構 成 さ まれ て いる と 考え られ 
単に ,「Ok」 の キヤ ラフ クダ ・ コ ー ド 2 バイ 
ト を さがし だ だ け で は 不 完全 な 事 が びわ ガ り ま 
す 。 

第 81 図 で は , 第 79 図 の よう に , 4FH, 6 
BH を 拾い 出し て 調べ る の で は な ぐ , 調べ る 
デー タ を あら が じ め テ ー ブ ル に 用 意 し て お い 
て , その デー タ ガ 全 て 一 致す る と ころ を 見 つ 
け 出 し ます 。 ち よう ど , N 一 BAS 1 C 等 の 
INSTR 関 数 みな いで すね 。 

LOOP と いう ラベ ル の つい て いる フロ 
タタ は, サー ヂ ず を デー タ の エピ ンド ・ マ デー ク 
OOH ま で すべ て 合 つ て いれ ば ゼロ ・ フ ラグ 
(Z) を だ て , 途中 で ひと つ で も 異な つて い 
れ ば ゼロ ・ フ ラグ (Z ) を だ を お し て NEXT 
の ラベ ル に ジャ ンプ し ます 。 

まず, 第 79 図 の 方 で す 。 さす が に マシ ン 語 
だ け あ つて 瞬時 に し て 終わ り ま し た 。 24K バ 
イト も の 領域 を まさ に 一 瞬 で す 。 

第 79 図 の 実行 結果 表示 され だ の は 以外 に も 
3B6O だ け で し た 。 意 の だ ため 3B60H 番 
地 ガ ら タ ンプ し て みる と , 4FH, 6BH, 
FCH, ODH, OAH, OOH, に 間違い 
あり ませ ん で し だ た 。 

らら 4K バ イト も の ROM 領 域 に 「O」 と 「k」 
の ベア は , だ つた だ 1 組 だ どけ だ つ だ の で す 。 

「 せ つが ガ ぐ 第 81 図 を つく ぐつ だ の に / ュ 




















No 


と 残 意 に 思い な が ら も , 第 81 図 を 入力 , 実行 | 


し た と ころ , 当然 の こと で す ガ が 360 を 表 
示し 終わ り ま し だ 。 

第 83 図 は , ロー テー ト 病 令 を 使 つ だ 乗算 サ 
プ ブルー チン で す 。H ロ レジ スタ と し レジ スタ を 
掛け 合わ せ だ 積 を H し レジ スタ に 求め ます 。 
Z80 に は 1 6 ビッ ツ ト の 演算 命令 が ある の で 
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32 ビ ピット の 乗算 ルー チン も 科 単 に で きる と 
思い ます 。 

少な く と も , 乗数 を 被 乗数 回 加え る と いう 
アル ゴリ ズム より は 速い と 思い ます が , い ガ が 
が な も の で し よう が 


























《 第 82 図 〉 解答 例 3 の フロ ー チ ャ ー ト 

















《 第 83 図 〉 乗算 サ プ ル ー チ ン 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モ セット]I 還 m 


(第 84 図 乗算 サブ プル ー チ ン の フロ ー チ ャ ー ト 

















) 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 ※※ 米 米 米 米 米 玉 米 
16 BIT MULTIPLY SUBROUTINE 
) ※※ 米 ※ 米 米 米 米 米 ※ 米 米 米 米 米 米 米 ※ 米 米 米 米 
ORG  OE000H 
E000 AF XOR A 
E001 0608 LD B,8 
E003 CB1D LOOP: RR L 
E005 3001 JR NC, NEXT 
E007 84 ADD AH 
E008 1F NEXT: RRA 
E009 10FB DJNZ LOOP 
EO00OB CB1D RR 上 
E00D 67 LD H.A 
EOOE C9 RET 





N 一 BAS 1IC の 中 身 も 少し ずつ 公開 きれ, マ 


シン 語 で の プロ グラ ミン グ も 比較 的 手軽 に な っ て 


等 シス テム 言語 解析 の 重要 性 を 感じ て し まい ます 。 


きま し だ た 。 

本 章 の プロ グラ ム 例 で も , いく つか の ROOM 内 マシ ン 語 を 使い こなせ る よう に な っ た だ たら, N 一 
サブ ルー チン を 利用 する 事 に よっ て , プログ ラム BASIC な ど を 解析 し て みる の も お も し ろ い か 
自体 が 簡潔 に まとめ られ て お り , N 一 BASIC も 知れ ませ ん 。 





NBASIC の シス テム サフ リレー チン 講 原 
( 詳 に は 付録 PE 会 昭 ) 
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本 章 で は 残り 少な く な っ た 命令 の な か か ら , C 
PU コン トロ ー ル 命令 お よび アキ ュー ムレ ー タ 操 
作 命令 を 紹介 し ます 。 






CPU コン トロ ー ル 命令 


CPU コン トロ ー ル 命令 は , CPU を 直接 コン 
トロ ー ル する た め に 用 意 き され た 命令 群 で . CPU 
の 停止 や 割り 込み の コン トロ ー ル を 行う た め に 7 
種類 の 命令 が 用 意 き れ て いま す 。 

た だ し , これ ら の 7 種 の 命令 の 中 に は 一 般 に は 
ほとん ど 使 用 きれ な い 命令 $ も あり ます の で , 次 に 
あげ る 2 個 の 命令 だ け を 理解 し て お いて くだ さい 。 

NOP 
HALT 


⑨@NOP 


NO 命令 は , 
NO _ OPERATION 

の 言葉 どなり, オペ レー ショ ン を 行わ な いた だめ の 
命令 で , 実行 し て も Z8 0 は 何 も 行 わ ず , 実行 時 
間 を わずか に 消費 する の み で す 。 

実際 に は , プロ グラ ム の デバ ッ グ を 行っ て バイ 
ト 数 が 少な てく な り メ モリ が 余っ て し まっ た 場合 の 
穴 理 ゆな ど に 利用 し ます 。 

ハン ド ・ ア モ セン プル に よっ て マシ ン 語 の プログ 
ラム を 開発 する 場合 に は , デバ ッ グ 時 に どう し て 
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も 途中 に 2 一 3 バイ ト 付 け 加 える 必要 が 生じ る 事 
が あり ます 。 こ の 様 な 時 の 事 を 考え を て, ブロ グラ 
ム の 要 所 要 所 。 特に 各 サ プ ブルー チン の 最後 に は 3 
バイ ト 程 度 の NO 命令 を 入れ て お きま し ょ う 。 
3 バイ ト 空 いて いれ ば , サブ ルー チン ・ 
令 を 使用 する 事 も で きま すか ら ほ と ん どの 場合 に 
対応 する こと が で きま す 。 


ュー ル 洛 


@ ぐ HALT 


この 命令 は , 本 書 の は じ め の 頃 に プロ グラ ム の 
最後 に 置い て 実行 を 停止 する た め に 利用 し て いた 
も の な の で 覚え て お む おら れる 皆さん も 多い で し ょ う 。 

HALT 命 令 を 実行 し た Z8 0 は , HALT 状 
表 に 入り HALT 信 号 を 送出 し ます 。 こ の 時 CP 
U は NO 命令 を 実行 し 続け ます が , この よう に 
H ALT 状態 の 間 NOP 命 令 を 実行 す る 目的 は P 
C 一 80 0 1 で も メイ ン メ モリ と し て 使用 し て い 
る D 一 RAM (ダイ ナミ ッ ク ラ ム ) に 不可 欠 な メ 
モリ の リフ レッ シュ を 行う た めで す 。 

H ALT 状態 か ら 抜け 出す た め に は , PC 一 8 
0 0 1 の 背面 に あわ る リモ ッ ト ・ ス イッ チ を 押し て 
RE SET 信 号 を 発生 きせ CPU を イニ シャ ライ 
ズ す る か , 割り 込み 信号 に よっ て 割り 込み を 発生 
する し か あり ませ ん 。 

な お , ニー モニ ッ ク の 読み 方 に も BASIC の 
コマ ンド の 読み 方 な どの 様 に いろ いろ ある と 思い 
ます が , HAL T 命 令 は , 

HALT (ホー ルト ) 





と 読み ます 。 私 も つい 最近 まで ロー マ 字 読み で , 
HALT (ハル ト ) 


と 読ん で いま し た 。 皆 さん, くれ で ぐれ も 御 注意 を / 


@D Il 


Disable Interrupt の 事 で . マス ク 可 能 な 割り 
込み を 禁止 し ます 。 

具体 的 に は は, イン タラ プ ト ・ イ ネー ブル ・ フ リ 
ッ プ フロ ッ プ , IFE1 お よび IFF2 が リセ ッ 
ト る され ます 。 


@⑥E I 


Enable Interrupt の 事 で , マ スク 割り 込み 要求 
INT に よる 割り 込み を 可能 に する , D 1 命令 と 
正反対 の 命令 で す 。 

具体 的 に は は, イン タラ プ ブ ト ・ イ ネー ブル ・ フ リ 
ッ プ フロ ッ プ が セッ ト さ る され ます が , 当然 、 割 9 込 
み の 実 行 中 に は 他 の 割り 込み は 禁止 され ます 。 


@⑨ ぐ IM 0 


割り 込み モー ド を 0 に 設定 し ます 。 モ ー ド 0 で 
は 8080 等 の CPU と 同じ 〈 全 て の 割り 込み を 
受け 付け ます 。 


@⑥IM 1 


割り 込み モー ド を 1 に 設定 し ます 。 モ ー ド 1 で 
は , プロ グラ ム ・ カ ウン タ (PC) も スタ ッ ク に 
退避 し た 後 0 0 3 8H 番 地 へ の ジャ ンプ を 行い ます 。 


@ ぐ IM 2 


割り 込み モー ド を 2 に 設定 し ます 。 モ ー ド 2 で 
は , プ ブログ ラム ・ カ ウン タ (PC) を スタ ッ ク に 
退避 し た あと , イン タラ プ ブ ト ・ ベ クタ ・ レ ジス タ 
(1) で 上 位 8 ビ ッ ト を 指定 し , 割り 込み を か けた 
デバ イス が 割り 込み アク ノリ ッ ジ の サイ クル で デ 
ー タ ・ バ ス 上 に 乗せ た 8 ビッ ト を 下位 と し だ, ア 
ドレ ス か ら 2 バイト に 渡っ て 書か れ て いる デー タ 
を コー ル 先 アド レス と し て , サブ ルー チン ・ コ ユー 
ル を 行い ます 。 

以上 に より , ZZ8 0 で は 割り 込み 処理 ルー チン 
の スタ ー ト アド レス 最大 128 個 を 集め た テー ブル 
を , メモ リ 上 の 任意 の ペー ジ に セッ ト し て お くく こ 


Z8 0 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト I mm 


《 第 85 図 ) ニー モッ ク 機 械 語 対応 表 
CPU コン トロ ー ル アキ ュー ムレ ー タ 操作 



































NOP 0 0 DAA 2 7 
HALT | 76 CPL 2F 
ED 
DI F 3 NEG 2 
EI FB CCF 3F 
ED 
IM 0 | 76 SCF ら 表 
ED 
1 導 1 (| 
ED 
1M 2 | ま 











が で き 示す 。 

N 一 B A S I C で は , この モー ド 2 の た め の テ 
ー ブ ル を , R AM 領域 の 一 番 先頭 に 置い て ある た 
め 、 16K バ イト RAM の PC 一 8 0 0 1 で は , 
C0 0 0H 番 地 か ら が テー ブル と な り ま す 。 





/ アキ ュー ムレ ー タ 操作 命令 


アキ ュー ムレ ー タ 操作 命令 は , A レ ジス タ や キ 
ャ リー フラ グ (CY) の 操作 を 行う た め の 命 令 群 
で 5 種類 の 命令 が 用 意 さ きれ て いま す 。 


@⑥DAA 


Z80 や 8080 の 加算 お よび 減算 命令 は , 当 
然 の 事 な が ら 2 進数 (16 進 数 ) の 演算 を 行う た め 
に 用 意 さ きれ て いま すか ら , BCD コ ユー ド を 直接 使 
うた め に は 注意 が 必要 で す 。 

例え ば , BCD コ ー ド の 15H ヒ と 1 4H を 加え 
た 場合 に は , 2 9H と な り 一 見 問題 が 無い 様 に 思 
える の で す が , 1 5H と 1 5H を Z80 の 加算 命 
令 に よっ て 普通 に 加え る と 1 AH が 和 と し て 求め 
られ て し まい ます 。 本当 な ら ば 2 0 H を 求め た い 
の で す が , この 1 AH か ら 2 0 H へ の 補正 を 自動 
的 に 行う の が , 

Decimal Adjust Accumulator 
D AA 命令 で す 。 

使い 方 は 非常 に 簡単 で 、 加算 また は 減算 命令 に 
よっ て BCD コ ー ド の 演算 を 行っ た 直後 に 必ず D 
A A 命 令 を 実行 すれ ば 良い の で す 。 
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mm 王 第 20 章 CPU コン トロ ー ル 命令 


⑥CPL 


C PL 命 令 は , A レ ジス タ の も つ 8 個 の ビッ ト 
の 内 容 を 全て 反転 する も の で , つま り A レ ジス タ 
の NOT (A) を 求め る 事 が で きる 命令 で す 。 

た と えば , A レ ジス タ に 


1011 1101 
が 収納 され て いる 時 に , この 命令 を 実行 す る と , 
0100 0010 
に 変化 し ます 。 
@⑥ ぐ NEG 


A レ ジス タ の 内 容 が , 符号 付き の 8 ビッ ト と し 
て , 一 128 一 127 の 数 値 を 表現 し て いる 時 に , その 
符号 を 反転 する た め に 用 いる 命令 で す 。 

具体 的 に は , A レジ スタ の 各 ビ ッ ト を 反転 し て 
1 を 加え ます が , 式 に 直す と 

AA 二 1 
と な り ま す 。 


@⑥CCF 


この 命令 は , キャ リー フラ グ (CY) を 反転 す 
る た め の 命 令 で す 。 

一 般 に キャ リー フラ グ (CY) を 0 に リセ ッ ト 
する に は , 何ら か の 論理 演算 命令 を 実行 すれ ば 良 
く , レジ スタ の 内 容 等 に 影響 も を 与 を ない 


AND  A 

な ど を 行う の が 一 般 的 で す が , 正式 に は 次 に 説明 する 
SCF 

に よっ て , キャ リー フラ グ を 1 に セッ ト し て お き , 
CCF 


で 反転 する 事 に よっ て , 0 に リモ セッ ト し ます 。 
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/ BCD コ ー ド 加減 プロ グラ ム 


D A A 命 令 の 使用 例 と し し て , 4 バイ ト の BCD 
コー ド の 間 で 加算 お よび 減算 を 行う ゲ プロ グラ ム 例 
(第 86 図 ) を 示し ます 。 4 バイ ト の BCD コ ー 
ド で は , 8 桁 の 10 進 数 を 扱う 事 が で きま すか ら , 
正 数 で あれ ば 電卓 並み の 桁 数 で 加減 算 が で きる わ 
け で す 。 

プロ グラ ム 自 体 は 非常 に 簡単 な 構成 な の で ニー 
モニ ッ ク を 追っ て 行く だ け で すでに 理解 で きる 事 
と 思い ます か ら , プロ グラ ム の 走ら せ 方 だ け を 説 
明 し て お きま し ょ う 。 

プロ グラ ム は , D 0 0 0H 番 地 か ら 走ら せる 事 
に よっ て 最初 に 加算 や, 次 に 減算 や 行い ます 。 

和 は E008H 番 地 か ら 4 バ イト に 渡っ て 。 療 
は E00CH 番 地 か ら 4 バ イト に 渡っ て , それ ぞ 
れ 収 納 され , E000H-E00 3H 番 地 に わた 
る BCD コ ュー ド が 被 加算 で も 被 減算 で も あり , E 
004H-E007H 番 地 に わた る BCD コ ー ド 
が 加 数 と し て も 減数 し し て も 扱わ れ ま す 。 

E000H-E0O0O7H 番 地 に 与え を る 入力 パラ 
メー タ は ,。 N 一 BAS IC の POKE や マシ ン 語 
モニ タ の S コ マン ド に よっ て メモ リ 上 に セッ ト し , 
演算 結果 は マシ ン 語 モニ タ の D コ マン ド に よっ て 
調べ る の が 一 般 的 で し ょ う 。 

前 章 ま で の プロ グラ ム 例 と 異な り 結果 を BCD 
ュー ド て 得る 事 が で きま す の で , 人 間 の 立場 で も 
非常 に わか り 易 いと 思い ます 。 

プロ グラ ム 中 で 注意 が 必要 な の は , SUB 命 令 
の オペ ラン ド が 一 つ し か いら な い 点 で ,。 ハン ド ・ 
アセ ンプ ブル の 場合 に は 良い の で す が ,。 アセ ンプ ブラ 
に 頼る 場合 は 不 必要 な オペ ラン ド を 書く と エラ ー 
に な り ま す 。 





Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト II mm 
《 第 86 図 ) BCD コ ー ド ・ テ スト プロ グラ ム (DAA 命 令 の 使用 例 ) 
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) 米 米 米 米 米 ※ 米 米 米 米 米 米 米 ※ 米 米 米 米 米 米 米 米 米 


H BCD CODE TESTING PROGRAM 


) 楽 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 ※ 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 

: INPUTS (E003H)(E002H)(E001H)(E000H) < 一 BCD CODE 1 
: (E007H)(E006H)(E005H)(E004H) < 一 BCD CODE 2 
: OUTPUTS: (E00BH)(E00AH)(E009H)(E008H)<- SUM 

: : (E00FH)(E00EH)(E00DH)(E00CH) < DIFFERENCE 
: ORG 0D000H 


) 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 ※ 米 米 米 米 米 ※※ 米 米 米 米 米 米 


ADDITION 


米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 


2100E0 LD  Ix.OE000H 
0 LD  A.(IX) 
4 ADD A,.(IX+4) 
DAA 
8 LD (IX+8).A 
1 LD 。 A.(IX+1) 
5 ADC A.(IX+5) 
DAA 
9 LD (IXx+9).A 
2 LD  A、(IX+2) 
6 ADC A.(IX+6) 
DAA 
LD (IX+10).A 
3 LD  A.(IX+3) 
7 ADC A,.(IX+7) 
DAA 
B LD (IX+1).A 
: 素 米 米 米 米 ※ 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 ※※※※※ 米 ※ 
: SUBTRACTION 
) 米 米 米 米 米 ※※※※※※※※ ポ ボボ ※ ボ ※ ビ ボボ ※ ポ ※※ ポ ※ ボ ※ ポ ボボ ※ 
0 LD  A.(IX) 
4 SUB (IX+4) 
DAA 
C LD (IX+12).A 
1 LD 4A.(IX+1) 
5 SBC A、(IX+5) 
DAA 
p LD (IX+13).A 
2 LD 。A.(IX+2) 
6 SBC A(IX+6) 
DAA 
E LD (IX+1 の .A 
3 LD  A.(IX+3) 
7 SBC A、(1X+7) 
DAA 
F LD (IX+15).A 
C JP sceeH 
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本 章 で は , N 一 BASIC の 
INP 
OUT 
に 値する Z 8 0 の 入出 力 命 令 を 紹介 し ます 。 
これ ら の 命令 は , 普段 は あま り 使 われ る 事 の な 
い 命 令 で す が , 使用 され る 場合 に は 非常 に 重要 で 
か つ 注 意 を 要する 事 が 多い も の で す 。 
基本 的 に は , CPU (Z80) に 接続 きれ て いる 


各種 の 周辺 機器 .、 た と えば キー ボー ド , スピ ー カ , 


CRT, プリ ンタ , ディ スク ・ ユ ニッ ト 等 を コン 
トロ ー ル する た だ ため に 使用 きれ る 命令 で す 。 


/ 入力 命令 


⑨⑥ 一 般 的 な 入力 命令 


マシ ン ・ コ ー ド の 2 バイト 目 で , 入力 を 行う ポ 
ー ト を 指定 する 命令 で 入力 し た デー タ は A レ ジ 
スタ に 入り ます 。 

た と えば , 入力 ポー ト 2 1 H 番 地 か ら の 入力 デ 
ー タ A レ ジス タ に 入力 し た い 場 合 に は , 


IN 次 。 (2 1 紀 ) 
を 行う 事 に な り , マシ ン ・ コ ユー ド は , 
DB・21 


の 2 バイト に な り ま す 。 
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@⑥C レ ジス タ に よる 入力 ポー ト 指 定 


- 般 的 な 入力 命令 で は , マシ ン ・ コ ー ド の 2 バ 
イト 目 で 入力 ポ ボート の アド レス を 指定 し まし た が , 
この 方 法 で は 演算 結果 や 条件 に よっ て ポー ト の ア 
ドレ ス を 変更 し た い 場 合 に 不便 で す 。 

そこ で , ZZ8 0 で は C レ ジス タ の 値 を 入力 ポー 
ト の アド レス と し て , ポー ト か ら の 入力 を 行う 命 
令 が 拡張 され ま し た 。 

ニー モニ ッ ク は , A レ ジス タ に 入力 す る, 


IN A, (C) 
を は じ め し と し て , 
IN B, (C) 
IN C, (C) 
IN D, (C) 
IN E,。 (C) 
IN H, (C) 
IN 上 上,。 (で ) 


の 計 7 種 が 用 意 さ きれ て いま す 。 

これ ら の 命令 の 必要 性 を 確認 する た ゆめ に, プロ 
グラ ム 例 を 示し ます が , この ブロ グラ ム 例 は PC 
一 8 0 0 1 上 で 走ら せ て も 意味 は 有り ませ ん の で 
御 注 意 く だ きい 。 

EXAMPLE 一 1 か ら EXAMPLEー3 ま で 
の 3 本 は , 全て 同じ 機能 を 持た せ た プ ブロ グラ ム で 
: ぁ 

具体 的 に は , 入力 ポー ト 1 0 H 番 地 か ら の デー 
タ 入 力 を 行い , 入力 し た デー タ で 指定 する 入力 ポ 


ぺぺ SO) の イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト IImmm 


《EXAMPLE 一 1〉 


《EXAMPLE 一 2》 





: 米 米 米 ※ 米 米 米 米 米 米 米 ※ 米 玉 

SAMPLE 1 

ORG 0C100H 
C100 DB10 IN 











A, OH) 
C102 3206C1 LD (INPORT+1)、A 
C105 DBOO INPORT:IN 4,(OOB) 
C107 C9 RET 
ー ト か ら 再 度 入 力 を 行う サブ プ ブルー チン と な っ て い 
まま 。 


80 8 0 で は , EXAMPLE 一 1 の 様 に サブ 
ルー チン 自身 を 書き 換え る の が 一 般 的 で す が , こ 
の よう な 手法 は プロ グラ ム の 見 易 る さや, バグ の 発 
生 率 か ら 考 えて あま り 勧 め ら れる 方 法 で は あり ま 
せん 。 ま た だ ただ, ブロ グラ ム を ROM に 焼い て 使用 す 
る 場合 な ぼ ぜ は , RAM 上 に ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル 等 
を 置く 必要 が あり , さら に 複 殺 に な っ て し まい ま 
す 。 か と 言っ て , 自分 自身 を 書き 換え る 事 や さけ 
て 普通 に 組め ば, EXAMPLE 一 2 の よう な 長 
大 な プロ グラ ム に な り , と て も 実用 に は な り ま せん 。 

そこ で , EXAMPLE 一 3 で す が , C レ ジス 
タ に よる 入力 アプ ド レス 指定 を 利用 し て いる だ ため, 
非常 に 簡潔 な も の と な っ て いま す 。 


@ ぐ INI 


INI は , 
Input and Increment 
の 意味 で . C レ ジス タ の 内 容 で 指定 する 入力 ボー 
ト か ら の 入力 デー タ を , HL レジ スタ 対 で 指定 す 
る アド レス に 格納 し , さら に HH し レジ スタ 対 を イ 
ンク リ メ ン ト , B レ ジス タ を ディ クリ メン ト し ま 
す 。 命令 の 実行 結果 B レ ジス タ が 0 に な れ ば , ゼ 
ロ ・ フ ラグ (ZZ) を 1 に モッ ト し ます 。 
この , 
INI 
と 同様 の 機能 を , 今 まで に 紹介 し た 命令 の み で 表 
わす と, 次 の よう に な り ま す 。 


PUSH AF 

IN A, (C) 
LD (HL), A 
陸 ⑩ AF 


: 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 
SAMPLE 2 


) 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 











ORG 0CiOOH 
C100 DB0 IN AaOB) 
C102 3C - INC A 
c103 3D DEC A 
C104 2003 JR NZJNEXT1 
C106 DB0O IN 4.(0) 
C108 C9 RET 
c09 3D NEXT1:DEC A 
C10A 2003 JR NZJNEXT2 
C10C DBO1 IN AA(1) 
C10E C9 RET 
COF 3D NEXT2:DEC A 
CI10 2003 JR NZ.NEXT3 
C112 DB02 IN 4,(2) 
Ci14 D9 RET 
cl15 3D NEXT3:DEC A 
C116 2003 JR NZJNEXT4 
CI1B DB03 IN 4,(3) 
CI1A C9 RET 
clB 3D NEXT4:DEC A 
CI1C 2003 JR NZNEXT5 
C11E DBO4 IN 。 A.(4) 
C120 C9 RET 
cl21 3D NEXT5:DEC A 
C122 2003 JR NZ.NEXT6 
C124 DBO5 IN 4,(5) 
C126 C9 RET 
C127 3D NEXT6:DEC A 
C128 2003 JR NZ.NEXT7 
C12A DBO6 IN 4.(6) 
C12C C9 RET 
cl2D 3D NEXT7:DEC A 
C12E 2003 JR NZJNEXT8 
C130 DB07 IN 4A,(?) 
C132 C9 RET 
C133 NEXT 8 : 

・ (以下 , 同様 に 
・ 続く ) 
《EXAMPLE 一 3》 
: ※ 米 米 米 米 米 米 米 米 ※ 米 ※※※ 
SAMPLE 3 
1 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 玉 米 ※ 
ORG 0C100H 

cl00 DBlo IN A,. OB) 

C102 4F LD CA 

C108 ED78 IN A.(O 

Cc105 C9 - RET 
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mm 第 21 章 入出 力 命令 


INC H 工 
DEC B 
⑨ ぐ INIR 
INIR は , 


Input, Increment 


and Repeat 


の 意味 で B レジ スタ の 内 容 が 0 に な る まで 


INI 


を くり 返す 命令 で びす 。 すなわち, C レ ジス タ て で 指 
2 5 6 バイト 以内 の 入力 
1 命令 で メモ リ 上 に 転送 す 


定 す る 入力 ポー ト から, 
デー タ ・ プ ロッ ク を , 


る 事 が で きま す 。 
この , 
INIR 
と 同等 の 機能 を 他 の 命令 で 置き 換え る と , 
PUSH AF 
LBL:IN A,。 (C) 
LD (HL), A 
INC HL 
DJNZ LBL 
POP AF 
また は 。 
上 BL TNI 
JR 用 。 上 昌世 


な ど と な り ま す 。 
@IND 


IND は , 

Input 

の 意味 で ほぼ 
INI 


and Decrement 


と 同じ で す が , HL し レジ スタ 対 を イン クリ メン ト 








と 同様 の 機能 を 含ま で に 紹介 し た 命令 の み で 表 わ 
す た 。 


PUSH AF 
IN A。 (G) 
1 開 (HL), A 
POP AF 
DEC 5 用 
DEC B 

まだ は 
INI 
DEC HL 
DEC HL 


な ど と な り ま す 。 
@ ぐ INDR 


INDR は , 
Input。 Decrement and Repeat 
の 意味 で , B レジ スタ の 内 容 が 0 に な る まで 
IND 
を くり 返す 命令 です 。 す な わ ち , C レ ジス タ で 指 
定 す る 入力 ポー ト か ら , 2 5 6 バイ ト 以 内 の 入力 
デー タ ・ プ ロック を , 1 命令 で メモ リ 上 に 転送 す 


せ ず に ディ クリ メン ト し ます 。 す な わ ち , C レ ジ 
スタ の 内 容 で 指定 する 入力 ポー ト か ら の 入力 デー 
タ を , HH 上 レジ スタ 対 で 指定 する アド レス に 格納 
し , さら に 是 上 レジ スタ 対 と B レ ジス タ を ディ ク 
リ メ ン ト す る 事 に な り ま す 。 命令 の 実行 結果 B レ 
ジス タ の 内 容 が 0 に な れ ば , ゼロ ・ フ ラグ (Z) 
が 1 に セッ ト さ れ ま す 。 
この 。 
IND 
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る 事 が で きま す 。 
ミ の 。 
INDR 
と 同等 の 機能 を 他 の 命令 で 置き 換え る と , 
PUSH AF 
LBL:IN A, (C) 
LD (HL),A 
DEC HL 
DJNZ LBL 
POP AF 
まだ 注 。 
LBL : IND 
JR NZ, LBL 


な ど と な り ま す 。 





/ 出力 命令 


@ ぐ 一 般 的 な 出力 命令 

コー ド の 2 バイ ト 目 で , 出力 を 行う ポ 
ー ト を 指定 する 命令 で , A レ ジス タ の デー タ が 出 
カポ ー ト に 出力 され ます 。 

た と ぇ ば , PC 一 8 0 0 1 で は 出力 ポ ボート 5 1 
H 番 地 に 2 1 H を 出力 する 事 に よっ て , CRT ス 
クリ ー ン を 反転 (リバ ー ス ) で きる 事 が 良く 知ら 
れ て いま す が , これ も ニー モニ ッ ク に する と , 


マン ン ・* 


LD A, 21H 
0UT (51H), A 
と な り ま す 。 


ちな み に , 反転 し た CRT ス クリ ー ン を ノー マ 
ル な 状態 に ち ど す た め に は , 普通 , 出力 ポー ト 5 
1 H 番 地 に デー タ 2 0H を 出力 し ます が , これ に は , 


LD AA, 20H 
OUT (51H), A 
を 行い ます 。 


⑥C レ ジス タ に よる 出力 ポー ト 指 定 


一 般 的 な 出力 命令 で は, マシ ン ・ コ ー ド の 2 ババ 
イト 目 で 出力 ポー ト の アド レス を 指定 し , A レ ジ 
スタ の デー タ を 出力 し まし た が , この 方 法 で は , 
演算 結果 や 条件 に よっ て ポー ト の アド レス を 変更 
し た い 場 合 に 不便 で す 。 

そこ で , Z 8 0 で は 入力 命令 同様 に に レジ スタ 
の 値 を 出力 ポー ト の アド レス と し て , ポー ト へ の 
出力 を 行う 命令 が 拡張 る きれ まし た 。 

ニー モニ ッ ク は , A レ ジス タ の デー タ を 出力 する , 


OUT (C), A 
を は じ め と し て 。, 
0UT (C), B 
0UT (C), C 
0UT (C), D 
0UT (C), EE 
0UT (C), H 
0UT (C), L 
の 計 7 種 が 用 意 き れ て いま す 。 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト II mm 


@⑥OUTI 


OUT TI は, 
Output and Increment 
の 意味 で HL レジ スタ で 指定 する アド レス 上 の 
デー タ を C レ ジス タ で 指定 する 出力 ポー ト に 出力 
し , さら に HL し レジ スタ 対 を イン クリ メン ト , B 
レジ スタ を ディ クリ メン ト し ます 。 命令 の 実行 結 
果 B レ ジス タ が 0 に な れ ば , で ゼロ ・ フ ラグ (Z) 
が 1 に セッ ト さ る され ま す 。 
この 
OUTI 
と 同様 の 機能 を 今 まで に 紹介 し た 命令 の み で 表 わ 
す と , 次 の よう に な り ま す 。 


PUSH AF 
LD A,。 (HL) 
0UT (C), A 
POP AE 
INC HL 
DEC B 

@⑥OTIR 

OTIR は , 


Output, Increment and Repeat 
の 意味 で , B レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る まで 
OUTI 
を 〈 り 返 す 命 令 で す 。 すなわち, メモ リ 上 に 置か 
れ て いる 2 5 6 バイ ト 以 内 の デー タ ・ ブ ロッ ク を, 
C レ ジス タ で 指定 する 出力 ポー ト に 1 命令 で 出力 
する 事 が で きま す 。 


この , 
OTIR 
と 同等 の 機能 を 他 の 命令 に 置き 換え る と , 
PUSH AF 
選 遇 衝 馬 D A, (HL) 
0UT (C), A 
INC HL 
DJNZ LEBL 
POP AF 
また は , 
人 上 5 DUF1 
JR NZ,。 LBL 
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な ど と な り ま す 。 
⑨⑥OUTD 


0UTD は 8 は, 
Output and Decrement 
の 意味 で ,。 ほぼ 
OUTI 
と 同じ で す が , HL レジ スタ 対 を イン クリ メン ト 
せ ず に ディ クリ メン ト し ます 。 すなわち, HL レ 
ジス タ 対 で 指定 する アド レス 上 の デー タ を C レ ジ 
スタ で 指定 する 出力 ポー ト に 出力 し , さら に HL 
レジ スタ 対 と B レ ジス タ を ディ クリ メン ト す る 事 
に な り ま す 。 命令 の 実行 結果 B レ ジス タ の 内 容 が 
0 に な れ ば , ゼロ ・ フ ラグ (Z) が 1 に セッ ト き さき 


まず 。 
5 
OUTD 
と 同様 の 機能 を , 今 ま で に 紹介 し た 命令 の み で 表 
わす と 。 
PUSH AF 
馬 A, (HL) 
0 ぜ DTP (C), A 
POP AF 
D EC HL 
DEC B 
まだ は 。 
OUT TI 
DEC HL 
DEC HL 
な ど と な り ま す 。 
⑨⑥OTDR 
OTDR は , 


Output,。 Decrement and Repeat 

の 意味 で , B レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る まで , 
OUTD 

を くり 返す 命令 で す 。 す な わ ち , メモ リ 上 に 置か 


れ て いる 2 5 6 バイ ト 以 内 の デー タ ・ ブ ロッ ク を 。, 


C レ ジス タ で 指定 する 出力 ポー ト に 1 命令 で 出力 
する 事 が で きま す 。 
この , 
OTDR 
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と 同等 の 機能 を 他 の 命令 で 置き 換え る と 


PUSH AF 

1 時 15 公 | 商 生 0) 人 A。 (HH 芽 ) 
0UT (C), A 
DEC 15 條 隊 
けり 須 前 い め / 位 識 | 二分 
P'⑩ 中 AF 

寄 大 村 。 

時 | 5 釣 衣 坦 0 0) 

JR NN 用.。 上 BL 


な ど と な り ま す 。 


/ キー ボー ド ・ 
スキ ャ ニン グ の 実際 


一 般 に 高速 性 を 要する ゲー ム 等 で ,. リア ル タ イ 
ム な キー 入力 を 行う 場合 に は , 1 廊 字 入力 等 の シ 
ステ ム ・ サ ブル ー チ ン で は 役不足 で す 。 

そこ で , 本 章 で 紹介 し た ボート 入力 の 命令 な ど 





《 第 87 図 ) ニー モニ ッ ク ーー マ シン 語 対 照 表 
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を 利用 し て , キー ボー ド の 接続 きれ て いる キー・ 
ポー ト か ら 直 接 デ ー タ を 入力 し て , 特定 の キー が 
押さ る れ て いる か 否 か を 調べ る の が 普通 で す 。 

第 88 図 に , PC 一 8 0 0 1 の キー 入力 ポー ト を 
示し ます 。 キ ー ボ ー ド の それ ぞ れ の キー は , この 
よう な マト リク ス て 構成 きれ て お り , お の お の の 
列 が デー タ ・ バ ス に 直接 接続 きれ て いま す の で 
入力 ポー ト か ら の 入力 に よっ て , 簡単 に 押さ きれ た 
キー を 判別 する 事 が で きま す 。 

実際 に は , 入力 命令 に よっ て イン プッ ト ア ドレ ス 
の 値 を 入力 し , キー が 押 き れ て いれ ば , その 列 の デー 
タ ・ バ ス に 対応 し た な ビット が 0 と し て 入力 され ます 。 

実例 を れい くつ か あげ ます と , た と えば , [KI の キ 





Z 8 0 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト Tmm 
ー が 押さ きれ て いる 場合 に , 
IN A, (0 3H) 
を 行え ば , A レ ジス タ に 2 進数 の , 
和光 乱 肖 ま 理生 邊 
が 入力 され , |O]EIKI が 同時 に 押さ れ て いる 場合 に , 
IN A, (0 3H) 
を 行え ば , 
0111 0111 
が 入力 され る 事 に な り ま す 。 
第 87 図 と し て 入出 力 命 令 の ニー モニ ッ ク ー マ シ 
ン 語 対照 表 を 示し て お きま す 。 














《 第 88 図 ) PC 一 8 0 0 1 の キー ボー ド ・ マ トリ クス 
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Z80 イ ンス トラ クシ ョ ン の 解説 も , ブロ ッ ク 
転送 命令 アブ ロッ ク ・ サ ー チ 命令 ビッ ト 操 作 命 
令 を 残す ず け に な り ま し た 。 そこ で 本 章 で は , 今 
まで の まとめ の 意味 も 含め て , 月 刊 マ イコ ン 編 集 
部 に 寄せ られ た マシ ン 語 の 質問 に お 答え し て いき 
た いと 思い ます 。 


/ Question 1 


最近 。 BAS IC に も ソー スプ ログ ラム と オブ 
ジェ クト コー ド が 有る と 聞き まし た 。 『 ソ ー ス 』 
と か 『 オ ブ ジ ェクト 』 と か 言う の は アモン プラ ( マ 
シン 語 ) に の み 適 用 する と 思っ て いた の で す が , 
高級 言語 に も その 様 な 考え 方 が ある の で し ょ うか ? 
また だ, アセ ンプ ラ で 言う 『 ツ ー ス プロ グラ ム 』 
と は 単に 逆 ア セン プラ を し た だ け で 得 ら れる も の 
な の で し ょ うか ? SE( シ ステ ム ・ エ ンジ ニア ) 
を や っ て いる 私 の 友人 は 『 ソ ー ス リス ト 」 の 重要 
性 を うっ た えて くれ る の で す が 私 に は 良く わか り 

ませ ん 。 
初心 者 に も わか る よう に 解説 を お 願い し ます 。 
(東京 都 納谷 佳子 さん ) 


Answer 1 


最近 。 マイ コン ショ ッ プ な ど で , 『 ソ ー ス リス 
ト 』」 や 『 ソ ツー スプ ログ ラム 』 と いう 言葉 が 流行 し 
て いる らし く , 私 の と ころ に も , 
『 ソ ー ス と は 何 の 事 で すか ?』 

と いう た で い の 質 問 が , 多数 寄せ られ て いま す 。 
御 質 問 の 中 で も 述べ られ て いる よう に , 『 ソ ー 
スプ ログ ラム 』 は アセ ンプ ブラ だ け の 考え 方 で は あ 
り ま せん 。 

皆さん 良く 御存知 の よう に , コンピュー タ で 動 
《 言語 に は , N 一 BA SIC の 様 な イン タプ リタ 
の 他 に , プロ グラ ム 全 体 を 一 度 マ シン 語 (オブ ジ 
ェクト コー ド ) に 変換 し て か ら 実 行 す る コン パイ 
ラ 型 の 言語 が 多数 あり ます 。 

この , オブ ジェ クト コー ド に 変換 する 前 の プロ 
グラ ム を 『 ソ ツー スプ ログ ラム 』 と 言う の で すか ら 。, 
コン パイ ラ 型 の 言語 で あれ ば , BAS TI C で あれ , 
FORTRAN で あれ , PASCAL で あれ 全て 
『 ソ ー ス プ ブログ ラム 」 と 『 オ ブ ジ ェクト コー ド 』」 の 
二 っ が 存在 し ます 。 以 上 の 定義 に よる と コン メイ 
ラ 型 で 無い アセ ンプ ブラ 『 ソ ー ス プロ グラ ム 』 な ど 
が , 存在 する の は お か し いと 思わ れる か も し れ ま 
せん が 正確 に は アモ ンプ ブラ も コン パイ ラ の 一 種 な 
の で す 。 

し か し , アセ モン ブラ が 他 の コン パイ ラ と 異な る 
点 は 『 ツ ソー スプ ログ ラム (ニー モニ ッ ク )』 と 『 オ 
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プ ブ ジ ェクト コー ド ( マ シン 語 )』 が 1 対 1 に 対応 し 
て いる 事 で ,。 そこ が アモ セン ブラ の 最大 の 利点 で あ 
り 欠 点 で も ある の で す 。 
それ で は , ア セン ブラ に お ける 『 ソ ー ス プロ グラ 
ム 』 の 考え ぇ 方 に つい て 少し 深く 考え を て み ま し ょ う 。 
『 ッ ー ス 」 の スペ リン グ は , 『SOURCE』 
で , その 意味 を 英和 辞典 な ど で 調 べ で て みる と , 普通 





① 源 , 源泉 , 水源 。 
② も と , 超 り , 原因 , 根元 。 
⑧( 情 報 な どの ) 出 所 , より どこ ろ , 典拠 。 








と 掲載 きれ て いま す 。 

つま り , この 『 ソ ツー スリ スト 』」 や 『 ソ ー ス プロ 
グラ ム 』 を 直訳 する と ,『 も と の リス ト 』 と か 『 根 
元 の プログラム 』」 など と 訳せ る わけ で す 。 

普通 . Z 8 0 な ど を 用 いる マシ ン 語 の プロ グラ 
ム を 組む 場合 に は , 本 書 で も 実践 し て 来 た よ うに , 
一 度 ニ ーー モニ ッ ク で コー ディ ング し て か ら ア ャ ン 
ブル の 作業 に よっ て マシ ンコ ユー ド を 割り 当て て 行 
きま すず 。 


《 第 89 図 ) ダン プリ スト 


と ころ が , マイ コン 関係 の 雑誌 上 に 掲載 され た 
り , テー プ や ディ スケ ッ ト に よっ て 供給 され る ソ 
フト ウエ ア は , ニー モッ ク の 部 分 を 省 い て 1 6 進 
数 の ら 列 と 化し た も の が 大 部 分 で す 。 こ の , アド 
レス と 1 6 進数 の ら 列 で ある マシ ンコ ー ド の みか 
ら 成 る リス ト を 『 ダ ンプ リス ト 』 と 言い ます 。 

単に アゲ ログ ラム を 実行 する だ け で あれ ば , 『 ダ 
ンプ リス ト 』 の み で 問題 な い の で す が , プロ グラ 
ム を 読ん だ り (解析 し た り ), 改 良し た り し よう と 
思っ た 場合 に は , 『 ダ ンプ リス ト 』 を 追っ て 行く 
わけ に は いき ませ ん 。 あ る 程度 慣れ て 来れ ば , マ 
シン 語 と ニー モニ ッ ク の 関係 が 覚え られ る の で す 
が , それ で も 長大 な プロ グラ ム を 『 ダ ンプ リス ト 』 
の みて 追っ て 行 〈 事 は 不可 能 で す 。 

そこ で ,。 この よう な マシ ン 語 の ブロ グラ ム を , 
マシ ン 語 と ニー モニ ッ ク の 対照 表 を 引く な り , 逆 
アセ ンプ ブラ (ディ イス アセ ンプ ブラ ) を 利用 する な り 
紀生 ー モ ニッ ク 付 き の リ スト に 変換 し ます が , 
この よう に し て 逆 ア モン ブル され た も の を , 『 閣 
アデ アセンブル リス ト 」』( 俗 称 逆 ア セリ スト ) な ど と 

呼び ます 。 
『 送 アモ ンプ ブル リス ト 』 
に な れ ば , ブロ グラ ム の 流 

















- れ を 追う 事 が 比較 的 簡単 に 
PC 一 8001 内 蔵 マ シン 語 モ ニー タ の D コ マン ド 等 に よっ て 得 ら れ ま す 。 な り ま す 。 しかし, 普通 に 
この 『「 ダ ンプ リス ト 』 の み で 長い プロ グラ ム の 流れ を 追う の は 困難 で す 。 9 0 AE 3 
逆 ア モン ブル し た リス ト に 
C000 06 50 OE 19 CD 3A 09 21 00 F3 06 19 E5 11 25 CO 7 
い 
CO10 1A FE 00 28 06 77 13 23 C3 10 CO El 11 78 00 19 は 多く の 問題 が 残さ れ て 
C020 10 EA C3 66 5C 2A 2A 2A 20 B9 DE AF B6 DD 20 CF ます 。 次 に , それ ら の 主 な 
C030 B2 BA DD 20 2D 2D 2D 20 50 43 2D 38 30 30 31 20 1 
順 占 
C040 4D 41 43 48 49 4E 45 20 43 4F 44 45 20 2D 2D 2D 問題 点 を あげ ます 。 
C050 20 CF BC DD BA DE 20 BA B3 BB DE 20 B7 BF CD DD 
CO60 20 2D 2D 2D 20 51 20 61 6E 64 20 41 20 BA BO C5 
C070 BO 20 2A 2A 2A 00 
《 第 90 図 ) アス キー ダン プ 付 き ダ ンプ リス ト 
『 ダ ンプ リス ト 」 の 右側 に キャ ラク タ に よる ダン プ を 加え だ た も の で す 。 メ モリ 
上 の メッ セー ジ ど な ど を さる が し 出し て デー タ エ リ ア を 分 離す る の に 役立ち ます 。 
C000 06 50 OE 19 CD 3A 09 21 00 F3 06 19 E5 11 25 CO .P...  :. !....% 
CO10 1A FE 00 28 06 77 13 23 C3 10 CO E1 11 78 00 19 ( W、 排 。。。 区 。 
CO10 10 EA C3 66 5C 2A 2A 2A 20 B9 DE AF B6 DD 20 CF 、fYww* ゲッ カン マ 
C030 B2 BA DD 20 2D 2D 2D 20 50 43 2D 38 30 30 31 20 イコ ュ ン ーーー PC 一 8001 
CO040 4D 41 43 48 49 4E 45 20 43 4F 44 45 20 2D 2D 2D MACHINE CODE 一 一 一 
C050 20 CF BC DD BA DE 20 BA B3 BB DE 20 B7 BF CD DD マシ ン ゴ コウ ゥ ザ キッ ペン 
CO060 20 2D 2D 2D 20 51 20 61 6E 64 20 41 20 BA BO C5 一 一 - Q and A コー ナ 
CO070 BO 20 2A 2A 2A 0O0 ー※ ※※. 
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Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト II mm 





① ラ ベル が 付い て いな い 。 
⑪ デ ー タ エリ ア の 分 離 が 不 十分 。 
コメ ント が 付い て いな い 。 











① の ラベ ル が 付い て いな い 事 は , プロ グラ ム の 
動き を 知る 上 で の 障害 と な り , プロ グラ ム を 読む 
(解析 する ) 場合 に は 適切 な ラベ ル を 付け る 事 で 
能率 が 飛躍 的 に 向上 し ます 。 た と えば , 『 弁 』 を C 
RT スク リー ン に 表示 する プロ グラ ム で 

LD A, ' 供 ' 

CALL 0257H 
と 書い て ある の と 

LD A, ' 借 

CALL DSPCHR 
と , 0257H 番 地 の デ ィ ス プレ イ ・ キ ャ ラク タ 
・ サ ブル ー チ ン に ,『DSPCHR』」 の ラベ ル を 
定義 し て 参照 する の と で は , ニュ アン ス が 全く 異 
な り ま す 。 

も う 一 つ 例 を あげ ます と 

双 肖 HL, 1838H 

CALL 52EDH 
に 適当 な ラベ ル を 付け る と, 

EE 旨 E。 Ti 下 TLE 

CALL DSPMSG 
な ど と な り ま す 。 こ の 例 で , 『T ITLE」』」 と し と ラ 
ベル を 付け た 1 8 3 8H 番 地 か ら 後 に は N 一 BA 
SIC を コー ルド ・ ス ター ト し た 時 の タイ トル メ 
ッ セ ー ジ 





NEC PC 一 8001 BASIC. Ver 1, 1 
Copyright 1979 (C) by Microsoft 








が 格納 され て お り ,『DSPMSG』」 と ラベ ル を 付 
けた 5 2EDH 番 地 は 文字 列 (メッ セー ジ ) を 出 
力 す る た な め の サ ブルー チン と な っ て いま す 。 

⑪ の デー タ を 正確 に 分 離す る 事 の 必要 性 に つき 
まし て は , 二 つ の リス ト (第 91 図 と 第 92 図 ) 後半 
の デー タ 部 分 を 比較 し て いた だ けれ ば 一 目 で わか 
る で し ょ う 。 こ の 2 本 の プロ グラ ム は , CRT ス 


クリ ー ン を 80 文 字 X25 桁 モー ド に 設定 し て , 全体 を , 


米 米 数 ゲッ カン マイ コン ーーー P 一 8001 
MACHINE CODE ニーー マジ ジ ゴ コ ウザ キッ ベジ シ 


ーーー Q and A コー ナー  ※ 米 米 








の 文字 で 埋め る 全く 同じ ゲロ グラ ム で す が , 前 者 
は 普通 に 逆 ア セン ブル し た も の で す 。 一応 デー タ 
エリ ア の 分 離 は 行っ て いま す が , 1 6 進 の キャ ラ 
クタ コー ド と な っ て いる だめ に , 表示 する 文字 列 
の イメ ー ジ が 頭 に 浮か ん で 来 ま せん 。 

な お , ここ で 使っ て いる 

DB 

と 言う 命令 は アモ ンプ ブラ で の み 利 用 で きる も の で 
オペ ラン ド て 指定 する 1 6 進数 まな は アポ スト ロ 
フィ ー『 ”*』 で 囲ん だ 文字 列 の キャ ラク タコ ー ド 
を オプ ジェ クト の メモ リ 上 に その まま 落と す も の 
室 宙 

アセ ンプ ブラ を 使用 し て マシ ン 語 の プロ グラ ム を 
組ん で 行く 場合 に は , 必要 に 応じ て コメ ント ( 注 
釈 ) を 入れ て お きま す 。 こ の コメ ント は BASTI 
C の REM( リ マー ク ) と 同じ よう に , プロ グラ ム 
の 実行 時 (アセ モン ブル 時 ) に は 全く 無視 され る も 
の で , 普通 の アモ ンプ ブラ で は セミ コロ ン 『 :」 の 
後 , 行末 まで が コメ ント と みな され ます 。 

コメ ント を 入れ る か 否 か , 入れ る と すれ ば と どの 
程度 入れ る の か は , プロ グラ マ の 主観 に よる の で 
す が , 一 般 的 に は , ルー チン の 切れ 目 な どの 特に 
重要 な 部 分 や 特殊 技法 な ど を 使っ て プロ グラ ム が 
わか り ず らく な っ た 部 分 に は 適切 な コメ ント か が か 必 
要 で す 。 


/ Question 2 


プロ グラ ム を 組む 前 に フロ ー チ ャ ー ト を 書く よ 
うに 心がけ て いる 者 で す 。 

ゼネ ラル フロ ー を 書く 場合 に は ,FORTRAN 
や PASCAL,BASIC な ど と 変わ ら な い の で 良 
い の で す が ,。 アセ ンプ ブラ の イン スト ラク ショ ン ・ 
レベ ル で フロ ー チ ャ ー ト を 書 〈 場合 に は どの 様 な 
記号 を 用 いる の で し ょ うか ? 

ロー ド 命 令 な ど は , 通常 の 代入 と 同じ 矢印 『<--』 
を 使え ば 良い と 思う の で す が , PUSH プ POP 
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等 アセ ン 
に 表現 し 


ブラ 特有 の イン スト ラク ショ ン を どの 様 
た ら 良 い の か が 分 か り ま せん 。 
(神奈 川 県 村上 秀樹 きん ) 


《 第 91 図 〉 逆 ア セン ブル リス ト 














Answer 2 


大 変 も っ と も な 御 質問 で , 私 も この 事 に 関 
し て か な り 悩 ん だ 記憶 が あり まし た 。 

し か し , 最近 で は 開き 直っ て 

『 解 り 易 く 書 き 易 い (フロ ー が ベス ト /』 

と 決心 し , あま りこ だ わら な い 様 に し て いま 
す 。 で すか ら 私 の 書く フロ ー は 大 部 分 が 自己 
流 で Z 8 0 独特 の イン スト ラク ショ ン な ど は 
ほとん ど 箱 の 中 に ニー モニ ッ ク を 直接 入れ て 
お く 〈 く 事 に し て いま す 。 自分 に し て みれ ば , ZZ 
80 の ニー モニ ッ ク は 全て 記憶 し て いる は ず 
で すか ら , ニー モニ ッ ク を 書い て お け ば , 
番手 っ 取り 早い し 解り 易い の で は 無い で し ょ 
うか ? 

そこ で , 残念 な が ら こ の 御 質問 に 関し て は 
適 確 な アデ ドバイ ス は 差し 上 げ ら れ ま せん 。 
参考 の た ゆめ に と 思い 第 94 図 , 第 95 図 に 普段 
私 の 使用 し て いる フロ ー の 例 を あげ て お きま 
す 。 私 自身 も , より 解り 易く , より 書き 良い 
フロ ー が 書け る 様 に 努力 し て 行き た いと 思っ 
て いま す 。 











逆 ア セン プラ に よっ て 逆 ア モン プラ を 行い まし た 。 命令 
自体 は わか り 易 いで す が , ラベ ル が 無く データ エリ ブ 等 
も イメ ー ジ が わき ませ ん 。 
ORG 0COOOH 
C000 0650 LD B, 50H 
C002 0E19 LD C, 19H 
C004 CD3A09 CALL 093AH 
C007 2100F3 LD HL,0F300H 
CO00A 0619 LD B, 19H 
CO00C E5 RUSH HL 
CO00D 1125CO LD DE, 0C025H 
CO10 1A LD A, (DE) 
CO11 FE00 CP 0 
CO13 2806 JR Z,0CO1BH 
CO15 77 LD (HL),A 
CO16 13 INC DE 
CO17 23 INC HL 
CO18 C310CO JP 0C010H 
CO1B E1 POP HL 
CO1C 117800 LD DE.78H 
CO1F 19 ADD HL.DE 
C020 10EA DJNZ 0COOCH 
C022 C3665C JP 5C66H 
C025 2A2A2A20 DB 2AH, 2AH, 2AH, 20H 
C029 B9DEAFB6 DB 0B9H、0DEH, 0AFH,0AFH 
C02D DD20CFB2 DB 0DDH, 20H,0CFH,0B2H 
C031 BADD202D DB 0BAH, 0DDH, 20H, 2DH 
C035 2D2D2050 DB 2DH, 2DH, 20H,50H 
C039 432D3830 DB 43H, 2DH, 38H、30H 
C03D 3031204D DB 30H, 31H, 20H, 4DH 
C041 41434849 DB 41H, 43H, 43H, 49H 
C045 4E452043 DB 4EH, 45H. 20H, 43H 
C049 4F444520 DB 4FH, 44H, 45H, 20H 
C04D 2D2D2D20 DB 2DH, 2DH, 2DH, 20H 
C051 CFBCDDBA DB 0CFH,0BCH, 0DDH, 0BAH 
C055 DE20BAB3 DB 0DEH, 20H,0BAH,0B3H 
C059 BBDE20B7 DB 0BBH, 0DEH, 20H,0B7H 
C05D BFCDDD20 DB 0BFH,0CDH, 0DDH.20H 
C061 2D2D2D20 DB 2DH, 2DH, 2DH, 20H 
CO65 5120616E DB 51H, 20H, 61H, 6EH 
C069 64204120 DB 
CO06D BABOC5BO DB 
C071 202A2A2A DB 
C075 00 DB 
《 第 93 図 ) マイ コン メッ セー ジ 25 回 表示 
人 欠 放 ウー マッ カン マ ィ コン ーーー PC-8@@ 1 FwCHINE COOE ーー マシ ンコ " ャ ジン ーーー 0 and 人 1 
和 順 必 の " ゃ カン マイ コン TACHI 9 sand A し 1 
上 拓 ウ ー カ ン マイ コン 0 and 
表 拓 泉 ウーw 有 カ ン マイ コン 9 sand 11 
*KK "カン マイ コン 0 sand A 1 
胡 拓 生 ウ " カ ン マイ コン 6 and 
導 必 ウマ カン マイ コン 9 and AA 
ME ウッ カ ン マイ コン 9 andA 1 
KK カン マイ コン 9 and AA コ 1 
上 才 9 w 乃 ン マイ コン 0 and 全 コー ナー 半 
区 導 ウー カン マイ コン GO and A コー ナー 導 半 
導 挟 "用 ン マイ コン 0 and 人 A コー チー 導 守 
攻 泊 拓 ツー カン マイ コン 9 and 人 A コー ナー 導 
拓 拓 ウー カン マイ コン 0 and 人 コー ナー 導 K 
作 拓 療 ウ ト カン マイ コン 0 and 人 A コー ナー 導 ま 
人 拓 作 カン マイ コン 0 and 人 ム コー ナー 導 半 半 
拓 導 攻 ウ ー ッ カン マイ コン 9 
導 ウ ッ カン マイ コン 9 
4 ウー ョ カン マイ コン 9 sand A コー 
半生 "カン マイ コン 0 and A コー ナー 半 
区 導 拓 ウー ッ カン マイ コン 9 and 全 コ ー チ ナー 導 
区 導 ウ " カン マイ コン 9 and 人 A コー ナー 美和 
半 拓 略 ウ " ゃ カン マイ コン 0 and A コー ナー ME 
導 拓 上 "カン マイ コン ーーー 9 and 人 A コー ナー 美美 
ウーン マイ コン ーーー PC-@@0@1 W ソ ネン ーーー の and 仙 コー ナー 導 導 和 
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eS) の OO インス トラクション ・ セ モッ ト II mm 


《 第 92 図 〉 ソー スリ スト 


アセ ンプ ブラ の 『 ソ ー ス プロ グラ ム 』」 で す 。 ラ ベル や コメ ント も 6 入り,。 プ 
ログ ラマ の 意図 が 適 確 に 伝わる 非常 に 追い 易い リス ト で す 。 

) 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 

H メッ セー ジ 25 カイ も セ ョ ウジ 


) 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 





093A WIDTH : EQU 093AH i『WIDTH』 ニ = WIDTH ノ モッ テイ サブ ルー チン ヌメ 


テイ ギ 

5C66 MONTOP :EQU 5C66H :『MONTOP』 ニ マシ ン ゴ モニ タ ノ モン トウ バン チラ テイ 
ORG 0CO00H 

CO00 0650 LD B.80 : 
C002 0E19 LD Ci25 : CRT スク リー ン テ 80X25 モー ド ニ モット 
C004 CD3A09 CALLWIDTH  : 
C007 2100F3 LD 。 HL.OF300H : VRAM ノ モン トウ バン チラ HL ニ キット 
CO0A 0619 LD B.25 : 25 カイ ノ ルー プ テラ シテ イ 
co0C Es LINE: PUSHHL : HL ノ アラ イ ラチ スタ ッ ク ニニ タイ ヒ 
COOD 1125CO LD DE,DATA : メ ッ セ ネー ジ ノ モン トウ バン チ ラテ DE = モッ ト 
co10 1A LETTER:LD  A(DE)  :1 モジ プン ノ デー タラ モッ テ クル 
Co11 FE00 cP 0 : デ ー タ ガ 0 デ ァ レ バ 
CO13 2806 JR 。Z.LINEND : 。 ゲン ザイ ノ ライ ン テラ シュ ウリ ョ ウ 
CO15 77 LD (HL).A 1 モジ プン ノ デー タ 1 モジ テ VRAM ニ オク ル 
Co16 13 INC DE : メッ セー ジ ノ アド レス シテ イ テ 1 バイ ト スス メル 
CO17 。 23 INC HL : VRAM ノ アド レス シテ イ テラ 1 バイ ト スス メル 
CO18  C310CO JP LETTER : ツ ギ ノ モジ ラ ヒョウ ジ スル タメ ニ ジャ ンプ 
CO1B Ei LINEND : POP HL : 
CO1C 117800 LD DE.120 。 : VRAM ノ アド レス シテ イ ラッツ ギ ノ ギョ ウ ニ スス メル 
CO1F 19 ADD HLDE  : 
CO20 10EA DJNZ LINE ラベ ル 「『LINE』」 へ ルー プ 
C022  C3665C JP MONTOP :PC 一 800 1 マシ ン ゴ モニ タ へ ジャ ン フ 


) 米 米 洲 米 洲 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 
メッ セージ デー タ 


) 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 米 


C025 2A2A2A20 DATA: DB ,※※※ ゲッ カン マイ コン 一 一 一 
C029 B9DEAFB6 

C02D DD20CFB2 

C031 BADD202D 

C035 2D2D20 

C038 50432D38 DB , PC 一 8001 MACHINE CODE 一 一 一 , 
C03C 30303120 

C040 4D414348 

C044 494E4520 

C048 434F4445 

C04C 202D2D2D 

C050 20 

C051 CFBCDDBA DB , マシ ン ゴ コウ ザ キッ ヘン 一 一 一 , 
C055 DE20BAB3 

C059 BBDE20B7 

C05D BFCDDD20 

C061 2D2D2D20 

C065 5120616E DB ,Q and A コー ナー ※※※。 

C069 64204120 

C06D BAB0C5B0 

C071 202A2A2A 


C075 00 DB 0 
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mm 第 22 斉 


マシ ン 語 Q&A 


< 第 94 図 > 川村 流 ニ ー モ ニッ ク <> フ ロー チャ ー ト 使用 例 I 







































































LD EAA EーA CPL AA 

5 ea eer 
PUSH AF DEC iv 
cpo jp sosmh 
oo ae nao 
CP Il2H OUTD OUTD 
DAA RET RET 











く < 第 95 図 > 川村 流 ニ ー モ ニッ ク < み フロー チャ ー ト 使用 例 II 


LOOP : 
CP 
JR 
RET 


CALL SUB | 


の 


NZ.LOOP 











LD 
WAIT 2 :LD 
WAIT I 
DEC 
JR 
DEC 
JR 
JP 


C.100 
B. 100 


・CALL WAIT 


リリ 


NZ. WAIT I 


〇 


NZ, WAIT 2 
(HL) 














ADD 
RET 


Oo ァ 
と 
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ブロ ッ ク 転 送 命令 


Z 8 0 に 用 意 き る きれ た , デー タ ・ ブ ロッ ク 転 送 命 
令 は メモ リ 上 に 置か れ て いる 任意 の バイ ト 数 の デ 
ー タ を , 別 の アド レス へ 転送 する 際 に 利用 きれ る 
命令 で , 全て (4 種 ) の ブロ ッ ク 転 送 命令 に お い 
て 3 組 の レジ スタ 対 の 使用 目的 (意味 ) が 決ま っ 
て いま す 。 

ブリ ロック 転 送 の 命令 に お な いて, HL レジ スタ 対 





は 転送 する デー タ の 元 の アド レス を , DE レジ ス 
タ 対 は 転送 先 の アド レス を 示し , BC レジ スタ 対 
は デー タ の 量 を カウ ント する た め の バ イト ・ カ ウ 
ンタ と し て 使用 きれ ます 。 


⑨LDI 


LD 1 は , 
Load and Increment 

の 意味 で す 。 

この 命令 を 実行 する と , HL レジ スタ 対 で 指定 
され だ た メモ リ の 内 容 が CPU に 読み 込ま れ , 次 に 
DE レジ スタ 対 で 指定 する メモ リ に 同じ デー タ を 
転送 し ます 。 デ ー タ の 転送 後 は , HL レジ スタ 対 
と DE レジ スタ 対 の 内 容 が 自動 的 に イン クリ メン 
ト さ れ , バイ ト ・ カ ウン タ で ある BC レジ スタ 対 
は ディ クリ メン ト き され ま す 。 

同じ よう な 動作 を 他 の 命令 に 置き 換え る と , 

PUSH AF 











LD AA (HL) 


LD (DE), A 
POP AF 
INC HL 
INC DE 


DEC BC 

と な り ま す が , ブロ ッ ク 転 送 命令 で は フラ グ の 変 
化 が 独特 で , 重要 な 意味 や 持っ て いる の で 注意 が 
必要 で す 。 

この 命令 は , 一 般 的 に 利用 きれ る サイ ン ・ フ ラ 
グ (S),、 ゼロ ・ フ ラグ (Z) お よび キャ リ ・ フ ラ 
グ (CY) に は 全く 影響 を 及ぼ し ませ ん が , BC 
レジ スタ 対 を ディ クリ メン ト し た 結果 が 0 (で ロ ) 
オォ オー バー フロ ー・ フ ラグ (P 





に な れ ば パリ ティ 
V) も 0 に リセ ッ ト き れ ま す 。 
し た が っ て , ブロ ッ ク 転 送 し た い デ ー タ の バイ 
ト 数 を BC レジ スタ 対 に 与え て お け ば , 命令 の 実 
行 後に PV フラ グ の 値 を 調べ る 事 に よっ て 命令 


の 実行 回 数 を チェ ッ ク す る 事 が で きま す 。 
SLDIR 


LDIR は , 
Load, Increment and Repeat 
の 名 称 の と お り , 先 に 紹介 し た 
還 箇 』 
を , BC レジ スタ 対 の 内 容 が 0 (で ロ ) に な っ て 
2 パリ ティ オー バー フロ ー・ フ ラグ (PV) が 
に リセ モッ ト さ れる まで くり 返す 命令 で す 。 
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他 の 命令 で 同じ 機能 を 書き 換え れ ば , 
REPEAT:LDI 
リ P 王 。 REPERIA 
と な り ま す 。 
さ ご の ば うに, 
LDTR 
を 用 いれ ば 1 ステッ プ で デー タ の ブロ ッ ク 転 送 を 
行う 事 が で きま す 。 例 と し て , 0 0 0 0H 番 地 か 
ら 00FFH 番 地 ま で 0 1 0 0H バ イト の デー タ 
を , C000H 番 地 か ら COFFH 番 地 に 転送 す 
る ルー チン を 示し ます 。 


LD HL, 0000H 
LD DE, C000H 
也 了 BC, 0100H 
聴 騙 牟 選 
〇 OLDD 
LDD は , 
Load and Decrement 
の 意味 で す 。 
9 も 誠 


と 同じ よう に , HL レジ スタ 対 で 指定 する メモ リ 
の 内 容 を DE レジ スタ 対 で 指定 する メモ リ に 転送 
し ます が , 転送 後 は , HL レジ スタ 対 」。 DE レジ 
スタ 対 お な よび BC レジ スタ 対 の 内 容 を 全て ディ ク 
史 ボド し ます 。 

同じ ょ うな 動作 を 他 の 命令 に 置き 換え る と , 


PUSH AF 

LD A, (HL) 
LD (DE), A 
5K 基 AF 
DEC HL 
DEC DE 
DEC BC 

また は, 

LDI 

DEC HE 
DEC HL 
DEC DE 
DEC DE 


の よう に な り ま す 。 
し が 上 2Y リ ティ / オ ー バ パー ラロ ー*・ ジ ラグ (P/V) 
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が 重要 な 役割 り を 果たし , 

隔 且 W 
と 同じ よう に , 命令 の 実行 結果 BC レジ スタ 対 が 
0 ( ぜ ゼロ) に な っ た 場合 に P プ V フ ラグ が 0 に リ 
セッ ト さ きる れ ます 。 


⑨ 〇 LDDR 


LDDR は , 
Load Decrement and Repeat 
の 意味 で , 
LDLEER 
と 同じ よう に 1 ステ ッ プ で デー タ ・ ブ ロッ ク 転 送 
を 行う 事 の で きる 命令 で す 。 具 体 的 に は , 
LDD 
を BC レジ スタ 対 で 指定 する 回 数 だ け 〈 り 返 す も 
の で すか ら , HL レジ スタ 対 お よび DE レジ スタ 
対 に は , 転送 元 と 転送 先 の 上 位 の アド レス (FF 
FFH に 近い アド レス ) を 与え な く て は いけ ませ ん 。 
た と えば , 0000H 番 地 か ら 00FFH 番 地 
まで 0 1 0 0H バ イト の デー タ を , C0 0 0H 番 
地 か ら C0OFFH 番 地 に 転送 する 場合 は 次 の よう 


に な り ま す 。 
LD HH 世 。 00TEEH 
LD DE, COFFH 
LD BC, 0100H 
LDDR 






プ ブロック ・ サ ー チ 命令 


メモ リ ・ ブ ロッ ク ・ サ ー チ 命令 は ,、 A レ ジス タ 
の 内 容 と メモ リ 上 の デー タ と を 比較 する た め に 利 
用 され る 命令 で , HL レジ スタ 対 が デ ー タ の アド 
レス を 指す ポイ ンタ と し て , BC レジ スタ 対 は 比 
較 回 数 を カウ ント する バイ ト ・ カ ウン タ と し て 使 
用 され ます 。 

Z8 0 に は プ ブロック ・ サ ー チ の た め の 命 令 が 4 
種 ほど 用 意 き れ て いま す が , 一 般 的 に は あま り 活 
用 る され て いな いよ う で す 。 デ ー タ ・ ブ ロッ ク の 中 
か ら 一 定 の デー タ を さがし 出す 使い 方 以外 に も , 
最大 値 や 最少 値 な ど を 求め る 様 な 応用 も 出来 ます 
の で , サー チ 以 外 に も デー タ の ソー ティ ング 等 を 
行う 時 に 使っ て みて くだ きい 





⑨CPI 


CPI は , 
Compare and Increment 

の 意味 で , A レジ スタ の 内 容 と HL レジ スタ 対 で 
指定 する メモ リ の 内 容 を 比較 し て , 比較 結果 を サ 
イン フラ グ (S) お よび ゼロ ・ フ ラグ (Z) に 表 
し ます 。 比較 し た 後 は HL レジ スタ 対 を イン クリ 
メン ト , BC レジ スタ 対 を ディ クリ メン ト し , も 
し BC レジ スタ 対 の 内 容 が 0 (で ゼロ) に な れ ば フ パパ 
リティ プ オ ー バ ー フ ロー・ フ ラグ (PV) を 0 
に リセ ヤット し ます 。 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モット II mm 


他 の 命令 に 置き 換え れ ば , 


CP A, (HL) 
INC HL 
DEC BC 


な ど と な り ま す が , フラ グ の 変化 は 独自 の も の で 
す 。 特に, プ ブロッ ク ・ サ ー チ 命令 で は キャ リ ・ フ 
ラグ (CY) に 全く 影響 を 及ぼ し ませ ん の で 注意 
が 必要 で す 。 


GOCPIR 


GPU 層 : 
Compare, Increment and Repeat 


の 名 称 の と お り , 先 に 紹介 し た 。 


< 第 96 図 > CP | R 命 令 の 使用 例 (内 蔵 マ シン 語 モ ニタ の 一 部 ) CPI 





5C2C F3 MONENT DI 

5C2D 3AFF7F LD A、(EMONSW) 
5C30 FE55 CP 55H 

5C32 CAFC7F JP Z、EMONSW -3 
5C35 2234FF LD (MONHL) HL 
5C38 ED7336FF LD (MONSP).SP 


JMONITOR COMMAND INPUT ROUTINE 


5C3C 015E5C MONBGN: LD 


:CHECK EXTENDED MONITOR SW 


iSAVE TEXT POINTER 


iSAVE STACK POINTER さき 和 れ る か * ま た は A ン 9 クス タ 


を , BC レジ スタ 対 の バイ ト 
・ カ ウン タ が 0 に な っ て パリ 
ティ ノン オー バー フロ ー・ フ ラ 
グ (P ン V) が 0 に リセット 


の 内 容 と HL レジ スタ 対 で 指 


BC. MONERR 定 す 時 

5C3F  C5 PUSH 定 す る メモ リ ミカ い 
5C40 3E2A LD Ar :MONITOR PROMPT MARK E り の 内 容 が 等 し 
5C42 CD5702 CALL CONOUT ょ ラグ 『 
5C45 CDE20B CALL DSPCSR だ た め ゼ ロ ・ フ ラグ (Z) が 1 
5C48 CDADSF CALL MONCIN iDISPLAY CURSOR AND INPUT COMMAND 5 

に セッ ト さ れる まで くり 返 す 
5C4B 21875C LD HL. MONKTB 
5C4E 010COO Lp BC. 12 NUMBER OF COMMAND 
5C51 EDB 合 令 で す 。 
5C53 CO RET NZ iNOT COMMAND 同じ 機能 を 他 の 命令 で 書き 
5C54 。 216F5C - Lp HL、 MONATB 8 
5C57 09 ADD HL.BC 換え れ ば , 
5C58 09 ADD HL.BC : 
5C59 5E LD E.(HL) iCALCULATE ADDRESS R 選 選 世 作 す さき や I 
5C5A 23 INC HL AND JUMP TO COMMAND 
5C5B 56 LD D.(HD) 
5C5C  EB EX DE. HL JR ZZ EXIT 
5C5D  E9 JP (HL) 


5C5E CDCA5F MONERR: CALL MONCLF 


JP PE REPEAT 


5C6】 3E3F LD A7 :MONITOR ERROR MESSAGE MARK DE 昌久 5 
5C63 CD5702 CALL CONOUT 

iMONITOR WARM START な ど と な り ま す 。 
SC66 ED7B36FF MONHOT. LD SP.(MONSP)  : この よう に , 
5C6A CDCASF CALL MONCLF :REPAIR STACK AND INPUT COMMAND 
5C6D 18CD JR MONBGN 有 CPIR 

を 用 いれ ば , 1 ステ ッ プ で メ 
5C6F 665C MONATB:  DW MONHOT ESC KEY コ 
5C71 935C pw MONCTB :AB KEY モリ 上 に 置か れ て いる デー タ 
5C73 665C pW MONHOT :SPACE KEY 
5C75 665C DW MONHOT iAJ KEY 2 ッ ク の 中 に A レ ジス タ 
5C77 665C pW MONHOT :AM OR RETURN KEY 
5C79 3C5C pW MONBGN :AL AND CLR KEY 突 し 同 ド デー ミ 
5C7B 。E65D pw MONTM iT KEY の 内 容 と 同じ デー タ が 存在 す 
5C7D 745D Dw MONW :W KEY 
5C7F AE5D Dw MONL iL KEY る か 否 か 。 ま た 存在 する 場合 
5C81 685D Dw MONGO iG KEY 、 NE 
5C83 165D DW MONDM iD KEY の アド レス まで も 調べ る 事 が 
5C85 995C DW MONSET :S KEY 


5C87 5344474C MONKTB: DB 
5C8B 57540COD 
5C8F 0A20021B 





SDGLWT'.0CH. 0DH. 0AH" 「!.2. 1BH 


きま 88 
この 命令 を 活用 し た 良い プ 
ログ ラム 例 は な いも の か と 考 
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え で だ と ころ 。 な ん と PC 一 8 0 0 の 5G2 
CH 番地 か ら 内 蔵 き れ て いる マシ ン 語 モニ タ て 使 
っ て いた 事 に 気が付き まし た 。Z8 0 特有 の 命令 
を 全く と 言っ て 良い 程 使っ て いな い N 一 BASI 
C に し て は 非常 に 気 の 効 いた 使い 方 を し て いま す 
の で , シス テム 解析 の 勉強 に で も と 思い 掲載 し て 
お きま す (第 96 図 )。 
この マシ ン 語 モニ タ で は , コマ ンド 入力 の 際 に 
キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 文字 が コマ ンド か 否 か 
の 判断 と , 各 コ マン ド の 処理 ルー チン の アド レス 
を 得る た め に , 
(6 湖 間 頂 い 1 
を 利用 し て いま す 。 


6CPD 


CPD は , 
Compare and Decrement 
の 意味 で す 。 
5 屋 四 
と 同じ よう に , A レ ジス タ の 内 容 と HL レジ スタ 
対 で 指定 する メモ リ の 内 容 を 比較 し て , 比較 結果 
を サイ ン ・ フ ラグ (S) お よび ゼロ ・ フ ラグ (Z) 
に 表わし ます が , 比較 後 は , HL レジ スタ 対 お よ 
び BC レ ジス タ 対 両者 の 内 容 共に ディ クリ メン ト 
し ます 。 こ の ディ クリ メン ト に よっ て BC レジ ス 
タ 対 の 内 容 が 0 (で ロ ) に な れ ば パリ ティ オー 
バー フロ ー ャ ・ フ ラグ (PV) を 0 に リセ ッ ト し 


ます 。 

他 の 命令 に 置き 換え れ ば , 
時 人 A。 ( 了 L 務 り 
DEC HL 
DEC BC 

また は, 
【@ 和 9 前 | 
DEC 中 所 
DEC HL 


な ど と な り ま す が , キャ リ ・ フ ラグ (CY) に 影 
響 を 及ぼ きる な い 等 フラ グ の 変化 は 独自 の も の で す 。 
⑨ ぐ CPDR 


CPDR は , 


Compare, Decrement and Repeat 
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の 意味 で 

( ゅ 別 細 | 間 い 
と 同じ よう に , 1 ステッ プ で メモ リ 上 に 置か れ て 
いる デー タ ・ ブ ロッ ク の 中 に A レ ジス タ の 内 容 と 
同じ デー タ が 存在 する か 否 か , また 存在 する 場合 
の アド レス を 調べ る 事 の で きる 命令 で す 。 具 体 的 
に は , 

CPD 
を BC レジ スタ 対 が 0 (で ロ ) に な る か , A レ ジス 
タ の 内 容 と 同じ デー タ を 見 付け る まで くり 返し ま 
ボ 。 


< 第 97 図 > ニー モニ ッ ク <m マ シン 語 対 照 表 


ブロ ッ ク 転 送 プ ブロッ ク ・ サ ー チ 





























LDI 人 CEI 
も DI | 滞 @RT 各 | 省 
LDD ED | CPD 人 
LDDR | gp の PD 江 | 











ビッ ト 操 作 命令 


ビッ ト 操 作 命令 を 使用 する 事 に よっ て , A レ ジ 
スタ を 合 む 全て の 汎用 レジ スタ お よび HL し レジ ス 
タ 対 また は イン デック ス ・ レ ジス タ で 指定 する メ 
モリ 上 の 任意 の ビッ ト に 対し て , モッ ト ま だ は リ 
モッ ト を 行う 事 が 可能 で . その ビッ ト が 0 で ある 
か 1 で ある か を 調べ る 事 も で きま す 。 

8 0 8 0 CPU 当時 の ビッ ト 操 作 は 専用 の 命令 
が な か っ た た め に , 論理 演算 命令 や ロー テー ト ・ 
シフ ト 命 令 の 組み 合わ せ の み で 操作 を 行わ な けれ 
ば な ら ず , 非常 に 読み に くい プロ グラ ム を 組ん で 
いま し た 。 お か ば げ で 論理 演算 の 勉強 に は な り ま し 


き て , ビッ ト 操 作 命令 の ニー モニ ッ ク に は 次 の 
3 種類 が あり ます の て 対照 表 を 御覧 くだ さい 。 


OSET ビッ ト を 1 に セッ ト す る 命令 。 
ORES ビッ ト を 0 に リセ モット する 命令 。 
@BIT ビッ ト の 内 容 を 調べ る 命令 。 
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ビ ッ ト 操作 


や 


が , 本 


ーー テー デーーーーーー ニ ーー ニー ニーー= ーー ニニ ーー ーー テー ーーーーーーーーーー ニーーーーー ーーーーー ーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニーーーーー= キ ーー ョ ーー - 
< 第 98 図 > ニー モニ 
cBlcg 
4 0|4 1 
CB 
4 8 
CB 
5 0 
章 を も っ て 全て の 命令 を CB|C 
e 7 8|7 
CBIC 
8 0|18 
CB 
7|1A0 
C 
A 
CB 
C8 
CB 
D 0 
CB 
Ds 
CBB| 
EE 81E 
CBIC 
OM| 記 
CBIC 
F 8IE 


明 し 終え まし た 。 


長い 間 Z 


内 
いと 思い ま 


0 で あれ ば ゼ 


り 


ッ 


ロ ・ フ ラグ (Z) が 1 


ミ 
ゞ 


ピッ ト の 内 容 を 調 


で , 次 章 で は 総集編 
と いう 事 で 少し 長め の プロ 
グラ ム を オー ル ・ ア セン ブ 


結果 ヵ 
第 2 ブロ ッ ク か ら 第 3 ブ 
り , 


リセ ッ ト さ る れ ま す 。 


に 
/ まとめ 


な お , 
ラ で 組ん で み 
和 9 


べ カ 


ッ ト さ る れ , 結果 が 1 で あれ 
そ 


ば ゼロ ・ フ ラグ (Z) が 0 
80 の イン スト ラク ショ ン 


ロッ ク に わん 
を 紹介 し て 来 ま し 
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プロ グラ ム の 概要 


第 3 プロ ッ ク を まとめ る プ ブログ ラム の 一 つと し 
て 紹介 する の が , サー チ メ モ リ ・ プ ログ ラム で す 。 

この プロ グラ ム は , メモ リ 上 の デー タ の 中 か ら 
特定 の デー タ 群 ( 廊 字 列 ) を きる が し 出す ーー ティ リ 
ティ ・ プ ログ ラム で , 私 が N 一 BASIC を 解析 し た 
時 ROM 内 の サブ ルー チン や デー タ 領 域 を き が し 出 
す の に 非常 な 助け に な っ た , 4 バイ ト サ ー チ ・ プ 
ログ ラム (橋本 正樹 氏原 作 ) か ら ア イデ ア を 得 て 
% ら 渦 も の で ず 。 

先 の 橋本 氏 の プロ グラ ム で は , メイ ン ル ー チ ン 
は N 一 BASIC で 組ま れ て お ぉ おり, 最も 高速 性 を 要 
する サー チル ー チ ン の み が , マシ ン 語 の サブ ルー 
チン と し て 用 意 る きれ て いま し た 。 キ ー ボ ー ド か ら 
の 入力 や , CRT ス クリ ー ン へ の 表示 等 は , 全て N 
ー BASIC で 管理 し て いた の で す が , 実用 上 , 十 
分 過ぎ る くら い に 十 分 な 速度 で 24K バ イト の RO 
M を サー チ し 終え る の に 1 秒 も か か ら な か っ た と 
記憶 し て いま す 。 

る さて, これ か ら 紹 介する サー チ メ モ リプ ログ ラ 
ム は , 全て アセ ンプ ブラ で 組ん で み ま し た 。N 一 BA 
SIC と リン ク さ る させ て も 十分 な 速度 が 得 ら れる も の 
な の で す が , 面倒 な キー 入力 む お よび CRT スク リ 
ー ン へ の 表示 が 行い た か っ だ ため, あえ て アセ ン 
ブラ の み で 組ん だ の で す 。 

し た が っ て この プロ グラ ム は , 前 章 ま で に 紹介 
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し て 来 た 何 本 か の プロ グラ ム 例 と 技術 的 に か な り 
の 差 を つけ て ある 事 に な り ま す 。 

だ か ら と 言っ て あま り 難 しく 考え る 必要 は あり 
ませ ん 。 こ こま で 本 書 を 読ん で 来 た 皆 きん の 気力 
が 有 れ ば , それ だ け で マシ ン 語 を マス ター する に 
分 で す 。 





プロ グラ ム の 仕様 


プロ グラ ミン グ (コー ディ ング ) を 行う 前 に 必 
ず 仕 様 を 決め な てく て は いけ ませ ん 。 プ ログ ラム に 
は 必ず 目的 が ある は ず で , その 目的 を 実現 する た 
め の い ろ い ろ な 取り 決め が 仕様 で す 。 

だ た と えば , スペ ー ス イン ベー ダ ・ ゲ ー ム の 目的 
は イン ベー ダ ・ ゲ ー ム が 楽し め ゅ る 事 で , 

イン ベー ダ の 数 

イン ベー ダ の 動き 方 

砲台 の 動き 方 

キー 操作 の 方 法 

etCc. 
な ど は , すべ て プロ グラ ム の 仕様 と し て 決め て お 
か な けれ ば な り ま せん 。BASIC 等 高級 言語 の 場合 
に は , コー ディ ング 途中 で 仕様 を 変更 する 事 も 比 
較 的 容易 で す が (も ちろ ん 根本 的 な 変更 は 論外 で 
す ), マ シン 語 で 特に ハン ドア モン ブル を 行う 場合 
な ど は , メッ セー ジー つ を 変更 する の も 子 想 以上 
に 困難 な 場合 が 多い の で , 最初 の 頭 の 中 や 紙 の 上 


oe280 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モット II mmmm 


で 仕様 を 決め る 時 に よく 注意 し な く て は いけ ませ 
ん 。 

それ で は ,「 サ ー チ メモ リ ・ プ ログ ラム 」 の 目的 
は 何で し ょ うか ? 

目的 は , メモ リ の 中 か ら 任意 の デー タ 和 群 を き が 
し 出す (サー チ す る ) 事 で す 。 そ の た だ ため に は , 任 
意 の デー タ 群 (キー ワー ド ) を 入力 する た め の ル 
ー チ ン も 必要 で すし サー チ 結 果 を 表示 する ルー チ 
ン も , も ちろ ん サー チ も 行わ な けれ ば いけ ませ ん 。 


< 第 101 図 > プロ ンプ トメ ッ セ ー ジ "Ok" を サー チ 





def usr 三 whc100:a 三 usr (a) 


code 一 “O 
code 一 「k 
code 一 
3B60 

Ok 


def usr 三 &hc100:a 三 usr(a) 


code 一 "0 
code 一 "k 
code 一 fc 
code 一 0Od 
code 一 0a 
code 一 00 
code 一 
3B60 

Ok 








また, サー チ す る メモ リ 領 域 は 、 0 000H 番 
地 か ら 5FFFH 番 地 の ROM 領域 し し て お きま 
す が , これ は 他 機 種 に 移植 する 場合 な どの た め に 
簡単 に 変更 びき る よう に し て お きま す 。 

Z 8 0 の 命令 で サー チ す る 場合 と , 文字 列 で す 
ー チ する 場合 を 考慮 し て , キー ワー ド は 16 進 数 2 
桁 で も キャ ラク タ で も 入力 で きる 様 に し ます 。 た だ 
ざ ご し, キャ ラク タ を キー ワー ド と し て 入力 する 場 
合 に は 頭 に ダブ プル クォート ( ") を 付け る 事 に し 
ます 。 ま だ, キー ワー ド を 入力 せ ず に RETURN 
キー の みろ が 入力 され た 場合 に は ,、 キー ワー ド の 入 
力 を 終了 し た 事 に な り ま す 。 

キー ワー ド の 数 (文字 列 の 長き ) は , プロ グラ 
ム の 組み 易 さ か ら 考 えて 255 バ イト まで 可能 と し , 
キー ワー ド が 1 個 も 存在 し な か っ た 場合 に は サー 
チ を 行わ な い 様 に し ます 。 

プロ グラ ム 自 体 は す サブ ルー チン の 形 を と り , N 
ーBASIC の USR 関 数 と し て 実行 で きる よう に 
も まし た 。 

以上 の 仕様 に 基づい て つく っ た サー チ メ モ リ ・ 
プロ グラ ム の アモ セン ブル リ スト を 第 99 図 と し て , 
また 打ち 込み た い 方 の た ゆめ に ダン プリ スト を 第 100 
図 と し て 掲載 し ます 。 

さら に , サー チ メ モ リ の 実行 例 し し て , N 一 BA 
SIC の プロ ンプ トメ ッ セ ー ジ で ある “Ok" を サー 
チ し た 例 を 第 101 図 と し て , Z8 0 の 和 無 条件 絶対 
ジャ ンプ 命令 (C 3H) を サー チ し た 例 を 第 102 
図 と し て 示し ます 。 


< 第 102 図 > Z 8 0 の 絶対 ジャ ンプ 命令 (C3H) を サー チ 





def usr 王 &hc100 : a 三 usr(a) 


code 一 c3 
code 一 
0004 0008 
019D 01E6 
0C96 0CD4 
182F 1877 
2127 212D 
24A1 24AE 
293F 294D 
2D1F 2E66 
3B2C 3BC3 
3FE2 4002 
44A7 453A 
49D4 4A05 
526D 52E9 
58D6 5915 
5E80 5F9B 
Ok 


000B 
02AD 
0CE9 
188E 
21ED 
25FD 
2984 
2EBB 
3BD6 
4035 
4569 
4A70 
5397 
5943 
5FD1 


0010 
0366 
0D31 
18E9 
21F6 
25FE 
299A 
2F07 
3C13 
4055 
45A0 
4A88 
540E 
5A98 
5FEA 


0013 
0477 
0D5D 
191A 
224C 
2635 
29AF 
2F65 
3C42 
4061 
466D 
4B29 
5445 
5ADF 


0018 
04AC 
0DA8 
1A2D 
225F 
264C 
2A1F 
3196 
3CD1 
407F 
46C1 
4BF6 
54B5 
5AE8 


001D 
0642 
0DB5 
1A4D 
22D2 
266E 
2A46 
3230 
3CE9 
40A3 
46CC 
4C27 
5526 
5B3C 


0020 
06E7 
0F19 
1A68 
22DB 
268D 
2B1B 
32E0 
3D73 
40E7 
46FF 
4DB4 
56AA 
5B7D 





0023 
06EC 
0F72 
1A70 
22DE 
27CD 
2B22 
333D 
3E62 
427D 
4726 
4DD5 
56BO 
5BBF 


0028 
0773 
12D6 
1A74 
2361 
27DC 
2B87 
336F 
3EE5 
42A3 
473F 
4EF0 
576B 
5BED 


002B 
0784 
14A7 
1AB3 
236C 
27F7 
2B88 
34FF 
3EF0 
42FO 
47C6 
4FBF 
57D8 
5C29 


0030 
0881 
159C 
1E6D 
2373 
27FE 
2BB4 
3595 
3F44 
42FF 
47FC 
5071 
57DE 
5DOF 


0035 
09F9 
15C3 
1F9F 
237C 
283C 
2C45 
3664 
3F80 
432C 
4812 
507F 
57FO 
5DAB 


0038 
0AE6 
15FD 
1FB3 
23A6 
28A8 
2CB8 
36FF 
3FAC 
4369 
4862 
50EF 
5849 
5DDB 


007E 
0AF6 
178D 
1FC6 
23B2 
28FA 
2CF5 
37D5 
3FCC 
4380 
48A9 
519E 
5866 
5DE3 


0096 
0C19 
181D 
20E9 
23ED 
2927 
2D08 
3B29 
3FCF 
4452 
49A0 
525F 
58C7 
5EOF 
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mm 第 24 章 サー チ ・ メ モリ ・ プ ログ ラム 


< 第 99 図 > サー チ メ モ リプ ログ ラム 























《A ブロ ッ ク )》 : PC-8001 SEARCH MEMORY PROGRAM Ver 1.0 

j Copyright 1982 (C) by KIYOSHI KAWAMURA 

H in FORESIGHT PLANNING SECTION 
0257 DSPCHR : EQU 0257H : display a character 
0F75 INCHR : EQU 0F75H : input acharacter from keyboard 
0000 ADRTOP: EQU 0000H : top address of search area 
5FFF ADREND : EQOU 5FFFH : end address of search area 

ーー ORG 0C100H ー ー 

《B プ ロック 》 : input key-words section 
C100 21F7C1 LD HL,TABLE 
C103 0E00 LD C,.0 : clear key-word counter 
C105 11E9C1 NWORD: LD DE,PROMPT 
C108 CDE0OC1 CALL DSPMSG : display the prompt message 
C10B CD6EC1 CALL INCOD 
C10E 05 DEC B 
C10F 281E JR Z.EIN : end of all input key-word 
C11t 1003 DJNZ TWOCLM 
C113 5A LD E,D 
C114 1630 LD D,0 ) clear msb byte of key-word 
C116 7A TWOCLM : LD AD 
C117 FE22 CP 
C119 7B LD AE 
1A4 280B JR ZJEWORD 
C11C CDB4C1 CALL HEXBIN , convert msb byte into binary 
C11F 47 LD B,A 
C120 7A LD AD 
CGC3121 CDB4C1 CALL HEXBIN ) convert 1 sb byte into binary 
C124 07 RLCA 
C125 07 RLCA 
C126 07 RLCA 
NH2 D 交 RLCA 
C128 80 ADD A.B 
CT 29 婦 EWORD: LD (HL),A : store a key-word 
C12A 23 INC HL 
OCT 2 及 。 0 INC C : increment byte counter 
C12C D8 RET C ) number of key-words overflow 
C12D 18D6 JR NWORD 
C12F 3EOD EIN : LD A.0 DH 
C131 CD5702 CALL DSPCHR j display a carriage return code 
C134 3E0OA LD A.0 AH 
C136 CD5702 CALL DSPCHR : display a line feed code 
C139 0C INC C 
C13A 0D DEC C 
C13B C8 RET Z 計 _ ji nokey-word,returnto basic 
《C ブ ロッ ク 》 : search main section 
C13C 210000 LD HL,ADRTOP : set top address of search area 
C13E 11FE5T IFEND : LD DE.ADREND : set end address of search area 
C142 E5 PUSH HL 
合作 当 AND A : reset carry flag 
1 4:4。 呈 D25.2 SBC HL.DE 
C146 E1 POP HL 
C147 C8 RET Z : end of search, return to basic 
C148 C5 PUSH BC 
C149 E5 PUSH HL 
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の 
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四 い 
に まこ) 


MLOOP : 


NXTMEM : 


FOUND : 


iinput a key-word subrouthne 


了 outputs 


destorys : 


INCOD : 


INCOD1 : 


DEL1 : 


INCOD2 : 


INCOD3 : 


LD DE.TABLE 
LD  A.(DE) 

CP (HL) 

JR NZNXTMEM 
DEC C 

JR ZNXTMEM 
INC DE 

INC HL 

JR MLOOP 
POP HL 

POP BC 

INC HL 

JR NZIFEND 
DEC HL 

LD AH 

CALL DSPACC 
LD AL 

CALL DSPACC 
LD Ai 

CALL DSPCHR 
INC HL 

JR IFEND 


: input character in register de 

: input clumn plus oneinregisterc 
register a,fb.d,e 

LD B,1 

CALL INCHR 

CP 0 DH 

RET Z 


CP 7 FH 
JR Z.INCOD 


2 0H 
JR C.INCOD 


CALL DSPCHR 


LD D.A 

LD B,2 
CALL INCHR 
CP 0 DH 
RET Z 

CP 0 8H 
JR Z.DEL1 
CP 7 FH 
JR NZ.INCOD2 
CALL BACK 
JR INCOD 
CP 2 0H 


JR C.INCOD1 


CALL DSPCHR 


LD E,A 

LD B.3 
CALL INCHR 
CP 0DH 
RET 2 

CP 0 8H 
JR Z.DEL2 


not same、next memory 


end of key-words,next memory 


中 splay a msb byte of address 
display a lsb byte ofaddress 


中 splay a space code 


return to main routine 


cancel control code 


echo-back a input character 


return to main routine 


display a back-space 


cancel control code 


echo-back a input caracter 


return to main routine 
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王 第 24 章 サー チ 
C1AB FE7F CP 7 FH 
C1AD 20F0O JR NZ.INCOD3 
セ 表 DD7 せ 1 DEL2: CALL BACK idisplay a back-space 
C1B2 18CE JR INCOD1 
: convert hexa corde into binary code subroutine 
《E プ ロッ ク 》 
inputs  :character code in accumulator 
outputs : binary code in accumulator 
destroys : register af 
C1B4 FE3A HEXBIN :CP 9⑨' 十 1 
C1B6 3805 JR C,HEXBI1 
C1B8 E60F AND 0FH 
C1BA C609 ADD  A,9 
C1BC C9 RET 
C1BD E60F HEXBI1 : AND OFH 
C1BF C9 RET っ ー 1 
: display accumulator hexa decimal subroutine 
《F ブロック)》 H 
destroys : register a,fb 
C1CO 47 DSPACC : LD B,A 
C1C1 OF RRCA 
C1C2 0F RRCA 
C1C3 OF RRCA 
C1C4 0F RRCA 
C1C5 CDC9C1 CALL HALF 
C1C8 78 LD AF 
C1C9 E60F HALF : AND 0FH 
C1CB FE0OA CP 1 0 
C1CD 3802 JR C.NUMBER 
C1CF C607 ADD 4,7 
C1D1 C630 NUMBER : ADD 4A.O 
C1D3 CD5702 CALL DSPCHR 
Cipe C9 ーー RET ーー 
: display a back-space subroutine 
《GG ブ ロッ ク 》 
destroys : regi き er af 
C1D7 D5 BACK : PUSH DE 
C1D8 11F3C1 LD DE.BACKSPC 
C1DB CDE0C1 CALL DSPMSG 
C1DE D1 POP DE 
C1DF C9 _ RET ーー ー ーー ー 
: display message subroutine 
《H プ ロッ ク 》〉 H 
destroys : register afid,e 
C1EO 1A DSPMSG:LD  A.(DE) 
C1E1 AZ AND A 
C1E2 C8 RET 2 
C1E3 CD5702 CALL DSPCHR 
C1E6 13 INC DE 
C1E7 18F7 JR DSPCHR ーー 
《I ブ ロッ ク )》 : data area 
C1E9 0DOA636F PROMPT:DEFB 0 DH, 0 AH, code-,0 
C1ED 6465202D 
C1F1 2000 
C1F3 1D201DO0O BAKSPC: DEFB 1DH,. 、,1DH,0 
《J プ ロッ ク 》 : key-word table 
C1F7 TABLE: END 
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Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト Imm 





< 第 100 図 >? サー チ ・ メ モリ プロ グラ ム (ダン プリ スト ) 

C100 21 FE?7 CH] @E 0 中 HH 也 9 1 CD 互 0 C1 CD 6 也 Cl1 05 28 aa を すき 人 上 あ > 芝 ぁ 6 
1310 区 す 3 0 旨 8A も 作 3900 が 人 EE 22 7B 28 0D CD B4 C1 47 ゞ 頃 か 放 。 (いけ 
C120 7A CD B4 C1 07 07 07 07 80 77 23 0C D8 18 D6 3E oO 人 R 2 Re w キ . E】 
C130 0D CD 57 02 3E 0A CD 57 02 0C 0D C8 21 00 00 11 1. 本 は | 
C140 FF 5F EE5 A7 ED 52 EE1 C8 C5 E5 11 F7 C1 1A BE 20 Exe まる の や が 久 を 
C150 07 0D 28 04 13 23 18 F5 EE1 C1 28 20 五 2 2B 7C CD > and 打 5a を > 1 
C160 GO G は 7D CD で 0 61 3E 20 CD 57 02 23 18 D1 06 01 人 
C170 CD 75 0F FE 0D C8 FE 7F 28 F4 FE 20 38 FOO CD 57 1 昌和 が 由 
C180 02 57 06 02 CD 75 0F FE 0D C8 FE 08 28 04 FE 7F 人 本 あき る な る ( . 8 
C190 20 05 CD D7 C1 18 D7 FE 20 SB HB GD 届 7 敵 2 清 要 症 < 
C1A0 03 CD 75 0F FE 0D C8 FE 08 28 04 FE 7F 20 FO CD し 人 0 -ー の Ag る 
C1B0 D7 C1 18 CE FE 3A 38 05 E6 0F C6 09 C9 E6 OF C9  ..... 0 各 の 六 mesaye 
C1C0 47 0F 0F 0F 0F CD C9 C1 78 E6 0F FE 0A 38 02 C6 例え ょ ある どる る X is 
C1D0 07 C6 30 CD 57 02 C9 D5 1U FPS GU CB 匹 W 色 】 Di 6C9 0 し 2 時 ae ar ま 計 2 
C1E0 1A A7 C8 CD 57 02 13 18 F7 0D 0A 63 6F 64 65 20 5 生生 9 code 
C1F0O 2D 20 00 1D 20 1D 00 5 











それ で は , 各 プ ロッ ク ご と に デモ セン ブル を リス ト 
追っ て み ま しょ う 。 


〇 A ブ ロッ ク 


本 ゲロ グラ ム で は , 2 種類 の シス テム サブ ルー 
チン を 利用 し て いま す 。 

一 つ は , A レ ジス タ の キャ ラク タコ ー ド に 基 づ 
いた キャ ラク タ の 表示 を 行う 0257H 番 地 の サ 
プ ブルー チン も う 一 つ は キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 
キャ ラク タ の コー ド を アキ ュー ムレ ー タ (A レ ジ 
スタ ) に 与え て も どる 0F75H 番 地 の サ ブル ー 
チン で す 。 

「 移 植 し 易い 様 に シス テム サブ ルー チン は 使わ 
な い 」 と いう 思想 を 軸 に し て いる の で す が , この 
最も 基本 的 で か つ 複 雑 な IOCS Output 
Control Subroutine) は .、 ハー ドウ エア へ の 依存 度 
が 非常 に 高く また, それ ら の サブ ルー チン は 全 
て の パー ソナ ルコ ンピュータ に 用 意 き れ て いる と 
言っ て も 過言 で は な いと 思い 二 つ の シス テム サブ 
ルー チン を 利用 し まし た 。 

他 の 機種 に 移植 する 場合 に は , 二 つ の シン ボル 
定義 擬似 命令 (EQU) の オペ ラン ド を 各 機 種 用 
に 変更 し て くだ さい 。 ま だ CRT 画 面 へ の 表示 を 
行う 0257H 番 地 の か わり に プリ ンタ 出力 サブ 
ルー チン な ど を 使っ て も お も し ろ い と 思い ます 。 


〇 B プ ブロ ッ ク 


プロ グラ ム を 実行 する と 最初 に キー ワー ド の 入 
力 を 行い ます 。 
この ルー チン を 通過 する 事 に よっ て , 入力 し た 


(Input 


キー ワー ド が キー ワー ド ・ テ ー ブ ル に 格納 され , 
また C レ ジス タ に キー ワー ド の バイ ト 数 が 与え ら 
れ ま す 。 

BASIC 等 と 異な り ア モン ブラ で は , この 様 な 作 
業 に 意外 と 手間 が か か る も の で , 本 プログ ラム で 
も メイ ン の サー チル ー チ ン よ り キ ー 入 力 ル ー チ ン 
の 方 に メモ リ を 使用 し て いま す 。 

キー 入力 ルー チン の 最後 で は 、 キー ワー ド の バ 
イト 数 が 0 で ある か 否 か の 判定 を 行っ て お り 0 で 
あっ た 場合 に は 次 の サー チル ー チ ン へ 行か ず に N 
ーBASIC に も どり ます 。 


⑥ 〇 C ブ ロッ ク 


本 プロ グラ ム の メイ ン で ある サー チル ー チ ン を 
見 て 何人 か の 皆さん は 「 ど こ か で 見 た 事 が ある 
な ? 」 と 思わ れ だ た か も 知れ ませ ん 。 

実は この ルー チン は , 第 3 ブロ ッ ク の 第 19 章 で 
紹介 し た 野本 正司 さん か ら 送 っ て いた だ いた 「N 
ーBASIC の プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ を きる が し 出す 
プロ グラ ム 」 を ほん の 少し 変更 し た だ け の も の な 
の で す 。 

「MLOOP」 と いう ラベ ル の つい て いる ブロ ッ 
ク は , 全て の キー ワー ド が 合っ て いれ ば ゼロ フラ 
グ (ZZ) も キット し, 途中 で ひと つ で も 異な っ て い 
れ ば ゼロ フラ グ (ZZ) も リセ モット し て 「NXTMEM」 
の ラベ ル に ジャ ンプ "し ます 。 

「FOUND」 の 部 分 で は , サー チ さ れ た アド レ 
ス を 4 桁 の 16 進 数 と し て 表示 し て いま す 。 
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王寺 第 24 章 サー チ ・ メ モリ ・ プ ログ ラム 
返 D ブ ロッ ク 


「INCOD」 は , サー チ メ モ リ ・ プ ログ ラム の 中 
で 一 番長 い サ ブルー チン で 動作 も 比較 的 複雑 で す 。 
キー ボー ド か ら サ ー チ する た め の キ ー ワ ー ド を 
入力 する た ゆめ の サブ ルー チン で , N-BASIC 内 蔵 
モニ タ の よう に 簡略 化す れ ば 10 ス テッ プ 程 度 に で 
きだ た の で す が , あま り 短 く て は お も し ろく あり ま 
セ ゼ ん し 使い 勝手 も 良く 無い と 思い 改良 し て 行く う 
ち に , プリ ンタ 用 紙 で 1 ペー ジ 近 い サ プ ブルー チン 
に だ な っ で し まい まし だ 。 

この サブルーチン を コー ル す る 事 に よっ て ,。 キ 
ー ボ ー ド か ら 2 バイ ト の キャ ラク タ を 入力 し , そ 
れ ぞ れ の キャ ラク タコ ー ド を D レ ジス タ お よび E 
レジ スタ に , 格納 し て も どり ます 。 ま だ た C レ ジス 
タ に は , キー ボー ド か ら 入 力 る きれ た キャ ラク タ の 
バイ ト 数 に 1 を 加え だ も の (1 一 3) が 入り ます 。 
コー ド が 2 0H 未 満 の コン トロ ー ル コー ド が 入 
力 さ れ た 場合 は 無視 きれ ます が , 0 8H お よび 7 
FH の バッ クス ペー スコ ー ド で は , 一 文字 前 に 入 
力 き れ た キャ ラク タ を 無効 に し て いま す 。 


近 三 ブロ ッ ク 


「HEXBIN」 は 、A レジスタ に 与え られ た 16 進 関 
係 の キャ ラク タコ ー ド (0 一 9 お よび AF) を 対 
応 す る 2 進 デ ゲー タ (バイ ナリ コー ド ) に 変換 する 
た め の サ ブル ー チ ン で す 。 


半 ビ F ブ ロッ ク 


「DSPACC」 は , A レ ジス タ の デー タ を 2 桁 の 
16 進 数 し し て CRT ス クリ ー ン に 表示 する た め の 
サブ プルー チン で す 。 

バイ ナリ コー ド を 16 進 の キャ ラク タ に 変換 する 
良い 例 で は 無い でしょ うか ? 


G ブ ロッ ク 


バッ クス ペー ス 表 示 サ プ ブルー チン (「BACK」) で 
は , バッ クス ペー ス 用 の メッ セー ジ ・ デ ー タ を 表 
が し ます 。 

具体 的 に は , バッ クス ペー ス 用 デー タ が 格納 し 
て ある アド レス (「BAKSPC」) を DE レジ スタ 対 
に 入れ て , メッ セー ジ 表 示 サ プルー チン (「DSP 
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MSG」) を コー ル し て いま す 。 
広 H ブ ロッ ク 


「DSPMSG」 と ラベ ル を 付け た メッ セー ジ 表 示 
サブ ルー チン で は ,CRT ス クリ ー ン に 文字 列 ( メ 
ッ セ ー ジ ) を 表示 し ます 。 

この サブ ルー チン を コー ル す る 場合 に は , DE 
レジ スタ 対 に 文字 列 デ ー タ の 格納 し て ある 先頭 ア 
ドレ ス が 入っ て いな く て は いけ ませ ん 。 

「DSPMSG」 で は , この DE レジ スタ 対 を イン 
クリ メン ト し な が ら メ モリ 上 の デー タ を A レ ジス 
タ に と り 込 み , NBASIC 内 の 一 文字 表示 サブ ル 
ー チ ン (「DSPCHR」) を 利用 し て 文字 列 の 表示 を 
行い ます 。 

メモ リ 上 の デー タ が 0 0H (エン ド マ ー ク ) で 
あれ ば メイ ン ル ー チ ン に も どり ます 。 

普通 この よう な 場合 に は , ポイ ンタ と し て HL 
レジ スタ 対 を 使用 する の で す が , ここ で は 丁度 D 
E レ ジス タ 対 が 余っ て いた た め に DE レジ スタ 対 
を 使用 し まし た 。 ち な み に N--BASIC の メッ セー 
ジ 出 力 サ ブルー チン (5 2EDH 番 地 ) で は , H 
L し レジ スタ 対 が ポ イン タ と な っ て いま す 。 


交 1 ブ ロッ ク 


この , 「 サ ー チ メモ リ ・ ブ ログ ラム 」 で は , 2 種 
類 の メッ セー ジ を デー タ と し て 用 意 し て いま す 。 
一 つ は , キー ワー ド を 入力 する 時 に キー ボー ド 
か ら の 入力 を も うながす た め に 表示 する プロ ンプ ト 
・ メ ッ セ ー ジ で , 改行 する た め の , 


0ODH (キャ リッ ジリ ター ン ・ コ ユー ド ) 
0AH (ライ ン フ ィ ー ド ・ コ ー ド ) 
の 後に , 
code 一 
の キャ ラク タコ ユ コード, さら に メッ セー ジ の 末尾 で 
ある 事 を 示す 
00H (メッ セー ジ ・ エ ンド マー ク ) 


で 構成 きれ て いま す 。 0 DH お よび 0 AH に つい 
て は NBASIC に よっ て 決め られ て いる も の で す 
が , 他 の 機種 で も 同じ よう に , 0DH と 0OAH を 
表示 する 事 に よっ て 改行 を 行う 機種 (イン タプ ブリ 
タ ) が 多い 様 で す 。 た だ し , 一 部 の 機種 で は 0 D 
H の みて 改行 する も の 等 , 例外 も あり ます の で , 
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em 280 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト II mmm 


その 辺 の 詳細 は 各 機 種 の キャ ラク タコ ュー ド 表 ( 機 
能 コ ー ド 表 ) な ど を 調べ て みて くだ きい 。 

まだ 0 0H を メッ セー ジ ・ エ ンド マー ク と し て 
使う 事 に 関し て は , 本 プロ グラ ム の メッ セー ジ 表 
示 サ ブル ー チ ン の 仕様 が を うな っ て いる た め に 0 
0 H を 使用 し て いる だ け で , 深い 意味 は あり ませ 
ん 。 だ た と えば , FFH を エン ド マ ー ク と し て 使い 
た けれ ば , メッ セー ジ 表 示 サ プ ブルー チン ( 「DSP 
MSG」 と ラベ ル の 付い て いる サブ ルー チン ) を 変 
更 す れ ば 良い の で す 。 

し か し , この エン ド マ ー ク も ほとん どの 機種 ( イ 
ンタ プ ブリタ 等 ) で 0 0H を 使っ て いる 様 で す (N 一 
BASIC も 0 0 是 を 使用 )。 

ニニ つ め の メ ッ セ ー ジ デー タ は , キー ワー ド を 入 
力 する 際 の 入力 ミス で 「DE 工 」 ま た は 「CTRL 十 
H」 の キー を 押し た 場合 に . カ ー ソ ツル の 前 の キャ ラ 
クタ を 一 文字 消去 する た め の デ ー タ で す 。 

デー タ は , 1 DH, 2 0H, 1DH お よび エン 
ド マ ー ク (0 0H) の 4 バイ ト か ら 構 成 さ きれ て い 
ます が , この 2 0 H は , 御存知 の よう に スペ ー ス 
(空自) の コー ド , を し て 1 DH は カー ソル を 左 に 動 
か す (LEFT ARROW) た め の コ ー ド で す 。 

つま り , 始め の 1DH (LEFT ARROW) で カ 
ー ソ ル を 1 キャラクタ 分 左 こ もどし, 2 0 H の ス 
ペー ス (空白 ) を 表示 し て 元 の キャ ラク タ を 消去 
し , スペ ー ス (空白 ) を 表示 し た た め に 右 に 移動 
し た カー ソル を , 再度 1 DH(LEFT ARROW) 
に よっ て も どす 事 に よっ て , バッ クス ペー ス (BA 








< 第 103 較 > バッ クス ペー ス の 実現 
AL 
+ 





LEFT ARROW で カー ソル を 左 に も どす 


上 スペ ー ス (空白 ) を 表示 し て A を 消去 する 
上 LEFT ARROW で カー ソル を 左 に も どす 


較 








以上 で BACK SPACE( | 文字 消去 ) 完 了 





CK SPACE) を 実現 する の で す ( 第 103 図 )。 
広 リ ブロ ッ ク 


キー ワー ド を 格納 し て お く た め の キー ワー ド テ 
ー ブ ル は , ブロ グラ ム 末 か ら 用 意 し まし た 。 














移植 に つい て 


紹介 し た , メモ リサ ー チ ・ プ ログ ラム は PC 一 
8 8 01 用 機械 語 開発 応用 ツー ル に よっ て 開発 を 
行い まし た 。 

つま り , PC 一 8801 (N88 一 BASIC) 用 の 
サー チ プ ログ ラム を つく っ て お いて か ら PC 一 8 
0 0 1 (N 一 BASIC) 用 に 移植 を 行っ た わけ で す 。 
も っ と も 変更 点 は , 各 BASIC の ROM 内 を コー ル し 
て いる 2 個所 の アド レス の み で し た か ら , アセ ン 
プラ の シン ボル 定義 擬似 命令 (EQU) を 2 個所 
変更 し た だ け で す 。 

以上 の 点 か ら も , 前 述 し た 様 に 他 機 種 へ の 移植 


性 を 重視 し て 組ん だ サー チ メ モ リ ・ プ ログ ラム の 


移植 性 の 良き を 理解 し て いた だ ける と 思い ます 。 

PC-8 0 0 1 以外 の 機種 を お 持ち の 皆さん 。 ゼ ぜ 
ひ 御 自分 の 機種 で サー チ メ モ リ ・ プ ログ ラム を 走 
ら せ て みて 〈 く だ さい 。 意外 と 簡単 な の で お どろ か 
れる 事 と 思い ます 。 








ANEC PC-8801mkII 
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第 3 ブロック 最後 の 題材 は , 2 5 6 バイ ト C 収 
まる 英文 ワー ド ・ プ ロ セ ッ サ で す 。 

ワー ド ・ プ ロモ セッ サ を 取り 上 げた 理由 は , 
ンド 解析 の 非常 に 良い 実例 びと 考え たから で , コ 
マン ド 解 析 を 伴 な う プ ログ ラム で あれ ば 別に ワー 
ド ・ プ ロ セ ッ サ で ある 必要 は あり ませ ん で し た 。 

ワー ド ・ プ ロ セ ッ サ と いう 
如何 に し て コマ ンド を 解釈 し , 


ラマ 


つの ジス テム が 


如何 に し て 実行 し 


て 行く か が 。 そ の よう な こと に 興味 を 持っ て いた だ 
けれ ば 幸い で す 。 






プロ グラ ム の 仕様 


ワー ド ・ ダ ロモ セッ サ は , 2 56 
バイ ト に 収まる 非常 に 小 き な プロ グラ ム で す が , 


この マイ クロ ・* 


く 第 104 図 >? マイ クロ ・ ワ ー ド ・ プロ セッ サ 印 字 例 





PCOgFPam 8aPGa 
buFffer for edi セ 3 


OPeration 
1 ine numbec 


itle message 
PFOmP 七 me8889@G 
GLOr me ラ =8age 


くく COMMANDS >> 
1 i = モ 

PF1in セ も 

heu 

ョ ッ ヨ tem 


CC まま ここ 


くく ATTENTION >> 


モ hi= =peci 千 1 こ a 七 1On ラ 
have a nice day!! 





<<< VERY TINY UORD PROCESSER SPECIFICATIONS >>> 


Printed ぃ ith て this program! 


from c100h to c1ffh 
from c200h to dbffh 


=cCeen edi モ 
from a to z, or from A to Z 
word processing =ystem here・ 
here・+ 


ring the be]1 1 only 


display 上 ex 

〇 u モ pu 七 上 ex モ 上 O printer 

clear tex all 

ex1 七 和 TFOom ぃ OFd PCOCe= ヨ 1ng = ッ 5 ョ モ em 
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ーー28 0 の イン スト ラク ショ ン ・ モ セット II mm 


必要 最小 限度 の 機能 どけ は 持ち 合わ せ て いま す 。 
第 104 図 に 本 プロ グラ ム 自 身 に よっ て PC-ー8 
8 2 2 (プリ ンタ ) か ら 打 ち 出 し た , 仕様 書 (S 
PECIFICATIONS) を 示し ます 。 こ の 
SPECIFICATIONS に 添っ て , マイ ク 
ロ ・ ワ ー ド ・ プ ロモ セッ サ の 仕様 を 追っ て 行き まし 
ょ う 。 
〇 メモ リ ・ ロ ケー ショ ン 


まず 最初 に ゲロ グラ ム ・ エ リア で す が , ブロ グ 
ラム 本 体 は じ 100H-ーC1FFH 番 地 に 置く こ 
と に し まし た だ 。 と くに 今回 の プロ グラ ム で は , 2 
5 6 バイ ト の 範囲 内 で どれ だ け の も の が で きる か 
に 挑戦 する 意味 や 持た せ た か っ た た め , 絶対 に 2 
5 6 バイ ト を 越え を な いよ うに プロ グラ ミン グ し ま 
も 党 。 

テキ スト を 格納 する た め の デ ー タ ・ バ ッ フ ァ は , 
プロ グラ ム 示 すなわち C2 0 0H 番 地 か ら 256 
バイ トメ 26 行 分 を 確保 し まし た (第 105 図 )。 必 然 
的 に . テキ スト の 1 行 は エン ド マ ー ク を 合 め て 2 
5 6 バイ ト 以 内 で な けれ ば な り ま せん 。 


⑥ エ ディ タ 


また , エディ タ の 方 式 に は , 大 別して ポイ ンタ 
・ エ デイ タ と スク リー ン ・ エ ディ タ が あり ます が , 
ここ で は パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の 普及 と 共に 
一 般 的 に な っ た スク リー ン ・ エ ディ ッ ト 方 式 を 採用 
し まし た だ た 。 スク リー シャ エエ デイ を デ ロ グ ラム で 
実現 する の は , 非常 に 面倒 で ある た め , N 一 BA 
SIC の シス テム ・ サ ブル ー チ ン を 活用 する こと 
人 寺 し まし まう 。 

スク リー ン ・ エ ディ タ に は 行 番号 が 必要 で す 。 
行 番号 に は 10 進 数 値 を 使う の が 一 般 的 で す が , 数 
値 デ ー タ を 扱う に は 手間 が か か り プ ログ ラム が 長 
て な る 恐れ が ある だ た め , アル ファ ベッ ト の A か ら 
Z ま で 26 文 字 を 行 番号 に し まし た 。 ま た , この 行 
番号 は 英 大 文字 で も 英 小 文字 で も 良い こと に し ま 
電 。 

行 番号 と テキ スト の 間 に は , 普通 スペ ー ス ( 空 
折 ) 等 を は さる み ま す の で , ここ で は 1 個 の コロ ン 
を は さむ こと に し まし た 。 





< 第 105 図 > テキ スト ・ バ ッ フ ァ の アド レス 


C200H 番 地 -C2FFH 番 地 
C3 0 0H 番 地 一 C3FFH 番 地 
C4 00H 番 地 --C4FFH 番 地 
C5 0 0H 番 地 -C5FFH 番 地 
C600H 番 地 一 C6FFH 番 地 
C7 00H 番 地 -C7FFH 番 地 
C8 0 0H 番 地 -C8FFH 番 地 
C900H 番 地 -C9FFH 番 地 
CA0O0H 番 地 一 CAFTF 有 HH 番地 
CB0 0H 番 地 -CBFFH 番 地 
CC0 0H 番 地 -CCFFH 番 地 
CD 0 0H 番 地 -CDFFH 番 地 
CE 0 0H 番 地 -CEFFH 番 地 
CF 0 0H 番 地 -CFFFH 番 地 
DO000H 番 地 -DOFFH 番 地 
D100H 番 地 --D1FFH 番 地 
D200H 番 地 -D2FFH 番 地 
D300H 番 地 -D3FFH 番 地 
D400H 番 地 -D4FFH 番 地 
D500H 番 地 -D5FFH 番 地 
D600H 番 地 -D6FFH 番 地 
D700H 番 地 -D7FFH 番 地 
D800H 番 地 --D8FFH 番 地 
D900H 番 地 -D9FFH 番 地 
DA0O0OH 番 地 一 DAFF 有 HH 番地 
DB0O0H 番 地 -DBFFH 番 地 








〇 メッ セー ジ 


第 -- の メッ セージ は , プログ ラム の 起動 時 に 一 
度 だ け 表 示さ きれ る タイ トル ・ メ ッ セ ー ジ で す 。 
ここ で は , マイ クロ ・ ワ ー ド ・ プ ロモ セッ サ が 起 
動 し た こと を 示す た め に , 
word processing system here. 
と , だ いそ うな 自己 主張 を る せ て いま す 。 
第 一 の メッ セー ジ は , 入力 を うな が す た め の プ 
ロン プ ト ・ メ ッ セ ー ジ すなわち 。 
here. 
で す 。 こ の プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ は , N 一 BA 
SIC で は 「Ok」 が 表示 る れる タイ ミン グ と 同 
様 の タイ ミン グ で 表示 る せ て いま す 。 
最後 の メッ セー ジ は , 入力 ミス が 発生 し た と き ,。 
すなわち コマ ンド (オー ダー) で も テキ スト で も 
な いも の が 入力 され た 場合 に 出力 する , エラ ー・ 
メッ セー ジ で す 。 
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mm マイ クロ ・ ワ ー ド ・ ブ プロ モツ サ | 生生 


< 第 106 図 > マイ クロ ・ ワ ー ド 


・ プ ロ セ ッ サ (ダン プリ スト ) 





C100 21 C2 C1 18 06 3E 07 DF 21 D2 
C110 1B38FB237ECBAFFE 41 38 
C120 E2C1 06 04 11 96EC 1A CB AF 
C130 23 13 18 F3 34 35 28 03 23 18 
C140 11 96 EC 1A 13 08 1A 13 FE 34 
C150 EBO1 FF OO EDBO 18B6 23 5SE 
C160 C2 AF 06 1A 7Z7 24 10 FC 18 2E 
C170 61 CD A2 C1 47 CD F1 0C 38 8E 
C180 AF 32 49EB 1882 3E 61 CD 92C 
C190 08 C1 78 3CFE 7B 20FO C3 08 
C1A0 DF F1 FS CD B1 C1 CD BB C1 21 
C1BO0 C9CB AF D6 41 21 00 C2 84 6?7 
C1CO 18F9277ZeF726e42070 72 6F 
C1D0 6?7 20 7379 7374656D 2068 
C1E0 0A00 4C4925S354 0086 C1 50 
C1F0 C1 4E 45 5?Z 00 SE C1 53 592 53 





E4 CD BB C1 CD 7E 1。。。22。。1 ss 
EA FE 5B 30 E6 21  .8.“。。.A8..E0.! 
BE 20 07 A7 28 28 。。。。。。 に に 
F9 23 23 23 10 E4 幕 。。。45( 。 柏 。。 昔 栖 柏 。。 
20 B2 08 CD B1 Coo 
23 56 EB E2 21 00 。 。。。。。。。 < 電電 り 。。 1 。 
3E 01 32 49 EB 3E 。 。。。。 い ま 。。。。>。21 。> 
78 3C FE 7B 20 F1  a。。。6。。。8。x く 。 て 。 
C1 47 CD F1 0C DA  。21。。。>a。。。6。。 < < 
C1 C の 9 DF F5S 3E 3A 。 。。x く 。 て て 。。。。 5 
DF C1 CD BB C1 に に に くに に 。 1。。。。 < 
C9 7E AZ C8 DF 23 。。。。A1。。。g。。。。 慎 
63 65 73 73 69 6E  ..uord processin 
65 72 65 2E FC OD gg system here・・,・ 
52 49 4E 54 00 6A  ..LIST...PRINT,」 
54 45 4D 00 9B C1  .NEM.^.SYSTEM. . . 








本 プロ グラ ム で は , CRT 画 面 に ベル ・ コ ー ド 
(0 7 H) を 出力 する こと に よっ て , 一 定時 間 内 蔵 
ブザー を 鳴動 きせ て いま す 。 


②③ オー ダー (コマ ンド ) 


マイ クロ ・ ワ ー ド ・ プ ロモ セッ サ は , つぎ に 示す 
4 種 の コマ ンド を 使用 する こと が で きま す 。 


s 届 TST (テキ スト 表示 ) 


1 

2。 世 RITNT (テキ スト 印字 ) 
3. NEW ( 全 テ キス ト 消 去 ) 
4. SYSTEM (作業 終了 ) 


た だ し , これ ら マ イク ロ ・ ワ ー ド ・ プ プロセッサ 
の コマ ンド を N 一 BASIC 等 の コマ ンド や ステ 
ー ト メン ト と 区 別 す る た め , 本 文中 の 説明 で は コ 
マン ド と 呼ば ず に オー ダー と 呼ん えび で いま す 。 コマ 
ンド も オー ダー も ぅ 日 本 語 に 訳せ ば , 同じ 命令 の 意 
味 を 持ち ます 。 

な お , オー ダー は 英 大 文字 英 小文字 の 区 別 な 
《 受け 付け ます 。 
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プロ グラ ム の 実行 方 法 


プロ グラ ム を 実際 に 打ち 込ん で 実行 し た い 方 の 
た め に , マイ クロ ・ ワ ー ド ・ プ ロ エ セッ サ の 実行 用 
ダン プリ スト を 示し ます (第 106 図 )。C100H 
番地 か ら C1FFH 番 地 ま で を 入力 ミス の な いよ 
うに 打ち 込ん で くだ きい 。 プ ログ ラム は サブ ルー 
チン 形式 で リタ ー ン 命令 (RET) で 終結 し て い 
る た め , 実行 に 際 し て は , N 一 BASIC の US 
R 関数 を 利用 し ます 。 

実際 に は , 次 の よう に 操作 すれ ば 良い で し ょ う 。 

DEF USR=&HC100 
A=USR (A) 

また , ブロ グラ ム を 実行 し て も テキ スト は 消去 
きれ な い だ た だめ, テキ スト ・ バ バッファ (C200H 
ーDBFFH 番 地 ) 上 に 残っ て いる 不 特定 な デー 
タ が テキ スト と し て 扱わ れ て し まい ます 。 し た が 
っ て , 最初 に NEW オ ォ オーダ ー を 実行 し , 手動 に よ 
る 全 テ キス ト の 消去 を 行う こと を お 勧め し ます 。 


る 新入 力 方 式 の 日 本 語 
ワー ド プ ロ セ ッ サ 
「PCWORD-M」 












プロ グラ ム の 説明 


前 章 の 仕様 に 添っ て つく っ だ マイ クロ ・ ワ ー ド ・ 
プロ セッ サ の アセ ン ブ ル ・ リ スト 第 108 図 を 追っ 
で 条 き まし ょ ゆう 。 

な お , アセ モン ブル ・ リ スト の 説明 は , 便 視 上 A 
プ ブロッ ク か ら M プ ロック まで ,。 13 の プ ブロッ ク に 分 
割 し て 行い ます 。 


〇 A ブ ロッ ク 


本 プロ グラ ム で は , 3 種類 の NBASIC シス テ 
ム ・ サ ブル ー チ ン す な わ ち 「OUTCHR」「CHKS 
TP」「SCREDT」 を 使用 し て お り , 2 箇所 の シス 
テム ・ ワ ー ク ・ エ リア 「OUTFLG」「ITNBUFF」 を 
利用 し て いま す 。 

TOUTCHR」 の ラベ ル を 付け た シス テム サブ ル 
ー チ ン は , 0 01 8 番地 か ら の サブ ルー チン で , 
A レ ジス タ の キャ ラク タ ・ コ ー ド に 基づい た キャ 
ラク タ を 各 周 辺 機器 に 出力 する た め の サ ブル ー チ 
ジ で ず す 。 

この 「OUTCHR」 は, 通常 は CRT 画 面 へ 任意 
の キャ ラク タ を 表示 する た め の 1 文字 表示 サブ ル 
ー チ ン と し て 利用 し ます が ,。 ここ で は ワー クエ リ 
ア 中 の EB4 9 番地 「OUTFLG」 の 内 容 を 0 1H 
に 変更 する こと に よっ て , プリ ンタ へ の 1 文字 出 
カカ サブルーチン と し て も 使用 し て いま す 。 プ リン 
タ へ の 出力 を 終え た 時 点 で . EB49H 番 地 「O 


UTEFLG」 の 内 容 は , 再び 0 0H に も ど し て お き 
よ ます 。 
また , この サブ ルー チン の も う 一 つの 特徴 は , 
サブ ルー チン ・ コ ー ル 命令 (CALL) の か わり に 
リス ター ト 命 令 (RST) を 用 いて 呼び 出す こと が 
で きる 点 で す 。 つ まり , コー ル 命 令 を 用 いて , 
CALL 0018H 

と する か わり に リス ター ト 命 令 を 用 いて , 
RST 18H 

と する こと が で きる わけ で す 。 

(実際 に は 1 8H の か わり に ラベ ル 「OUTCHR」 
を 使用 し て いま す ) 

前 者 (コー ル 命 令 ) は 3 バイ ト 命 令 , 後者 ( リ 
スタ ー ト 命令 ) は 1 バイ ト 命 令 で すか ら , この 手 
法 は 者 メモ リ の た め に も 役立っ て いま す 。 

まだ た だ, ワード ・ プ ロ セ ッ サ の LIST まだ は PRI 
NT オー ダー に よる テキ スト の 表示 , また は 印字 
を 中 断 す る た め に は , STOP キ ー を 押下 する よ 
う に 決め て あり ます が , この と き STOP キ ー が 押 
きれ て いる か 厨 か を 調べ で る (スキ ャ ン す る ) た め 
に ,。 0CF1H 番 地 の シ ステ ム ・ サ ブル ー チ ン に 
「CHKSTP」 と いう ラベ ル を 付け て 使用 し て 
居 和 。 

この サブ ルー チン 「CHKSTP」 で は , STOP 
キー の 入力 が 認め られ れ ば キャ リ ・ フ ラグ (C Y) 
を 1 に セッ ト し て も どり , そう で な けれ ば キャ リ 
・ フ ラグ を 0 に リセ ッ ト し て も どり ます 。 

最後 に 紹介 する シス テム ・ サ ブル ー チ ン は , 本 
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プロ グラ ム を つく る 上 で 最も 重要 だ と いっ て も る 過 
言 で は な い サ ブル ー チ ン , すなわち 1B7EH 番 
地 の ス クリ ー ン ・ エ ディ タ 「SCREDT」 です 。 

「SCREDT」 は , ス クリ ー ン ・ エ ディ ッ ト 方 式 に 
よ ょ っ て キー ボー ド か ら 1 行 分 の デー タ を 入力 し て , 
EC96H 番 地 「INBUFF」 か ら 用 意 さ れ て いる 
N-BASIC の イン プッ ト ・ バ ッ フ ァ に 格納 し て も 
どり ます 。 た だ た だし, 入力 デー タ は 2 5 4 バイ ト ま で 
が 有効 で . それ を 越え て 入力 し た 場合 に は 先頭 か 
ら の 2 5 4 バイ ト が 入力 デー タ ヒ 見 な され ます 。 

デー タ の 入力 は , RETURN(CTRL 士 M) キー 
また は STOP (CTRL 士 C) キー の 入力 に よっ て 
終了 し ます が , STOP (CTRL 十 C) キー に よる 
終了 時 に は キャ リー・ フ ラグ (CY) を 1 に セッ ト 
も まず 。 

この サブ ルー チン 「SCREDT」 か ら の リタ ー ン 
時 に は HL レジ スタ 対 に EC 9 5 H(INBUFFー-1) 
が 与え られ ます 。 


〇 B プ ブロ ッ ク 
プロ グラ ム の 先頭 で は タイ トル 


word processing system 
を 表示 し ます 。 
通常 の 場合 に は , る さら に プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ 
here. 

を 表示 し て スク リー ン ・ エ ディ ト を 行い ます が , 
ワー ド ・ プ ロ セ ッ サ の 中 で エラ ー が 発生 し ,「 ER 
ROR 」 に ジャ ンプ "し て きた 場合 に は , コー ド 0 
7 H を 出力 する こと に よっ て 内 蔵 プ ザー を 鳴ら し 
て か ら プ ブロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ の 表示 に 移り ます 。 
シス テム ・ サ ブル ー チ ン 「SCREDT」 か ら 
も どっ た 時 点 で 最初 に キャ リー・ フ ラグ を 調べ ます 。 
ここ で も し キャ リー・ フ ラグ (CY) が 1 に モット 
きれ て いる 場合 に は STOP キ ー が 押下 され だ わ 
け で すか ら , 入力 は 無効 と な り , 再度 スク リー ン 
・ エ ディ ト を 行い ます 。 

つぎ に , 入力 デー タ の 先頭 の キャ ラク タ が アル 
ファ ベッ ト で ある か 否 か を 調べ で べ , そう で な けれ ば 
入力 エラ ー の 発生 と 判断 し て エラ ー 処 理 「ERR 
OR」 に ジャ ンプ し ます 。 

さら に , 入力 デー タ が オー ダー (コマ ンド ) で 
ある か 否 か を 判断 し ます 。 こ の コマ ンド 解析 が 本 
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プロ グラ ムッ ム 中 で 最も 重要 で か つ 複 雑 な 部 分 で も あ 
り ま すし , 放 章 で の 説明 で は わか り に くい と 思い 
ます の で , フロ ー チ ャ ー ト (第 107 図 ) を 示し ます 。 


< 第 107 図 〉 コ マン ド 解 析 と 各 コ マン ド 処 理 へ の 分 岐 























コマ ンド 解析 に より , 入力 デー タ が オー ダー( コ ユ 
マン ド ) で ある と 判断 し た 場合 に は 「YESCO 
M」 に ジャ ンプ し て 各 コ マン ド の 処理 アドレス に 
分 岐 し ます が , そう で な い 場 合 に は つぎ の 「ED 
IT」 に 入り ます 。 

ここ 「ED IT」 は , スク リー ン ・ エ ディ イタ が か 
ら の 入力 デー タ が オー ダー で な い 場 合 , すなわち 
行 番号 を 伴う テキ スト ・ デ ー タ で ある 場合 の 処理 
を 一 手 に 行う 部 分 で す 。 

マイ クロ ・ ワ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ で は 行 番号 の 直 
後に は 必ず コロ ン を 付け る こと に な っ て いま すか 
ら , 入力 デー タ の 2 文字 目 が コロ ン で な けれ ば エ 
ラー 発生 「ERROR」 で す 。 

エラ ー で な けれ ば , ブロ ッ ク 転 送 に よっ て 入力 
デー タ を 適切 な が テキ スト ・ バ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 


〇 C ブ ロッ ク 


C プ ブロック 「NEW」 は , ライ ン A か ら ラ イン 
Z ま で , 26 行 の テキ スト を すべ て 消去 する た め の , 
NEW オ ォ ー ダ ー が 入力 され た 場合 に ジャ ンプ し て 
くる 処理 ルー チン で す 。 

具体 的 に は , C 2 0 0 H 番 地 か ら 始 まる テキ ス 
ト ・ バ ッ フ ァ の , ライ ン A か ら ラ イン まで す で 
て の 行 に 対応 する 先頭 の アド レス に , 終了 マー ク 
で ある 0 0 H を 書き 込み ます 。 


〇 ⑥ 〇 D ブ ロック 


D ブ ロッ ク 「PR INT」 は , PRINT ォ ー 
ダー の 処理 を 行う た め の プ ロッ ク で す 。 

最初 に .「OUTFLG」 に 01H を モッ ト し 
て 出力 機器 を プリ ンタ に 変更 し , 指定 行 番号 を A 
か ら Z ま て 変化 きせ ながら 「PRNLIN」 を 呼 
び 出 すこ と に よっ て すべ で て の テキ スト を 出力 し , 
再び 出力 機器 を CRT に も ど し ま す 。 

1 行 分 を 出力 する ご と に 「CHKSTP」 を 利 
用 し て STOP キ ー の 押下 チェ ッ ク を 行っ て お り , 
STOP キ ー が 押さ れ た 場合 に は 即 メ イン ・ ル ー 
チン に も どり ます 。 


〇 E ブ ロッ ク 


EE プロ ッ グ 「L I ST〒」 は , LT ST オー ダー 
の 処理 を 行う た め の プ ロッ ク で す 。 


Z80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト IImm 


処理 自体 は , 出力 機器 も プリ ンタ に 切換 えな い 
点 以 外 は , D ブ ロッ ク と 同様 で す 。 


〇 F ブ ロッ ク 


SYSTEM オ ー ダ ー が 入力 され る と , F ブ ロ 
ッ ク 「『SYSTEM」 に ジャ ング し て きま す 。 
処理 自体 は . リタ ー ン 命令 (RETT) を 実行 す 
る こと に よっ て , ワー ド ・ プ ロモ セッ サ が サブ ルー 
チン と し て 呼び 出さ れ た 何ら か の プロ グラ ム ( 通 
常 は N 一 BASIC イ ンタ ブリタ) に も どる だ け 
3 
〇 G プ ブロ ッ ク 


この プ ブロック 「LS TL TIN」 は ,。 LIST オ 
ー ダ ー 処 理 の E ブ ロッ ク か ら 呼 び 出さ れ , テキ ス 
ト の 1 行 を , a 一 z の 行 番号 を 付け て CRT 画 面 
上 に 表示 する た め の サ ブ プルー チン で す 。 

具体 的 に は ,、 A レ ジス タ に キャ ラク タ ・ コ ー ド 
で 与え られ た ューz の 行 番号 を CRT 画 面 に 出力 
後 , つづ け て コロ ン も 出力 し , テキ スト の 実際 の 
内 容 を 表示 する た め , つ づく H ブ ロッ ク に 移り ます 。 


〇 H ブ ロッ ク 


この ブロック 「PRNLIN」 は , PRINT 
ォ ー ダ ー 処 理 の D ブ ロッ ク か ら 呼 び 出 され , テキ 
スト の 1 行 を 行 番号 を 村 け ず に プ " リ ンタ へ 出力 す 
る だ た め の サ ブル ー チ ン で , お な じ 内 容 を CRT 画 
面 へ 表示 する 際 に も 使用 し ます 。 


〇 1 プ ブロック 


I ブ ロッ ク 「CALADR」 は , A 一 ZZ また は 
a 一 z の ライ ン 番 号 ( 行 番号 ) か ら , 各 番 号 に 対 
応 す る テキ スト ・ バ ッ フ ァ の 先頭 アド レス を 計算 
する た め の サ ブル ー チ ン で す 。 

行 番号 は , A レ ジス タ に AZ ま た は a 一 z の 
キャ ラク タ ・ コ ー ド で 与え ます が ,。 サブ ルー チン 
中 で 英 大 文字 に 変換 きれ る た め 英 大 文字 で も 英 小 
文字 び で も どちら で も 良 〈, 計算 し た アド レス は H 
L レジ スタ 対 に 格納 し て メイ ン ・ ル ー チ ン へ も ど 
り ま す 。 
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⑥J ブ ロック 


「DSPMSG」 と ラベ ル を 付け た メッ セー ジ 
表示 サブルーチン で は , 文字 列 (メッ セー ジ ) を 
CRT 画 面 に 表示 , また は プリ ンタ に 印字 し ます 。 

この サブ ルー チン を 呼び 出す 場合 に は 、 HL レ 
ジス タ 対 に メッ モー ジ ・ デ ー タ の 格納 し て ある 先 
頭 〆 ド レス が 入っ て いな けれ ば な り ま せん 。 

「DSPMSG」 で は , この HL レジ スタ 対 を 
イン クリ メン ト し な が ら メ モリ 上 の デー タ を A レ 
ジス タ に 取り 込み 、N 一 BASIC 内 の シス テム 
・ サ ブル ー チ ン 「O0UTCHR」 を 利用 し て 文字 
列 の 出力 を 行い ます 。 し た が っ て , 出力 する デバ 
イス (周辺 機器 ) が CRT で ある か プリ ンタ で あ 
る か は , メイ ン ・ ル ー チ ン か ら EB 4 9H 番 地 「O 
UTFLG」 の 内 容 を 変更 する こと で 指定 する 事 
の で きま すら 

メモ リ 上 の デー タ が 0 0H (エン ド ・ マ ー ク ) 
で あれ ば メイ ン ・ ル ー チ ン へ も どり ます 。 


〇 K ブ ロッ ク 


この プロ グラ ム で は 3 種類 の メッ セー ジ を デー 
タ と し て 用 意 し て いま す 。 

第 一 は , プ ログ ラム の 起動 時 に 一 度 だ け 表 示す る 

word processing system 
の タイ トル ・ メ ッ セ ー ジ 「T ITLE」 で す が , 
この メッ セー ジ の 末尾 に は エン ド ・ マ ー ク (0 0 
H) を 付加 し て いな い だ ため, タイ トル を 表示 する 
場合 に は つぎ の プロ ンプ " ト ・ メ ッ セ ー ジ も 続け て 
表示 され ます 。 
第 二 は , オー ダー まだ た は テキ スト の 入力 を 促す 
た め の プ ロン プ ト ・ メ ッ セ ー ジ すなわち , 
here. 

の 末尾 に し, コー ド F CH を 加え , さら C に 改行 を 行 
うた め の 0DH( キ ャ リッ ジ ・ リ ター ン ・ コ ー ド ) 
お よび 0AH( ラ イン ・ フ ィ ー ド ・ コ ユー ド ), そし 
て 00H (エン ド ・ マ ー ク ) を 加え だ た メッセージ 
・ デ ー タ 「PROMPT」 で す 。 

ここ で , プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ の 直後 に 置か 
れる FCH の コー ド は N 一 BASIC 独 特 の も の 
で す 。 

スク リー ン ・ エ ディ ト の シス テム ・ サ ブル ー チ 
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ジン 2 が 有 0 で ば る 、 STO BEP (OTR 生玉 一 
また は RETURN (CTR 工 十 M) キー に よっ 
て カー ソル が 次 行 に 移る よう な 場合 , その 行 中 に 
表示 され て いる メッ セー ジ の 未 尾 に FCH が 付加 
され て いれ ば , スク リー ン ・ エ ディ ッ ト の 障害 に な 
ら な いよ うに 自動 的 に 消去 され る 機能 を 利用 する 
た め に , FCH を 加え て あり ます 。 

通常 . この FCH の コー ド を 画面 上 な ど で 見 る 
こと は で きま せん が , HAL 研究 所 製 の PCG 一 
8100 な ど を 御 利用 の 皆さん は N 一 BASIC の 
プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ 「Ok 」 の 直後 に 不 特定 
2 パターン が 表示 きれ て いる こと を 御存じ だ と 思い 
ます 。 実 は あの 不 特定 パ ター ン が FCH の コー ド 
な の で す 。 

最後 の メッ セージ は , 改行 を 行う た め の 0DH 

(キャ リッ ジ ・ リ ター ン ・ コ ー ド ) と 0AH ( ラ 
イン ・ フ ィ ー ド ・ コ ユー ド ) に 00H (エン ド ・ マ 
ー ク ) を 加え だ 「CRLF」 で す 。 

し か し , この グロ グラ ム で は プロ ンプ ト ・ メ ッ 
セー ジ ど 「PROMPT」 の 未 尾 に 同様 の 改行 用 デ 
ー タ を 伴っ て いる た め , 一 つの 改行 用 デー タ を 両 
者 で 共有 し て いま す 。 

し た が っ て , 実際 に は , 用 意 し た 一 連 の メッ セ 
ー ジ ・ デ ー タ を 途中 か ら 使 用 する こと に よっ て 3 
種類 の メッ セー ジ に 使い わけ て いる こと が わか り 
ます 。 


⑥ 〇 L ブ ロッ ク 


ワー ド ・ プ ロ セ ッ サ の 用 意 す る 4 種 の オー ダー, 
すなわち LIST,、 PRINT, NEW, SYS 
TEM の キー ワー ド 自 身 、 お よび それ ぞ れ の キー 
ワー ド に 対す る 実際 の 処理 アド レス を 保存 する デ 
ー タ ・ テ ー プ ル で す 。 


〇 M プ ブロ ッ ク 


プロ グラ ム 末 の C2 00H 番 地 か ら DBFFH 
番地 まで は , ワー ド ・ プ ロモ セッ サ の テキ スト を 格 
納 す る た め の デ ー タ ・ バ ッ フ ァ と し て 使用 し ます 。 

ライ ン A か ら ラ イン Z の 各行 に 対応 する テキ ス 
ト ・ バ ッ フ ァ の アド レス に 関し て は , 前 章 第 105 図 
を 御 参 照 く だ さい 。 








まとめ : あ と が き に か えて 





本 章 を も っ て , Z 8 0 の すべ て の 命令 の 紹介 を 
終了 いた し まし た 。 

私 に と っ て も 非常 に 長い 道程 で し た が , 読者 の 
皆さん に と っ て は それ 以上 に 長い 道程 び ご あ っ た で 
あろ うと 思い ます 。 御 愛読 あり が と う ご ざ いま し た 。 

さて , マシ ン 語 に 限ら ず , コン ピュ ー タ を 学ぶ 
ト 上 で 最も 重要 な こと は 「 い か に コー ディ ング を 行 


Z 8 0 の イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト Ie 
うか 」 で は な く て 「 い か に アル ゴリ ズム を 組み 立 
て る か 」 で あり , まし て 「 い か に 多く の 命令 を 覚 
える の か 」 で は 絶対 に あり ませ ん 。 

そし て , この アル ゴリ ズム を 組み 立て る 能力 と 
組み 立て た アル ゴリ ズム を 命令 の 組み 合せ に 置き 
換え る 能力 は 。 実際 に プロ グラ ミン グ を 手がけ る 
こと に よっ て の み 向 上 する と 私 は 思い ます 。 
皆さん が , 本 書 で 学ん だ 基礎 知識 や プロ グラ ム 
例 を 軸 と し て , より 0 高度 な 段階 に 進ま れる こと を 
願っ て 止み ませ ん 。 


《 第 108 図 〉 マイ クロ ・ ワ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ (アセ ンプ ブル リス ト ) 








で Onver 七 into Capia]l ] et そ ter 


top address of command table 
se number of command 
input buffer of n-basic 


で OnVer 七 in モ to capi 革 al ]e モ er 


ます 
: PC-8001 VERY TINY UORD PROCESSER 
《A ブ ロッ ク 》  』 Copyright 1282 (C) by KIYOSHI KAMAMURA 
H in FORESIGHT PLANNING SECTION 
ます 
0018 OUTCHR :EQU 0018H 
0CF1 CHKSTP:EQU  OCF1H 
1B7E SCREDT:EQU 1B7EH 
EB49 OUTFLG:EQU  OEB49H 
EC96 INBUFF:EQU  OEC26H 
す 
《B プ ロッ ク 〉 ORG 0C100H 
L・ 
C100 21C2C1 LD HL,TITLE 
C103 1806 JR DSPLAY 
C105 3E07 ERROR: LD  A,07H 
C107 DF RST OUTCHR 
C108 21D9C1 STARTO:LD HL,PROMPT 
C10B CDBBC1 DSPLAY:CALL DSPMSG 
C10E CD7E1B START: CALL SCREDT : screen editor 
C111 38FB JR  C,START 
C113 23 INC HL 
C114 7E LD  A,(HL) 
C115 CBAF RES 5,A H 
C117? FE41 CP “Aa7 
C119 38EA JR  C,ERROR 
C11B FESB CPZ+1 
C11D 30E6 JR  NC,ERROR 
H 
C11F 21E2C1 LD HL,TABLE H 
C122 0604 LD  B,4 H 
C124 1196EC START1:LD DE,INBUFF H 
C127 1A START2:LD  A,(DE) 
C128 CBAF RES 5,A H 
C12A BE CP (HL) 
C12B 2007 JR NZ,START3 
C12D A7 AND A 
C12E 2828 JR  Z,YESCOM 
C130 23 INC HL 
C131 13 INC DE 
C132 18F3 JR START2 
C134 34 START3:INC (HL) 
C135 35 DEC (HL) 
C136 2803 JR  Z,START4 
C138 23 INC HL 
C139 18F9 JR START3 
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第 26 章 マイ クロ ・ 


ワー ド ・ プ デ ロ セ ツ サ Il ii 





C13B 
C13C 
C13D 
C13E 


C140 
C143 
C144 
C145 
C146 
C147 
C148 
C14A 
C14C 
C14D 
C150 
C151 
C154 
C156 


C158 
C15 ヶ 9 
C15A 
C15B 
C15C 
C1SD 


C15E 
C161 
C162 
C164 
C165 
C166 
C168 


C16A 
C16C 


C16F 
C171 


C174 
C175 
C178 
C17A 


C17B 
C17C 
C17E 


C180 
C181 
C184 


C186 
C188 


C18B 
C18C 
C18F 
C192 


C193 
C194 
C196 
C198 





23 
23 
23 
10E4 


1196EC 
1A 


《C ブ ロッ ク )〉 


2100C2 
AF 
061A 
4 

24 
10FC 
182E 


《D ブ ロッ ク )〉 


3E01 
3242EB 


3E61 
CDA2C1 
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CDF 10C 
388E 
78 


3C 
FE7B 
20F1 


AF 
3249EB 
1882 


《E ブ ロッ ク )〉 


3E61 
CD9CC1 


4?7 
CDF10C 
DA08C1 
78 


3C 
FE7B 
20F0 
C308C1 


START4: INC 
INC 
INC 
DJNZ 


mm 


DIT: LD 
LD 
INC 
EX 
LD 
INC 
CP 
JR 
EX 
CALL 
EX 
LD 
LDIR 
JR 


す 

YESCOM: INC 
LD 
INC 
LD 
EX 
JP 


2 


EU: LD 
XOR 
LD 
NEM1: LD 
INC 
DJNZ 
JR 


HL 
HL 
HL 
START1 


DE , INBUFF 
A,(DE) 

DE 

AF , AF 
A,(DE) 
凡 


NZ ,ERROR 
AF , AF 
CALADR 
DE ,HL 
BC,OFFH 


START 


HL 
E,(HL ) 
HL 
D,(HL ) 
DE ,HL 
(HL ) 


neu Command =ection 


HL , BUFFER 
全 

Be ーー 3 
(HL ) ,A 

H 

NEM1 

START0 


PPin 七 command sec セ ion 


H 

H 

PRINT: LD 
LD 


LD 
PRINT1:CALL 
H 


ュ 
H 


LD 
CALL 
JR 
LD 


INC 
CP 
JR 


XOR 
LD 
JR 


LIST: LD 
LIST1: CALL 
H 
LD 
CALL 
JP 
LD 


INC 
CP 
JR 
JP 


A,1 
(OUTFLG) ,A 


Aa" 
PRNL IN 


B,A 
CHKSTP 
C,STARTO 
A,B 


人 A 

^ ラ ォ 1 

NZ ,PRINT1 
全 


(OUTFLG) ,A 
START0O 


1i= モ t command section 


A+a 
LSTLIN 


B,A 
CHKSTP 
C,STARTO 
AB 


に 

ッッ 4 
NZ,LIST1 
START0 


こま 


ーー PO ーー 


ーー・ 


CE 


input buFffer of n-basic 


calculate モ op address of buFffer 


ge command address 
and jump て to each command 


elec printer 


et 和 first line 


PPin 七 ou a ]ine to printer 


check stop key 
return 上 o manin 


increment line 


check 1]ine number end 


=elect cr for 


et 和 first ]ine 


display a line 


check stop key 
return モ to main 


incremen モ 1ine 


check 1ine number end 


for output 


number in acc・ 


routine i 千 top 


number in acc・ 


〇 も Pu も 


number 


routine 1 千 = モ op 


number in acc・ 
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em2 ク 80 の イン スト ラク ショ ン ・ セ モッ ト Im 





日 


《F ブ ロッ ク )〉 jsystem command section 
H 
C19B C9 SYSTEM:RET # return て o basic 
《G ブ ロッ ク )〉 ) 1ist one ]ine ぃ ith ]1ine number =ubCou モ ine 
H 
H 1nputs : ]1ine number from a 上 O in accumul a モ or 
3 destroys ョ : register h,1 
H 
C19C DF LSTLIN:RST OUTCHR # Outpu セ 1ine number 
C12D F5 PUSH AF 
C19E 3E3A LD AA。 ig 
C1A0 DF RST OUTCHR 
C1A1 F1 POP AF 
ます 
《H ブ ロッ ク 〉 ) 1ist one 1line ぃ ithou モ ]ine number =ubroutine 
H 
H 1nputs : 1ine number from a to z in accumul a モ or 
日 destroys ョ : register h,1 
C1A2 F5 PRNLIN:PUSH AF 
C1A3 CDB1C1 CALL CALADR # calculate て op address of buffer 
C1A6 CDBBC1 CALL DSPMSG 
C1A9 21DFC1 LD HL,CRLF 
C1AC CDBBC1 CALL DSPMSG 
H 
C1AF F1 POP AF 
C1B0 C9 RET 
H 
《1 プ ロッ ク 〉 ) calculate て op address of buffer subroutine 
H 
日 1nPuts : 1ine number from a の G z in accumul ao ビ 
H Outputs  : op address of buFffer in register h1 
け destroy= : Cegi5ter a, 千 。h。1 
H 
C1B1 CBAF CALADR:RES 5,A 
C1B3 D641 SUB “AaA^ 
C1B5 2100C2 LD HL,BUFFER 
C1B8 84 ADD AH 
C1B9 6Z LD HLA 
C1BA C9 RET 
日 
《J プ ロッ ク 〉 ) display me ら = ョ aage SubCou て ine 
1 1nPu 七 8 : top address of message in register hl 
日 destroys : register a。 千 。h。1 
H 
C1BB 7E DSPMSGiLD A。(HL ) 
C1BC AZ AND A 
C1BD C8 RET Z 
C1BE DF RST OUTCHR }』 Ou も pu a characer 
C1BF 23 INC HL 
C1C0O 18F9 JR DSPMSG 
《K ブ ロッ ク )〉 me らら 8a の 9@ area 


H 

H 
C1C2 776F7264 T 
C1C6 2070726F 
C1CA 63657373 
C1CE 696E6720 
C1D2 73797374 
C1D6 656D20 
C1D9 68657265 PROMPT:DEFB "here." ,OFCH 


ITLE: DEFB “uord processing =y ョ tem 「 





C1DD 2EFC 

C1DF 0DOA00 CRLF DEFB 0DH,0AH,0 
《L ブ ロッ ク 〉 ) command table 

C1E2 4C495354 TABLE: DEFB “LIST^,0 
C1E6 00 

C1E7 86C1 DEFM LIST 
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mm 第 26 章 マイ クロ ・ 


ei 





C1E9 5052494E 
C1ED 5400 
C1EF 6AC1 
C1F1 4E455700 
C1FS SEC1 
C1F7 53595354 
C1FB 454D00 
C1FE 2BC1 


《M ブ ロッ ク 〉 


C200 





H 
}】 buffer for edi モ 
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ワー ロフ 5 ロゼ セ ゥ サー き て " 


貞 符 され る 多 枝 全 パソ コン 






















ん 
/ 、4 


0 
4 


> 
が 








NN 





が 





< 
2 


アル em ニル 


JI 
ココ 


( 


ド 


の $ 


べ 








$$ 


XX 


AX 


X 
が 





0 
4 














2 次 元 4 目 な ら べ の 概要 


この 2 次 元 4 目 な ら ベ ゲー ム は ,。 6 xX 6 の 盤 上 
で 行う 4 目 な ら べ で す 。 

た だ し , ゲー ム 盤 は 一 般 的 に 使用 きれ る よう に 
水平 に 置か れ た 平面 で は あり ませ ん 。 幅 と 高き か 
ら な る 壁 の よう に 直立 し た 平面 で ある た め , 石 は 
任意 の 位置 に 打てる わけ で は な く , 必ず 下 か ら 順 
番 に 重ね 上 げ て 行か な けれ ば な り ま せん 。 

5 個 以上 の 石 が 並ん だ どり, 同時 に 2 方 向 以上 並 
ん だ 場合 で も 勝ち と し , 36 個 の 石 す べ て を 打ち 終 
わっ て も 勝負 が つか な か っ た 場合 に は 後手 勝ち に 
な り ま す 。 





2 次 元 4 目 な ら べ の 実行 方 法 


プロ グラ ム は , C100H 番 地 か ら 5D5B3H 
番地 まで の メモ リ 上 に 割り 当て て あり ます の で 
マシ ン 語 モニ タ な ど を 用 い , 実行 用 の ダン プ ・ リ 
スト (第 114 図 ) すべ て を 間違い の な いよ うに 入力 
し で 《 光 舘 MSs 
入力 の 前 に , 
CLEAR 0, &HCOFF 
等 を 打ち 込ん で マシ ン 語 の た ゅ め の 領域 を 確保 し て 
お け ば , さら に 万 全 と いえ まし ょ う 。 
入力 が 終了 し た と ころ で , か な ら ず ブログ ラム 
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を セー ブ し て お きま し ょ う 。 特に この 2 次元 4 目 
な ら べ で は 5 K バ イト 以上 の 長大 な プロ グラ ム で す 
の で , 入力 ミス が 全く な いと いう こと は 考え られ 
ませ ん 。 禁 走 し て 苦労 し て 打ち 込ん ど ゲ ログ ラム 
が 消 を えて し まっ たら, も う 2 度 と 入力 し 直す 気 に 
は な ら な いで し ょ う 。 
テー プ に セー プ ブ す る 場合 に は , マシ ン 語 モニ タ 
の W コ マン ド を 用 いて , 
WC100, D5B3 Ca 
等 を 行い ます 。 
まだ た , ブログ ラム を 実行 する 場合 に は , マシ ン 
語 モ ニタ か ら 。 
GC100 Ca 
を 打ち 込み ます 





2 次 元 4 目 な ら べ の 人 遊び 方 


⑨⑤ 手 読み の 入力 


プロ グラ ム を スタ ー ト させ る と , 6xX6 の ゲー 

ム 盤 が 表示 され , 
テ チヨ ミ (3 一 9) ? 

の プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ と 内 蔵 ブ ザー の 音 が 入 
力 を 促し ます (写真 1)。 

ここ で は , コン ピュ ー タ に 何 手 先 ま で 読ま せ た 
い の か を 3 一 9 の キー を 押下 する こと で 指定 で き 
ます 。 す な わ ち , コン ピュ ー タ 側 の 強 さ を 3 手 読 


ッッ ン ン 語 に よる 2 決 元 1 晶 なら べ で ーー ピ 


[1] [2] [3] [4] [S] [61 


《 写 真 1) コン ピュ ー タ の 手 読み 入力 


みか ら 9 手 読み まで の 男 囲 で 指定 する こと が で き 
る の で す が , この プ ブログ ラム で は 読み の 深き を 増 や 
す と 処理 時 間 が 指数 関数 的 に 増大 し て し まい ます 。 
この 思考 時 間 の 増大 に 関し て は , 対戦 相手 が 人 
間 の 場合 に は 2 一 3 分 間 考 えて いて も ほとん と ど 気 
に な ら な い の で す が , 対戦 相手 が コン ピュ ー タ の 
場合 に は は 2 0 一 3 0 秒間 が 非常 に 待ち 遠 し く 感 じ 
られ ます 。 したがって, 気軽 な 気持 で 対戦 を 行う 
た め に は , 3 手 読み か ら 5 手 読み 程度 を 指定 する 
の が 良い と 思い ます 。 

ちな み に , 私 は 必ず 3 手 読み に し て , お 手合 わ 
せ 願 っ て お り ま す 。 3 手 読み の 場 人 
タ は 0 一 1 秒 程度 の 思考 時 間 で 石 を 打ち 返し て き 
ます が ,。 それ で も 私 は 1 度 も コン ピュ ー タ に 勝っ 
だ た こと が あり ませ ん 。 情け の な いこ と で す が ,。 コ 
ンピュータ の 思考 アル ゴリ ズム の 正しき を 自ら 証 
明 し て いる わけ で すか ら 満 足し て いる 次 第 で す 。 


2 クン 世 コ ュー 


な お , 読み の 深き と 思考 時 間 の 関係 に 関し て は , 


『 コ ンピュータ 対 コ ンピュータ 対戦 成績 表 』 (第 


112 図 一 第 113 図 ) を ご 参照 くだ さい 。 
⑨ 人 数 の 入力 


つぎ に , 画面 は 写真 2 の よう に 
ニン ズ ウ (0 一 2) ? 
プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ を 表示 し 
の 人 数 の 入力 を 促し ます 。 
ここ で , 0 の キー を 押下 し た 場合 に は コン ピュ 
ー タ 対 コ ンピュータ の 対戦 , 1 の 場合 に は コン ピ 
ュー タ 対 人 間 の 対戦 , 2 の 場合 に は 人 間 対 人 間 の 


た > グ ジー キー 





[4] [2] [3] [4] [S] [6] 





(写真 2 〉 対戦 人 数 の 入力 


対戦 し な り ま す 。 
⑨⑥ 先 手 プ 後手 の 入力 


コン ピュ ー タ 対人 間 の 対戦 を 選択 し た 場合 に は , 
さら に 写真 3 の よう に , 
セン テ  (Y ン N) ? 
の プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ を 表示 し て , 人 間 側 が 
先手 を と る か 否 か を た ず ね て きま す の で , 先手 を 
と る 場合 に は Y の キー を , 後手 も と る 場合 に は N 
の キー を それ ぞ れ 押下 し て 答え て くだ さい 。 


[1] [2] [3] [4] [S] 61 


(9-2)2 1 
セ フ テ 
("ZN) ? 


《 写 真 3 〉 先手 後手 の 入力 


⑨⑤ 打 石 


打 石 は 1 一 6 の キー を 押下 する こと で 行い ます 。 
キー を 押す と , 画面 上 部 の 1 一 6 の 数 字 の 直下 か 
ら 石 の 落ち て 行く 様子 が ゆっ くり と アニ メー ショ 
ン 表 示 き る れ ま す (写真 4 )。 
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nn ヤヤ ヤヤ 


E1] [2] [3] [4] [S] [61] 


る ア 4 


《 写 真 4 ) 打 石 の 表示 


非情 な が コン ピュ ー タ は , 待っ た な ど 絶 対 に 許し 
て は くれ ませ ん ! 

思う 存 分 , 戦っ て くだ さい !! 
⑨⑥ 再 ゲー ム 

対戦 が 終了 し て 再 ゲ ー ム を 行う 場合 に は , RE 
TURN キ ー を 押下 し ます 。 


また , 入力 待ち の と き に STOP キ ー を 入力 す 
れ ば , ゲー ム を 中 断 す る こと が で きま す 。 





コン ピュ ー タ の 
思考 アル ゴリ ズム 

コン ピュ ー タ の 思考 に は , 一 般 的 な ミニ ・ マ ッ 
クス (MIN 一 MAX) 法 (第 109 図 ) を 採用 し て 
いま す が , 加え て 同時 に 必勝 手順 の 探索 も 可能 と 
し て お り , 先読み の 処理 で 最後 に 置か れ た 石 の 周 
囲 か ら 評 価値 を 計算 し て いま す 。 

評価 値 は 、 0 一 255 (00H-FFH) の 値 
を と り ま す が , 自分 の 石 が 4 個 並 ん だ 場合 に は 2 
0 0 (C8H), 相手 の 石 が 並ん だ 場合 に は 1 (0 
1 H) と な っ て , その 枝 の 探索 を 打ち 切り , 別 の 
枝 へ と 探索 を 進め ます 。 

この 手 の ゲ プロ グラ ム を つく る だ た め に は , いか に 
コン ピュ ー タ に 思考 る せる か と いう アル ゴリ ズム 
を 考え る 部 分 が 非常 に 大 き な ウ ェ イ ト を 占め , 組 
み 立 て た アル ゴリ ズム を 命令 の 組み 合せ に 置き 換 
える 能力 (プロ グラ ミン グ 能 力 ) は 二の次 だ と い 
っ て も 過言 で は あり ませ ん 。 
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上 記 の よう な わけ で , マシ ン 語 の 入門 書 で ある 
は ず の 本 書 の 教材 に 、 この 2 次 元 4 目 な ら べ を 選 
択 し た こと を 皆さん に お わび する で きか も 知れ ま 
せん 。 

し か し , この ゲー ム を 解析 する こと に より , マ 
シン 語 の 勉強 と 同時 に プロ グラ ム 作 成 の 上 で 重要 
な アル ゴリ ズム の 組み 方 の 参考 に し て いた だ ける 
こと と 思い ます 。 ま た だ た , マシ ン 語 の ゲー ム だ け や 
り た いと いう 方 は , それ で も か まい ませ ん 。 こ の 
ゲー ム で 遊ん で くだ きる る こと に より , コン ピュ ー 


タ の 能力 の 一 片 、 すなわち 『 思 考 へ の 可能 性 」 を 


感じ て いた だ ける こと だ と 確信 いた し ます 。 





プロ グラ ム の 開発 


この プロ グラ ム は , は じゅ め FORESIGHT 
の 独立 コン パイ ラ に よっ て 製作 し まし た 。 こ の た 
め プ ログ ラム の 構造 や ワー ク ・ エ リア の 使い 方 等 
に , 多数 無駄 な 部 分 が 存在 し ます 。 

その 後 , より 高 速 化 ,. また 多 機能 化 を 実現 し た 
《 く な っ た だめ, 独立 コン パイ ラ の オブ ジェ クト ・ 
コー ド か ら 今 度 は アセ モン ブラ の ソー ス ・ ブ プロ グラ 
ム を 生成 し 直す こと に な り ま し た 。 

この よう に し て 生成 し た アモ ンプ ラ の ソー ス ・ 
プロ グラ ム に 改良 を か る き ね , さらに アセ ンプ ブラ に 
よっ て アセ ンプ ブル し 直し た も の が , ここ に 掲載 き 
せ て いた だ だ きま し た だ 2 次 元 4 目 な ら べ の プロ グラ 
ム ・ リ スト で す 。 








マシ ン 語 に よる 2 次 元 4 日 な ら べ で ーー 


第 109 図 〉 MIN-MAX 評 価 の 原理 











MIN 一 MA X 評 価 の 基本 原理 


〇 〇 ③ 
(④ (③ ③ 
(④② ③ ④⑦ ③ ⑦ の ③ ②⑦ 
@ 4 3, 7 の 最小 値 を と る 
6 ※ 


@ ニ こ で , 2 ご 3 で ある か ら , 他 の 枝 の 評価 が 2 未満 で も 2 以上 で も この 枝 が 選択 され る 可能 性 は な く , 
g 一 枝 刈 り が 行わ れる 


目 二 市 上 


4, 6 の 最少 値 4 と , 以前 の 評価 値 3 と の 最大 値 4 を と る 。 











木 探索 の 完成 図 ] 
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27 2 次元 4 日 な も で ピ 


《 第 110 図 〉 2 次元 4 目 な ら べ ・ ゼ ネ ラ ルフ ロー チャ ー ト 
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シン に よる 22 浴 頑 4 目 だ なら べ で mm 








1 … 現 在処 理 中 の 読み の 深 さ 
J … ワ ー ク 用 
E … 評 価 用 ワー ク ・ エ リア 
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ーー 第 27 音 2 次 元 4 目 な も で 写生 


〈 第 111 図 〉 2 次 元 4 目 な ら べ ・ ワ ー ク エリ ア ・ マ ッ プ 
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評価 用 ゲー ム 盤 。 
探索 方 向 指定 用 デー タ ・ テ ー ブ ル 。 
評価 バッ ファ 。 容量 は 読み の 深 さ に 準じ て 拡大 する 。 
『TRMFLG』 N 一 BAS 1C の ター ミナ ル ・ モ ー ド ・ フ ラグ 。 サ ブル 一 チン ・ 
パッ ケー ジ が M S B を プリ ンタ ・ ス イッ チ と し て 使用 。 
『ATRCO0D』 N 一 BAS1C の アト リピ ビュ ー ト ・ コ ー ド 設定 。 
N 一 BAS 1C の ファ ンク ショ ン ・ キ ー 表 示方 法 設定 。 
FROLLIN ュ N 一 BAS 1C の スク ロー ル ・ エ リア 開始 行 番 号 。 
N 一 BAS 1C の スク ロー ル ・ エ リア 行 数 。 
『CUSPOS』 N 一 BAS 1C の カー ソル 縦 位置 。 
N 一 BAC 1C の カー ソル 横 位 置 。 
『INBU』 イシ プッ ト ・ パ パップ ファ 1。 
『INBUFF』 イン プッ ト ・ バ パ バッファ II。 
『INBUF』 イン プッ ト ・ バ パ バッファ 中 。 
『BASE』 第 2 ワー ク ・ エ リア 。 
r『STONE』 石 の 種類 。 | の と き 先 手 側 , 2 の と き 後 手 側 を し めす 。 
『SOTNE』 
『PLAYS』 手数 。 
『PLAYER』 プレ ー ヤ ー の 人 数 。 0 の と き コ ンピュータ 対 コ ンピュータ の 対戦, 
1 の と き コ ンピュータ 対人 間 の 対戦 . 2 の と き 人 間 対 人 間 の 対戦 
を し めす 。 
『STONEI』 『FSTONE』『SOTNE。』 の 一 時 退避 用 。 還 衣 | 
『WORK 1 ュ | ルー プ 制 御用 等 。 
『CO0ORDI』i 手 の 一 時 退避 用 。 
『CO0RD2』 手 の 一 時 退避 用 。 
『WORK2』 ルー プ 制 御用 等 。 
『DEEP』 処理 の 深 さ X 8 を 保存 。 



























































『DEEPI』i 『D EEP。』 の 一 時 退避 用 。 

『WORK3』 ルー プ 制 御用 等 。 

『WORK4』 ルー プ 制 御用 等 。 

『FVECTI』 探索 の 横 方 向 。 

『rVECT2』 探索 の 縦 方 向 。 

TSPACESi 盤 上 で 石 の 置い て いな い 場 所 の 数 。 

『CO0RD3』 『COORD|』 の 一 時 退避 用 。 - 

『CO0ORD4』 『C00RD 2 』 の 一 時 退避 用 。 

FVALUE』 評価 値 。 相 手 の 石 が 4 個 並ん だ と き | を , 自分 の 石 が 4 個 並 ん だ 
と き 2 0 0 を と る 。 

FrFRDEEP』 コン ピュ ー タ が 思考 する 読み の ふか さ X ぶ 8 を 保存 。 

FT『ABFLAG』 ge 一枝 刈 り を 実施 する か 否 か の フラ グ 。 0 の と き 0FF, | の 


と き 0 N。 











ーーーーーー ニ ーーー ーー デー プシ ン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら べ で ーー 










































































衣 D2EH 三 BD2IEH1 "PATR。  。 | NBAS1IC シ ステ ム ・ ワ ー ク ・ エ リア 中 の アト リピ ュー ト ・ 

| コー ド 格 納 ア ドレ ス を 保存 
加 530HEED3HI| 「vEcToR。 | 探索 方 向 指 定 用 デー タ ・ テ ー ブ ル の 先頭 アド レス を 保存 
032HmED33H | "SrAck。 | 評価 スタ ッ ク の 先頭 アド レス を 保存 。 
四 D34H= ニ ED35H | rcooRD。 | 手 還 還 還 還 還 還 較 
ED36H-ED37H PCUS。  。 | NBASIC シ ステ ム ・ ワ ー ク ・ エ リア 中 の カー ソル ・ ポ ジン シ | 

ョ ン 格 納 ア ドレ ス を 保存 

ED38H-ED39H BOARD。 | 評価 パッ ファ の 先頭 アド レス を 保存 還 還 還 還 識 | 
ED4EHED4FH | 「DivWK 剰余 を 保存 | 
ED52H 一 ED53H P RNDBUF | 乱数 値 ーー 
ED68H-ED69H DIVWK。 | 陰 算 用 上 肖 
ED87H-ED95H UBUF | 数値 じ 文 字 変 換 バ ッ ファ 1 ーー 
罰 D88H-ED95H | ruUBUFF | 数 値 じ 文字 変換 バッ ファ I ーー 二 
訪 B3IEHFFFFH | 「BOTTOM。 | スタ ッ ク ・ エ リア ll 








に 《 り りり ! 


料 PC-8981 天 2 96 7- て Sj 還 lation 6ame 絆 - 





PC-8001mkT U-Boat 
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mm 王 第 27 章 2 次 元 4 目 な ら で 
《 第 112 図 〉 2 次元 4 目 な ら べ 3 手 読み に お ける コン ピュ ー タ 対 コ ンピュータ 対戦 成績 表 





1 手 目 
ど 持 目 
3 手 目 
4 手 目 
5 手 目 
6 手 目 
7 手 目 
8 手 目 
9 手 目 
0 手 目 
1 手 目 
グ 手 消 
紀 手 貼 
4 手 目 
5 手 目 
6 手 目 
了 手 目 
8 手 目 
9 手 目 
20 手 目 
2 1 手 目 
の 2 演目 
23 手 目 
2 4 手 目 
25 手 目 
26 手 目 
2 7 手 目 
28 手 目 
29 手 目 
3 0 手 目 
3 1 学 同 
32 手 目 
33 手 目 
3 4 手 目 
3 ら 5 手 目 
36 手 目 




















先手 
後手 
先手 
後手 








ー ロ ーーーー の ロロ の の の の いい の いよ ょ よ よ よ よ トト ー の の ょ た の OONONONOONODN 





0 0 時間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 02 秒 
00 時 間 00 分 04 秒 
00 時 間 00 分 05 秒 
0 0 時間 00 分 06 秒 
00 時 間 00 分 07 秒 
0 0 時間 00 分 08 秒 
00 時 間 00 分 09 秒 
00 時 間 00 分 10 秒 
00 時 間 00 分 11 秒 
00 時 間 00 分 11 秒 
00 時 間 00 分 12 秒 
00 時 間 00 分 13 秒 
00 時 間 00 分 14 秒 
00 時 間 00 分 15 秒 
00 時 間 00 分 16 秒 
00 時 間 00 分 17 秒 
00 時 間 00 分 18 秒 
00 時 間 00 分 18 秒 
00 時 間 00 分 19 秒 
00 時 間 00 分 19 秒 
0 0 時間 00 分 20 秒 
0 0 時間 00 分 20 秒 
0 0 時間 00 分 20 秒 
0 0 時間 00 分 21 秒 
00 時 間 00 分 21 秒 
00 時 間 00 分 21 秒 
00 時 間 00 分 21 秒 
00 時 間 00 分 22 秒 
00 時 間 00 分 22 秒 
00 時 間 00 分 22 秒 
0 0 時 間 00 分 23 秒 
0 0 時間 00 分 23 秒 





0 0 時間 00 分 00 秒 
0 0 時間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 02 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
0 0 時間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
0 0 時間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 利 
0 0 時間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 00 利 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
0 0 時 間 00 分 00 秒 
0 0 時 間 00 分 00 秒 
0 0 時間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 01 秒 
0 0 時 間 00 分 00 秒 











< 後手 勝ち > 
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[3] [4] [5] [6] 














ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ン ーーー シン 語 に よる 2 次 元 4 昌 な 5 で ーー 





柚 油 
2 手 目 
3 手 目 
4 手 目 
5 搬 中 
6 手 目 
7 手 目 
8 手 目 
9 手 目 
0 手 目 
1 手 目 
2 手 目 
3 手 目 
4 手 目 
5 手 目 
6 手 目 
7 手 目 
8 手 目 
198 手 目 
20 手 目 
2 1 手 目 
22 手 目 
23 手 目 
2 4 手 目 
2 ら 手 目 
26 手 目 
2 7 手 目 
2 8 手 目 
29 手 目 
30 手 目 
き 】 手 自 
32 手 目 
33 手 目 
3 4 手 目 
に た 
3 6 手 目 











先手 
後手 
先手 
後手 
先手 
後手 
先手 
後手 





後手 














の の の の いい ょ OO の ーー の 〇 の ょ たよ の の は ょ トー の の の ロト の ロロ トー いい 


00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 35 分 398 秒 
00 時 間 59 分 17 秒 
01 時 間 23 分 25 秒 
01 時 間 46 分 23 秒 
02 時 間 19 分 25 秒 
02 時 間 34 分 12 秒 
02 時 間 56 分 54 秒 
03 時 間 12 分 17 秒 
03 時 間 26 分 38 秒 
03 時 間 42 分 26 秒 
03 時 間 53 分 50 秒 
0 4 時 間 1 1 分 24 利 
0 4 時 間 26 分 10 秒 
04 時 間 41 分 09 秒 
05 時 間 05 分 23 秒 





0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
0 5 時 間 1 
05 時 間 1 


0 分 41 秒 
2 分 31 秒 
4 分 52 秒 
4 分 52 秒 
5 分 30 秒 
5 分 58 秒 
6 分 11 秒 
6 分 15 秒 
6 分 18 秒 
6 分 21 秒 
6 分 23 秒 
6 分 23 秒 


ーー 時 間 一 分 一 - 秒 
ーー 時 間 - 一 分 一 - 秒 
ーー 時 間 一 一 分 一 - 秒 
ーー 時 間 一 分 ー- 秒 
ーー 時 間 一 一 分 一 秒 
ーー 時 間 - 一 分 一 - 秒 





《 第 113 図 ) 2 次元 4 目 な ら べ 9 手 読み に お ける コン ピュ ー タ 対 コン ピュ ー タ 対戦 成績 表 


00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
00 時 間 35 分 39 秒 
00 時 間 23 分 38 秒 
00 時 間 2 4 分 08 秒 
0 0 時間 22 分 58 秒 
00 時 間 33 分 02 秒 
00 時 間 14 分 47 秒 
00 時 間 22 分 42 秒 
00 時 間 15 分 23 秒 
00 時 間 14 分 21 秒 
00 時 間 15 分 48 秒 
00 時 間 11 分 24 秒 
00 時 間 17 分 34 秒 
00 時 間 14 分 46 秒 
00 時 間 1 4 分 59 秒 
0 0 時間 24 分 14 和 
00 時 間 05 分 22 秒 
00 時 間 01 分 50 秒 
00 時 間 02 分 21 秒 
00 時 間 00 分 00 秒 
0 0 時間 00 分 38 秒 
00 時 間 00 分 28 秒 
00 時 間 00 分 13 秒 
00 時 間 00 分 04 秒 
00 時 間 00 分 03 秒 
00 時 間 00 分 03 秒 
00 時 間 00 分 02 秒 












< 後手 勝ち > 














[4] 


[5] [6] 














00 時 間 00 分 00 秒 
ーー 時 間 一 一 分 一 - 秒 
ーー 時 間 一 一 分 一 - 秒 
ーー 時 間 一 一 分 一 一 秒 
ーー 時 間 一 一 分 一 - 秒 
ーー 時 間 一 一 分 一 - 秒 
ーー 時 間 一 一 分 一 秒 
米 ※ 米 米 米 米 米 米 玉 
米 ※ 2D4M 米 ※ 
米 米 米 米 ※ 米 米 米 ※ 米 
テ ヨ ミ 

(3-9)? 9 
ニン ズ ウ 

(0-2)? 0 

1-907 3 
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C100 
C110 
C120 
C130 
C140 
C150 
C160 
C170 
C180 
C120 
C1A0 
C1BO 
C1C0 
C1D0 
C1E0 
C1FO 
C200 
C210 
C220 
C230 
C240 
C2S0 
C260 
C270 
C280 
C290 
C2A0 
C2B0 
C2C0 
C2D0 
C2E0 
C2F0 
C300 
C310 
C320 
C330 
C340 
C350 
C360 
C370 
C380 
C390 
C3A0 
C3BO 
C3CO 
C3D0 
C3E0 
C3F0 
C400 
C410 





〈 第 114 図 ) 2 次 元 4 目 な ら べ 実行 用 ダン プリ スト 





CS 
64 
C2 
C3 
66 
20 
CD 
っ F 
OF 
C5 
に 3 
C1 
C1 
29 
DA 
CA 
7D 
CD 
22 
13 
19 
じ 3 
18 
4 
ED 
00 
7 作 
M コ 
CD 
C2 
C1 
ED 
D? 
レル 。 
18 
FE 
31 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


40 
C1 
C3 
9A 
53 
B9 
C3 
OF 
CD 
55 
2B 
7D 
D2 
E ィ 
F9 
1F 
2A 
4E 
C9 
EB 
3E 
F5 
01 
11 
CD 
A7 
FE 
FD 
21 
5F 
EB 
Do 
19 
D1 
09 
FF 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


C3 
6B 
19 
区 き 
60 
os】 
(0 
C3 
OF 
じ 1 
7 
2D 
30 
C1 
EB 
CD 
C2 
EB 
2A 
O0E 
0D 
18 
07 
F6 
3D 
C2 
6A 
28 
(ey 
00 
00 
E4 
まり ) 
F1 
C3 
05 
21 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


C3 
[時 
48 
C2 
き 
6] ヨ 
09 
78 
0A 
7D 
FA 
の 4 
2B 
FD 
EB 
C1 
25 
BZ 
ED 
11 
ド 用 
AF 
71 
C9 
32 
16 
SE 
ド FE 
26 
っ 必 
0B 
3F 
28 
30 
C1 
CD 
ED 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


じき 
沈 8 
199 の 
CS 
40 
20 
FE 
CD 
FA 
81 
AB 
87 
77 
ほ 3 
BZ 
C3 
SF 
ド E 妥 
SE 
00 
3 
4?Z 
C1 
3 
じ 2 
00 
3F 
2D 
EC 
EB 
CD 
3 
19 
SF 
CD 
35 
22 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


51 
C1 
C3 
A5 
C3 
CD 
7F 
7E 
8B 
De 
C1 
ED 
7B 
E5 
E3 
DC 
7A 
1D 
00 
00 
C9 
7E 
C3 
00 
13 
E1 
CD 
28 
CD 
C9 
39 
07 
CD 
16 
A3 
00 
88 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


(el 
C3 
6B 
C2 
3E 
1 
CO 
C1 
4 
87 
じ コ 
36 
B2 
21 
7D 
C1 
9 ヒ 
C2 
B8 
E3 
06 
23 
66 
00 
EB 
13 
つづ 7 
12 
FD 
1 
9 世 
CD 
28 
00 
C1 
(9 
ED 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 





48 
(ee 
C3 
71 
CD 
18 
6 
E6 
0? 
FA 
C1 
E5 
BA 
00 
6F 
EB 
じ ウ 
CD 
7 合 
F じ 
7C 
CA 
20 
00 
2 
7 作 
CD 
24 
C9 
EC 
15 
02 
DA 
EB 
つけ 
CD 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


1 
C3 
2A 
C1 
71 
F7 
CD 
OF 
Ce 
55 
CD 
21 
C1 
E3 
?C 
C9 
F2 
2A 
2F 
C1 
B7 
5C 
0A 
C9 
ED 
A7 
8A 
28 
21 
21 
CD 
18 
1E 
E1 
C2 
2B 
C5 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


891 


C2 
じ 3 


CD 
に) 
18 
30 
2 
2A 
0A 
(0 
CD 
7 
B ァ 7 
14 
2 
YA 
E3 
20 
C1 
7B 
区 5 
EB 
FA 
1B 
1B 
26 
00 
4B 
A8 
C3 
18 
選 S 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


il 
C3 
75 
CS 
0 
じ 1 
CD 
E6 
1 
っ 2 
CD 
CD 
00 
C2 
ES 
1F 
04 
CD 
2F 
03 
BS 
4 
20 
2A 
5A 
C2 
26 
の 
CD 
1A 
13 
00 
6B 
F 1 
っ 8 
F6 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


C3 
04 
le 
C3 
18 
DO 
(6 
F0 
C1 
0 
BS 
CD 
0C 
IE 
0D 
67 
EB 
C1 
SF 
EB 
20 
C1 
06 
アン 
16 
C9 
EC 
EC 
FD 
CD 


00 
192 
E1 
EA 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 





ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー で シン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら べ ーー 


C420 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C430 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C440 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C4S0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C460 00 OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C470 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C480 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C490 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00.00 00 00 
C4A0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C4BO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C4C0O 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C4DO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C4E0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C4F0O 00 00 00 00 0Q0 00 QO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
C500 C3 94 CC 21 00 00 22 0OE ED 21 00 00 22 14 ED 21 
C510 05 00 EB CD 16 C5 DS5 DS 2A 14 ED EB 2 38 ED 19 
C520 D1 6E 26 00 EB 21 00 00 EB CD 1E C1 F2 32 CS CS3 
C530 A2 C5 21 06 00 22 1A ED DS 2 14 ED EB 2A 1A ED 
C540 19 EB 2A 38 ED 19 D1 6E 26 00 EB 21 00 00 EB CD 
C550 1E C1 F2 58 CS C3 73 CS 2 1A ED EB 21 06 00 192 
C560 22 1A ED 2A 1A ED EB 21 24 00 CD 1E C1 F2 73 CS5 
C570 C3 38 CS 2A 16 ED EB 21 02 00 19 EB 2A 0OE ED 192 
C580 EB 2A 32 ED 19 ES 2A 14 ED EB 2A 1A ED 19 EB 21 
CS520 06 00 CD 1E C1 E1 73 24 0E ED EB 21 01 00 19 22 
CSA0 OE ED 2A 14 ED EB 21 01 00 19 22 14 ED D1 DS CD 
C5BO0 1E C1 D1 E1 FA B2 CS ES E2 2A 16 ED EB 2A 32 ED 
CS5C0 19 ES 2A OE ED EB 21 02 00 192 EB E1 73 C92 21 00 
C5D0 00 22 28 ED 21 00 00 22 1A ED DS 2A 1A ED EB 24 
CS5E0 30 ED 12 D1 6E 26 00 22 1E ED DS 2 1A ED EB 21 
C5F0 01 00 19 EB 2A 30 ED 19 D1 6E 26 00 22 20 ED 2A 
C600 1E ED EB 21 FF 00 CD 1E C1 B3 C2 14 C6 DS 21 01 
C610 00 EB CD 2A C1 EB D1 22 1E ED 2A 10 ED 22 24 ED 
C620 2A 12 ED 22 26 ED 21 01 00 22 0E ED 21 00 00 22 
C630 22 ED 2A 24 ED EB 2A 1E ED 19 22 24 ED 2A 26 ED 
C640 EB 2A 20 ED 19 22 26 ED DS 2A 24 ED EB 21 0S 00 
C650 EB CD 1E C1 11 00 00 F2 SB Ce6 1C EB D1 EB DS 2A 
C660 24 ED EB 21 00 00 CD 1E C1 11 00 00 F2 70 C6 1C 
C670 EB D1 19 EB DS 2A 26 ED EB 21 05 00 EB CD 1E C1 
C680 11 00 00 F2 87 C6 1C EB D1 19 EB 7B B2 CA 93 C6 
C690 C3 E3 C6 D5 2a 26 ED EB 21 06 00 CD 21 C1 2A 24 
C6A0 ED 19 EB 2A 38 ED 19 D1 6E 26 00 22 14 ED 2A 14 
C6B0 ED EB 2A 0C ED CD 1E C1 B3 C2 CA C6 2A OE ED EB 
C6CO 21 01 00 19 22 0E ED C3 32 C6 2A 14 ED EB 21 00 
C6D0 00 CD 1E C1 B3 C2 E3 C6 2A 22 ED EB 21 01 00 12 
C6E0 22 22 ED 2A 10 ED 22 24 ED 2A 12 ED 22 26 ED 24 
C6F0 24 ED EB 2A 1E ED CD 1E C1 EB 22 24 ED 2A 26 ED 
C700 EB 2A 20 ED CD 1E C1 EB 22 26 ED DS 2A 24 ED EB 
C710 21 05 00 EB CD 1E C1 11 00 00 F2 1E CZ 1C EB D1 
C720 EB D5 2A 24 ED EB 21 00 00 CD 1E C1 11 00 00 F2 
C730 33 CZ7 1C EB D1 19 EB DS 2A 26 ED EB 21 00 00 CD 
C740 1E C1 11 00 00 F2 49 CZ 1C EB D1 19 EB 7ZB B2 CA 
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C750 SS C7 CS AB ECY 5 2A 26 ED EB 24 06 00 CD 21 C1 
C760 2A 24 ED 19 EB 2A 38 ED 19 D1 6E 26 00 22 14 ED 
C770 2A 14 ED EB 2A 0C ED CD 1E C1 B3 C2 8C C7 2A OE 
C780 ED EB 21 01 00 19 22 0OE ED C3 EF C6 2A 14 ED EB 
C790 21 00 00 CD 1E C1 B3 C2 aA5 C7 2A 22 ED EB 21 01 
C7A0 00 19 22 22 ED 2A OE ED EB 21 03 00 EB CD 1E C1 
C7BO F2 BC C7 21 C8 0O 22 28 ED C3 F3 CZ7 2A OE ED EB 
C7C0 2A OE ED CD 21 C1 2A 22 ED CD 21 C1 21 01 00 192 
C7D0 EB 2A 28 ED 19 22 28 ED 2A 1A ED EB 21 02 00 192 
C7E0 22 1A ED 2A 1 ED EB 21 07 00 CD 1E C1 F2 F3 CZ 
C7F0 C3 DA CS5 2A 06 ED EB 2A 0C ED CD 1E C1 B3 CA OF 
C800 C8 21 C9 00 EB 2A 28 ED CD 1E C1 EB 22 28 ED C2 
C810 2A 16 ED 22 18 ED 2A 16 ED EB 21 08 00 CD 1E C1 
C820 EB 22 16 ED 21 03 00 EB 2A 0C ED CD 1E C1 EB 22 
C830 0C ED 21 00 00 22 2C ED DS 2A 16 ED EB 21 10 00 
C840 CD 24 C1 EB D1 2A 4E ED EB 21 08 00 CD 1E C1 FA 
C850 55 C8 C3 DO C8 D5 2 18 ED EB 21 01 00 19 EB 2A 
C860 32 ED 19 D1 6E 26 00 EB DS 24 16 ED EB 21 01 00 
C870 19 EB 2A 32 ED 19 D1 6E 26 00 EB CD 1E C1 FA 26 
C880 C8 2A 18 ED EB 21 01 0O 19 EB 2 32 ED 19 ES 21 
C820 FF 00 EB E1 73 C9 2A 16 ED EB 21 01 00 19 EB 2A 
C8A0 32 ED 19 E5 D5 2A 18 ED EB 21 01 00 12 EB 2 32 
C8B0 ED 19 D1 6E 26 00 EB E1 73 2A 18 ED EB 21 01 00 
C8C0 19 EB 2A 32 ED 19 ES 21 FF 00 EB E1 73 C3 47Z C92 
C8D0 D5 2A 18 ED EB 21 01 00 19 EB 2A 32 ED 19 D1 6E 
C8E0 26 00 EB D5 2A 16 ED EB 21 01 00 19 EB 2A 32 ED 
C8F0 19 D1 6E 26 00 CD 1E C1 FA 10 C9 2A 18 ED EB 21 
C200 01 00 19 EB 2A 32 ED 19 ES 21 00 00 EB E1 73 C2 
C910 2A 16 ED EB 21 01 00 19 EB 2A 32 ED 19 ES DS 2 
C920 18 ED EB 21 01 00 19 EB 2A 32 ED 19 D1 6E 26 00 
C930 EB E1 73 2A 18 ED EB 21 01 00 19 EB 2A 32 ED 192 
C940 E5 21 00 00 EB E1 73 2A 16 ED EB 21 00 00 CD 1E 
C250 C1 B3 C2 76 C9 D5 21 00 00 EB 2A 32 ED 19 D1 6E 
C960 26 00 22 1C ED D5 2A 1C ED EB 2 32 ED 19 D1 6E 
C970 26 00 22 34 ED C9 2A 18 ED EB 21 10 00 CD 1E C1 
C980 EB 22 18 ED 2A 18 ED EB 21 00 00 CD 1E C1 F2 92 
C990 C9 C9 D5 2A 16 ED EB 21 10 00 CD 24 C1 EB D1 2A 
C9A0 4E ED EB 21 08 00 CD 1E C1 FA AF C92 C3 E4 C2 DS5 
C9B0 2A 16 ED EB 21 01 00 19 EB 2A 32 ED 19 D1 6E 26 
C9C0 00 EB D5 2A 18 ED EB 21 01 00 19 EB 2A 32 ED 192 
C2D0 D1 6E 26 00 CD 1E C1 F2 DD C2 C3 76 C2 21 01 00 
C9E0 22 2C ED C2 D5 2A 16 ED EB 21 01 00 12 EB 2A 32 
C2F0 ED 19 D1 6E 26 00 EB DS5 2A 18 ED EB 21 01 00 12 
CA00 EB 2A 32 ED 19 D1 6E 26 00 EB CD 1E C1 F2 13 CA 
CA10 C3 76 C9 C3 DD C9 21 00 00 22 12 ED 2A 10 ED EB 
CA20 21 04 00 CD 21 C1 21 02 00 19 22 16 ED DS 21 06 
CA30 00 EB 2A 10 ED 19 EB 2A 38 ED 19 D1 6E 26 00 EB 
CA40 21 00 00 EB CD 1E C1 F2 4D CA C3 17 CB 11 00 00 
CA50 CD 53 CA DS 2A 12 ED EB 21 03 00 CD 21 C1 21 06 
CA60 00 19 22 18 ED 2A 12 ED EB 21 03 00 CD 21 C1 21 
CA70 08 00 19 EB CD 7Z?7 CA DS5 CD 46 CB 21 01 00 22 1C 
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CA80 ED 21 F4 01 EB CD 88 CA DS 2A 1C ED EB 21 01 00 
CA20 19 22 1C ED D1 DS CD 1E C1 D1 E1 FA AO CA E5 E9 
CAA0 CD 36 CC 2A 18 ED EB 21 01 00 19 22 18 ED D1 DS 
CABO CD 1E C1 D1 E1 FA BA CA E5 E2 2A 12 ED EB 21 01 
CACO 00 12 22 12 ED DS DS 2A 12 ED EB 21 01 00 19 EB 
CADO 21 06 00 CD 21 C1 2A 10 ED 19 EB 2A 38 ED 19 D1 
CAE0 6E 26 00 EB 21 00 00 EB CD 1E C1 11 00 00 F2 F2 
CAF0 CA 1C EB D1 EB DS 2 12 ED EB 21 04 00 EB CD 1E 
CB00 C1 11 00 00 F2 08 CB 1C EB D1 19 D1 DS CD 1E C1 
CB10 D1 E1 FA 1? CB ES E2 2A 12 ED EB 21 03 00 CD 21 
CB20 C1 21 06 00 19 22 18 ED CD 46 CB 2A 12 ED EB 21 
CB30 06 00 CD 21 C1 2A 10 ED 12 EB 2A 38 ED 19 ES 2A 
CB40 06 ED EB E1 73 C9 2A 06 ED EB 21 01 00 CD 1E C1 
CBS0 B3 C2 63 CB 21 00 00 EB 2A 2E ED 192 ES5 21 C8 00 
CB60 EB E1 73 2A 06 ED EB 21 02 00 CD 1E C1 B3 C2 80 
CB70 CB 21 00 00 EB 2A 2E ED 12 ES 21 A8 00 EB E1 73 
CB80 21 01 00 EB 2 36 ED 19 E5 2A 16 ED EB E1 73 21 
CB20 00 00 EB 2A 36 ED 19 E5 2A 18 ED EB E1 73 C3 A4 
CBA0 CB 86 86 86 06 03 21 Aa1 CB 7E CD 392 C1 23 10 F9 
CBBO 21 01 00 EB 2A 36 ED 19 ES 2A 16 ED EB E1 3 21 
CBCO 00 00 EB 2A 36 ED 19 ES 2A 18 ED EB 21 01 00 192 
CBDO EB E1 73 C3 D2 CB 8 87 87 06 03 21 D6 CB 7E CD 
CBE0 39 C1 23 10 F② 21 01 00 EB 2A 36 ED 19 ES 24 16 
CBF0 ED EB E1 73 21 00 00 EB 2A 36 ED 19 ES 2A 18 ED 
CC00 EB 21 02 00 19 EB E1 73 C3 OE CC 87Z 8Z 87 06 03 
CC10 21 0B CC 7E CD 39 C1 23 10 F9 21 00 00 EB 2 2E 
CC20 EE 3 の E5 23 昌 8 90 EB BE. 78 C2 21 24 00 22 16 ED 
CC30 21 14 00 22 18 ED 21 01 00 EB 2A 36 ED 19 ES 2A 
CC40 16 ED EB E1 73 21 00 00 EB 2A 36 ED 12 ES 2A 18 
CC50 ED EB E3 73 CS 5A CE 20 20 20 006 03 21 5Z CC 邊 
CC60 CD 39 C1 23 10 F2 C9 SE 20 D3 40 21 01 00 22 1C 
CC70 ED 21 F4 01 EB CD 78 CC DS 2 1C ED EB 21 01 00 
CC80 19 22 1C ED D1 DS CD 1E C1 D1 E1 FA 20 CC ES E92 
CC20 AF D3 40 C9 01 19 28 CD 3 09 21 18 01 22 5D EA 
CCA0 01 FF 00 CD F7 08 21 00 C4 22 38 ED 2A 38 ED EB 
CCBO 21 24 00 19 22 30 ED 2A 30 ED EB 21 08 00 19 22 
CCC0 32 ED 21 63 EA 22 36 ED 21 SB EA 22 2E ED 21 01 
CCDO 00 EB 2A 2E ED 19 E5 21 50 00 EB E1 73 21 00 00 
CCE0 EB 2A 30 ED 19 E5 21 01 00 EB E1 73 21 01 00 EB 
CCFO 2A 30 ED 19 E5 21 00 00 EB E1 73 21 02 00 EB 2A 
CD00 30 ED 19 E5 21 01 00 EB E1 73 21 03 00 EB 2A 30 
CD10 ED 19 E5 21 01 00 EB E1 73 21 04 00 EB 2A 30 ED 
CD20 19 E5 21 00 00 EB E1 73 21 05 00 EB 2 30 ED 12 
CD30 E5 21 01 00 EB E1 73 21 06 00 EB 2A 30 ED 192 ES 
CD40 D5 21 01 00 EB CD 2A C1 EB D1 EB E1 73 21 0Z 00 
CD50 EB 2A 30 ED 19 E5 21 01 00 EB E1 73 21 00 00 22 
CD60 1C ED 21 23 00 EB CD 6 CD DS 2A 1C ED EB 2A 38 
CD7Z0 ED 19 ES 21 00 00 EB E1 73 2 1C ED EB 21 01 00 
CD80 19 22 1C ED D1 D5 CD 1E C1 D1 E1 FA 20 CD ES E2 
CD90 21 0C 00 EB 7B CD 03 C1 21 1B 00 EB CD 06 C1 C3 
CDA0 AC CD 2A 2A 2A 2a 2A 2A 2A 2A 2aA 2 06 0A 21 A2 
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CDB0 CD 7E CD 39 C1 23 10 F9 CD 02 C1 21 1B 00 EB CD 
CDCO 06 C1 C3 CF CD 2aA 2A 20 32 44 34 4D 20 2A 2A 06 
CDDO 0A 21 C5 CD 7ZE CD 39 C1 23 10 F9 CD 02 C1 C3 06 
CDE0 CE 20 5B 31 5D 20 5B 32 SD 20 SB 33 SD 20 SB 34 
CDF0O 5D 20 5B 35 5D 20 5B 36 5D 20 20 20 2A 2A 2 24 
CE00 2A 2A 2A 2A 2A 2A 06 25 21 E1 CD 7E CD 32 C1 23 
CE10 0 F9 CD 09 C1 CD 09 C1 C3 34 CE 87 8Z 87 87 8Z 
CE20 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 8 
CE30 87 87 87 87 06 19 21 1B CE 7E CD 39 C1 23 10 F2 
CE40 CD 09 C1 21 01 00 22 1C ED 21 12 00 EB CD 50 CE 
CE50 D5 C3 6D CE 87 20 20 20 87 20 20 20 87 20 20 20 
CE60 87 20 20 20 8Z7 20 20 20 87 20 20 20 8Z 06 19 21 
CE70 54 CE 7E CD 39 C1 23 10 F2 CD 09 C1 2A 1C ED EB 
CE80 21 01 00 1 22 1C ED D1 D5 CD 1E C1 D1 E1 FA 23 
CE90 CE E5 E2 C3 AF CE 87 86 86 86 87 86 86 86 8Z 86 
CEA0 86 86 87 86 86 86 87 86 86 86 87 86 86 86 8Z 06 
CEBO 19 21 96 CE 7E CD 32 C1 23 10 F9 21 01 00 EB 2 
CEC0 36 ED 19 E5 21 1C 00 EB E1 73 21 00 00 EB 2A 36 
CEDO ED 19 E5 21 06 00 EB E1 73 C3 DF CE C3 De6 DO 06 
CEE0 03 21 DC CE 7E CD 39 C1 23 10 F② 21 01 00 EB 24 
CEF0 36 ED 19 E5 21 1E 0O EB E1 73 21 00 00 EB 2A 36 
CF00 ED 19 ES 21 08 00 EB E1 73 C3 13 CF 28 33 2D 32 
CFSO 29 SF 20. 06 0 21 0E CF 7 選 GD 32 CH 23 40.F9 CD 
CF20 67 CC CD 12 C1 6F 26 0O 22 2A ED 2A 2A ED EB 21 
CF30 03 00 CD 1E C1 B3 C2 3C CF C3 66 SC 2A 2A ED EB 
CF40 21 .30 00 CD 1E C1 EB 22 2A ED DS 2A 2A ED EB 21 
CFS50 03 00 CD 1 作 .G3 44 OO 00 F2 56 CF 1C EB D1 EB DS 
CF60 2A 2A ED EB 21 09 00 EB CD 1E C1 11 00 00 F2 72 
CF70 CF 1C EB D1 19 EB 7B B2 CA 7E CF C3 EB CE 2A 2A 
CF80 ED EB 21 08 00 CD 21 C1 21 10 00 CD 1E C1 EB 22 
CF20 2A ED 21 01 00 EB 2A 36 ED 19 E5 21 1C 00 EB E1 
CFA0 73 21 00 00 EB 2A 36 ED 19 ES 21 0A 00 EB E1 ?73 
CFBO C3 B8 CF C6 DD BD DE B3 06 05 21 B3 CF ZE CD 392 
CFCO C1 23 10 F9 21 01 00 EB 2A 36 ED 19 ES 21 1E 00 
CFDO EB E1 73 21 00 00 EB 2 36 ED 19 E5 21 0C 00 EB 
CFE0 E1 73 C3 EC CF 28 30 2D 32 29 3F 20 06 07 21 ES 
CFEO 6F EE ED 32 EC1 23 10 F ウ CD @7 CC CD 42 C1 SF 26 
DO000 00 22 0A ED 2A 0A ED EB 21 03 00 CD 1E C1 B3 C2 
DO010 15 DO C3 66 SC 2A 0A ED EB 21 30 00 CD 1E C1 EB 
D020 22 0A ED DS 2A 0A ED EB 21 00 00 CD 1E C1 11 00 
D030 00 F2 35 DO 1C EB D1 EB DS 2A4 0A ED EB 21 02 00 
DO040 EB CD 1E C1 11 00 00 F2 4B DO 1C EB D1 12 EB 7B 
DOS0 B2 CA 57 DO C3 C4 CF 21 01 00 22 06 ED 2A 0A ED 
D060 EB 21 01 00 CD 1E C1 B3 CA 6E DO C3 20 D1 21 01 
DO7Z0 00 EB 2A 36 ED 19 ES 21 1C 00 EB E1 73 21 00 00 
DO080 EB 2A 36 ED 19 ES 21 OE 00 EB E1 73 C3 92 DO BE 
DO0920 DD C3 06 03 21 8F DO ZE CD 392 C1 23 10 F9 21 01 
DOA0 00 EB 2A 36 ED 19 ES 21 1E 00 EB E1 73 21 00 00 
DOB0 EB 2A 36 ED 19 E5 21 10 00 EB E1 73 C3 C6 DO 28 
DOC0 59 2F 4E 292 3F 20 06 07 21 BF DO 7E CD 39 C1 23 
DODO0 10 F2 CD 6Z CC CD 12 C1 6F 26 00 22 1C ED 2A 1C 
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DOE0 ED EB 21 03 00 CD 1E C1 B3 C2 EF DO C3 66 SC 24 
DOF0 1C ED EB 21 59 00 CD 1E C1 B3 C2 06 D1 21 02 00 
D100 22 06 ED C3 20 D1 2A 1C ED EB 21 4E 00 CD 1E C1 
D110 B3 C2 1D D1 21 01 00 22 06 ED C3 20 D1 C3 ?E DO 
D120 21 00 00 22 08 ED 21 03 00 EB 24 06 ED CD 1E C1 
D130 EB 22 06 ED 24 08 ED EB 21 01 00 19 22 08 ED D5 
D140 2A 0A ED EB 21 01 00 CD 1E C1 B3 11 00 00 C2 52 
D150 D1 1C EB D1 EB D5 2a 06 ED EB 21 02 00 CD 1E C1 
D160 B3 11 00 00 C2 68 D1 1C EB D1 CD 21 C1 DS 2A 0A 
D170 ED EB 21 00 00 CD 1E C1 B3 11 00 00 C2 80 D1 1C 
D180 EB D1 19 EB 7B B2 CA 8C D1 C3 0C D3 21 1C 00 22 
D190 16 ED 21 13 00 22 18 ED CD 46 CB CD 2A CC 21 01 
D1A0 00 EB 2A 36 ED 19 ES 21 1E 00 EB E1 73 21 00 00 
D1B0 EB 24 36 ED 192 ES 21 17 00 EB E1 73 C3 C6 D1 28 
D1C0 31 2D 36 29 3F 20 06 07 21 BF D1 7E CD 39 C1 23 
D1D0 10 F2 CD 6Z CC CD 12 C1 6F 26 00 22 34 ED 2A 34 
D1E0 ED EB 21 03 00 CD 1E C1 B3 C2 EF D1 C3 66 SC 2A 
D1FO 34 ED EB 21 31 00 CD 1E C1 EB 22 34 ED DS 2A 34 
D200 ED EB 21 00 00 CD 1E C1 11 00 00 F2 OF D2 1C EB 
D210 D1 EB DS5 2A 34 ED EB 21 05 00 EB CD 1E C1 11 00 
D220 00 F2 25 D2 1C EB D1 19 EB DS DS 2A 34 ED EB 2A 
D230 38 ED 19 D1 6E 26 00 EB 21 00 00 EB CD 1E C1 11 
D240 00 00 F2 46 D2 1C EB D1 19 EB 7B B2 CA 52 D2 C3 
D250 29B _D1 2A 34 ED 22 10 ED CD 16 CA 2 06 ED 22 0C 
D260 ED CD CE C5 D5 2A 28 ED EB 21 C8 00 CD 1E C1 11 
D270 00 00 F2 76 D2 1C EB D1 EB DS 2A 08 ED EB 21 24 
D280 00 CD 1E C1 11 00 00 F2 8B D2 1C EB D1 CD 21 C1 
D290 7B B2 CA 928 D2 C3 26 D1 21 1C 00 22 16 ED 21 13 
D2A0 00 22 18 ED CD 46 CB CD 2A CC 21 01 00 EB 2A 36 
D2B0 ED 19 E5 21 1E 00 EB E1 73 21 00 00 EB 2A 36 ED 
D2C0 19 E5 21 17 00 EB E1 73 C3 D2 D2 C9 20 B6 C1 21 
D2D0 21 20 06 0Z7 21 CB D2 7ZE CD 32 C1 23 10 F2 CD 12 
D2E0 C1 6F 26 00 22 1C ED 2A 1C ED EB 21 03 00 CD 1E 
D2F0 C1 B3 C2 F8 D2 C3 66 5C 2aA 1C ED EB 21 0OD 00 CD 
D300 1E C1 B3 CA 09 D3 C3 AZ7 D2 C3 5C CD 2A 08 ED EB 
D310 21 04 00 CD 1E C1 F2 33 D3 DS CS 21 06 00 EB CD 
D320 2D C1 EB C1 D1 EB 21 01 00 CD 1E C1 EB 22 34 ED 
D330 C3 52 D2 21 00 00 22 16 ED 2A 06 ED 22 0C ED 21 
D340 01 00 22 1C ED 2A 2A ED EB 21 09 00 19 EB CD 51 
D350 D3 D5 2A 1C ED EB 2A 32 ED 19 ES 21 00 00 EB E1 
D360 73 2A 1C ED EB 21 08 00 19 EB 2A 32 ED 192 E5 21 
D370 FF 00 EB E1 73 2A 1C ED EB 21 10 00 19 22 1C ED 
D380 D1 D5 CD 1E C1 D1 E1 FA 8C D3 ES E92 11 00 00 CD 
D390 92 D3 DS D5 2 16 ED EB 2A 2^A ED EB CD 1E C1 11 
D3A0 00 00 F2 A6 D3 1C EB D1 EB DS 2A 28 ED EB 21 01 
D3B0 00 CD 1E C1 B3 11 00 00 C2 BC D3 1C EB D1 192 EB 
D3C0 D5 2A 28 ED EB 21 C8 00 CD 1E C1 B3 11 00 00 C2 
D3D0 D3 D3 1C EB D1 19 EB 7B B2 CA DF D3 C3 C2 D4 CD 
D3E0 03 C5 D5 2A 16 ED EB 2A 32 ED 19 D1 6E 26 00 EB 
D3F0 21 03 00 CD 1E C1 F2 FC D3 C3 C9 D4 2A 16 ED EB 
D400 2A 32 ED 19 E5 DS 2A 16 ED EB 2 32 ED 19 D1 6E 
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D410 26 00 EB 21 01 00 CD 1E C1 E1 73 DS 2 16 ED EB 
D420 2A 32 ED 19 D1 6E 26 00 22 1C ED DS 2 16 ED EB 
D430 2A 1C ED 19 EB 2A 32 ED 19 D1 6E 26 00 22 1C ED 
D440 2A 1C ED EB 2A 38 ED 19 ES5 2A 0C ED EB E1 73 DS 
D450 2A 16 ED EB 2A 32 ED 19 D1 6E 26 00 22 1C ED DS 
D460 2A 16 ED EB 2A 1C ED 19 EB 2A 32 ED 12 D1 6E 26 
D470 00 EB 21 06 00 CD 24 C1 EB 22 12 ED DS DS 2A 16 
D480 ED EB 2A 1C ED 19 EB 2A 32 ED 19 D1 6E 26 00 EB 
D490 21 06 00 CD 24 C1 EB D1 2A 4E ED 22 10 ED CD CE 
D4A0 C5 2A 16 ED EB 21 08 00 19 22 16 ED 21 03 00 EB 
D4B0 2A 0C ED CD 1E C1 EB 22 0C ED 21 00 00 D1 DS CD 
D4C0 1E C1 D1 E1 FA C9 D4 E5 E9 DS 2a 16 ED EB 21 01 
D4D0 00 19 EB 2A 32 ED 19 D1 6E 26 00 22 1C ED DS 24 
DA4E0 1C ED EB 21 00 00 CD 1E C1 B3 11 00 00 C2 F1 D4 
D4F0 1C EB D1 EB D5 2^A 1C ED EB 21 FF 00 CD 1E C1 B3 
DS500 11 00 00 C2 07 D5 1C EB D1 19 EB 7B B2 CA 24 DS 
D510 2A 16 ED EB 21 01 00 19 EB 2a 32 ED 19 ES5 2A 28 
D520 ED EB E1 73 21 00 00 22 28 ED 2A 16 ED EB 21 00 
D530 00 CD 1E C1 B3 C2 5D DS 21 01 00 D1 DS CD 1E C1 
D540 D1 E1 FA 47 D5 ES5 E9 DS 2A 34 ED EB 21 06 00 CD 
DS550 24 C1 EB D1 2A 4E ED 22 34 ED C3 52 D2 CD 10 C8 
DS560 D5 2A 16 ED EB 2A 32 ED 19 D1 6eE 26 00 22 1C ED 
D570 D5 2A 1C ED EB 2A 16 ED 19 EB 2 32 ED 19 D1 6E 
D580 26 00 22 1C ED 2A 1C ED EB 24 38 ED 12 ES 21 00 
D590 00 EB E1 73 2A 2C ED EB 21 01 00 CD 1E C1 B3 C2 
DS5A0 B1 D5 2A 16 ED EB 2A 32 ED 192 ES 21 02 00 EB E1 
D5B0 73 C3 E2 D3 

















ウン フン ン ン アァ 


! 






プリ > ク 2 





176 


《 第 115 図 ) 汎用 サブ ルーチン ・ バ パッ ケー ジ の 基本 仕様 








仕 様 





TRUNO0」 


fCHARO」 


「TABO」 


0 
TCRLFO」 


FE SCO」 


ーー デー ヤー ケーーーーーーーーーーーー ナ | ー 


Z80 の スタ ッ ク ・ ボ イン タ (SP) に FFFFH を 設定 後 . C500H 番 地 以 降 の タ 
ー ゲ ッ ト ・ プ ログ ラム を 実行 する 


E レ ジス タ に 格納 され た キャ ラク タ ・ コ ー ド に 従っ た キャ ラク タ を 出力 機器 へ 出力 する 
た だ し , EA58H 番 地 の 最上 位 ビ ピット (MS B) が 0O の と き CRT 画 面 を ,。 1 の と き C 
RT 画面 と プリ ンタ を , それ ぞ れ 出力 機器 と し て 選択 する 


E レ ジス タ に 与え られ た 数 の スペ ー ス (空白 ) コー ド を 出力 機器 へ 出力 する 
た だ し , EA58H 番 地 の 最 上 位 ビ ピッ ト (MS B) が 0 の と き CRT 画 面 を , 1 の と き C 
RT 画面 と プリ ンタ を , それ ぞ れ 出力 機器 と し て 選択 する 





キャ リッ ジ ・ リ ター ン ・ コ ー ド (0DH) お よび ライ ン ・ フ ィ ー ド ・ コ ー ド (0AH) を 
周辺 機器 へ 出力 する 

た だ し , EA58H 番 地 の 最上 位 ビ ピッ ト (MS B) が O の と き CRT 画 面 を 。 1 の と き C 
RT 画面 と プリ ンタ を , それ ぞ れ 出力 機器 と し て 選択 する 





| 








E S C キ ー が 押下 され て いる 場合 に は 次 の キー 入力 を 待ち , 入力 デー タ を A レ ジス タ に 格 
納 し て も どる 





「INKEYO0」 


トーーーーー- ーーーーーーーーーー 一 ! 
「HFOURO」 


B レ ジス タ に 格納 され た デー タ を 2 桁 の 1 6 進数 と し て 周辺 機器 へ 出力 する 


キー ボー ド か ら A レ ジス タ へ の 1 文字 入力 を 待ち , 英 小文字 で あれ ば 英 大 文字 に 変換 し 
出力 機器 へ エコ ー バ ッ ク す る 

た だ し , EA58H 番 地 の 最 上 位 ビ ッ (MS B) が 0 の と き CRT 画 面 を ,。 1 の と き C 
RT と プリ ンタ を , それ ぞ れ 出力 機器 と し て 選択 する 





た だ し , EA58H 番 地 の 最 上 位 ピ ビット (MS B) が 0O の と き CRT 画 面 を ,。 1 の と き C 
RT 画面 と プリ ンタ を , それ ぞ れ 出力 機器 と し て 選択 する 





「HTW00 














E レ ジス タ に 格納 され た デー タ を 2 桁 の 1 6 進数 と し て 周辺 機器 へ 出力 する 。 
た だ し , EA58H 番 地 の 最 上 位 ピ ビット (MS B) が 0 の と き CRT 画 面 を .。 1 の と き C 
RT 画面 と (プリ ンタ を , それ ぞ れ 出力 機器 と し て 選択 する 。 
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DE レジ スタ 対 に 格納 され た 有 符 号 の 1 6 ビッ ト 整 数 デー タ を C レ ジス タ て で 指定 する 桁 数 


RT 画面 と プリ ンタ を , それ ぞ れ 出力 機器 と し て 選択 する 




















- rusiNeo」 
MS の 1 0 進数 と し て 周辺 機器 へ 右 づめ 出力 する 
た だ し .。 EA58H 番 地 の 最 上 位 ビ ピット (MS B) が 0 の と き CRT 画 面 を , 1 の と き C 
ト テ ーーーーーーーー 一 me 還 
「TSUBO」 DE レジ スタ タ 対 に 格納 され た 和 有 待 号 1 6 ピッ 長 の 整数 を 被 減数 と し , HL レジ スタ 対 に 
格納 され た 有 符 号 1 6 ビッ ト 長 の 整数 を 減数 と し て 両者 の 間 で 減算 を 行い , 演算 結末 を D 
E レ ジス タ 対 に 格納 する 
「LMULTO」 D E レ ジス タ 対 に 格 多 され た 和 有 符 号 1 6 ピッ 長 の 整数 を 視 和 数 と し 。 HL レジ スタ 対 に 
格納 され た 有 符 号 1 6 ビッ ト 長 の 整数 を 乗数 と し て 両者 の 間 で 乗算 を 行い , 演算 結果 を D 
E レ ジス タ 対 に 格納 する 
r『IDIVO」 DE レジ スタ 対 に 格納 され た 有 符 号 1 6 ビッ ト 長 の 整数 を 被 除 数 と し ,. HL レジ スタ 対 に 
格納 され た 有 符 号 1 6 ビッ ト 長 の 整数 を 除 数 と し て 両者 の 間 で 除算 を 行い , 演算 結果 を D 
E レ ジス タ 対 に 格納 する 
た だ し , HL し レジ スタ 対 に 与え る 除 数 が 0000H (ゼロ ) で あっ た 場合 に は , 一 定時 間 
内 蔵 ブ ザー 鳴動 後 . マシ ン 後 モ ニタ の 制御 下 に 移る 
fTMINUSO」 D E レ ジス タ 対 に 格納 され た 1 6 ピッ ト 長 の 鞭 数 の 符号 を 反転 する すなわち , 各 ビ ッ ト 
ご と の NO0T を 求め , 1 を 加え る 
「RNDO0」 1 以上 で , DE レジ スタ 対 で 指定 する 整数 以下 の 乱数 を 発生 し .DE レ ジス タ 対 に 格納 する 
乱数 の 初期 値 は ED52H-ED53H 番 地 の 内 容 を 参照 する 
TABSO」 DE レジ スタ 対 に 格納 され た 16 ピッ ト 長 の 整数 の 絶対 値 を 求め る 
具体 的 に は , D レ ジス タ の 最上 位 ビ ピッ ト (MS B) が 1 で あれ ば 2 の 補 数 を 求め て , 符号 
を 反転 する 
に ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー+ 
「fINPUTO0」 キー ボー ド か ら 有 符号 1 6 ビッ ト 長 の 整数 を 入力 し . バイ ナリ 形式 に 変換 後 , DE レジ ス 
タ 対 に 格納 する 
OK 
TOTCHRO0」 A レ ジス タ に 格納 され た キャ ラク タ ・ コ ー ド に 従っ た キャ ラク タ を 出力 機器 へ 出力 する 
2 
画面 と プリ ンタ を , それ ぞ れ 出力 機器 と し て 選択 する 
「OTNUMO0」 レジ スタ D E に 格納 され た 有 待 号 の 1 6 ピ デット 整数 デー タ を, 1 0 進数 と し て 周辺 機器 へ 
左 づ め 出力 する 
た だ し , EA58H 番 地 の 最上 位 ビ ピッ ト (MS B) が O の と き CRT 画 面 を , 1 の と き C 
RT 画面 と プリ ンタ を , それ ぞ れ 出力 機器 と し て 選択 する 
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こ て 〇 の SN 


| 攻 鐘 区 力 起 寺 寺 遇 -( - 記 中 良 中 8 コ 


MEC 8232X5 


D780C -1 


「 





ーー ツ シ ン 語 に よる 2 決 元 4 目 な 5 で ーー 
《 第 116 図 ) 2 次元 4 目 な ら べ ・ 汎 用 サブ ルー チン ・ パ ッ ケ ー ジ ・ ア セン プル ・ リ スト 











す 

1 ※※※※ メ ※※※※※※※※※※※※※※※※※ デ 

* 

?) Subroutine package 

) ※※※※※※※※※※※※※ デ XX※※※ デ ※ 
002B PRNCHR:EQU 2BH 
0035 DSPCHR:EQU 35H 
025 ァ 7 CONOUT:iEQU 0257H 
OF75 CONIN: EQU OF75H 
1B8A INPLN: EQU 1B8AH 
4095 CPHLDE :EQU 4095H 
っ C66 MONHOT :EQU 5C66H 
5 選 3 め MONHCK :EQU 5E39H 
SE4B MONHBN:EQU 5E4BH 
OFB9 MONIN: EQU 5FB9H 
5FGt MONCAPiEQU 5FC1H 
C500 TARGET:EQU 0C500H 
EA58 TRMFLG:iEQU  OEA58H 
EC95 INBU: EQU  OEC95H 
EC96 INBUFF :EQU 0OEC96H 
上 97 INBUF: EQU 0OEC97H 
ED00 BASE: EQU  OEDO0H 
ED4E DIVMK: EQU  OED4EH 
ED52 RNDBUF :EQU 0ED52H 
ED68 DIVMK1 :EQU 0OED68H 
ED87 UBUF: EQU 0OED87H 
ED88 UBUFF: EQU  OED88H 
FFFF BOTTOM:EQU OFFFFH 

DRG 0C100H 


H 
) jump table 


C100 C340C3 RUN0: JP RUN 
C103 C322C3 CHAR0: JP CHAR 
C106 C351C1 TAB0: JP TAB 
C109 C348C1 CRLF0: JP CRLF 
C10C C3SCC1 ESC0: JP ESC 
C10F C364C1 JP ESC1 
C112 C36BC1 INKEY0 : JP INKEY 
C115 C375C4 HF OURO0 : JP HF OUR 
C118 C374C1 HTMO00: JP HTMO 
C11B C390C1 USINGO0 : JP USING 
C11E C304C2 ISUBO: JP ISUB 
C121 C332C2 IMULT0iJP IMULT 
C124 C348C2 IDIVO: JP IDIV 
C127 C36BC1 JP INKEY 
C12A C32AC2 MINUS0 : JP MINUS 
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C12D 
CE130 
433 
E136 
C1S9 
C13C 
C13F 
C142 
C145 


C148 
C14A 
C14D 
C14F 


C151 
C152 
C153 
C154 
GSS 
57 
C15A 


C15C 
C15F 
C160 
C163 


C164 
C166 
C168 
C169 
C16A 


C16B 
C16E 
C171 


Cf 


E1.73 


汎用 サブ ルー チン 


IWCTA 4 
C39AC2 
C3A0C2 
C3A5C2 
CS 
C326C3 
C3665C 
C340C3 
C340C3 


3E0D 
ED746C3 
3E0A 
1820 


5S 

14 

15 

C8 
3E20 
CD71C1 
18F7 


CD64C1 
DO 
CDB9S5F 
C9 


DB09 
FE7F 
CO 
37 
C9 


CD7S50F 
CDC1SF 
C32CC3 


43 


78 


< パッ ケー ジ ・ ア モン ブル バリ スト 
RND0: JP RND 
ABS0: JP ABS 
JP IF 
INPUT0iJP INPUT 
0TCHR0:JP OTCHR 
OTNUN0 : JP OTNUM 
JP MONHOT 
JP RUN 
紀 RUN 
CRLF: LD A,ODH 
CALL OTCHR 
LD Aa,0AH 
JR OTCHR 


? 〇 ロモ ロ 上 DaC@8 


TAB: 
TAB1 
TAB2 : 


LD D,E 
INC D 

DEC D 

RET Z 

LD AA 
CALL OTCHR 
JR TAB2 


check escape 


<・ ・・ < 


SC CALL ESC1 
RET _NC 
CALL MONIN 


RET 


IN 
BE 
RET 
SCF 
RET 


人 (2) 
7FH 
NZ 


に こま 


inpu 七 a characteF 


INKEY: 


ドコ 


CALL CONIN 
CALL MONCAP 
DTCHR: JP OUTCHR1 

H 

? Ou モ pu 2 digi も ts hexa 


3 
HTMO: LD B,E 


? outpu セ 4 digi も = hexa 





3 
HFOUR: LD AB 


シン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら べ で mm 


C176 CD7EC1 CALL HSUB 
C179 78 LD AB 
C17A E60F AND OFH 
C17C 1806 JR HSUB1 

ま 
C17E E6F0O HSUB: AND OFOH 
C180 OF RRCA 
C181 OF RRCA 
C182 OF RRCA 
C183 0F RRCA 
C184 FEOA HSUB1: CP 0AH 
C186 FA8BC1 JP M,HSUB2 
C189 C60 ァ DD Aa,7 
C18B C630 HSUB2: ADD A,“02^ 
C18D C371C1 JP UTCHR 

ます 

3 〇 ロモ 上 Du 上 ぃ ゅ ュ モ h 千 oFrma モ 

ます 
C190 C5 USING: PUSH BC 
C191 CDA3C1 CALL USUB 
C194 C1 POP BC 
C425 7B LD 全 4L 
C196 81 DD AaA,C 
C197 D68 ァ 7 SUB 87H 
C199 5 ァ 7 LD D,A 
C19A FA55C2 JP M, 0TMSG 
49H CDS52C3 CALL TAB1 
C1A0 C355C2 JP 0TMSG 

ま 
C1A3 7A USUB: LD D 
C1A4 B ァ 7 OR 合 
C1A5 FAABC1 JP M,USUB1 
C1A8 C3B5C1 JP USUB2 

「 」 
C1AB CD2AC2 USUB1: CALL MINUS 
C1AE CDB5C1 CALL USUB2 
C1B1 2B DEC HL 
C1B2 362D LD (HL)。“ー" 
C1B4 C9 RET 

ます 
C1B5 2187ED USUB2: LD HL , UBUF 
C1B8 3600 LD (HL ) ,0 
C1BA E5 USUB3: PUSH HL 
C1BB 210A00 LD HL ,0AH 
C1BE CDCDC1 CALL PACK 
E1C1 7D LD し 
C1C2 C630 ADD  A,“0" 
民 六 4 選 る POP HL 
C1C5 2B DEC HL 
C1C6 7 ァ 7 LD (HL ) ,A 
C1C7 7B LD AE 
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C1C8 B2 OR D 
C1C9 C2BAC1 JE NZ , USUB3 
BC も RET 

ます 
C1CD 0OE00 PACK: LD C,0 
C1CF 0C PACK1: INC C 
C1D0 29 ADD HL,HL 
C1D1 D2CFC1 JP NC,PACK1 
C1D4 CDFDC1 CALL PACK6 
C1D7 E5 PUSH HL 
C1D8 210000 LD HL,0 
C1DB E3 EX (SP ) , HL 
C1DC CDO4C2 PACK2: CALL ISUB 
C1DF 3F CCF 
C1E0 DAE7C1 JP C,PACK3 
C1E3 EB EX DE , HL 
C1E4 19 ADD HL,DE 
C1E5 EB EX DE , HL 
C1E6 B ァ OR 合 
CHIE 世 き PACK3: EX (SP ) , HL 
C1E8 ZD LD AL 
EE の 1Z RLA 
C1EA 6F LD L,A 
C1EB 7C LD AH 
EEC 4347 RLA 
C1ED 6 ァ LD H,A 
C1EE E3 EX (SP ) , HL 
C1EF OD DEC C 
C1F0 CAF92C1 aj 尼 Z,PACK4 
C1F3 CDFCC1 CALL PACK5 
C1F6 C3DCC1 JP PACK2 
C1F9 E1 PACK4: POP HL 
C1FA EB EX DE , HL 
C1FB C9 RET 

す 
E1F BZ PACKS: OR に 1 
COFDL 7 PACK6i LD 全日 
C1FE 1F RRA 
C1FF 6Z LD H,A 
C200 7D LD AL 
C201 1F RRA 
C202 6F LD L,A 
C203 C の 9 RET 

ます 

? ub モビ ac も ュ ion 

ます 
C204 7B ISUB: LD AE 
EZ205 5 SUB L 
C206 5F LD E,A 
C207 7aA LD AD 
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C208 9C SBC Aa,H 

C209 5/ LD D,A 

C20A C2 RET 

C20B F214C2 IDIVS: JP P, IDIVS1 
C20E 04 INC _B 

C20F EB EX DE ,HL 

C210 CD2AC2 CALL MINUS 

C213 EB EX DE , HL 

C214 7A IDIVS1 iLD AD 

C215 B ァ OR 人 

C216 F21DC2 JP P, IDIVS2 
219 08 DEC _B 

C21A CD2AC2 CALL MINUS 

C21D CDCDC1 IDIVS2:CALL PACK 

C220 224EED LD (DIVMK ) , HL 
C223 2A68ED LD HL ,(DIVMK1 ) 
C226 3E00 LD AA,0 

C228 B8 CP B 

C229 C8 RET Z 


C22A 7A MINUS: LD  A,D 


C22B 2F CPL 

C22C 5?Z LD D,A 
C22D 7B LD AE 
C22E 2F CPL 

C22F SF LD E,A 
C230 13 INC DE 

C231 C2 RET 


mul モ ipl1ca セ ion 


て て 


C232 DS MULT: PUSH DE 

C233 OE10 LD C,10H 
C235 110000 LD DE ,0 

C238 E3 IMULT1:EX (SP ) , HL 
C239 CDFCC1 CALL PACKS 
C23C E3 EX (SP ) , HL 
C23D 3003 JR NC, IMULT2 
C23F EB EX DE ,HL 
C240 192 ADD HL,DE 
C241 EB EX DE ,HL 
C242 29 IMULT2iADD HL,HL 
C243 0D DEC C 

C244 20F2 JR NZ , IMULT1 
C246 C1 POP BC 

C24 ア C2 RET 





di りら 181on 
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C248 
C24A 
C24B 
C24C 
C24E 
C24F 
51 
C25S 


258 
C256 
ビグ コア 
C258 
2 クウ 
C25A 
C2SD 
C260 


C262 
C264 
C267 


C26A 
C26C 
C26D 
C26E 
C270 
C273 
C275 


C276 
C279 
C27B 


C27C 
C27D 
27 巨 
C281 
C284 
C28? 
C288 
C289 
C28C 
C28D 
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0600 
KM 
B ァ 7 
20BD 
BS 
20C3 
3E2F 
180D 


AF 

47 

世 

23 

B8 
CASCC1 
CD71C1 
18F5 


3E07 
CD71C1 
C366S5C 


200A 
7B 

B7 
2006 
110100 
F6FF 
C9 


110000 
E600 
C9 


ES 
DS 
2A52ED 
11093D 
CD32C2 
13 
EB 
2252ED 
EB 
E1 


バッ ケー ジ ・ ア モン ブル リス ト 王 


* 
す 


IDIV: LD  B,0 
LD  A,H 
OR Aa 
JR NZ,IDIVS 
OR  L 
JR NZ,IDIVS1 
人 だ" 
JR DIUERR 


O ロ 七 ロロ 七 mm らら ら 89@ 


es 


0TMSG: XOR A 


LD B,A 
DTMSG1 :LD (HL ) 

INC HL 

CP B 

IP Z,ESC 

CALL OTCHR 

JR 0TMSG1 


eFror of d ュ vision 


ロ <・ < 


IVERR:LD 和合 7 
CALL OTCHR 
JP MONHOT 

ME 衝 き JR NZ , IF2 
LD AE 
OR A 
JR NZ , IF2 
LD DE , 1 
OR OFFH 
RET 

IF2: LD DE ,0 
AND 0 
RET 


generate Fandom number 


つつ ・・ < < 


ND: PUSH HL 
PUSH DE 
LD HL ,(RNDBUF ) 
LD DE , 3D02H 
CALL IMULT 
INC DE 
EX DE , HL 
LD (RNDBUF ) , HL 
EX DE , HL 
POP HL 





ーー ツ シ ン 語 に よる 2 決 元 4 目 な 5 で 


C28E 5A LD E,D 
C28F 1600 LD D,0 
C291 CD32C2 CALL IMULT 
C294 5A LD E,D 
C295 1600 LD D,0 
C297 E1 POP HL 
C298 13 INC DE 
C229 C9 RET 


get absolute number 


セー・・・ < 


C29A 7A BS LD 全 ,D 
C29B AaA ァ 7 AND AaA 
C29C FA2AC2 JP M,MINUS 
C29F C9 RET 

? check de ニン @Fo 
C2A0 7A IF LD AD 
C2A1 A ァ 7 AND AaA 
C2A2 C36AC2 JE IF1 

3 1nPu モ も a numbeF 

ま 
C2A5 3E3F INPUT: LD AA の 
C2A7 CD5702 CALL CONOUT 
C2AA CD8A1B CALL INPLN 
C2AD 2196EC LD HL , INBUFF 
C2BO PE LD 合 。(HL ) 
C2B1 FE2B CP "+“ 
C2B3 280F JR Z, INPUT1 
C2BS FE2D GE ビ "ーー" 
C2B7 2812 JR Z, INPUT2 
C2B9 FE24 CP ^ 還 “ 
C2BB 281B JR Z, INPUT3 
C2BD 2195EC LD HL , INBU 
C2C0 CDFDC2 CALL INPUT ァ 
26CS CE ウ RET 

ます 
C2C4 2196EC INPUT1 iLD HL , INBUFF 
C2C7 CDFDC2 CALL INPUT ァ 7 
C2CA C9 RET 

ます 
C2CB 2196EC INPUT2iLD HL , INBUFF 
C2CE CDFDC2 CALL INPUT ァ 7 
C2D1 210000 LD HL ,0 
C2D4 ED52 SBC HL,DE 
C2D6 EB EX DE , HL 
C2D7 C ヶ RET 








C2D8 1197EC INPUT3:LD DE , INBUF 
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C2DB 210000 LD HL,O 


C2DE 1A INPUT4iLD AA,(DE ) 
C2DF CDC1SF CALL MONCAP 
C2E2 FE00 CP 0 

C2E4 280B JR Z, INPUTS 
C2E6 CD392SE CALL MONHCK 
C2E9 3815 JR C,TNPUTS8 
C2EB CD4BSE CALL MONHBN 
C2EE 13 INC DE 
C2EF 18ED JR INPUT4 
C2F1、EB INPUT5:EX DE,HL 
C2F2 C9 RET 

C2F3 E1 INPUT6iPOP HL 
C2F4 37 SCF 

E2FS 3F CCF 

C2F6 3E07 LD 7 
C2F8 CDS5702 CALL CONOUT 
C2FB 18A8 JR INPUT 
C2FD 110000 INPUT7iLD DE ,0 
C300 Dz INPUT8iRST 10H 
C301 DO RET _NC 
C302 ES PUSH HL 
C303 FS PUSH AF 
C304 218819 LD HL , 1288H 
C307 CD2540 CALL CPHLDE 
C30A DA1EC3 JP C, INPUT9 
C30D 62 LD H,D 
C30E 6B LD LE 
C30F 192 ADD HL,DE 
じ C310 22 ADD HL,HL 
E311 419 ADD HL,DE 
312 22 ADD HL,HL 
C333 FS POP AF 
C314 D630 SUB 0" 
C316 SF LD E,A 
C317 1600 LD D,0 
3419 192 ADD HL,DE 
C31A EB EX DE ,HL 
C31B E1 POP HL 
C31C 18E2 JR INPUT8 
C31E F1 INPUT9:POP AF 
C31F E1 POP HL 
C320 18D1 JR INPUT6 


Ou モ pu ロモ a Charact 上 er 








C322 7B CHAR:i LD ALE 
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モデ ーーー デーーーーーーーーーー マシ ン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら べ で ーー ピ 
じ 323 ESZ1CAt JP 0TCHR 


Ou モ pu モ a number 


H 
* 
C326 CDA3C1 OTNUM: CALL USUB 





C329 C355C2 JP  OTMSG 
C32C F5 0TCHR1 :PUSH AF 

C32D 3A58EA LD Az,(TRMFLG) 
C330 FE09 CP 9 

C332 2805 JR  Z,OTCHR3 
C334 F1 POP AF 

C335 CD3500 OTCHR2:CALL DSPCHR 
C338 C9 RET 

C339 F1 0TCHR3:POP AF 

C33A CD2B00 CALL PRNCHR 
C33D 18FG6 JR OTCHR2 
C33F 00 NOP 


XX ほら Cu モ e 上 he 上 a ビ ge も 


つつ ・・ *<。 < 





C340 31FFFF UN: LD SP,BOTTONM 
C343 2100ED LD HL , BASE 
C346 2288ED LD (UBUFF ) , HL 
C349 C300CS JP TARGET 

5 
C34C ‥ - END 








マシ ン 誠 の 入力 











C11E 
じ 121 
C124 
C12A 
C139 
CC24 
ED06 
ED0C 
EDOE 
ED10 
ED12 
ED14 
ED16 
ED18 
ED1A 
ED1C 
ED3E 
ED20 
ED22 
ED24 
ED26 
ED28 
ED2C 
ED2E 
ED30 
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ロ 
すま 


甘 革 沈 甘 革 革 区 区区 区区 区区 区 天天 天天 天天 


we 
す 

H 

ぅ ) 2d4m =ubCou モ ュ nes 

すま 

1 ※※※※※※※※※※※※X※※※※※※※ デ ※ 
> 


ISUBO: EQU 
IMULTO0:EQU 
IDIV0: EQU 
MINUS0:EQU 
OTCHRO :EQU 
MAIN: EQU 
STONE: EQU 
STONE1 :EQU 
MORK1: EQU 
COORD1 :EQU 
COORD2 :EQU 
MORK2: EQU 
DEEP: EQU 
DEEP1: EQU 
MORK3: EQU 
MORK4: EQU 
VECT1: EQU 
VECT2: EQU 
SPACES : EQU 
COORD3:EQU 
COORD4 :EQU 
VALUE: EQU 
ABFLAGiEQU 
PATR: EQU 
VECTOR:EQU 


《 第 117 図 ) 2 次元 4 目 な ら べ ・ サ プル ー チ ン ・ ア セン プル ・ 


0C11EH 
0C121H 
0C124H 
0C12AH 
0C139H 
0CC24H 
0ED06H 
0EDOCH 
0EDOEH 
0ED10H 
0ED12H 
0ED14H 
0ED16H 
0ED18H 
0ED1AH 
0ED1CH 
0ED1EH 
0ED20H 
0ED22H 
0ED24H 
0ED26H 
0ED28H 
0ED2CH 
0ED2EH 
0ED30H 





リス ト 











ぺぺ シン ンー 語 に よる 2 浴 宛 1 日 な ら べ で ーー ピ 


ED32 STACK: EQU  OED32H 











ED34 COORD: EQU 0OED34H 
ED36 PCUS: EQU  OED36H 
ED38 BOARD: EQU  OED38H 
ED4E DIVMK: EQU  OEDA4EH 

ます 

DRG 0C500H 

) entr ッ y of 2qd4m 
C500 C394CC TARGE T : JP MAIN ナメ イン ルー チン へ ジャ ンプ する 

? neGx 七 St 上 On@e 
C503 210000 LISTx LD HL,0 EE 
C506 220EED LD (MORK1),HL く ク リア する 
C509 210000 LD HL ,0 
C50C 2214ED LD 。 CMORK2) 。HL | (WORK2+1) (WORK2) を ルー 
C50F 210500 LD HL ,5 プ ・ カ ウン タ と し て 0 か ら 5 ま で くり 返 
CS532 EB EX DE , HL す 
SS CB3SS CALL LIST1 
C516 D5 LIST1: PUSH DE ] 
CS517 PB5 PUSH DE 
C518 2A14ED LD HL , (MORK2 ) 
C51B EB EX DE , HL 
C51C 2A38ED LD HL , (BOARD ) 
6 4 MM 1 (BOARD+1) (BOARD) の 内 容 
こ 521 2 LD L.(HL ) し 全 0 和 科 革 負 19 NN 寺 玉 全 5 8 時 
し ロ 容 を 加え て 指定 する アド レス の 内 容 が 0 
8 2 4 義和 を 越え て いる 場合 に は 『L1ST6』 に 
C525 210000 LD HL,O SE 
C528 EB EX DE , HL 
CS2 ダ | CON 選 (68 CALL ISUBDO 
BS26 ES26S g 選 P,LIST2 
CS52F CSA2CS JP LIST6 2 

ます 
C532 210600 LIST2: LD HL , 6 (WORK3+1) (WORK3) に 00 
C535 221AED LD (MORK3) ,HL 06H を 格納 する 
C538 D5 LIST3: PUSH DE 
C539 2A14ED LD HL , (MORK2 ) 
C53C EB EX DE , HL 
C53D 2A1AED LD HL , (MORK3 ) 
C540 19 DD HL,DE 
C541 EB EX DE , HL 
C542 2A38ED LD HL ,( BOARD ) (BOARD+1)(BOARD) の 内 容 に 
C545 19 ADD HL , DE (WORK2+1) (WORK2) の 内 容 
C546 D1 POP DE を 加え さら に (WORK3+1) (WOR 
C547 6eE LD . L,(HL) K 3) の 内 容 を 加え て 指定 する アド レス 
C548 2600 LD H,0 の 内 容 が 0 を 越え て いる 場合 に は 『LI 


C54A EB EX DE , HL ST5』」 に ジャ ンプ する 
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C54B 
CS54E 
C54F 
CSS2 
じ つ ら 9 


C558 
C5SB 
Co5C 
CSSE 
C560 
C563 
CS6S. 』 
C56 ァ 7 
C56A 
CS56D 
C570 


C573 
CS576 
CS 
CS57A 
C57B 
CSC 
CS57F 
CS580 
C581 
C584 
C585 
C586 
C589 
C58A 
C58D 
CS5SE 
C58F 
C522 
民 S25 
5 み 6 
52 が 
C59A 
C52B 
じ 52E 
じ ら 5 ジワ F 
C5A2 
C5A5 
C5A6 
C5A9 
C5AA 
CS5AD 
CSAE 
CSAF 
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サブ ルー チン ・ ア セン ブル ・ 


210000 
EB 

CD1EC1 
F258CS5 
C373C5 


2A1AED 
EB 

210600 
19 

221AED 
2A1AED 
EB 

212400 
CBAEC1 
F2Z73CS 
C338C5 


2A16ED 
EB 
210200 
1 め 
EB 
2A0EED 
1 リウ 
EB 
2A32ED 
19 
台 
2A14ED 
EB 
2A1AED 
由 め 
EB 
210600 
CDHECL 
EE も 
8 
2A0EED 
EB 
210100 
ウ 
220EED 
2A14ED 
EB 
210100 
1 
2214ED 
D1 
DS 
CBAEG4 


5 
LIST4: 


LTSTS5 


LIST6: 


LD 
EX 
CALL 
JP 
gP 


LD 
EX 
LD 


ADD 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
LD 
POP 
PUSH 
CALL 


II 


HL,0 

DE ,HL 
ISUBO 
P。LTST4 
LISTS5 


HL , (MORK3 ) 
DE ,HL 
HL ,6 
HL , DE 
(MORK3) ,HL リ 
HL , (MORK3 ) 


DE ,HL (WORK3+1) (WORK3) が 36 


HL , 24H 未満 の と き 『L1ST3」 に も どっ て く 
ISUBO 前 2 


も 1 営 15 
LTST3 フ 


(WORK3+1) (WORK3) に 00 
06H を 加え る 


HL,(DEEP) | 
DE ,HL 

HL , 2 

HL , DE 

DE , HL 

HL , (MORK1 ) 
HL, DE 前 
DE,HL (STACK+1) (STACK) の 内 容 
HL 。 (STACK ) に (WORK1+1) (WORK1) の 内 
HL 。DE 容 を 加え 2 を 加え さら に (DEEP+1) 
HL (DEEP) を 加え て 指定 する アド レス に 
HL , (MORK2 ) (WORK2+1) (WORK2) の 内 容 
DE ,HL に (WORK3+1) (WORK3) の 内 
HL , (MORK3 ) 容 を 加え さら に 6 を 減じ た も の を 格納 す 


HL ,DE 
DE ,HL 
HL,6 
ISUBO 
HL 
(HL ) ,E 
HL,(MORK1) 3 
DE ,HL 
HL , 1 (WORK1+1) (WORK1) に 1 を 
HL ,DE 格納 する 

CMORK1 ) ,HL 
HL , (て UORK2 ) ] 
DE ,HL 

HL , 1 

HL , DE 
(MORK2) ,HL 
DE 

DE 

ISUBO 








(WORK2+ 1) (WORK2) を ルー 
プ ・ カ ウン タ と する くり 返し 処理 の 終了 
を チェ ッ ク す る 


ぺー 語る 2 光正 1 目 だ ら べ ーー 


CS5B2 
CS5B3 
CS5B4 
C5B ァ 7 
C5B8 


C5B 
CSBC 
CS5BD 
CSCO 
CB5C1 
C5C2 
C5C5 
C5C6 
C5C9 
CS5CA 
CSCB 
CSCE 
CS5CD 





CS5CE 
CS5D1 
CS5D4 
CS5D7 
CS5DA 
CSDB 
CSDE 
CSDF 
(CSE グ 
CSE き 
CSE4 
CSES5 
SE 
CSEA 
CSEB 
SEE 
CSEF 
CSF ジ 
CSFS 
CSF4 
CSF 了 
CSF8 
E 品 F 
CS5FA 
CSFC 
CSE 選 
C602 
C603 
C606 





D1 
E1 
FAB9CS5 
ES 
E9 


2A16ED 
EB 
2A32ED 
19 
E5 
2A0EED 
EB 
210200 
1 クウ 
EB 
E 計 
73 
C92 


210000 
2228ED 
210000 
221AED 
DS 
2A1AED 
EB 
2A30ED 
中 

D1 

6E 
2600 
221EED 
DS 
2A1AED 
EB 
210100 
は ウ 

EB 
2A30ED 
せよ ラ 

D1 

6E 
2600 
2220ED 
2A1EED 
EB 
21FF00 
CD3EC1 


POP 
POP 
JP 
PUSH 
JP 
LISTZs ID 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
圏 上 
ADD 
EX 
POP 
LD 
RET 
j calculate 


VAL 


VAL1: 


LD 
LD 
LD 
LD 
EX 
LD 
CALL 


DE 

HL 
M,LIST ァ 
HL 

(HL ) 


HL , (DEEP ) 
DE ,HL 

HL ,(STACK ) 
HL , DE 

HL 

HL , (MORK1 ) 
DE ,HL 
HL , 2 

HL , DE 

DE ,HL 

HL 

(HL ),E 


va lue 


HL,0 
(VALUE ) , HL 
HL,0 
(MORK3) , HL 
DE 

HL , (MORK3 ) 
DE ,HL 

HL , (VECTOR ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 
(VECT1),HL 
DE 

HL , (MORK3) 
DE ,HL 

HL , 1 

HL , DE 

DE ,HL 

HL , (VECTOR ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 
(VECT2 ) 。HL 
HL,(VECT1) 
DE ,HL 
HL , OFFH 
ISUBO 





も の を 格納 する 
メイ ン ル ー チ ン へ も どる 


(STACK+1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP+1) (DEEP) の 内 容 を 
加え て 指定 する アド レス に (WORK1 
+ 1) (WORK 1 ) の 内 容 に 2 を 加え た 
(VALUE+1) (VALUE) を 0 に 
クリ ア す る 

(WORK3+1) (WORK3) を 0 に 
クリ ア す る 

(VECTOR+1) (VECTOR) の 
内 容 に (WORK3+1) (WORK3) 
PP 
を (VECT1+1) (VECT1) に 格 
納 す る 








(VECTOR+1) (VECTOR) の 
内 容 に (WORK3+1) (WORK3) 
の 内 容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 する 
アド レス の 内 容 を (VECT2+1) (V 
ECT2) に 格納 する 


| 
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C609 
C60A 
C60D 
C60E 
C61 1 
C612 
C615 
C616 
C617 
C61A 
C61D 
C620 
C623 
C626 
C629 
C62C 
C62F 
C632 
C635 
C636 
C639 
C63A 
C63D 
C640 
C641 
C644 
C645 
C648 
C649 
C64C 
C64D 
C6S0 
C651 
Ce654 
C657 
じ 65A 
C6SB 
じ 6S5C 
C6SD 
C6SE 
C6SF 
C662 
CS63 
C666 
C662 
C66C 
C66F 
C670 
C671 
C672 
C673 
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サブ ルー チン ・ 


B3 
C21AC6 


D1 

221EED 
2410ED 
2224ED 
2A12ED 
2226ED 
210100 
220EED 
210000 
2222ED 
2A24ED 
EB 

2A1EED 
1 学 

2224ED 
2A26ED 
EB 

2A20ED 
12 

2226ED 


EB - 
CD1EC1 
110000 
F 25BC6 
1 し 

EB 

D1 

EB 

DS 
2A24ED 
EB 
210000 
CD1EC1 
110000 
F270C6 
は 区 

EB 

D1 

め 

EB 


アモ ンプ ブル ・ 


VAL2: 


VAL3: 


VAL4s 


VAL5: 


OR 
JP 
PUSH 
LD 
EX 
CALL 
EX 
POP 
LD 


CALL 


INC 
EX 
POP 
ADD 
EX 


世 

NZ ,VAL2 

DE 

HL , 1 

DE ,HL 
MINUS0O 

DE ,HL 

DE 
(VECT1) HL 
HL ,(COORD1 ) 
(COORD3 ) , HL 
HL (COORD2 ) 
(COORD4 ) , HL 
HL , 1 
(MORK1 ) ,HL 
HL ,0 
(SPACES ) , HL 
HL , (COORD3 ) 
DE ,HL 

HL , (VECT1 ) 
HL , DE 
(COORD3 ) , HL 
HL , (COORD4 ) 
DE ,HL 

HL, (VECT2 ) 
HL , DE 
(COORD4 ) , HL 
DE 

HL , (COORD3 ) 
DE ,HL 

HL,5 

DE ,HL 

ISUBO 

DE ,0 

P,VAL4 

世 

DE ,HL 

DE 

DE ,HL 

DE 

HL , (COORD3 ) 
DE ,HL 

HL , 0 

ISUBO 

DE ,0 

P,VALS 

E 

DE , HL 

DE 

HL , DE 

DE ,HL 


ーー 














(VECT1+1) (VECT1) の 内 容 
が FFH で あれ ば ー- 1 に 変換 する 
(CO00RD1+1) (CO0D1) の 内 
容 を (CO00RD3+1) (CO0RD3) 
に 格納 する 
主導 を 二 全て 
内 容 を (CO00RD4+1) (C00RD 
4) に 格納 する 
(WORK1+1)(WORK1) に 1 を 格 
J 納 す る 
AM 
0 を 格納 する 
(CO00RD3+1) (C00RD3) に 
r(VECT1+1) (VECT1) の 内 容 
を 加え る 
(CO00RD4+1) (CO0RD4) に 
(VECT2 十 1) (VECT2) の 内 容 
を 加え る 
(CO00RD3+1) (CO0RD3) の 








内 容 が 0 一 5 の 範囲 - な いか また は (C 
を 00RD4+1) (COO0RD4) の 内 容 
が 5 を 越え る 場合 に は 『VAL9』」 ヘ へ ジ 
ャ ンプ する 





ーー ーー デー シン 語 に よる 2 光 元 4 目 な りら で mm 


C674 
C675 
C678 
C679 
C67C 
C67D 
C680 
C683 
C686 
C687 
C688 
C689 
C68A 
C68B 
C68C 
C68D 
C620 





C6923 
C694 
Ce 
C628 
C692B 
C62E 
C6A1 
C6A2 
Ce6A3 
C6A6 
C6A7 
C6A8 
C6A9 
C6AB 
C6AE 
C6B1 
C6B2 
C6B5 
C6B8 
C6B9 
C6BC 
C6BF 
C6CO 
C6C3 
Ce6C4 
【 向 <1076 


C6CA 
C6CD 
C6CE 
C6D1 
C6D4 
C6DS 





DS 
2A26ED 
EB 
210500 
EB 
CD1EC1 
110000 
F287C6 
1 も 
EB 
D1 
19 
EB 
7B 
B2 
CA93C6 
C3E3C6 


DS 
2A26ED 
EB 
210600 
CD21C1 
2A24ED 
19 

EB 
2438ED 
9 ン 

D1 

6E 
2600 
2214ED 
2414ED 
EB 


*2A0CED 


CD1EC1 
B3 

C2CAC6 
2A0EED 
EB 

210100 
220EED 
C332C6 


2A14ED 
EB 
210000 
CD1EC1 
B3 
C2E3C6 


VAL6: 


VAL7* 


PUSH 
LD 
EX 


DE 

HL , (COORD4 ) 
DE , HL 
HL ,5 
DE ,HL 
ISUBO 
DE ,0 
P,VAL6 
E 

DE ,HL 
DE 
HL , DE 
DE , HL 
AE 

D 
Z,VAL ァ 7 
VAL9 


DE 

HL , (COORD4 ) 
DE , HL 

HL ,6 

IMULTO 

HL , (COORD3 ) 
HL , DE 

DE ,HL 

HL , (BOARD ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 
(MORK2 ) , HL 
HL , (MORK2 ) 
DE , HL 

HL ,(STONE1 ) 
ISUBO 

E 

NZ, VAL8 
HL,(UORK1 ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 
(MORK1 ) ,HL 
VAL3 


HL , (MORK2 ) 
DE , HL 

HL , 0 

ISUB0O 

E 

NZ , VAL9 








(BOARD+1) (BOARD) の 内 容 
に (CO0RD4+1) (CO0RD4) 
の 内 容 を 6 倍 し て (CO00RD3+1) 
(C00RD3) の 内 容 を 加え た も の を 加 
えて 指定 する アド レス の 内 容 を (WOR 
K2+ 1) (WORK2) に 格納 する 


。 


フ 
4 





(WORK2+ 1) (WORK2) の 内 容 


と (STONE1+1)(STONE1) の 
内 容 が 等 し い 場合 に は (WORK1+1) 
(WORK1) の 内 容 に 1 を 加え て 「『V 


AL3』 に も どる 


(WORK2+1) (WORK2) の 内 容 
が 0 で ある 場合 に は (SPACES+1) 
(SPACES) の 内 容 に 1 を 加え る 
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C6D8 
C6DB 
C6DC 
C6DF 
Ce6E0 
C6E3 
C6E6 
C6E9 
C6EC 
C6EF 
C6F2 
Ce6F3 
C6F6 
C6F9 
C6FA 
C6FD 
CZ00 
701 
C704 
C707 
C708 
C70B 
C70C 
C70F 
C710 
7Z48 
C714 
C717 
C71A 
C71D 
Ei73E 
EZ1F 
C720 
C721 
2 
C725 
C726 
C729 
C72C 
じ 72F 
C732 
C733 
C734 
じ 735 
C736 
C737 
C738 
CZ3B 
じ 73 ヒ 
961 
C742 
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サ プ ブルー チン ・ ア モン ブル ・ リ スト と 


2A22ED 


2224ED 
2A12ED 
2226ED 
2A24ED 
EB 

2A1EED 
CD1EC1 
EB 

2224ED 
2A26ED 
EB 

2A20ED 
CD1EC1 
EB 

2226ED 


EB 
CD1EC1 
110000 
F23EC7 
1C 
EB 
D1 
EB 
DS 
2A24ED 
EB 
210000 
CD1EC1 
110000 
F233C ア 7 
1C 
EB 
D1 
1 
EB 
DS 
2A26ED 
EB 
210000 
CD3EC じ 3 
110000 


VAL9! 


VAL10: 


VAL11: 


VAL12: 


LD 
EX 
LD 
ADD 


CALL 


PUSH 
LD 
EX 
LD 
EX 
CALL 
LD 
JE 
INC 
EX ' 
POP 
EX 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
LD 
JP 
INC 
EX 
POP 
ADD 
EX 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
LD 


HL , (SPACES ) 
DE ,HL 

HL ,1 

HL ,DE 
(SPACES ) ,HL 
HL ,(COORD1 ) 
(COORD3) ,HL 
HL ,(COORD2 ) 
(COORD4 ) ,HL 
HL ,(COORD3) 
DE ,HL 

HL ,(VECT1 ) 
1SUBO 

DE ,HL 
(COORD3) ,HL 
HL ,(COORD4 ) 
DE ,HL 
HL,(VECT2) し 
ISUBO 

DE ,HL 
(COORD4 ) ,HL 
DE 

HL ,(COORD3 ) 
DE ,HL 

HL ,5 

DE ,HL 

1SUBO 

DE ,0 
P,VAL11 

E 

DE ,HL 

DE 

DE ,HL 

DE 

HL ,(COORD3 ) 
DE ,HL 

HL,0 

ISUBO 

DE ,0 
P,VAL12 

ee | 
DE ,HL 

DE 

HL ,DE 

DE ,HL 

DE 

HL ,(COORD4 ) 
DE ,HL 

HL ,0 

ISUBO 

DE ,0 




















(CO0RD1+1) (CO00RD1) の 
内 容 を (CO00RD3+1) (CO0RD 
3) に 格納 する 

(CO0RD2+1) (CO0RD2) の 
内 容 を (C00RD4+1)(CO0RD 
4) に 格納 する 

(CO00RD3+1) (CO00RD3) の 
内 容 か ら (VECT1+1) (VECT1) 
の 内 容 を 減じ る 

(CO00RD4+1) (CO0RD4) の 
内 容 か ら (VECT2+1) (VECT2) 
の 内 容 を 減じ る 

(CO00RD3+1) (C00RD3) の 
内 容 が 0 一 5 の 範囲 に な いか また は (C 
00RD4+1)・(C00RD4) の 内 容 


が 0 未満 の 場合 に は 『V A L16』」 ヘ へ ジャ 
ンプ する 








ーー シン 語 に よる 2 次 元 4 目 な 5 で ーー 


C745 
C748 
C749 
C74A 
C74B 
C74C 
C74D 
C74E 
C74F 
じ 752 


C755 
C756 
C759 
C75A 
C?5D 
CZe0 
C763 
C764 
C7e5 
C7e8 
C769 
CZ6A 
C7eB 
C7eD 
C770 
C773 
C774 
ビア アア 
CZ7A 
C77B 
CZ7E 
C781 
C782 
C785 
C786 
C789 


C78C 
C78F 
C790 
C723 
C726 
C79Z 
C79A 
C79D 
CZ2E 
C7A1 
C7A2 


C7A5 
C7A8 





F249C ァ 7 
1 じ 
EB 
D1 
19 
EB 
7B 
B2 
CASSC ァ 
C3A5C ァ 


DS 
2A426ED 
EB 
210600 
CD21C1 
2A24ED 
1 ウ 

EB 
2A38ED 
上 

D1 

6E 
2600 
2214ED 
2A14ED 
EB 
2A0CED 
CD1EC1 
B3 
C28CC ァ 
2A0EED 
EB 
210100 
19 
220EED 
C3EFC6 


2A14ED 
EB 

210000 
CD1EC1 
B3 

C2A5C ァ 7 
2A22ED 


2222ED 


2A0EED 
EB 


VAL13: 


VAaL14: 


5 
VAL15: 


VAL16: 


JP 
INC 
EX 
POP 
ADD 
EX 
LD 
OR 
JP 
JP 


PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
LD 
ADD 
EX 
LD 
ADD 
POE 
LD 
LD 
LD 
LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
JP 
LD 
EX 
LD 
ADD 


JP 


LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
JP 
LD 
EX 
LD 
ADD 
LD 


LD 
EX 


P,VAaL13 
世 

DE ,HL 
DE 
HL , DE 
DE , HL 
AE 

D 
Z,VAL14 
VAL16 


DE 

HL , (COORD4 ) 
DE , HL 

HL ,6 

IMULT0O 

HL , (COORD3 ) 
HL , DE 

DE ,HL 

HL , (BOARD ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 
(MORK2 ) , HL 
HL , (MORK2 ) 
DE , HL 

HL, (STONE1 ) 
ISUBO 

E 

NZ , VAL15 
HL , (MORK1 ) 
DE ,HL・ 

HL , 1 

HL , DE 
(MORK1 ) , HL 
VAL10 


HL , (MORK2 ) 
DE ,HL 

HL,0 

ISUBO 

世 

NZ ,VAL16 
HL, (SPACES ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 
(SPACES ) , HL 


HL , (MORK1 ) 
DE ,HL 


RN 


(BOARD+1) (BOARD) の 内 容 
に (CO00RD4+1) (C00RD4) 
の 内 容 を 6 倍 し て (C00RD3+1) 
(C00RD3) の 内 容 を 加え た も の を 加 
えて 指定 する アド レス の 内 容 を (WO0R 
K 2+ 1) (WORK2) に 格納 する 





(WORK2+1) (WORK2) の 内 容 
と (STONE1+1)(STONE1) の 
内 容 が 等 し い 場合 に は (WORK1+1) 
(WORK 1 ) の 内 容 に 1 を 加え て 『「VA 


L 1 0」 に も どる 

3 
(WORK2+1) (WORK2) の 内 容 
が 0 の 場合 に は (SPACES+1) (S 
PACES) の 内 容 に 1 を 加え る 





| 


195 





ーー 第 29 章 


C7A92 
C7AC 
C7AD 
C7BO 
C7B3 
C7B6 
C7B9 


C7BC 
CZBF 
C7CO 
C7C3 
C7C6 
SW 。 
GPC 
67CE 
C7DO 
C7D1 
C7D4 
C7DS 
C7D8 
C7DB 
C7DC 
C7DF 
C?7E0O 
C7E3 
C7E6 
ET 
C7EA 
C7ED 
C7F0 


EYFS き 
CZF6 
CEY 
C7FA 
CFD 
必中 
C801 
C804 
C805 
C808 
C80B 
C80C 
C80F 





C810 
C813 
C816 
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サブ ルー チン ・ ア モン ブル ・ 


210300 
EB 

CD1EC1 
F2BCC ァ 7 
21C800 
2228ED 
ES3FSC 


2A0EED 
EB 
2A0EED 
CD21C1 
2A22ED 
CD21C1 
210100 
19 
EB 
2A28ED 
19 
2228ED 
2A1AED 
EB 
210200 
19 
221AED 
2A1AED 
居 B 
210700 
CD1EC1 
FISC で 
C3DACS 


2A06ED 
EB 
2A0CED 
CD1EC1 
B3 
Ca0FC8 
21C9200 
EB 
2A28ED 
CD1EC1 
EB 
2228ED 
ウゥ 


2A16ED 
2218ED 
2A16ED 


VAL17: 


タ 
VaL18: LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
JP 
LD 
EX 
LD 
CALL 
EX 
LD 
VAL19: RET 


HL , 3 

DE ,HL 
ISUBO 
P,VAL17 
HL , 0C8H 
(VALUE ) ,HL 
VAL18 員 


HL ,(UORK1 ) 
DE ,HL 

HL ,(UORK1 ) 
IMULTO 

HL , (SPACES ) 
IMULTO 

HL , 1 

HL , DE 

DE ,HL 

HL , (VALUE ) 
HL , DE 
(VALUE ) ,HL J 
HL , (MORK3) ] 
DE , HL 
HL , 2 し 
HL , DE 
(MORK3),HL J 
HL , (MORK3 ) 
DE , HL 

HL ,? 

ISUBO 
P,VAL18 
VAL 1 フ 





HL,(STONE ) ] 


サリ スト 室生 OO 


(WORK1+1) (WORK1) の 内 容 
が 3 を 越え る 場合 に は (VALUE+1) 
(VALUE) に 格納 し て 『VAL18』 
へ ジャ ンプ する 


(WORK1+1) (WORK1) の 内 容 
を 2 乗 し て (SPACES+1) (SPA 
C E S ) の 内 容 を 乗じ 1 を 加え さら に (V 
ALUE+1) (VALUE) の 内 容 を 加 
えた も の を (VALUE+1) (VALU 
E) に 格納 する 


(WORK3+ 1) (WORK3) の 内 容 
に 2 を 加え る 


(WORK3+1) (WORK3) の 内 容 
が 7 未満 の 場合 に は 『VAL1』」 へ も ど 
っ て くり 返す 


DE , HL 

HL ,(STONE1 ) 

ISUBO (STONE+1) (STONE) の 内 容 
ヨ と (STONE1+1) (STONE1) 
Z,VAL19 の 内 容 が 異な る 場合 に は 201 か ら (V 
HL , 0C2H ALUE+1) (VALUE) の 内 容 を 減 
DE ,HL じ て (VALUE+1) (VALUE) に 
HL , (VALUE ) 格納 する 

ISUBO 

DE , HL 





(VALUE ) , HL 1 


backup a-b 


: 
BACK: LD 
LD 


LD 


HL , (DEEP ) 
(DEEP1 ) ,HL 
HL,(DEEP) ] 


メイ ン ル ー チ ン へ も どる 


(DEEP+1)(DEEP) の 内 容 を (D 
EEP1+1)(DEEP 1) に 退避 する 





ーー ツ シ ン 語 に よる 2 次 元 4 目 な 5 で ーー 


C819 
C81A 
C81D 
C820 
C821 
C824 
C827 
C828 
C82B 
C82E 
C82F 
C832 
C835 
C838 
C839 
C83C 
C83D 
C840 
C843 
C844 
C845 
C848 
C849 
C84C 
C84F 
C852 


C855 
C856 
C852 
C8SA 
CS5D 
C8SE 
C8SF 
C862 
C863 
C864 
C865 
C86 ァ 7 
C868 
C869 
C86C 
C86D 
C870 
C871 
C872 
C875 
C876 
C87 ァ 
C878 
C87A 





EB 
210800 
CD1EC1 
EB 
2216ED 
210300 
EB 
2A0CED 
CD1EC1 
EB 
220CED 
210000 
222 じ EB 
DS 
2416ED 
EB 
211000 
CD24C1 
EB 
D1 
2A4EED 
EB 
210800 
CD1EC1 
FASSC8 
C3D0C8 


D5 
2A18ED 
EB 
210100 
由 当 

EB 
2A32ED 
19 

D1 

@ 世 
2600 
EB 

DS 
2A16ED 
EB 
210100 
19 

EB 
2A32ED 
よ 

D1 

6E 
2600 
EB 


BACK1 : 


EX 
LD 
CALL 
EX 
LD 


DE , HL 
HL ,8 
ISUBO 
DE , HL 
(DEEP ) , HL 
HL ,3 
DE ,HL 


HL ,(STONE1 ) 


ISUBO 
DE , HL 


(STONE1 ) ,HL 


HL,0 


(ABFLAG ) , HL 


DE 

HL , (DEEP ) 
DE , HL 
HL , 10H 
IDIVO 

DE ,HL 

DE 
HL,(DIVMK ) 
DE , HL 
HL,8 
ISUBO 
M,BACK1 
BACK3 


DE 

HL , (DEEP1 ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 
DE , HL 

HL, (STACK ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 

DE ,HL 

DE 

HL , (DEEP ) 
DE ,HL 

HL , 1 

HL , DE 

DE ,HL 

HL ,(STACK ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 

DE , HL 


(DEEP+1) (DEEP) の 内 容 か ら 
8 を 減じ る 
(STONE1+1) (STONE) の 内 


容 が 1 で あれ ば 2 に 2 で あれ ば 1 に 変換 
する 


(ABFLAG+1) (ABFLAG) に 
0 を 格納 する 
(DEEP+1) (DEEP) の 内 容 を 16 


で 割っ た 剰余 が 8 以上 の 場合 に は 『BA 
C K 3」 へ ジャ ンプ する 


| 


(STACK+1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP1+1) (DEEP1) の 内 
容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 する アド 
レス の 内 容 が (STACK+1) (STA 
CK) の 内 容 に (DEEP+1) (DEE 
P) の 内 容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 
する アド レス の 内 容 以下 の 場合 に は (S 
TACK+1) (STACK) の 内 容 に 
(DEEP1+1) (DEEP1) の 内 容 
を 加え さら に 1 を 加え て 指定 する アド レ 
ス に FFH を 格納 し て メイ ン ・ ル ー チ ン 
へ も どる 
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C87B CD1EC1 CALL ISUBO 
C87E FA96C8 JP 。M,BACK2 
C881 2A18ED LD HL,(DEEP1) 
C884 EB EX DE,HL 
C885 210100 LD HL,1 
C888 19 ADD HL,DE 
C889 EB EX DE,HL 
C88A 2A32ED LD HL,(STACK ) 
C88D 19 ADD HL,DE 
C88E E5 PUSH HL 
C88F 21FF0OO LD HL,OFFH 
C892 EB EX DE,HL 
C8923 E1 POP HL 
C894 73 LD (HL),E 
C895 C9 RET J 
すま 
C826 2A16ED BACK2: LD HL,(DEEP) ] 
C829 EB EX DE,HL 
C89A 210100 LD HL,1 
C82D 19 ADD HL,DE 
C89E EB 。 EX 。 DE,HL 
C89F 2A32ED LD HL,(STACK ) 
C8A2 19 ADD HL,DE 
二 6 較 (STACK+1) (STACK) の 内 容 
C8A5 2A18ED ee 
C8A8 EB EX DE 。HL 容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 する アド 
C8A2 210100 LD HL,1 VS 講和 
C8AC 19 ADD HL,DE 9 季 間 fs まず 19 4E 人 FE 
C8AD EB FX DE ,HL P ) の 内 容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 
C8AE 2A32ED LI 旨 WSTANEKD 1 PR 
C8B1 19 ADD HL,DE 
C8B2 D1 POP DE 
C8B3 6E LD  L,(HL) 
C8B4 2600 LD  H,O 
C8B6 EB EX DE,HL 
C8B7 E1 POP HL 
C8B8 73 ED 9 二 J 
C8B9 2A18ED LD HL,(DEEP1) ] 
C8BC EB EX DE,HL 
C8BD 210100 LD HL,1 
C8CO 19 ADD HL,DE 
C8C1 EB EX DE,HL 晴 
C8C2 2A32ED LD HL,(STACK) LoeEitD (PD 2 
C8C5 19 ADD HL,DE 7 
C8C6 E5 PUSH HL 容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 する アド 
C8C7 21FFOO LD HL,OFFH Eo 
C8CA EB EX DE,HL 
C8CB E1 POP HL 
ESGC 78 LD (HL),E 
C8CD C347C9 JP BACK5 





TBACK5』 ヘ へ ジャ ンプ する 
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ンー ラウ 和正 1 日 だ ら べ で 


C8D0 
C8D1 
C8D4 
C8DS 
C8D8 
C8D9 
C8DA 
C8DD 
C8DE 
C8DF 
C8E0 
C8E2 
C8E3 
C8E4 
C8E ァ 7 
CSE8 
CS8EB 
CSEC 
C8ED 
C8F0 
CB8F 1 
C8F 2 
CSFS 
C8FS 
C8F8 
C8FB 
C8FE 
C8FF 
C902 
C903 
C ゥ 04 
C207 
C208 
C209 
C920C 
C20D 
C90E 
C20F 





C910 
じみ 13 
C914 
じ ジ 1 
C9218 
じ め 21 の 9 
CE 
C21D 
C1E 
じ ラ 1F 
じ ワ タク 





DS 
2A18ED 
EB 
210100 
19 

EB 
2A32ED 
19 

D1 

6E 
2600 
EB 

DS 
2A16ED 
EB 
210100 
19 

EB 
2A32ED 
1 


2A16ED 
EB 
210100 
12 
EB 
2A432ED 
1 の 
Ss) 
DS 
2A18ED 
EB 


BACK3: 


BACK4 : 


PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 
LD 
EX 
PUSH 
LD 
EX 


DE 

HL ,(DEEP1 ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 

DE ,HL 

HL, (STACK ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 

DE , HL 

DE 

HL ,(DEEP ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 
DE , HL 

HL ,。(STACK ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 

ISUB0O 
M,BACK4 
HL,(DEEP1 ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 

DE ,HL 
HL,(STACK ) 
HL , DE 

HL 

HL ,0 

DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 


HL, (DEEP ) 
DE ,HL 

HL , 1 

HL , DE 
DE , HL 

HL ,(STACK ) 
HL , DE 

HL 

DE 

HL ,(DEEP1 ) 
DE ,HL 


+ 


(STACK+1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP1+1) (DEEP1) の 内 
容 を 加え さら に ] を 加え て 指定 する アド 
レス の 内 容 が (STACK+1) (STA 
CK) の 内 容 に (DEEP+1) (DEE 
P) の 内 容 以上 の 場合 に は (STACK 
+1) (STACK) の 内 容 に (DEEP 
1+1) (DEEP 1) の 内 容 を 加え さら 
に 1 を 加え て 指定 する アド レス に 0 を 格 
納 し て メイ ン ・ ル ー チ ン へ も どる 








] 


(STACK+1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP1+1) (DEEP1) の 内 
容 を (STACK+1) (STACK) の 
内 容 に (DEEP 二 1) (DEEP) の 内 
容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 する アド 
し と 性 科 者 する 
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C923 210100 LD HL , 1 

C926 19 ADD HL,DE 

C927 EB EX DE ,HL 

C928 2A32ED LD HL , (STACK ) 

C92B 19 ADD HL,DE 

226 POP DE 

C92D 6E LD に 3 

C92E 2600 LD H,0 

C930 EB EX DE , HL 

らら 284 世 1 POP HL 

じ 232 7 LD (HL ) ,E マ 

C933 2A18ED LD HL, (DEEP1 ) 0 

C936 EB EX DE , HL 

C937 210100 LD HL , 1 

C93A 19 ADD HL,DE 

C93B EB EX DE , HL (STACK+1) (STACK) の 内 容 
C93C 2A32ED LD HL , (STACK ) に (DEEP1+1) (DEEP1) の 内 
C93F 19 ADD HL,DE 容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 する アド 
C940 E5 PUSH HL レス に 0 を 格納 する 

C941 210000 LD HL ,0 

C944 EB EX DE , HL 

C245 E1 POP HL ] 

C946 73 k 回 (HLL)。E 

C947 2A16ED BACK5: LD HL。《DEEP ) ] 

C94A EB EX DE , HL 

C?4B 210000 LD HL ,0 

C94E CD1EC1 CALL ISUBO 

C951 B3 OR E 

C952 C276C の JP NZ , BACK6 

C955 D5 PUSH DE 

C256 210000 LD HL ,0 

C9259 EB EX DE ,HL 

C95A 2A32EI LD HL ,(STACK ) (DEEP+1) (DEEP) の 内 容 が 0 
じ 25D 19 ADD HL,DE の 場合 に は (STACK+1) (STAC 
C2SE DD1 POP DE K) で 指定 する アド レス の 内 容 を (WO 
C95F 6E LD L,(HL ) R K 4+ 1 ) (WO R K 4) に 格納 し さら 
C960 2600 LD H,0 に その 値 に (STACK+1) (STAC 
C962 221CED LD (MORK4 ) , HL K) の 内 容 を 加え て 指定 する アド レス の 
CE965 5 PUSH DE 内 容 を (CO00RD+1) (CO0RD) 
C266 2A1CED LD HL , (MORK4 ) に 格納 し て メイ ン ・ ル ー チ ン へ も どる 

C969 EB EX DE ,HL 

C96A 2A32ED LD HL , (STACK ) 

C96D 19 ADD HL,DE 

C26E D1 POP DE 

C926F 6E LD L,(HL ) 

C ゥ 70 2600 LD H,0 

C972 2234ED LD (COORD ) , HL 

C975 6 RET み 

C976 2A18ED BACK6gi LD HL ,(DEEP1 ) 

C979 EB EX DE , HL 
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C97A 
C97D 
C280 
C281 
C9284 
C9287 
C988 
C98B 
C98E 
C991 


C992 
じ ウ 98 
C9296 
じ め 2 クア 
C99A 
C29D 
CE 
C99F 
C9A2 
C9A3 
C9A6 
C9A9 
C2AC 


C2AF 
C9B0 
C2B3 
C2B4 
C9B ァ 7 
C2B8 
C9B9 
C9BC 
C9BD 
C2BE 
C2BF 
C92C1 
C2C2 
C9C3 
C2C6 
CZ 
C9CA 
C2CB 
じ 2CC 
C2CF 
C9D0 
C9D1 
C9D2 
C92D4 
C2D ァ 
C2DA 


211000 
CD1EC1 
EB 

2218ED 
2A18ED 
EB 

210000 
CD1EC1 
F 292C じ 9 
C ウ 


DS 
2A16ED 
EB 
211000 
CD24C1 
EB 
D1 
2A4EED 
EB 
210800 
CD1EC1 
F AAFC ウ 9 
C3E4C9 


BS 
2A16ED 
EB 
210100 
1② 

EB 
2432ED 
19 

D1 

6E 
2600 
EB 

DS 
2A18ED 
EB 
210100 
12 

EB 
2A32ED 
19 

D1 

6E 
2600 
CD1EC1 
F2DDC9 
C376C9 


BACK7: 


BACK8: 


CALL 


PUSH 


ADD 
POP 
LD 
LD 
CALL 


JP 





HL , 10H 
ISUBO 
DE , HL 
(DEEP1 ) , HL 
HL , (DEEP1 ) 
DE ,HL 

HL,0 

ISUBO 
P,BACK? 


DE 

HL ,(DEEP ) 
DE ,HL 
HL , 10H 
IDIVO 

DE ,HL 

DE 

HL, (DIVMK ) 
DE ,HL 
HL , 8 
ISUB0O 
M,BACK8S 
BACK10 


DE 

HL ,(DEEP ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 

DE ,HL 

HL ,(STACK ) 
HL , DE 

DE 

に 。 (HL ) 

H,0 

DE , HL 

DE 

HL , (DEEP1 ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 
DE , HL 

HL ,(STACK ) 
HL ,DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 

ISUBO 

P, BACK9 
BACK6 


マシ ン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら べ で 


(DEEP1+1) (DEEP1) の 内 容 
か ら 1 6 を 減じ る 


(DEEP1+1) (DEEP1) の 内 容 
が 0 未満 の 場合 に は メイ ン ・ ル ー チ ン へ ヘ へ 
も どる 


し 





(DEEP+1) (DEEP) の 内 容 を 16 
0 で 割っ た 剰余 が 8 以上 の 場合 に は 『B A 
C K 1 0』」 へ ジャ ンプ する 





] 





(STACK+1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP+1) (DEEP) の 内 容 を 
加え さら に 1 を 加え て 指定 する アド レス 
の 内 容 が (STACK+1)(STACK) 
の 内 容 に (DEEP1+1) (DEEP1) 
の 内 容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 する 
アド レス の 内 容 未 満 の 場合 に は 『BAC 
K 6」 へ も どっ て くり 返す 
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C2DD 
C2E0 
C2E3 


C2E4 
GES 
C9E8 
じ め E ウ 
CEC 
C2ED 
CE 選 
し の ド 和 
C ウ F ジ 2 
GOES 
C9F4 
C9F6 
CFP 
C2F8 
選 選 区 
EE 
CEF 
CA00 
CA01 
CA04 
CA05 
CA06 
CA0 
CA092 
CA0A 
CA0D 
CA10 





CA13 
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能 。 グー チ マツ 


210100 
222CED 
じ タ 


DS 
2A16ED 
EB 
210100 
19 

EB 
2A32ED 
1 

D1 

6E 
2600 
EB 

DS 
2A18ED 
EB 
210100 
邊 旬 

EB 
2A32ED 
の 

D1 

6E 
2600 
EB 
CD1EC1 
F 213CA 
C376C ウ 


C3DDC9 


210000 
2212ED 
2A10ED 
EB 
210400 
CD21C1 
210200 
中 
2216ED 
DS 
210600 
EB 
2A10ED 
1 の 


アモ セン プル ・ 


BACK9: LD 
LD 
RET 


BACK10:PUSH 
LD 
EX 
し 婦 
ADD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 
LD 
EX 
PUSH 
LD 
EX 
LD 


BACK11:JP 
) an1ma モ tion 


DISP: LD 


HL , 1 
(ABFLAG) , HL 


DE 

HL ,(DEEP ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 

DE ,HL 
HL,(STACK ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 

DE ,HL 

DE 
HL,(DEEP1 ) 
DE ,HL 

HL , 1 

HL , DE 

DE ,HL 

HL ,(STACK ) 
HL, DE 

DE 

L。(HL ) 

H,0 

DE ,HL 
1SUBO 
P,BACK1 1 
BACK6 


BACK ラ 


HL , 0 
(COORD2 ) , HL 
HL ,(COORD1 ) 
DE ,HL 

HL ,4 

IMULTO 

HL , 2 

HL , DE 
(DEEP ) , HL 
DE 

HL ,6 

DE , HL 

HL ,(COORD1 ) 
HL , DE 


和央 


(ABFLAG+1) (ABFLAG) を 
1 に セッ ト し て メイ シン ・ ル ー チ ン へ も ど 
る 


! 


ノブ 


ゝ 


(STACK+1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP+1) (DEEP) の 内 容 を 
加え さら に 1 を 加え て 指定 する アド レス 
の 内 容 が (STACK+1) (STACK) 
の 内 容 に (DEEP1+1) (DEEP1) 
の 内 容 を 加え さら に 1 を 加え て 指定 する 
アド レス の 内 容 を 越え る 場合 に は 『BA 
CK』 へ も どっ て くり 返す 





TBACK9』 へ も どっ て くり 返す 





(CO00RD2+1) (CO00RD2) に 
0 を 格納 する 
(CO0RD1+1) (CO00D1) の 内 


容 を 4 倍 し て 2 を 加え た も の を (DEE 
P+1) (DEEP) に 格納 する 





ーー ニニ ーーーーーーーーmーーーーーーーー シン 語 に よる 2 決 元 4 目 な ら で ーー 


CA36 
CA37 
CA3A 
CA3B 
CA3C 
CA3D 
CA3F 
CA40 
CA43 
CA44 
CA47 
CA4A 


CA4D 
CA50 
CA53 
CA54 
CA5? 
CA58 
CASB 
CASE 
CA61 
CA62 
Ca65 
CA68 
CA69 
CA6C 
CAe6F 
CA72 
CA73 
CA74 
CA77 
じ CA78 
CA7B 
CA7E 
CA81 
CA84 
CA85 
CA88 
CA89 
CA8C 
CA8D 
CA90 
CA91 
CA94 
CA95 
CA96 
CA99 
CA9A 
CA2B 
CA2E 





EB 
2A38ED 
届 


110000 
CDS3CA 


210300 
CD21C1 
210800 
昌 め 

EB 

CD77CA 
DS 

CD46CB 
210100 
221CED 
21F401 


221CED 
D1 
DS 
CD1EC1 
D1 
3 
FAA0CA 
3 に 


DISP1 : 
DISP2: 


DISP3: 


DISP4: 


EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 


CALL 
PUSH 


EX 
LD 
ADD 
LD 
POP 
PUSH 
CALL 
POP 
POP 
JP 
PUSH 


DE ,HL 
HL , (BOARD ) 
HL , DE 
DE 
L,(HL ) 
H,0 

DE ,HL 
HL ,0 
DE , HL 
ISUBO 
P,DISP1 
DISP9 


DE ,0 

DISP2 

DE 

HL , (COORD2 ) 
DE , HL 

HL ,3 
IMULTO 

HL ,6 

HL , DE 
(DEEP1),HL 
HL , (COORD2 ) 
DE ,HL 

HL,3 
IMULTO 
HL,8 

HL , DE 
DE , HL 
DISP3 

DE 

DSUB 

HL , 1 
(MORK4 ) ,HL 
HL , 500 

DE ,HL 
DISP4 

DE 

HL , (MORK4 ) 
DE ,HL 

料 L 1 

HL , DE 
(MORK4 ) ,HL 
DE 

DE 

ISUBO 

DE 

HL 

M,DISP5 

HL 


(BOARD+1) (BOARD) の 内 容 
に 6 を 加え さら に (CO0RD1+1) 
(で 00RD 1) の の 寺 を えて 拓 を する 
アド レス の 内 容 が 0 を 越え る 場合 に は 
『D1SP9』 ヘ へ ジャ ンプ する 





グ 


プロ グラ ム ・ カ ウン タ (PC) の 値 を スタ 
ッ ク へ 退避 する 
0 を スタ ッ ク へ 退避 する 


(DEEP1+1) (DEEP1) を ルー 
プ ・ カ ウシ ジ シタ と し て (COORD2+1) 
(C00RD2) の 内 容 を 3 倍 し て 6 を 加 
えた 値 か ら 3 倍 し て 8 を 加え た 値 ま で 3 
回 の くり 返し 処理 を 行う 














\ 1 個 の 石 を 表示 する 


ミ 


(WORK4+1) (WORK4) を ルー 
プ ・ カ ウン タ と し て 500 回 の くり 返し 
処理 を 行い 時 間 を 浪費 する 
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サブ ルー チン ・ 


E92 


CD37CC 
2A18ED 
EB 
210100 
02 
2218ED 


2412ED 
EB 
210100 
2 
ダ 212EDD 


) DS 


DS 
2A12ED 
EB 
210100 
42 
EB 
210600 
CD21C1 
2A10ED 
19 


210000 
EB 
BIEGL 
110000 
F2F 2CA 
1C 
EB 
D1 
EB 
DS 
2A12ED 


アセ シン プル 


H 
DISPS: 


H 
DISP6: 


DISP ァ : 




















誠に 
JP (HL) フ 
CALL DERA1 / の 上 を 消去 する 
LD HL,(DEEP1 ) 
EX DE , HL 
LD | 
ADD HL,DE 
LD (DEEP1 ) , HL 
POP DE (DEEP1+1) (DEEP1) を ルー 
PUSH DE ヶ プ ・ カ ウン タ と する くり 返し 処理 の 終了 
CALL ISUBO を チェ ッ ク す る 
POP DE 
POP HL 
JP M,DISP6 
PUSH HL 
JP (HL ) 
LD HL , (COORD2 ) 
EX DE , HL 
LD HL , 1 (CO0RD2+1) (CO0RD2) の 
ADD HL,DE 内 容 に 1 を 加え る 
LD (COORD2 ) , HL ) 
PUSH DE ] 
PUSH DE 
LD HL , (COORD2 ) 
EX DE , HL 
LD HL , 1 
ADD HL.DE 
EX DE , HL 
LD HL , 6 
CALL IMULTO 
LD HL , (COORD1 ) 
ADD HL,DE 
EX DE ,HL 
LD HL , (BOARD ) 
ADD HL,DE 
POP DE 
LD L,(HL ) 
LD H,0 
EX DE , HL 
LD HL ,0 
Rn (BOARD+1) (BOARD) の 内 容 
LD DE 。0 に (CO0RD2+1) (CO00RD2) 
JP P DISP? の 内 容 を 加え 1 を 加え 6 倍 し て さら に 
INC E' (C00RD1+1) (CO00RD1) の 
EX DE ,HL 内 容 を 加え て 指定 する ア ドレ ス の 内 容 が 
POP DE 0 以下 で か つ (CO0RD2Z+1) (CO0 
EX DE,HL 0 RD2) の 内 容 が 4 以下 の 場合 に の み 
PUSH DE 『D1SP2』 に も どっ て くり 返す 
LD HL , (COORD2 ) 


ーー デー で シン 語 に よる 2 決 元 4 目 な ら べ で me ピ 











CAF9 EB EX DE , HL 

CAFA 210400 LD HL ,4 

CAFD EB EX DE , HL 

CAFE CD1EC1 CALL ISUBO 

CB01 110000 LD DE ,0 

CB04 F208CB JP P,DISP8 

CB07 1C INC EE 

CB08 EB DISP8: EX DE , HL 

CB09 D1 POP DE 

CBOA 19 ADD HL,DE 

CBOB D1 POP DE 

CBOC D5 PUSH DE 

CBOD CD1EC1 CALL ISUBO 

CB10 D1 POP DE 

CB11 E1 POP HL 

CB12 FA17CB JP M, DISP9 

CB15 E5 PUSH HL 

CB16 E9 gl 選 (HL ) J 

CB17 2A12ED DISP9i LD HL , (COORD2 ) 

CB1A EB EX DE , HL 

CB1B 210300 LD HL.,3 (CO00RD2+1) (C00RD2) の 
CB1E CD21C1 CALL IMULTO し 生 を 3 和仁 し 6 を 吉 え た 舘 を (DEEP 
CB21 210600 LD HL , 6 1+1) (DEEP 1) に 格納 する 
CB24 19 ADD HL,DE 

CB25 2218ED LD (DEEP1 ) , HL 

CB28 CD46CB CALL DSUB 最終 位置 に 石 を 表示 する 

CB2B 2A12ED LD HL , (COORD2 ) 

CB2E EB EX DE ,HL 

CB2F 210600 LD HL , 6 

CBS2 CD2C3 CALL IMULTO 

CB35 2A10ED LD HL , (COORD1 ) | (BOARD+1) (BOARD) の 内 容 
CB38 19 ADD HL,DE に (CO00RD2+1) (CO0RD2) 
CB39 EB EX DE , HL の 内 容 を 加え 6 倍 し て さら に (C00R 
CB3A 2A38ED LD HL , (BOARD ) D1+1) (COORD 1 ) の 内 容 を 加え 
CB3D 19 ADD HL,DE て 指定 する アド レス に (STONE+1) 
CB3E E5 PUSH HL (STONE) の 内 容 を 格納 する 
CB3F 2A06ED LD HL ,(STONE ) 

CB42 EB EX DE , HL 

CB43 E1 POP HL 

CB44 73 LD (HL ) ,E 

CB45 C9 RET メイ ン ・ ル ー チ ン へ も どる 


* 
す 


j display a tone 


CB46 2A06ED DSUB : LD HL,(STONE ) 


CB49 EB EX DE ,HL 
CB4A 210100 LD HL , 1 
CB4D CD1EC1 CALL ISUBO 
CBS0 B3 OR 区 





CBS1 C263CB JP NZ , DSUB1 
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本 29 凍 


CB54 
CB5? 
CBS58 
CBSB 
CBSC 
CBSD 
CB60 
CB61 
CB62 
CB63 
CB66 
CB6 ァ 7 
CB6A 
CB6D 
CB6E 
CB71 
CB74 
CB75 
CB78 
CB79 
CB7A 
CB7D 
CB7E 
CB7F 
CB80 
CB83 
CB84 
CB8 ァ 7 
CB88 
CB89 
CB8C 
CB8D 
CB8SE 
CB8F 
CB92 
CB23 
CB96 
CB97 
CB28 
CB2B 
CB9C 
CB2D 
CB2E 





CBA1 


CBA5 
CBA ァ 
CBAA 
CBAB 
CBAE 
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サブルーチン ・ ア セン ブル ・ 
210000 
EB 
2A2EED 
1 ウ 
選 9 
21C800 
EB 
E1 
3 
2A06ED 
EB 
210200 
GE 
B3 
C280CB 
210000 
EB 
2A2EED 
ly 
ES 
21A800 
EB 
= 
7S 
210100 
EB 
2A36ED 
届 の 


DSUB1 : 


DSUB2 * 


?3 
C3A5CB 
86868686 MSG1 : 
0e03 DSUB3: 
21A1CB 
7E 
CD39C1 
23 


DSUB4 : 


リス ト 


LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
紀 尼 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
JP 


DB 


LD 
LD 
LD 
CALL 
INC 


HL,0 

DE ,HL 
HL,(PATR ) 
HL ,DE 

HL 
HL , 0C8H 
DE , HL 

HL 

CHL)5E 
HL ,(STONE ) 
DE ,HL 

HL ,2 
ISUBO 

E 

NZ , DSUB2 
HL ,0 

DE ,HL 

HL ,(PATR ) 
HL , DE 

HL 

HL , 0A8H 
DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 
HL , 1 
DE , HL 

HL , (PCUS ) 
HL , DE 

HL 

HL ,(DEEP ) 
DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 
HL,0 
DE , HL 

HL , (PCUS ) 
HL , DE 

HL 

HL ,(DEEP1 ) 
DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 
DSUB3 


の 


B,3 
HL , MSG1 
(HL ) 
OTCHRO 
HL 





(STONE+1) (STONE) の 内 容 
が 1 の 場合 に は カラ ー を 黄色 に 設定 する 


の 


| 


(STONE+1) (STONE) の 内 容 
が 2 の 場合 に は カラ ー を 水色 に 設定 する 








て 


カー ソル の 横 位置 を (DEEP+1) (D 
EEP) の 内 容 に よっ て 指定 する 


フト 





カー ソル の 縦 位置 を (DEEP1+1)(D 
EEP 1) の 内 容 に よっ て 指定 する 


石 の 上 段 を 表示 する 





io ン ン 語 に よる 2 決 元 4 目 な ら べ で mm 


CBAF 


CBB1 
CBB4 
CBB5 
CBB8 
CBB9 
CBBA 
CBBD 
CBBE 
CBBF 
CBCO 
CBC3 
CBC4 
CBC ァ 7 
CBC8 
CBC9 
CBCC 
CBCD 
CBDO0 
CBD1 
CBD2 
CBD3 
CBD4 





CBD? 


CBDA 
CBDC 
CBDF 
CBE0 
CBE3 
CBE4 


CBE6 
CBE9 
CBEA 
CBED 
CBEE 
CBEF 
CBF2 
CBF3 
CBF 4 
CBFS 
CBF8 
CBF9 
CBFC 
CBFD 
5BFE 
CCO01 
CC02 





10F2 


210100 
EB 
2A36ED 
は 学 
ES 
2A16ED 
EB 
世 邊 
ME 
210000 
EB 
2A36ED 
人 
E5 
2A18ED 
EB 
210100 
1 マ 
EB 
E1 
73 
C3DACB 


878787 


0603 
21D7CB 
7 記 
CD39C1 
23 
10F9 


210100 
EB 
2A36ED 
2 
1 コ 】 
2A16ED 
EB 


210200 


に 


MSG2: 
DSUB5: 
DSUB6: 


DJNZ DSUB4 J 





LD HL , 1 
EX DE,HL 
LD HL。CPCUS) 
ADD HL,DE カー ソル の 横 位 置 を (DEEP+1) (D 
LD HL BB 1 で や 
* 
EX DE,HL 
POP HL 
LD (HL ),E 
LD HL ,0 
EX DE,HL 
LD HL,(PCUS) 
ADD HL,DE 
LD HL (DEEP1 ) | アー ソル の 終 位 置 を (DEEP1+D(D 
EX DE ,HL EEP 1) の 内 容 に 1 を 加え た 値 に 指定 
LD HL , 1 する 
ADD HL,DE 
EX DE,HL 
POP HL 
LD (HL ) ,E J 
JP DSUB5 ] 
DB 還 
較 ne 石 の 中 段 を 表示 する 
LD HL,MSG2 
LD AaA,(HL) 
CALL OTCHRO 
INC HL 
DJNZ DSUB6 J 
LD HL , 1 に 
EX DE , HL 
LD HL,(PCUS) 
ADD HL,DE 
PUSH HL カー ソル の 横 位置 を (DEEP+1) (D 


LD HL,(DEEP ) 6 2 
EX DE,HL 





POP HL 

LD (HL ),E 

人 | HL,0 

EX DE,HL 

LD HL,(PCUS) 

DD HL,DE 

LD HL (DEEP1 ) | カー ソル の 終 伴 置 を (DEEP1+ 1) 

EX DE HL (DEEP 1) の 内 容 に 2 を 加え た 値 に 指 
し ーー 

LD HL , 2 定 する 
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ー 王 第 29 童 サブ ルー チン ・ ア モン ブル ・ リ スト 一 ーー 一 














CE05 49 ADD HL,DE 

CC06 EB EX DE , HL 

COZ 巨 3 POP HL 

CC08 73 LD (HL ),E 

CC09 C30FCC JP DSUB7 

CCOC 878787 MSG3: DB 時 | 

CCOF 0603 DSUB7i: LD BB ぁ 8 石 の 下段 を 表示 する 

CE 06G6C LD HL , MSG3 

CC14 7E DSUB8: LD 人 ,(HL ) 

CC15 CD39C4 CALL OTCHRO 

CC18 23 INC HL 

CC19 10F9 DJNZ DSUB8 

CC1B 210000 LD HL,0 

CCE1E EB EX DE , HL 

CC1F 2A2EED LD HL , (PATR ) 

CE22 19 人 DD HL,DE 

本 ES: 5 PUSH HL カラ ー を 白色 に も どす 

CC24 21E800 LD HL , 0E8H 

CC27 EB EX DE , HL 

CC28 E1 POP HL 

CC29 73 LD (HL ) ,E 

CC2A も ヶ RET メイ ン ル ー チ ン へ も どる 
?) eGFa5SeG づ 3 chaFacteFS 

CC2B 212400 DERA: LD HL , 24H ] 

CC2E 2216ED LD (DEEP ) , HL カー ソル 位置 を 座標 (3 6, 20) に 指定 

CC31 211400 LD HL,14H (する 

CC34 2218ED LD (DEEP1 ) , HL 

CC37 210100 DERA1: LD HL , 1 * 

CC3A EB EX DE ,HL 

CC3B 2A36ED LD HL , (PCUS ) 

CC3E 19 ADD HL,DE 

CC3F E5 PUSH HL 

CC40 2A16ED LD HL ,(DEEP ) 

CC43 EB EX DE , HL 

CC44 E1 POP HL 

の SN 1B 0 1 

CC49 EB EX DE , HL 

CC4A 2A36ED LD HL , (PCUS ) 

CC4D 19 ADD HL,DE 

CC4E E5 PUSH HL 

CC4F 2A18ED LD HL ,(DEEP1 ) 

CC52 EB EX DE , HL 

CC53 E1 POP HL 

CC54 73 LD (HL ) ,E J 

GC55 CS3SBCC JP DERA2 ) 
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ーー ーー デー プシ ン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら べ で 


CC58 


CCSB 
CCSD 
CC60 
CC61 
CC64 
6EO 己 


CC67 





202020 


0603 
2158CC 
Y 到 
CBDS9634 
23 
10F92 


E め 


3E20 
D340 
210100 
221CED 
21F401 
EB 
CD79CC 
DS 
2A41CED 
EB 
210100 
19 
221CED 
D1 

DS 

羽衣 選 
D1 

E1 
FA91CC 
世 

E ク 


全 F 
D340 
10 


: 
MSG4 : 
DERA2: 
DERA3: 


Fi1n9 


OO =。 < で < 


引 棋 8 


BELL1: 


DB 


LD 
LD 
LD 
CALL 
INC 
DJNZ 


RET 


AA, (HL ) 
OTCHRO 
HL 

DERA3 


the bel1 


LD 
OUT 
LD 
LD 
LD 
EX 
CALL 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
LD 
POP 
PUSH 
CALL 
POP 


AA,20H 
(40H),A 
HL , 1 
(MORK4 ) ,HL 
HL , S00 

DE ,HL 
BELL1 

DE 

HL , (MORK4 ) 
DE ,HL 

HL , 1 

HL , DE 
(MORK4 ) ,HL 
DE 

DE 

ISUBO 

DE 

HL 

M,BELL2 

HL 

(HL ) 


A 
(40H),aA 








3 個 の 空白 を 表示 する 














メイ ン ル ー チ ン へ も どる 


リプ ザー の 時 動 を 開始 する 


(WORK4+1) (WOR 
トッ 生生 間 6 
処理 を 行い 時 間 を 浪費 する 





に 


K 4) を ルー 
回 の くり 返し 

















4 ム PC-8001mkII 本 体 背面 
PC-8001mkII 本体 正面 
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第 118 図 〉2 次 元 4 目 な ら べ ・ メ イン ルー チン ・ ア セン ブル ・ リ スト 








08F ァ 7 
023A 
っ C66 
(RC: 
C106 
C109 
に えす 2 
じ 34E 
じ 124 
じ C124 
C12A 
C12D 
132 
C400 
CS503 
CBCE 
C810 
CA16 
CB46 
CC2A 
CC6 ァ 7 
EASB 
EASD 
EA63 
ED06 
ED08 


210 


で て で て こま こま 


ロ 


SETCON:EQU 


SETMID:EQU 
MONHOT :EQU 
CHAR0: EQU 
TAB0: EQU 
CRLF0: EQU 
INKEYO0:EQU 
ISUB0: EQU 
IMULTO:EQU 
IDIVO: EQU 
MINUS0:EQU 
RND0O: EQU 
OTCHRO0:EQU 
EMPTY: EQU 
LIST: EQU 
VAL : EQU 
BACK: EQU 
DISP: EQU 
DSUB: EQU 
DERA: EQU 
BELL: EQU 
ATRCOD:EQU 
ROLLIN:EQU 
CUSPOS EQU 
SOUTNE: EQU 


PLAYS: EQU 


甘 基 潤 基 区 天天 区 区 甘 天 天天 天天 区 天天 天天 区 


2d4m main Coutine 


甘 類 区 甘 茨 洋 天天 区区 洋 基 天天 天天 天天 天天 


08F 7H 

093AH 

5C66H 

0C103H 
0C106H 
0C109H 
0C112H 
0C1 1EH 
0C121H 
0C124H 
0C12AH 
0C12DH 
0C139H 
0C400H 
0C503H 
0C5CEH 
0C810H 
0CA16H 
0CB46H 
0CC2AH 
0CC67H 
0EASBH 
0EASDH 
0EA63H 
0ED06H 
UED08H 





ーー で シン 諸 に よる 2 次元 4 目 な ら べ で ーー 


ED0A PLAYER:iEQU  OEHOAH 
EDOC STONE1:EQU 0OEDOCH 
ED10 COORD1:EQU 0OED10H 
ED12 COORD2:iEQU 0OED12H 
ED16 DEEPI EQU  OED16H 
ED18 DEEP1: EQU  OED18H 
選 16 MORK4: EQU  OED1CH 
ED28 VALUE: EQU  OED28H 
ED2A RDEEP: EQU  OED2AH 
ED2C ABFLAGIiEQU 0OED2CH 
ED2E PATR: EQU  OED2EH 
ED30 VECTOR:iEQU 0OED30H 
ED32 STACK: EQU 0OED32H 
ED34 COORD: EQU  OED34H 
ED36 PCUS: EQU  OED36H 
ED38 BOARD: EQU 0OED38H 
ED4E DIVMK: EQU  QOED4EH 

ORG _ 0CC94H 


* 
す 


) ma1n じ Outine 
6 


CC94 011928 MAIN: LD BC , 2819H 3 6 桁 X 2 5 行 モ ー ド に 設定 する 


CCD2 2A2EED LD HL, (PATR) 
CCDS 192 ADD HL,DE 
CCD6 ES5 PUSH HL 

CCD7 215000 LD HL ,S50H 





スク リー ン の 最大 桁 を 8 0 桁 に 設定 する 





CC97 CD3A09 CALL SETUID ) 

CC9A 211801 ILD HL,0118H 20irrWd5 ル ・ エ リア に 
CC9D 225DEA LD (ROLL IN ) ,HL 有 設定 する 

CCA0 01FF00O LD BC ,0FFH EE モー ド で ファ ンク ショ ン ・ キ ー 
CCA3 CDF708 CALL SETCON 表示 無 に 設定 する 

CCA6 2100C4 LD HL,EMPTY 記 価 テー ブル の 先頭 アド レス を (BOA 
CCA9 2238ED LD (BOARD ) , HL RD 二 1) (BOARD) に 格納 する 
CCAC 2A38ED LD HL , (BOARD ) 

CCAF EB EX DE , HL (BOARD+1) (BOARD) に 36 
CCBO 212400 LD HL , 24H を 加え た も の を (VECTOR+1) (V 
CCB3 19 ADD HL,DE ECTOR) に 格納 する 

CCB4 2230ED LD (VECTOR ) , HL 

CCB7 2A30ED LD HL , (VECTOR ) 

CCBA EB EX DE,HL を 和民 1 介入 
CCBB 210800 LD HL,8 8 を 加え た も の を (STACK+1) (S 
CCBE 19 人 DD HL , DE 和 T 嘩 CK) に 格納 する 

CCBF 2232ED LD (STACK ) , HL 

CCC2 2163EA LD HL , CUSP0S ea ン 全 た 4 
CCC5 2236ED LD (PCUS ) , HL の アド レス を (PCUS+1) (PCUS) 
CCC8 215BEA LD HL , ATRCOD に 格納 する 

CCCB 222EED LD (PATR ) ,HL ) な - 一 指定 に 使用 する ワー ク ・ エ リア の 
CCCE 210100 LD HL 。1 ドレ ス を (PATR+1) (PATR) 
CCD1 EB EX DE ,HL に 
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CCDA 
CCDB 
CCDC 
CCDD 
CCE0 
CCE3 
CCE4 
CCES 
CCE6 
EE 
CCEA 
CCEB 
CCEC 
CCEF 
CCFO 
CCF3 
CCF4 
ECES 
CCF8 
CCEF タ 
CCFA 
CCFB 
CCFE 
EE 選 
CDO02 
CD03 
CDO4 
CDO07 
CD08 
CD09 
CDO0A 
CDOD 
CDOE 
CD11 
CD12 
CD13 
CD16 
CD17 
CD18 
CD19 
CD1C 
CD1D 
CD20 
CD21 
CD22 
CD2S 
CD26 
CD2 ァ 7 
CD28 
CD2B 
CD2C 
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メイ ン ル ー チ ン ・ 


EB 
選 
3 
210000 
EB 
2A30ED 
由 学 
ES 
210100 
EB 
E1 
73 
210100 
EB 
2430ED 
ボツ 
ES 
210000 
EB 
世 よ 
8 
210200 
EB 
2A30ED 
19 
5) 
210100 


210100 
EB 
放り 
73 
210400 
EB 
2A30ED 
19 
ES 
210000 
EB 
E3 
73 
210500 
EB 
2A30ED 


アモ セン ブル ・ 


サス ト 室 交 ピー 


EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 


ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 


DE ,HL 

HL 

(HL ),E 

HL ,0 

DE , HL 

HL , (VECTOR ) 
HL , DE 

HL 

HL , 3 

DE ,HL 

HL 

(HL ),E 

HL , 1 

DE , HL 

HL , (VECTOR ) 
HL , DE 

HL 

HL ,0 

DE , HL 

HL 

(HL ),E 

HL ,2 

DE , HL 

HL (VECTOR ) 
HL ,DE 

HL 

上 L。1 

DE ,HL 

HL 

CRL ) 世 
HL , 3 

DE ,HL 

HL ,(VECTOR ) 
HL , DE 

HL 

HL , 1 

DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 

HL ,4 

DE , HL 

HL , (VECTOR ) 
HL , DE 

HL 

HL ,0 

DE ,HL 

HL 

(HL),E 

HL ,5 

DE , HL 

HL (VECTOR ) 








| 





ーー ルーーーー 





(VECTOR+1) (VECTOR) に 
格納 され た 内 容 に よっ て 指定 する アド レ 
ス に 1 を 格納 する 


(VECTOR+1) (VECTOR) に 
格納 され た 内 容 に よっ て 指定 する アド レ 
ス に 1 を 加え た アド レス に 0 を 格納 する 


(VECTOR+1) (VECTOR) に 
格納 され た 内 容 に よっ て 指定 する アド レ 
ス に 2 を 加え た アド レス に 1 を 格納 する 


(VECTOR+1) (VECTOR) に 
格納 され た 内 容 に よっ て 指定 する アド レ 
ス に 3 を 加え た アド レス に 1 を 格納 する 


(VECTOR+1) (VECTOR) に 
格納 され た 内 容 に よっ て 指定 する アド レ 
ス に 4 を 加え た アド レス に 0 を 格納 する 





ーー デイ シン 諸 に よる 2 次 元 4 目 な ら で ーー 


CD2F 
CD30 
CD31 
CD34 
CD35 
CD36 
CD3 ァ 7 
CD3A 
CD3B 
CD3E 
CD3F 
CD40 
CD41 
CD44 
CD45 
CD48 
CD49 
CD4A 
CD4B 
CD4C 
CD4D 
CDS0 
CDS1 
CDS4 
CDS5 
CDS56 
CDS9 
CDSA 
CDSB 
CDSC 
CDSF 
CD62 
CD6S 
CD66 
CD69 
CD6A 
CD6D 
CD6E 
CD71 
CD72 
CD73 
CD76 
CD7 ァ 7 
CD78 
CD79 
CD7C 
CD7D 
CD80 
CD81 
CD84 
CD85 





19 
巨 5 
210100 
EB 
6 
73 
210600 
EB 
2A30ED 
半 湊 
ES 
DS 
210100 
EB 
CD2AC1 
EB 
D1 
EB 
選 4 
73 
210700 
EB 
2A30ED 
由 2 


EB 


MAIN1: 


MAIN2: 


ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
PUSH 
LD 
EX 
CALL 
EX 
POP 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
LD 
LD 
EX 
CALL 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
LD 
POP 
PUSH 


HL ,DE 

HL 

財 L。 

DE , HL 

HL 

91 記 1 ヨ 
HL , ら る 

DE , HL 

HL ,(VECTOR ) 
HL , DE 


HL , 1 

DE , HL 
MINUS0 
DE ,HL 


DE ,HL 

HL, (VECTOR ) 
HL , DE 

HL 

HL , 1 

DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 
HL,0 
(MORK4 ) ,HL 
HL , 23H 

DE ,HL 
MATIN2 

DE 

HL , (MORK4 ) 
DE ,HL 

HL , (BOARD ) 
HL , DE 

HL 

HL ,0 

DE , HL 

HL 

(HL ),E 

HL , (MORK4 ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 
(MORK4 ) 。HL 
DE 

DE 


ANNkeAHAu 2 
格納 され た 内 容 に よっ て 指定 する アド レ 
ス に 5 を 加え た アド レス に 1 を 格納 する 





(VECTOR+1) (VECTOR) に 
格納 され た 内 容 に よっ て 指定 する アド レ 
ス に 6 を 加え た アド レス に ー 1 を 格納 す 
る 


(VECTOR+1) (VECTOR) に 
r 格納 され た 内 容 に よっ て 指定 する アド レ 
ス に 7 を 加え た アド レス に 1 を 格納 する 


ブ 


く 
(WORK4+1) (WORK4) を ルー 
# プ ・ カ ウン タ と し て 0 か ら 35 ま で くり 
返す 





| 


(BOARD+1) (BOARD) に 格納 
され た 内 容 に ルー プ ・ カ ウン タ を 加え て 
指定 する アド レス に 0 を 格納 する 


(WORK4+1) (WORK4) を ルー 
プ ・ カ ウン タ と する くり 返し 処理 の 終了 
か 
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CD86 
CD892 
CD8A 
CD8B 
CD8E 
CD8F 


CD20 
CD23 
CD94 
CD95 
CD?28 
CD2B 
選 回 5 
CD?F 


CDA2 
CDA6 
CDAA 


CDAC 
CDAE 
CDB1 
CDB2 
CDB5 
CDB6 


CDB8 
CDBB 
CDBE 
CDBF 
CDC2 


CDCS 
CDC う 2 
CDCD 


CDCF 
CDD1 
CDD4 
CDDS 
CDD8 
CDD9 


CDDB 
CDDE 


CDE 1 
CDES 
CDE9 
CDED 





メイ シル ー チ ナジ * 


DDTE じ 3 


210C00 
EB 
YB 
CD03C1 
211B00 
EB 
CD06C1 
C3ACCD 


2A2A2A2A 
2A2A2A2A 
2A2A 


060A 
21A2CD 
世 
CDS32C1 
クコ 

山 0F タ 


CD09C1 
211B00 
EB 
CD06C1 
C3CFCD 


2A2A2032 
44344D20 
2A2A 


060A 
21CSCD 
次 所 
CD39C1 
23 
10F9 


CD09C1 
C306CE 


205B31S5D 
205B32S5D 
205B335D 
205B34SD 


アセ ンプ ブル ・ 


MAIN3: 


ネー 
(の 
Im 
8」| 


MAIN4: 


MAIN5: 


MS66: 


MAIN6: 


MAIN7: 


CALL 
POP 
POP 


PUSH 
JP 


LD 
EX 
LD 
CALL 
LD 


CALL 
9 選 


DB 


LD 
LD 
LD 
CALL 


DJNZ 


CALL 
LD 
EX 
CALL 
dP 


DB 


LD 
LD 
LD 
CALL 
INC 
DJNZ 


CALL 
JP 


DB 


DE ,HL 人 スク リー ン ・ ク リア を 行う 





HL ,1BH _ 
DE ,HL 2 7 個 の 空白 を 表示 する 


燃 天天 ※ 天 天天 天天 「 


> 1 0 個 の アス タリ スク を 表示 する 
B,10 


HL , MSG5 
A,(HL) 
0TCHRO 
HL 
MAIN5 





CRLFO 改行 する 

HL , 1BH 

DE , HL 2 7 個 の 空白 を 表示 する 
TAB0O 

MAIN6 





"※※ 2U4M ※※ 


タイ トル を 表示 する 
B,10 は 


HL , MSG6 
A,(HL) 
OTCHRO 
HL 
MAINZ 


CRLF0 ) 改行 する 
MAIN8 





” ELJ EZ2 コ ESH EAIE53 E63 - 


シン 語 に よる 2 決 元 4 目 な 65 で 


CDF 1 205B355D 
CDFS 205B36SD 


CDF9 202020 ゲー ム ・ ポ ボー ド を 表示 する 





CDFC 2A2A2A2A DB ” 炎 ※※%※※※※・ 
CE00 2A2A2A2A 
CE04 2A2A 
す 
CE06 0625 MAIN8: LD  B,37 
CE08 21E1CD LD HL,MSG7 
CEOB 7E MAIN9: LD Aa,〈(HL) 
CE0C CD39C1 CALL OTCHRO 
CEOF 23 INC HL 
CE10 10F9 DJNZ MAIN9 フ 
CE12 CD09C1 CALL CRLFO 2 ek する 
CE15 CD09C1 CALL CRLFO 
CE18 C334CE JP MAIN10 
CE1B 87878787 MSGB: DB 王 還 還 還 陣 昌 昌 昌 
CE1F 87878787 
CE23 87878787 
CE27 87878787 
CE2B 87878787 
CE2F 8787878 ァ ゲー ム ・ ポ ー ド を 表示 する II 
CE33 87 
CE34 0619 MAIN10:LD  B,25 
CE36 211BCE LD HL,MSG8 
EE ゆ E MAIN11:LD  A,(HL) 
CE3A CD39C1 CALL OTCHRO 
CE3D 23 INC HL | 
CE3E 10F9 DJNZ MAIN11 
CE40 CD09C1 CALL CRLFO 履行 する 
CE43 210100 LD HL,1 ] 
CE46 221CED LD (MORK4),HL | (WORK4+1) (WORK4) を ルー 
CE49 211200 LD HL , 12H ィ プ ・ カ ウン タ と し て 1 か ら 18 ま で くり 
CE4C EB EX DE,HL 返す 
CE4D CD50CE CALL MAIN12 
CE50 D5 MAIN12:PUSH DE 
CE51 C36DCE JP MAIN13 ] 
CE54 87202020 MSG9: DB  " 男 。 画 。 還 画 画 
CE58 87202020 
CESC 87202020 
CE60 87202020 
8 82203020 femfegte 
CE6C 87 
CE6D 0619 MAIN13:LD  B,25 
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メイ ン ル ー チ ン ・ 


Z154CE 


CD09C1 
2A1CED 
EB 
210100 
19 
221CED 
D1 
DS 
CD1EC1 
D1 
巨 4 
FA93CE 
居 呈 
E9 


C3AFCE 


87868686 
87868686 
87868686 
87868686 
87868686 
87868686 
87 


0619 
2196CE 


アモ セン プル ・ 


LD 
MAIN14kiLD 
CALL 
INC 
DJNZ 


=* 


CALL 
LD 
EX 
LD 
ADD 
LD 
POP 
PUSH 
CALL 
POP 
POP 
JP 
PUSH 
JP 


MAIN15: JP 
MSG10: DB 


MAIN16iLD 
LD 

MAIN17iLD 
CALL 
INC 
DJNZ 


LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 


HL ,MSG? 
AA,(HL ) 
OTCHRO 
HL 
MAIN14 


CRLFO 

HL , (MORK4 ) 
DE , HL 

HL , 1 

HL , DE 
(MORK4 ) ,HL 
DE 

DE 

ISUBO 

DE 

HL 
M,MAIN15 
HL 

(HL ) 


MAIN16 


) 





] 


人 aa 


改行 する 


(WORK4+1) (WORK4) を ルー 
プ ・ カ ウン タ と する くり 返し 処理 の 終了 


を チェ ッ ク す る 


OSA 


B, 25 

HL , MSG10 
(HL ) 
OTCHRO 
HL 
MAIN1? 


HL , 1 

DE ,HL 

HL , (PCUS ) 
HL , DE 

HL 
HL , 1CH 

DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 
HL ,0 

DE ,HL 

HL , (PCUS ) 
HL, DE 








ゲー ム ・ ポ ボー ド を 表示 する MV 


カー ソル を 座標 (2 8, 6) に 移動 する 





ーー デア シン 語 に よる 2 決 元 4 目 な ら べ で ーー ピ 














CED2 ES PUSH HL 
CED3 210600 LD HL,6 
CED6 EB EX DE,HL 
CED7 E1 POP HL 
CED8 73 LD (HL)jE 
CED9 C3DFCE JP MAIN18 J 
CEDC C3D6D0 MSG11: DB ヨミ 
M 
CEDF 0603 MAIN18iLD  B,3 メッ セー ジ を 表示 する 
CEE1 21DCCE LD HL,MSG11 
CEE4 7E MAIN12:LD AaA,(HL) 
CEES CD39C1 CALL OTCHRO 
CEE8 23 INC HL 
CEE9 10F9 DJNZ MAIN19 
CEEB 210100 MAIN20:LD HL,1 ] 
CEEE EB EX DE,HL 
CEEF 2A36ED LD HL,(PCUS ) 
EEFZ 4 ADD HL,DE 
CEF3 ES5 PUSH HL 
CEF4 211E00 LD HL,1EH 
CEF7 EB EX DE,HL 
CEFS 巨 1 POP HL 
94 2 1 0 カー ソル を 座標 (3 0, 8) に 移動 する 
CEFD EB EX DE,HL 
CEFE 2A36ED LD HL,(PCUS) 
CF01 19 ADD HL,DE 
CFO2 ES PUSH HL 
CF03 210800 LD HL,8 
CF06 EB EX DE,HL 
CF07 E1 POP HL 
CF08 73 LD (HL ),E 
CF09 C313CF JP MAIN21 


CF0C 28332D39 MSG12: DB "(3-9)? 
CF10 293F20 


CF13 0607 MAIN21:LD  B,7 





CF15 210CCF LD HL,MSG12 ES 

CF18 PE MAIN22:LD AA,(HL ) 

CF19 CD39C1 CALL OTCHRO 

FSS 28 INC HL 

CF1D 10F9 DJNZ MAIN22 

CF1F CD67CC CALL BELL 入力 を 促す た め プ ザー を 鳴ら す 
CF22 CD12C1 CALL INKEY0O キー ボー ド か ら の 1 文字 入力 を 行う 
CF25 6F LD L」 谷 

CF26 2600 LD H,0 入力 し た キャ ラク タ ・ コ ー ド を (RDE 


CF28 222AED LD (RDEEP ) ,。HL | EP+1)(RDEEP) に 格納 する 
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ーー 第 50 章 


CF2B 
CFZE 
CF2F 
CF32 
CF35 
CF36 
CFS の 


CF3C 
CF3F 
CF 40 
CF43 
CF46 
選 E 導 
CF4A 
CF4B 
CF 4E 
CF4F 
CF52 
EFS 
CF58 
CFSB 
CFSC 
CFSD 
CFSE 
CFS5F 
CF60 
CF63 
CF64 
CF6 ァ 
CF68 
CF6B 
CF6E 
CF71 
CF72 
CF73 
CF74 
じ FYS 
CF76 
CF77 
CF 78 
CF 7B 





し F デ E 
CF81 
CF82 
CF85 
CF88 
CF8B 
CFS8E 
CF8F 
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メイ ン ル ー チ ン ・ 


2A2AED 
EB 

210300 
CD4EC1 
B3 

C23CCF 
C3665C 


2A2AED 
EB 
213000 
CD3E61 
EB 
222AED 
DS 
2A2AED 
EB 
210300 
CD1EC1 
110000 
F2S5CE 
1C 
EB 
D1 
EB 
DS 
2A2AED 
EB 
210200 
EB 
CD1EC1 
110000 
F272CF 
1C 
EB 
D1 
19 
EB 
7B 
B2 
CAZECF 
C3EBCE 


2A2AED 
EB 

210800 
CD21C1 
211000 
CD1EC1 
EB 

222AED 


アモ ンプ ブル ・ 


CALL 
駐 島 
JP 
INC 
MAIN24:EX 
POP 
EX 
PUSH 
LD 
EX 


MAIN25:EX 
POP 
ADD 
EX 
周り 
OR 
JP 
sl 選 


MAIN26:LD 
EX 
LD 
CALL 
LD 
CALL 
EX 
LD 


リフ ト 還 ーー 


HL ,(RDEEP ) 
DE ,HL 

HL ,3 

ISUBO 

E 

NZ , MAIN23 
MONHOT 


スト ッ プ ・ キ ー の 場合 に は シス テム ・ モ 
ニタ へ ジャ ンプ する 


HL ,《RDEEP) ] 
DE ,HL 
HL , 30H 
ISUBO 
DE ,HL 
(RDEEP ) ,HL ) 
DE ] 
HL , (RDEEP ) 
DE ,HL 

HL ,3 

ISUBO 

DE ,0 
P,MAIN24 

に 

DE ,HL 

DE 

DE ,HL 

DE 

HL ,(RDEEP ) 
DE ,HL 

HL ,9 

DE ,HL 
ISUBO 

DE ,0 
P,MAIN25 
加 

DE ,HL 

DE 

HL , DE 

DE ,HL 

AE 

D 
Z,MAIN26 
MAIN20 フ 


今 入力 し た (RDEEP+1) (RDEE 
P) か ら 30H を 減じ る 








(RDEEP 二 1)(RDEEP) が 3 一 
9 の 範囲 に な い 場 合 に は 再度 入力 を くり 
返す 


HL ,(RDEEP ) 
DE ,HL 
HL,8 
IMULT0O 
HL , 10H 
ISUB0O 
DE , HL 
(RDEEP ) , HL 


(RDEEP 二 1) (RDEEP) を 8 倍 
し て 1 6 を 減じ る 


ーー デマ シン 著 に よる 2 次 元 4 目 な ら で ーー 


し じ F ラ 2 
CEF95 
CF9?6 
じ F9 ウ 9 
CF9A 
CF9B 
CE 世 
CF9F 
CFAO 
CFA1 
CFA4 
CFAS 
CFA8 
CFA9 
CFAA 
CFAD 
CFAE 
CFAF 
CFBO 





CFB3 
CFB ァ 


CFB8 
CFBA 
CFBD 
CFBE 
CFC1 
CFC2 


CFC4 
CFEZ 
CFC8 
CFCB 
CFCC 
CFCD 
CFDO 
CFD1 
CFD2 
CFD3 
CFD6 
CFD? 
CFDA 
CFDB 
CFDC 
CFDF 
CFEO 
CFE3 
F 世 有 





CFES 


210100 
EB 
2A36ED 
19 
ES 
211C00 
EB 


C3B8CF 


CeDDBDDE MSG13: 
B3 


0e05 MAIN27: 


21BSCF 
婦 ヨ MATIN28: 


210100 MAIN29: 


C3ECCF 
28302D32 MSG14: 


LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
上 L 思 
EX 
POP 
LD 
JE 


DB 


LD 
LD 
LD 
CALL 
INC 
DJNZ 


LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
JP 


HL , 1 

DE ,HL 

HL , (PCUS ) 
HL , DE 

HL 
HL , 1CH 
DE , HL 

HL 

(HL ),E 
HL,0 

DE ,HL 

HL , (PCUS ) 
HL , DE 

HL 

HL ,0AH 

DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 
MAIN2 ァ 


こみ の 


B,5 

HL , MSG13 
A。(HL ) 
OTCHRO 
HL 
MATIN28 


HL , 1 

DE ,HL 

HL , (PCUS ) 
HL ,。DE 

HL 

HL , 1EH 
DE ,HL 

HL 

6HE う >E 
HL,0 
DE , HL 

HL , (PCUS ) 
HL , DE 

HL 
HL , 0CH 
DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 
MAIN30 


02 や 


+ 





カー ソル を 座標 (28, 1 0) に 移動 する 


メッ セー ジ を 表示 する 





本 1 2 ) に 移動 する 
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ーー 二 第 30 章 メイ ン ル ー チ ン ・ ア モン プル トリ スト 王 ーーT 


CFE9 293F20 

















すず 
CFEC 0607 MAIN30:LD  B,7 メッ セー ジ を 表示 する 
CFEE 21ESCF LD HL,MSG14 
CFF1 7E MAIN31:LD 。A,(HL) 
CFF2 CD39C1 CALL OTCHRO 
CFFS 23 INC HL 
CFF6 10F9 DJNZ MAIN31 
CFF8 CD67CC CALL BELL 入力 を 全 す た め プ ブダ sis 
CFFB CD12C1 CALL INKEYO キー ドー の の 85E 人 952 
CFFE 6F LD LA 入力 し た キャ ラク タ ・ コ ー ド を (PLA 
CFFF 2600 LD H,0 YER 二 1) (PLAYER) に 格納 する 
DO001 220AED LD (PLAYER),HL 
D004 2A0AED LD HL,(PLAYER) 
D007 EB EX DE,HL 
DO08 210300 LD HL.3 io 
DO00B CD1EC1 CALL ISUBO SR dea2 322 
DOOE B3 OR E 2 
DOOF C215D0 JP NZ,MAIN32 
DO012 C3665C JP MONHOT 
DO015 2A0AED MAIN32:LD HL,(PLAYER) | 
CT 0 BN (PLAYER+1)(PLAYER) に 
DO1C CD1EC1 CALL ISUBO PA ま P テキ 
DO1F EB EX DE,HL 8 
D020 220AED LD (PLAYER),HL ) 
023 D5 PUSH DE 
D024 2A0AED LD HL,(PLAYER/) 
D027 EB EX DE,HL 
DO028 210000 LD HL,O 
DO02B CD1EC1 CALL ISUBO 
DO02E 110000 LD DE,0 
D031 F235D0 JP 。P,MAIN33 
D034 1C INC E 
D035 EB MAIN33:EX DE,HL 
DO036 D1 POP DE 
D037 EB EX DE,HL 
DO038 DS PUSH DE 
D039 2A0AED LD HL,(PLAYER ) 
DO03C EB EX DE , HL (PLAYER 士 1) (PLAYER) が 
D03D 210200 LD HL,2 0 2 の 範囲 に な い 場合 に は 再度 入力 を 
DO40 EB EX DE,HL くり 返す 
DO041 CD1EC1 CALL 1SUBO 
D044 110000 LD DE,0 
D047 F24BDO JP 。P,MAIN34 
DO04A 1C INC E 
DO4B EB MAIN34:EX DE,HL 
DO4C D1 POP DE 
DO4D 19 ADD HL,DE 
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ーー デイ シン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら で ーー 

















D04E EB EX DE,HL 
DO4F 7B LD AE 
D050 B2 OR D 
D051 CA57DO JP 。Z,MAIN35 
D054 C3C4CF JP MAIN29 
D057 210100 MAIN35:LD HL,1 STONE+1)(STONE) に 1 を 
D05A 2206ED LD (SOTNE),HL 了 徐 約 する 
D05D 2A0AED LD 。 HL,(PLAYER) 
DO60 EB EX DE,HL | 
D061 210100 LD HL,1 の 
D064 CD1EC1 CALL 1ISUBO EE GDI 
D067 B3 OR E 
D068 CA6EDO JP 。Z,MAIN36 
D06B C320D1 JP MaAIN45 
す 
D06E 210100 MAIN36:LD HL,1 ] 
D071 EB EX DE,HL 
0072 2A36ED LD HL,(PCUS) 
D075 19 ADD HL,DE 
D076 E5 PUSH HL 
D077 211C00 LD HL,1CH 
D07A EB EX DE,HL 
DO7B E1 POP HL 
DO7C 73 LD (HL),E 
DO07D 210000 LD HL , 0 カー ソル を 座標 (28, 1 4) に 移動 する 
DO80 EB EX DE,HL 
D081 2A36ED LD 。 HL,PCUS) 
D084 19 ADD HL,DE 
DO85 E5 ・ PUSH HL 
D086 210E00 LD HL,OEH 
D089 EB EX DE,HL 
D08A E1 POP HL 
DO8B 73 LD (HL).E 
D08C C392D0 JP MAIN37 
D08F BEDDC3 MSG15: DB "セン ァ " ] 
す 
Do92 0603 MAIN37:LD  B,3 
D094 218FDO LD HL,MSG15 。。 ! メ ッ セ ー ジ を 表示 する 
D097 7E MAIN38:LD Aa,(HL) 
D098 CD39C1 CALL OTCHRO 
D09B 23 INC HL 
DO9C 10F9 DJNZ MAIN38 J 
DogE 210100 MAIN39:LD HL,1 
DO0A1 EB EX DE,HL 
DOA2 2A36ED LD HL,〈PCUS) 
DOA5 19 ADD HL,DE 
DOA6 E5 PUSH HL 


DOA7 211E00 LD HL , 1EH 
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DO0AA 
DOAB 
DOAC 
DOAD 
DOBO 
DOB1 
DO0B4 
DOBS 
DOB6 
DO0B9 
DOBA 
DOBB 
DOBC 


DOBF 
DO0C3 


DO0C6 
DO0C8 
DOCB 
DOCC 
DOCF 
DODO 


DO0D2 
DODS 
DOD8 
DO0D9 
DODB 
DODE 
DOE1 
DOE2 
DOE5 
DOE8 
DOE9 
DOEC 





DOEF 
DOF2 
DOF3 
DOF6 
DOF9 
DOFA 
DOFD 
D100 
D103 





D106 
D109 
D10A 
D10D 
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メイ ン ル ー チ ン ・ 


EB 
E1 
73 
210000 
EB 
2A36ED 
19 
ES5 
211000 
EB 
EE 
だ ) 
C3C6D0 


アセ モン ブル ・ リ スト 


EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
JP 


28592F4E MSG16: DB 


293F 20 


0607 
21BFDO 


CD67CC 
CD12C1 
6F 
2600 
224CEB 
2A1CED 
EB 
210300 
ESEC3 
B3 
C2EFD0O 
C366SC 


2A1CED 
EB 

215900 
CD1EC1 
B3 

C206D1 
210200 
2206ED 
C320D1 


2A41CED 
EB 

214E00 
CD1EC1 


MAIN40:LD 
LD 

MAIN41:iLD 
CALL 
INC 


DJNZ 


CALL 
CALL 
LD 
LD 
LD 
LD 
EX 
LD 


CALL 


OR 
JP 
3 恨 


MAIN42:iLD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
JP 
LD 
LD 
コ 及 

MAIN43iLD 
EX 
LD 
CALL 


DE ,HL 
HL 
(HL ) ,E 
HL,0 
DE , HL 
HL , (PCUS ) 
HL , DE 
HL 
HL , 10H 
DE ,HL 
HL 
(HL ) ,E 
MAIN40 


(Y/ZN)? 


B,7 

HL , MSG16 
A,(HL ) 
OTCHRO 
HL 
MAIN41 


BELL 
INKEY0 

L,A 

H,0 
(MORK4 ) ,HL 
HL , (MORK4 ) 
DE , HL 

HL ,3 

ISUBO 

基 

NZ , MAIN42 
MONHOT 


HL , (MORK4 ) 
DE ,HL 
HL , 59H 
ISUBO 

E 

NZ ,MAIN43 
HL ,2 
(SOTNE ) , HL 
MAIN4S 


HL , (UMUORK4 ) 
DE ,HL 
HL , 4EH 
ISUB0 


ー ノ し 





カー ソル を 座標 ( 3 0, 


メッ セー ジ を 表示 する 





1 6 ) に 移動 する 


) 入力 を 促す た め プ ザー を 鳴ら す 
) キー ボー ド か ら の 1 文字 入力 を 行う 


入力 し た キャ ラク タ ・ コ ー ド を (WOR 
K 4 十 1) (WORK4) に 格納 する 


スト ッ プ ・ キ ー の 場合 に は シス テム ・ モ 


ニタ ヘ へ ジャ ンプ する 


先手 の 場合 に は (SOTNE 十 1) (SO 
TNE) に 2 を 格納 する 











ーー デマ シン 語 に よる 2 決 元 4 目 な ら で ーー 


D110 
中 全島 1 
D114 
D11? 
D11A 


D11D 


D120 
D123 
D126 
D129 
D12A 
D12D 
D130 
D131 
D134 
D13 ァ 7 
D138 
D13B 
D13C 
D13F 
D140 
D143 
D144 
D147 
D14A 
D14B 
D14E 
D1S1 
D152 
D153 
D1S54 
D155 
D156 
D159 
D15A 
D1SD 
D160 
D161 
D164 
D16 ァ 7 
D168 
D169 
D16A 
D16D 
D16E 
D171 
D172 
D175 
D178 








B3 

C21DD1 
210100 
2206ED 
C320D1 


C39ED0 


210000 
2208ED 
210300 
EB 
2A06ED 
CD1EC1 
EB 
2206ED 
2A08ED 
EB 
210100 
19 
2208ED 
DS 
2A0AED 
EB 
210100 
CD1EC1 
B3 
110000 
C252D1 
1 じ 
EB 
D1 
EB 
DS 
2A06ED 
EB 
210200 
CD1EC1 
B3 
110000 
C268D1 
1C 
EB 
D1 
CD21C1 
DS 
2A0AED 
EB 
210000 
CD1EC1 
B3 


OR 
JP 
LD 
LD 
選 


MAIN44:JP 


す 

MAIN4SiLD 
LD 

MAIN46iLD 
EX 
LD 
CALL 
EX 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
LD 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
LD 
E 
INC 

MAIN47iEX 
POP 
EX 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
LD 
JP 
INC 

MAIN48iEX 
POP 
CALL 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 


区 後手 の 場合 に は (SOTNE 士 1) (SO 


NZ , MAIN44 TNE) に 1 を 格納 する 
* 

HL , 1 

(SOTNE ) , HL 

MAIN45 


先手 で も 後手 で も な い 場 合 に は 再度 入力 


MAIN39 ブフ た くり 返す 


HL ,0 
(PLAYS) ,HL 
HL ,3 

DE , HL 

HL , (SOTNE ) (SOTNE 十 1) (SOTNE) が 1 で 
TSUBO あれ ば 2 に 変換 し 2 で あれ ば 1 に 変換 す 
DE ,HL る 

(SOTNE),HL ) 
HL ,(PLAYS) ] 
DE , HL 
HL 。 1 
HL , DE 
(PLAYS),HL J 
DE ] 
HL ,(PLAYER ) 
DE , HL 

HL , 1 

ISUBO 

E 

DE , 0 

NZ ,MAIN4 ァ 

E 

DE ,HL 

DE 

DE-, HL 

DE 

HL , (SOTNE ) 
DE , HL 

HL , 2 

ISUBO 

E 

DE ,0 

NZ , MAIN48 

攻 

DE , HL 

DE 

IMULTO 

DE 

HL ,(PLAYER ) 
DE , HL 

HL ,0 

ISUBO 

巨 


(PLAYS 二 1) (PLAYS) に 0 を 
格納 する 


(PLAYS 十 1) (PLAYS) に 1 を 
加え る 








コン ピュ ー タ の 手 番 で あれ ば コン ピュ ー 
タ の 思考 ルー チン 『C OMP』 へ ジャ ン 
プ す る 
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ーー 捕 30 章 


D179 
1E 思 詳 
D17F 
D180 
D181 
D182 
D183 
D184 
D185 
D186 
D189 


D18C 
D18F 
D192 
D195 
D1928 
D19B 
D19E 
D1A1 
D1A2 
D1A5 
D1A6 
D1A ァ 7 
D1AA4 
D1AB 
D1AC 
D1AD 
D1B0 
D1B1 
D1B4 
D1B5 
D1B6 
D1B9 
D1BA 
D1BB 
D1BC 


D1BF 
D1C3 


D1C6 
D1C8 
D1CB 
D1CC 
D1CF 
D1D0 





D1D2 
D1D5 
D1D8 
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メイ ン ル ー チ ン ・ ア モン プル ・ 


110000 
C280D1 
1 じ 
EB 
D1 
19 
EB 
7B 
B2 
CA8CD1 
C30CD3 


211C00 
2216ED 
211300 
2218ED 
CD46CB 
CD2ACC 
210100 
EB 
2A36ED 
19 

E5 
211E00 
EB 


C3C6D1 


28312D36 
293F 20 


0607 
21BFD1 


CD67CC 
CD12C1 
6F 


LD 
JP 
INC 
MAIN492iEX 
POP 
ADD 
EX 
LD 
OR 
JP 
JP 


MAINS0:LD 
| 園 り 
LD 
LD 
CALL 
MATNS51 :CALL 
LD 


LD 
尼 


MSG17: DB 


MAINS2iLD 
LD 

MAINS3:LD 
CALL 
INC 
DJNZ 


CALL 
CALL 
LD 


DE ,0 

NZ , MATN49 
世 

DE ,HL 

DE 

HL , DE 
DE , HL 
AE 

D 
Z,MAINSO 
COMP 


HL , 1CH 
(DEEP ) , HL 
HL , 13H 


(DEEP1 ) ,HL 


DSUB 
DERA 
HL , 1 
DE ,HL 
HL ,(PCUS ) 
HL , DE 
HL 

HL .1EH 
DE ,HL 
HL 

(HL ),E 
HL,0 
DE , HL 
HL ,(PCUS ) 
HL , DE 
HL 

HL ,17H 
DE ,HL 
HL 
(HL ) ,E 
MATNS2 


"(1-6)? 


B,?7 

HL , MSG17 
A,(HL) 
OTCHRO 
HL 
MAINS53 


BELL 
INKEY0 
L,A 


和え gg 人 ろ 人 人 





(DEEP 二 1) (DEEP) に 28 を 格 
納 す る 
本 
を 格納 する 
座標 (28, 19) か ら 石 を 表示 する 
ナナ メッ セー ジ を 消去 する 


カー ソル を 座標 (3 0, 23) に 移動 する 





メッ セー ジ を 表示 する 


> 入力 を 促す た め ブ ザー を 鳴ら す 
キー ボー ド か ら の 1 文字 入力 を 行う 


ゝ 

















D1D9 
D1DB 
D1DE 
D1E1 
D1E2 
D1E5 
D1E8 
D1E9 
D1EC 


D1EF 
D1F2 
D1F3 
D1F6 
D1F9 
D1FA 
D1FD 
D1FE 
D201 
D202 
D205 
D208 
D20B 
D20E 
D20F 
D210 
D21 1 
D212 
D213 
D216 
D217 
D21A 
D21B 
D21E 
D221 
D224 
D225 
D226 
D227 
D228 
D229 
D224 
D22B 
D22E 
D22F 
D232 
D233 
D234 
2Z35 
D23 ァ 
D238 


2600 
2234ED 
2A34ED 
EB 
210300 
CD1EC1 
B3 
C2EFD1 
C3665C 


2A34ED 
EB 
213100 
CD1EC1 
EB 
2234ED 
DS 
2A34ED 
EB 
210000 
CD1EC1 
110000 
F20FD2 
1 じ 

EB 

D1 

EB 

DS 
2A34ED 
EBB 
210500 
EB 
CD1EC1 
110000 
F225D2 
1C 

EB 

D1 

19 

EB 

DS 

DS 
2A34ED 
EB 
2A38ED 
1 ウ 

D1 

6E 
2600 
EB 
210000 


LD 
LD 
LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
JP 
JP 


す 

MAINS54:LD 
EX 
LD 
CALL 
EX 
LD 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
LD 
JP 
INC 

MAIN5S5:EX 
POP 
EX 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
EX 
CALL 
LD 
JP 
INC 

MAINS56:EX 
POP 
ADD 
EX 
PUSH 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 





H,0 


(COORD ) , HL 


HL , (COORD ) 
DE , HL 

HL ,3 

ISUBO 

E 

NZ ,MAINS54 
MONHOT 


HL , (COORD ) 
DE ,HL 
HL , 31H 
ISUBO 

DE ,HL 
(COORD) , HL 
DE 

HL , (COORD ) 
DE , HL 

HL ,0 

ISUBO 

DE ,0 
P,MAINS55 
E 

DE ,HL 

DE 

DE ,HL 

DE 

HL ,(COORD ) 
DE ,HL 

HL ,5 

DE ,HL 
ISUBO 

DE , 0 
P,MAINS6 

E 

DE ,HL 

DE 

HL , DE 

DE ,HL 

DE 

DE 

HL , (COORD ) 
DE ,HL 

HL , (BOARD ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 

DE ,HL 
HL,0 


マシ ン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら べ ーー 
入力 し た キャ ラク タ ・ コ ー ド を (C00 
RD 二 1) (CO0O0RD) に 格納 する 


スト ッ プ ・ キ ー の 場合 に は シス テム ・ モ 
ニタ ヘ へ ジャ ンプ する 


時 * コ ヨー が 81 旧 


を 減じ て バイ ナリ ・ コ ー ド に 変換 する 








た は 指定 し た 位置 が 6 個 の 石 で ふさ が っ 


し Cm し た 人 が 6 人 の 5 て いる 
て いる 場合 に は 再度 入力 を くり 返す 
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D23B 
D23C 
D23F 
D242 
D245 
D246 
D247 
D248 
D249 
D244 
D24B 
D24C 
D24F 





D252 
255 
D258 
D25B 
D25E 
D261 
D264 
D265 
D268 
D269 
D26C 
D26F 
D272 
D275 
D276 
D277 
D278 
D279 
D27A 
D27D 
D27E 
D281 
D284 
D287 
Dz8A 
D28B 
D28C 
D28D 
D290 
D291 
D292 
D295 





D298 
D22B 
D22E 
D2A1 
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メイ ン ル ー チ ン ・ 


EB 
CD1EC1 
110000 
F246D2 
1C 


CA52D2 
C39BD1 


2A34ED 
2210ED 
CD16CA 
2A06ED 
220CED 
CDCECS 
DS 
2A28ED 
EB 
21C800 
CD1EC1 
110000 
F276D2 
よし 
EB 
D1 
EB 
DS 
2A08ED 
EB 
212400 
CD1EC1 
110000 
F28BD2 
1C 
EB 
D1 
CD21C1 
7B 
B2 
CA28D2 
C326D1 


211C00 
2216ED 
211300 
2218ED 


アセ ンプ ブル ・ リ スト 


INC 
MAIN57:EX 
POP 
ADD 
EX 
LD 
OR 
記 選 
JP 


MAIN58:LD 
LD 
CALL 
LD 
LD 
CALL. 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
LD 
JP 
INC 

MAIN59:EX 
POP 
EX 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
LD 
JP 
INC 

MAIN60 :EX 
POP 
CALL 
LD 
OR 
JP 
尼 


MAIN61 :LD 
L り 
LD 
LD 





DE , HL 
1SUBO 

DE ,0 
P,MAIN5 ァ 
医 

DE ,HL 

DE 

HL , DE 

DE ,HL 

人 E 

D 
Z,MAINS58 
MAaIN51 


HL , (COORD ) OCNEMUICCCOLDAUST 
(COORD1.) , HL RD1 二 1) (COORD1) に 退避 
DISP トー 
HL , (SOTNE ) (SOTNE キ 19CSOTAES を 3 
(STONE1 ) ,HL NE1 二 1) (STONE1) に 退避 
VAL 有 _ 

DE 人 

HL , (VALUE ) ] 

DE ,HL 

HL , 0C8H 
ISUBO 

DE ,0 
P,MAIN59 
E 

DE , HL 

DE 

DE ,HL 

DE 

HL , (PLAYS ) | いずれ の プレ ー ヤ ー も 4 個 の 石 が 並ん で 
UE HL お ら ず か つ 全 て の 石 を 打ち だ くし て いな 
HL , 24H い 場合 に は 次 の 手 番 を くり 返す 
ISUB0O 

DE , 0 

P,MAIN60 

E 

DE , HL 

DE 

IMULTO 

AE 

D 

Z,MAIN61 

MAIN46 





HL , 1CH (DEEP 二 1) (DEEP) に 28 を 格 
(DEEP ) , HL 納 する 


HL , 13H 区 史 E PT 衝 邊 ) DEEP サ 9 収 芋 9 
(DEEP1 ) HL を 格 す る 





テー ーーーーーー シン 詩 に よる 2 決 元 4 目 な ら べ で ーー 


D2A4 
D2A ァ 7 
D2AA 
D2AD 
D2AE 
D2B1 
D2B2 
D2B3 
D2B6 
D2B7 
D2B8 
D2B9 
D2BC 
D2BD 
D2C0 
D2C1 
D2C2 
D2CS 
D2C6 
D2C ァ Z 
D2C8 


D2CB 
D2CF 


D2D2 
D2D4 
D2D ァ 
D2D8 
D2DB 
D2DC 


D2DE 
D2E 1 
D2E2 
D2E4 
D2E ァ 
D2EA 
D2EB 
D2EE 
D2F 1 
D2F2 
D2F5 


D2F8 
D2FB 
ID2FE 
D2FF 
D302 
D303 
D306 





CD46CB 
CD2ACC 
210100 
EB 
2A36ED 
19 
E5 
211E00 
EB 
E1 
?3 
210000 
EB 
2A36ED 
19 
E5 
211700 
EB 
E1 
73 
C3D2D2 


CALL 
MAIN62:CALL 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
JP 


C220B6C1 MSG18: DB 


212120 


0607 
21CBD2 
世 
CD39C1 
23 
10F9 


CD12C1 
6F 
2600 
221CED 
2A1CED 
EB 
210300 
CD1EC1 
B3 

C2F 8D2 
C3665C 


2A1CED 
EB 

210D00 
CD1EC1 
B3 

CA09D3 
C3A7D2 


MAIN63:LD 
LD 

MAIN64:LD 
CALL 
INC 
DJNZ 


CALL 
LD 
LD 
LD 
LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
JP 
JP 


す 

MAIN6SiLD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
JP 
JP 


DSUB 
DERA 
HL , 1 
DE , HL 
HL , (PCUS ) 
HL , DE 
HL 
HL , 1EH 
DE , HL 
HL 
(HL),E 
HL,0 
DE ,HL 
HL ,(PCUS ) 
HL , DE 
HL 
HL , 17H 
DE , HL 
HL 
(HL ) ,E 
MAIN63 


^ ノ カチ !! 


B,Z 

HL , MSG18 
A,(HL ) 
OTCHRO 
HL 
MAIN64 


INKEYO 

L,A 

H,0 
(MORK4 ) ,HL 
HL , (MORK4 ) 
DE ,HL 

HL , 3 

ISUBO 

E 

NZ , MAIN65 
MONHOT 


HL , (MORK4 ) 
DE , HL 
HL , 0DH 
ISUBO 

E 

Z,MAIN66 
MATIN62 


座標 (2 8. 1 9) か ら 石 を 表示 する 
メッセー ジ を 消去 する 


ゝ 


| 


いと 


ウイ ニン グ ・ メ ッ セ ー ジ を 表示 する 





J 


キー ボー ド か ら 1 文字 入力 を 行う 


キャ ラク タ ・ コ ー ド を (WORK4 二 1) 
(WORK4) に 格納 する 


スト ッ プ ・ キ ー の 場合 に は シス テム ・ モ 
ニタ ヘ へ ジャ ンプ する 


リタ ー ン ・ キ ー で な けれ ば 再度 入力 を く 


り 返 す 
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D3092 


D30C 
D30F 
D310 
D313 
D316 
D319 
D31A 
D31B 
回 3 
D31F 
D322 
D323 
D324 
D325 
D326 
D329 
D32C 
D32D 
D330 


D333 
D336 
D339 
D33C 
D33F 
D342 
D345 
D348 
D349 
D34C 
D34D 
D34E 
D351 
D352 
D355 
D356 
D3592 
D35A 
D3SB 
D3SE 
D3SF 
D360 
D361 
D364 
D365 
D368 
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オン ルー チン * 


C35CCD 


2A08ED 
EB 
210400 
CD1EC1 
F233D3 
DS 
CS 
210600 
EB 
CD2DC1 
EB 
G1 
D1 
EB 
210100 
CD1EC1 
EB 
2234ED 
C352D2 


210000 
2216ED 
2A06ED 
220CED 
210100 
221CED 
2A2AED 
EB 

210900 
19 

EB 

CDS1D3 


アセ ンプ ブル ・ 


リス ト 


MAaIN66i JP 
H 
? computer モ hinking 


MAIN1 


COMP : 


LD HL ,(PLAYS) 

EX DE ,HL 

LD HL , 4 

CALL ISUBO 

JP P ,COMP1 

PUSH DE 

PUSH BC 

LD HL , 6 

EX DE , HL 

CALL RNDO 

EX DE ,HL 

POP BC 

POP DE 

EX DE , HL 

LD HL , 1 

CALL ISUBO 

EX DE , HL 

LD (COORD),HL 

JP MAINS8 
COMP1: LD HL , 0 

LD (DEEP ) , HL 

LD HL ,(SOTNE ) 

LD (STONE1 ) , HL 

LD HL , 1 

LD (MORK4 ) ,HL 

LD HL ,(RDEEP ) 

EX DE ,HL 

LD HL , う 

ADD HL,DE 

EX DE , HL 

CALL COMP2 
COMP2: PUSH DE 

LD HL ,(MORK4 ) 

EX DE , HL 

LD HL,(STACK ) 

ADD HL,DE 

PUSH HL 

LD HL ,0 

EX DE ,HL 

PP 間 し 

LD 1 |) 放 1 コ 

| 画 HL , (MORK4 ) 

EX DE ,HL 

LD HL ,8 

ADD HL,DE 





3 
ンプ する 


に 


手 番 が 1 一 3 の 場合 に は 0-5 の 乱数 を 
発生 し コン ピュ ー タ の 手 と し て 与え る 





PERMA (DEEP) に 0 を 格納 


| 


1 
いん 


(WORK4 二 1) (WORK4) を ルー 
プ ・ カ ウン タ と し て 1 か ら (RDEEP 
二 1) (RDEEP) に 9 を 加え た 値 ま 
で くり 返す 


(SOTNE) を (S 
(NT B 下 区 す 9 た 了 


(STACK 二 1) (STACK) の 内 容 
に (WORK4 十 1) (WORK4) の 内 
容 を 加え て 指定 する アド レス に 0 を 格納 
する 





ーーーーーーー デ ーーー ツ シ ン 語 に よる 2 決 元 4 目 な 6 で ーー 


D369 
D36A 
D36D 
D36E 
D36F 
D372 
D373 
D374 
D375 
D378 
D379 
D37C 
D37D 
D380 
D381 
D382 
D385 
D386 
D387 
D38A 
D38B 


D38C 
D38F 
D3922 
D393 
D3924 
D39 ァ 7 
D3928 
D39B 
IS2C 
D39F 
D3A2 
D3AS5 
D3A6 
D3A ァ 7 
D3A8 
D3A9 
D3AA 
D3AD 
D3AE 
D3B1 
D3B4 
D3B5 
D3B8 
D3BB 
D3BC 
D3BD 
D3BE 
D3BF 
D3C0 





EB 
2A32ED 
19 
ES 
21FF00 
EB 
EE1 
73 
2A1CED 


110000 
CD92D3 
DS 
DS 
2A16ED 
EB 
2A2AED 
EB 
CD1EC1 
110000 
F2A6D3 
1 じ 
EB 
D1 
EB 
DS 
2428ED 
EB 
210100 
CD1EC1 
B3 
110000 
C2BCD3 
1 じ 
EB 
D1 
19 
EB 
DS 


COMP3: 
COMP4: 


COMPS: 


COMP6: 


EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
LD 
POP 
PUSH 
CALL 
POP 
POP 
JP 
PUSH 
JP 


LD 
CALL 
PUSH 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
EX 
CALL 
| 園 B 
JP 
INC 
EX 
POP 
EX 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
LD 
JP 
INC 
EX 
POP 
ADD 
EX 
PUSH 


DE ,HL 

HL ,(STACK ) 
HL , DE 

HL 
HL , 0FFH 
DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 

HL , (MORK4 ) 
DE ,HL 
HL , 10H 
HL , DE 
(MORK4) ,HL 
DE 

DE 

ISUB0O 

DE 

HL 

M,COMP3 
HL 

(HL ) 


DE ,0 
COMP4 

DE 

DE 

HL, (DEEP ) 
DE ,HL 

HL ,(RDEEP ) 
DE , HL 
ISUBO 

DE ,0 

P ,COMP5 

ヨ 


DE , HL 

DE 

DE , HL 

DE 

HL , (VALUE ) 
DE ,HL 
HL , 1 
ISUB0 

世 

DE , 0 

NZ , COMP6 
選 

DE , HL 

DE 

HL , DE 
DE , HL 

DE 


(STACK 十 1) (STACK) の 内 容 
に (WORK4 十 1) (WORK4) の 内 
容 を 加え さら に 8 を 加え て 指定 する アド 
レス に FFH を 格納 する 


] 


(WORK4 士 1) (WORK4) を ルー 
プ ・ カ ウン タ と し 増分 を 1 6 と し て くり 
返し 処理 の 終了 を チェ ッ ク す る 





次 の くり 返し 処理 の た め に スタ ッ ク の 操 
作 を 行う 


(RDEEP 二 1) (RDEEP) の 内 容 
が (DEEP 十 1) (DEEP) の 内 容 未 
満 か また は (VALUE 二 1) (VAL 
U E ) の 内 容 が 1 か 200 の 場合 に は 

「『COMP 1 1』」 へ ジャ ンプ する 
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D3C1 
D3C4 
D3C5 
D3C8 
D3CB 
D3CC 
D3CF 
D3D2 
D3D3 
D3D4 
D3DS 
D3D6 
D3D7 
D3D8 
D3D9 
D3DC 


D3DF 
D3E2 
D3E3 
D3E6 
DS3E?7 
D3EA 
D3EB 
D3EC 
D3ED 
D3EF 
D3F0 
D3F3 
D3F6 
D3F9 


D3FC 
D3FF 
D400 
D403 
D404 
D405 
D406 
D409 
D40A4 
D40D 
D40E 
D40F 
D410 
D412 
D413 
D416 
D419 
D41A 
D41B 
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メイ オジ ルー チ ジ * 


2A28ED 
EB 
21C800 
CD1EC1 
B3 
110000 
C2D3D3 
中 
EB 
D1 
19 
EB 
7B 
B2 
CADFD3 
C3C9D4 


CD03C5 
DS 
2A16ED 
EB 
2A32ED 
2 

D1 

6E 
2600 
EB 
210300 
CD1EC1 
F2FCD3 
C3C9D4 


2A16ED 
EB 
2A32ED 
19 

ES5 

DS 
2A16ED 
EB 
2A32ED 
19 

D1 

6E 
2600 
EB 
210100 
CD1EC1 
EL 

当 き 

DS 


er 


COMP7: 


COMP8: 
COMP9: 


COMP10: 


LD 
EX 
LD 
CALL 
OR 
LD 
JP 
INC 
EX 
POP 
ADD 
EX 
LD 
OR 


ADD 
PUSH 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
CALL 
POP 
LD 
PUSH 


HL ,(VALUE ) 
DE , HL 

HL , 0C8H 
ISUBO 

E 

DE ,0 

NZ , COMP ァ 7 
E 

DE ,HL 

DE 

HL , DE 

DE ,HL 
AE 

D 
Z,COMP8 
COMP1 1 


に 1ST 

DE 

HL ,(DEEP ) 
DE ,HL 
HL,(STACK ) 
HL,HE 

DE 

L,(HL ) 
H,0 

DE ,HL 
HL , 3 
ISUB0 
P,COMP10 
COMP1 1 


HL , (DEEP ) 
DE ,HL 

HL ,(STACK ) 
HL , DE 

HL 

DE 
LCDEEP) 
DE ,HL 
HL,(STACK ) 
HL, DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 

DE , HL 

時 

ISUBO 

HL 

(HL ),E 

DE 








ピノ 


] 





に 











可能 な 次 の 手 を ワー ク ・ エ リア に 求め る 
(STACK 十 1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP 二 1) (DEEP) の 内 容 を 
加え て 指定 する アド レス の 内 容 が 3 未満 
の 場合 『C0OMP 1 1」 へ ジャ ンプ する 
(STACK+1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP+1) (DEEP) の 内 容 を 


加え て 指定 する アド レス の 内 容 か ら 1 を 
減じ る 





ーー シン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら で mm 


D41C 
D41F 
D420 
D423 
D424 
D425 
D426 
D428 
D42B 
D42C 
D42F 
D430 
D433 
D434 
D435 
D438 
D439 
D43A 
D43B 
D43D 
D440 
D443 
D444 
D44?7 
D448 
D449 
D44C 
D44D 
D44E 
D44F 
D4S0 
D453 
D4S4 
D45? 
D458 
D459 
D4SA 
D4S5C 
D4SF 
D460 
D463 
D464 
D46? 
D468 
D469 
D46C 
.D46D 
D46E 
D46F 
D471 
D472 





2A16ED 
EB 
2A32ED 
19 


6E 
2600 
221CEB 
2A1CED 
EB 
2A38ED 
19 

E5 
2A0CED 
EB 

1 

73 

DS 
2416ED 
EB 
2432ED 


2600 
EB 
210600 


LD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 
LD 
LD 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 
LD 
LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 
LD 
LD 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 


HL (DEEP ) 
DE ,HL 

HL , (STACKy 
HL, DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 
(MORK4 ) ,HL 
DE 

HL , (DEEP ) 
DE ,HL 

HL , (MORK4 ) 
HL , DE 
DE , HL 

HL ,(STACK ) 
HL , DE 

DE 

L, (HL ) 

H,0 
(MORK4 ) ,HL 
HL , (MORK4 ) 
DE ,HL 

HL ,(BOARD ) 
HL , DE 

HL 
HL,(STONE1 ) 
DE , HL 

HL 

(HL ),E 

DE 
HL,(DEEP ) 
DE , HL 
HL,(STACK ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 
(MORK4),HL 
DE 
HL,(DEEP ) 
DE , HL 

HL , (MORK4 ) 
HL , DE 
DE , HL 

HL ,(STACK ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 

DE , HL 

HL ,6 


| 
| 


ブフ 





(STACK 士 1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP 二 1) (DEEP) の 内 容 を 
加え て 指定 する アド レス の 内 容 を (WO 
RK4 十 1) (WORK4) に 格納 する 


(STACK 二 1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP 二 1) (DEEP) の 内 容 を 
加え さら に (WORK4 十 1) (WORK 
4 ) の 内 容 を 加え て 指定 する アド レス の 
内 容 を (WORK4 十 1) (WORK4) 
に 格納 する 


(BOARD+1) (BOARD) の 内 容 
に (WORK4 士 1) (WORK4) の 内 
容 を 加え て 指定 する アド レス に (STO 
NE1 二 1) (STONE 1 ) の 内 容 を 格 
納 す る 


(STACK 十 1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP 十 1) (DEEP) の 内 容 を 
加え て 指定 する アド レス の 内 容 を (WO 
R K4 十 1) (WORK4) に 格納 する 


(STACK 士 1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP 士 1) (DEEP) の 内 容 を 
加え さら に (WORK4 二 1) (WORK 


4 ) の 内 容 を 加え て 指定 する アド レス の 
内 容 を 6 で 割っ た 値 を (CO00RD2 十 
1) (C00RD2) に 格納 する 
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D475 
D478 
D479 
D47C 
D47D 
D47E 
D481 
D482 
D485 
D486 
D487 
D48A 
D48B 
D48C 
D48D 
D48F 
D4920 
D493 
D496 
D49 ァ 
D498 
D42B 
D42E 
D4A1 
D4A4 
D4A5 
D4A8 
D4A9 
D4AC 
D4AF 
D4B0O 
D4B3 
D4B6 
D4B ァ 7 
D4BA 
D4BD 
D4BE 
D4BF 
D4C2 
D4C3 
D4C4 
D4C ァ Z 
D4C8 





D4C9 
D4CA 
D4CD 
D4CE 
D4D1 
D4D2 
D4D3 
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メイ ン ル ー チ ン ・ 


CD24C1 
EB 
2212ED 
DS 

DS 
2A16ED 
EB 
2A1CED 
19 

EB 
2A32ED 
中 

D1 

6E 
2600 
EB 
210600 
CD24C1 
EB 

D1 
2A44EED 
2210ED 
CDCEC5 
2A16ED 
刀 B 
210800 
1 
2216ED 
210300 
EB 
2A0CED 
CD1EC1 
EB 
220CED 
210000 
D1 

DS 
CD1EC1 
D1 

選 侍 
FAC9D4 
ES 

世 ウ 


DS 
2A16ED 
EB 
210100 
作 ゲ 
EB 
2A32ED 


アセ ンプ ルリ スト 琶 生生 


COMP11: 


CALL IDIVO 

EX DE,HL 

LD (COORD2),HLJ 
PUSH DE ] 
PUSH DE 

LD HL,(DEEP>) 

EX DE,HL 

LD HL,(MORK4) 
ADD HL,DE 

EX DE,HL 

LD HL,(STACK ) 
ADD HL,DE 

POP DE 

LD  L,(HL) 

LD  H,O 

EX DE,HL 

LD HL,6 

CALL IDIVO 

EX DE,HL 

POP DE 


LD HL ,(DIVMK ) 


LD (COORD1 ) , HL リ 


(STACK 二 1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP 二 1) (DEEP) の 内 容 を 
加え さら に (WORK4 二 1) (WORK 


4 ) の 内 容 を 加え て 指定 する アド レス の 
内 容 を 6 で 割っ た 剰余 を (C00RD1 
+1) (CO00RD1) に 格納 する 











CALL VaL 評価 値 を 計算 する 

LD HL,(DEEP)  ] 

EX DE,HL (DEEP+1) (DEEP) の 内 容 に 8 
LD _ HL,8 を 加え る 

ADD HL,DE 

LD (DEEP),HL フ 

LD HL , 3 ] 

LO CON MEI 
CALL ISUBO . 0 箇 に 
EX DE , HL 

LD (STONE1 ) , HL 

LD HL ,0 

POP DE 

PUSH DE 

CALL ISUBO 

POP DE 7「COMP 4」 に も どっ て くり 返す 
POP HL 

S 包 M,COMP1 1 

PUSH HL 

JP (HL ) ノ 

PUSH DE ] 

LD HL 。(DEEP ) 

EX DE , HL (STACK 十 1) (STACK) の 内 容 
LD HL , 1 に (DEEP 二 1) (DEEP) の 内 容 を 
ADD HL,DE 加え さら に 1 を 加え て 指定 する アド レス 
EX DE , HL の 内 容 を (WORK4 二 1) (WORK4) 


LD HL,(STACK ) 


に 格納 する 


ーーーーーーー プシ ン 語 に よる 2 次 元 4 目 な ら で ーー ピ 











D4De 19 ADD HL,DE 

D4D7 D1 POP DE 

D4D8 6E LD し L,(HL) 

D4D9 2600 LD  H,0O 

D4DB 221CED LD (MORK4),HL 

D4DE D5 PUSH DE 

D4DF 2A1CED LD HL,CMORK4) 

D4E2 EB EX DE,HL 

D4E3 210000 LD HL,0O 

D4E6 CD1EC1 CALL ISUBO 

D4E9 B3 DR E 

D4EA 110000 LD DE,0 

D4ED C2F1D4 JP NZ,COMP12 

D4F0 1C INC E 

DAF1 EB COMP12:EX DE,HL 

D4F2 D1 POP DE 

D4F3 EB EX DE,HL 

D4F4 D5 PUSH DE 

D4F5 2A1CED LD HL,(MORK4) 

D4F8 EB EX DE,HL 

D4F9 21FF00 LD HL,OFFH 

7 ES EN CN (WORK4 士 1) (WORK4) の 内 容 
D500 110000 LD DE ,0 が 0 か また は FFH の 場合 に は (STA 
D503 C207D5 JP NZ,COMP13 ば p (RT 信人 な 9 8 剛 SD 
D506 1C INC E EP+1) (DEEP) の 内 容 を 加え さら 
D507 EB COMP13:EX DE,HL に 1 を 加え て 痢 定 す る アド レス に (VA 
D508 D1 POP DE LUE+1) (VALUE) の 内 容 を 格納 
D509 19 ADD HL,DE 更 

D50A EB EX DE,HL 

DS50B 7B LD  A,E 

D50C B2 OR  D 

D50D CA24D5 JP  Z,COMP14 

D510 2A16ED LD HL,〈DEEP ) 

D513 EB EX DE,HL 

D514 210100 LD HL,1 

D517 19 ADD HL,DE 

D518 EB EX DE,HL 

D519 2A32ED LD HL,(STACK ) 

D51C 19 ADD HL,DE 

D51D E5 PUSH HL 

D51E 2A28ED LD HL,(VALUE ) 

D521 EB EX DE,HL 

D522 E1 POP HL 

D523 73 LD (HL),E 

D524 210000 COMP14:LD HL,O 靖史 昌和 
D527 2228ED LD (VALUE),HL 衝 品 する 

D52A 2A16ED LD HL,(DEEP>) 

D52D EB EX DE,HL 

D52E 210000 LD HL,0O 


D531 CD1EC1 CALL ISUBO 
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DS534 
DS35 
D538 
DS3B 
D53C 
DS3D 
DS540 
DS41 
DS542 
DS45 
DS546 


DS547 
DS548 
DS4B 
DS54C 
DS4F 
DS52 
BS3 
DSS4 
lsjsWd 
DS5SA 








DS5D 
DS60 
DS561 
DS64 
DS565 
DS68 
D569 
DS6A 
DS6B 
DS6D 
DS70 
DS71 
D574 
57S 
D578 
DS79 
DS57A 
DS7D 
DS57E 
DS7F 
DS80 
DS82 
DS585 
DS588 
D589 
DS8C 
DS58D 
DS8E 
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メイ ン ル ー チ ン ・ ア セン ブル ・ 


B3 
C2S5DDS 
210100 
D1 
DS 
CD1EC1 
D1 
9 
FA47DS 
選 5 
EZ 


2A4EED 
2234ED 
C352D2 


CD10C8 


6E 
2600 
221CED 
2A1CED 
EB 
2A38ED 
まめ 

E5 
210000 


H 
COMP15: 


COMP16: 


ーー 


OR 
JP 
LD 
POP 
PUSH 
CALL 
POP 
POP 
JP 
PUSH 
JP 


PUSH 
LD 
EX 
LD 
CALL 
EX 
POP 
LD 
LD 
JP 


CALL 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 
LD 
LD 
PUSH 
LD 
EX 
LD 
ADD 
EX 
LD 
ADD 
POP 
LD 


LD 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 


E 

NZ ,COMP16 
HL , 1 

DE 

DE 

ISUBO 

DE 

HL 
M,COMP1S 
HL 

(HL ) 


DE 

HL , (COORD ) 
DE , HL 
HL,6 

IDIVO 
DE , HL 

DE 
HL,(DIVMK ) 


- (COORD) , HL 


MAINS8 


BACK 

DE 

HL , (DEEP ) 
DE ,HL 
HL,(STACK ) 
HL , DE 

DE 

に (HL ) 

H,0 
(MORK4 ) ,HL 
DE 

HL , (MORK4 ) 
DE ,HL 
HL,(DEEP ) 
HL , DE 
DE , HL 

HL ,(STACK ) 
HL , DE 

DE 

L,(HL ) 

H,0 
(MORK4 ) ,HL 
HL , (MORK4 ) 
DE , HL 

HL ,(BOARD ) 
HL , DE 

HL 

HL,0 


(DEEP 十 1) (DEEP) の 内 容 が 0 
で あれ ば 『C OMP4』 か ら は じ ま る くり 
返し 処理 を 終了 し (C00RD 十 1) (C 
00RD) の 内 容 を 6 で 割っ た 剰余 を 同 
じ く (CO0ORD+1) (CO00RD) に 
格納 後 コ ンピュータ の 思考 を 中 断 す る 





ノブ 


) サブ ルー チン 『B A CK』 を 呼び 出す 


(STACK 十 1) (STACK) の 内 容 
に (DEEP 十 1) (DEEP) の 内 容 を 
加え て 指定 する アド レス の 内 容 を (WO 
RK4 士 1) (WORK4) に 格納 する 


| の 内 容 





に (WORK4 二 1) (WORK4) の 内 
容 を 加え さら に (DEEP 二 1) (DEE 
P ) の 内 容 を 加え て 指定 する アド レス の 
内 容 を (WORK4 二 1) (WORK4) 
に 格納 する 
み 

(BOARD 士 1) (BOARD) の 内 容 
に (WORK4 十 1) (WORK4) の 内 


容 を 加え て 指定 する アド レス に 0 を 格納 
する 


ーー シン 語 に よる 2 次 元 4 目 な 5 で ーー 


D591 
DS592 
D5923 
DS594 
DS9 ァ 
DS98 
DS92B 
DS2E 
DS59F 
DSA2 
DSA5 
DSA6 
DSA92 
DSAA 
DSAB 
DSAE 
DSAF 
DSBO 
DSB1 


DSB4 





210100 
CD1EC1 
B3 
C2B1D5 
2A16ED 
EB 
2A32ED 
地 ン 
ES 
210200 
EB 
E1 
の 3 
CS3E203 


EX 
POP 
LD 
LD 
EX 
LD 
CALL 
OUR 
wJE 
LD 
EX 
LD 
ADD 
PUSH 
LD 
EX 
POP 
LD 


COMP17: JP 


END 


DE , HL 
HL 
(HL ) ,E J 
HL , (ABFLAG ) ] 
DE , HL 
HL , 1 
ISUBO 

E 

NZ , COMP17 


HL ,(DEEP ) ( 


DE , HL 

HL , (STACK ) 
HL , DE 

HL 

HL ,2 

DE ,HL 

HL 

(HL ) ,E 
COMP92 





(ABFLAG 二 1) (ABFLG) の 内 
容 が 1 で あれ ば (STACK 二 1) (ST 
ACK) の 内 容 に (DEEP 二 1) (DE 
EP) を 加え て 指定 する アド レス に 2 を 


格納 する 


ィ 
ア 'CoMp9 に も どっ て くり 返す 





」 














GO 


ーーー ン < 全 


APC-8001mkII の 本 体内 部 











235 






コー コー 








部 
8086 の 誕生 


Z 80 の 普及 か ら 6809 の 発表 に 至る に つれ て , 
時 代 も 隆盛 を 迎え まし た 。 

し か し , これ ら 8 ビット の マイ クロ プロ セッ サ に 対す る 
要求 が 高まる に つれ て , 能力 を 超え る も の が 後 を た ち ま せ 
ん 。 次 に 列記 する も の は , 8 ビッ ト の マイ クロ プロ セッ サ 
に 対す る 不満 の ほん の 一 例 で す 。 つ いこ の 間 ま で , メモ リ 
容量 が 多い と か , 実行 
の が 嘘 の よう で す 。 


8 ビッ ト の 






の 


人 @ 直 接 文字 列 
そし て , それ ら の 


す 。 こ の よう な 8086 の 生ま 鞭 に 2 
イク ロ プ ロ セ ッ サ の 欠点 を 解消 する と い 


り , 次 に 述べ る 二 つ の 16 ビ ピット ・ マ イク ロ プ ロ 幸 
まれ た 背景 と は 若干 異な り ま す 。 


Z8000 と 68000 


その 後 」 ザイ ログ 社 ,. モト ロー ラ 社 より , それ ぞ れ Z80.。 和 も 


00, 68000 (MC68000) が 発表 され まし た が , これ ら の 痛 
景 と な っ て いる の は , 自社 の 8 ビッ ト ・ マ イク ロ プ ロ セ ッ 
サ で は な く , L S 1 一目 で す 。LS 1 一 上 は 。 DEC 社 の 
・ コ ンピュータ で ある PD P 一 | の 持つ 機能 を 4 チッ 
プ の L S 1 に イシ プリ メン ト し た も の で す 。 

し た が っ て , Z 8000 お よび 68000 は , 8 ビッ ト ・ マ イク ロ 
プロ セッ サ の 拡張 で は な く ミ ニコ ン の | チッ プ 化 か ら 生 ま 
れ た も の な の で す 。 


マイ クロ プロ セッ サ と ミニ コン 


実際 に , 8086, Z8000, 68000 な どの いわ ゆる I6 ビ ピッ ト ・ 
マイ クロ プロ セッ サ は , 処理 速度 の 点 で , ほぼ 1970 年 前 半 


速度 が 時 愉 堂 と 言っ て 喜ん で いた we 
CX た ま 3 * 


kp 


人 


の 平均 的 な ミニ コン と 同等 以上 の 能力 を 持つ に いた り ま し 
た 。 扱 うこ と の で きる メモ リ の 容量 も , 大 半 の 16 ビ ピット ・ 
ミニ コン を 越え て いま す 。 

8 ビッ ト ・ マ イク ロ プ ロ セ ッ サ が 最も 不得 手 と し て いた 
浮動 小数 点 演算 に 関し て も , イン テル 社 の 8087 (i 8087) 
に 代表 され る 専用 の コ プ ロ セッ サ や 専用 の 周辺 チッ プ を 用 
いる こと に よっ て , 浮動 小数 点 演算 の 機能 を ハー ドウ エア 
で 備え て いる ミニ コン と 並ぶ 処理 能力 が 得 ら れる よう に な 
っ て いま す 。 


ァ 和 中 の マイ クロ プロ セッ サ 
イン テル 圭 は 3 チップ て 構成 され て いる 32 ピ ッ 
。 セ 欠 、| AP X432 を 発表 し まし た 。 


CPU は 



























くべ きこ と に この 処理 速 
光 コ タ に 匹敵 する 能力 な の で 
900 和 更 信夫 作 を 有 有 し て お り , その 
で ザ き ニー の 性 能 は 32 ビ ッ ト の 
っ ym 絆 MT 

> ーー 注 GMA ます 
し て , イン テル 社 か 


テク チャ 自身 が AD 
せる こと を 意識 し て 


く 32 ビ ピット の マイ クロ プロ セッ サ と し て , 680I10 お よび 680 
20 を 発表 し まし た 。 
i AP X86(8086) と iA P X432 の 間 に は , 影響 を 受け て 


は いる も の の , 同じ イン テル 社 の 製品 で ある こと 以外 に 特 


別 な 関係 は あり ませ ん 。 し か し モト ロー ラ 社 の 場合 に は 上 


位 互換 性 を 意識 し た 上 で 発展 し て お り ,68000 を 32 ビ ピット に ji 


し た も の が まさ に 68020 で ある と 考え て よい で し ょ う 。 
この よう に , 4004 に 始ま っ た マイ クロ プロ セッ サ は , よ 
り 大 き な 娘 理 能力 と より 高い 機能 を 目指 し て 流れ て きま し 


た 。 こ れ か ら も , より 大 き な 処 理 能力 と より 高い 機能 を 目 


標 と し て 流れ て 行く こと で し ょ う 。 


MI PS の 処理 速度 を 持っ て 〔 


ラ し か サポ ー ト され ,。 
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1. COM 一 82 イン スト ラク ショ ン ・ セ ッ ト 


1 っ 


Tn ェ *ーn ロ 


r, (HL) ェ ー(HL) 
r, (IX 十 d) ェ ー(1IX 十 d) 


r, (IY 十 d) rcー(IY 十 d) 


(HL).r (HL)-r「 
(IX 十 d),r (IX 十 d)ーr 


(IY+d),r (IY+d)ーr 
(HL),n (HL)ーn 
(IX 十 d).n (IX 十 d)-n 


(IY+d)-n 


Aー( BC) 
Aー(DE) 
Aー(nn ) 


(BC)ーA 
(DE)ーA 
(nn) 一 A 


11S SS11888118 ビ 118 ビ 18 1 に 


AI 





LD HL, (nn) Hー(mn 十 1) 
エー(nn) 


LD dd, (nn) ddn 一 (mn 十 1) 
ddr 一 (nn) 

















118 ビ 118 118 に 118 に 11 る 8 





LD IX, (mn) 


(nn).IY 


LD SP, HL 
LD SP.IX 


LD SP,IY 


PUSH qq 


PUSH IX 
PUSH IY 
POP qq 
POP IX 


POP IY 


TX ョ (mn 十 1) 
IX 一 (nn ) 


TIY ョ 一 (nn 十 1) 
TY エ 一 (nn ) 


(nn 十 1) 一 日 
(mn ) し 


(mn 十 1) 一 ddn 
(mn ) 一 ddi. 


(nn 十 1) 一 IXa 
(nn) 一 IXL 


(nn 寺 1) 1Ya 
(mn) 一 IYL 


SPーHL 
SPーIX 


SPY 


(SPー2) 一 qqL 
(SPー1) 一 qqn 
(SPー2) 一 IXL 
(SP-1) 一 IXa 
(SP2)ーIYL 
(SP-1) 一 IYa 
qq 一 (SP 十 1) 
qqarー(SP) 

IX』ー(SP+1) 
IXL 一 (SP) 

IYa 一 (SP 十 1) 
IYL 一 (SP) 


118 ビ に 118 ビ に 


ら 
ら 


118 ビ 118 ビ 118 ビ 1+ 





EX DE, HL 
EX AF,AF" 
EXX 

EX (SP),HL 


EX (SP),IX 


EX (SP),IY 


DE…HL 
AF<AF" 


BC…BC" 
DE*>DE' 
HL<HL' 


H(SP+1) 
L で (SP) 
IXn<(SP+1) 
IXL で (SP) 


1IYa<e(SP+1) 
ITYL な (SP) 











(DE) 一 (HL) 

DE 一 DE+1 

HLーHL+1 

BC 一 BC 一 1 

(DE) 一 (HL) 

DE 一 DE+ 1 

HLーHL+ 1 

BC 一 BC 一 1 until BC=0 











21 if BC キ 0 
16 if BC=0 








(DE) 一 (HL) 

DEーDEー1 

HLーHLー1 

BCーBC -1 

(DE) 一 (HL) 

DEーDEー1 

HLーHLー1 

BCーBC 一 1 until BC=0 


21 if BC キ 0 
16 if BC=0 





AA 一 (HL) 
HLーHL+ 1 
BC 一 BC 一 1 


Aー(HL) 

HLーHL+1 - 

BC 一 BC 一 1 until A=(HL) 
or BC=0 


Aー(HL) 
HLーHLー1 
BC 一 BC 一 1 


A 一 (HL) 

HLーHLー1 

BC 一 BC 一 1 until A ニ (HL) 
or BC=0 


21 if BC キ 0 
and A キ (HL) 

16 if BC=0 
or A ニ (HL) 


16 


21 if BC キ 0 
and A キ (HL) 

16 if BC=0 
or A ニ (HL) 





ADD Ar 
ADD An 


ADD A, (HL) 

| ADD A,(IX+d) 
ADD, A, (IY+d) 
ADC A,r 
ADC An 


ADC 4, (HL) 
ADC A, (IX 二 d) 


ADC A, (IY+d) 


SUB r 
SUB n 


SUB (HL) 
SUB (IX 十 d) 


SUB (IY+d) 


SBC Ar 
SBC An 


SBC A, (HL) 
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AーA 二 r 
AATn 


AA 十 (HL) 

AA 十 (IX 十 d) 
AーA 十 (IY 十 d) 
AA+r 圭 CY 
AA+n 十 CY 
AA 二 (HL) 士 CY 
AA 十 (IX 十 d) 士 CY 
AーA 十 (IY 十 d) 十 CY 
AーAーr 

AーAーn 
AA 一 (HL) 
AA 一 (IX 十 d) 
AーA 一 (IY 十 d) 
AAーr ェ ーCY 
AAーnーCY 


AA 一 (HL) 一 CY 

















SBC A, (IX 十 d) 
SBC A,(IY+d) 
AND r 

AND n 

AND (HL) 
AND (IX+d) 
AND (IY 二 d) 
ORr 

OR n 

OR (HL) 

OR (IX+d) 
OR (IY+d) 
XORr 

XOR n 


XOR (HL) 
XOR (IX+d) 


XOR (IY+d) 


CPr 
CP nm 


CP (HL) 
CP (IX 十 d) 


CP (IY+d) 


INCr 
INC (HL) 
INC (IX 十 d) 


INC (IY+d) 


DECr 
DEC (HL) 
DEC (IX+d) 








AーA 一 (IX 十 d) 一 CY 
AーーA 一 (IY+d) 一 CY 
AーAAr 
AAAn 
AA 人 (HL) 
AーA 人 (IX 十 d) 
AーA 人 人 (IY+d) 
AーA Vr 
AA Vn 
AA V(HL) 
AA V(IX+d) 
AA V(IY 二 d) 
AA マ r 
AーAyn 
AA マツ (HL) 
AーA (IX 十 d) 
AA マ (IY+d) 
Aーr 

Aーn 

Aー(HL) 

A 一 (IX 十 d) 


AA 一 (1Y 十 d) 


rr 十 1 
(HL) 一 (HL)+ 1 
(IX 二 d) 一 (IX 二 d) 十 1 


(IY+d) 一 (IX 二 d) 十 1 


『*ー ニ ャ ーー 
(HL) (HL)-1 
(IX 十 d) 一 (IX 十 d) 一 1 
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DEC (IY+d) 


(ITY+d) 一 (IY+d) 一 1 


1 8 ご 





ADD HL.ss 
ADC HL, ss 


SBC HL, ss 
ADD IX. pp 
ADD IY,rr 


INC ss 
INC IX 


INC IY 


DEC ss 
DEC IX 


DEC IY 


HLーHL+ss 
HLーHL+ss 十 CY 


HL 一 HLーss 一 CY 
IXーIX+pp 
TIYーIY 二 rr 


ss*-ss 十 1 
IXーIX 二 1 


IYーIY 十 1 


ss*-ss 一 1 


IXーIXー1 


1IYーJYー1 


き 


ら ー 
己 ビ 


ら ー 


に # コ 


き ピ 


8 


ご 8 に 


8 ご 8 る 





DAA 
| CPL 
NEG 


CCF 
SCF 


Decimal adjust Acc 
AA 
AーA+ 1 


CYーCY 
CYー1 








No operation 


CPU halted 

IFFー0 

IFFー1 

Set interrupt mode 0 


Set interrupt mode 1 


Set interrupt mode 2 


8|888 ご 8818 








[Cy-HT7- ご 宇 』 
A 





Hr 一 ロー で 
A 


トー で す 上 (eY 
A 








7? 一 0 | ーー[CY 
A 























RLC r 


RLC (HL) 


RLC (IX+d) 


RLC (IY+d) 


RLr 


RL (HL) 


RL (IX+d) 











RRCr 
RRC (HL) 


RRC (IX+d) 


RRC (IY+d) 


RRr 


RR (HL) 


RR (IX 二 d) 








RR (IY+d) 


SLAr 


SLA (HL) 


SLA (IX 十 d) 


SLA (IY+d) 














[CY-f 
r, (HL),( IX 十 d),(IY 十 d) 





HCY-7ー ャ コー 


r, (HL), (IX 十 d)、(IY 十 d) 





Cew 
r, (HL), (IX 十 d), (IY 十 d) 





r, (HL), (IX 十 d),(IY 二 d) 











[CYk-L7= デ の ーー 0 
r, (HL), (IX+d), (IY+d) 














15 


23 


23 


15 


23 


23 


15 


23 


15 


23 











00 000 r 


11 001 011 
00 000 110 


11 011 101 
11 001 011 
00 000 110 
11 111 101 
11 001 011 

2 
00 000 110 


11 001 011 
00 010 r 


11 001 011 
00 010 110 


11 011 101 





00 001 110 
11 011 101 


11 001 011 
00 011 110 


11 011 101 


11 001 011 
00 100 110 


11 011 101 
























SRAr 
SRA (HL) 


SRA (IX+d) 


SRA (IY+d) 


SRL r 
SRL (HL) 


SRL (IX+d) 


SRL (IY+d) 


RLD 





加 臣 と 三軍 寺 あ Lo 
r,(HL), (IX+ す ). (1Y+d) 


0-[7ーー0 上 一 [CYI 
r, (HL). (IX 十 d), (IY+d) 











A [7 二 4|3 一 0] [7 一 4[3 -0!( HL) 
Eo 








15 


23 


23 


15 


23 


23 


18 


101 


001 
101 


011 
001 
101 
111 
001 
101 


001 
111 


001 
111 


011 
001 
111 
111 
001 
111 


101 
101 


101 

















BIT br 
BIT b. (HL) 


BIT b, (IX 十 d) 


BIT b,(IY+d) 


SET b.r 
SET b, (HL) 


SET b, (IX 十 d) 








SET b.(IY+d) 


RES b.r 











RES b. (HL) 








RES b, (IX+d) 




















RES b,(IY+d)- 





Zー〒u 
Zー(HL), 


Zー(IX+d) ぃ 


Zー(IY+d)。 


ru-1 
(HL) ょ 一 1 


(IX 十 d)。 1 


(IY+d) ぃ 一 1 


rs-0 
(HL) ぃ 0 


(IX+d) ぃ ー0 


(IY+d) ぃ ー0 











12 


20 











JP nn PCーnn ・ 10 11 000 011 
* ま 2 生 学 
ーー nm ーー 

JP cc,nn If cc is true PCnn ・ 10 11 cc 010 

Otherwise continue nn 
ーー n ーー 

JR e PC 一 PC+e * 12 00 011 000 
ー e-2 一 

JR C,e If C=0 continue ・ 7 if C=0 00 111 000 

If C=1 PC 一 PC+e 12 if C=1 する @ デ 当て 

JR _NC,e TE C= ニ 1 continue ・ 7 if C=1 00 110 000 

Tf C=0 PC 一 PC+e 12 if で =0 ー e-2 
JR Z,e TE 2Z=0 continue ・ 7 if =0 00 101 000 
If 2Z= ニ 1 PCーPC+e 12 if 2 ニ 1 5 1 人 = デ あ 
JR NZ,e If 2Z ニ 1 continue ・ 7 if Z=1 00 100 000 
If Z=0 PCーPC+e 12 if Z=0 pp 82 ーー 

JP (HL) PCーHL ・ 4 11 101 001 

JP (IX) PCーIX ・ 8 11 011 101 
11 101 001 

JP (IY) PCーIY ・ 8 11 111 101 
11 101 001 

DJNZ e BーB 一 1 if B ニ 0 continue ・ 8 if B=0 00 010 000 

if B キ 0 PCーPC+e 13 if B キ 0 ー e-2 

CALL nn (SP-1)ーPCa * 17 11 001 101 

(SPー2) 一 PCL nn 
PCーnn < 
CALL cc.nn If cc is false continue * 10 ifccisfalse | 11 cc 100 
otherwise same as CALL 17 ifceistrue 2 居 
nn し Ll ee ィ 
RET PCLー( SP) ・ 10 11 001 001 
PCaー(SP+1) 

RET cc If cc is false continue ・ 5 iceisfalse | 11 cc 000 

otherwise same as RET 11 ifcc is true 

RETI Return from interrupt ・ 14 11 101 101 
01 001 101 

RETN Return from non maskable ・ 14 11 101 101 

interrupt 01 000 101 

RSTp (SPー1) 一 PCa * 11 11 ti 111 

(SPー2) 一 PCL 
PCnー0 
PCLーp 
IN An Aー(n) * 11 11 011 011 
Ao-7n 2 
Aa-is 一 ん 
IN r,(C) rー(C) 1 12 11 101 101 
if r=110 only the flags will 01 r 000 
be affected 
Ao-7ーC 
As-jsーB ③ 
INI (HL) 一 (C) + 16 11 101 101 
BーBー 1 10 100 010 
HLーHL+ 1 
Ao-7 て C 
As-jsB 
INIR (HL)ー(C) 1 21 if B キ 0 11 101 101 
BB 一 Bー1 16 if B=0 10 110 010 
HLーHL+1 until B=0 
Ao-7ーC 
As-isーB 
③ 
IND (HL) 一 (C) 1 16 11 101 101 
BーBー1 10 101 010 
Ss 
AsisーB ー・ | ii 


























(HL) 一 (C) 21 if B キ 0 


HBーBー 3 
記 1 ann B=0 H6.498 ヨ 0 


OUT nA 


OUT (C),r 


OUTI (C) 一 (HL) 

BーBー1 

HLーHL 十 1 
Ao-7ーC 
As-jsーB 


(C) 一 (HL) 

BーBー1 

HLーHL+ 1 
Ao-7ーC 
As-isーB 


(C) 一 (HL) 

BーBー 1 

HLーHLー 1 
Ao-7ーC 
As-jsB 


(C) 一 (HL) 
until B= ニ 0 









































@ | @ | e@ | e @ @ @ | _@ 
| ss 

Reg dd Reg qq | Reg pp | Reg rr | Reg rr | Bit b cc Condition Flag 選 t 
BC 00 BC 00 BC 00 BC 00 B 000 0 000 | 000 NZ Non Zero Z 00H 000 
DE 01 DE 01 DE 01 DE 01 C 。 001 1 001 001 Z Zero Z 08H 001 
HL 10 HL 10 IX 10 IY 10 D 010 2 010 | 010 NC Non Carry C 10H 010 
SP 11 AF 電 SP 11 SP 11 E 011 3 011 01 C Carry C 18H 011 
ト 3 角 H 100 4 100 100 PO Parity Odd P/V 20H 100 
Ma 18 み ド トイ ミー ディ エト ・ デ ー ダ タダ 

上 Parity E P/V H 
S : 相対 アド レシ ング の 座位 置 101 5 101 101 PE Pr 0 / 28 101 
e-2: e の 実効 変位 軒 A _ 111 6 110 110 P Sign Positive S 30H 110 

7 。 111 11 M Sign Negative S 38H 111 
フラ グ 

・ | 影 級 受 け な い 1 : 演算 結果 に 従っ た 彰 笑 を 受け る ① BC-1=0 な ら ば P/V=0、 その他 P/V ニ 1 
0 リセット ・ ~ 偶数 バリ ティ 、~0" 庁 数 バリ ティ ② 4A=(HL) な ら ば Z ニ 1、 その 他 Z=0 
1 5 坦 放 V :* 1" オー バフ ロー 有り . "0 "オー バフ ロー 無し ③ B-1=0 な ら ば Z ニ 1. その 他 2Z=0 
X: 不定 IFF : P/V フ ラク ー (IFF) 


の 56SN2 の ピー ビビ ピピ ワ 〇 ウ 
3 


(DE),A 
DE 
D 
D 
D,n 


CALL 

PUSH 

SUB 

RST 

RET 

EXX 

JP 

IN An 
CALL C,nn 
1 ma 


中 


と ー ビ 避 回 の ピピ 


の の o ら の の の の と の 
コ の の ょ の いら ピ OO 


e 
HL, DE 
A,(DE) 





ー ビ ご 回 ロ 〇 ロー ビ ビ 回 の 
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RST 18H 


RET PO 
POP HL 
JP PO,nn 
EX  (SP) HL 
CALL PO,nn 
PUSH HL 
AND  n 
RST 20H 
RET PE 
JP (HL) 
JP PE,nn 
EX DE,HL 
CALL PE,nn 

jp 
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ささ つつ つつ つつ の の の の の の の の 
トコ 


選 
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B, (C) 
(C), B 
HL, BC 
(mn). BC 


IX. BC 
TX, DE 
TX, nn 
(nn).IX 
IX 
IX、IX 
IX, (mn ) 
IX 


woe ロー ら 
の とら の らい oo の 


0 
LA 
(IX+d) C, (C) 
X+d) (C).C 
(IX+d).n HL. BC 
IX, SP BC, (nn ) 
B, (IX+d) 
C, (IX+d) R,A 

D, (IX+d) D, (C) 
E, (IX+d) (C),D 
H, (IX+d) HL. DE 
上 , (IX+d) (mn ), DE 
(IX+d).B 1 
(IX+d).C A,I 
(IX+d).D E. (C) 
(TX+d),E (C),E 
(IX+d).H HL. DE 
(IX+d).L DE, (nn ) 
(IX+d),A 2 

A, (IX+d) A,R 

A, (IX+d) H. (C) 
A, (IX+d) (C),H 
(IX+d) HL, HL 
A, (IX 二 d) 
(IX+d) L, (C) 
(IX+d) (G):E (IY+d) 
(IX+d) HL.HL (IY+d) 
(IX+d) (IY+d) 
(IX+d) HL. SP (IY+d) 
(IX+d) (mn ), SP (IY+d) 
(IX+d) A, (C) (IY+d) 
(IX+d) (C),A (IY+d) 
(IX+d) HL. SP (ITY+d) 
(IX+d) SP, (nn ) (IY+d) 
(IX+d) (IY+d) 
0.(IX+d) 0.(IY+d) 
1, (IX+d) 1.(IY+d) 
2. (IX+d) 2, (IY+d) 
3. (IX+d) 3. (IY+d) 
4. (IX 二 d) 4.(IY 十 d) 
5, (IX+d) 5, (IY+d) 
6. (IX+d) 6.(IY+d) 
7. (IX 二 d) 7, (IY+d) 
0. (IX+d) 0.(IY+d) 
1. (IX+d) 1. (IY+d) 
2. (IX+d) 2.(IY+d) 
3, (IX+d) 3. (JIY 十 d) 
4. (IX 二 d) 4.(IY+d) 
5. (IX+d) 5, (IY+d) 
6. (IX+d) 6. (IY+d) 
7. (IX+d) 7, (IY 十 d) 
0.(IX+d) 0.(IY 二 d) 
1, (IX+d) 1, (IY 二 d) 
2. (IX+d) 2. (IY+d) 
3, (IX+d) 3, (1Y+d) 
4, (IX 十 d) 4.(IY+d) 
5, (IX+d) 5, (IY+d) 
6, (IXd) 6.(IY+d) 
7, (IX 二 d) 7.(IY 十 d) 
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(IY+d),B 
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AND 
ABS 
ATN 
ASC 
AUTO 
ATTR$ 
BCD$S 
BEEP 
CONSOLE 
CLOSE 
CONT 
CLEAR 
CLOAD 
CSAVE 
CSRLIN 
CINT 
CSNG 
CDBL 
CVI 
CVS 
CVD 
COS 
CHRS$ 
CMD 
COLOR 
DATA 
DIM 
DEFSTR 
DEFINT 
DEFSNG 
DEFDBL 
DSKO$ 
DEF 
DELETE 
DSKIS$ 
DSKF 
DEC 
DATE$S 
END 
ELSE 
ERASE 
ERROR 
ERL 
ERR 





F8H 
FFH+86H 
F-FH 十 8EH 
FFH 十 95H 
A9H 
E7H 
FFH 十 9EH 
B2H 
9FH 
CAH 
99H 
92H 
9 BH 
9 AH 
E6H 
FFH 十 9FH 
FFH+AOH 
FEH 十 A1H 
FFH+A3H 
FFH+A4H 
FFH+A5H 
FFH 十 8CH 
FEFH 十 96H 
BsH 
B5H 
84H 
8 6H 
ABH 
ACH 
ADH 
AEH 
C2H 
9 7H 
A8H 
E8H 
FFH 十 A6H 
FFH 二 9DH 
EBH 
81H 
A1H 
A5H 
A6H 
DFH 
E 0H 





2671H 
3372 本 
5498H 
46CFH 


F120H 
0D41H 
0884H 
F135H 
4383H 
44E8H 
1F10H 
1EC0OH 


277FH 
27B3H 
27DFH 
FOE1H 
FOE4H 
FOE7H 
32P'6 届 
54A8H 
PO EGO 
0951H 
45BEH 
4E37H 
445BH 
4 4 5EH 
4461H 
4464H 
F12CH 
50CCH 
58D9H 


F159H 
F123H 


432FH 
4 5C0OH 
43DFH 
46C4H 











EXP 
EOF 
EQV 
FORMAT 
FOR 
FIELD 
FILES 
FN 

FRE 
FIX 
FPOS 
GOTO 
GO TO 
GOSUB 
GET 
HEX$ 
TINEPTF 
1p 
INSTR 
「 製 い 交 6 
TN 写 
IMP 
INIT 
INKEY$ 
ISET 
IRESET 
IEEE 
KILL 
KEY 
LET 
LOCATE 
LINE 
LOAD 
LSET 
LPRINT 
LLIST 
LPOS 
LISTEN 
LIST 
LFILES 
LOG 
LOC 
LEN 
LEFT$S 





FEFH- 十 8B 昌 H 
FEFH 十 A7H 
FBH 
B3H 
8 2H 
C6H 
CDH 
DCH 
FEFH 十 8FH 
FFH 十 A2H 
FFH 十 AAH 
8 9H 
8 9H 
8 DH 
C7H 
FFH+9AH 
8 5H 
8 BH 
E3H 
FFH 二 85H 
FFH+90H 
FCH 
D4H 
E 9H 
BDH 
BEH 
FFHT+ECH 
CFH 
B4H 
88H 
D5H 
AFH 
CBH 
DO0H 
9DH 
9EH 
FFH 十 9BH 
C1H 
9 3H 
D3H 
FFH 二 8AH 
FFH 十 AS8H 
お 有 旧 干す 2 昌 
FFH 十 81H 





3 1 F:3 革 
1875H 


F12FH 
4159H 
F102H 
F14DH 


5051H 
282CH 
F168H 
456DH 
4 56DH 
4555H 
1886H 
527 5HH 
4 8DAH 
4702H 


283FH 
56A1H 


2262H 


F105H 
F108H 


F141H 
1343H 
45DEH 
0792H 
4877H 
F138H 
F144H 
473AH 
5707H 
5074H 
F10EH 
570CH 
F126H 
2503H 
FOEDH 
548CH 
54F9 革 














LOF 
MOUNT 
MERGE 
MOD 
MKI$ 
MKS$ 
MKD$ 
MID$S 
MOTOR 
MON 
MAT 
NEXT 
NAME 
NEW 
NOT 
OUT 

ON 
OPEN 
OR 
OCT$ 
時 定 
POKE 
PRINT 
POS 
PEEK 
PORT 
POLL 
PSET 
PRESET 
ROINT 
READ 
RUN 
RESTORE 
RETURN 
REMOVE 
REM 
RESUME 
RSET 
RIGHTS 
RND 
RENUM 
RBYTE 
STOP 
SWAP 








FFH 十 A9H 
C4HH 
CCH 
FDH 
FFH+ABH 
FFH 十 ACH 
FFH+ADH 
FEFH 二 83H 
B 9 本 
B 7 HH 
C0H 
83H 
CEH 
94H 
DEH 
9 CH 
9 5H 
C5H 
下 紀 時 
FFH 十 99H 
C8H 
98H 
91H 
FFH 十 91H 
FFH 二 97HH 


・FFH 二 9CH 


BAH 
B1H 
B OH 
EFH 
8 7H 
8 AH 
8 CH 
8EH 
C3H 
8FH 
A7H 
D1iH 
FEFH 十 82H 
FFHT88H 
AAH 
BBH 
9 0H 
A4H 





FOFOH 
F153 本 
F13BH 


FOF3H 
FOF6H 
FOF9H 
5532i 
0DA1H 
0D5DH 
F111H 
4A08H 
F13EH 
3DE0H 


56ADH 
4642H 


FOFFH 


5270H 
1891H 
5918H 
4742H 
5079H 
5 g 邊 芽 L 
20F9H 
F114H 
06B8H 
0705H 


4939 昌 
453DH 
4302H 
45A3H 
F150H 
4 5C0H 
468CH 
F147 本 
5529H 
3283H 
5AEDH 
記 1 為 遇 
432AH 
439CH 





SET C9H F156H 


SAVE 
SPC ( 
STEP 
SGN 
SQR 
SIN 
STRS 
STRINGS$ 
SPACE$ 
STATUS 
SRQ 
TRON 
TROFF 
TAB ( 
TO 
THEN 
TAN 
TERM 
TALK 
TIMES 
USING 
USR 
VAL 
VARPTR 
WIDTH 
WAIT 
WBYTE 
XOR 

十 





東 ラ へ 交 


V 








人 | 








D2H 
DDH 
DAH 


FFH 二 84H 


FFH 十 87H 
FFHT+89H 
FFH+93H 
E1H 
FFH+98H 
EEH 
EDH 
A2H 
A3H 
D9H 
D 7H 
D8H 
FFH+8DH 
B6H 
BFH 
EAH 
E2H 
DBH 
FFH 十 94H 
E5H 
A0H 
96H 
BCH 
FAH 
F3H 
F4 昌 H 
F5H 
F 6H 
F 7H 
FEH 
E4H 
F OH 
EE1 昌 
F2H 





F14AH 


2686H 
31A1H 
32FCH 
527AH 


54DFH 


4396H 
4397H 


335DH 
0DB8H 
F10BH 


5553H 


0843H 
56B3H 
F117 ダ 時 











CTR 上 二葉 
CTRL 二 M 
CTR 工 士 J 
SPACE 

CT 民 馬 キ B 
ESC 





(SET MEMORY) 
(DUMP MEMORY) 

(GO) 

(LOAD TAPE) 
(VERIFY TAPE) 
(WRITE TATPEE) 
(TEST MEMORY) 
(CLEAR SCREEN) 
(CARRIAGE RETURN) 
(LINE FEED) 
(SPACE) 

(BACK TO BASIC) 
(ESCAPE) 












5C99H 
5D16H 
5D68H 
5DAEH 
5DAEH 
5D74H 
5DE6H 
5C3C 昌 H 
5C66H 
5C66H 
5C66HH 
5C93H 
5C66H 









Nso~-BASIc 


PC シリ - ス " 各 BASIc o 紀 今 問 係 









コー ルド ・ 
スタ ー ト 


AFBCD 
EHL 


STOP キ ー の 入力 中 で あれ 
ば 0 0 6 AH 番地 の ホッ ト ・ 
スタ ー ト に ジャ ンプ し , ST 
OP キ ー の 入力 中 で な けれ ば 
1 7 5 7 HH 番地 に ジャ ンプ す 
る こと に より シス テム の イニ 
シャ ライ ズ を 行い ます 。 
シス テム の イニ シャ ライ ズ 時 
に は , BASIC の テキ スト 
を 消去 し ます が , 006AH 
番地 の ホッ ト ・ ス ター ト で は 
BASIC の テキ スト を 保証 
し ま ボ 。 





プリ ンタ へ 
の 1 バイ ト 
出力 


0D60H 番 地 へ の ジャ ンプ 
を 行い A レ ジス タ に 格納 さ 
れ だ た デー タ 1 バ イト を ブリン 
タ へ 出力 し ます 。 





C RT へ の 
1 バイ ト 出 


0257H 番 地 へ の ジャ ンプ 
を 行い , A レ ジス タ に 格納 さき 
れ だ た デー タ 1 バイ ト を , CR 
T エ スク リー ン 上 の 現 カ ー ソ ツル 
位置 に 出力 し ます 。 

デー タ が 2 0 H 以 上 の 場合 に 
は 通常 の キャ ラク タ と し て ス 
クリ ー ン 上 に 表示 し ます が , 
2 0H 未 満 の コン トロ ー ル ・ 
コー ド で あれ ば CRT ス クリ 
ー ン の クリ ア や カー ソル の 移 
動 等 、。 コ ント ロー ル ・ コ ユー ド 
と し て の 動作 を 行い ます 。 





ホッ ト ・ ス 
ター ト 


AFBCD 
EHL 


CRT ス クリ ー ン , タイ < 等 
イン ター フェ ー ス 関係 の イニ 
シャ ライ ズ を 実行 後 、 イ ンタ 
プリ タ の 制御 下 に 入り ます 。 
た だ し , BA S 1IC の テキ ス 
ト は 保証 し ます 。 











AFBCD 
EHL 


イン ター フェ ー ス 関係 の イニ 
シャ ライ ズ 等 を 全く 行わ ず に , 
現在 の カー ソル ・ ポ ジ シ ョ ン 
か ら プ ロン プ ト ・ メ ッ セ ー ジ 
^Ok" を 表示 後 、BASI 
C の スク リー ン ・ エ ディ ッ ト 
・ モ ー ド に 入り ます 。 

だ た だし, BAS 1IC の テキ ス 
ト は 保証 し ます 。 
0081H 番 地 か ら F1B0O 
HH 番地 へ の フッ ク が 用 意 さ きれ 
に "ます ] 











CRT へ の 
1 バイ ト 出 





A レ ジス タ に 格納 され た デー 
タ 1 バ イト を , CRT ス クリ 
ー ン 上 の 現 カ ー ソ ル 位 置 に 出 
力 し ます 。 

デー タ が 2 0 HH 以上 の 場合 に 
は 通常 の キャ ラク タ と し て ス 
クリ ー ン 上 に 表示 し ます が , 

2 0H 未 満 の コン トロ ー ル ・ 
コー ド で あれ ば CRT ス クリ 
ー ン の クリ ア や カー ソル の 移 
動 等 、 コ ント ロー ル ・ コ ー ド 
と し て の 動作 を 行い ます 。 





AFBCD 
セー 一 


以下 に 示す 各 レ ジス タ に 与え 
る 入力 パラ メー タ に より , C 
RT の テキ スト ・ ス クリ ー ン 
に 関す る モー ド 設 定 を 行い ま 
ポ 。 

@B レ ジス タ …… フ メ ハン クシ 
ョ ン ・ キ ー 表 示 を 行う 場合 に 
は FFH を , ファ ンク ショ ン 
・ キ ー 表 示 を 行わ な い 場 合 に 
は 0 0H を 与え ます 。 
@C レ ジス タ …… カラ ー・ モ 
ー ド の 場合 に は FEFH を , 白 
黒 モ ー ド の 場合 に は 00H を 
与え ます 。 


テキ スト ・ ス クリ ー ン に 表示 
する 最大 の 廊 字 数 を 。 B レ ジ 
スタ に 格納 され た 桁 数 お よび 
C レ ジス タ に 格納 され た 行 数 
に 設定 し ます 。 

通常 の 場合 。 桁 数 と し て は 8 
0/72 プ 40〆36 を 指定 
し , 行 数 と し て は 25 プ 20 
を 指定 し ます が , BASIC 
で は “Illegal function call" 
エラ ー が 発生 する よう な 組み 
合わ せ ,、 た と えば 1 0 桁 X1 
0 行 等 も 指定 する こと が で き 
まず す 。 








一 定時 間 の 
内 蔵 プ ザー 
只 動 








BASIC の BEEP に 同様 
に 一 定時 間 ( 約 0.5 秒間 ) 内 
蔵 プ ザー を 鳴動 きせ て も どり 
ます 。 

すでに 内 蔵 プ ザー が 鳴動 中 で 
あっ た 場合 に は , 一 定時 間 ( 約 
0 .5 秒間) 内 蔵 プ ザー の 只 動 
を 止め て も どり ます 。 
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キー ボー ド 
か ら の 1 ババ 
イト 入力 待 


キー ボー ド か ら の 入力 が 認め 
られ る まで 待ち , 入力 が あっ 
た 場合 に は , 入力 され た コー 
ド を A レ ジス タ に 格納 し て も 
だ か ます 。 だ だ し GRRTP ス 
クタ クリーン へ の エコ ー・ バ パック 
は 行い ませ ん 。 

キー ボー ド か ら の 入力 が な け 
れ ば 入力 が ある まで 待ち 続け 
ます 。 





スク リー ン 
・ エ ディ タ 


AFBCD 
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キー ボー ド か ら , ス クリ ー ン ・ 
エディ ッ ト 方 式 に よっ て 1 ラ 
イン の デー タ を 入力 LBAS 
IC の イン プッ ト ・ バ パッ ファ ア 
(EC96H-ED95H 番 
地 ) に 格納 し て も どり ます 。 
た だ し , 入力 デー タ は 254 
バイ ト ま で が 有効 で 、 2 54 
バイ ト を 超え て 入力 し た 場合 
に は , 先頭 か ら の 2 5 4 バイ 
ト が 入力 デー タ ヒ と 見 な され ま 
す 。 

デー タ の 入力 は , RETUR 
N キ ー (CTR 十 MM) まだ 
は STOP キ ー (CTRL+ 
C) の 入力 に よっ て 終了 し ま 
す が , 前 者 の 場合 に は キャ リ 
ー・ フ ラグ (CY) を 0 に リ 
モ セット し, 後者 の 入力 に よっ 
て スク リー ン ・ エ ディ ッ ト を 中 
断 し た 場合 に は キャ リー・ フ 
ラグ (CY) を 1 に セッ ト し 
て も どり ます 。 

この サブルーチン か ら の リタ 
ー ン 時 に は , HL レジ スタ 対 
に EC95H (イン プッ ト ・ 
バッ ファ の 開始 アド レス ー 1 
) が A レ ジス タ に は 最後 に 
入力 され た キャ ラク タ の キャ 
ラク ・ コ ユー ド (0 3H ま た は 
0 DH) が 与え られ ます 。 








ー タ と 見 な され ます 。 

デー タ の 入力 は , RETUR 
N キ ー (CTRL 十 M) また 
は ば STOP キー (TORE 幸 
C) の 入力 に よっ て 終了 し ま 
す が 、 前 者 の 場合 に は キャ リ 
ー・ フ ラグ (CY) を 0 に リ 
セッ ト し , 後者 の 入力 に よっ 
て スク リー ン ・ エ ディ ッ ト を 中 
断 し た 場合 に は キャ リー・ フ 
ラグ (CY) を 1 に セッ ト し 
て も どり ます 。 

この サブ プル ー チ ン か ら の リタ 
ー ン 時 に は , HL レジ スタ 対 
に EC95H (イン プッ ト ・ 
バッ ファ の 開始 アド レス ー1) 
が A レ ジス タ に は 最後 に 入 
力 き され た キャ ラク タ の キャ ラ 
タク ・ コ ー ド (0 3H ま だ は 
0 DH) が 与え られ ます 。 








HL レジスタ 対 に 格納 され た 
1 6 ビッ ト の 無 符号 整数 と , 
DE レジ スタ 対 に 格納 され た 
16 ビッ ト の 無 符号 整数 を 比 
較 し , 結果 を ぜ ゼロ ・ フ ラグ 
(2Z) お よび キャ リー・ フ ラ 
グ (CY) に セッ ト し て も ど 
り ま す 。 

それ ぞ れ の フラ グ は , HL レ 
ジス タ 対 と DE レジ スタ 対 の 
デー タ が 等 し い 場 合 に は ゼロ 
・ フ ラグ (2Z) を 1 に セッ ト 
し , 前 者 の 方 が 小さ い 場合 に 
は キャ リー・ フ ラグ (CY) 
を 1 に セクト し ます 。 











ライ ン ・ エ 
ディ タ 





AFBCD 
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キー ボー ド か ら , ラ イン ・ エ デ 
ィ ッ ト 方 式 に よっ て 1 ライン 
の デー タ を 入力 し , BASI 
C の イン プッ ト ・ バ バッファ (EE 
C96H-ED95H 番 地 ) 
に 格納 し て も どり ます 。 た だ 
し , 入力 デー タ は 2 5 4 バイ 
ト ま で が 有効 で 。 2 5 4 バイ 
ト を 超え て 入力 し た 場合 に は , 


先頭 の 2 5 4 バイト が 入力 デ 











AFBCD 
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HL レジ スタ 対 で 指定 する ア 


ドレ ス か 600H (エン ド ・ 
マー ク ) が 格納 され て いる ア 
ドレ ス ま で に 置か れ た 255 
バイ ト 以 内 の デー タ を , EB 
4 9 H 番 地 の 出力 フラ グ に よ 
っ て 指定 する 出力 デバ イス へ 
出力 し ます 。 

EB49H 番 地 に 格納 され て 
いる 出力 フラ グ の 内 容 が , 0 
0 H の 場合 に は CRT ス クリ 
ー ン へ の 出力 ,01H-7F 
H の 場合 に は プリ ンタ へ の 出 
カカ , 8 0H 一 FFH の 場合 に 
は CMT へ の 出力 と な り ま す 








が , 通常 は EB4 9H 番 地 に 
0 0H を 与え て CRT テ キス 
ト ・ ス クリ ー ン へ の メッ セー 
ジ 表 示 サ プル ー チ ン と し て 使 
用 し ます 。 








マシ ジン 語 モ 
ニタ の ホッ 
ト ・ ヌ ター 
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スタ ッ ク ・ ポ イン タ (SPP) 
の 値 を 再 設 定 後 . マシ ン 語 モ 
ニタ の プロ ンプ ト ・ マ ー ク 
~*※" を 表示 し て , キー ボー ド 
か ら の コマ ンド 入力 待ち に 制 
御 を 移し ます 。 


それ ぞ れ の フラ グ は , HL 
レジ スタ 対 と DE レジ スタ 
対 の デー タ が 等 し い 場 合 に 
ば は ロッジ ラグ (2Z) を せ 
に モッ ト し , 前 者 の 方 が 小 
きい 場合 に は キャ リー・ フ 
ラグ (CY) 1 に セッ ト し 
ます 。 











1 6 進 コ ー 
ド ・ チ ェ ッ 


A レ ジス タ に 格納 され た キャ 
ラク タ ・ コ ー ド が 1 6 進 関係 
で な い 場 合 に は キャ リー・ フ 
ラグ (CY) を 1 に セッ ト し 。 
1 6 進 関 係 の 場合 に は キャ リ 
ー・ フ ラグ (CY) を 0 に リセ 
タッ ト し で も どり ます 。 

キャ ラク タ ・ コ ユー ド の 3 0H 
ー39H お よび 41H 一 46 
H が 1 6 進 関係 の コー ド と 見 
な され ます 。 





1 6 進 コ ー 
ド か ら バ イ 


AFー- 一 一 
ーHL 


A レ ジス タ に 格納 され た 1 6 
進 の キャ ラク タ ・ コ ー ド を ババ 
イナ リ ・ コ ー ド に 変換 し 、 レ 
ジス タ HL の 内 容 を 16 倍 (4 
ビッ ト 左 方 向 に シフ ト ) し た 
値 に 加え て も どり ます 。 
この シス テム ・ サ プ ブルー チン 
は , 通常 2 一 4 回 連続 し て 呼 
ト び 出す こと に よっ て 2 一 4 桁 
の 1 6 進 ぶ イナ リ ・ コ ー ド を 
HL レジ スタ 対 に 生成 する こ 
が で きま す 。 


1 廊 字 入力 
お よび 英 大 
娘 字 へ の 変 


キー ボー ド か ら の 入力 が 認め 
られ る まで 待ち 。 入力 が あっ 
た 場合 に は , 入力 され た コー 
ド を A レ ジス タ に 格納 後 、 コ 
ー ド が 英 小娘 字 (6 1H 一 7 
AH) の も の で あれ ば 英 大 女 
字 (4 1H-5 AH) に 変換 
し て も どり ます 。 

キー ボー ド か ら の 入力 が な け 
れ ば 入力 が ある ま て 待ち 続け 
まず 

エコ ー バ ッ ク 等 は 行わ れず 。 
まだ S TOP キ ー (@TIRE 
+C) の 押下 で マシ ン 語 モニ 
タ の 制御 下 (5 C 6 6 H 番 地 ) 
に 入り ます 。 











16 進 4 桁 
表示 


HL レジ スタ 対 に 格納 され た 
デー タ を 4 桁 の 1 6 進数 と し 
て ,。 CRT テ キス ト ・ ス クリ 
ー ン 上 の 現 カ ー ソ ル 位 置 に 表 
示し ます 。 





レジ スタ ・ 
ペア の 比較 





HL レジ スタ 対 に 格納 され た 
1 6 ビッ ト の 和 無 符号 整数 と , 
DE レジ スタ 対 に 格納 され た 
16 ビッ ト の 無 待 号 整 数 を 比 
較 し, 結果 を ぜ ゼロ ・ フ ラグ (2Z) 
お よび キャ リー・ フ ラグ (C 





立 ) に キタ ト し で も どり まあ 





英 小 文字 か 
ら 英 大 廊 字 
へ の 変換 


A レ ジス タ に 格納 され た デー 
タ が 英 小 文字 の キャ ラク タ ・ 
コー ド (61H-7AH) で 
あれ ば , 第 5 ピット を マス ク 
し て 英 大 廊 字 (4 1H-5A 
H) に 変換 し ます 。 





CR コー ド 
お よび LF 
ュー ド の 表 
示 





CRT テ キス ト ・ ス クリ ー ン 
上 の 現 カ ー ソ ル 位 置 に 。 キャ 
リッ ジ ・ リ ターン ・ ユ コード (C 
R コ ー ド =0DH) お よび ラ 


ィ イン ・ フ ィ ー ド ・ コ ー ド (し 
F ュ ー ド =0 AH) を 出力 し 
。 


上 記 の 出力 に よっ て カー ソル 
は 次 行 の 先頭 まで 移動 し , も 
し カー ツル が スク ロー ル 範 囲 
の 最 下 行 に あれ ば スク ロー ル 
・ ア チッ プ を 行い ます 。 


| 











スペ ー ス 
(空白 ) の 表 
示 





CRT テ キス ト ・ ス クリ ー ン 
上 の 現 カ ー ソ ル 位 置 に 。 スペ 
ー ス ・ コ ユー ド (空白 コー ド = 
2 0 H) を 出力 し ます 。 
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コー ルド ・ ス ター ト 

ホッ ト ・ ス ター ト 

ホッ ト ・ ス ター ト 

デバ イス へ の 1 バイ ト 出 力 

プリ ンタ へ の 1 バイ ト 出 力 
CRT へ の 1 バイ ト 出 力 
ホッ ト ・ ス ター ト 
BASTIC の コマ ンド 待ち 

PC 一 8 0 3 1 と の 1 セク タス 入出 力 
拡張 シス テム ・ チ ェ ッ ク 
CRT へ の 1 バイ ト 出 力 

カー ソル 移動 と CRT へ の 1 バイ ト 出 力 
ベル コー ド の 出力 

カー ソル の 移動 

VRTC の チェ ッ ク 

キャ ラク タ 座 標 か ら VRAM ア ドレ ス へ 変換 
論理 座標 か ら 絶対 座標 へ の 変換 

スク リー ン の 1 ライ ン ・ ク リア 

スク リー ン の クリ ア 

ライ ン 数 か ら VRAM の バイ ト 数 を 計算 
スク リー ン ・ ク リア ・ バ ッ フ ァ の 設定 
アト リ ビ ュ ー ト の コン トロ ー ル 

ライ ン 番 号 か ら VRAM ア ドレ ス へ の 変換 
アト リ ビ ュ ー ト の コン トロ ー ル 

ファ ンク ショ ン ・ キ ー 表 示 の 開始 

スク リー ン の モー ド 設 定 

スク リー ン 表 示 廊 字数 の 設定 

スク リー ン 表 示 桁 数 の 設定 

スク リー ン 表 示 行 数 の 設定 

CRT の 2 5 行 モ ー ド 用 イニ シャ ライ ズ 
CRT の 2 0 行 モ ー ド 用 イニ シャ ライ ズ 
クラ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー・ リ スト 

プ ブート ・ ス トラ ッ プ ・ ロ ー ダ 

スク リー ン 最 下段 の 消去 

グラ フィ ッ ク 座 標 か の ら キ ャ ラク タ 座 標 へ の 変換 
カー ソル 表示 の 停止 

カー ソル 表示 の 開始 

CMT か ら の 入力 イニ シャ ライ ズ 
CMT イ ンタ ー フ ェ ー ス の クロ ー ズ 
CMT へ の 出力 イニ シャ ライ ズ 
CMT か ら の 1 バイ ト 入 力 

アス タリ スク の フラ ッ シ ン グ 
CMT へ の 1 バイ ト 出 力 
ST0E 寺 王 * テ タク 














PD8251 ソ フト ウエ ア ・ リ セッ ト 
一 定時 間 の 内 蔵 プ ザー 鳴動 

内 蔵 プ ザー の コン トロ ー ル 

プリ ンタ へ の 1 バイト 出力 

内 蔵 リレー の 反転 

内 蔵 リ レー の コン トロ ー ル 

キー ボー ド か ら の 1 バイ ト 入 力 待ち 
キー ボー ド か ら の 1 バイト 入力 
リア ル タ イ ム ・ キ ー・ ス キャ ニン グ 
スク リー ン ・ ユ ピー 

タイ マ か ら の デー タ 読 出し 

タイ マ へ の デー タ 書 込み 

BAS TIC プ ログ ラッ 格納 アド レス 設定 
*Disk BASIC Feature" エラ ー 
スク リー ン ・ エ ディ タ 
ライ シ ・ エ デオ イタ 
BASIC テ キス ト の 終了 アド レス 設定 
単 精度 型 実数 の 減算 

単 精度 型 実 数 の 加算 

自然 対数 の 計算 

単 精度 型 実 数 の 乗算 

単 精度 型 実 数 の 除算 
絶対 値 の 計算 

実数 の 符号 反転 

符号 の 調査 

8 ビッ ト 整 数 の 格納 

単 精度 型 実数 の 移動 1 

(メモ リ か ら 6FACC へ ) 

単 精度 型 実 数 の 移動 2 
(EDCB レ ジス タ か ら FACC へ ) 
単 精度 型 実数 の 移動 3 
(FACC か ら EDCB レ ジス タ へ ) 
単 精度 型 実数 の 移動 4 

(メモ リ か ら EDCB レ ジス タ へ ) 
単 精度 型 実数 の 移動 5 
(FACC か ら メ モリ へ ) 

2 5 6 バイ ト 以 内 の ブロック 転送 
単 精度 型 実数 の 比較 

整数 の 比較 

倍 精度 型 実 数 の 比較 
整数 型 へ の 変換 

単 精度 実数 型 か ら 整 数 型 へ の 変換 
整数 の 格納 

FACC の 型 指定 















単 精度 実数 型 へ の 変換 

倍 精度 実数 型 か ら 単 精度 実数 型 へ の 変換 
整数 型 か ら 単 精度 実数 型 へ の 変換 

倍 精 度 実数 型 へ の 変換 

単 精度 実数 型 か ら 倍 精度 実数 型 へ の 変換 
F ACC の 倍 精 度 実数 型 指定 
FACC の 単 精度 実数 型 指定 
整数 部 の 計算 

小数 点 以下 を 切り捨て た 整数 値 の 計算 
整数 の 減算 

整数 の 加算 

整数 の 乗算 

整数 の 除算 1 

整数 の 符号 反転 1 

整数 の 符号 反転 2 

整数 の 剰余 演算 

倍 精度 型 実数 の 減算 

倍 精 度 型 実 数 の 加算 

倍 精 度 型 実数 の 乗算 

倍 精 度 型 実数 の 除算 

女 字 列 か ら 倍 精度 実数 型 デ ー タ へ の 変換 
廊 字 列 か ら 数 値 デ ゲー タ へ の 変換 

"in "と 行 番号 の 出力 

行 番号 の 出力 

数 値 デ ー タ か ら 廊 字 列 へ の 変換 

数 値 か ら 有 フォ ー マ ッ ト 文 字 列 へ の 変換 
無 符号 整数 データ か ら 廊 字 列 へ の 変換 
平方 根 の 計算 

e に 対す る 指数 関数 の 計算 

乱数 の 発生 

余弦 (コサイン ) の 計算 

正弦 (サイ ン ) の 計算 

正 接 値 (タン ジェ ント ) の 計算 

逆 正 接 (アー ク ・ タ ンジ ェ ン ト ) の 計算 
エラ ー 出 力 
BASIC テ キス ト の リン ク 1 
BASIC テ キス ト の リン ク 2 
BASIC テ キス ト の リン ク 3 

BAS TIC の 行 番号 サー チ 

オッ ジッ トド 

レジ スタ 対 の 比較 

デバ イス へ の 1 バイト 出力 

整数 の 除算 2 

英 小文字 か ら 英 大 文字 へ の 変換 1 























































英 小娘 字 か ら 英 大 文字 へ の 変換 2 
1 6 進 文字 列 か ら 数 値 デ ー タ へ の 変換 
女 字 列 の 出力 1 

女 字 列 の 出力 2 

マシ ン 語 モニ タ 

マシ ン 語 モニ タ の エラ ー 出 力 

マシ ン 語 モニ ー タ の ホッ ト ・ ス ター ト 
テス ト ・ メ モリ 

1 6 進 4 桁 入力 

1 6 進 コ ー ド ・ チ ェ ッ ク 

1 6 進 コ スー ド か ら バ イナ リ 形 式 へ の 変換 
アド レス ・ カ ウン タ の イン クリ メン ト 
1 6 進数 か ら 1 6 進 コ ー ド へ の 変換 
4 ビッ ト 1 6 進 コ ー ド へ の 変換 

1 6 進 コ ー ド か ら 1 6 進数 へ の 変換 
4 ビッ ト 1 6 進数 へ の 変換 

1 6 進 2 桁 表 示 1 

1 6 進 4 桁 表 示 

1 6 進 2 桁 表示 2 

レジ スタ 対 の 比較 

CMT へ の デー タ ・ ブ ロッ ク 出 力 
CMT へ の 1 バイ ト 出 力 

CMT か ら の デー タ ・ プ ブロ ックス 入力 
CMT か ら の 1 バイ ト 入 力 

カー ソル 表示 と 英 大 文字 入力 

カー ソル 表示 と 1 文字 表示 

キー ボー ド か ら の 英 大 廊 字 入力 

英 小娘 字 か ら 英 大 文字 へ の 交換 
CR コー ド お よび し ドコ ー ド の 表示 
スペ ー ス ・ コ ユー ド の 表示 
VRTC チ ェ ッ ク 
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EAO1H 番 地 に アド レス を 格納 し て 出力 ポ 

ー ト に A レ ジス タ の デー タ を 出力 する サブ ル 

ー チ ン 。 “OUT" で 使用 

EAO4HH 番 地 .、EAO8H 番 地 .EA0C 

H 番 地 .、EAOFH 番 地 に 数 値 を 代入 し て か 

ら 用 いる 単 精度 型 減算 サ プ ブルー チン 

乱数 用 。 乱 数 =F (直前 の 乱数 XX 十 Y) の 

F に 関す る 値 

乱数 用 。 下 位 2 ビッ ト で 3 種類 の Y を 選択 

乱数 用 。 下 位 3 ビッ ト で 8 種類 の X を 選択 

乱数 用 。 単 精度 実数 型 の 乱数 用 定数 8 種類 

乱数 用 。 直 前 に 発生 し た 値 

EA39H 番 地 に アド レス を 格納 し て 入力 ポ 

ー ト か ら A レ ジス タ に デー タ を 入力 する サブ 

ルー チン 。^ IN" て 使用 

*USR0"-"USR9" に 対応 する コー ル 先 

アド レス の テー ブル 。 初期 値 で は “IIlegal 

function call" エラ ー を 発生 する 44A5H 

番地 を 指定 

未 使用 

フリ ー・ エ リア の 後 端 ア ドレ ス 。 初 期 値 は E 

9FFH 

中 間 言 語 8 1H-D5H に 対応 する テー ブル 

の 先頭 アド レス 。 通常 は 3 3 BDH 

RS 一 2 3 2C 用 。 00H の と き “Communi 

cations Buffer Overflow" エラ ー の 発生 

イン タラ プ ト ・ レ ベル 。 イ ンタ ラブ ト が な け 

れ ば FFH 

イン タラ ブ ト 発生 フラ グ 。 通常 は 0 0H 

0 0 H 以 外 の と き 現 カー ソル 行 を 消去 

ター ミナ ル ・ モ ー ド ・ フ ラグ 

第 7 ビッ ト … タ ー ミ ナル ・ モ ー ド の 有無 

第 6 ビッ ト …CRECRLF の 区 別 

第 5 ピット … 偶 数 パリ ティ と 奇数 パリ ティ の 区 別 

第 4 ビッ ト … パ リティ の 有無 

第 3 ビッ ト … 半 二 重 と 全 二 重 の 区 別 

第 2 ビッ ト …ASCII コ ユー ド と JIS コ ュー 
ド の 区 別 

第 1 ビット … コ ント ロー ル ・ コ ユー ド 表 示 有 無 

第 0 ビッ ト … エ コ ュー・ バ ッ ク の 有無 

カー ソル 状態 フラ グ 。 0 0 H の と き 消 去 ,F 

FH の と き 表 示 

ヌル ・ キ ャ ラク タ ・ コ ー ド 。 初期 値 は 0 0 H 

ヌル ・ ア トリ ビュ ー ト ・ コ ー ド 。 初期 値 は 0 0 H 

















l ファ ンク ショ ン ・ キ ー 表 示 の 状態 。 5 0 H の 


と き 8 0 桁 反転 

スク ロー ル 範 囲 。0 一 24 

スク ロー ル 開 始 行 。1 一 25 

カー ソル ・ ス イッ チ 。 0 0H の と き 消 去 


| ファ ンク ショ ン ・ キ ー 表 示 ス イッ チ 。 0 0H 


の と き 消 去 . FFH の と き 表 示 

スク リー ン ・ モ ー ド ・ ス イッ チ 。 0 0 H の と き 
白黒 モー ド , FFH の と き カ ラー・ モ ー ド 
テキ スト ・ ス クリ ー ン の 行 数 

カー ソル の 縦 位置 。1 一 25 

カー ソル の 横 位置 。1 一 8 0 

テキ スト ・ ス クリ ー ン の 桁 数 

出力 ボート 3 0 HH 番地 に 出力 し た 値 
出力 ボー ト 4 0 HH 番地 に 出力 し た 値 


| ファ ンク ショ ン ・ キ ー・ フ ラグ 。 0 0H 以 外 


の と き フ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー が 押さ れ た 
キー ボー ド か ら 直 前 に 入力 され だ キャ ラク タ 
・ コ ー ド 


| 特殊 キー の 押下 状況 。 0 0H の と き 特 殊 キ ー 


の 押下 な し ,0 1H の と き SHIFT,.02H 
の と き CTRL,.0 3 H の と き カ ナ , 0 4 H の 
と き カ ナ +SHIFT,05H の と き GRPH 
オォ オート ・ リ ピー ト 用 の ディ レイ ・ タ イム 。 0 
6H か 40H 

キー ボー ド ・ マ トリ クス か ら の 入力 デー タ 
BCD コ ー ド に よる . 秒 、 分, 時, 日 , 月 , 年 
ファ ンク ショ ン ・ キ ー(f・1) の 定義 内 容 
ファ ンク ショ ン ・ キ ー(f ・2) の 定義 内 容 


| ファ ンク ショ ン ・ キ ー(f・3) の 定義 内 容 
軒 ファ ンク ショ ン ・ キ ー(f・4) の 定義 内 容 
間 ファ ンク ショ ン ・ キ ー(f・5) の 定義 内 容 


ファ ンク ショ ン ・ キ ー(f・6) の 定義 内 容 
ファ ンク ショ ン ・ キ ー(f・7) の 定義 内 容 


| ファ ンク ショ ン ・ キ ー(f・8) の 定義 内 容 


ファ ンク ショ ン ・ キ ー(f・9) の 定義 内 容 
ファ ンク ショ ン ・ キ ー( f ・10) の 定義 内 容 
NBASIC の "PSET"."PRESETr 
*GET".、“PUT" で 使用 する サブ ルー チン 
条件 に よっ て 変化 する 

NBASIC の “LINE" で 使用 する サ 
プ ブルー チン 

NBASIC の “LINE" で 使用 する サ 
デル ー チ ジン 











N 一 臣 :AS TGC の “PSIET"。 “EER 王 S 現 
T" で 使用 する ルー チン で R OM 内 へ の 分 
岐 に 用 いる 
NBASIC “LINE" で 使用 する ルー 
チン で , R OM 内 へ の 分 岐 に 用 いる 

RS 一 232CーCH1 用 。USART の っ ュ 
マン ド ・ バ イト 

RS--ー232CーCH2 用 。USART の っ ュ 
マン ド ・ バ イト 

未 使用 
RS--232C 用 入力 ポー ト の アド レス 。C 
H1 の と き C1H, CH2 の と き C3H 
RS 一 232CーCH1 用 の ポイ ンタ 
RS 一 232CーCH2 用 の ポイ ンタ 

未 使用 

RS 一 232C か ら の 入力 可能 バイ ト 数 
RS 一 232CーCH1 用 
RS 一 2.32C 用 
RS-ー232CーCH2 用 
RS--232C 用 
RS-232CーCH1 へ の 出力 カウ ンタ 
民 S 一 2 3 2CーCH2 へ の 出力 カウ ンタ 
未 使用 

エラ ー・ コ ー ド 。 0 0 H の と き エ ラー 未 発 生 
未 使用 

プリ ンタ ・ ヘ ッ ド の 横 位 置 

周辺 デバ イス へ の 出力 フラ グ 。0 0H の と き CR 
T を , 0 1H 一 7FH の と き プ リン タ を 、 80H 
ーFFH の と き CMT を それぞれ 選択 

テキ スト ・ ス クリ ー ン の 横幅 

テキ スト ・ ス クリ ー ン の 改行 値 

未 使用 

ESC キ ー 押 下 フ ラグ 
BASIC の “INPUT$" て 使用 

フリ ー・ エ リア の 終了 アド レス 

BAS1IC て 現在 実行 中 の 行 番号 。 ダ イレ ク 
ト ・ モ ー ド の と き は FFFFH 

B A S I C の プロ グラ ム ・ エ リア 開始 アド レス 
BAS IC の キー ワー ド を 中 間 言 語 に 変換 す 
る た め に 使用 

バッ フ ア 

イン プッ ト ・ バ ッ フ ァ 。 キ ー ボ ー ド か ら の 廊 
字 列 入力 に 使用 

カー ソル の 横 上 座標 











テキ スト ・ ス クリ ー ン の 2 5 行 に 対応 する リ 
ンタ 情報 
^*INPUT" で 00H の とき “Bad File 
Data" エラ ー 発 生 , “READ" で 0 0 H の 
と き “Out of data" エラ ー 発 生 

スク リー ン ・ エ ディ ッ ト 時 の カー スル 横 座標 退避 
スク リー ン ・ エ ディ ッ ト 時 の カー ソル 縦 座標 退避 
スク リー ン ・ エ ディ ッ ト 時 の テキ スト ・ ス クリ 
ー ン 横幅 退避 

ター ミナ ル ・ モ ー ド で 使用 

ディ スク の セク タダ タ 番号 

セミ ・ グ ラフ ィ ッ ク 用 の アト リ ビ ュ ー ト ・ コ ー ド 
ミ ・ グ ラフ ィ ッ ク 用 の 縦 座標 

ミ ・ グ ラフ ィ ッ ク 用 の 横 上 座標 

セミ ・ グ ラフ ィ ッ ク 用 の ファ ンク ショ ン ・ コ ー ド 
セミ ・ グ ラフ ィ ッ ク 用 の VRAM (Video--RA 
M) アド レス 

ファ ンク ショ ン ・ キ ー・ ポ イン タ 。 現在 入力 
中 の アド レス を 示す 

キー ボー ド ・ マ トリ クス の 入力 ポー ト 

セミ ・ グ ラフ ィ ッ ク の ドッ ト 位 置 に 対応 する 
キャ ラク タ 縦 座標 

セミ ・ グ ラフ ィ ッ ク の ドッ ト 位 置 に 対応 する 
キャ ラク タ 横 座標 

ディ スク ・ ア クセ ス 時 の エラ ー・ カ ウン タ 
指定 する ドラ イブ 番号 。0 一 3 
接続 きれ て いる ドラ イブ 数 

未 使用 

ディ スク 用 入出 力 ポ ー ト の 最上 位 ア ドレ ス 
NBASIC の “LINE" で 消去 に 使用 
ディ スク ・ ア クセ ス 時 に 使用 

未 使用 

RS 一 232CーCH1 の イン プッ ト ・ バ ッ フ アァ 
RS 一 232CーCH2 の イン プッ ト ・ バ ッ フ アァ 
RS 一 2 3 2 C へ の 出力 デー タ 退 避 用 

未 使用 

RS 一 2 3 2 C の チャ ン ネ ル 番 号 。 0 一 1 
未 使用 

IEEE (2) の 値 

IEEE (3) の 値 

未 使用 

IEEE 一 4 88 の ステー タス 
IEEE--488 関 係 
IEEE--488 関 係 





























IEEE-ー488 関 係 
IEEE--488 関 係 
IEEE-488 関 係 
IEEE 一 488 関 係 。 0 0 HH 以外 の と き イ 
ネー ブル 

IEEE-ー488 関 係 
IEEE-488 関 係 

"ON SRQ GOSUB" て 指定 する 行 番 号 
IEEE--488 関 係 
IEEE-488 関 係 
IEEE-488 関 係 
IEEE--488 関 係 

IEEE (6) の 値 

IEEE (4) の 値 

IEEE (5) の 値 

IEEE-488 関 係 
IEEE-488 関 係 
IEEE--488 関 係 
IEEE-ー488 関 係 
IEEE-488 関 係 

^CMD DELIM" て 指定 され た デリ ミタ 
・ コー ド 

IEEE-488 関 係 

*CMD TIMEOUT" で 設定 され た タイ 
ム 

IEEE-488 関 係 
IEEE--488 関 係 
IEEE--488 関 係 
IEEE--488 関 係 

未 使用 

0 0H の と き “PUT",FFH の と き “GE 
T* 

*GET" お よび “PUT" で 使用 
*GET" お よび “PUT" て 使用 
*GET" お よび “PUT" で 使用 
*GET" お よび “PUT" て 使用 

0 0H の と き "PUT@", FFH の と き “G 
ETe" 

*GET" お よび “PUT" て 使用 

CMT ア クセ モス 時 に 指定 され だ ファ イル ・ ネ 
一 必 

CMT ア クセ モス 時 の エラ ー に 対す る “Tape 
read ERROR" エラ ー 出 力 フ ラグ 。 0 0 H 
の と き エ ラー を 出力 する 















































王 | 配列 処理 関係 
| フロ ー テ ィング ・ ア キュ ー ム レー タ の 型 。 0 2 H 











| 数 値 定数 の 型 。02H, 04H,、 08H 







則 11 組 の スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ 


請 読出 し 中 デー タ の 行 番号 


| 使用 
















未 使用 
現在 CMT か ら ロ ー ド 中 の ファ イル ・ ネ ー ム 


の と き 整 数 型 、 0 3 H の と き 廊 字 型 、0 4 HH の と き 
単 精度 実数 型 、 0 8H の と き 倍 精度 実数 弄 
*LIST" で 使用 

*LIST" で 使用 

行 中 の BASIC テ キス ト の アド レス 
実行 中 の 命令 に 付 耳 す る コン トロ ー ル ・ ュ コー 
ド 。0BH 一 0FH.11H--1DH,1FH 


プロ グラ ムッ 中 の 数 値 定数 を 1 度 こ こ に 移し て か ら 
フロ ー テ ィング ・ ア キュ ー ム レー タ に 格納 する 
プロ グラ ム ・ エ リア の 終了 アド レス 

スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ の 格納 アド レス 
フリ ー・ エ リア の 終了 アド レス 
“DIM","FN"."NEXT" で 使用 

女 字 型 配列 変数 の 実際 の アド レス 

"FOR" で テキ スト ・ ポ イン タ の 退避 用 


"FOR"."ERASEP DIM "FN" で 


*INPUT". "READ"、 USING" で 
使用 

"ERASE'。 "FOR"。 "LET"。 “NE 
XT" て 使用 


*GOTO" て 使用 
“AUTO" 実行 中 フラ グ 
“AUTO" カウ ンタ 

“AUTO" 増分 
BASIC プ ログ ラム の 先頭 アド レス 
FOR", “NEXT"。 “RETURN" で 
使用 

シス テム 変数 “ERL" 





| 直 草 に 処理 し た 行 番号 “LIST” 等 の "・" で 個 有 
還 | RESUME" て 使用 

剛 エラ ー 関 係 
上 | エラ ー 発 生 フ ラグ 

間 "DIM"、"FN"."NEXT" で 使用 
| ブレーク (中断) し た 行 番 号 
介 | CONT" を 行う た め の 中 断 / ド レス 。 0 0 
| 00H の と き 続 行 不可 
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| 単純 変 粗 エ リア の 先頭 アド レス 
蘭 配列 変 燈 エリ ア の 先頭 アド レス 
還 本 列 変 数 エリ ア の 終了 アド レス 
環 | 現在 読出 し て いる デー タ の アド レス 
則 "DEF' に よっ て 指定 され た 論 数 の 型 。A 一 
Z の 2.6 バ イト 
“FN" で 使用 
^F N" で 使用 
“FN" て 使用 。 引 数 の 名 前 お よび 処理 デア ド レス 
^F N" で 使用 。 引 数 の 名 前 お よび 処理 デア ドレ ス 
^D I M" で 使用 
因 "DIM" て 使用 
*F N" で 使用 
名 が ベー ジ ・ コ レク ショ ン て 使用 
| FN" て 使用 
*SWAP" て 使用 。 変 数 の 退避 用 
較 00H の と き "TROFF".、 FFH の と き 
| "TRON" 
| フロ ー テ ィング ・ ア キュ ー ム レー タ の 無効 桁 
フロ ー テ ィング ・ ア キュ ー ム レー タ 
フロ ー テ ィング ・ ア キュ ー ム レー タ の 符号 保持 
サ プ ・ フ ロー ティ ング ・ ア キュ ー ム レー タ の 和 無効 
中 枯 
作 サブ ・ フ ロー ティ ング ・ ア キュ ー ム レー タ 
数 値 デ ー タ 出力 用 バッ ファ 
倍 精度 除算 用 レジ スタ 
| 倍 精 度 乗算 用 レジ スタ 
苗 | 命令 の ジャ ンプ ・ テ ー プ ブル 
テ 処理 の ジャ ンプ ・ テ ー プ ブル 
未 使用 
| Video-RAM 
テキ スト ・ ス クリ ー ン ・ 
| 120 バ イト 
モー タ の "S" コ マン ド 用 。 エ ラー 発生 時 の ア 
ドレ ス 退 避 
| 未 使用 
罰 00H の と き モ ニタ の “L". 
隊 胃 天 ニタ の "LV" 
天 モニ タ 起 動 時 の HH し レジ スタ 対 骨 避 
| モニ タ 起 動 時 の スタ ッ ク ・ ポ イン タ (SP) 退 避 
| 0 0H の ほ き モニ タ の "S". FFH の と き モ 
」 ニタ の “D”" 
旧 テス ト ・ メ モリ “TM" の 不良 メモ リ の アド レ 
ス 退 避 






























クリ ア 用 の デー タ 


0DH の と き モ 















テス ト ・ メ モリ “TIM" の 書込み デー タ 
テス ト ・ メ モリ “TM" の 読出 し デー タ 








4PC 一 8801mkII シ リー ズ 
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ーー 





ノレ 























グラ フィ ッ グ オッ パー ゃ ライ 錠 オー バー ライ ジ 

B 信 号 OFF ノーー マ ル ノ ーー マ ル 

B 信 号 ON アン ダー・ ラ イン アン ダー・ ラ イン 

R 信 号 OFF | 
R 信 号 ON ーー 

G 信号 OFF し キャ ラク タ 





全 信 


dh 











ON | グラ フィ ッ ク 





RG 日 信 号 只 カ ラー 変換 表 





















0E 馬 OFF ON ON 
@⑳ME7 OFF ON | ON | 0TFE | OFF ON | ON 
6 衣 り 衣 ON ⑩UE 時 | ON | 90EF | ON | OFF | O 








1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 


10 . 
提 。 
12. 











































































































| jol1lzl3l4j5je Al 所 ID 
久 O| Ipg| |0lelP ー| タ | ミ 

四 1|SuIPi| AIQO|a 。 | ア | チ | ム 

| ぢ |SxlPe| "| 2|BIRlb 「 | イ | ツ | メ 
|3|ExIP3| | 31CIS|c 」」 ウ | テ | モ 
4jETIP4l$|41DITla J エ | ト | ヤ 
5|EolNkI%| 5|EIUle ・| ォ | ナ | ュ 
SIAkSNl&l6 FI VIf ヲ | カ | ニ | ヨ 
ZlulEg| 71elwlg ァ | キ | ヌ | ラ 

8 Bs Cl ( 8lHlXlh ィ ク | ネ | リ | 全 
|9|HTIEM )19|1 Yi ゥ | ケ | ノ | ル | 靖 

| へ AILF|Sl*| |Z|」 上 
所 |HMEc| 填 | : |KI[ |k ォ | サ | ヒロ | 更 
Cleu に | , <[L| | 2 ャ シ | フ 17| 旬 | | 
DPmー|ー|=|M ] Im ョ スト | レン IO[ | 
88 韻 欠 II I 白 幅 内層 愉 上 
FI ン 1?loL_lo ッッ I マ LIN 














-『FN 一 BASIC リフ ァ レ ンス ・ マ ニュ アル 」 NEC 

-「PC 一 8001 ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル 」 NEC 

-「/ZCOM 一 82 ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル 」 NEC 

.・『4COM 一 82 イン スト ラク ショ ン 活 用 表 」NEC 

.「 月 刊 マ イコ ユン 」1981 1 月 号 一 1982 12 月 号 「 マ シン 語 講座 」 ブ 川村 清 プ 電波 新聞 社 
.「 有 アー80 マイ コン ・ プ ログ ラム テク ニッ ク 」 電 波 新 聞 社 

.-「PC 一 8001 BASIC SOURCE PROGRAM LISTINGS」 
秀和 シス テム トレ ー デ ィング 株 式 会 社 

-「PC 一 80 0 1 マシ ン 語 活用 ハン ドブ ッ ク 初級 編 」 秀 和 シ ステ ム ト レ ー デ ィング 
株 式 会 社 

-「PC 一 8801 解析 マニ ュ ア ル 」 秀 和 シ ステ ム ト レ ー デ ィング 株 式 会 社 

「 月 刊 ア スキ ー」1979 11 月 号 「2Dー4M」 ン 乾 謙一 プ 株 式 会 社 ア スキ ー 
「DUAD 一 PC ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル 」 株 式 会 社 ア スキ ー 

「DUAD 一 88D ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル 」 株 式 会 社 ア スキ ー 
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DEMPA 









js PD ロ -dBH 1 活用 研究 I 
-。 ヒジ ネス 
PC980lsex 


ソフ ト 編 


Lu 電気 の 16 ビ 


D の の の の の の の の の の の の ⑯ の の ⑬ の の の の の ⑯ の Q 








月 刊 
マ ィ コ =」 別 志 


PC-8801 天 了 
PC980hs Cy 


グラ フィ に どー 邊 日 本 電気 の べ ス 1 


PC 4 
の 「 福 音 の 書 
で 250 円 


マス ター 編 


IBM5550 解 人 和書 


オフ ィ ス 昔 命 ! し 
5550 の すべ て 


ウン の ツン 生 


1 BM マ ル チ ス テー シ 
ン 5550 の 機能 ・ 特 徴 

8 時 
章 命 齋 550 の 


- 使 えみ プロ グラ 
ムリ スト は 、 実 用 書 と 
I て 成 先 近 
@300 





マー マイ BA8DmE 


B5 判 240 頁 定価 |.500 円 


月 刊 


]x イコ に JA My 活 用 編 


罰 解 りや すく ビジ ネス 


利用 差 本 か ら 、 


ける 弱 


て 自分 自身 の 経験 を 


二 て 解説 し て いる 。 
&300 幅 


og マイ コン BAGIC 講 座 @ 


4 変 科 200 頁 定価 200 円 


sa マイ コノ BASIC 講 諾 ③ 


構 プロ グラ ム 
玩 jBASIC マス ター 編 
し hy まで 


フロ グラ ム マス ター 尊 


ソコン PT 

ちか ら ア ニメーション 

テク ニッ ク ま で A 門 者 

向け に わか りや す ( 解 
説 。 300 幅 





B5 判 196 頁 定価 | 
js マイ コン BASIC 講 座 ④ 


マイ コ <=」Bec " や 
テー タフ ァイル 和 用 細 me ーー ES558 0 
」 の 処理 テク ニッ ク に 
hs 
較 に 欠か せな い フ ロッ ピ 
ー ア ディ スク 装置 を 合用 
する 上 で の 、 デー タ 入 
・ 出 力 、 並べ か え 、 検 
示 、 ソ ァイル 管理 等 の 
プロ グラ ミン グ ノ ウ ハ 
ウ を 詳し く 紹介 。 
@300 





B5 判 193 頁 定価 1.3OO 円 


ms マイ コン 尼 馬入 


本 で | は シ ャ ー プ の M 
Z 一 80K/C、1200 に 従 
| っ て 解説 を すす め 、 ゲ 
ー ム 作り を 前 提 に ま と 
め て いる 為 、 親しみ 易 


時 い 内 容 に な っ て いる 。 


月 刊 
マエ m 和 g プロ グラ ム テ クニ ニ ッ > 


B5 判 231 頁 定価 1.400 円 


ン -8 ヨ 0 マイ コン 
ッ ク 


1 プラ ダラム 


M プ ダラ 人 皿 ザ イロ ク 社 の 開 発し 


た CPUZ80 が , 手軽 
と 汎用 性 の た め , 8 
デット マイ クロ コン ピ 
ー タ の 主流 に な っ て 
いる 。 本 書 は Z80 の 命 
| 令 を わか りや すく 解説 。 
また テス ト プ ロ グラ ム , 
軸 算 プロ グラ ム も 各種 
| し て いる 。 
る 250 円 


元 : 





B5 判 252 頁 定価 ,4OO 円 


B5 聞 202 真 定価 | ,300 円 





B5 判 238 真 定価 1.30O 円 


9 語 の 基礎 か ら 


899| マ > ゲー ム の 製作 まで 
PC- 量 > 田 あ な た は 自分 の マシ 
GE た 使い し こなし て いる 

か ? 現在 BASIC 


イコ ン 所 有 者 の 10 分 の 


シン 語 修 得 の た め の 近 


>、 問 と し て 作ら れ た 。 
や 、 


を 理解 で きる 人 は 、 マ | 計 


マッ PD-8001 マ ツ ツ 針 入門 II 


アセ ンプ ラ か ら 電 子音 楽 付き 
7 ラーグ ラフ ィ ク まで 


罰 好 評 の PC 一 8001、 
8801 マ シン 語 入門 に 続 


に 9 の で で 科 め 





B5 判 210 頁 定価 1.3OO 円 


=800| 洗 用 研究 rc ol 


全 旦 の フロ グラ ム 20 本 一 と を 細か く 、 初 者 の 


廊 に も わか り 易 く 説 明 。 


プロ グラ ム も 実務 的 な 
も の か ら 、 ゲ ー ム まで 
広範 団 に わた っ て 利用 
で き 、 また プロ グラ ム 
の 選び 方 、 特 徴 な ど t 
紹介 され て いる 。 
@250 円 


月 刊 
マイ ココ =」 別 地 PC-80O01 有人 
に 役に立つ 
ビジ ネス ツノ フト 
時 NEC の PC-8001 
用 ビジ ネス ソフ ト を 6 
本 紹介 。 プ ログ ラム リ 
スト と フロ ー チ ャ ー ト 
の 二 つ を 掲載 、 変数 の 
使い 方 が 難し いも の に 
= つい て は 変数 表 を の せ 
@300 
【 ーー 





5 198 貢 定価 |.2OO 円 
scrms PD-BHD] 活用 研究 


ビジ ネス グラ フ 
PC80 800| 蜂 用 研究 


グラ ラ ィ ウッ クズ 
圏 コン ピュ ー タ 言語 
は 
め て 修得 し や すい 言 
語 で す 。 本 書 は その 
BASIC を 使っ て 
罰 ビジ ネス 用 プロ グラ 
ム の 重要 な 項目 で あ 
る 作 表 と グラ ブフ 作 成 
の プロ グラ ム を 各種 
紹介 し て いる 。 
員 300 円 


月 刊 
マイ ィ コ ^」 別 二 


099 


ーー ーーー デー テー イデ 


MZ-8000 活 用 研究 
テク ニッ ク か 機能 ・ 
各種 アプ リケーション まで 
罰 機 械 の 特徴 性 能 を 
徹底 的 に 分 析 MZ 一 
80B と の 互換 性 を わか 
ク ラム も で が ー ム ダ 
ログ ラム , 日 本 語 ワ ー 
ド プ ロ セ ッ サ の 活用 


グラ ム を 各種 紹介 。 
包 250 円 


B5 判 178 頁 定価 1.3OO 円 


B5 判 154 頁 定価 1.5OO 円 

月 和 素早 く マ スタ ー 
マ og ビジ ネス 量 AI 

雪 和 2BASIC 

* ツ コン の ビジ ネス 
や か 

「N5200 モ ア 

ル 05」 を 使い 、 イ ラス 

・ 上 な が ら 


し ーー 
ネス BASIC の 入門 





B5 判 
月 刊 
マイ ィ コ =) 別 地 


186 頁 定価 1.50O 円 


MZ-8000/8800 
プロ グラ ム テ クニ ッ ク 
em テン ン oo 君 の MZ を 120% 使 い 
IMZ-3268 きる マガ ジン BOX 
これ だ け は そろ え 
Ne デメ リティ 、 
* と 便利 な サ プ 
ルー チン , 集計 プロ 
グラ ム , デー タ 通 信 
プロ グラ ム 等 , あな 
た の MZ を TP0 に 
合わ せ て 活用 する た 
め の テ クニ ッ ク を 各 
種 紹介 。 
員 300 円 


B5 判 192 頁 定価 1.3OO 円 


グラ ミン ヴ テ | クニ | ッ | グ 本 役 肖 雪 寺 


月 刊 
マー 別冊 


FM- フ 活用 研究 
ゲー ム か ら マ シン 
語 ・ 新 言語 まで 
罰 迷 路 の 中 の エサ を 
食べ な が ら オ バケ の 
追撃 を きけ , 逃げ る 
ゲ ダーム" パッ クマ ン 5 
ゲー ムセン ター の 異 
轟 を 本 書 で 再現 。 他 
に <FーBASIC の 
解説 。6809 の マシ ン 
語 の 説明 等 も 加わ っ 
た F M - 7 の 解説 書 。 


月 刊 
マイ ィ イコ) 別 隔 


BAMING へ の 指 待 


あな た も テレ ビ ゲ ー 
ム プ ログ ラム に 挑戦 
田 リ アル タイ ム ゲ ー 
ムシ ミュ レー ショ ン 
ゲー ム , 思考 ゲー ム , 
マイ コン パズル 等 の 
エキ サイ ティ ング な 
マイ コン ゲー ム を あ 
な た 自身 で 作っ て み 
た いと 思い ませ ん か 
? 本 書 は その テク ニ 
ッ ク を あら ゆる 角度 
か ら 紹 介 説明 し て い 
ます 。 員 250 円 


| B5 判 220 頁 定価 1,3OO 円 


B5 





EE 
zamgs 人 APPLE DO 入門 
ゲー ム か ら ビ ジネス 
APPLLE : し 
還 APPLE 社 の A 
雪 ソノ フト 共 優秀 な も の 
を 備え て 各社 の パソ 
っ て いま す 。 本 書 は 
その APPLEI の 
作 す た め の ノウ ハウ を 
や さ し ( 解 説 し た 手 
B5 判 220 頁 定価 1.300 円 
月 刊 
マイ コー-! 別 冊 パソ コン ワー プロ 
パソ コン の 秘密 
兵器 が ・ PO 
は な ら な い の が ワー 
プロ 。 パ ソコ ン で も 
いう 要望 に 応え た パ 
ソコ ン ワ ー プ ロ を 本 
また , ユー ザー 訪問 
記 及 び オ ー ル ガイ ド 


まで ディ スク 操作 テ 
SHpiimeSsim 入 門 

ES PPLEII は ハー ド ・ 

コン 販売 の 目標 に な 

ディ スク を 使い こ な 

引 書 で す 。 ⑤250 円 

ems 今 , キミ の 手 に 

ウー プ cMy 時 0A 時 代 に な 〈 て 

ワー アロ 機能 を , と 

書 で は 詳細 に 説明 。 

も 併 録 。 3800 円 


B5 判 168 頁 定価 1.3OO 円 
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ボート ④ マコ =」 ソ コト に 


コー ボー 
PC-800ImkI 
定価 3.800 円 2 光 の ア 」 


作戦 指令 タン 
1 ギリ ス 輸 送 船団 を 7 の Wu 
撃沈 せよ / 


ぱん を ぎ つ 船 サバ イリ 


PC880| 定価 3,.000 円 


ネズ ミ と 水夫 が くり ひろ げ る 底 ぬ け 反 射 ゲ ー ム 


2 ずり ミ シ ヲ リル な リー 


ーー BASIC 
EF'MI- 7 | 詩 (F-BASic 
定価 3,800 円 
日 本 の 運命 を 変 た た ミッ ドウ ェ イ 海戦 。 結 
史実 を も と に し た 日 米 機 動 部 隊 の * 負 


ジ シミ ュ レ ーション ゲー ム 


PC-880I/mkaI 定価 3.800 円 
マザー コン ピュ ー タ に コン トロ ー ル さき 
れ た 空間 浮遊 都市 ゼノ ン の 市 民 を 守れ / 


ik 本 語 発 行 人 平 凪 秀 放 

Z80 マ シン 語 プ ログ ラム 入門 4 法 mW 

川村 清 著 郵 使 番号 141 東京 都 品川 区 東 五 反田 1 一 11 一 15 
電話 (03) 445 一 6111( 大 代 ) 振替 東 京 5 一 51961 

昭和 59 年 4 月 3 日 発行 印刷 所 大 日 本 印刷 (株 ) 

⑥1984 Printed in Japan 製 本 所 (株 ) 墜 省 堂 

定価 1,500 円 (送料 300 円 ) 
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関東 電子 株 式 会 社 = 

云 257w 長 固 生業 所 容 0258-32-8888 
マイ コン 営業 部 十 I0I 東京 都 千代 田 区 外 神田 2-15-2 新 神田 ビル 大 03-257-622『 半 具 fA3 
シス テム 営業 部 〒!0I 東京 都 千 代田 区 外 神田 2- !5-2 新 神田 ビル 合 03-257-5291 ーー の ae 人 1 
大 阪 支 店 〒556 大阪 市 浪速 区 日 本 橋 3-3-5 カ トウ ビル 容 06-632-0207 代 で 広 例 富 業 哲人 082-227-5536 @ 注 営業 所 大 092-474-5777@ 避 本業 所 会 0963-26-|155 
















Ru CZ22 6 な 、 


AP お C 








会 社 で も 、 家庭 で も 、 自由 に 使え る 高 性 能 パ ツ コ ン PC-8801wkII、 新 登場 で | ソフ ト 数 千 、 高 感度 パソ コン 。 
使い や すき で 定評 の ある 名 機 、PC-8801 の グラ フィ ッ ク 機 能 や ワー ブロ 機能 、 | 

日 本 語 処理 機能 な ど を る ら に 充実 。 ミニ フ ロッ ピ イ テイ スク ドラ イブ も 本 体 に 内 蔵 し 、 | 

いち だ ん と 便利 に な りき し た 。 大 人 た ちの 期待 に 応え る 実力 派 で 訪 

も ちろ ん 、 す ぐに 使え る 市 販 の ソフ トウ ェ ア の 数 は 、 数 千種 類 。 


仕事 も 遊び も 見 事 に こなす ヤン グ ア ダ ル ト に ふさ わし い 、 洗練 され た パソ コン で 示 





AEC バ パー ソナ ルコ ンピュータ PC-8801wkTmodel 10.… 本 体 標準 価格 168.000 円 | WEC バー ソナ ルコ ンピュータ 


PC-8800 ヨ リー ズ " PC-8801wkTmodel20… 本 体 標 準 価格 225、 000 幅 | PC-8000 ヨ リー ズ ~ 


ミニ FDDI 台 内 蔵 


PC-8801wkTmodel30 村人 格 275 000 円 800Imk 
PC880Imll -: 1 
PC-2000 ジ リー ス 7 5%%"PC-600ImkII/ 還 再 PC-6600 ジ リー ズ / 可 oPC-800ImkLt/ PC-8200 コ リー ス 下 選 区 PC-880ImkII 林 
医 選 PC-I00 ジ リー スソ 攻 主 5 PC-980|:/ 5WPPC-980|/ 工 還 5 光 PC-980| / N520U LU5 





















MC の パンフ ン フ ァ ミ ケー 9 Bm ク ルー プ NEc ス ツ コ ン イ ン フー ショ ン ャ ター 、 Ca 





電波 新聞 社 吉 141 東 京都 品川 区 東 五 反田 1 一 11 一 15 電話 03(445)6111 定価 1.500 円 雑誌 68469-09 
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